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高等教育機関における Moodle 利用状況のデータベース化の報告 
 

白井 達也 1*,  原田 寛之 2  

1:機械工学科 

2:札幌学院大学 電子計算機センター 
 
 

現在，日本国内の多くの高等教育機関が Learning Management System(LMS)として Moodle を採用

している．文部科学省は海外と国内での LMS の利用状況に関する調査を行っているが，公表される

のはアンケート回答に基づく統計上の数値であり，実際の利用状況を表してはいない．本ノートで

は 2013 年 8 月時点における日本国内の全ての国立大学，公立大学，私立大学，高等専門学校での

Moodle の利用状況を調査した結果を報告する．本報告の主題は調査結果そのものでは無く，今後継

続的に調査結果を更新し最新情報を入手可能なデータベースの紹介と，本データベースを構築する

に至った経緯と目的を述べることにある． 

 
Key Words :  e-Learning， Moodle, Learning Management System  
 

(受付日 2013 年 9 月 2 日；  受理日 2014 年 1 月 9 日 ) 
 
1．調査の背景と特徴 

自学自習を目的とした e-Learning システムは，情報通

信技術（Information and Communication Technology：
以下，ICT）の進歩と普及に伴い学校教育現場に浸透し始

め，有用性は一定の理解を得られた．欧米に比べて遅れ

ているが，教師と学生間の双方向コミュニケーションや

協働作業を通じて学習内容の定着を図る新しいタイプの

学習管理システム （Learning Management Systems : 
以下，LMS）も，国内での利用が徐々に広がっている．

さらに 2012 年度中より米国を中心に活発化した Web を

用いた大規模講義 MOOC（Massive Open Online 
Course）の台頭など，今後も LMS の技術動向に高等教

育機関（以下，学校）は注意を向け続けなくてはならな

い．LMS の普及状況は旧NIME（National Institute of 
Multimedia Education: 独立行政法人メディア教育開発

センター）による2007年度までの調査報告 1と，旧NIME
の業務の一部を引き継いだ放送大学学園 ICT 活用・遠隔

教育センターによる 2009-2010年度の調査報告 2がある．

この報告において，LMS を利用している学校は大学全体

で 40.2%（1,084 機関），内訳は国立大学が 51.7%（330
機関），私立大学が 38.3%（704 機関），公立大学が 22.6%
（50 機関），短期大学では 24.5%（83 機関），高等専門学

校（以下，高専）では 73.2%（41 機関）であることが示

されている．利用しているLMS の種類は全機関種別にお

いてMoodleが最も高く，大学が43.0%（国立大学42.4%，

公立大学 54.0%，私立大 42.5%），短期大学が 53.0%，高

専が 63.4%である．以上の調査は各校に対して質問紙法

により行われた．なお，以上のデータの調査対象は，大

学のみ学校単位では無く学部研究科単位（国立大学 820，
公立大学 334，私立大学 2,822，計 3,976）である．同様

の調査を筆者も全高専に対して行った結果を2011年度に

報告している 3．ただし，これらの調査報告の中身は集計

結果であり，学校毎の利用状況を詳細に知ることはでき

ない．回答者が実務担当者である保証が無いため，実際

の現場の利用状況が正確に拾い上げられていない恐れも

ある． 
今回行った調査の特徴は以下の四つ，1) 調査対象とす

る LMS を Moodle に限定，2) 調査結果をオンライン上

のデータベースに蓄積して公開，3) 学校毎の詳細な情報

を提供，4) 調査結果は各教育機関から提出された情報で

はなく外部より検索エンジン等を用いて行う調査に基づ

く，である．本調査結果は論文等の裏付けデータとして

用いることも可能だが，自校にLMS 導入を考える学校教

職員が他校での利用状況を調べ，実際に運用している部

署へコンタクトして情報共有する助けになることも想定

している．  
 

2．検索エンジンを用いた Moodle利用状況の調査 

2.1 調査対象と調査方法 

調査の最大の目的は，各学校において全学規模で運用

しているMoodle サイトの存在を確認することである．存

在の確認は，学外からWeb ブラウザによるアクセスが可

能なURI の特定が最適だが，学内専用やポータルサイト

へのログインを必要とするなどURI が学外から見えない

（ノート）
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場合もあるので，調査年度においてもMoodle が全学規模

で用いられていると判断できる記述のある文書やページ

の発見でも可とした． 
調査対象とする学校は，日本国内の全ての国立大学（86

校 87 キャンパス），公立大学（83 校），私立大学（611 校），

国公私立高専（57 校 62 キャンパス）の合計 843 キャン

パスである．時間の都合により短期大学（381 校）は調査

対象外とした．学校名のリストは日本学術振興会の Web
サイトにある科学研究費申請書類作成用の機関コード一

覧表 4を元にした． 
調査方法は主に検索エンジンの Google を用いた．“学

校名”に“Moodle”，”e ラーニング“，”LMS“の単語を

それぞれ追加した三組の検索キーワードで検索を行った．

なお，”e ラーニング“による検索は”e-Learning”も検索

対象に含まれる．検索結果に Moodle サイトと思われる

URI を発見したら実際にアクセスを試みる．Moodle 以外

の LMS を全学利用していることが判明した場合はその

URI も記録する．多くの学校で英語学習や資格試験専用

の商用 LMS（主に e-Learning と称する）を利用してい

るが，本調査では教職員が自由にコースなどを作成して

コンテンツを提供できる汎用性の高いシステムのみを

LMS として認めた．具体的には Blackboard, WebCT, 
WebClass, Sakai, CEAS, TIES などで，NetCommons
は厳密にはCMS（Contents Management System）に近

いが，今回の調査ではこれもLMS と認めた． 
データベースに登録する各教育機関のデータは，1) 

Moodle の利用状況，2) 機関コード，3) 学校名，4) 学校

名の読み仮名，5) キャンパス名あるいはサーバ管理部署

名，6) 住所，7) 学校 Web サイトトップページの URI，
8) Moodle サーバのURI，9) Moodle 以外のLMS 利用時

のURI，10) 学校種別である．1) Moodle の利用状況は表

１に示すように６種類とし，未使用時を除く各項目に該

当するサーバが存在した場合はそれぞれのURI を個別に

記録する．それらの発見したURI を元にして表１中の番

号が小さいものを優先して利用状況として採用する．学

内ポータルサイトにログインしないと辿り着けない場所

にMoodle サイトへのリンクが存在したり，サイト名やペ

ージ中に”Moodle”の文字列を含まなかったり，URI
に”moodle”の文字を含まないなどの理由で Moodle サイ

トを発見できない場合もあるため，“未使用”と判断した

としてもMoodle サイトを発見できなかったに過ぎず，実

際にはその学校で Moodle は有効活用されているかも知

れない．したがって実際のMoodle 利用率は今回の調査結

果よりも高い値にあるはずである． 
調査期間は作業量が多かったため平成25年3月より同

年 8月までの半年近くに亘っている．年度を跨いだ間に

学校の統廃合やサーバの停止，URI の変更が生じている

可能性はある．  

 
2.2 調査結果 

調査結果を表２に示す．上段が該当する学校数で下段

が全学校数に対する百分率である．Moodle を全学利用し

ていることが確認できた学校は国立大学で 40.2%，公立

大学で 15.7%，私立大学で 17.2%，高専で 27.4%である．

一部の学部，学科，研究室単位でMoodle サイトを管理運

用していることが確認できた学校まで含めた小計は，国

立大学で 71.3%，公立大学で 34.9%，私立大学で 31.9%，

高専で 41.9%である．表２中に参考として第 1 章で挙げ

た文献２中の 2010 年度の LMS 普及率に Moodle 利用率

を積算した比率を示す．大学に関しては，放送大学学園

によって行われた調査結果よりも大きな利用率を示して

いるが，放送大学学園が算出した利用率は学部研究科単

位での厳密な調査結果に基づいているためである．本調

査は学校単位での調査であるため，大学において全学利

用のサイトが用意されていれば，Moodle を全く利用して

いない学部研究科があっても全学利用中と評価する． 
Moodle 利用状況の意味を考察する．“全学利用”は全

学部全学科の教職員が希望すれば自由にコースを作成可

能な状況にあることを意味する．実際の活用度合いはコ

ース数やアクセス数などを精査する必要があるが，現実

的には不可能なので本調査では活用度合いは調査対象外

とする．“個別利用”は，Moodle サイトの管理責任が学

校側と教員側に分けられると思われる．前者は初年度教

育や留学生向けなど用途を特化しているために全学利用

表１ Moodle 利用状況の種別 

利用状況 説明 

1. 全学利用 学校に所属する全教職員および全学生が利用

可能な Moodle サイト．サーバは学内に存在し

なくても構わない．民間企業が提供するサービ

スを利用していても構わない． 

2. 個別利用（学内） 学内の一部の教職員や個人の単位で管理され

ている Moodle サイトの内，サーバが学内にあ

るもの． 

3. 個別利用（学外） 学内の一部の教職員や個人の単位で管理され

ている Moodle サイトの内，サーバが学外にあ

るもの． 

4. 共同利用 複数の大学などによるコンソーシアムなどで管

理・運用される Moodle サイトを利用している場

合． 

5. 他の LMS Moodle以外の LMSのみを用いている場合 

6. 未使用 LMSを一切用いていない場合． 

 

表２ Moodleを利用していると思われる大学等の数と比率 
学校種別 学校数 全学

個別
（学内）

個別
（学外）

小計
参考

(文献2)
共同 他LMS 未使用

国立大学 35 27 0 62 - 8 7 10
(%) 40.2 31.0 0.0 71.3 21.9 9.2 8.0 11.5

公立大学 13 14 2 29 - 13 6 35
(%) 15.7 16.9 2.4 34.9 20.7 15.7 7.2 42.2

私立大学 105 64 26 195 - 42 73 301
(%) 17.2 10.5 4.3 31.9 16.3 6.9 11.9 49.3
高専 17 9 0 26 - 1 11 24
(%) 27.4 14.5 0.0 41.9 46.4 1.6 17.7 38.7

87

83

611

62  
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では無いだけで， Moodle を全学的に運用する技術的な

課題は少ないと予想される．一方，後者は学外設置も含

めて教員が必要に応じてLMSの導入とMoodleの選定を

行った結果だろう．後者かつ“個別利用（学内）”ならば

Moodle サイトが学内ネットワーク上に存在することを

情報セキュリティポリシー上，認められていることを意

味するため，予算と人員の確保が可能であれば Moodle
を全学的に利用する制度上の課題は少ないと思われる．

後者かつ“個別利用（学外）”の場合は逆に，Moodle に

精通した教員は少数ながら存在するものの，全学利用は

技術的にも制度的にも難しいものと思われる．“共同利

用”は，複数の大学でコンソーシアムを組むなどして代

表校のネットワーク上あるいは独立したドメイン上の

Moodle サイトを利用している場合である．単独の教員で

はサーバを管理できないため場所を借りている場合と，

単位互換協定を締結して大規模に行っている場合とに分

けられる．“他のLMS”は全学的にMoodle 以外のLMS
を用いている場合だが，積極的に調査している訳では無

く，本質的には未使用と同等である．Moodle 以外のLMS
を全学的に用いている場合，Moodle へ乗り換えるにはそ

れまでに作成したコンテンツの変換が必要なため，乗り

換えは容易ではない．“未使用”と判断された学校の中に

も Moodle サイトを利用している学校はあると推測され

る．これらの学校については各学校関係者からの情報提

供を期待する． 
 
2.3 調査結果の公表方法 

本ノート執筆時点では，調査結果のデータベースは本

校内の Moodle サイト上のデータベースモジュールに蓄

積している 5．ゲストログインで全データの閲覧および検

索が可能である．将来的には moodle.org の Japanese 
moodle コース 6上にデータベースを移して，同コースの

登録ユーザであれば自由にデータの修正（変更確定には

承認を必要とする）を可能とする予定である． ユーザイ

ンタフェースは今後も変更する可能性はあるが，現時点

におけるデータの一覧表示と個別表示のスクリーンショ

ットを図１に示す．本データベースは国内の高等教育機

関におけるMoodle サイトの全リンク集でもあるので，安

易に“個別利用”のURI まで公開するのは好ましくない

ため一覧表示では全学利用のURI のみ表示している． 
 
3．まとめ 

国内の国立大学，公立大学，私立大学，高専における

Moodle の運用状況を，Google 検索をベースとして調査

を行い，データベース化した．現在のMoodle 利用状況に

ついて報告すると共に，データベースに蓄積されている

データの説明と利用方法について説明した．今後は，デ

ータベースの情報を有志により更新するための手順の確

定と，収集したサーバへのURI の到達確認の自動化につ

いて検討する予定である．  
今回のデータベース化を行うにあたり，先がけて主要

な大学での Moodle の利用状況を調査し公開して頂いて

いた富山大学の木原 寛先生，手作業での調査を補完する

貴重なデータを提供して頂いた札幌学院大学の原田寛之

氏に感謝します． 
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database. 
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トルエンスルホン酸の加水分解反応における速度論的解析 
 

澤田 善秋 1*，水谷 友哉 2，淀谷 真也 1 

1:生物応用化学科 

2:株式会社 イーテック 
 
 

有機合成用触媒として用いられるパラトルエンスルホン酸 (p-TSA)は，トルエン (TL)と濃硫酸を

反応させて製造されている．その実生産工程から副産物として，少量の未回収 TSA を含む使用済み

硫酸の廃液 (希硫酸 )が生じる．この希硫酸中の TSA を加水分解し，TL として回収できれば， p-TSA

製造工程での原料として再利用することが可能となる．そこで，硫酸中の TSA を加水分解して TL

を回収するプロセスに関して実験および反応速度論的解析を行ったので報告する．   

 
Key Words :  トルエンスルホン酸，加水分解，異性化反応，反応速度  
 

(受付日 2013 年 8 月 28 日；  受理日 2014 年 1 月 9 日 ) 
 
1． 緒言 

有機合成用触媒として用いられるパラトルエンスルホ

ン酸(以下 p-TSA と略す)は，トルエン(以下TL と略す)と
濃硫酸を反応させて製造されている．その実生産工程か

ら副産物として，少量の未回収TSA を含む使用済み硫酸

の廃液(以下，希硫酸と略す)が生じる．この副生品中の

TSA を加水分解し，TL として回収することにより，

p-TSA 製造工程での原料として再利用することが可能と

なる．そこで，硫酸中の TSA を加水分解して TL を回収

するプロセスに関して実験および反応速度論的解析を行

った．実プロセスで残留する希硫酸には硫酸が

50~60wt%含まれており，TSA 含有率が 25wt%程度の

TSA高濃度プロセス品と9wt%程度のTSA低濃度プロセ

ス品の 2種類が存在する．また，TSA には o-，p-，m-体
の 3 種類の異性体が存在する．TSA 高濃度プロセス品の

代表的な異性体比率は o-TSA 62%，p-TSA 24%，m-TSA 
14%である．また，TSA 低濃度プロセス品の異性体比率

は o-TSA 32%，p-TSA 18%，m-TSA 50%である．これら

2 種類のプロセス品を原料として加水分解を実施した．加

水分解方法としては一括仕込み後，加熱，加水分解させ

る回分濃縮法と連続的に水を添加しながら加熱，加水分

解させる半回分水添加法を実施した． 
 

2． 理論 
基本反応は図１の反応式に示す通りTSAが加水分解さ

れTL と硫酸が生成する．TSA の加水分解反応は，一般

式としては図１に示した通りであるが，3種類の異性体が

各々，同時並行的に異性化反応および加水分解反応を起

こすものと考えられる．各々の異性体比率は温度の影響

を受け，o- > -p > m の順で転位反応が起こりやすいこと

が知られている 1)．  
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図２ 異性化および加水分解反応式 

 
図２に異性化及び加水分解反応式を示した．3種類の異性

体の異性化および各異性体の加水分解を表している． 
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図１  TSA の加水分解反応式 
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図３ 反応速度式 

 
図３は物質毎の反応速度式(例えば o-TSAの反応速度 : ro-TSA)を
表している．またk1～k12は反応速度定数である．ここでCo-TSA

は o-TSAの濃度(mol/l)を示している． 
 
3．実験方法および装置 

図４に実験装置図を示した．異性化反応速度は，原料と

なる希硫酸を 300ml の三口フラスコに仕込み，オイルバス

中で所定の温度(100～160℃)に加熱して1時間毎にサンプ

ルを採取，分析して測定した．異性体組成は，アルカリ溶

融 2)後，クレゾール類としてガスクロマトグラフィーにて

分析した．異性化反応速度の測定においては，異性化温度

および硫酸濃度の影響を確認すべく硫酸濃度を 51，56，
60，64%の 4 点とし反応温度を 100～150℃の範囲で異性

化反応速度を測定した．高温になる程，加水分解の影響が

顕著になるため，生成した TL を全還流にてフラスコに戻

して異性化速度を測定した．加水分解速度の測定において

は，1,000ml フラスコ中で，仕込み原料として実験室で市

販の p-TSA 単品を用い硫酸，水濃度を調整した原料(以下，

モデル品と略す)および実プロセスから採取した原料(以下，

プロセス品と略す)を用いた加水分解実験を実施し反応率

の経時変化を確認した．モデル品では，仕込み量が約 700g
程度になるように，p-TSA 濃度 7～15wt%，硫酸 40～
70wt%に調製した．プロセス品では，仕込み量が約 700g，
TSA 濃度 9～24wt%，硫酸濃度 55～60%で実施した． 

 
4. 実験結果 

 

4.1 シミュレーションモデル 

反応速度式(7)～(12)を基に実測値から Excel2010 の

Solver を用いて以下の方法で k1~k12 を求めた．一例とし

て高濃度プロセス品を原料として155℃にて半回分式で加

水分解を実施した実測値を用いて反応速度定数を求めた

方法を記載する．実測値から反応時間と TSA 濃度[wt%]，
異性体比率[%]，硫酸濃度[wt%]，反応率[%]の各々の近似

式を求めた．反応時に留出する量(水+TL)および反応で消

費される水は連続的に添加し，TL は生成と同時に留去さ

れるものとした．また，推算を簡略化するため便宜上，水

(7) 

(8) 

(9) 

(10) 

(11) 

(12) 

図４ TSA 加水分解実験設備 
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に関してはモル濃度が大きく変化しないため定容反応と

して取り扱った． k1~k12 を求めるために近似式から単位

時間当たりの反応量⊿Co-TSA/⊿θ[mol/(l・s)]，⊿Cp-TSA/⊿θ，
⊿Cm-TSA/⊿θ，⊿CH2SO4/⊿θを求め，これらの量が各物質の

反応速度 ro-TSA(7式), rp-TSA (8式), rm-TSA (9式), r H2SO4 (12式) 
と一致するように Solver を用いて各々の絶対誤差の平方

和が最小になる条件で計算させた．図５にその結果を示し

た．平方和は 8.90×10-1 程度とそれ程低くはないが，結果

的にシミュレーションとして，方向性を探る上で支障がな

い程度であった．ここで求めた反応速度定数を用いて，物

質収支と反応速度式(7)~(12)を微分方程式の一般的数値解

法のひとつである 4次のRunge-Kutta 法を用いて，Excel 
VBA によるマクロで異性化比率，反応率および各物質の

濃度を求められるシミュレーションモデルを作成した． 
 

4.2 異性化反応 

図６に硫酸濃度 56%における異性化温度の異性体比率

への影響を示した．異性化温度を高くすると見かけ上，

o-TSA が p-TSA に異性化し，生成した p-TSA が m-TSA
へと異性化することが確認された．●，▲，■は実測値，

実線・破線・鎖線は k1～k6を実験的に求めた値を用いたシ

ミュレーション結果を示している．異性化温度が 100℃の

時は，o-TSAがp-TSAに徐々に転位し，p-TSAからm-TSA
への転位はごくわずかであった．温度が 120℃になると

p-TSA への転位速度が上昇し，m-TSA の生成速度も増加
3)している．140℃では，p-TSA の生成速度が上昇し，さ

らに p-TSA から m-TSA への異性化速度が増加する． 
p-TSAは時間と共に減少してm-TSAが増加することが明

らかになった．速度定数および濃度からみて o-TSA ⇄ 
p-TSA の速度定数 k1，k2および p-TSA → m-TSA の速度

定数k3が支配的であり，その他の速度定数は無視しても図６

に示すシミュレーション結果と実測値が比較的よく一致

することが確認された． 
 

4.3 加水分解反応 

回分濃縮方式では，原料を仕込んだ後，段階的に加熱し

て反応温度を上昇させながら加水分解を行った．反応温度

は 140～170℃とした．半回分水添加方式では，反応温度

を一定に保ちながら，生成するTL と共沸して留出する量

と反応にて消費される量と同量の水を連続的に添加しな

がら反応を行った．反応温度は，140～160℃とした．図７

に純 p-TSA および低濃度プロセス品を原料として用いた

場合の回分濃縮方式，また図８には高濃度プロセス品を原

料とした半回分水添加方式の反応時間と反応率の実測値

を示した．各プロットは，留出したTL 量から求めた反応

率を示している．回分濃縮方式では，いずれの原料でも 4
時間程度で硫酸水溶液の沸点に達し，p-TSAで反応率 85%，

また低濃度プロセス品では 40%程度で加水分解反応が平

硫酸濃度 56%，100℃       硫酸濃度 56%，120℃           硫酸濃度 56%，140℃ 
図６ 異性化温度の異性体比への影響 
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図７ 反応時間の反応率への影響(回分式) 
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衡に達した．m-TSAはp-TSAに比べて分解しにくいため，

m-TSA が原料中に存在するプロセス品では，加水分解が

起こりにくく 40%程度の反応率で反応が終了したと推察

される．図８に示した高濃度プロセス品を用いた半回分水

添加方式では，反応温度 155℃，6h で 80%以上の反応率

が得られた．高濃度プロセス品にはm-TSAが 25%と低濃

度プロセス品のm-TSA 50%に比べて低いため，回分濃縮 
方式で得られた値より高い反応率が得られたものと考え

られる．残留するm-TSA を強制的に加水分解すべく，

160℃以上で反応させるとTSA が硫酸により酸化され黒

色の炭化物が析出した．また，残液も着色したため加水分

解は 160℃以下で行う必要があることが判明した．加水分

解反応においても，転位反応と同様に速度論的解析を行っ

た．高濃度プロセス品を仕込み，155℃，半回分水添加方

式で 0.5～1.0h ごとに残留液をサンプリングし，添加水お

よび留出液の物質収支と残留液の分析結果から反応率，異

性体比率の推移を追跡した．図９に 0.5～1.0h ごとにサン

プリングして分析した異性体比率を示した．●，▲，■は

実測値を，また，実線・破線・鎖線はシミュレーション結

果を示している．図９の異性体比率については，推算値が

反応初期の急激な変化には追従していないものの，現象を

よく再現できていると思われる． 
 

4.4 硫酸濃度の影響 

TSA の加水分解反応は，図 1の反応式に示したように生

成物側の硫酸濃度を下げれば，反応速度が向上することが

予測される．そこで希硫酸を水で希釈し硫酸濃度を下げて，

加水分解を実施した後に水分を加熱留去する方法に，効果

があるかどうかを見極めるために以下の検討を実施した．

上述の加水分解反応シミュレーションモデルを用いて，原

料に高濃度プロセス品を用い，反応温度を 155℃，半回分

方式で硫酸濃度を 20~75%に変化させた場合の反応率(6h
後)への影響を推算し図１０に示した．硫酸濃度(仕込み)が
50%を超えた辺りから逆反応(スルホン化)が支配的になり，

急激に加水分解反応率が低下することが確認された．本結

果は，トルエンの半回分式スルホン化反応において，硫酸

濃度が 50%を超えた辺りから TSA の合成反応が定常状態

になり，スルホン反応速度が硫酸濃度の 1 次に比例して増

加すると報告 4)されている内容と一致する．高濃度プロセ

ス品(硫酸 51.4%，155℃，6h)で 79.2%の反応率が得られ

たのに対して，硫酸濃度を 20%に低下させれば，反応率が

86.9%と 7.7%向上することが期待される． 
但し，硫酸濃度の低下に伴い沸点が低下し，20%では

104℃程度となるため加圧して沸点を 155℃まで上げる必

要がある．そのためには 5 気圧程度まで加圧することとな

図１０ 硫酸濃度と 6h 後の反応率 
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図８ 反応時間の反応率への影響(半回分式) 
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る．低濃度プロセス品でシミュレーションを実施した結果

では，高濃度プロセス品のような反応率の向上は望めない

結果となった．図１１には硫酸濃度の各異性体比率への影

響を示した．異性化比率では o-体は硫酸濃度の影響をほと

んど受けずに低下するが，p-体，m-体は硫酸濃度が高いほ

ど高くなる結果となった．但し，本推算結果は，実験では

確認されていない．また，図１２に示したように異性体比

率では，硫酸濃度の増加に伴い p-体比率が増加し，m-体比

率が低下する結果となった． 

5. まとめ 

① p-TSA 合成プロセスから生じる希硫酸中に含まれる

TSA 異性体に関して，異性化反応温度の異性体比率への

影響を実測し，反応速度式に基づく推算を可能とした。

また，加水分解反応においても，反応時間と反応率おび

異性体比率との関係を推算可能とし，実測値と良く一致

することを確認した． 
② 希硫酸中の TSA の加水分解における半回分水添加方

式における反応時間と反応率の関係を実測した．実測値

から原料として p-TSA を用いた場合，150℃，4h 程度

で反応率 90%が得られた．また，回分濃縮方式では，硫

酸水溶液の沸点制約により 4h で反応率が 85%に達する

ことが判明した． 
③ 高濃度プロセス品を用いた半回分水添加方式では，反

応温度 155℃，6h で 80%以上の反応率が得られた．ま

た，160℃以上では硫酸による酸化に起因する黒色析出

物が生じた． 
④ 原料中に m-体を多く含む低濃度プロセス品では，分

解が起こりづらく，最終反応率が 50～55%程度までしか 
進行しないことが判明した．また，常圧での反応温度が，

硫酸水溶液の沸点に達し，反応温度を上げられないこと

も確認された． 
⑤ シミュレーションモデルを用いて，硫酸濃度の加水分

解反応率への影響を推算したところ，硫酸濃度が 50%を

超えると反応率が急激に低下することが明らかとなっ

た．そこで、硫酸濃度を低下させて加水分解反応率を向

上させるべく検討を行ったが，大幅な反応率の向上は期

待できなかった． 
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図１１ 硫酸濃度と異性体比率 
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Kinetics Study on Hydrolysis of Toluenesulfonic Acid 

 
Yoshiaki  SAWADA1*，Yuya  MIZUTANI2，Shinya  YODOYA1 

1 : Dept..  of  Chemistry  and  Biochemistry  

2 : E - TEC  ( Emulsion Technology )  Co.,  Ltd. 
 
p- Toluenesulfonic acid (p-TSA) which is used as catalyst for organic synthesis is produced by a chemical reaction 

between toluene and concentrated sulfuric acid. Dilute sulfuric acid solution contains unrecovered TSA which is 
generated in the manufacturing process as a by-product. Unrecovered TSA in the dilute sulfuric acid solution is 
disposed as waste, resulting in raw material loss and cost increase. Unrecovered TSA has potential to be 
hydrolyzed to toluene through hydrolysis reaction and can be recycled in a sulfonation process. We studied the 
isomerization and hydrolysis reaction experimentally and kinetically to find the most suitable operating conditions. 
As a result, we made it possible to estimate trends of the isomer ratios and reaction rate by the simulation model 
based on the reaction equations with high accuracy. It is also confirmed that the relation between temperature and 
rate constants were obtained by the data from the experiments and the activation energy and frequency factor were 
obtained by the Arrhenius equation. The yield of hydrolysis of TSA was about 80% for 6 hours at 155 oC by 
semi-batch reaction method. 
 
 
Key Words : Toluenesulfonic acid, Hydrolysis, Isomerization Reaction, Kinetics 
 

（Original Article）
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（教育論文） 

「鈴鹿高専の専門力を結集して三重の海を守ろう」プロジェクト

について 
 

平井 信充 1*,  甲斐 穂高 1, 山口 雅裕 1,  黒田 大介 2, 兼松 秀行 2 

1:生物応用化学科 

2:材料工学科 
 
 

鈴鹿高専の宝である学生の力を最大限引き出すために，基礎学力と並び社会人基礎力の強化が必

須である．後者を強化する場として各種創造活動プロジェクト等があるものの，専門を最大限生か

すことができる機械工学科，電気電子工学科，電子情報工学科と比較して，生物応用化学科，材料

工学科の学生については必ずしも適切な場が十分とは言えない状況である．以上の背景を元に，学

生が社会人基礎力を強化することが可能な場を提供すると同時に，地域に根ざした学科横断的な研

究成果を発信することが，本「鈴鹿高専の専門力を結集して三重の海を守ろう」プロジェクトの目

的である．  
 
Key Words :  海洋環境， CODOH 化学分析，プランクトン観察，創造工学，教育効果  
 

(受付日 2013 年 9 月 4 日；  受理日 2014 年 1 月 9 日 ) 
 
1．緒言 

鈴鹿高専生は鈴鹿高専の宝であり，その潜在能力を引

き出すための場を提供することは極めて重要である．鈴

鹿高専のスローガン「創造力豊かな国際社会に通用する

エンジニアの育成」の達成のためには，現状の講義カリ

キュラムは保持しつつ，特に，英語力と並んで，社会人

基礎力 1の強化が極めて有効であると考えられる．社会人

基礎力とは，経済産業省が提唱する「職場や地域社会で

多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力」

をあらわす概念であり，「前に踏み出す力（アクション）」，

「考え抜く力（シンキング）」，「チームで働く力（チーム

ワーク）」の 3つの能力から構成されている．社会人基礎

力を強化する場として，4，5学年では卒業研究や創造工

学等がカリキュラムとして設定されているが，1～3年と

いった，より若い年代への機会提供も極めて重要である．

その際，機械工学科，電気電子工学科，電子情報工学科

の学生は，ロボットコンテスト，プログラミングコンテ

スト，エコカープロジェクト，小水力発電プロジェクト，

デザインコンテスト等の「創造活動プロジェクト」等を

通じて自らの専門を最大限生かしながら社会人基礎力を

強化できる機会が得られるのに対し，それらと比較する

と，生物応用化学科，材料工学科の学生については，そ

ういった場が限られているのが現状である． 

以上の背景を元に，生物応用化学科，材料工学科の学

生に自らの専門を生かしながら社会人基礎力を強化でき

る機会を与えるため，「鈴鹿高専の専門力を結集して三重

の海を守ろう」プロジェクトを 2013年度に立ち上げた．

そのコンセプトと現在までの活動について報告する． 

 

2．プロジェクトの目的，趣旨 

まず，プロジェクトを立ち上げるにあたって，プロジ

ェクトの目的として以下の 2つを設定した．1つは教育的

側面からの「鈴鹿高専生，とりわけ生物応用化学科，材

料工学科の学生の社会人基礎力の強化」である．緒言で

述べた通り，生物応用化学科，材料工学科の学生が，そ

の専門を十二分に生かしてチームの中で先導的役割を果

たすことができる場を新たに提供する必要があると考え

た．勿論，最終的には全学的なプロジェクトへの移行を

視野に入れているが，まずは生物応用化学科の学生，次

いで材料工学科の学生にターゲットを絞ってプロジェク

トを軌道にのせることを目指すこととした． 

もう 1つは研究的側面からの「地域に根ざした学科横

断的研究成果の発信」である．高専 1～3年は年代として

は高校生と同じであるが，高等教育機関である高専の特

徴を考慮して，その専門性を重視したテーマをとりあげ

ることとした．そのため，後述する通り，本プロジェク

トの成果を学生から発信する手段としては，コンテスト

等よりは寧ろ学生による学会発表に主眼を置くこととし

た．また，「技術者養成に関する地域の中核的教育機関」

という立場からプロジェクトのテーマの大枠を検討した．

（教育論文）
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（教育論文） 

三重県は，海岸線の長さが全国第 8位 2に位置し，内湾（伊

勢湾）環境と外洋（熊野灘）環境の両方を含むといった，

日本でも有数の「海洋県」であることから，海に着目し

て，「鈴鹿高専の専門力を結集して三重の海を守ろう」と

いうプロジェクトの名称を決定した． 

 

3．学生アンケートおよびプロジェクト詳細 

前章であげた目的の達成に向け，「鈴鹿高専の専門力を

結集して三重の海を守ろう」という名称での 2013年度開

講の「創造工学演習」を立ち上げた．「創造工学演習」と

は，「独自性のある工作，実験，調査等の演習課題につい

て，新規機能，新データ解析，手法，考察等を行う」授

業であり，専門の選択科目の 1つである．放課後や長期

休暇を利用して本創造工学演習を実施することとし，

2013年度は，生物応用化学科の 3年生にターゲットを絞

って，参加者を募った．その際，まず，2013年 5月初旬

に，教員（山口，甲斐，平井）からの趣旨説明および全

員でのフリーディスカッションを行った後，学生にアン

ケートを行い，当日参加した 23名全員から有効回答を得

た．なおアンケートは 4項目からなり，自由記述形式と

した．項目は以下の通りである． 

 

（1）この創造工学演習に参加した（or参加を検討してい

る）理由について，自由に書いてください． 

（2）この創造工学演習でやってみたいテーマはあります

か？あれば書いてください． 

（3）授業以外に，クラブや他のプロジェクト，バイト等，

本演習との両立が必要な何かはありますか？何か本演習

に対する希望はありますか？  

（4）他に何かあれば，以下に自由に書いてください． 

 

本アンケートは学生にとって興味の高そうなテーマを検

討する目的で行った．そこで，項目（1）（2）（4）から主

要なキーワードをリストアップしたところ，以下のよう

になった．  

 

8名：「（海の）生物，生態」 

3名：「（海の）水質」，「透明骨格標本」 

2名：「エネルギー」 

1名：「大気汚染」，「光合成」，「微生物」，「花火」，「環境」，

「エンジン」，「病気」，「化粧品」，「CO2」，「酵素」 

 

なお，学生には必ずしも（三重の）海にとらわれなくて

よいと伝えていたため，上記には海に無関係なキーワー

ドも含まれている． 

以上を受けて，教員でプロジェクトの詳細の検討を行

った．プロジェクトで行う内容の決定については，専門

性の確保の観点から，学生に任せることが難しいと考え，

上記のアンケート結果を踏まえて教員で相談の上決定し，

学生に提示することとした． 

まず，生物応用化学科の特徴を考慮して，生物分野と

化学分野の双方にまたがる内容とした 3．また，専門性を

重視したテーマをとりあげるが，実験手法自体は既に履

修済みの内容とすることにより，低学年時に学ぶ内容が

高学年および卒業後につながっていることを実感させる

ことを狙った．更に，（三重の海を）「守る」ためにはま

ず「知る」ことが重要と考え，「三重県の海の海洋環境を

生物，化学の両面から知る」ことをプロジェクトの目的

とした．具体的な調査・検討内容は以下の通りである． 

 

（1）海洋環境の化学的側面として，三重県各地の海岸で

海水をサンプリングして，海水中の有機物量を化学的酸

素要求量(CODOH)分析により測定する． 

（2）海洋環境の生物的側面として，三重県各地の海岸で

海水をサンプリングして，海水中のプランクトンを顕微

鏡で観察して調査する． 

（3）海洋環境の化学的側面と生物的側面の相関について

検討する．もし，関連性が無ければ，関連性が無い理由

であったり，関連性があると思われる調査項目について

も検討する． 

 

なお，（1）で行う滴定，（2）で行う光学顕微鏡観察は

どちらも既に学生実験等で履修済みの内容である． 

 

図１ 海水サンプリング箇所 
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以上の内容について，学生（創造工学演習受講者 24名）

に提示した上で，7月下旬に白子海岸において，海水のサ

ンプリング方法の講習会を開催した．その後，本演習に

おける具体的な調査箇所の決定について学生に一任し，

北は桑名，南は尾鷲までの 12ヶ所（講習会を行った白子

海岸を含めると 13ヶ所）を決定した（図１）．選んだ地

点は，砂浜や護岸された港，河口など様々である．その

後，夏休み期間中に，学生が 3～4名ずつのグループに分

かれて，海水のサンプリングを行った（図２）．また，8

月下旬には参加可能な学生 12名を集め CODOH分析を学生

の手で行った（図３）． 

 

 

図２ プランクトンネットによる海水サンプリング 

 

 

図３ CODOH分析の様子 

 

分析結果の詳細については別紙に譲るが，例えば，白

子海岸での調査では，有機物含量の多い地点に生息する

とされるフジツボのキプリス幼生やゴカイのネクトケー

タ幼生が有機物含量の少ない地点に生息するとされるト

ゲナシエボシミジンコと同所的に採集されるなど興味深

い知見が得られている．解析を進めることにより，三重

県沿岸域における海洋環境の化学的側面と生物的側面の

相関に新たな知見が得られることを期待できると考えて

いる． 

 

4．プロジェクト上の留意点，教育効果，中間アンケート 

チームを組んで円滑にプロジェクトを遂行する能力は，

社会人基礎力の主要な要素の一つであると考え，前述の

通り，調査の日時や調査地点の割り当てなどは学生に一

任し，教員ができるだけそれにあわせる形を取っている．

顕微鏡観察についても，複数曜日の放課後に実習室を開

放し，その都度学生が自由に参加できる形を取っている．

但し，正課への影響を避けるため，クラブ活動などと同

様，試験期間中（定期試験 2週間前から終了まで）の間

は，活動を行わないこととした．  

また，プランクトンに関しては，膨大な種が報告され

ているため，種レベルでの同定は大変難しい．教員から

は，種名を決めることにこだわることなく，調査地点ご

との類似や違いといった傾向を掴むように，という指示

を行った．現在，学生同士でディスカッションしながら，

データをまとめようとしているところである． 

更に，活動を行う中で，リーダー的な役割の学生と，

そうでない学生が分かれてきた．人数を考えればこれは

予想されたことであり，その中で円滑な活動が行われる

ことが理想である．そこで，それぞれの立場にある学生

の意識を探り，今後の進め方に反映させる目的で，本創

造工学演習についての中間アンケート調査を 10月に行い，

受講者 24名全員から有効回答を得た．その結果の概要を

図４にまとめて示す．(a)の「テーマを受講しての感想」

は，希望者のみが受講していることもあり，極めて好意

的なものであった．(b)の「テーマの難易度」は，易しい

という意見と難しいという意見がおおよそ同数であった．

作業自体はシンプルで易しいが原理や考察は若干難しい

という意見が大半であり，教員の想定内であった．(c)の

「生物分野と化学分野の双方にまたがる内容」という観

点については，半数以上の学生が有意義と回答したが，

一方で生物的側面のみが強いという意見も複数存在した．

そこで今後は，現状の CODOHの精密分析に加え，複数の調

査項目(窒素,リン等)についてパックテストを用いた簡

易分析を補完的に行って，化学分析の調査項目を増やす

ことを考えている．その結果，限られた時間の中で研究

に必要な専門性を確保しつつ，より詳細な考察が可能な

データを学生が入手することができればと考えている．

(g) の「主体的に参加できたか」という設問に対しては，

大半が主体的に参加できたと答えた反面，勉強やクラブ

活動などとの兼ね合いで毎回の参加は難しかったという

回答もあった．また，(f)の「やりがいや達成感」につい

てあまりなかったと回答した学生は，その理由にまだ半

年しか経過していないことに加え，今までの活動が，海

水サンプリング，化学分析，顕微鏡観察のみであること

を挙げている．今後は，考察や発表などの活動もあるの

で，これらを通じてそれぞれの学生なりの「主体性」を

出して活動し，「やりがいや達成感」を感じてくれればと

考えている．なお，(h) の「発表したいか」については，

半数以上が発表を希望しており，できる限り発表の場を

数多く用意できればと考えている．

「鈴鹿高専の専門力を結集して三重の海を守ろう」プロジェクトについて 13
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5．今後の予定 

今後は，秋および冬にも計 1～2回の海水サンプリング

を行い，既に得られている調査結果も踏まえて，海洋環

境の化学的側面と生物的側面の相関について検討してい

きたいと考えている．また，学生による学会発表，具体

的には，高専祭におけるポスター発表（2013年 10 月, 鈴

鹿市），エコプロダクツ 2013におけるポスター発表（2013

年 12 月, 東京都），第 19回高専シンポジウムにおけるポ

スター発表（2014年 1月，久留米市），日本動物学会中部

支部大会における口頭発表（2014年 3月，岡崎市）を通

じて，学生のプレゼンテーション能力を中心とした社会

人基礎力の強化を行うと共に，教員による専門誌への論

文投稿も行っていく予定である． 

また，現状では生物応用化学科がパイロット的にプロ

ジェクトを進めているが，材料工学科への展開について

は以下の通り進めていきたいと考えている．共著者の黒

田，兼松は，金属材料の海洋浸漬実験の結果，微生物の

種類やその分布が変化すれば，それに影響を受けた金属

材料の腐食および生物付着状態が大きく異なることを既

に明らかにしている 4．このことは，海洋の環境（化学分

析，生物調査等）をより正確に把握した上で，金属材料

の海洋浸漬実験を進めることが極めて重要であることを

示している．そこで，2013年度後半には，化学分析，生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物調査を行った地点のうちの 1, 2箇所において，材料の

海洋浸漬実験を行い，問題点を抽出し，2014年度以降の

本格的スタートに向けた準備を行えればと考えている． 

 

6．謝辞 

本プロジェクト遂行にあたり，学内競争資金である「校

長裁量経費」の助成を得ており，ここに感謝の意を表す

る．また，本プロジェクトに関して，創造工学演習の共

同開講者であり，適切なコメントを頂いた鈴鹿高専生物

応用化学科教職員の皆様に感謝する．最後に，本創造工

学演習を主体的に実行しアンケートにも協力いただいた，

平成 25年度生物応用化学科 3年生の 24名に感謝する． 
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図４ 中間アンケート結果（選択式設問，創造工学演習受講者 24 名からの回答） 
(a) 実際にテーマを受講して，その内容はどうですか？ (b) 本テーマの内容は易しいですか？難しいですか？ (c) 本テ

ーマは，生物と化学の両方にまたがるテーマですが，そのことに関して有意義でしたか？ (d) 実際にテーマを受講し

て，研究・分析手法の習得に役立ちましたか？ (e) 本テーマはフィールドワークを取り入れていますが，よかったで

すか？ (f) 本テーマを受講して，現時点で，やりがいや達成感はありましたか？ (g) 本テーマについて，自身は主体的

に参加できましたか？ (h) 今後，外部発表（口頭発表，ポスター発表）する機会があれば，自分で発表したいですか？ 
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Educational and Research Project of “Protection of the Sea of Mie 

Prefecture Based on Academic Abilities of Suzuka National College 

of Technology” 

 
Nobumitsu HIRAI1*,  Hotaka KAI1,  Masahiro YAMAGUCHI1, Daisuke KURODA2,  Hideyuki KANEMATSU2 

 
1: Dept.. of  Chemistry and Biochemistry 

2: Dept.. of  Material Sciences and Engineering 
 

The basic abilities that a full-fledged member of society is required to have, as well as basic scholastic achievement, 
are indispensable for the students in Suzuka national college of technology. There are a lot of opportunities for the 
students in the Department of Mechanical Engineering, Department of Electrical and Electronic Engineering, and 
Department of Electronic and Information Engineering to strengthen their basic abilities for the member of society, 
but not for those in Department of Chemistry and Biochemistry and in Department of Materials Science and 
Engineering. The purpose of the educational and research project, called “Protection of the sea of Mie prefecture 
based on academic abilities of Suzuka national college of technology” is not only to provide the students in 
Department of Chemistry and Biochemistry and those in Department of Materials Science and Engineering the 
opportunity to strengthen their basic abilities for the member of society, but also to present research activities based 
on Mie prefecture.  
 
Key Words : marine environment, chemical oxygen demand, observation of plankton, creative engineering, 
educational effect 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（Original Article）
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（学術論文） 

教室内・画像提示装置の開発と運用 
 

石原 茂宏 1*  

1:教育研究支援センター 

 
 
 

学生への連絡とビデオ作品を表示するため教室用デジタル・サイネージシステムを開発し、 2008

年 1 月より本科 25 教室に設置・運用している。システムは Microsoft Windows XP Home Edition

のクライアント PC、 Web Server、 FTP Server によって構成されている。本稿では装置のシステム

構成と、約 5 年間の運用状況を報告する。 

 
Key Words :  デジタル・サイネージ，教室, ネットワーク , HTA, Windows 

 
(受付日 2013 年 8 月 29 日；  受理日 2014 年 1 月 9 日 ) 

 
1．はじめに 

2008年 2 月より教室に教室内・画像掲示装置（電子看

板、デジタル・サイネージ）を設置し、運用している。

設置にあたって求められた機能は、(1)学生が作成したビ

デオコンテンツを昼休みに再生すること、(2)教職員から

の連絡事項を指定した教室に表示する機能を持つこと、

(3)全教職員が特定の端末に限らず連絡事項を入力できる

ことの三点であった。 
寡聞にして条件を満たすデジタル・サイネージが見当

たらなかったことと、運用開始までの準備期間が非常に

短かったこともあり、既製品のサーバ・パソコン・モニ

ター等によるハードウェアと自作のソフトウェアにより

構成されるシステムとして開発した。 
2007年 11 月から機種選定等にとりかかり、12 月に工

事業者により本科 25 教室へ機器を設置、2008 年 1月よ

りソフトウェアの作成に取りかかり、1 月末にビデオ表示

の運用を開始、5月には教職員各位によるメッセージ入力

と表示を開始した。 
さらに 2009 年には専攻科 4教室へ、2011 年には寮食

堂へ追加設置をおこない、現在も運用中である。 

 

2．システムの概要 

2-1．教室内・画像掲示装置 

図 1は教室に設置されている掲示装置である。黒板の

隣に 20.1 インチのワイドモニターが天井吊り下げ式のデ

ィスプレイスタンドに取り付けられている。安価な

Celeron を搭載したパソコンを接続し、Windows XP 上
の自作ソフトウェアにより画面制御を行っている。また、

モニターの裏側には薄型のスピーカーを設置している。 
図 2に実際にメッセージを表示している様子を示す。

一画面に一件のメッセージを表示し、メッセージが複数

ある場合は数十秒後に切り替わる。メッセージの文字数

に応じて文字サイズと表示時間は自動調節される。後席

の学生からも視認可能とするには、設置したモニターの

インチ数では全角 50 文字程度以内が望ましい。 
 

 

図１ 提示装置 

 

 

図２ メッセージ表示画面 
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ビデオとメッセージを表示する掲示用ソフトウェアに

はHTML と JavaScript を用いてHTA（HTML アプリ

ケーション）を作成した。シャットダウンや ftp をおこな

う制御ソフトウェアにはVBScript と JavaScript を用い

てWSH（Windows Script Host）を作成した。どちらも

スクリプトとすることで短時間での機能修正が容易であ

った。 
 

2-2．システム構成（ハードウェア） 

表 1 に掲示装置のハードウェア構成を示す。モニター

には 5 年間のハードウェア保守を標準で備える耐久性の

高いモデルを選択し、パソコンは低騒音・低発熱・低価

格のモデルを選択した。 
 

2-3．システム構成（ソフトウェア） 

表 2 に掲示装置のソフトウェア構成を示す。基本的に

OS 標準搭載機能のみで構成しており、ウィルス対策ソフ

ト以外の有償ソフトウェアは利用していない。環境保全

のためWindows Study State によりシャットダウン時に

はデスクトップ環境が元の状態に戻るようにしている。

また、フリーソフトウェアのVNC を導入してリモートデ

スクトップによるメンテナンスを可能にしている。 
 

表１ ハードウェア構成 
モニター Eizo FlaxScan  S2031W 
取付金具 オーエス  TH-200LD01 
取付金具 オーエス  TH-PA1000S 
パソコン EPSON  ST110 
スピーカー YAMAHA  NX-U10(S) 

 
表２ ソフトウェア構成 

OS Microsoft Windows XP Home 
RDP VNC 4.1 
ウィルス対策 Symantec Endpoint Protection 
環境保全 Windows StudyState 

 
この他、Web サーバとFTP サーバによりシステムが構

成される。 
 

2-4．ビデオ再生 

ビデオ作品の作成は学生によって行われる。放送同好

会の活動や、部活動の勧誘等に利用された。 
ビデオのファイル形式はOS が標準で対応するWMV

形式とし、解像度はファイルサイズとも勘案して 1280×
720 を推奨した。再生を希望する日の前日までにFTP サ

ーバにファイルをアップロードすると、当日の朝に掲示

装置が自動的にダウンロードをおこなう。ストリーミン

グ再生ではなくポッドキャスト方式としたのは、全台同

時再生時の遅延を避けるためである。 
 

2-5．メッセージ入力方法 

図 3は教職員がメッセージ入力に利用するWeb インタ

フェースである。イントラネットに接続した端末のWeb
ブラウザから入力可能である。認証は pop3 認証とするこ

とでアカウント管理の負担を軽減している。 
ソフトウェアにはPerl で動作する掲示板ソフト 

Apeboard+1 を利用し、画面構成のカスタマイズと、pop3
認証機能やプレビュー機能等を追加した。 

 

 

図３ 教室内画面提示装置 

 

表示させたい教室、メッセージ本文、掲載日数、入力

者のアカウント名とパスワードを画面上部のフォームに

入力する。掲示装置ではどのように表示されるか判るよ

うにプレビューが表示される。 
教室を選択すると、表示中のメッセージがプレビュー

表示でリストアップされる。また、入力者のアカウント
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名を入力すると、その入力者が投稿した現在表示中のメ

ッセージがリストアップされ、新規作成するメッセージ

文の参考にすることや、既に表示する必要がなくなった

メッセージの削除をおこなうことができる。 
メッセージ入力欄にはプレーンテキストを入力するだ

けで良いのだが、HTML のタグを用いた改行と文字色変

更を指定できるようにした。はじめ、この機能は一般に

開示していなかったが、多くの利用者が積極的に利用を

始めたためヘルプへの記載をおこなった。また、その機

会に画像ファイルを表示する機能を追加し、画像はモニ

ター解像度の横幅にあわせて最大表示されるよう自動調

節する機能を持たせた。 

 
2-6．基本的な動作 

各教室の掲示装置は、制御用パソコンからの

WOL(Wake On LAN)を受けて平日の午前 8 時頃に起動

する。起動後は自動的にローカルログオンをおこない、

スタートアップメニューに登録された制御用ソフトウェ

アが起動する。これによりFTP サーバから制御用と掲示

用ソフトウェアのダウンロードがおこなわれ、それらが

実行される。これは導入当初にソフトウェアの修正頻度

が高いことを予想して、更新作業を容易にするために組

み込んだ機能である。 
その後、ビデオファイルのダウンロードが実行され、

完了時には掲示用ソフトウェアが立ち上がる。まずは現

在時刻を画面表示し、サーバ負荷軽減のためランダムに

指定された秒数後にWebサーバにアクセスしてメッセー

ジを取得する。Web インタフェースにより教職員から入

力されたメッセージは XML 形式で各掲示装置から取得

され、表示対象教室や表示期間の指定で取捨選択がおこ

なわれたのち画面表示される。メッセージ表示が一巡し

たのちには、再びメッセージの取得をおこなう。 
昼休みの 12:20 にビデオ再生が開始され、再生終了時

か 12:50 にメッセージ表示に戻る。 
終了時間の 17:15 になると制御ソフトウェアにより終

了処理が開始される。掲示ソフトウェアを終了した後に、

起動後に自動ダウロードしたファイルを全て削除し、OS
をシャットダウンする。何らかの事情でシャットダウン

が開始されなかった場合も、OS 起動から 12 時間後には

自動シャットダウンする仕組みを盛り込んでいる。 
 

3．運用状況と改善点 

3-1．運用状況 

図 4 に投稿されたメッセージ数を示す。導入当初より

頻繁に利用されており、2008 年 4 月から 2013 年 8 月ま

でに約 10 万件のメッセージを表示している。月平均で

1,513 件であった。 
最も件数が多いのは 2011 年 6 月の 4,830 件であった。

以降、減少傾向にあるのは、表示数が多すぎるため本当

に大切なメッセージを見逃す傾向にある、との指摘があ

ったためだ。そのため入力時に指定可能な表示日数の最

大値を短縮するとともに、事務部より教職員に対して、

重要度の低い投稿は遠慮していただくこと、必要なくな

ったメッセージはすぐに削除していただくこと等の連絡

をおこなっている。 
 

 

図４ メッセージ表示数 

 

3-2．導入後の修正と機能拡張 

微細な動作不調から重大な障害まで、運用中に多くの

修正を施す必要があった。また、その他の機能追加とし

て、掲示画面にメッセージ数を表示、Firefox ブラウザへ

の対応、入力者へ機種依存文字を指摘するよう表示を工

夫、画面表示に適さない長文メッセージの投稿を制限、

専攻科教室へのメッセージ入力と表示に対応、管理コマ

ンド機能の追加、視認性の高いフォントに変更、画面レ

イアウトの変更、等をおこなった。 
2009 年 10 月には、授業補助のため本校が全学的に利

用している CMS(コンテンツマネージメントシステム)の
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（学術論文） 

Moodle との連携を可能にした。Moodle にログオンした

学生の教室に表示されているメッセージが表示されるよ

う、自作のブロックを作成して組み込んだ。これにより

自宅や外出先からもメッセージを確認することが出来る

ようになった。 
2011 年 7月には、寮食堂に同様の装置を設置したいと

いう要望を受けた。食堂の入口に設置するため、メッセ

ージ毎に画面が切り替わるのでは無く、一画面に必要な

事項が全て表示されたほうが都合良い。そこで図５の大

型テレビモニターを設置し、掲示ソフトウェアと入力イ

ンタフェースをカスタマイズしたバージョンを作成した。 
 

 

図５ 寮食堂用提示装置 

 
4．まとめ 

本科25教室に設置する教室内・画像掲示装置を作成し、

約 5年間の運用をおこなった。設計・購入・開発期間が 3
ヶ月程度と極端に短期間だったため、運用しながら試行

錯誤して修正と機能拡張をおこなってきた。 
これまで業務として情報処理センター・情報処理演習

室の教育用コンピュータシステムや、校内LAN のネット

ワーク機器とサーバ装置の導入と運用をおこなってきた

ため、趣の異なる情報システムではあるが、それらの技

術の応用で作成をおこなった。 
幸いにして教職員からは好評で迎えられ、翌年には専

攻科 4教室へ、翌々年には寮食堂への追加設置をおこな

っており、すべて現在も運用中である。 

今後は、掲示装置に用いているWindows XP の製品サ

ポートが 2014年 4 月で終了するため、掲示装置を撤去す

るか、あるいは機器更新をおこなう必要がある。選択は

事務担当者に委ねるのみだが、更新に備えて市販のデジ

タル・サイネージシステムを視野に入れつつ検討を開始

している。調査したところ前回同様の機器構成としても

市販品より数割は安価に導入できるようだ。また、

Raspberry Pi のような極端に低価格な超小型Linux コ

ンピュータでも実用に足る可能性があり、試作を開始し

ている。 
 

References 
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Development and Operation of Digital Signage System  

in the Classroom 
Shigehiro ISHIHARA1*  

1: Education and Research Support Center  

 
 

 
I developed a Digital Signage System for twenty-five classrooms, in Jan 2008. The system consists of a Web 

Server, FTP Server, and Microsoft Windows XP Home Edition Clients. It can play short videos and display a short 
message for students. This paper describes digital signage system configurations and results for the period between 
2008 and 2013. 
 
 
Key Words : Digital Signage, classroom, Network, HTA, Windows 
 
 

（Original Article）
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Problems and Visions of the Study of “the Doctrine of the Mean”
―Criticisms of Miyazaki and Kanaya’s theories of the Doctrine of the 

Mean
and the thought of Dui (Preceding Chapter1) ―

Masaaki OGURA

In Japan, the start of the present evidential study of the Doctrine of the Mean, which 
was a real structural study that hurdled the limits of text critics, was Chugoku shiso no 
tokushitsu (Characteristics of Chinese Thought) by Miyazaki. The subsequent structural 
study of the Doctrine of the Mean was the study of Chuyo (The Mean) by Kanaya. Both 
works are ambitious and laborious, but many questions and problems remain unsolved. 
An important viewpoint to find answers to the questions and unsolved problems in their 
studies of “the Doctrine of the Mean” is to introduce and adopt dualist thought (“the 
thought of Dui”), which is a basic and traditional thought for Chinese people, to the 
study of the Doctrine of the Mean.

Keywords: Itisada Miyazaki, Osamu Kanaya , Doctrine of the Mean, structural theory 
of the mean, The thought of Dui

* Department of General Education (Humanities and Social Science
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な
け
れ
ば
、
対
待
機
能
と
の
整
合
性
が
と
れ
な
く
、
中
庸
思
想
の
包
容
性
や
統
合
性
に
論
理

を
展
開
し
て
行
け
ず
、
中
庸
思
想
は
調
和
論
で
あ
る
と
の
結
論
に
到
達
で
き
な
い
故
で
あ
る
。

金
谷
氏
が
指
摘
し
た
中
庸
の
内
面
的
な
構
造
的
理
解
方
法
へ
の
新
た
な
展
開
と
、
そ
の
未

解
決
で
あ
る
歴
史
的
意
義
の
問
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点
に
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て
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庸
思
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機
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お
い
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卑
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を
述
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い
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た
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思
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の
政
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意
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て
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る
の
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決
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い
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上
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中
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思
想
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は
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中
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。
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は
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我
々
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。
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＝
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、

ど
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問
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谷
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。 

中
庸
思
想
の
抱
え
て
い
る
重
要
問
題
は
、
島
田
虔
次
氏
が
宋
学
の
第
二
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・
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挙
げ
、
士
大
夫
は
二
重
の
原
理
に
よ
り
行
動
す
る
、
儒
教

的
世
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世
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端
の
権
力
構
造
と
中
庸
思
想

と
の
関
係
に
つ
い
て
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
全
面
的
に
中
庸
思
想
の
構
造
論
と
中
国
の
国
家

論
的
特
色
と
の
相
互
関
係
論
に
お
い
て
、
詳
細
に
論
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
非
常
に
重

要
な
大
き
な
問
題
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
端
は
既
に
発
表
し
て
い
る
卑
見
（
二
九
）
を
参

照
し
て
頂
き
た
い
。 

（
二
〇
一
三
年
十
月
二
六
日

稿
了) 

注 （
一
）「
中
国
思
想
の
特
質
」（
宮
崎
市
定

『
岩
波
講
座

世
界
歴
史
』
第
四
巻

月
報 

一
三

一
九
七
〇
年

五
月

参
照
） 

（
二
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治

第
四
章

「
中
庸
」

中
公
新
書
一
一
二
〇

一 

九
九
三
年

参
照
） 

（
三
）「
中
庸
思
想
研
究
の
課
題
と
展
望
（
一
）
―
対
の
思
想
よ
り
考
察
し
た
宮
崎
市
定
氏
の 

中
庸
思
想
の
構
造
学
説
の
批
評
」（
『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
七

二 

〇
一
四
年

参
照
） 

（
四
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治

第
四
章

「
中
庸
」

一
二
九
頁
―
一
六
二
頁 

中
公
新
書
一
一
二
〇

一
九
九
三
年

参
照
）。 

（
五
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

一
五
一
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

参
照
） 

（
六
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

十
五
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

参
照
） 

（
七
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

二
九
頁

岩
波
文
庫

一
九
八
九
年

第
四
〇
刷

参
照) 

（
八
）『
孟
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注

三
七
五
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

参
照
）
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金
谷
氏
の
中
庸
説
は
、
中
庸
＝
和
＝
礼
＝
調
和
と
し
て
調
和
論
の
構
造
論
の
探
求
と
、
古

代
よ
り
李
大
釗
に
至
る
ま
で
、
中
国
で
は
い
か
に
調
和
の
精
神
が
重
要
な
思
想
で
あ
り
、
中

庸
が
何
故
に
中
国
思
想
の
精
髄
に
な
っ
た
の
か
を
中
心
テ
ー
マ
に
し
て
、
詳
述
し
た
本
格
的

研
究
だ
っ
た
。
金
谷
氏
の
中
庸
論
は
、
調
和
論
な
の
で
あ
る
。 

し
か
し
中
庸
の
中
心
思
想
は
、
和
気
を
中
心
と
す
る
人
間
関
係
に
お
け
る
調
和
の
精
神
＝

和
＝
礼
＝
楽
だ
け
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
金
谷
氏
自
身
が
、
調
和
の
精
神

と
全
く
相
反
す
る
よ
う
な
、
権
＝
臨
機
応
変
性
と
い
う
融
通
性
の
あ
る
中
庸
思
想
が
存
在
す

る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
時
中
の
存
在
を
指
摘
し
て
、
状
況
の
変
化

に
対
応
す
る
中
庸
思
想
の
存
在
を
挙
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
問
題
な
の
は
、
権
と
時
中
を
、

直
線
状
に
お
け
る
右
と
左
と
の
直
線
状
の
間
で
の
融
通
性
の
あ
る
ほ
ど
良
い
中
で
あ
る
と
い

う
よ
う
に
、
調
和
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
中
に
一
本
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

し
か
し
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
中
和
の
中
庸
は
、
人
々
の
和
合
や
調
和
を
説
く
も
の
で
あ

り
、
そ
こ
に
融
通
性
や
状
況
の
変
化
を
考
慮
す
れ
ば
、
一
方
に
偏
っ
た
方
向
に
行
く
危
険
性

が
生
じ
て
、
中
和
＝
調
和
の
精
神
が
総
崩
れ
し
て
し
ま
う
。 

ま
た
礼
制
度
下
の
中
庸
は
、
人
間
社
会
に
お
け
る
等
差
に
よ
り
き
っ
ち
り
と
規
定
さ
れ
た

遵
守
す
べ
き
規
則
で
あ
り
、
そ
れ
は
融
通
性
の
あ
る
中
庸
で
は
な
い
。
だ
か
ら
中
〈
本
体
〉

＝
和
〈
作
用
〉
の
中
庸
と
有
権
の
中
〈
本
体
〉
＝
時
中
〈
作
用
〉
の
中
庸
は
、
同
一
方
向
性

の
性
格
を
持
つ
中
庸
思
想
と
み
な
す
こ
と
は
、
絶
対
に
不
可
能
で
あ
ろ
う
。 

現
に
孟
子
は
、「
男
女
授
受
不
親
、
礼
也
、
嫂
溺
援
之
以
手
、
権
也
」
と
い
い
、
注
釈
者
の

小
林
氏
は
、「
権
、
方
便
の
意
。
が
ん
ら
い
は
ハ
カ
リ
の
分
銅
。
お
も
う
に
、
経
は
常
の
道
で
、

常
道
を
制
す
る
の
は
礼
で
あ
る
。
故
に
こ
の
章
の
権
は
礼
と
相
対
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」(

二

七)

と
、
解
説
し
て
い
る
。
従
っ
て
素
直
に
普
通
に
考
え
れ
ば
、
中
庸
に
は
、
和
＝
調
和
を
説

く
中
庸
思
想
と
、
権
＝
臨
機
応
変
を
説
く
中
庸
思
想
と
い
う
、
全
く
相
反
す
る
、
両
面
思
考

＝
対
の
思
想
を
持
つ
中
庸
思
想
が
存
在
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 

 

四

結
語
―
問
題
解
決
の
方
法
論
提
起 

 

結
語
に
お
い
て
は
、
ど
の
様
な
方
法
論
を
提
起
す
れ
ば
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
が
よ
り
理

解
で
き
る
の
か
、
そ
の
問
題
の
提
起
を
し
て
お
き
た
い
。 

金
谷
氏
の
指
摘
し
た
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
説
と
い
う
中
庸
思
想
の
内
面
的
な
構
造
学

的
な
理
解
も
、
対
の
思
想
が
持
っ
て
い
る
多
重
性
の
原
理
論
の
中
で
、
そ
の
時
の
状
態
に
よ

り
何
次
元
の
問
題
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
だ
か
ら
朱
子
は
、「
中
は
定
ま
っ
た

体
（
か
た
ち
）
が
な
く
、
時
に
従
っ
た
あ
り
方
を
す
る
」（
二
八
）
と
、
時
間
的
変
化
に
よ
り

中
の
内
容
が
変
化
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
時
間
的
変
化
に
よ
り
前
後
の
み
動
く
こ
と
も
、

前
後
と
左
右
が
動
く
こ
と
も
、
前
後
と
左
右
と
上
下
が
動
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

従
っ
て
中
庸
の
中
は
、
中
庸
思
想
そ
れ
自
身
に
は
構
造
論
的
な
特
色
を
持
つ
物
で
は
な
い
。

歴
史
上
の
時
代
的
性
格
に
お
け
る
両
極
端
―
両
端
の
否
定
と
肯
定
と
い
う
対
の
思
想
＝
両
面

思
考
性
の
持
っ
て
い
る
、
そ
の
時
々
の
歴
史
的
な
両
極
端
の
状
態
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
、

特
殊
具
体
的
な
歴
史
的
な
制
約
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。 

⑨
中
の
定
義
に
就
い
て
、
折
角
、
両
端
の
否
定
と
両
端
の
肯
定
の
対
の
思
想
＝
二
元
性
が
あ

る
と
指
摘
し
て
い
な
が
ら
、
否
定
論
を
肯
定
論
に
吸
収
し
て
、
中
庸
思
想
は
調
和
論
で
あ
る

と
規
定
し
た
金
谷
氏
説
の
誤
り
の
根
本
的
原
因
は
、
朱
子
が
述
べ
た
「
対
に
は
対
待
（
両
端

の
相
互
依
存
性
）
と
循
環
（
両
端
の
相
互
対
立
性
・
敵
対
性
）
で
説
く
場
合
が
あ
る
」
と
の

対
の
機
能
の
二
元
性
の
指
摘
を
無
視
し
て
、
対
待
機
能
に
一
元
化
し
て
対
の
思
想
の
内
容
を

展
開
し
た
所
に
存
在
す
る
（
二
九
）。
何
故
な
ら
ば
、
対
の
機
能
を
対
待
機
能
に
一
元
化
す
れ

ば
、
対
立
す
る
語
句
を
繋
ぐ
逆
接
の
接
続
詞
で
あ
る
「
而
」
を
順
接
の
接
続
詞
と
し
て
読
ま
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と
一
方
だ
け
を
取
り
上
げ
て
断
言
し
て
言
う
事
が
問
題
な
の
で
あ
る
。 

最
後
に
金
谷
氏
の
中
庸
論
の
特
色
と
、
そ
の
誤
り
の
原
因
に
つ
い
て
要
約
し
て
、
金
谷

氏
の
問
題
点
を
解
決
す
る
方
向
性
を
述
べ
て
お
き
た
い
。 

中
庸
の
中
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
中
庸
と
同
じ
く
、
融
通
性
の
あ
る
ほ
ど
良
い
中
で
あ

る
と
い
う
が
、
こ
の
主
張
は
、
孟
子
の
子
莫
の
中
道
批
判
に
引
用
し
た
資
料
の
誤
訳
で
あ
り
、

中
国
思
想
の
中
庸
は
、「
不
偏
不
倚
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
融
通
性
の
な
い
非
常
に

正
確
な
真
ん
中
な
の
で
あ
る
。
中
庸
思
想
の
中
の
位
置
は
、
構
造
的
に
は
三
角
形
な
い
し
円

錐
形
の
頂
点
で
あ
り
、
こ
れ
は
真
ん
中
で
あ
る
と
い
う
が
、
こ
の
学
説
は
、
実
は
一
つ
の
極

端
の
位
置
で
あ
る
。
図
示
化
し
て
見
れ
ば
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。 

何
故
に
「
右
で
も
な
け
れ
ば
左
で
も
な
い
」
と
い
う
両
極
端
の
否
定
論
を
「
右
で
も
あ
れ

ば
左
で
も
あ
る
」
と
い
う
両
極
端
の
肯
定
論
に
吸
収
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、
全
く
論
理
的
な

説
明
が
無
い
。
両
極
端
の
否
定
と
肯
定
は
、
全
く
逆
方
向
の
性
格
で
あ
り
、
両
極
端
の
肯
定

論
に
は
、
否
定
論
は
吸
収
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
両
極
端
の
否
定
を
両
極
端
の
肯

定
論
に
吸
収
し
な
け
れ
ば
、
中
庸
の
底
辺
で
あ
る
両
極
端
は
存
在
し
な
く
な
り
、
中
の
位
置

を
三
角
形
の
頂
点
説
に
議
論
を
誘
導
し
て
い
け
な
い
。
こ
れ
が
両
極
端
の
否
定
を
肯
定
に
吸

収
し
て
し
ま
っ
た
原
因
で
あ
る
。
従
っ
て
両
極
端
の
否
定
と
両
極
端
の
肯
定
し
た
場
合
の
中

庸
の
構
造
論
は
、
両
面
思
考
―
対
の
思
想
と
の
関
係
に
お
い
て
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。 

金
谷
氏
の
中
庸
思
想
論
の
最
大
の
特
徴
と
最
大
の
誤
り
は
、
中
庸
思
想
の
前
提
で
あ
る
両

極
端
の
肯
定
を
前
提
と
し
て
、
全
て
の
議
論
を
強
引
に
進
め
た
事
で
あ
る
。 

両
極
端
を
肯
定
し
て
中
庸
思
想
の
構
造
論
を
組
み
立
て
る
か
ら
、
両
極
端
を
生
か
し
て
こ

れ
を
底
辺
と
し
た
三
角
形
の
頂
点
に
中
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
引
用
資
料
に
解
釈

に
お
い
て
も
、
対
立
す
る
言
葉
を
結
ぶ
べ
き
接
続
詞
で
あ
る
「
而
」
は
、
本
来
は
「
し
か
る

に
」
と
逆
説
に
解
釈
す
べ
き
所
を
、
順
接
の
助
詞
と
し
て
「
そ
し
て
」
と
言
う
意
味
に
解
釈

し
て
、
中
国
語
法
の
基
本
的
原
理
に
矛
盾
す
る
解
釈
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

中
庸
思
想
を
調
和
論
と
し
て
理
解
す
る
上
に
お
い
て
も
、
両
極
端
の
存
在
を
生
の
ま
ま
認

め
て
し
ま
う
か
ら
、
自
己
な
い
し
自
己
主
張
と
い
う
極
端
を
認
め
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
和
＝
調
和
論
も
、
力
の
釣
り
合
い
の
執
れ
た
力
学
的
平
衡
論
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。 

こ
の
方
法
論
的
な
誤
り
が
、
和
＝
羹
の
正
確
な
資
料
の
解
釈
で
あ
る
筈
の
、
両
極
が
消
去

さ
れ
て
初
め
て
成
立
す
る
両
極
の
混
じ
り
合
っ
た
「
ご
っ
た
煮
」
論
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
結

果
に
陥
っ
た
理
由
な
の
で
あ
る
。 

ま
た
李
大
釗
の
「
両
譲
に
始
っ
て
両
存
在
に
安
ん
ず
る
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、「
調
和
の
境

地
は
我
れ
も
人
も
生
か
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
事
を
、
主
体
性
を
保
持
し

な
が
ら
の
調
和
論
に
誤
訳
し
て
し
ま
う
結
果
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
譲
り
合
え
ば
自
己
の
主

体
は
、
一
旦
は
消
え
て
し
ま
う
。
こ
の
消
え
た
上
に
新
し
く
他
者
と
調
和
し
て
混
じ
り
合
っ

た
中
に
、
新
し
く
な
っ
た
形
で
自
己
が
生
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
和
＝
羹
＝
調
和
論

の
正
し
い
理
解
で
あ
る
。
両
極
が
生
の
ま
ま
生
き
て
存
在
し
て
お
れ
ば
、
多
様
な
物
の
中
に

混
じ
り
合
う
こ
と
は
決
し
て
起
こ
り
得
な
い
現
象
な
の
で
あ
る
。
羹
も
調
和
も
成
立
し
な
い
。 

結
論
的
に
言
う
な
ら
ば
、
中
庸
思
想
の
資
料
に
見
ら
れ
る
両
極
端
の
肯
定
と
両
極
端
の
否

定
と
い
う
、
相
矛
盾
し
た
両
極
端
が
存
在
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
に
、
金
谷
氏
は
、
こ
れ
を
肯

定
論
に
吸
収
し
て
一
本
化
し
て
、
和
＝
調
和
論
を
主
張
し
た
こ
と
が
、
立
論
に
多
く
の
矛
盾

し
た
内
容
が
出
て
く
る
原
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
金
谷
氏
の
中
庸
思
想
論
を
批
判
し
て
受
け
継
ぐ
べ
き
こ
と
は
、
中
庸
思
想
に
は
両

極
端
の
肯
定
と
否
定
と
い
う
相
矛
盾
す
る
前
提
が
存
在
す
る
以
上
、
中
国
人
の
基
本
的
な
思

考
方
法
に
立
ち
帰
っ
て
、
両
面
思
考
―
対
の
思
想
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
庸
思
想

を
両
極
端
の
否
定
し
た
場
合
と
、
肯
定
し
た
場
合
に
区
別
し
て
、
新
し
く
中
庸
思
想
の
構
造

論
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。 
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従
っ
て
金
谷
氏
の
調
和
論
は
、
晏
子
の
羹
論
、
史
伯
の
資
料
「
和
は
実
に
物
を
生
ず
、
同

な
れ
ば
継
か
ず
」（
鄭
語
）
の
和
の
意
味
と
甚
だ
異
な
り
、
結
果
論
的
に
は
両
極
が
生
き
て
い

る
「
同
」
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
二
二
）。

五
―
中
庸
思
想
と
現
代

こ
の
節
で
問
題
と
な
る
重
要
点
を
述
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に

な
る
で
あ
ろ
う
。 

金
谷
説
の
中
庸
思
想
の
真
髄
は
、
対
立
す
る
も
の
が
自
己
を
主
張
し
な
が
ら
全
体
と
調

和
す
る
、
状
況
が
変
化
す
る
中
で
安
定
し
た
調
和
の
中
を
求
め
る
所
に
、
中
庸
思
想
の
真
髄

が
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
『
論
語
』
に
あ
る
孔
子
の
言
葉
を
引
用
し
て
み
た
い
。
「
先
生
が

い
わ
れ
た
、
「
譲
り
あ
う
心(

礼
譲
ー
筆
者
注)
で
国
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
よ
う
、
何

の
〔
む
つ
か
し
い
〕
こ
と
も
お
こ
る
ま
い
。
譲
り
あ
う
心(

礼
譲
ー
筆
者
注)

で
國
を
治
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
よ
う
な
ら
、
礼
の
さ
だ
め
が
あ
っ
て
も
ど
う
し
よ
う
ぞ
。
」(

二
三)

と
あ
る
。

礼
は
中
を
制
度
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
孔
子
は
自
己
抑
制
し
た
礼
譲
に
よ
る
調
和
論
を
、
如

何
に
重
視
し
て
い
た
の
か
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

和=

調
和
は
羹
で
あ
り
、「
ご
っ
た
煮
」
の
意
味
で
あ
る
以
上
、
自
己
の
主
体
性
、
つ
ま
り

極
端
に
あ
る
個
人
の
尊
重
は
消
去
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
両
端
を
生
か
す

の
が
中
庸
だ
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
両
端
に
存
在
す
る
個
人
や
他
者
の
主
体
性
は
生
き
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
金
谷
説
で
は
、
資
料
の
解
釈
と
理
論
と
が
矛
盾
し
て
い
る
と
言
う

以
外
に
な
い
。 

つ
ま
り
自
己
の
主
体
性
＝
極
端
を
無
く
し
て
、
周
囲
と
調
和
し
て
生
き
る
の
が
、
中
和
の

中
庸
思
想
な
の
で
あ
る
。
以
下
に
三
つ
の
事
例
を
紹
介
し
て
み
た
い
。 

孟
子
は
、
儒
教
の
始
祖
・
孔
子
の
人
格
に
つ
い
て
、 

｢

孟
子
は
言
わ
れ
た
。「
孔
子
は
極
端
な
こ
と
を
決
し
て
な
さ
ら
ぬ
お
方
で
あ
っ
た
」（
二
四
）

と
、
決
し
て
極
端
な
こ
と
を
し
な
い
中
庸
の
人
で
あ
っ
た
と
、
評
言
し
て
い
る
。 

孔
子
は
特
異
な
こ
と
＝
極
端
な
こ
と
を
し
な
い
と
言
う
。『
中
庸
』
に
は
、
孔
子
の
言
葉
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
。

「
先
生
は
い
わ
れ
た
、「
わ
か
り
に
く
い
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
を
む
り
に
さ
ぐ
り
出
し
た

り
、
風
変
わ
り
な
奇
怪
な
こ
と
を
行
っ
た
り
す
る
と
、
〔
人
の
注
意
を
集
め
て
、
〕
後
の
世
に

そ
れ
を
誉
め
て
受
け
継
ぐ
も
の
も
出
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
わ
た
し
は
そ
う
い
う
こ
と
を
し
な

い
。
君
子
は
道
を
規
準
と
し
て
行
動
す
る
も
の
だ
。
た
と
え
〔
力
及
ば
ず
〕
途
中
で
挫
折
す

る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
わ
た
し
は
〔
道
を
守
る
の
を
〕
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
君

子
は
中
庸
に
依
り
そ
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。・
・
・
」（
二
五
）
と
、
孔
子
は
言
う
の
で
あ
る
。

中
庸
を
守
る
人
は
、
実
戦
の
過
程
に
お
い
て
途
中
挫
折
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
極
端
な

行
動
を
し
て
、
一
時
的
に
人
口
に
膾
炙
さ
れ
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
常
識
外
れ
の
奇
行
人
の

行
動
は
し
な
い
と
い
う
。 

北
宋
・
仁
宗
朝
の
名
宰
相
・
杜
衍
の
門
下
生
に
言
い
渡
す
治
世
の
要
点
は
、「
門
生
、
県
令

と
な
る
あ
り.

。
公
、
こ
れ
を
戒
め
て
曰
く
、「
子
の
才
器
は
、
一
県
令
は
施
す
に
足
ら
ざ
る
な

り
。
し
か
れ
ど
も
切
に
ま
さ
に
韜
晦
し
て
、
圭
角
を
露
す
こ
と
な
か
る
べ
し
。
方
を
毀
り
瓦

合
し
て
、
中
に
合
せ
ん
こ
と
を
求
め
て
可
な
り
。
し
か
ら
ず
ん
ば
、
こ
と
に
益
な
く
し
て
、

い
た
ず
ら
に
禍
を
取
ら
ん
の
み
」
と
。」(

二
六)

と
あ
り
、
門
下
生
に
注
意
を
し
て
い
る
。 

自
己
の
才
能
を
周
囲
の
人
々
に
見
せ
び
ら
か
し
て
批
判
を
浴
び
る
な
、
角
を
無
く
し
て
円

満
な
人
格
に
努
め
、
周
囲
と
協
調
＝
調
和
し
て
、
中
和
の
精
神
を
固
く
守
り
て
禍
を
招
く
な

と
、
人
生
の
過
福
は
中
和
を
実
践
す
る
か
否
か
に
係
っ
て
い
る
と
、
忠
告
す
る
の
で
あ
る
。 

両
端
の
否
定
と
肯
定
と
い
う
両
者
の
矛
盾
関
係
を
、
金
谷
氏
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

る
の
か
、
何
も
説
明
し
な
い
で
、
中
庸
の
中
の
位
置
を
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
と
述
べ
て

い
た
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
両
極
を
生
か
そ
う
と
す
る
両
端
の
肯
定
が
中
庸
だ
、
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書
い
て
、
調
和
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
の
で
す
。」
と
し
て
、

「
李
大
釗
は
こ
う
い
う
の
で
す
。
調
和
と
言
う
と
、
一
般
に
は
た
が
い
に
譲
り
あ
う
こ
と

だ
と
考
え
る
、
お
た
が
い
に
自
分
を
抑
え
て
へ
り
く
だ
っ
て
相
手
を
立
て
て
、
そ
れ
で
全
体

が
調
和
し
て
ゆ
け
る
と
い
う
よ
う
に
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
間
違
っ
て
は
い
な
い
が
、
そ

れ
だ
け
に
止
ま
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
。「
両
譲
に
始
っ
て
両
存
在
に
安
ん
ず
る
」
で
、
調
和

の
境
地
は
我
れ
も
人
も
生
か
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

次
に
金
谷
氏
は
、「
調
和
の
た
め
に
は
、
自
分
を
抑
制
し
て
相
手
を
受
け
容
れ
る
包
容
性
が

確
か
に
必
要
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
だ
か
ら
と
言
っ
て
自
分
が
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
は
、

合
一
の
形
は
立
派
で
も
本
当
の
調
和
に
は
な
り
ま
せ
ん
。・
・
・
前
の
ご
っ
た
煮
の
話
の
よ
う

に
、
お
い
し
い
ス
ー
プ
が
で
き
る
た
め
に
は
雑
多
な
材
料
の
味
が
そ
れ
ぞ
れ
に
生
か
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
だ
め
で
す
ね
。
違
っ
た
味
が
す
っ
か
り
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
、
そ
れ
を

混
ぜ
合
わ
せ
た
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
述
べ
て
い
る
。

最
後
に
「
中
庸
の
中
は
、
確
か
に
対
立
す
る
両
端
が
あ
っ
て
こ
そ
の
中
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
両
端
を
切
り
捨
て
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
生
か
し
な
が
ら
包
容
的
に

中
ほ
ど
に
接
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
調
和
的
な
構
造
性
を
持
っ
た
中
が
完
成
す
る
の
で
す
」

と
言
い
、「
李
大
釗
の
説
く
の
は
中
庸
で
は
な
く
て
調
和
な
の
で
す
が
、
完
成
さ
れ
た
中
庸
の

境
地
は
真
の
調
和
の
境
地
と
一
致
す
る
、
つ
ま
り
中
和
の
世
界
だ
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ

う
。」
と
、
述
べ
て
い
る
。 

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
金
谷
氏
の
主
張
す
る
和
＝
調
和
論
は
、「
自
分
が
消
え
て
し
ま
っ
た

の
で
は
本
当
の
調
和
に
な
り
ま
せ
ん
」
と
、
自
分
を
生
の
ま
ま
存
在
さ
せ
て
相
手
と
調
和
す

る
こ
と
だ
、
と
言
う
点
に
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
晏
子
の
言
う
和
＝
羹
の
意
味
と
は
、
は
な
は

だ
異
な
る
内
容
に
な
る
。 

雑
多
な
材
料
の
違
っ
た
味
を
生
の
ま
ま
残
す
の
で
は
な
く
、
異
な
っ
た
生
の
味
を
す
っ
か

り
消
す
た
め
に
そ
れ
ら
を
混
ぜ
合
せ
る
の
が
、
和
＝
羹
な
の
で
あ
り
、
両
極
端
が
生
の
ま
ま

肯
定
さ
れ
て
い
て
は
、
か
き
混
ぜ
た
雑
多
な
物
が
融
合
し
た
複
合
的
な
味
に
は
な
ら
な
い
。

「
い
ろ
い
ろ
な
音
声
が
ま
じ
り
あ
い
助
け
あ
っ
て
音
楽
の
調
和
が
で
き
上
が
り
、
心
も
平

安
に
な
る
と
言
い
ま
す
」
と
言
う
よ
う
に
、
色
々
な
音
声
が
混
じ
り
合
え
ば
、
元
来
の
生
の

ま
ま
極
端
な
音
が
消
え
て
い
く
の
で
あ
る
。
新
し
い
多
く
の
音
色
が
創
造
さ
れ
た
中
に
、
新

し
い
自
分
が
生
き
変
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
両
極
が
あ
っ
て
こ
そ
の
中
で
、

両
極
を
切
り
捨
て
な
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
生
か
し
た
包
容
的
な
中
に
、
調
和
的
な
構
造
性
を

持
つ
中
が
完
成
さ
れ
る
」
と
言
う
、
両
極
端
を
肯
定
し
た
金
谷
氏
の
中
＝
調
和
論
の
学
説
は

成
立
し
な
い
。
両
極
端
の
否
定
し
た
上
に
、
中
＝
和
＝
羹
＝
調
和
論
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
両
極
端
を
肯
定
し
た
中
庸
と
は
、
ど
の
よ
う
な
構
造
な
の
か
、
金
谷
氏
の
主
張

す
る
調
和
論
と
は
別
個
に
検
討
す
る
必
要
性
が
で
て
く
る
。

金
谷
氏
は
、
一
体
、
調
和
と
言
う
こ
と
を
、
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
金

谷
氏
は
、「
一
人
の
意
見
に
付
和
雷
同
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
何
も
変
わ
っ
た
こ
と
は
起
こ
り

ま
せ
ん
。
違
っ
た
意
見
が
入
っ
て
き
て
議
論
が
起
こ
っ
て
、
そ
こ
で
初
め
て
新
し
い
進
展
が

出
て
く
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
に
違
っ
た
も
の
ど
う
し
で
平
衡
を
得
る
こ
と
に
な
る
、
そ
れ

を
和
と
い
う
の
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
調
和
と
は
そ
う
い
う
も
の
な
ん
で
す
ね
。
変
化
の
な

い
一
枚
板
の
同
で
は
な
い
、
つ
ま
り
、
み
ん
な
仲
良
く
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
だ
け
の
集
合
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。」
と
、
平
衡
を
得
る
こ
と
が
調
和
で
あ
る
と
、
平
衡
＝
調
和
と
理

解
し
て
調
和
論
の
特
色
を
述
べ
て
い
る
。 

問
題
な
の
は
平
衡
の
内
容
で
あ
る
。
平
衡
に
は
力
学
的
平
衡
、
化
学
的
平
衡
、
熱
学
的
平

衡
が
あ
る
。
金
谷
氏
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
平
衡
は
、
両
極
端
の
肯
定
の
上
に
調
和
が
成
立
す
る

と
い
う
考
え
で
あ
り
、
両
極
端
の
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
執
れ
て
い
る
力
学
的
平
衡
を
想
定
し
て

い
る
。
化
学
的
平
衡
や
熱
学
的
平
衡
論
で
は
、
生
の
材
料
が
消
え
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。 
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四
―
中
庸
の
調
和

こ
の
節
で
問
題
と
な
る
重
要
点
を
述
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る

で
あ
ろ
う
。 

金
谷
氏
は
、「
両
端
が
な
け
れ
ば
中
も
和
も
あ
り
ま
せ
ん
。
両
端
が
ひ
っ
こ
ん
で
消
え
て
し

ま
え
ば
和
に
な
ら
な
い
の
で
す
」
と
述
べ
て
、
両
極
端
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
中
も
和
＝
調

和
も
存
在
し
な
い
と
断
定
す
る
。
し
か
し
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
資
料
に
引
用
す
る
晏
子
の
羹

の
意
味
は
、「
材
料
が
多
す
ぎ
た
ら
減
ら
す
、
足
り
な
け
れ
ば
増
や
す
、
―
中
庸
で
す
ね
。
そ

う
し
て
得
ら
れ
る
の
が
味
の
調
和
で
す
。
音
楽
も
同
じ
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
五
声
・

六
律
・
七
音
・
・
・
、
清
濁
大
小
、
長
短
高
下
、
い
ろ
い
ろ
な
音
声
が
ま
じ
り
あ
い
助
け
あ

っ
て
音
楽
の
調
和
が
で
き
上
が
り
、
心
も
平
安
に
な
る
と
言
い
ま
す
」
と
、
述
べ
て
い
る
。 

「
材
料
が
多
す
ぎ
た
ら
減
ら
す
、
足
り
な
け
れ
ば
増
や
す
、
―
中
庸
で
す
ね
」
と
言
う
な

ら
ば
、「
多
い
と
少
な
い
」
の
両
極
端
が
ひ
こ
ん
で
し
ま
っ
て
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま

た
「
い
ろ
い
ろ
な
音
声
が
ま
じ
り
あ
い
助
け
あ
っ
て
音
楽
の
調
和
が
で
き
上
が
り
」
と
言
う

な
ら
ば
、
両
極
端
が
消
え
て
い
て
、
混
じ
り
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
金
谷
氏
の
主
張
す
る
中
と
和
に
は
、「
両
極
端
が
存
在
」
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

理
論
上
の
調
和
論
説
と
、
引
用
し
た
資
料
に
あ
る
「
晏
子
の
羹
」
に
言
う
「
両
極
端
が
存
在

し
な
い
、
混
じ
り
合
う
」
と
い
う
資
料
上
の
調
和
状
態
、
こ
の
二
つ
が
食
い
違
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
金
谷
氏
の
主
張
す
る
理
論
上
の
調
和
論
と
、
引
用
資
料
の
内
容
に
あ
る
調
和
論
が
、

全
く
正
反
対
な
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。 

『
中
庸
』
に
は
、
中
と
和
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。 

「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
、
こ
れ
を
中
と
謂
う
。
発
し
て
皆
な
節
に
中
す
。
こ
れ
を

和
と
謂
う
。
中
な
る
者
は
天
下
の
大
本
也
。
和
な
る
者
は
天
下
の
達
道
な
り
。
中
和
を
致
し

て
天
地
位
し
、
万
物
育
す
。」
と
あ
る
。
金
谷
氏
は
、
こ
の
文
章
を
訳
注
し
て
、 

「
喜
・
怒
・
哀
・
楽
な
ど
の
感
情
が
動
き
出
す
前
の
平
静
な
状
態
、
そ
れ
を
中
と
い
う
。〔
そ

れ
は
偏
り
も
過
・
不
及
も
な
く
中
正
だ
か
ら
で
あ
る
。〕
感
情
は
動
き
出
し
た
が
、
そ
れ
ら
が

み
な
然
る
べ
き
節
度
に
ぴ
っ
た
り
と
か
な
っ
て
い
る
状
態
、
そ
れ
を
和
と
言
う
。〔
感
情
の
乱

れ
が
な
く
、
正
常
な
調
和
を
得
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。〕
こ
う
し
た
中
こ
そ
は
世
界
じ
ゅ
う
の

〔
万
事
万
物
の
〕
偉
大
な
根
本
で
あ
り
、
こ
う
し
た
和
こ
そ
は
世
界
じ
ゅ
う
い
つ
で
も
ど
こ

で
で
も
通
用
す
る
道
で
あ
る
。
中
と
和
と
を
実
行
し
て
お
し
き
わ
め
れ
ば
、〔
人
間
世
界
だ
け

で
な
く
、〕
天
地
宇
宙
の
あ
り
方
も
正
し
い
状
態
に
落
ち
つ
き
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
健
全
な
生

育
を
と
げ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。」(

二
一)

と
、
述
べ
て
い
た
。 

こ
の
訳
注
の
文
章
に
よ
れ
ば
、
中
と
は
喜
怒
哀
楽
の
感
情
に
偏
り
も
過
不
及
の
無
い
状
態

と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
中
と
は
喜
怒
・
哀
楽
の
両
極
端
の
存
在
し
な
い
、
ど
ち
ら
に
も
偏

り
の
な
い
状
態
を
意
味
し
て
い
る
。
和
と
は
喜
怒
哀
楽
の
両
極
端
が
節
度
に
中
っ
て
い
る
調

和
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
言
う
。 

つ
ま
り
両
端
が
消
去
さ
れ
て
い
る
状
態
を
中
と
謂
う
と
、
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
両
端

の
存
在
を
否
定
し
た
中
が
表
れ
て
節
度
に
適
っ
て
い
る
の
が
、
和
＝
調
和
で
あ
る
と
謂
う
の

で
あ
る
。
和
は
両
極
の
否
定
の
延
長
上
に
成
立
す
る
概
念
で
あ
る
。 

従
っ
て
金
谷
氏
の
主
張
―
「
そ
し
て
右
で
も
あ
り
左
で
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
違
っ
た
両

端
を
中
央
に
接
収
し
て
、
そ
こ
に
調
和
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
」
―
と
い
う
両

極
端
の
肯
定
の
上
に
調
和
が
成
立
す
る
、
ま
た
両
極
端
の
肯
定
の
上
に
中
と
和
が
存
在
す
る
、

と
言
う
学
説
は
全
く
成
立
し
な
い
。 

し
か
し
「
右
で
も
あ
れ
ば
左
で
も
あ
る
」
と
い
う
両
端
を
肯
定
し
た
中
は
、
存
在
す
る
こ

と
は
確
か
な
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
は
調
和
論
で
な
い
こ
と
も
確
か
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら

こ
の
両
極
端
を
肯
定
し
た
中
と
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
中
庸
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

が
未
解
決
な
問
題
と
し
て
残
る
の
で
あ
る
。 

金
谷
氏
は
、「
中
国
共
産
党
の
創
立
者
で
あ
る
李
大
釗
は
「
調
和
の
法
則
」
と
言
う
論
文
を
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で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
実
の
社
会
的
正
義
論
と
し
て
別
異
に
よ
る
調
和
の
必

要
性
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
単
に
中
を
制
度
化
し
た
礼
制
と
礼
の
別
異
を
同
次

元
で
は
扱
え
な
い
、
異
次
元
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。 

で
は
中
＝
調
和
と
礼
の
関
係
は
、
一
体
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
。 

有
子
は
中
和
の
和(
調
和)

と
礼
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
資

料
も
宮
崎
説
の
批
判
に
お
い
て
、
既
に
引
用
し
た
が
、 

「
有
子
が
い
っ
た
、｢

礼
の
は
た
ら
き
と
し
て
は
調
和
が
貴
い
の
で
あ
る
。
む
か
し
の
聖
王

の
道
も
そ
れ
で
こ
そ
立
派
で
あ
っ
た
。
〔
し
か
し
〕
小
事
も
大
事
も
そ
れ(

調
和)

に
よ
り
な
が

ら
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
え
る
。
調
和
を
知
っ
て
調
和
し
て
い
て
も
、
礼
で
そ
こ
に
折

り
め
を
つ
け
る
の
で
な
け
れ
ば
、
や
は
り
う
ま
く
い
か
な
い
も
の
だ
。｣

（
一
九
）
と
言
う
。 

中
和
の
中
庸
は
、
世
間
の
人
々
と
の
和
合
や
調
和
を
め
ざ
す
思
想
で
あ
る
が
、
中
和
は
普

遍
的
な
原
理
論
で
あ
る
。
社
会
生
活
し
て
い
く
上
に
お
い
て
は
、
現
実
に
は
貴
賎
の
等
や
親

疎
の
差
が
存
在
す
る
以
上
、
一
般
原
理
論
は
直
接
に
は
適
応
で
き
な
い
。
中
和
の
中
庸
に
差

等
を
附
け
て
制
度
化
し
た
礼
制
＝
別
異
が
な
く
て
は
、
円
滑
に
現
実
の
社
会
的
問
題
は
解
決

で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
中
＝
中
和
は
、
調
和
の
一
般
原
則
論
で
あ
り
、
こ
れ
を
現
実
の
身
分
制
社
会
に
適

用
し
て
い
く
際
に
は
、
中
和
＝
調
和
の
一
般
原
則
論
を
、
社
会
的
身
分
の
親
疎
上
下
に
お
い

て
具
体
的
に
展
開
し
た
個
別
具
体
的
規
範
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
礼
制
な
の
で

あ
る
。
礼
の
別
異
に
よ
る
調
和
論
は
、
こ
こ
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

音
楽
の
和
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
金
谷
氏
の
説
明
に
は
、「
調
和
の
観
念
は
、
音
楽
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
か
ら
初
め
て
得
ら
れ
た
よ
う
考
え
ま
す
。・
・
・｢

楽
は
天
地
の
和
な
り｣(

同
上)

と
か
、

｢

楽
な
る
者
は
天
下
の
大
斉(

整)

な
り
、
中
和
の
紀
な
り｣(

『
荀
子
』
楽
論
篇)

・
・
・
」
と
、

楽
＝
中
和
の
資
料
を
引
用
し
て
、
音
楽
の
作
用
は
和
＝
和
に
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
。 

孔
子
や
孟
子
も
音
楽
に
つ
い
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
し
、
確
か
に
正
し
い

指
摘
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
音
楽
に
は
、
交
響
曲
の
調
和
＝
ハ
ー
モ
二
―
と
は
異
な
る
、

も
う
一
つ
の
作
用
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
万
章
章
句
下
で
、
孔
子
の
人
格
を
「
聖
の
時
な
る
者
な
り
」=

時
中
の
名
人
と
言

い
、
諸
聖
人
の
人
格
を
総
合
し
た
集
大
成
の
人
物
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
続
い
て
孟
子

は
集
大
成
の
言
葉
を
説
明
し
て
、 

「
集
め
て
大
成
す
る
と
は
、
〔
ど
ん
な
こ
と
か
と
い
う
と
〕
、
音
楽
を
奏
す
る
と
き
に
、
ま

ず
鐘
を
鳴
ら
し
て
は
じ
め
〔
そ
れ
を
合
図
に
笛
や
太
鼓
な
ど
の
八
音(

衆
音)

が
合
奏
さ
れ
〕
、

さ
い
ご
に
玉
磬
を
打
っ
て
し
め
く
く
り
を
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
は
じ
め
に
鐘
を
な
ら
す
の

は
、〔
こ
の
一
声
で
衆
音
を
引
き
お
こ
し
て
〕
条
理
の
一
糸
乱
れ
ぬ
調
和
を
合
奏
し
は
じ
め
る

も
の
で
あ
り
、
磬
を
打
っ
て
し
め
く
く
り
を
つ
け
る
の
は
、〔
こ
の
一
声
で
乱
れ
ず
に
き
た
衆

音
の
〕
条
理
を
ま
と
め
て
合
奏
を
お
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
糸
乱
れ
ぬ
合
奏
を
は

じ
め
る
の
は
智
の
働
き
で
あ
り
、
見
事
に
合
奏
を
終
わ
る
の
は
聖(

徳)

の
力
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
集
大
成
す
る
に
は
、
智
と
聖
と
を
兼
ね
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
こ
れ
を
弓
術
に
た

と
え
て
み
る
と
、
智
と
は
弓
を
射
る
技
で
あ
り
、
聖
と
は
弓
を
射
る
力
量
で
あ
る
。
た
と
え

ば
百
歩
も
は
な
れ
た
所
か
ら
弓
を
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
矢
が
的
に
と
ど
く
の
は
射
手
の
力

量
よ
る
が
、
的
に
う
ま
く
命
中
す
る
の
は
射
手
の
力
量
で
は
な
く
て
、
全
く
そ
の
技
巧
に
よ

る
も
の
だ
。」(

二
〇)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

音
楽
に
お
け
る
衆
音
の
和=

調
和
を
引
き
出
す
音
と
し
て
鐘
が
あ
り
、
調
和
し
て
き
た
衆
音

を
締
め
く
く
る
音
と
し
て
磬
が
あ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
鐘
を
鳴
ら
し
て
楽
＝
調
和
は
始
ま

り
、
磬
を
打
っ
て
楽=

調
和
を
締
め
く
く
る
。
楽
＝
中
和
＝
調
和
論
を
挟
み
込
む
鐘
と
磬
は
、

両
極
端
の
音
色
な
の
で
あ
る
。
こ
の
鐘
と
磬
の
両
極
端
の
音
色
の
肯
定
と
楽=

和
＝
調
和
論
、

と
い
う
相
異
な
る
二
つ
の
音
色
を
基
礎
に
し
て
、
音
楽
が
初
め
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。 
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で
ち
ょ
う
ど
中
ほ
ど
を
採
っ
て
三
年
と
定
め
た
の
だ
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
三
年
の
喪
は
賢
者
も
そ
れ
よ
り
過
ぎ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
愚
か
者
の
及
ば
な
い

わ
け
に
は
ゆ
か
ず
、
つ
ま
り
喪
に
お
け
る
中
庸
だ
と
さ
れ
る
の
で
す
（『
荀
子
』
礼
論
篇
、『
礼

記
』
三
年
問
、
喪
服
四
制
篇
）
」
（
一
七
）
と
、
両
極
端
の
行
為
を
抑
え
る
た
め
に
、
人
為
的

に
三
年
の
喪
服
制
度
を
作
成
し
た
、
と
述
べ
て
い
た
。 

そ
れ
は
、
賢
者
と
愚
者
の
両
極
端
を
否
定
す
る
た
め
に
中
を
制
度
化
し
た
の
で
あ
り
、
礼

制
度
は
両
極
端
の
否
定
し
た
中
を
制
度
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
に
お
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。 

礼
に
つ
い
て
二
つ
目
の
問
題
は
、
中
と
礼
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
金
谷
氏
は
、
礼
は
中
を
制
度
化
し
た
も
の
と
い
い
、
礼
は
別
異
だ
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
「
礼
の
中
と
礼
の
別
異
の
関
係
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
以
下
の
よ
う
に
し
て
い
る
。 

「
中
と
別
異
と
は
、
確
か
に
そ
の
働
き
が
逆
に
な
る
観
念
で
す
。
中
は
過
ぎ
も
せ
ず
及
ば
な

い
こ
と
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
真
ん
中
に
寄
り
あ
っ
て
一
つ
に
な
る
方
向
で
す
が
、
別
異

は
区
別
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
分
け
て
ゆ
く
方
向
で
す
。
ま
る
で
違
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。
同
じ
礼
の
性
格
あ
る
い
は
作
用
に
こ
ん
な
に
違
っ
て
説
明
さ
れ
る
の
は
、
不
思
議
だ
と

も
言
え
ま
す
が
、
実
は
そ
こ
に
、
分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
逆
に
一
つ
に
な
る
、
別
異
に
よ
っ

て
調
和
が
得
ら
れ
る
と
い
う
考
え
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
別
異
も
実
は
中
と
一
致
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
す
。
分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
に
な
る
、
調
和
す
る
と
い
う
の
は
、
や
や

わ
か
り
に
く
い
複
雑
な
こ
と
で
、
中
国
的
な
思
考
だ
と
い
っ
て
よ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

『
荀
子
』
の
な
か
に
は
、
は
っ
き
り
そ
う
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。 

「
義
を
以
て
分
か
て
ば
則
ち
和
し
、
和
す
れ
ば
則
ち
一
、
一
な
れ
ば
則
ち
力
多
く
、
力
多
け

れ
ば
則
ち
強
く
、
強
け
れ
ば
則
ち
物
に
勝
つ
」(

王
制
篇) 

こ
こ
で
初
め
に
「
分
か
て
ば
」
と
い
う
の
は
、
階
級
区
別
の
こ
と
で
す
。
人
間
の
優
秀
性
は

社
会
生
活(

群)

を
営
む
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
れ
が
う
ま
く
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
社
会
正
義(

義)

に
も
と
づ
く
階
級
分
別(

分)

が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
の
は
、
荀
子
の
思
想
で
す
。
・
・
・
分
か

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
全
体
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
け
ん
か
を
す
る
よ
う
に
取
ら
れ
や
す
い

の
で
す
が
、
実
は
分
か
れ
る
こ
と
で
す
っ
き
り
秩
序
だ
っ
て
全
体
が
調
和
的
に
統
一
さ
れ
る

と
い
う
面
も
大
切
な
と
こ
ろ
で
す
。
礼
の
作
用
が
別
異
だ
と
い
う
の
は
、
こ
ち
ら
の
面
を
見

て
い
る
の
で
す
。
・
・
・
」(

一
八)

と
、
礼
の
中
と
礼
の
別
異
は
、
求
心
性
と
遠
心
性
と
い
う

逆
方
向
の
考
え
な
の
で
あ
る
が
、
二
つ
の
作
用
は
同
じ
調
和
論
で
あ
る
と
、
同
一
次
元
で
の

調
和
論
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
金
谷
氏
の
「
礼
の
中
と
礼
の
別
異
の
関
係
」
に
つ
い
て
の
別
異
の
説
明
は
、
荀
子
の

階
級
区
別
の
正
当
性
を
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
つ
ま
り
荀
子
の
主
張
は
、「
社
会
正

義
に
よ
り
階
級
区
別
す
れ
ば
、
人
々
は
和
合
＝
調
和
し
て
、
全
体
が
一
つ
に
な
る
。
一
つ
に

な
れ
ば
、
多
く
の
人
々
が
団
結
し
て
、
強
く
な
り
相
手
に
勝
て
る｣

と
い
う
意
味
で
あ
り
、
荀

子
は
別
異
＝
階
級
区
別
を
す
れ
ば
、
結
果
論
と
し
て
人
間
を
和
合
＝
調
和
に
導
い
て
い
く
と

言
う
、
現
実
の
社
会
実
践
論
に
よ
る
求
心
性
＝
調
和
論
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

礼
は
中
を
制
度
化
し
た
調
和
論
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
礼
の
別
異
は
実
際
の
社
会

的
生
活
面
で
の
調
和
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
礼
の
中
と
礼
の
別
異
＝
階
級
区

分
下
で
の
調
和
論
を
同
一
次
元
で
議
論
す
る
こ
と
が
、
そ
も
そ
も
問
題
な
の
で
あ
る
。 

金
谷
氏
の
引
用
し
た
『
荀
子
』
の
後
半
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
故
に
人
は
生
ま
れ
れ
ば
群
す
る
無
き
こ
と
能
わ
ず
、
群
し
て
分
な
け
れ
ば
則
ち
争
い
、

争
え
ば
則
ち
乱
れ
、
乱
る
れ
ば
則
ち
離
れ
、
離
る
れ
ば
則
ち
弱
く
、
弱
け
れ
ば
則
ち
物
に
勝

つ
こ
と
能
わ
ず
、
故
に
宮
室
に
も
得
て
居
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。〔
是
れ
〕
少
傾
も
礼
義
を
舎

つ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
謂
い
な
り
・
・
・
」（
一
八
）
と
あ
っ
て
、
別
異
に
よ
る
社
会
の
調
和
に

よ
る
団
結
論
と
社
会
の
争
乱
に
よ
る
混
乱
を
防
止
す
る
た
め
に
、
礼
義
が
絶
対
に
必
要
な
の
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常
識
的
に
考
え
て
見
て
、
中
国
語
法
上
に
お
い
て
無
理
の
な
い
解
釈
で
あ
ろ
う
。 

つ
ま
り
両
極
端
の
否
定
の
場
合
に
は
、
両
極
端
を
肯
定
し
た
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
水
平

面
あ
る
い
は
直
線
面
に
お
い
て
君
子
の
人
格
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
君
子
の
人
格
を

高
次
の
統
合
的
表
現
と
す
る
理
解
方
法
は
誤
り
で
あ
り
、
金
谷
氏
が
言
う
様
な
三
角
形
や
三

角
錐
の
頂
点
説
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。 

だ
と
す
れ
ば
、「
過
ぎ
た
る
は
猶
を
及
ば
ざ
る
が
如
し
」
と
「
文
質
彬
彬
」
の
よ
う
な
両
極

端
を
否
定
し
た
場
合
に
は
、
金
谷
氏
説
が
成
立
し
な
い
と
な
る
と
、
中
庸
思
想
の
内
面
的
な

構
造
性
の
解
明
が
、
改
め
て
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。 

以
上
に
例
証
し
た
よ
う
に
、
金
谷
氏
は
、
両
極
端
を
否
定
し
た
場
合
も
両
極
端
を
肯
定
し

た
場
合
も
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
三
角
形
や
円
錐
錐
の
頂
点
に
中
が
存
在
す
る
と
、
資
料
解

釈
を
し
て
い
た
。
両
極
端
の
否
定
と
両
極
端
の
肯
定
は
、
水
と
油
の
関
係
で
あ
り
、
同
一
の

論
理
で
は
理
解
で
き
な
い
問
題
な
の
で
あ
る
。 

最
後
に
金
谷
氏
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
理
解
の
結
論
を
纏
め
て
お
き
た
い
。 

金
谷
氏
は
、
中
庸
の
構
造
性
を
理
解
す
る
場
合
、「
発
想
の
転
換
が
必
要
」
だ
と
し
て
、
両

極
端
の
否
定
を
無
視
し
て
、「
而
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
両
極
端
の
肯
定
の
場
合
に
吸
収
し
て
、

中
庸
の
中
の
位
置
に
つ
い
て
、
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
説
を
主
張
し
て
し
ま
っ
た
。 

両
極
端
を
否
定
し
た
場
合
と
肯
定
し
た
場
合
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
無
視
な
い
し
混
合

し
て
理
解
し
て
い
た
所
に
、
一
番
重
大
き
な
誤
り
が
存
在
し
た
。 

従
っ
て
両
極
端
の
否
定
論
と
肯
定
論
は
、
別
の
問
題
と
し
て
区
別
し
て
考
察
す
る
必
要
が

あ
り
、
同
一
方
向
で
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
両
極
端
の
肯
定
と
両
極
端
の
否

定
と
い
う
、
中
庸
思
想
の
構
造
に
は
、
全
く
相
異
な
る
二
つ
の
構
造
論
が
存
在
す
る
、
と
の

論
証
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。 

両
極
端
の
否
定
し
た
場
合
の
中
庸
を
、
「
而
」
の
資
料
の
あ
る
場
合
に
吸
収
し
て
し
ま
い
、

中
庸
思
想
を
高
次
の
統
合
論
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
引
用
資
料
の
「
而
」
を
順
接

の
接
続
詞
と
し
て
理
解
す
る
に
は
、
中
国
語
法
上
に
お
い
て
は
無
理
が
あ
り
、「
而
」
を
逆
説

の
接
続
詞
と
し
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

従
っ
て
金
谷
氏
の
主
張
す
る
「
両
端
を
執
り
て
」
と
い
う
舜
の
政
治
や
、
対
立
す
る
言
葉

を
「
而
」
で
結
合
し
た
孔
子
や
君
子
の
人
格
的
表
現
を
、
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
説
に
導

い
て
い
く
中
庸
思
想
の
中
の
位
置
説
は
、
根
本
的
に
資
料
解
釈
が
誤
っ
て
い
る
以
上
、
全
く

誤
り
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

つ
ま
り
孔
子
や
君
子
の
育
成
や
人
材
抜
擢
の
人
格
を
、
対
立
・
矛
盾
し
た
両
面
を
併
せ
持

つ
複
雑
な
人
格
と
し
て
理
解
す
る
事
が
大
切
で
あ
る
。
両
面
思
考
―
対
の
思
想
を
駆
使
し
て
、

全
く
相
異
な
る
二
つ
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
を
検
討
し
直
す
必
要
が
あ
る
。 

 

三

「
中
庸
」
研
究
の
問
題
点
（
二
） 

 

三
―
礼
の
中
と
楽
の
和

こ
の
節
で
問
題
と
な
る
重
要
点
を
述
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に

な
る
で
あ
ろ
う
。 

金
谷
氏
は
「
礼
は
中
を
形
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
」
と
い
う
が
、
中
に
は
、
両
極
端
を
否
定

し
た
場
合
の
中
と
、
両
極
端
を
肯
定
し
た
場
合
の
中
が
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
金
谷
氏
自
身

は
、
一
体
、
ど
ち
ら
の
中
を
意
味
し
て
使
用
し
て
い
る
の
か
、
概
念
規
定
が
不
明
確
で
あ
る
。 

す
で
に
宮
崎
氏
の
中
庸
思
想
説
の
批
判
に
お
い
て
引
用
し
た
が
、
金
谷
氏
は
、 

「
礼
と
は
中
を
形
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
、
中
を
標
準
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う

の
で
す
。
そ
の
説
明
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
親
が
死
ぬ
と
三
年
の
喪
に
服
す
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
情
の
厚
い
子
供
は
い
つ
ま
で
も
親
の
こ
と
を
思
っ
て
ふ
つ
う
の
生
活
に
戻
ろ

う
と
は
し
ま
せ
ん
、
し
か
し
薄
情
な
子
供
は
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
わ
け
で
、
そ
こ

（129）34 鈴鹿工業高等専門学校紀要　第47巻（2014）



果
た
し
て
「
而
」
を
順
接
の
接
続
詞
と
し
て
理
解
し
て
、
強
引
に
孔
子
の
人
格
を
矛
盾
す

る
正
反
対
の
両
者
の
統
合
体
と
理
解
す
る
の
は
、
正
当
な
中
国
語
法
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
以

下
に
両
極
端
の
肯
定
と
否
定
の
場
合
に
分
け
て
検
討
し
て
見
た
い
。

〔
両
極
端
を
肯
定
し
た
場
合
〕

例
①
―
金
谷
氏
が
最
初
に
「
矛
盾
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
而
を
対
立
し
た
概
念
を
結

合
す
る
、
逆
説
の
接
続
詞
と
し
て
理
解
し
て
、
孔
子
の
人
格
を
、「
温
か
い
が
、
し
か
し
同
時

に
厳
し
い
」
と
し
て
解
釈
し
て
、
矛
盾
・
対
立
す
る
両
方
の
人
格
を
合
わ
せ
持
つ
複
雑
な
人

間
と
理
解
す
る
の
が
、
常
識
的
に
考
え
て
見
て
、
中
国
語
法
上
の
無
理
の
な
い
理
解
で
あ
る

と
思
う
の
で
あ
る
。

孔
子
の
人
格
に
つ
い
て
、
原
文
の
漢
文
は
「
温
而
厲
、
威
而
不
猛
、
恭
而
安｣

と
な
っ
て
い

て
、
こ
の
「
而
」
は
、
「
そ
し
て
」
と
言
う
順
接
の
接
続
詞
で
は
な
く
て
、
「
温
で
あ
る
け
れ

ど
も
し
か
し
厲
で
あ
り
、
威
で
あ
る
け
れ
ど
も
し
か
し
猛
な
ら
ず
、
恭
で
あ
る
け
れ
ど
も
し

か
し
安
な
り
」
と
、「
し
か
る
に
」
と
言
う
逆
説
の
接
続
詞
と
解
釈
し
て
訳
す
べ
き
で
あ
る
。 

例
②
―
ま
た
『
書
経
』
に
あ
る
「
直(

す
る
ど)

く
し
て
温
、
寛
に
し
て
栗(

き
び
し)

、
剛
く

し
て
虐(

む
ご
さ)

な
く
、
簡(

大)

に
し
て
傲(

恣
・
ほ
し
い
ま
ま)

な
し
」、「
寛
に
し
て
栗
、
柔(

や

わ
ら
か)

に
し
て
立
ち
、
愿(

そ
ぼ
く)

に
し
て
恭｣

と
の
資
料
解
釈
は
、
正
確
な
中
国
語
法
に
よ

り
て
訳
す
る
と
、「
而
」
は
、「
そ
し
て
」
と
い
う
順
接
の
接
続
詞
で
は
な
く
、「
直
な
れ
ど
も

し
か
し
温
、
寛
な
れ
ど
も
し
か
し
栗
、
簡
な
れ
ど
も
し
か
し
傲
な
し
」
、
「
寛
な
れ
ど
も
し
か

し
栗
、
柔
な
れ
ど
も
し
か
し
立
、
愿(

そ
ぼ
く)

な
れ
ど
も
し
か
し
恭
」
と
、
逆
説
の
接
続
詞
と

し
て
解
釈
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
舜
は
子
弟
の
教
育
に
お
い
て
、
相
異
な
る
全
く
逆
の
性
格
を
求
め
て
い
た
の
で

あ
り
、
禹
王
に
進
言
し
た
皐
陶
の
言
葉
も
同
様
に
、
全
く
逆
の
性
格
を
持
つ
両
面
的
人
物
の

抜
擢
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
金
谷
氏
の
言
う
よ
う
な
高
次
の
統
合
体
的
人
格
を
要
求
し

て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
孔
子
の
人
格
を
、「
一
段
高
く
な
っ
た
所
に
孔
子
の
人
格
が
あ
る
」
と
言
う
、
高
次

の
統
合
的
性
格
と
し
て
理
解
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
つ
ま
り
孔
子
の
人
格
、
舜
の
人
材
教

育
、
禹
王
の
抜
擢
方
法
に
お
け
る
正
反
対
の
人
格
的
表
現
は
、
両
極
端
の
人
格
を
肯
定
し
た
、

逆
方
向
性
の
性
質
を
持
つ
両
面
的
な
人
格
を
要
求
し
た
表
現
と
し
て
、
水
平
面
あ
る
い
は
直

線
的
な
方
向
で
理
解
す
べ
き
、
文
章
表
現
方
法
な
の
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
両
極
端
を
肯
定
し
た
場
合
の
中
庸
思
想
の
内
面
的
な
構
造
論
の
問
題
は
、
金

谷
氏
の
三
角
形
・
円
錐
形
の
頂
点
説
が
成
立
し
な
い
と
な
る
と
、
改
め
て
中
庸
思
想
の
内
面

的
な
構
造
論
の
解
明
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

〔
両
極
端
を
否
定
し
た
場
合
〕 

金
谷
氏
は
、
『
論
語
』
の
「
文
質
彬
彬
と
し
て
、
然
る
後
に
君
子
な
り
」
を
、
「
文
（
飾
）

と
質
（
朴
）
と
ど
ち
ら
に
偏
っ
て
も
十
分
で
な
い
、
両
者
が
適
度
に
ま
じ
り
あ
っ
て
う
ま
く

つ
り
あ
い
の
と
れ
た
状
況
が
得
ら
れ
て
、
そ
れ
で
こ
そ
君
子
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。・
・
・
文

と
質
と
い
う
対
立
し
た
観
念
が
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
な
い
で
う
ま
く
ま
じ
り
あ
っ
て
、

高
次
の
統
合
的
な
一
つ
の
観
念
を
表
し
て
い
る
の
で
す
。」（
一
六
）
と
、
言
う
。 

こ
の
両
極
端
の
否
定
の
場
合
で
も
、
金
谷
氏
は
対
立
し
た
両
極
の
観
念
を
、「
而
」
が
存
在

し
た
時
と
同
じ
よ
う
に
解
釈
し
て
、
高
次
の
統
合
体
と
し
て
君
子
の
性
格
を
、
三
角
形
や
円

錐
形
の
頂
点
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。 

し
か
し
「
文
質
彬
彬
」
―
文
と
質
と
い
う
対
立
す
る
性
格
が
、「
彬
彬
」
と
混
じ
り
合
う
と

言
う
の
は
、
両
極
端
の
否
定
で
あ
る
。
両
極
端
の
否
定
の
上
に
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
な

い
所
に
、
中
庸
と
い
う
一
つ
の
観
念
が
表
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
両
極
を
否
定
し
た
場
合

に
は
、「
装
飾
的
で
も
な
け
れ
ば
素
朴
的
で
も
な
い
が
、
こ
の
対
立
す
る
二
つ
の
性
格
が
上
手

く
溶
け
合
い
混
合
し
た
複
合
的
性
格
を
持
つ
の
が
君
子
だ
」
と
い
う
よ
う
に
理
解
す
る
の
が
、
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的
な
高
ま
り
を
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
中
の
実
現
方
法
に
お
い
て
、
資
料
的
な
実

証
性
が
な
く
、
そ
の
論
証
過
程
に
お
い
て
説
明
が
不
足
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

金
谷
氏
は
、
中
庸
思
想
の
内
面
性
に
あ
る
構
造
論
に
つ
い
て
、
三
角
形
の
頂
点
と
か
円
錐

形
の
頂
点
と
い
う
よ
う
に
、
平
面
形
の
頂
点
や
立
面
形
の
頂
点
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

し
か
し
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
は
、
実
は
三
極
端
の
一
つ
の
極
端
の
位
置
で
あ
る
。
し
か

し
中
庸
の
中
は
、
「
不
偏
不
倚｣

の
「
真
ん
中
」
な
の
で
あ
る
。
金
谷
氏
の
主
張
す
る
よ
う
な

頂
点
説
で
は
、「
真
ん
中
」
に
な
ら
な
い
。 

金
谷
氏
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
中
庸
思
考
＝
直
線
的
思
考
＝
量
的
問
題
と
、
構
造
的
理

解
＝-

質
的
問
題
の
関
係
に
つ
い
て
、「
矛
盾
関
係
を
克
服
す
る
弁
証
法
と
の
関
係
と
い
う
こ
と

も
考
え
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
中
国
の
伝
統
思
想
で
は
矛
盾
関
係
を
つ
き
つ
め
て
考

え
る
と
言
う
姿
勢
は
乏
し
い
よ
う
で
す
」（
一
四
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

し
か
し
金
谷
氏
の
両
極
端
の
中
と
い
う
構
造
論
説
＝
三
角
形
の
頂
点
説
は
、
構
造
論
的
に

は
西
洋
式
の
「
正
―
反
―
合
」
の
統
一
的
理
解
で
あ
り
、
弁
証
法
的
な
理
解
方
法
で
あ
る
。

左
記
に
図
式
化
し
た
金
谷
氏
の
中
庸
思
想
説
の
中
心
＝
真
ん
中
説
は
、
よ
く
見
る
と
、
本
当

の
真
ん
中
で
な
く
、
両
極
端
を
底
辺
に
し
た
頂
点
で
あ
る
事
は
、
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。 

 

と
こ
ろ
で
何
故
に
、
金
谷
氏
は
中
庸
思
想
の
構
造
論
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
間
違
い
を

犯
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
簡
単
で
あ
り
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
理
論
化
の
過

程
と
資
料
の
解
釈
論
に
あ
る
。 

先
ず
そ
れ
は
、
「
右
で
も
な
け
れ
ば
左
で
も
な
い
」
と
い
う
両
極
端
の
否
定
思
考
と
、｢

右

で
も
あ
れ
ば
左
で
も
有
あ
る｣

と
い
う
両
極
端
の
肯
定
思
考
を
混
同
し
て
、
つ
ま
り
否
定
と
肯

定
と
い
う
全
く
正
反
対
の
対
立
す
る
両
極
端
思
考
を
持
つ
両
者
を
、
肯
定
論
に
吸
収
＝
一
本

化
し
て
統
一
的
に
理
解
し
よ
う
と
し
た
所
に
、
論
理
上
の
無
理
が
あ
り
、
理
論
化
の
誤
り
の

根
本
的
な
原
因
が
存
在
し
て
い
る
。 

否
定
と
肯
定
を
統
一
的
に
一
本
化
し
て
統
合
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
も

金
谷
氏
の
主
張
す
る
よ
う
な
頂
点
説
＝
極
端
説
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

そ
れ
で
は
金
谷
氏
の
指
摘
し
た
中
庸
思
想
の
構
造
論
説
を
正
す
に
は
、
金
谷
氏
説
の
核
心

で
あ
る
「
而
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
資
料
的
解
釈
と
方
法
論
を
提
起
す
れ
ば
、

中
庸
思
想
の
内
面
的
構
造
論
が
正
確
に
理
解
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

つ
ま
り
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
説
で
理
解
す
る
場
合
の
問
題
点
は
、
正
反
対
の
両
極
端

の
言
葉
を
繋
ぐ
「
而
」
を
、
順
接
の
接
続
詞
と
し
て
理
解
し
て
い
る
所
に
、
重
要
な
誤
り
と

矛
盾
が
存
在
す
る
、
と
思
う
の
で
あ
る
。 

孔
子
の
人
格
表
現
に
つ
い
て
、「
温
而
厲
」
の
而
を
矛
盾
し
た
両
者
を
つ
な
ぐ
順
接
の
接
続

詞
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
金
谷
氏
は
、「
こ
の
前
後
の
言
葉
は
本
来
結
び
つ
き
に
く
い
。
対

立
す
る
よ
う
な
概
念
で
す
。
「
温
」
は
温
か
く
穏
や
か
な
こ
と
、
「
厲
」
は
そ
の
反
対
で
厳
し

く
て
鋭
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
し
た
矛
盾
と
も
見

え
る
よ
う
な
性
格
が
、
孔
子
の
人
格
と
し
て
渾
然
と
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
を
表
そ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
。
単
な
る
温
か
さ
で
も
な
け
れ
ば
激
し
さ
で
も
な
い
、
温
か
く
て
厳
し
い
と

い
う
そ
の
両
者
を
包
み
こ
ん
だ
、
あ
る
意
味
で
一
段
高
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
孔
子
の
人
格
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。」（
一
五
）
と
、
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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統
的
思
考
は
、
両
面
思
考
―
対
の
思
想
で
あ
る
と
、
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
一
二
）。 

金
谷
氏
は
、
中
国
人
は
、「
も
の
ご
と
を
考
え
る
と
き
に
、
必
ず
そ
の
裏
側
の
対
者
の
こ
と

を
も
考
え
て
、
表
か
ら
の
一
方
的
な
見
方
だ
け
で
は
な
く
て
逆
の
方
か
ら
も
考
え
る
と
い
う

総
合
的
な
態
度
を
と
る
こ
と
で
す
」
（
一
三
）
と
述
べ
て
、
「
一

貧
者
の
一
灯
、
長
者
の
万

灯
、
二

易
の
陰
陽
、
三

塞
翁
が
馬
、
四

虚
と
実
と
、
五

建
前
も
本
音
も
、
六

両

面
と
選
択
と
」
と
の
節
立
て
を
し
て
、
豊
富
な
具
体
的
資
料
を
引
用
し
て
、
中
国
人
の
両
面

思
考
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
累
説
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、「
そ
の
歴
史
を
考

え
た
だ
け
で
も
、
対
待
の
両
面
思
考
と
い
う
考
え
方
に
わ
れ
わ
れ
が
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
こ

と
は
明
ら
か
で
し
ょ
う
」
と
、
話
を
結
ん
で
い
る
。 

折
角
、
金
谷
氏
は
、
中
国
思
想
の
特
色
に
、
両
面
思
考
―
対
の
思
想
を
指
摘
し
な
が
ら
、

中
庸
思
想
の
考
察
に
関
し
て
は
、
両
極
端
の
否
定
と
両
極
端
の
肯
定
と
い
う
、
中
国
人
に
伝

統
的
な
両
面
思
考
―
対
の
思
考
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

だ
か
ら
中
庸
思
想
を
考
察
す
る
場
合
で
も
、
中
庸
思
想
は
中
国
人
の
最
も
重
要
な
思
想
で

あ
る
以
上
、
中
国
人
の
立
場
に
立
っ
て
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思
考
―
対
の

思
想
を
中
庸
思
想
の
構
造
性
の
理
解
に
適
応
し
て
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
金
谷
氏
は
、

中
国
人
的
な
複
雑
思
考
を
拒
否
し
て
、
日
本
人
的
な
発
想
で
あ
る
明
快
な
議
論
を
持
ち
出
し

て
、
論
証
を
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
中
庸
は
、
「
直
線
的
で
あ
る
よ
り
は
構
造
的
に
考
え
た
ほ
う
が
よ
く
、
「
右
で
も
な

け
れ
ば
左
で
も
な
い
」
と
い
う
の
が
、
実
は
「
右
で
も
あ
り
左
で
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
と
、
右
と
左
が
均
等
に
中
央
に
歩
み
寄
っ
て
き
て
、
そ
こ
で
質
的
な
高
ま
り
を
見

せ
る
、
い
わ
ば
頂
点
を
形
成
す
る
、
と
い
っ
た
構
造
で
考
え
る
の
が
適
切
で
す
」
と
述
べ
て
、

中
庸
思
想
は
、
直
線
的
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
三
角
型
や
円
錐
型
の
頂
点
で
あ
る
と
い
う

様
に
構
造
論
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
、
と
言
う
。 

金
谷
氏
の
中
庸
思
想
を
直
線
で
理
解
す
る
場
合
の
問
題
点
は
、
孔
子
の
過
不
及
な
き
点
を

直
線
状
の
ほ
ど
良
い
真
ん
中
の
中
と
し
て
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
両
極
端
を
生
か
す
孟
子

の
有
権
の
中
を
も
、
同
一
方
向
の
性
格
と
し
て
直
線
的
に
理
解
す
る
。 

し
か
し
過
不
及
な
き
中
は
、「
行
き
過
ぎ
と
及
ば
な
い
」
両
極
の
否
定
で
あ
り
、
孟
子
の
子

莫
批
判
の
有
権
の
中
は
、
博
愛
主
義
と
個
人
主
義
の
両
極
の
肯
定
で
あ
る
。
両
者
を
混
同
し

て
理
解
し
て
い
る
。
否
定
と
肯
定
は
、
水
と
油
の
関
係
で
あ
り
、
両
者
を
同
一
方
向
で
理
解

し
た
り
、
混
同
し
た
り
は
で
き
な
い
性
格
な
も
の
で
あ
る
。 

両
極
端
の
否
定
か
ら
肯
定
へ
の
切
り
替
え
に
、「
実
は
」
と
い
う
切
り
返
し
た
方
法
論
性
が
、

こ
の
中
庸
思
想
の
構
造
性
を
考
え
る
時
に
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
中
国
人
の
両
面
思
考
―

対
の
思
想
を
考
え
併
せ
る
と
、
否
定
は
否
定
と
、
肯
定
は
肯
定
と
、
明
確
に
区
別
し
て
、
中

国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
適
用
し
て
、
全
く
別
個
の
二
つ

の
問
題
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

二
つ
目
の
問
題
は
、
対
立
し
た
言
葉
を
「
而
」
で
結
合
し
た
場
合
に
お
け
る
而
の
解
釈
で

あ
る
。
金
谷
氏
は
、「
対
立
し
た
二
つ
の
観
念
を
而
と
い
う
言
葉
で
結
合
し
て
、
よ
り
高
次
の

統
合
的
な
意
味
を
あ
ら
わ
す
こ
と
は
、
決
し
て
特
殊
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。」
と
述

べ
、
「
右
で
も
あ
れ
ば
左
で
も
あ
る
」
と
の
両
端
の
中
を
、
「
而
」
で
結
合
し
た
資
料
解
釈
の

場
合
は
、
高
次
の
統
合
的
表
現
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
以
下
の
問
題
が
生
じ
る
。 

第
一
の
疑
問
は
、
金
谷
氏
の
主
張
す
る
よ
う
に
「
而
」
で
結
合
す
れ
ば
、
高
次
の
統
合
的

表
現
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
は
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。 

第
二
の
疑
問
は
、
何
故
に
、「
実
は
「
右
で
も
あ
り
左
で
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
と
、
右
と
左
と
が
均
等
に
中
央
に
歩
み
寄
っ
て
き
て
、
そ
こ
で
質
的
な
高
ま
り
を
見
せ
る
、

い
わ
ば
頂
点
を
形
成
す
る
」
へ
と
、
立
論
を
も
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
こ
の

論
理
を
理
解
す
る
の
に
苦
し
む
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
何
故
に
中
央
に
均
等
に
歩
み
寄
り
質
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っ
か
り
中
を
執
っ
て
も
、
有
権
―
臨
機
応
変
性
あ
る
い
は
融
通
性
―
が
な
け
れ
ば
、
一
つ
の

極
端
思
想
と
同
じ
だ
」
と
、
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

金
谷
氏
の
学
説
へ
の
批
判
の
一
つ
目
は
、
孟
子
は
中
間
を
執
る
の
は
よ
い
と
肯
定
し
て
、

無
権
だ
か
ら
一
極
端
と
同
じ
だ
と
批
判
す
る
よ
う
に
、
子
莫
は
両
極
の
本
当
の
真
ん
中
を
執

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
曖
昧
な
中
を
執
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 

金
谷
氏
の
学
説
へ
の
批
判
の
二
つ
目
に
は
、
孟
子
の
権
の
使
用
方
法
で
あ
る
。
金
谷
氏
は
、

「「
孟
子
の
い
う
「
権
」
の
あ
る
中
と
は
、
真
ん
中
の
一
点
を
き
っ
ち
り
と
守
る
固
定
的
な
窮

屈
な
も
の
で
は
な
く
て
、
お
お
よ
そ
の
中
ほ
ど
と
し
て
、
は
ば
の
あ
る
融
通
性
を
持
っ
た
中

な
の
で
す
。」（
一
〇
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

つ
ま
り
金
谷
氏
は
、
直
線
状
の
一
―
一
〇
の
間
に
お
け
る
曖
昧
性
の
残
る
中
間
を
執
る
融

通
性
の
言
葉
と
解
釈
す
る
。
し
か
し
孟
子
は
、
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。｢

中

間
を
執
る
の
に
無
権
―
臨
機
応
変
性
や
融
通
性
が
な
い
な
ら
ば
、
一
つ
の
極
端
思
想
と
同
じ

だ｣

と
、
子
莫
の
中
道
は
極
論
だ
と
批
判
す
る
の
で
あ
り
、
一
つ
の
極
端
の
み
に
拘
る
な
と
、

批
判
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
全
て
の
極
端
の
長
所
を
生
か
せ
と
言
う
の
で
あ
る
。
孟
子
の

子
莫
批
判
に
つ
い
て
、
金
谷
氏
は
誤
訳
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 

従
っ
て
こ
の
資
料
は
、
金
谷
氏
の
融
通
性
あ
る
「
両
端
の
中
」
説
に
は
利
用
で
き
な
い
。

秤
に
分
銅
を
釣
り
下
げ
て
重
さ
を
正
確
に
測
り
、
五
分
五
分
の
均
衡
あ
る
状
態
が
中
な
の
で

あ
る
。
曖
昧
で
融
通
性
の
あ
る
「
中
」
説
は
成
立
し
な
い
。 

そ
も
そ
も
宇
野
哲
人
氏
に
よ
れ
ば
、「
朱
子
は
不
偏
を
「
偏
ら
ず
倚
ら
ず
、
過
不
及
無
き
名
」

と
注
釈
し
て
、「
庸
」
を
「
平
常
な
り
」
と
解
し
て
い
る
」（
一
一
）
と
言
う
。
中
は
、「
不
偏

不
倚
」
で
あ
り
、
ほ
ど
良
い
、
幅
の
あ
る
、
つ
ま
り
曖
昧
な
中
で
は
不
可
な
の
で
あ
る
。 

も
う
一
つ
重
要
な
問
題
は
、「
時
中
」
を
「
そ
の
時
そ
の
時
に
ぴ
っ
た
り
と
当
て
は
ま
る
中

で
す｣

と
、
解
釈
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
実
は
「
時
中
」
は
、
実
は
「
状
況
に
的
中
す
る
行

動
」
の
こ
と
な
の
で
あ
る
が
（
執
筆
予
定
拙
稿
「
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
ー
対
の
思
想
か

ら
考
察
し
た
中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
（
二
）
ー
）」
に
於
い
て
詳
述
し
た
い
）、「
時
に
中
す

る
」
た
め
に
は
、
そ
の
時
の
全
体
の
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
言
う
。 

こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
金
谷
氏
は
、
中
を
「
ほ
ど
良
い
中
」
と
い
う
が
、
し
か
し
「
時

中
」
に
お
い
て
、
「
そ
の
時
そ
の
時
に
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
る
の
が
中
」
と
い
う
の
で
あ
り
、

そ
れ
な
ら
ば
中
は
、
一
―
一
〇
の
中
間
点
の
五
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。 

ま
た
状
況
の
変
化
を
、
全
体
の
変
化
と
理
解
し
て
い
る
様
だ
が
、
全
体
の
状
況
で
は
な
く
、

両
極
端
の
状
況
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
金
谷
氏
が
言
う
様
に
中
は
両
端
の
真
ん
中
で
あ
る
と

な
る
と
、
状
況
は
全
体
で
な
く
、
両
端
の
状
況
と
規
定
さ
れ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。 

二
―
中
の
包
容
性
・
統
合
性

こ
の
節
で
問
題
と
な
る
重
要
点
を
述
べ
る
と
、
以
下
の
よ

う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
先
ず
金
谷
氏
は
、
中
庸
を
「
右
で
も
な
く
左
で
も
な
い
、
そ
の
真
ん

中
」
と
言
い
、
両
端
の
中
と
し
て
直
線
的
状
態
の
下
で
中
庸
思
想
を
理
解
す
る
。
し
か
し
舜

の
「
両
端
を
執
り
て
」
の
資
料
解
釈
に
お
い
て
は
、
発
想
の
転
換
が
必
要
で
す
、
と
言
う
。 

確
か
に
「
右
で
も
な
く
左
で
も
な
い
」
と
言
う
両
極
端
を
否
定
か
ら
、
「
両
端
を
執
り
て
」

の
両
極
端
の
肯
定
の
場
合
に
は
、
発
想
の
転
換
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
金
谷
氏
が
、
「
そ
し
て
中
庸
は
、
「
つ
ま
り
「
右
で
も
な
い
左
で
も
な
い
」
と
い
っ

た
両
端
の
中
が
、
実
は
「
右
で
も
あ
り
左
で
も
あ
る
」
と
い
う
形
へ
と
転
換
す
る
の
で
す
。」

と
言
う
よ
う
に
、
何
故
に
両
極
端
の
否
定
か
ら
肯
定
へ
と
転
換
す
る
の
か
、
資
料
的
証
拠
と

理
論
的
説
明
が
な
い
の
で
、
こ
れ
で
は
金
谷
氏
の
論
理
が
理
解
で
き
な
い
。 

第
一
の
疑
問
は
、
両
極
端
の
否
定
の
場
合
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
、
両
極
端
の
否
定
が
両
極

端
の
肯
定
の
場
合
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
果
た
し
て
、

ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

金
谷
氏
は
、
本
書
の
第
三
章
「
対
待
ー
両
面
思
考
」
に
お
い
て
、
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
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世
の
難
事
で
は
、
中
庸
を
守
り
続
け
る
こ
と
が
、
一
番
難
し
い
事
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
金
谷
氏
の
言
う
よ
う
に
、「
お
お
よ
そ
の
中
、
は
ば
の
あ
る
融
通
性
を
持
っ
た
中
」

な
ら
ば
、
普
通
人
な
ら
中
庸
を
守
り
通
す
こ
と
が
容
易
で
あ
ろ
う
が
、
知
者
で
も
で
き
な
い

難
事
だ
と
言
う
か
ら
、
中
庸
は
、
よ
ほ
ど
厳
密
的
で
窮
屈
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

『
論
語
』
に
は
孔
子
の
言
葉
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
礼
に
つ
い
て
の
発
言
が
あ
る
。 

「
孟
懿
子
が
孝
の
こ
と
を
た
ず
ね
た
。
先
生
は
「
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に
。」
と
答
え
ら
れ

た
。
〔
そ
の
あ
と
〕
攀
遅
が
御
者
で
あ
っ
た
の
で
、
先
生
は
彼
に
話
さ
れ
た
。
「
孟
孫
さ
ん
が

わ
た
く
し
に
孝
の
こ
と
を
問
わ
れ
た
の
で
、
わ
た
く
し
は
『
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に
』
と
答

え
た
。
」
攀
遅
が
「
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。
」
と
い
う
と
、
先
生
は
い
わ
れ
た
、
「
〔
親
が
〕

生
き
て
い
る
と
き
は
礼
の
き
ま
り
に
よ
っ
て
お
仕
え
し
、
な
く
な
っ
た
ら
礼
の
き
ま
り
に
よ

っ
て
葬
り
、
礼
の
き
ま
り
に
よ
っ
て
お
祭
り
す
る
〔
万
事
、
礼
の
き
ま
り
を
ま
ち
が
え
な
い

．
．
．
．
．
．

と
い
う
こ
と
だ
。〕
」（
七
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
周
礼
の
規
定
は
、「
礼
儀
三
百
・
威
儀
三
千
」

（『
中
庸
』
第
一
五
章
）
と
言
わ
れ
る
様
に
、
社
会
的
身
分
に
応
じ
た
冠
婚
葬
祭
等
に
つ
い
て

詳
細
を
極
め
た
規
定
で
あ
る
か
ら
、
礼
に
精
通
し
た
人
で
な
い
と
礼
制
を
的
確
に
実
践
で
き

な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
礼
の
規
定
は
、
ほ
ど
良
い
融
通
性
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。 

孟
子
も
中
庸
思
想
の
教
育
に
お
い
て
、
金
谷
氏
の
言
う
様
な
幅
の
あ
る
ほ
ど
良
い
中
を
、

中
庸
で
あ
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
実
は
全
く
そ
の
逆
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。 

「
公
孫
丑
が
〔
と
う
と
う
弱
音
を
吐
い
て
〕
い
っ
た
。「
先
生
、
聖
人
の
道
は
高
尚
で
で
も

あ
り
、
偉
大
で
も
あ
り
ま
す
が
、
な
に
ぶ
ん
高
大
す
ぎ
て
、
ま
る
で
天
に
昇
る
よ
う
な
も
の

で
、
と
て
も
我
々
に
は
つ
い
て
行
け
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
一
つ
我
々
に
も
つ
い
て

行
け
そ
う
な
程
度
に
ま
で
調
子(

水
準)

を
さ
げ
て
、
毎
日
の
勉
強
が
張
り
合
い
の
あ
る
よ
う
に

手
加
減
し
て
は
い
け
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
」
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
「
い
や
い
や
、
そ

ん
な
わ
け
に
は
い
か
ん
。・
・
・
い
っ
た
い
、
君
子
が
道
を
教
え
る
態
度
と
い
う
も
の
は
、
ち

ょ
う
ど
弓
の
名
人
が
弓
を
力
一
杯
引
き
し
ぼ
っ
て
満
を
持
し
て
ま
だ
矢
を
放
た
ぬ
と
き
、
こ

の
瞬
間
に
は
必
ず
金
的
に
当
て
よ
う
と
す
る
気
魄
が
全
身
に
躍
動
し
て
溢
れ
て
い
る
よ
う
に
、

気
合
い
を
こ
め
て
最
高
の
目
標
で
あ
る
中
庸
の
道
に
立
っ
て
人
を
導
く
の
で
、
た
だ
よ
く
忍

耐
し
て
学
ぶ
者
だ
け
が
つ
い
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。(

し
た
が
っ
て
、
そ
の
努
力

を
し
な
い
者
の
た
め
に
道
を
か
え
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ)

。
」(

八)

と
、 

最
高
の
目
標
で
あ
る

中
庸
の
道
で
教
育
す
る
の
で
、
こ
れ
を
緩
め
る
訳
に
は
い
か
ず
、
門
下
生
に
は
困
難
性
と
忍

耐
が
必
要
で
あ
る
と
言
う
。
金
谷
氏
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
融
通
性
の
あ
る
の
が
中
な
ら
ば
、

公
孫
丑
の
言
う
よ
う
に
少
し
手
加
減
し
て
や
っ
た
ら
よ
い
。
し
か
し
孟
子
は
そ
れ
を
否
定
し

て
い
る
。
従
っ
て
ほ
ど
良
さ
や
融
通
性
の
な
い
、
絶
対
的
な
真
ん
中
が
中
庸
な
の
で
あ
る
。 

次
の
問
題
は
、
孟
子
の
子
莫
批
判
に
使
用
さ
れ
て
い
る
権
の
解
釈
を
、
臨
機
応
変
性
で
は

な
く
、
直
線
状
に
お
け
る
融
通
性
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

し
か
し
権
と
は
、
秤
の
分
銅
で
あ
り
、
秤
を
使
用
し
て
両
極
の
重
さ
を
量
る
と
言
う
こ
と

は
、
正
確
な
重
さ
の
計
量
を
期
待
す
る
た
め
で
あ
り
、
曖
昧
な
中
を
期
待
し
て
秤
に
分
銅
を

吊
る
す
の
で
は
な
い
。
ま
た
金
谷
氏
は
、「
中
庸
」
第
一
節
・
両
端
の
中
で
、
孟
子
の
子
莫
批

判
に
お
い
て
、「
孟
子
は
子
莫
と
い
う
人
物
の
思
想
を
批
評
し
て
、
博
愛
主
義
の
墨
翟
と
自
己

本
位
の
楊
朱
と
の
そ
の
中
間
の
立
場
を
守
っ
て
い
る
の
は
よ
い
が
、
融
通
性
が
な
い
か
ら
だ

め
だ
、
と
言
っ
て
い
ま
す(

尽
心
上
篇)

。
融
通
性
が
な
い
と
一
点
を
守
る
こ
と
に
な
り
、
結
局

一
点
に
執
着
し
て
百
事
を
廃
す
る
こ
と
に
も
な
る
、
と
も
申
し
ま
す
。
」
と
の
孟
子
の
主
張
を
、

一
―
一
〇
の
中
間
の
五
を
中
心
と
し
た
四
で
も
六
で
も
よ
い
と
い
う
よ
う
に
、
直
線
上
に
お

け
る
融
通
性
の
あ
る
中
と
、
解
釈
し
て
い
る
。 

し
か
し
こ
の
金
谷
説
は
、
資
料
の
解
釈
が
間
違
っ
て
い
る
。
よ
く
読
め
ば
理
解
が
で
き
る
。

孟
子
は
子
莫
の
中
道
主
義
に
つ
い
て
、「
子
莫
執
中
、
執
中
為
近
之
、
執
中
無
権
、
猶
執
一
也
」

(

九)

と
原
文
に
あ
る
よ
う
に
、
「
子
莫
は
中
を
し
っ
か
り
執
る
、
こ
れ
は
中
庸
に
近
い
が
、
し
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る
。
も
う
一
つ
の
困
難
は
、「
自
己
を
主
張
し
て
主
体
性
を
つ
ら
ぬ
き
な
が
ら
、
対
立
す
る
相

手
を
容
認
し
て
譲
り
あ
う
、
そ
し
て
中
に
近
づ
い
て
い
く
こ
と
で
あ
る
」
と
、
述
べ
て
い
る
。 

最
後
に
「
対
立
す
る
も
の
が
そ
の
対
抗
性
を
失
わ
な
い
で
「
競
い
立
ち
」
な
が
ら
、
相
手

を
容
認
し
て
譲
る
べ
き
は
譲
る
と
い
う
あ
り
方
、
個
を
貫
き
な
が
ら
全
体
の
調
和
の
理
想
を

追
求
す
る
姿
勢
、
絶
え
ず
変
動
す
る
情
勢
の
な
か
で
広
く
情
報
を
集
め
て
安
定
し
た
中
を
求

め
る
態
度
、
そ
う
し
た
複
合
的
な
あ
り
方
の
な
か
に
中
庸
の
真
髄
が
あ
る
」
と
、
結
論
す
る
。 

以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
金
谷
氏
の
中
庸
思
想
論
は
、「
ほ
ど
よ
い
融
通
性
の
あ
る
中
」

な
の
で
あ
り
、
本
論
を
首
尾
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
主
張
は
、
両
極
端
を
肯
定
し
て
、
自
己

も
他
者
も
同
時
に
生
か
す
と
い
う
、
調
和
の
思
想
論
な
の
で
あ
る
。
そ
の
調
和
の
内
容
は
、「
そ

の
よ
う
に
違
っ
た
も
の
ど
う
し
で
平
衡
を
得
る
こ
と
に
な
る
、
そ
れ
を
和
と
い
う
の
だ
と
言

っ
て
い
ま
す
。
調
和
と
は
そ
う
い
う
も
の
な
ん
で
す
ね
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
異
な
る

も
の
が
和
＝
平
衡
を
得
る
こ
と
だ
」
と
、
言
う
の
で
あ
る
。 

 

二

「
中
庸
」
研
究
の
問
題
点
（
一
） 

 

金
谷
氏
の
中
庸
思
想
研
究
は
、
個
人
と
全
体
を
ど
の
よ
う
に
包
括
的
に
理
解
し
た
ら
よ
い

の
か
、
現
代
の
我
々
の
直
面
す
る
社
会
生
活
に
お
け
る
重
要
問
題
を
、
中
国
思
想
の
精
髄
と

い
わ
れ
て
い
る
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
中
に
お
い
て
考
察
し
た
、
日
本
の
中
国
哲
学
史
上
に

お
け
る
最
初
の
研
究
で
あ
る
と
思
う
。
金
谷
氏
自
身
が
最
終
節
に
お
い
て
、「
以
上
、
中
庸
思

想
に
つ
い
て
の
内
部
構
造
を
吟
味
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
金
谷

氏
の
論
考
は
、
中
庸
思
想
の
内
部
構
造
論
を
意
欲
的
に
追
求
し
た
考
察
な
の
で
あ
る
。 

し
か
し
ま
た
そ
れ
だ
け
に
、
金
谷
氏
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
に
は
問
題
点
も
多
く
存
在
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
に
重
要
な
点
に
つ
い
て
、
前
節
で
行
っ
た
要
約
に
準
拠
し

て
、
金
谷
氏
の
展
開
し
た
中
庸
思
想
の
構
造
論
学
説
を
再
検
討
し
て
、
そ
の
「
疑
問
点
と
問

題
点
」
を
指
摘
し
て
、
矛
盾
し
た
問
題
点
の
解
決
方
法
の
視
角
を
提
起
し
て
み
た
い
。 

〔
疑
問
点
と
問
題
点
〕 

金
谷
氏
が
論
証
を
展
開
し
て
い
る
章
立
て
と
行
論
に
従
い
、
最
初
に
お
い
て
「
一
節
―
両

端
の
中
と
、
二
節
―
中
の
包
容
性
・
統
合
性
」
と
い
う
、
金
谷
氏
の
主
張
で
最
も
重
要
な
問

題
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
中
庸
思
想
の
内
部
構
造
論
を
中
心
に
し
て
検
討
す
る
事
に
し
た
い
。

金
谷
氏
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
最
大
の
特
色
は
、
三
角
型
あ
る
い
は
円
錐
型
の
頂
点
に
、

中
庸
の
中
が
存
在
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。 

一

両
端
の
中

こ
の
節
で
問
題
と
な
る
重
要
点
を
述
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

先
ず
金
谷
氏
は
、
両
端
の
中
と
は
、
一
―
一
〇
の
中
で
五
を
中
心
に
し
て
み
て
、
四
で
も

六
で
も
よ
い
、
幅
の
あ
る
中
で
あ
る
と
言
う
。
し
か
し
中
国
の
中
庸
思
想
の
中
は
、
西
洋
の

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
言
う
よ
う
な
曖
昧
で
幅
の
あ
る
中
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
引
し
た
資

料
・『
中
庸
』
に
は
、
以
下
の
様
な
孔
子
の
言
葉
の
記
述
が
あ
る
。 

「
先
生
は
い
わ
れ
た
、
「
・
・
・
人
び
と
は
み
な
「
自
分
は
知
者
だ
」
と
い
っ
て
い
る
が
、

中
庸
〔
が
よ
い
と
わ
か
っ
て
そ
れ
〕
を
選
び
出
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
守
り
つ
づ
け
る
こ

と
は
た
だ
の
一
か
月
で
さ
え
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。〔
ど
う
し
て
、
そ
れ
で
知
者
だ
と
い
え

よ
う
か
。〕
」（
五
）
と
、
知
者
だ
と
自
画
自
賛
す
る
人
で
も
、
一
カ
月
も
た
な
い
と
い
う
の
で

あ
る
。
ま
た
以
下
の
よ
う
に
も
孔
子
は
言
う
。 

「
先
生
は
い
わ
れ
た
、「
天
下
や
国
や
家
〔
を
う
ま
く
治
め
る
の
は
難
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
〕

で
さ
え
公
平
に
治
め
る
こ
と
は
で
き
る
。
高
い
爵
位
や
厚
い
俸
禄
〔
を
断
わ
る
の
も
難
事
で

あ
る
が
、
そ
れ
〕
で
さ
え
辞
退
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
白
刃
〔
を
ふ
み
破
っ
て
敵
陣
を
攻
め

る
の
も
難
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
〕
で
さ
え
ふ
み
破
る
こ
と
は
で
き
る
。
だ
が
、
中
庸
〔
を
選

び
と
っ
て
実
際
に
守
り
つ
づ
け
る
の
〕
は
、
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
だ
」（
六
）
と
、
こ
の
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三
―
礼
の
中
と
楽
の
和

こ
の
節
で
は
、
「
中
と
は
中
和
で
あ
る
」
と
し
て
、
「
礼
と
は
中

を
形
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
、
中
を
標
準
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
の
で
す
」
と
、

言
う
。「
音
楽
と
和
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
」
と
言
い
、「
音
楽
と
儀
礼
と
は
並
ん
で
行
わ
れ
、

た
が
い
に
助
け
あ
う
も
の
」
で
あ
り
、「
楽
の
働
き
が
和
同
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
礼
の
働
き

は
別
異
で
あ
る
」
と
し
て
、
「
礼
の
中
と
礼
の
別
異
と
の
関
係
」
は
、
」
別
異
に
よ
っ
て
調
和

が
得
ら
れ
る
と
い
う
考
え
が
あ
っ
て
、
別
異
も
実
は
中
と
一
致
す
る
」
こ
と
に
な
る
、
と
述

べ
て
い
る
。
荀
子
が
、「
上
は
天
子
か
ら
下
は
門
番
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
際
に
応
じ
て
欲
望

を
満
た
す
よ
う
に
す
る
と
、
奪
い
あ
い
の
争
い
は
起
こ
ら
ず
、
全
体
が
調
和
的
に
発
展
で
き

る
」
と
言
う
よ
う
に
、「
礼
は
分
け
る
こ
と
に
よ
り
全
体
の
調
和
を
は
か
り
、
中
を
標
準
と
す

る
そ
の
形
に
よ
っ
て
調
和
を
実
現
す
る
」
と
、
述
べ
て
い
る
。 

四
―
中
庸
の
調
和

こ
の
節
で
は
、
「
本
当
の
調
和
と
は
何
か
」
と
言
う
問
題
に
つ
い
て
、

『
論
語
』
子
路
篇
の
「
君
子
は
和
し
て
同
ぜ
ず
、
小
人
は
同
し
て
和
せ
ず
」
を
引
用
し
て
、「
と

こ
ろ
が
和
の
方
は
、
全
体
が
統
合
さ
れ
て
一
つ
に
な
る
点
で
は
同
と
似
て
い
ま
す
が
、
実
は

そ
の
中
身
は
多
数
の
意
見
で
満
た
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
同
は
同
一
で
、
初
め
か
ら
終
わ
り

ま
で
単
な
る
一
で
す
が
、
和
の
方
は
雑
多
な
も
の
が
ま
ず
混
在
し
て
い
て
、
そ
れ
が
ま
と
め

ら
れ
て
統
合
さ
れ
た
も
の
で
す
。・
・
・
違
っ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
で
も
み
あ
っ
て
こ
そ

和
に
な
る
の
で
す
」
と
述
べ
、
同
と
和
は
似
て
い
て
も
、
質
的
な
違
い
が
大
き
い
、
和
と
同

は
違
う
性
質
だ
と
、
和
の
意
義
を
述
べ
て
い
る
。 

更
に
重
要
な
発
言
を
し
て
い
て
、「
中
庸
で
言
え
ば
、
右
で
も
な
い
左
で
も
な
い
と
区
別
し

て
そ
の
中
ほ
ど
を
選
ぶ
、
そ
し
て
右
で
も
あ
り
左
で
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
違
っ
た
両
端
を

中
央
に
接
収
し
て
、
そ
こ
で
調
和
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
両
端
が
な
け
れ
ば

中
も
和
も
あ
り
ま
せ
ん
。
両
端
が
ひ
っ
こ
ん
で
消
え
て
し
ま
え
ば
和
に
な
ら
な
い
の
で
す
」

と
、
言
う
の
で
あ
る
。 

こ
の
調
和
の
内
容
を
説
明
し
て
い
る
の
が
、
斉
の
晏
子
で
あ
る
と
言
う
。『
春
秋
左
氏
伝
』

に
あ
る
晏
子
の
「
和
は
羹
の
如
し
」
の
資
料
を
紹
介
し
て
、「
羹
と
い
う
の
は
ス
ー
プ
の
一
種

で
す
が
、
汁
け
の
多
い
ご
っ
た
煮
で
す
」
と
、
述
べ
て
い
る
。 

羹
と
は
、「
料
理
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
宜
し
い
の
で
す
。
水
だ
け
、
あ
る
い
は

塩
だ
け
で
は
、
よ
い
味
は
で
き
ま
せ
ん
。
鹹
い
も
の
甘
い
も
の
酸
っ
ぱ
い
も
の
、
い
ろ
い
ろ

な
味
を
ま
ぜ
、
雑
多
な
具
を
煮
て
こ
そ
そ
こ
に
よ
い
味
か
げ
ん
が
え
ら
れ
ま
す
。
材
料
が
多

す
ぎ
た
ら
減
ら
す
、
足
り
な
け
れ
ば
増
や
す
、
―
中
庸
で
す
ね
。
そ
う
し
て
得
ら
れ
る
の
が

味
の
調
和
で
す
。
音
楽
も
同
じ
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
五
声
・
六
律
・
七
音
・
・
・
、

清
濁
大
小
、
長
短
高
下
、
い
ろ
い
ろ
の
音
声
が
ま
じ
り
あ
い
助
け
あ
っ
て
音
楽
の
調
和
が
で

き
上
が
り
、
心
も
平
安
に
な
る
と
言
い
ま
す
（
昭
公
二
十
年
）」
と
、
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
ま
た
、
史
伯
に
関
す
る
資
料
ー
「
和
は
実
に
物
を
生
ず
、
同
な
れ
ば
継
か
ず
」（
鄭

語
）
を
紹
介
し
て
、「
和
で
あ
る
と
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
が
、
同
で
あ
る
と
新
し
い
も
の

は
出
て
こ
な
い
」
、
「
違
っ
た
意
見
が
入
っ
て
き
て
議
論
が
起
こ
っ
て
、
そ
こ
で
初
め
て
新
し

い
進
展
が
出
て
く
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
に
違
っ
た
も
の
ど
う
し
で
平
衡
を
得
る
こ
と
に
な

る
、
そ
れ
を
和
と
い
う
の
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
調
和
と
は
そ
う
い
う
も
の
な
ん
で
す
ね
。」

と
、
中
庸
思
想
の
和
＝
調
和
の
特
色
を
述
べ
て
い
る
。 

五
―
中
庸
思
想
と
現
代

こ
の
節
で
は
、
中
庸
思
想
が
尊
重
さ
れ
て
き
た
原
因
は
、「
第
一

に
は
現
実
的
世
俗
的
な
処
世
の
徳
と
し
て
、
中
国
思
想
の
現
実
尊
重
の
立
場
と
一
致
し
て
い

る
。
第
二
に
は
、
中
国
思
想
の
基
本
的
思
想
で
あ
る
対
待
の
両
面
思
考
と
ー
対
立
す
る
両
端

両
面
を
視
野
に
入
れ
て
こ
そ
、
中
庸
が
得
ら
れ
る
立
場
と
は
一
致
し
て
い
る
。
だ
か
ら
中
庸

の
調
和
が
尊
重
さ
れ
る
の
は
、
ご
く
自
然
で
あ
る
」
と
、
言
う
。

中
庸
思
想
の
難
し
さ
は
、

「「
両
端
の
中
」
と
い
う
目
標
を
定
め
る
難
し
さ
で
あ
り
、
状
況
は
絶
え
ず
動
い
て
い
る
か
ら
、

そ
の
時
そ
の
時
の
状
況
の
変
化
に
的
中
す
る
中
の
立
場
を
み
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
述
べ
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こ
れ
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
メ
ソ
テ
ス(

中
庸)

と
同
様
の
考
え
と
し
て
、
「
両
端
の
中
と

い
う
の
は
右
と
左
と
の
ほ
ど
良
い
中
ほ
ど
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
守
っ
て
い
く
に
は
柔
軟
な
融

通
性
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
結
論
し
て
、
中
庸
の
「
両
端
の
中
」
と
は
、
ど
の
よ

う
な
内
容
を
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
、
中
の
語
句
的
な
意
味
を
説
明
し
て
い
る
。 

二
―
中
の
包
容
性
・
統
合
性

こ
の
節
で
は
、｢

さ
て
、
以
上
は
、｢

右
で
も
な
い
左
で
も

な
い｣

と
い
う
両
端
の
中
と
い
う
こ
と
を
軸
に
考
え
て
き
た
こ
と
で
す
が
、
中
庸
の
内
容
を
さ

ら
に
詳
し
く
見
る
た
め
に
は
、
こ
こ
で
一
つ
の
発
想
の
転
換
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。｣

と
述
べ
て
、『
中
庸
』
に
述
べ
て
い
る
舜
の
政
治
を
紹
介
し
て
、「
両
端
を
執
る
」
と
は
、「
両

端
を
捨
て
去
る
の
で
の
で
は
な
く
て
両
手
で
し
っ
か
り
持
つ
と
い
う
点
で
す
」
と
述
べ
て
い

る
。
そ
し
て
中
庸
に
つ
い
て
、「
つ
ま
り
「
右
で
も
な
い
左
で
も
な
い
」
と
い
っ
た
両
端
の
中

は
、
実
は
「
右
で
も
あ
り
左
で
も
あ
る
」
と
い
う
形
へ
と
転
換
す
る
の
で
す
。
そ
う
し
て
そ

う
な
る
と
、
右
と
左
の
真
ん
中
と
い
う
よ
う
に
直
線
で
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
右
と
左

と
を
包
み
こ
ん
だ
頂
点
の
中
と
い
う
よ
う
に
、
三
角
型
あ
る
い
は
円
錐
型
の
立
体
的
構
造
で

考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
」
と
述
べ
て
、
中
庸
思
想
の
構
造
は
、
三
角
型
な
い
し
円

錐
型
の
頂
点
論
と
し
て
理
解
す
る
。 

金
谷
氏
は
、
自
己
の
構
造
論
説
の
証
拠
と
し
て
、
先
ず
孔
子
の
人
格
を
表
し
た
『
論
語
』

の
資
料
を
紹
介
す
る
。｢

原
文
の
漢
文
で
は
「
温
而
厲
、
威
而
不
猛
、
恭
而
安｣
と
な
っ
て
い

て
、｢

而｣

と
い
う
接
続
詞
で
そ
れ
ぞ
れ
前
後
の
二
つ
の
言
葉
を
つ
な
い
で
い
る
の
で
す
が
、

こ
の
前
後
の
言
葉
は
本
来
結
び
つ
き
に
く
い
、
対
立
す
る
よ
う
な
概
念
で
す
。・
・
・
こ
れ
が

結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
矛
盾
と
も
見
え
る
よ
う
な
性
格
が
、
孔
子
の
人

格
と
し
て
渾
然
と
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
表
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
単
な
る
温
か

さ
目
も
な
け
れ
ば
厳
し
さ
で
も
な
い
、
温
か
く
て
厳
し
い
と
い
う
そ
の
両
者
を
包
み
こ
ん
だ
、

あ
る
意
味
で
は
一
段
高
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
孔
子
の
人
格
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。・
・
・

さ
て
そ
う
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は
温
と
厲
と
い
う
両
端
を
ふ
ま
え
て
、
而
と
い
う
真
ん
中
の

頂
点
に
腰
を
お
ろ
し
た
形
に
な
っ
て
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
中
庸
の
説

明
と
ぴ
っ
た
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
・
・
・｢

温
に
し
て
厲
」
と
同
じ
表
現
は
他

の
文
献
に
も
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
ま
す
。『
書
経
』
で
は
舜
が
楽
官
に
命
じ
て
子
弟
の
教
育
を

行
な
う
の
に
、「
直(

す
る
ど)

く
し
て
温
、
寛
に
し
て
栗(

き
び
し)

、
剛
く
し
て
虐(

む
ご
さ)

な

く
、
簡(

大)

に
し
て
傲(

恣
・
ほ
し
い
ま
ま)

な
し
」
と
い
う
人
格
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
〈
舜

典
篇
〉、
禹
王
に
進
言
し
た
皐
陶
の
言
葉
に
は
「
寛
に
し
て
栗
、
柔(

や
わ
ら
か)

に
し
て
立
ち
、

愿(

そ
ぼ
く)

に
し
て
恭
、・
・
・
」
な
ど
と
い
う
人
材
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す(

皐
陶
謨
篇)

。・
・
・｣

と
、
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
「
対
立
し
た
二
つ
の
観
念
を
而
と
い
う
言
葉
で
結
合
し
て
、
よ
り
高
次
の
統
合
的

な
意
味
を
あ
ら
わ
す
こ
と
は
、
決
し
て
特
殊
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。・
・
・
文
と
質

と
い
う
対
立
し
た
二
つ
の
観
念
が
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
な
い
で
う
ま
く
ま
じ
り
あ
っ
て
、

高
次
の
統
合
的
な
一
つ
の
観
念
を
表
し
て
い
る
の
で
す
。
や
は
り
、｢

両
端
を
執
り
て｣

用
い

る
中
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。」
と
、
述
べ
て
い
る
。 

次
に
金
谷
氏
は
、「
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
中
庸
の
包
容
的
な
意
味
、
あ
る
い
は
統
合
性
と
い

う
も
の
が
わ
か
り
ま
す
と
、
前
に
も
ち
ょ
っ
と
ふ
れ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
直
線
的
で
あ
る
よ

り
は
構
造
的
に
考
え
た
方
が
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
過
ぎ
る
こ
と
も
な
く
及
ば
ぬ
こ
と
も

な
い
、
ー
過
不
及
が
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
「
右
で
も
な
く
左
で
も
な
い
」
と
い
う
両
端
の
中

で
す
と
、・
・
・
直
線
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
中
庸
は
そ
ん
な
に
簡
単
で
は

な
い
。「
右
で
も
な
く
左
で
も
な
い
」
と
い
う
の
が
、
実
は
「
右
で
も
あ
り
左
で
も
あ
る
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
右
と
左
と
が
均
等
に
中
央
に
歩
み
寄
っ
て
き
て
、
そ
こ
で
質
的

な
高
ま
り
を
見
せ
る
、
い
わ
ば
頂
点
を
形
成
す
る
、
と
い
っ
た
構
造
で
考
え
る
の
が
適
切
で

す
。」
と
、
中
庸
の
構
造
性
は
、
質
的
高
ま
り
を
見
せ
る
頂
点
説
で
あ
る
と
、
説
明
し
て
い
る
。 
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一
「
中
庸
」
研
究
の
要
約 

 
金
谷
氏
の
中
庸
学
説
は
、
先
ず
本
書
の
章
立
て
―
「
は
じ
め
に

一

両
端
の
中
、
二

中

の
包
容
性
・
統
合
性
、
三

礼
の
中
と
楽
の
和
、
四

中
庸
の
調
和

五

中
庸
思
想
と
現

代
」
―
を
見
る
と
、
中
庸
の
語
句
規
定
よ
り
始
ま
り
、
古
代
よ
り
現
代
に
至
る
ま
の
資
料
を

紹
介
し
て
い
て
、
中
庸
思
想
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
網
羅
的
に
問
題
点
を
指
摘
し
た
論
考
の
組
み

立
て
に
な
っ
て
い
る
（
四
）。
今
、
そ
の
章
立
て
ご
と
に
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
見
る
と
、
同

氏
の
主
張
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
金
谷
氏
は
、
凡
そ
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

は
じ
め
に

こ
の
節
で
は
、
中
庸
と
は
、「
中
道
と
同
じ
よ
う
な
意
味
」
だ
と
述
べ
て
、
尭
・

舜
の
聖
王
相
伝
の
「
中
」
は
、
伝
統
的
に
中
庸
の
こ
と
だ
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
、
そ
し
て
『
論

語
』
の
資
料
を
引
用
し
て
、
中
道
と
は
、
積
極
的
な
狂
者
と
消
極
的
な
狷
者
と
の
中
間
の
道

で
あ
り
、
そ
れ
が
理
想
的
な
の
だ
、
と
紹
介
し
て
い
る
。 

一
―
両
端
の
中

こ
の
節
で
は
、
孔
子
の
「
過
ぎ
た
る
は
猶
お
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
」
の

語
句
を
引
用
し
て
、
中
庸
と
は
、「
過
ぎ
た
状
態
と
及
ば
な
い
状
態
と
い
う
対
立
が
あ
っ
て
、

そ
れ
ら
の
真
ん
中
と
い
う
意
味
で
す
」
と
述
べ
て
、
両
端
の
真
ん
中
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

朱
子
の
「
中
庸
の
中
と
は
偏
ら
な
い
こ
と
で
、
過
不
及
の
無
い
こ
と
だ
」
と
の
注
釈
を
紹
介

し
て
、
庸
は
「
平
常
な
り
」
と
の
朱
子
の
解
釈
が
正
し
い
と
し
て
、
中
と
庸
を
分
離
解
釈
す

る
の
は
間
違
い
で
、
中
に
重
点
が
あ
り
、
中
庸
と
は
、「
過
不
及
の
な
い
両
端
の
中
が
そ
の
ま

ま
平
常
で
も
あ
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
と
し
て
い
る
。 

そ
し
て
両
端
の
中
と
い
う
中
と
は
固
定
的
で
窮
屈
な
も
の
で
は
な
く
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

の
言
う
よ
う
に
、「
両
端
を
か
り
に
二
と
十
と
す
る
と
、
真
ん
中
は
六
で
す
。
し
か
し
中
庸
と

は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
、
五
で
も
よ
い
し
七
で
も
よ
い
よ
う
な
そ
う
し
た
融
通
の
は
ば

が
あ
る
」
と
、
言
う
の
で
あ
る
。
融
通
性
の
あ
る
中
庸
を
説
明
す
る
の
に
、
孟
子
の
子
莫
の

中
道
批
判
で
使
用
し
た
権
―
融
通
性
―
の
あ
る
中
の
実
現
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
。 

こ
の
子
莫
批
判
論
が
、
金
谷
説
の
議
論
の
展
開
に
お
い
て
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
、

重
要
部
分
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。
金
谷
氏
は
、
孟
子
の
子
莫
批
判
に
つ
い
て
、 

「
孟
子
は
子
莫
と
い
う
人
物
の
思
想
を
批
評
し
て
、
博
愛
主
義
の
墨
翟
と
自
己
本
位
の
楊

朱
と
の
そ
の
中
間
の
立
場
を
守
っ
て
い
る
の
は
よ
い
が
、
融
通
性
が
な
い
か
ら
だ
め
だ
、
と

言
っ
て
い
ま
す(

尽
心
上
篇)

。
融
通
性
が
な
い
と
一
点
を
守
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
一
点
に
執

着
し
て
百
事
を
廃
す
る
こ
と
に
も
な
る
、
と
も
申
し
ま
す
。・
・
・
融
通
性
と
い
う
意
味
は
「
権
」

と
い
う
言
葉
で
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
権
」
と
い
う
の
は
秤
の
分
銅
で
す
。
・
・
・
孟
子
の

い
う
「
権
」
の
あ
る
中
と
は
、
真
ん
中
の
一
点
を
き
っ
ち
り
と
守
る
固
定
的
な
窮
屈
な
も
の

で
は
な
く
て
、
お
お
よ
そ
の
中
ほ
ど
と
し
て
、
は
ば
の
あ
る
融
通
性
を
持
っ
た
中
な
の
で
す
。」

と
し
て
い
る
。
融
通
性
の
あ
る
中
が
、
何
故
に
必
要
な
の
か
の
理
由
に
つ
い
て
、 

「
そ
も
そ
も
、
そ
の
両
端
の
極
端
そ
の
も
の
が
動
い
て
い
る
と
言
う
観
点
も
必
要
で
す
ね
。

事
態
は
絶
え
ず
動
い
て
い
て
、
決
し
て
静
止
的
で
は
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
今
、
中
だ

と
思
っ
て
い
る
立
場
も
い
つ
の
間
に
か
変
わ
っ
て
く
る
、
真
ん
中
が
真
ん
中
で
な
く
な
っ
て
、

す
っ
か
り
偏
っ
た
立
場
に
も
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
固
定
的
で
な
い
融

通
性
の
あ
る
、
柔
軟
な
お
お
よ
そ
の
中
、
ほ
ど
良
い
中
ほ
ど
が
、
そ
こ
で
必
要
に
な
る
わ
け

で
す
」
と
、
説
明
し
て
い
る
。 

そ
し
て
次
に
は
、
お
お
よ
そ
の
中
と
か
、
ほ
ど
良
い
中
と
い
う
こ
と
で
、
推
移
す
る
事
態

に
対
応
し
て
い
く
に
は
、
『
中
庸
』
に
述
べ
て
い
る｢

時
中
」
に
つ
い
て
、
そ
の
時
そ
の
時
に

ぴ
っ
た
り
と
当
て
は
ま
る
中
が
必
要
で
あ
り
、
自
分
の
立
場
を
固
定
し
て
、
そ
れ
に
し
が
み

つ
い
て
融
通
が
き
か
な
い
よ
う
な
態
度
で
は
、
周
囲
の
状
況
に
つ
い
て
い
け
な
い
わ
け
で
、

つ
ま
り
真
ん
中
が
真
ん
中
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
、
と
の
要
旨
を
述
べ
て
い
る
。 
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中
庸
思
想
研
究
の
課
題
と
展
望
（
二
） 

―
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た 

金
谷
治
氏
の
中
庸
思
想
学
説
の
批
評
― 

 

現
在
の
日
本
の
中
庸
思
想
研
究
に
お
い
て
、
考
証
学
的
研
究
―
テ
キ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ッ
ク

ー
の
域
を
脱
し
た
構
造
学
的
研
究
の
始
り
は
、
金
谷
治
氏
の
「
中
と
和
」
で
あ
る
。
同
氏
の

中
庸
思
想
の
構
造
学
的
研
究
は
、「
中
庸
」
に
集
約
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
金
谷
氏
の
研
究

方
法
論
は
、
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
思
惟
方
法
で
あ
る
対
の
思
想
を
導
入
し
て
解
決

し
よ
う
と
し
た
端
緒
で
あ
る
。
ま
た
現
代
日
本
人
に
、
個
人
と
全
体
と
の
調
和
論
の
問
題
を

提
起
し
た
研
究
で
あ
り
、
唯
一
の
具
体
性
に
富
む
実
証
的
研
究
で
あ
る
。
し
か
し
同
氏
の
労

作
を
詳
細
に
分
析
す
る
と
、
多
く
の
疑
問
点
や
問
題
点
が
存
在
す
る
。
同
氏
の
研
究
の
疑
問

点
や
未
解
決
な
問
題
を
解
決
す
る
重
要
な
研
究
視
角
は
、
対
の
思
想
を
中
庸
思
想
の
展
開
や

構
造
論
研
究
へ
全
面
的
に
導
入
し
て
、
そ
の
具
体
的
な
問
題
点
を
分
析
す
る
事
で
あ
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
；

中
庸
思
想

中
庸
の
構
造
論

対
の
思
想

調
和
論

現
代
的
意
義 

 

一

初
め
に
ー
「
中
庸
思
想
」
研
究
の
概
観 

 

現
在
日
本
の
『
中
庸
』
研
究
は
、
考
証
学
的
研
究
が
主
流
と
い
う
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、

中
国
思
想
史
上
に
お
け
る
歴
史
学
的
意
義
に
興
味
を
持
つ
筆
者
に
と
っ
て
、
魅
力
の
あ
る
中

庸
思
想
の
哲
学
的
、
構
造
論
的
、
歴
史
学
的
意
義
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
管
見
の
限
り
、
中

国
歴
史
学
者
の
第
一
人
者
で
あ
る
宮
崎
市
定
氏
の
『
中
国
思
想
の
特
質
』(

一)

、
更
に 

  

小

倉

正

昭 

 

は
金
谷
治
氏
の
「
中
庸
」(

二)

と
い
う
、
二
つ
の
研
究
論
文
で
あ
る
。 

金
谷
氏
の
論
文
は
、
中
庸
思
想
の
内
面
的
な
構
造
論
の
探
求
と
い
う
、
中
庸
思
想
の
核
心

的
問
題
に
迫
る
論
考
で
あ
る
。
豊
富
な
資
料
を
基
礎
に
し
て
具
体
的
か
つ
平
易
に
中
庸
思
想

の
構
造
論
的
な
理
解
方
法
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
中
国
思
想
史
研
究
者
に
、

如
何
に
し
て
中
庸
思
想
を
把
握
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
一
つ
の
問
題
の
提
起
を
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
楽
の
和
や
礼
の
別
異
に
つ
い
て
の
具
体
的
資
料
を
提
示
し
て
、
中
庸
思
想
と
調

和
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
り
、
更
に
は
個
人
と
全
体
と
い
う
現
代
的
な
問
題
に

つ
い
て
の
歴
史
的
意
義
に
も
言
及
し
た
意
欲
的
研
究
で
あ
る
。 

ま
た
前
稿
で
述
べ
た
宮
崎
氏
の
中
庸
思
想
の
研
究
（
三
）
に
見
ら
れ
た
多
く
の
論
理
的
欠

点
を
乗
り
越
え
て
い
て
、
ま
た
具
体
的
資
料
を
多
く
引
用
し
て
、
中
庸
思
想
の
基
本
的
性
質
、

構
造
論
、
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
て
論
証
し
て
い
る
。
ま
た
両
面
思
考
―
対

の
思
想
と
の
相
互
関
係
に
も
言
及
し
た
最
初
の
研
究
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
金
谷
氏
説
の
内
容

に
つ
い
て
検
討
し
て
批
評
す
る
価
値
が
、
宮
崎
説
を
批
評
す
る
以
上
に
重
要
性
が
存
在
す
る
。 

本
稿
で
は
、
中
国
哲
学
の
大
家
で
あ
る
金
谷
氏
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
に
つ
い
て
、

そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
、
ど
の
様
に
対
の
思
想
を
適
応
し
て
分
析
す
れ
ば
、
中
国
思
想
の

精
髄
と
言
わ
れ
て
い
る
中
庸
思
想
が
、
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
の
か
、
中
国
の
政
治
思
想
史

の
構
造
論
的
理
解
に
興
味
を
持
つ
筆
者
の
卑
見
を
述
べ
て
、
今
後
の
中
庸
思
想
の
研
究
の
発

展
に
少
し
で
も
寄
与
し
た
い
と
思
う
。
大
方
の
御
叱
正
・
御
批
判
を
乞
い
願
う
次
第
で
あ
る
。 

44 鈴鹿工業高等専門学校紀要　第47巻（2014）（119）



（学術論文） 

Problems and Prospects related to Study of the Doctrine of the 

Mean (1)
―Criticism of Ichisada Miyazaki’s structural theory of the Doctrine of 

the Mean examined from a perspective of the thought of Dui―

Masaaki OGURA* 

The full-scale structural study of the Doctrine of the Mean, which went beyond the bounds of evidential research –

text criticism in present-day Japan, started with Dr. Osamu Kanaya’s series of discussions, including Chu to wa

(Middle and Harmony). The subsequent structural study of the Doctrine of the Mean is Dr. Ichisada Miyazaki’s study 

of Chugoku shiso no tokushitu (Characteristics of Chinese Thought). His study is the one and only challenging work 

that raised questions about the structural study of the Doctrine of the Mean from the perspective of a historian of 

Oriental history. Nevertheless, it leaves many questions and unsolved problems. Therefore, an important research 

perspective to solve questions and unsolved problems in his study of the “Doctrine of the Mean” is to analyze the 

problems by introducing the dualist thought, “the thought of Dui”, as a basic, traditional mode of thinking of Chinese 

people, into the study of the Doctrine of the Mean in full scale.

Key words: Doctrine of the Mean, spatial principle, temporal principle, rei seido (etiquette system), thought of Dui

* Department of General Education (Humanities and Social Science

（Original Article）
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〇

三
三
頁

一
九
九
三
年

参
照
） 

（
二
三
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

巻
第
八

二
三
〇
頁

一
九
八
九
年

第 

四
〇
刷

参
照) 

（
二
四)

『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治

第
六
章

天
人
合
一

一
九
四
頁
中
公
新
書
一 

一
二
〇

一
九
九
三
年

参
照
） 

（
二
五
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』
（
金
谷
治

第
六
章

天
人
合
一

二
二
〇
頁

中
公
新 

書
一
一
二
〇

一
九
九
三
年

参
照
） 

（
二
六
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』
（
金
谷
治

第
六
章

天
人
合
一

一
九
四
頁

中
公
新 

書
一
一
二
〇

一
九
九
三
年

参
照
） 

（
二
七
）『
荀
子
（
下
）』（
金
谷
治
訳
注

天
論
篇

第
一
七

二
九
頁
―
三
〇
頁

岩
波
文 

庫

二
〇
〇
六
年

第
一
四
刷

参
照
） 

（
二
八
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治

第
四
章

中
庸

一
四
五
頁
―
一
四
六
頁

中 

公
新
書
一
一
二
〇

一
九
九
三
年

参
照
） 

（
二
九
）『
武
内
義
雄
全
集

第
三
巻

儒
教
篇
二
』（
角
川
書
店

「
礼
記
の
研
究
」
二
五 

一
頁

昭
和
五
四
年

初
版

参
照)

。 

な
お
「
称
と
は｢

か
な
う｣

の
意
味
で
、
適 

当
な
ほ
ど
あ
い
に
合
す
る
の
意
で
あ
る｣

と
言
う
（
武
内
義
雄

同
書

二
四
頁

参 

照)

。 

（
三
〇
）『
孟
子
（
下
）』（
小
林
勝
人
訳
注

四
三
頁
―
四
四
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

参
照
） 

（
三
一
）
『
論
語
』
（
金
谷
治
訳
注

巻
第
一

学
而
第
一
二
三
頁
―
二
四
頁

岩
波
文
庫

一
九
八
九
年

第
四
〇
刷

参
照) 

。
金
谷
氏
は
、
礼
に
注
釈
し
て
「
主
と
し
て
冠
・

婚
・
葬
・
祭
そ
の
他
の
儀
式
の
さ
だ
め
を
い
う
。
社
会
的
な
差
別
を
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
的
な
調
和
を
め
ざ
す
の
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。 

（
三
二
）『
日
中
律
令
論
』（
曽
我
部
静
雄
著

<

日
本
歴
史
叢
書
四>

一
九
〇
頁

吉
川
弘 

文
館

昭
和
三
八
年

初
版

参
照) 

（
三
三
）『
日
中
律
令
論
』（
曽
我
部
静
雄
著

<

日
本
歴
史
叢
書
四>

四
三
頁
―
一
一
八
頁 

吉
川
弘
文
館

昭
和
三
八
年

初
版

参
照) 

（
三
四
）『
唐
令
拾
遺
』（
仁
井
田
陞
著

東
京
大
学
出
版
会

一
九
六
四
年

復
刊

参
照
） 

（
三
五
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

二
二
六
頁
ー
二
二
九
頁

岩
波
書
店

二
〇
〇 

一
年

第
五
刷

参
照
） 

（
三
六
）『
武
内
義
雄
全
集

第
三
巻

儒
教
篇
二
』（『
礼
記
の
研
究
』

第
四
章

礼
の
古 

経
と
そ
の
精
神

二
四
九
頁

角
川
書
店

昭
和
五
三
年

参
照) 

（
三
七
）『
礼
記
（
上
）』（
竹
内
照
夫
著

新
釈
漢
文
大
系
二
七

礼
器
第
十

三
五
六
頁
― 

三
七
四
頁

明
治
書
院

平
成
五
年

一
九
刷

礼
器
第
十

参
照
） 

（
三
八
）「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的 

背
景
（
五
）」（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』

第
四
五
巻

二
〇
一
二
年

参 

照
）。「
対
の
思
想
の
政
治
思
想
的
意
義
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て 

き
た
歴

史
的
背
景
（
終
章
）」（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』

第
四
五
巻 

二
〇
一
二
年

参
照
）

（
受
付
日

二
〇
一
三
年

九
月

九
日
）

（
受
理
日

二
〇
一
四
年

一
月

九
日
）
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（
二
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治

第
四
章

中
庸

中
公
新
書
一
一
二
〇

一
九 

九
三
年

参
照
） 

（
三
）『
論
語
の
新
研
究
』（
宮
崎
市
定

岩
波
書
店

一
九
九
四
年

第
十
九
刷

二
二
三 

頁

参
照
） 

（
四
）
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史 

的
背
景
（
四
）
ー
」
（
『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』

第
四
五
巻

二
〇
一
二

年

参
照
）

（
五
）『
武
内
義
雄
全
集

第
二
巻

儒
教
篇
一
』（
角
川
書
店

昭
和
五
三
年

初
版

第 

三
章

窮
理

一

中

五
三
頁
―
五
四
頁

参
照) 

（
六
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治

第
四
章

中
庸

中
公
新
書
一
一
二
〇

一
三 

五
頁

一
九
九
三
年

参
照
） 

（
七
）『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』(

市
川
安
司

第
六
章

実
践
過
程
に
示
さ
れ
た
理
の
意 

義

第
六
節

義
理
・
定
理
・
常
理
等
の
語

第
三
項

定
理
・
常
理
・
中
理
・ 

実
理

市
川
安
司

東
京
大
学
出
版
会

二
六
五
頁
―
二
六
七
頁

一
九
六
四
年 

参
照)

。 

（
八
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治

第
四
章

中
庸

中
公
新
書
一
一
二
〇

一
三 

五
頁

一
九
九
三
年

参
照
）

 

（
九
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治

第
四
章

中
庸

中
公
新
書
一
一
二
〇

一
三 

五
頁

一
九
九
三
年

参
照
） 

（
一
〇
）『
武
内
義
雄
全
集

第
二
巻

儒
教
篇
一
』（
角
川
書
店

第
三
章

窮
理

二

中 

庸

五
六
頁
―
五
七
頁

昭
和
五
三
年

初
版

参
照) 

（
一
一
）『
中
庸
』（
宇
野
哲
人
全
訳

講
談
社
学
術
文
庫

「
学
術
文
庫
へ
の
序
文
」

三 

頁

一
九
八
三
年

参
照
） 

（
一
二
）（『
中
庸
』（
宇
野
哲
人
全
訳

講
談
社
学
術
文
庫

四
三
頁
―
四
五
頁

一
九
八
三 

年

参
照) 

（
一
三
）
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴 

史
的
背
景
（
五
）
―
」（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
五
巻

二
〇
一 

二
年

参
照
） 

（
一
四
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治

岩
波
書
店

一
四
四
頁

二
〇
〇
一
年

第
五
刷

参 

照
） 

（
一
五
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
書
店

一
四
四
頁

二
〇
〇
一
年

第
五 

刷

参
照) 

（
一
六
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
書
店

『
中
庸
章
句
』
序

二
五
〇
頁

二 

〇
〇
一
年

第
五
刷

参
照
） 

（
一
七
）『
武
内
義
雄
全
集

第
三
巻

儒
教
篇
二
』（『
礼
記
の
研
究
』

第
四
章

礼
の
古 

経
と
そ
の
精
神

二
四
九
頁

角
川
書
店

昭
和
五
三
年

参
照) 

（
一
八
）『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』(

市
川
安
司

第
三
章

第
五
節

第
一
項

権
の
意
味 

一
四
四
頁

東
京
大
学
出
版
会

一
九
六
四
年

参
照
） 

（
一
九
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

三
八
頁

九
八
九
年
第
四
〇
刷

参
照) 

（
二
〇
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
書
店

一
五
一
頁

二
〇
〇
一
年

第
五
刷 

参
照
） 

（
二
一
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
書
店

一
五
三
頁

二
〇
〇
一
年

第
五 

刷

参
照
） 

（
二
二
）
荀
子
の
「
天
人
の
分
」
説
は
、『
荀
子
』
天
論
篇
〈
金
谷
治
訳
注
『
荀
子
下
』
巻
第 

一
一

天
論
篇
第
一
七

二
九
頁
ー
四
五
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
二
年
〉
参
照
。 

『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治

第
一
章

現
実
の
尊
重

中
公
新
書
一
一
二 
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＝
対
の
思
想
に
規
定
さ
れ
る
思
想
で
あ
る
。 

従
っ
て
中
が
両
極
端
の
有
様
に
規
定
さ
れ
て
決
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
中
は
空
間
的
原
理

だ
と
言
う
説
明
も
付
く
は
ず
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
両
極
端
思
想
＝
対
の
思
想
は
、
結
論

的
に
は
前
後
・
左
右
・
上
下
と
い
う
、
三
次
元
レ
ベ
ル
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
三
次
元
的
な

対
の
思
想
の
真
ん
中
を
採
る
中
な
の
で
あ
る
か
ら
、
前
と
後
の
真
ん
中
、
右
と
左
の
真
ん
中
、

上
と
下
の
真
ん
中
が
、
中
な
の
で
あ
る
。 

中
庸
の
中
は
、
前
後
の
中
だ
け
な
ら
ば
一
元
的
原
理
、
前
後
と
左
右
の
中
な
ら
ば
二
次
元

的
原
理
、
前
後
と
左
右
と
上
下
の
中
な
ら
ば
三
次
元
的
原
理
、
つ
ま
り
空
間
的
原
理
に
な
る

の
で
あ
り
、
両
極
端
の
状
況
に
よ
り
、
一
元
的
原
理
に
も
な
れ
ば
、
二
次
元
的
原
理
に
も
な

り
、
三
次
元
的
原
理
に
も
な
り
、
ど
の
様
に
も
変
化
す
る
可
変
的
原
理
な
の
で
あ
る
。
決
し

て
無
前
提
的
な
空
間
的
原
理
で
は
な
い
。
両
面
思
考
＝
対
の
思
想
に
お
け
る
、
そ
の
時
々
の

両
端
の
具
体
的
な
状
況
や
有
様
に
規
定
さ
れ
る
可
変
的
原
理
な
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
中
庸
の
中
は
、
中
庸
思
想
自
身
に
構
造
論
的
特
色
を
持
つ
物
で
は
な
い
。
歴
史
上

の
時
代
的
性
格
に
お
け
る
、
両
極
端
―
対
の
思
想
の
持
っ
て
い
る
、
そ
の
時
々
の
歴
史
的
な

両
極
端
の
状
態
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
、
歴
史
的
な
制
約
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。 

宮
崎
氏
の
未
解
決
の
問
題
点
と
未
解
決
で
あ
る
歴
史
的
意
義
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
今

後
に
発
表
す
る
予
定
の
「
中
庸
思
想
の
構
造
論
」
、
「
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
」
、
「
中
庸
思

想
の
実
現
の
必
要
条
件
と
機
能
論
」
に
お
い
て
卑
見
を
述
べ
て
見
た
い
。
ま
た
中
庸
思
想
の

政
治
思
想
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
既
に
卑
見
を
詳
細
に
展
開
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
論
考
を

も
参
照
し
て
頂
き
た
い
（
三
八
）。 

最
後
に
中
庸
思
想
を
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
＝
対
の
思
想
と
の
関
係
に
お
い
て
、
解
決
す

る
た
め
の
具
体
的
方
法
論
に
つ
い
て
、
問
題
の
提
起
を
し
た
い
。 

第
三
節
に
お
い
て
は
、
宮
崎
氏
の
中
庸
思
想
論
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
、
同
氏
の
説
は
中
＝

礼
で
あ
り
、
礼
は
中
庸
を
具
体
的
に
人
間
社
会
に
実
践
し
て
行
く
制
度
で
あ
り
、
中
庸
思
想

は
礼
の
み
で
規
定
で
き
な
い
と
述
べ
た
。
ま
た
同
氏
は
、
中
を
空
間
的
原
理
と
規
定
す
る
の

み
で
、
中
を
礼
制
に
切
り
替
え
て
論
旨
の
展
開
を
行
な
い
、
中
＝
礼
制
度
の
具
体
的
構
造
論

を
提
示
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
最
大
の
欠
陥
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。 

し
か
し
礼
制
度
は
、
政
治
・
経
済
・
社
会
状
況
の
変
動
に
よ
り
そ
の
規
定
を
受
け
て
お
り
、

時
代
状
況
に
そ
ぐ
わ
な
い
制
度
に
な
っ
て
来
る
と
、
中
庸
思
想
は
デ
フ
ォ
ル
メ
を
受
け
て
、

時
代
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
し
て
く
る
の
は
必
定
で
あ
り
、
こ
の
デ
フ
ォ
ル
メ
を
是
正
す
る
た
め
に

新
た
に
時
代
状
況
に
相
応
し
た
新
し
い
礼
制
の
作
成
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
来
る
の
で
あ

る
。
こ
の
様
な
問
題
は
、
歴
史
学
研
究
者
で
あ
れ
ば
、
深
く
追
求
し
な
く
て
は
い
け
な
い
筈

で
あ
る
が
、
宮
崎
氏
の
中
庸
思
想
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
歴
史
学
的
考
察

が
甚
だ
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
宮
崎
氏
の
主
張
す
る
様
に
中
＝
空
間
的
原
理
で
あ
れ
ば
、
当
然
に
「
中
」
の
意

味
す
る
具
体
的
な
構
造
論
を
深
く
追
求
し
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た

中
庸
思
想
を
実
現
す
る
た
め
の
必
要
条
件
や
礼
制
度
の
機
能
や
目
的
に
つ
い
て
も
、
そ
の
構

造
論
的
考
察
を
行
う
必
要
性
が
存
在
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
氏

の
論
考
で
は
、
全
て
今
後
に
解
決
す
る
未
解
決
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

（
二
〇
一
三
年
十
月
二
六
日

稿
了) 

 

注 （
一
）「
中
国
思
想
の
特
質
」（
宮
崎
市
定

『
岩
波
講
座

世
界
歴
史
』

第
四
巻

月
報 

一
三

一
九
七
〇
年

五
月

参
照

『
中
国
に
学
ぶ
』（
朝
日
新
聞
社

一
九
七
一
年
）

所
収

参
照
）

な
お
本
文
中
に
引
用
す
る
宮
崎
氏
の
主
張
の
要
点
の
頁
数
の
引
用

は
、
煩
雑
に
な
る
の
で
、
割
愛
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
す
る
。 
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跡
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」（
三
七
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
説
明
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
礼
制
は
、
毎
年
の
豊
凶
で
も
治
乱
で
も
変
化
し
て

お
り
、
ま
た
王
位
や
王
朝
の
交
代
時
で
も
変
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
礼
は
時
勢
に
よ
り

変
化
す
る
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
時
勢
に
応
じ
た
弾
力
性
の
あ
る
物
な
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
宮
崎
氏
の
中
庸
説
に
つ
い
て
の
結
論
を
述
べ
る
と
、
宮
崎
氏
の
学
説
は
、
結
局
は

中
庸
思
想
の
中
と
庸
の
語
句
に
つ
い
て
の
概
念
的
な
構
造
論
の
説
明
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、

半
ば
言
葉
遊
び
的
な
論
考
に
帰
結
し
て
行
く
危
険
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

で
は
宮
崎
氏
説
に
お
い
て
、
今
後
の
中
庸
思
想
研
究
の
発
展
の
た
め
に
は
、
一
体
、
何
を

吸
収
し
て
継
承
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
宮
崎
説
に
於
い
て
唯
一
受
け
継
ぐ
べ
き
収
穫

は
、
一
〇
分
の
一
税
を
軽
税
と
重
税
の
中
間
で
あ
る
中
庸
税
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。 

中
は
「
不
偏
不
倚
」
で
あ
る
か
ら
、
両
極
端
の
有
様
に
規
定
さ
れ
る
概
念
で
あ
り
、
中
庸

思
想
の
研
究
は
、
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
＝
対
の
思
想
と
の
関
係
で
考
察
し
な
け
れ
ば
、
正

確
な
理
解
で
き
な
い
思
想
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
儒
教
の
中
庸
政
治
思
想
も
、

礼
と
権
の
二
元
論
的
な
政
治
で
あ
り
、
こ
の
問
題
も
両
面
思
考
＝-
対
の
思
想
を
適
用
し
て
考

察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

<

中
庸
思
想
の
歴
史
的
意
義>

宮
崎
氏
の
主
張
す
る
「
礼=

自
然
法
則
的
次
元=

中
国
思
想

の
特
質
」
と
い
う
立
論
は
成
立
し
な
い
と
述
べ
た
が
、
金
谷
氏
も
「
中
国
思
想
の
精
髄
」
と

し
て
中
庸
思
想
の
特
質
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
両
氏
の
指
摘
す
る
様
に
中
庸
思
想
は

中
国
思
想
の
最
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
中
庸
思
想
の
特
質
＝
歴
史
的
意
義

は
、
何
処
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
最
も
重
要
な
問
題
な
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題

の
一
端
に
つ
い
て
は
、
既
に
拙
稿
に
お
い
て
、
卑
見
を
述
べ
て
お
い
た
の
で
、
そ
れ
を
参
照

し
て
頂
き
た
い
（
三
八
）。 

 
四

結
語
―
要
約
と
展
望 

 

中
庸
は
中
国
思
想
＝
儒
教
思
想
の
中
心
思
想
で
あ
る
こ
と
は
、
金
谷
氏
も
異
論
が
な
い
。

宮
崎
氏
が
、
庸
の
意
味
に
つ
い
て
、
朱
子
の
新
注
を
無
視
し
て
、
程
伊
川
の
注
釈
を
採
用
し

た
理
由
は
、
中
＝
空
間
的
原
理
、
庸
＝
時
間
的
原
理
と
、
中
庸
を
二
元
論
的
に
捉
え
て
、
キ

リ
ス
ト
教
の
一
元
論
的
思
想
と
比
較
し
て
、
中
国
哲
学
の
人
間
的
特
徴
を
中
国
思
想
の
特
質

と
し
て
説
明
す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
あ
ろ
う
。 

中
庸
の
語
句
理
解
に
お
い
て
、
宮
崎
氏
の
言
う
よ
う
に
中
と
庸
は
シ
ノ
ニ
ム
で
あ
る
以
上
、

中
と
庸
を
区
別
し
て
二
元
論
的
に
理
解
す
る
方
法
論
に
は
無
理
が
あ
る
。
庸
を
「
常
」
と
理

解
す
る
に
し
て
も
、
中
の
補
足
的
説
明
語
と
し
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
、
従
っ
て
「
不
偏

不
倚
」
の
中
は
、
「
不
易
＝
常
」
の
状
態
を
意
味
し
て
い
て
、
「
中
の
状
態
が
何
時
も
変
わ
ら

な
い
状
態
」
を
意
味
す
る
程
度
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。 

中
庸
の
「
中
」
が
、
単
独
で
歴
史
上
の
資
料
に
出
て
き
て
、
中
庸
を
意
味
し
て
い
る
以
上
、

「
庸
」
に
は
特
筆
す
べ
き
格
別
な
意
味
が
な
い
。
武
内
氏
・
宇
野
氏
・
金
谷
氏
の
指
摘
し
た

よ
う
に
、
中
に
力
点
が
あ
る
。
中
庸
は
、
中
や
和
と
も
言
い
換
え
ら
れ
、
和
は
「
調
和
」
の

意
味
で
あ
り
、
庸
に
は
時
間
的
原
理
の
意
味
は
な
い
。 

ま
た
中
そ
れ
自
身
に
時
間
的
原
理
が
内
包
さ
れ
て
い
る
以
上
、
庸
が
な
く
て
も
中
庸
思
想

は
成
立
す
る
。
宮
崎
氏
の
主
張
す
る
庸
の
特
質
斉
の
学
説
は
、
間
違
い
で
あ
る
。
ま
た
中
庸

を
二
元
論
的
思
想
と
し
て
理
解
す
る
の
も
、
資
料
的
に
無
理
が
あ
っ
た
。 

筆
者
が
言
い
た
い
事
は
、
以
下
の
諸
点
に
存
在
す
る
。 

礼
が
中
を
得
た
も
の
か
否
か
は
、
庸
＝
常
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
中
は
「
不

偏
不
倚
」
と
い
う
意
味
で
、
両
極
端
の
真
ん
中
を
採
る
思
想
で
あ
る
か
ら
、
真
ん
中
で
あ
る

か
否
か
は
、
両
極
端
の
状
態
に
規
定
さ
れ
る
思
想
で
あ
る
。
つ
ま
り
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
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年
一
昔
と
言
う
よ
う
に
、
政
治
情
勢
や
経
済
社
会
の
変
動
は
、
十
年
単
位
で
動
い
て
い
く
も

の
な
の
で
あ
る
。
仁
井
田
氏
の
著
書
を
見
る
と
、
唐
代
の
玄
宗
皇
帝
の
開
元
時
代
に
お
い
て

も
、
律
令
は
二
度
も
改
変
さ
れ
て
い
る(

三
四)

。 

こ
の
よ
う
に
唐
代
に
お
い
て
、
何
度
も
律
令
の
改
変
が
あ
っ
た
事
で
も
、
こ
の
事
実
は
理

解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
時
代
が
変
化
す
る
た
び
に
、
即
応
し
て
礼
制
も
変
化
す
る
の
で
あ
る
。 

だ
か
ら
孔
子
の
時
代
に
お
い
て
も
、
冠
婚
・
葬
祭
・
射
御
・
朝
聘
等
の
礼
制
が
時
代
の
変

化
に
即
応
し
て
変
化
し
て
お
り
、
何
時
の
時
代
の
ど
の
よ
う
な
礼
制
度
を
適
用
し
て
実
行
し

た
ら
よ
い
の
か
、
戸
惑
う
ほ
ど
だ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。 

そ
の
証
拠
と
し
て
、
以
下
に
二
つ
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。 

孔
子
は
、
礼
制
と
時
勢
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
先
生
は
い
わ
れ
て
い
る
、「
徳
の
な
い
愚
か
な
も
の
で
あ
り
な
が
ら
自
分
か
っ
て
な
行
動

を
し
た
が
り
、
位
の
な
い
低
い
身
分
で
あ
り
な
が
ら
独
断
を
通
し
た
が
り
、
今
の
時
世
の
な

か
に
お
り
な
が
ら
古
代
の
や
り
方
に
か
え
ろ
う
と
す
る
、
こ
う
い
う
者
に
は
、
そ
の
身
に
災

難
が
ふ
り
か
か
る
も
の
だ
」
と
。・
・
・ 

先
生
は
い
わ
れ
て
い
る
、
「
わ
た
し
は
夏
の
礼
に
つ
い
て
話
を
す
る
が
、
〔
そ
の
後
裔
で
あ

る
〕
杞
の
国
で
は
〔
今
の
世
に
明
ら
か
な
〕
実
際
の
証
拠
が
た
り
な
い
。
わ
た
し
は
殷
の
礼

を
学
ん
で
い
る
が
、〔
そ
の
後
裔
で
あ
る
〕
宋
の
国
に
は
い
く
ら
か
の
伝
承
が
あ
る
。
わ
た
し

は
さ
ら
に
周
の
礼
を
学
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
現
在
ひ
ろ
く
行
な
わ
れ
て
い
る
。
わ
た
し
は

周
に
従
う
こ
と
に
し
よ
う
」
と
。〔
先
生
自
身
が
天
子
の
位
に
つ
か
な
か
っ
た
の
で
、
礼
楽
の

改
制
は
し
な
い
で
今
の
礼
に
従
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。〕 

天
下
の
王
者
と
し
て
〔
徳
と
位
と
時
と
い
う
〕
三
つ
の
重
要
な
こ
と
を
備
え
て
お
れ
ば
、

過
ち
を
お
か
し
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
古
い
時
代
の
礼
は
、
た
と
い
〔
徳

が
備
わ
っ
て
〕
り
っ
ぱ
で
あ
っ
て
も
〔
今
の
世
に
ふ
さ
わ
し
い
〕
実
際
の
証
拠
が
な
く
、
実

際
の
証
拠
が
な
け
れ
ば
信
用
が
な
く
、
信
用
が
な
い
と
民
衆
は
従
お
う
と
は
し
な
い
。〔
ま
た

反
対
に
、
時
に
応
じ
た
〕
新
し
い
礼
は
、
た
と
い
〔
徳
が
備
わ
っ
て
〕
り
っ
ぱ
で
あ
っ
て
も

〔
孔
子
の
ば
あ
い
の
よ
う
に
位
の
〕
尊
厳
が
な
く
、
尊
厳
が
な
け
れ
ば
信
用
が
な
く
、
信
用

が
な
い
と
民
衆
は
従
お
う
と
は
し
な
い
。」（
三
五
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

孔
子
は
、
昔
の
証
拠
の
足
り
な
い
礼
制
度
は
、
た
と
い
立
派
で
あ
っ
て
も
信
頼
で
き
な
い
、

世
の
流
れ
で
あ
る
時
勢
を
重
視
し
て
、
証
拠
の
存
在
す
る
今
の
時
代
＝
周
代
に
従
っ
た
礼
制

を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

先
に
引
用
し
た
が
、
武
内
氏
は
、「
礼
器
篇
に
は
「
礼
は
時
を
大
な
り
と
為
す
、
順
こ
れ
に

次
ぎ
、
体
こ
れ
に
次
ぎ
、
宜
こ
れ
に
次
ぎ
、
称
こ
れ
に
次
ぐ｣

と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
礼

の
時
と
い
う
の
は
時
世
を
意
味
し
、
時
代
と
と
も
に
礼
の
変
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
、・
・
・

そ
の
形
式
が
中
庸
を
得
て
居
る
点
を
称
と
い
う
の
で
あ
る
」(

三
六)

と
述
べ
、
礼
は
時
勢
の
変

化
を
最
も
重
要
視
す
る
、
と
説
明
し
て
い
た
。 

同
氏
の
引
用
し
た
『
礼
記
』
の
条
文
に
武
内
照
夫
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
そ
れ
ゆ
え
礼
の
形
式
を
定
め
る
に
は
、
ま
ず
そ
の
国
の
建
国
の
基
準
に
照
ら
し
、
か
つ

土
地
の
広
さ
に
相
応
す
る
よ
う
に
原
則
を
設
け
る
の
で
あ
り
、
な
お
ま
た
毎
年
の
豊
凶
に
従

っ
て
礼
の
行
な
い
方
を
変
え
る
の
で
あ
る
。・
・
・
礼
の
形
式
を
定
め
る
に
は
、
ま
ず
時
（
時

勢
）
に
合
わ
せ
る
こ
と
、
次
に
順
（
礼
を
行
う
人
の
分
際
に
相
応
す
る
こ
と
）
次
に
体
（
礼

を
行
う
対
象
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
）
、
次
に
宜
（
行
礼
の
費
用
の
程
度
を
適
宜
に
す
る
こ
と
）

次
に
称
（
行
礼
者
の
身
分
と
行
礼
の
規
模
と
が
釣
り
合
う
こ
と
）、
こ
れ
ら
を
充
分
に
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ー
む
か
し
、
尭
は
位
を
舜
に
譲
り
、
舜
は
位
を
禹
に
譲
っ
た
が
、
湯
は

桀
を
追
放
し
、
武
王
は
紂
を
討
伐
し
た
。（
こ
の
よ
う
に
王
位
の
受
け
継
ぎ
方
と
い
う
一
種
の

礼
・
習
慣
に
も
変
化
が
あ
る
わ
け
で
、
）
こ
れ
は
時
勢
で
あ
る
。
・
・
・
従
っ
て
礼
と
音
楽
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
設
け
ら
れ
た
時
勢
が
反
映
し
て
お
っ
て
、
礼
を
見
、
楽
を
聞
け
ば
、
治
乱
の
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そ
れ
以
後
は
、
庸
に
全
く
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

<
礼
論
の
批
判> 

①
宮
崎
氏
の
中
庸
学
説
の
最
大
の
欠
点
は
、
中
は
空
間
的
原
理
と
い
う
の
み
で
、
何
故
に
中

は
空
間
原
理
に
な
る
の
か
、
具
体
的
説
明
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

②
宮
崎
氏
の
立
論
に
拠
れ
ば
、
中
＝
礼
な
の
で
あ
り
、
礼
は
人
間
が
無
理
な
く
行
な
え
る
自

然
法
則
等
と
言
う
様
な
性
質
の
物
で
は
な
い
。
礼
制
は
、
人
間
の
無
限
的
な
欲
望
の
抑
制
の

た
め
に
人
為
的
に
作
為
さ
れ
た
社
会
的
規
範
で
あ
り
、
社
会
的
規
範
は
自
然
法
則
で
は
な
い
。 

③
中
と
礼
は
、
別
次
元
の
問
題
で
あ
る
。
宮
崎
氏
は
荀
子
の
礼
論
を
引
用
し
て
、「
こ
の
礼
は

中
の
点
を
体
現
し
た
所
に
意
義
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
礼
は
、
人
間
の
生
活
す
る

社
会
秩
序
概
念
で
あ
り
、
中
は
直
ち
に
礼
で
あ
る
と
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
は
一

般
的
原
理
で
あ
り
、
中
を
制
度
化
し
て
人
間
社
会
の
親
疎
上
下
の
等
差
に
応
じ
て
具
体
的
に

制
度
的
に
規
定
し
た
の
が
、
礼
な
の
で
あ
る
。 

④
そ
こ
で
中=

和
と
礼
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
て
見
よ
う
。 

有
子
は
和(

調
和)

と
礼
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
有
子
が
い
っ
た
、｢

礼
の
は
た
ら
き
と
し
て
は
調
和
が
貴
い
の
で
あ
る
。
む
か
し
の
聖
王
の

道
も
そ
れ
で
こ
そ
立
派
で
あ
っ
た
。
〔
し
か
し
〕
小
事
も
大
事
も
そ
れ(

調
和)
に
依
り
な
が
ら

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
調
和
を
知
っ
て
調
和
し
て
い
て
も
、
礼
で
そ
こ
に
折
り
め

を
つ
け
る
の
で
な
け
れ
ば
、
や
は
り
う
ま
く
い
か
な
い
も
の
だ
。｣

（
三
一
）
と
、
述
べ
る
。 

『
中
庸
』
よ
り
引
用
し
た
よ
う
に
、
中
〈
本
体
〉=

和
〈
作
用
〉
な
の
で
あ
り
、
中
＝
和
の

中
庸
は
―
世
間
の
人
々
と
の
和
合
や
調
和
を
め
ざ
す
思
想
で
あ
る
が
ー
こ
れ
は
普
遍
的
な
一

般
的
な
原
理
論
で
あ
る
。
社
会
生
活
に
お
い
て
は
貴
賎
の
等
や
親
疎
の
差
が
現
実
問
題
と
し

て
存
在
す
る
以
上
、
一
般
的
な
原
理
論
は
直
接
に
は
適
応
で
き
な
い
。
そ
れ
故
に
現
実
問
題

に
適
応
す
る
た
め
に
中
庸
に
等
差
を
付
け
て
制
度
化
し
た
礼
制
が
な
く
て
は
、
社
会
的
問
題

は
上
手
く
解
決
で
き
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
中=

和
で
あ
る
か
ら
、
宮
崎
氏
の
中
庸
思
想
説
に
お
い
て
は
、
中=

和
と
は
、
一
体
、
何
な
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
説
明
す
る
必
要
性
が
あ
る
が
、
全
く

具
体
的
な
実
証
が
為
さ
れ
て
い
な
い
。
宮
崎
氏
に
は
想
定
外
な
問
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

⑤
宮
崎
氏
は
礼
制
に
つ
い
て
、「
孔
子
が
周
は
殷
の
礼
に
よ
り
、
殷
は
夏
の
礼
に
よ
り
損
益
す

る
所
が
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
時
間
的
に
永
遠
と
い
っ
て
も
、
個
人
が
経
験
で
き
な
い
長
時

間
の
意
味
で
、
礼
に
は
一
定
の
通
用
期
間
が
あ
っ
た
」
と
、
述
べ
て
い
る
。 

し
か
し
一
王
朝
の
中
で
も
、
ま
た
一
皇
帝
の
時
代
に
お
い
て
も
、
世
は
流
れ
て
歴
史
は
動

く
の
で
あ
る
。
宮
崎
氏
が
『
論
語
』
を
典
拠
に
し
て
夏
礼
・
殷
礼
・
周
礼
と
言
う
よ
う
に
、

一
王
朝
に
お
い
て
は
、
礼
制
が
全
く
変
化
し
な
い
な
ら
ば
、
こ
れ
を
守
り
実
行
す
る
こ
と
は

簡
単
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
現
実
は
、
そ
う
は
簡
単
に
い
か
な
い
。
曽
我
部
静
雄
氏

は
、
令
が
礼
典
よ
り
発
生
し
て
き
た
経
緯
に
つ
い
て
、 

「
令
が
儒
教
的
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
内
容
が
儒
教
の
成
文
法
で
あ
る
『
周
礼
』
や
『
礼
記
』

の
王
制
篇
の
な
ど
の
内
容
と
相
類
似
す
る
こ
と
か
ら
し
て
も
分
か
る
で
あ
ろ
う
。『
周
礼
』
や

『
礼
記
』
の
王
制
篇
は
、
そ
の
内
容
が
民
政
法
典
的
な
部
分
が
多
く
、
こ
の
民
政
法
典
的
要

素
を
多
く
持
つ
成
文
法
が
、
漢
武
帝
の
儒
教
採
用
に
よ
っ
て
律
令
に
作
用
す
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
、
そ
れ
ま
で
未
確
立
で
あ
っ
た
令
が
、
そ
の
影
響
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
成
文
法
を
手

本
に
と
し
て
編
纂
さ
れ
、
系
列
の
異
な
る
刑
法
典
の
律
か
ら
離
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
」

（
三
二
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

曽
我
部
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
令
が
礼
典
よ
り
発
生
し
て
法
制
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
す
る
と
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
や
隋
唐
時
代
の
律
令
が
、
時
代
の
変
化
に
即
応
す
る
よ
う
に
、

新
皇
帝
が
即
位
す
る
ご
と
に
改
変
さ
れ
て
い
る
理
由
も
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う(

三
三)

。 

時
代
の
変
化
は
、
宮
崎
氏
の
言
う
よ
う
に
、
百
年
以
上
の
単
位
で
動
く
の
で
は
な
い
。
十
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自
然
法
則
的
次
元
の
原
理
で
あ
る
礼
に
は
、
ま
た
歴
史
的
制
約
が
存
在
し
た
と
い
う
が
、

こ
れ
も
理
論
的
に
は
矛
盾
し
た
話
で
あ
り
、
宮
崎
氏
は
、
何
故
に
礼
に
歴
史
的
制
約
が
存
在

す
る
の
か
、
そ
の
論
理
的
、
資
料
的
な
根
拠
を
明
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

既
に
拙
稿
に
お
い
て
、
卑
見
を
述
べ
て
お
い
た
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
（
一
三
）。 

宮
崎
氏
は
、
礼(
中)
に
は
一
定
の
時
間
的
な
通
用
期
間
が
あ
る
と
言
う
が
、
し
か
し
宮
崎
氏

説
で
は
時
間
的
原
理
は
、「
庸
」
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
同
氏
の
主
張
は
、
礼
＝
中
と
庸
と
を

す
り
替
え
て
説
明
し
た
議
論
で
あ
り
、
自
ら
論
理
破
綻
す
る
説
明
を
し
て
い
る
。
従
っ
て
宮

崎
氏
「
中
国
思
想
の
特
質
」
の
立
論
は
、
殆
ど
が
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。 

 

四

「
中
国
思
想
の
特
質
」
の
継
承
方
法 

 

一
―
宮
崎
説
の
中
庸
思
想
の
結
論
と
問
題
点 

以
上
、
宮
崎
氏
の
特
異
な
中
庸
思
想
説
の
欠
陥
を
述
べ
て
、
そ
の
立
論
の
殆
が
成
立
し
な

い
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
金
谷
氏
の
中
庸
の
持
つ
語
句
的
特
質
に
就
い
て
の
学
説
を
検
討
す

る
た
め
に
も
、
今
一
度
、
宮
崎
氏
の
論
点
を
簡
単
に
整
理
し
て
、
ど
の
よ
う
な
問
題
を
宮
崎

氏
説
か
ら
継
承
す
る
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
、
述
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。 

<

宮
崎
説
の
主
張
の
要
約>

宮
崎
氏
の
主
張
す
る
中
国
思
想
の
特
質
と
は
、
中
庸
思
想
で

あ
り
、
何
故
に
中
国
思
想
の
特
質
に
な
る
か
と
い
え
ば
、
中=

礼
で
あ
り
、
礼
が
人
間
界
に
お

け
る
自
然
法
則
的
次
元
で
あ
り
、
こ
れ
が
中
国
思
想
の
特
質
と
い
う
。
従
っ
て
宮
崎
氏
の
中

国
思
想
の
特
質
＝
中
庸
思
想
の
研
究
に
欠
落
し
て
い
る
問
題
点
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。 

<

庸
の
批
判>

宮
崎
氏
は
、
中
庸
を
中
と
庸
に
分
離
し
て
、
庸
は
常
＝
一
定
不
変
で
あ
り
、

「
中
を
得
た
行
為
は
永
遠
に
繰
返
し
て
も
決
し
て
支
障
を
来
た
さ
ぬ
事
に
よ
り
、
証
明
さ
れ

る
。
中
は
庸
が
あ
っ
て
初
め
て
真
の
中
た
り
う
る
概
念
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
以
上
、
庸=

常

は
、「
永
遠
に
繰
返
し
て
支
障
が
来
た
し
た
場
合
に
は
、
中
で
な
く
な
る
」
の
で
あ
り
、
中
庸

の
中
は
、
庸=

常
に
規
定
さ
れ
る
概
念
で
あ
る
と
す
る
。 

し
か
し
中
は
、
程
伊
川
に
よ
る
と
、「
偏
ら
ざ
る
を
こ
れ
中
と
謂
い
、
易
わ
ら
ざ
る
を
こ
れ

庸
と
謂
う
」
と
あ
り
、
庸
は｢

不
易｣

と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
両
極
端
に
偏
ら
な
い
真
ん
中
は
、

永
遠
に
変
わ
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
中
は
、
両
極
端
の
存
在
に
規
定
さ
れ
る
概
念

で
あ
り
、
庸
に
は
規
定
さ
れ
な
い
。
伊
川
に
よ
れ
ば
、
庸
は
中
を
説
明
す
る
補
足
語
で
あ
り
、

中
と
庸
と
は
連
続
的
関
係
に
あ
り
、
分
離
関
係
を
示
す
言
葉
で
は
な
い
。 

そ
し
て
ま
た
庸
は
常
と
理
解
す
れ
ば
、
不
易
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
時
間
的
原
理
だ
と
主

張
す
る
の
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
何
故
に
、
朱
子
の
新
注
＝
「
庸
は
平
常
の
意
」
を
無
視

し
た
の
か
で
あ
る
。
朱
子
の
説
明
す
る
庸
の
意
味
は
、
平
常
＝
日
常
性
の
意
味
で
あ
り
、
こ

れ
に
従
え
ば
宮
崎
氏
の
時
間
的
原
理
、
つ
ま
り
人
間
世
界
で
の
縦
系
列
的
に
推
移
し
て
い
く

歴
史
的
推
移
・
変
化
論
は
成
立
し
な
く
、「
中
国
思
想
の
特
質
」
の
立
論
が
成
立
し
な
い
。
こ

の
事
実
が
、
宮
崎
氏
に
朱
子
の
新
注
に
あ
る
庸
の
解
説
を
無
視
さ
せ
た
理
由
な
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
ま
た
宮
崎
氏
は
、
武
内
氏
の
中
庸
思
想
の
研
究
の
成
果
を
、
何
故
に
無
視
し
た
の

か
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
理
解
し
難
い
。 

中
庸
の
中
に
は
、
空
間
原
理
の
み
な
ら
ず
時
間
的
原
理
が
内
包
さ
れ
て
い
た
資
料
的
根
拠

や
、
武
内
氏
、
宇
野
氏
、
金
谷
氏
の
庸
の
字
義
に
つ
い
て
の
見
解
―
平
凡
さ
、
凡
庸
さ
ー
と

い
う
説
明
、
朱
子
の
「
平
常
の
意
味
」
と
い
う
字
義
の
解
釈
を
踏
ま
え
れ
ば
、
宮
崎
氏
の
庸

の
字
義
＝
時
間
的
原
理
説
は
成
立
し
な
い
と
断
定
し
て
よ
い
。 

<

中
の
批
判> 

宮
崎
氏
は
、「
不
偏
不
倚
」
の
中
に
つ
い
て
、
空
間
的
原
理
の
内
容
を
説
明
し
て
、
何
故
に

中
が
庸
に
規
定
さ
れ
る
の
か
、
に
つ
い
て
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。
中
は
空
間
的
原
理
と
い
い

な
が
ら
、
中
の
具
体
的
展
開
に
な
る
と
荀
子
の
礼
論
を
引
用
し
て
、
中
を
礼
に
置
き
換
え
て
、
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っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

荀
子
は
礼
制
定
の
目
的
に
つ
い
て
、「
欲
望
と
混
乱
の
抑
制
」
に
あ
る
と
い
う
。
荀
子
の
説

を
引
用
し
た
宮
崎
説
と
、『
荀
子
』
の
主
張
で
は
、
事
実
関
係
が
食
い
違
う
の
で
あ
る
。
武
内

氏
は
、
時
と
義
と
称
に
よ
っ
て
礼
を
説
明
す
る
古
礼
経
義
と
考
え
方
に
よ
く
似
た
荀
子
の
「
礼

論
篇
」
を
引
用
し
て
、 

「
礼
は
何
く
よ
り
起
こ
る
か
、
曰
く
、
人
生
ま
れ
て
欲
あ
り
、
欲
し
て
得
ざ
れ
ば
求
む
る

無
き
こ
と
能
は
ず
、
求
め
て
度
量
分
界
無
く
ん
ば
争
は
ざ
る
能
は
ず
、
争
へ
ば
乱
れ
、
乱
れ

ば
窮
す
。
先
王
其
の
乱
を
憎
み
、
故
に
礼
儀
を
制
し
て
之
を
分
ち
、
以
て
人
の
欲
を
養
ひ
人

の
求
め
を
給
し
、
欲
を
し
て
必
ず
物
を
窮
め
ず
、
物
を
し
て
必
ず
欲
に
屈
せ
ず
、
両
者
相
持

し
て
長
ぜ
し
む
。
是
れ
礼
の
起
こ
る
所
な
り
」（
二
九
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

礼
は
、
人
間
の
無
制
限
な
欲
望
を
放
任
し
た
結
果
、
生
じ
て
く
る
混
乱
や
争
い
を
抑
止
す

る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
と
い
い
、
分
界
を
設
け
て
、
欲
望
と
物
質
の
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

武
内
氏
は
続
け
て
、
「
荀
子
は
ま
た｢

礼
な
る
も
の
は
養
な
り｣
と
言
っ
た
あ
と
、
「
君
子
其

の
養
を
得
て
又
其
の
別
を
好
む
。
何
を
か
別
と
言
ふ
。
曰
く
、
貴
賎
に
等
あ
り
、
長
幼
に
差

あ
り
、
貧
富
軽
重
に
皆
称
あ
る
な
り｣

と
言
っ
て
居
る
。
こ
こ
に
礼
の
別
を
認
め
て
等
差
と
称

の
あ
る
べ
き
こ
と
を
の
べ
て
居
る
の
は
、
礼
運
三
篇
と
通
じ
て
居
る
」(

二
九)

と
述
べ
て
い
る
。 

身
分
社
会
に
お
け
る
人
間
の
分
界
を
満
足
さ
せ
る
の
が
、
礼
な
の
で
あ
る
。
荀
子
に
お
い

て
は
、
礼
の
定
め
た
理
由
は
、
人
間
社
会
の
混
乱
を
防
止
し
て
、
人
間
の
等
差
に
応
じ
て
欲

望
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
礼
が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

宮
崎
氏
に
よ
れ
ば
、
中
庸
は
、
中=

礼=

空
間
的
原
理
、
庸=

常=

時
間
的
原
理
と
い
う
、
全

く
別
個
の
二
元
論
で
成
立
す
る
。
そ
し
て
中=

礼=

空
間
的
原
理
→
人
間
界
の
自
然
法
則=

「
中

国
思
想
の
特
質
」
と
主
張
す
る
。
し
か
し
そ
れ
な
ら
ば
、
庸=

常=

時
間
的
原
理
は
、
一
体
、

ど
う
い
う
法
則
や
特
質
を
持
つ
の
か
、
全
く
不
明
に
な
る
の
で
あ
り
、「
庸
」
の
歴
史
的
意
義

が
、
中
庸
の
意
義
か
ら
浮
い
て
し
ま
う
結
果
に
な
る
。 

つ
ま
り
「
中
国
思
想
の
特
質
」
と
し
て
中
庸
思
想
を
指
摘
し
て
、
と
り
わ
け
庸=

時
間
的
原

理
を
強
調
し
た
宮
崎
氏
は
、
そ
の
結
末
に
お
い
て
庸
の
意
義
を
自
己
否
定
し
て
し
ま
う
結
果

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
礼
は
、
人
間
界
の
自
然
法
則
次
元
で
な
い
以
上
、
礼=

自
然
法
則

次
元=

中
国
思
想
の
特
質
と
い
う
立
論
は
成
立
し
な
い
。 

宮
崎
氏
は
、「
中
国
思
想
の
特
質
は
、
西
洋
思
想
―
キ
リ
ス
ト
教
と
比
較
し
た
場
合
に
一
層

明
瞭
に
な
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
通
常
一
神
教
と
い
わ
れ
る
が
、
実
は
神
と
悪
魔
の
対
立
す
る

二
元
論
で
あ
る
。
儒
教
の
中
庸
思
想
の
善
と
悪
は
西
洋
と
異
な
り
、
最
上
の
善
は
礼
に
規
定

さ
れ
、
悪
が
起
き
る
の
は
人
間
の
欲
望
に
よ
る
」
と
述
べ
、
更
に
「
中
国
の
中
国
た
る
所
以

は
、
そ
の
政
治
が
礼
に
よ
り
行
わ
れ
る
点
に
あ
り
、
礼
は
古
代
の
聖
王
が
中
庸
の
点
と
定
め
、

後
世
永
遠
に
遵
守
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
西
洋
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
神
と
悪
魔
の
二
元
論
思

想
で
あ
る
が
、
中
国
思
想
の
特
色
＝
儒
教
政
治
の
思
想
は
、
礼
に
よ
る
一
元
論
で
あ
っ
た
、

と
言
う
。
し
か
し
果
た
し
て
こ
の
学
説
は
真
実
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
孟
子
は
、「
男
女
授
受
不

親
、
礼
也
、
嫂
溺
援
之
以
手
、
権
也
」（
三
〇
）
と
述
べ
て
い
て
、
礼
と
権
は
対
立
的
に
使
用

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
中
国
の
儒
教
政
治
は
、
孟
子
に
よ
れ
ば
礼
と
権
の
二
元
論
的
政
治
で

あ
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
詳
細
は
続
稿
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
が
、
宮
崎
氏
の
礼

に
よ
る
一
元
的
政
治
論
説
は
、
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。 

礼
は
、
一
定
の
「
通
用
期
間
が
あ
る
」
と
時
間
的
制
約
が
あ
る
故
に
、
こ
れ
を
限
定
的
に

扱
う
宮
崎
氏
の
主
張
は
、
前
後
関
係
に
お
い
て
相
矛
盾
す
る
主
張
で
あ
る
。
つ
ま
り
礼
は
永

久
不
変
の
自
然
法
則
的
次
元
の
原
理
と
言
い
な
が
ら
、
「
し
か
し
歴
史
の
実
際
を
考
え
る
と
、

礼
は
実
は
永
遠
に
不
変
な
も
の
と
い
え
な
い
」
と
、
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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神
秘
や
迷
信
で
人
を
惑
わ
す
も
の
だ
と
考
え
た
の
で
す
。」(

二
五)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
金
谷
氏
は
、
荀
子
の
天
人
分
離
説
の
思
想
的
位
置
付
け
と
し
て
、 

「
こ
の
天
人
合
一
の
思
想
で
は
、
天
の
宗
教
的
、
政
治
的
権
威
の
た
め
に
、
人
が
圧
迫
さ

れ
る
と
い
う
事
態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
れ
を
嫌
っ
て
、
天
に
は
天
の
法

則(

自
然
法
則)
が
あ
り
、
人
に
は
人
の
法
則(

社
会
規
則)

が
あ
る
の
だ
と
、
分
け
て
考
え
る
立

場
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
戦
国
末
の
荀
子
に
代
表
さ
れ
る
「
天
人
の
分(

別)

」
の
思
想
が
そ
れ

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、
人
間
主
義
、
合
理
主
義
の
展
開
と
し
て
重
要
な
こ
と
で
す
。

そ
の
方
が
現
代
の
私
た
ち
に
は
理
解
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
そ
れ
は
む
し
ろ
異
端
的

で
あ
っ
て
、
思
想
と
し
て
の
影
響
の
範
囲
も
狭
い
の
で
す
」（
二
六)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

荀
子
の
思
想
は
、
中
国
思
想
全
体
に
お
い
て
、
異
端
思
想
で
あ
り
、
一
般
的
な
思
想
で
な

い
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
天
人
の
分
離
を
主
張
す
る
荀
子
に
お
い
て
も
、 

「
天
行
、
常
あ
り
、
尭
の
為
に
存
せ
ず
、
桀
の
為
め
に
亡
び
ず
。
こ
れ
に
応
じ
る
に
治
〔
道
〕

を
以
て
す
れ
ば
則
ち
吉
、
こ
れ
に
応
ず
る
に
乱
〔
道
〕
を
以
て
す
れ
ば
則
ち
凶
な
り
。
本
を

彊
め
て
用
を
節
す
れ
ば
則
ち
天
も
貧
な
ら
し
む
る
こ
と
能
わ
ず
、・
・
・
時
を
受
く
る
こ
と
は

治
世
と
同
じ
き
に
、
而
も
殃
禍
は
治
世
と
異
な
れ
り
。
以
て
天
を
怨
む
べ
か
ら
ず
、
其
の
道

然
る
な
り
。
故
に
天
と
人
の
分
に
明
ら
か
な
れ
ば
即
ち
至
人
と
謂
う
べ
し
」(
二
七)

と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
荀
子
も
、
全
く
天
人
相
関
説
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

こ
の
本
文
を
金
谷
氏
は
、「
・
・
・
自
然
の
時
を
享
受
す
る
こ
と
は
平
和
な
時
代
と
変
わ
り

が
な
い
の
に
、
禍
害
を
受
け
る
こ
と
は
平
和
な
時
代
と
違
っ
て
い
る
。〔
し
か
し
こ
れ
は
天
の

意
識
的
な
愛
憎
に
よ
る
の
で
な
い
か
ら
〕
天
を
怨
む
べ
き
で
は
な
い
。
」
と
訳
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
荀
子
は
、
有
意
者
と
し
て
の
天
命
思
想
を
排
除
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
人

間
の
作
為
的
な
吉
凶
の
行
為
―
治
乱
に
は
、
天
は
吉
凶
で
以
て
感
応
す
る
と
言
う
。
従
っ
て

樹
ン
氏
の
思
想
で
は
、
人
為
の
帰
趨
に
強
く
規
定
さ
れ
た
「
無
意
志
者
と
し
て
の
天
人
相
関

思
想
」
を
持
っ
て
い
た
の
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
荀
子
に
お
い
て
も
、
全
く
天
人

の
分
離
を
主
張
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
宮
崎
氏
の
「
儒
教
は
人
間
的
な
教
え
」
と
い
う

よ
う
な
、
純
粋
に
神
と
全
く
分
離
し
た
人
間
の
行
為
の
独
自
性
や
天
人
非
相
関
説
は
、
中
国

思
想
で
は
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。 

宮
崎
氏
は
、「
礼
は
中
庸
の
徳
を
持
つ
故
に
、
自
然
法
則
と
同
じ
次
元
に
ま
で
高
め
ら
れ
た

事
を
意
味
す
る
」
と
言
う
が
、
礼
は
人
間
が
行
う
べ
き
モ
ラ
ル
と
し
て
、
意
識
的
に
制
度
化

し
て
当
為
と
し
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
自
然
法
則
と
同
じ
次
元
で
は
な
い
。
自
然
法
則

で
あ
れ
ば
、
放
任
し
て
お
い
て
も
自
然
と
行
わ
れ
る
モ
ラ
ル
と
な
る
。
自
然
に
行
わ
れ
な
い

か
ら
、
意
識
的
に
人
為
的
に
制
度
化
し
た
の
で
あ
る
。
金
谷
氏
は
、
礼
制
定
の
経
緯
の
説
明

に
つ
い
て
、 

「
礼
と
は
中
を
形
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
、
中
を
標
準
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う

の
で
す
。
そ
の
説
明
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
親
が
死
ぬ
と
三
年
の
喪
に
服
す
る
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
情
の
厚
い
子
供
は
い
つ
ま
で
も
親
の
こ
と
を
思
っ
て
ふ
つ
う
の
生
活
に
戻

ろ
う
と
し
ま
せ
ん
、
し
か
し
薄
情
な
子
供
は
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
わ
け
で
、
そ
こ

で
ち
ょ
う
ど
中
ほ
ど
を
採
っ
て
三
年
と
定
め
た
の
だ
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
三
年
の
喪
は
賢
者
も
そ
れ
よ
り
過
ぎ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
愚
か
者
も
及
ば
な
い

わ
け
に
は
ゆ
か
ず
、
つ
ま
り
喪
に
お
け
る
中
庸
だ
と
さ
れ
る
の
で
す
（『
荀
子
』
礼
論
篇
、『
礼

記
』
三
年
問
、
喪
服
四
制
篇
）
」
（
二
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
荀
子
は
、
礼
制
度
の
経
緯
に
つ

い
て
、
人
間
の
賢
者
と
愚
者
の
行
な
う
両
極
端
の
行
為
を
強
く
抑
制
す
る
た
め
に
、
人
為
的

に
三
年
の
喪
服
制
度
を
作
成
し
た
と
述
べ
て
い
る
。 

つ
ま
り
荀
子
は
、
人
為
的
に
そ
し
て
意
識
的
に
、
礼
制
度
は
、
人
間
の
奔
放
な
行
為
を
抑

制
す
る
為
に
制
定
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
宮
崎
氏
の
主
張
す
る
様
な
、「
自
然
法
則
の

よ
う
に
無
理
な
く
行
え
る
よ
う
に
定
め
た
の
が
礼
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
と
は
、
全
く
異
な
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会
で
は
礼
儀
が
最
も
明
ら
か
な
も
の
で
あ
る
」
等
と
言
う
荀
子
の
「
天
人
の
分
」
説
が
大
き

く
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
（
二
二
）、
中
国
思
想
に
お
い
て
は
、
果
た
し
て
自
然

界
と
人
間
界
と
の
無
関
係
を
主
張
す
る
「
天
人
非
相
関
説
」
が
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

と
こ
ろ
で
ま
た
宮
崎
説
で
は
、
中
庸
＝
礼
は
「
人
間
的
な
教
え
」
と
述
べ
な
が
ら
、
何
故

に
自
然
法
則
の
地
位
に
ま
で
高
め
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
説
明
が

不
足
し
て
い
る
。
人
間
的
行
為
で
あ
る
中
庸
＝
礼
制
を
自
然
的
法
則
に
ま
で
高
め
よ
う
と
す

れ
ば
、
ど
う
し
て
も
人
間
界
に
自
然
界
と
同
じ
よ
う
な
法
則
や
原
理
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を

証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
の
で
あ
る
。 

『
中
庸
』
の
「
中
和
」
で
言
う
「
中
和
を
致
し
て
、
天
地
位
し
、
万
物
育
す
」
と
の
句
を

引
用
し
て
、
人
間
界
の
中
庸
と
自
然
界
の
天
地
万
物
と
の
相
関
関
係
＝
「
天
人
相
関
説
」
を

提
起
す
れ
ば
、
自
然
界
と
人
間
界
を
包
み
込
ん
だ
自
然
法
則
説
が
成
立
す
る
し
、
宮
崎
説
に

も
、
一
応
尤
も
な
説
明
が
着
く
が
、
宮
崎
氏
は
こ
れ
を
提
起
し
て
い
な
い
。 

で
は
何
故
に
宮
崎
氏
は
、
天
人
相
関
説
を
持
ち
出
さ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は

簡
単
で
、
天
人
相
関
説
を
持
ち
出
せ
ば
、
有
意
者
と
し
て
の
神
が
か
り
的
な
天
命
と
い
う
神

秘
性
や
迷
信
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
う
な
宗
教
と
同
一
次
元

の
性
質
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
宮
崎
氏
の
儒
教
思
想
が
「
人
間
的
な
教
え
」
と
い
う
理
解
と

は
、
大
き
な
食
い
違
い
が
生
じ
て
く
る
。
つ
ま
り
宮
崎
氏
は
、
天
界
と
人
間
界
と
の
非
相
関

説
を
展
開
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

確
か
に
宮
崎
氏
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
儒
教
は
、「
人
間
的
な
教
え
」
と
言
う
学
説
も
一
理

は
あ
る
。
金
谷
氏
は
、
孔
子
の
思
想
に
つ
い
て
、 

「
神
秘
的
な
こ
と
や
理
性
的
に
判
断
し
に
く
い
こ
と
は
、
な
る
べ
く
門
答
を
さ
け
よ
う
と

し
た
の
で
す
。・
・
・
ま
た
、
孔
子
は
、
人
間
を
超
え
た
偉
大
な
も
の
を｢

天｣

と
し
て
あ
が
め

て
い
ま
し
た
。
運
命
を
左
右
す
る
よ
う
な
重
大
な
局
面
で
、
孔
子
の
口
を
つ
い
て
「
天
」
と

い
う
言
葉
は
ほ
と
ば
し
り
出
ま
す
。「
天
」
の
存
在
は
、
孔
子
に
と
っ
て
重
く
深
い
存
在
で
し

た
。
し
か
し
、
孔
子
は
そ
の
「
天
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
表
立
っ
て
語
ろ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。」

(

二
二)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

孔
子
の
最
大
の
関
心
は
、
現
実
の
人
間
で
あ
る
が
、
し
か
し
天
を
避
け
よ
う
と
し
た
だ
け

で
あ
り
、
有
意
者
と
し
て
の
天
の
存
在
を
認
め
て
い
る
、
と
金
谷
氏
は
言
う
の
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
孔
子
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
孔
子
の
曰
わ
く
、
君
子
に
三
畏
あ
り
、
天
命
を
畏
れ
、
大
人
を
畏
れ
、
聖
人
の
言
を
畏

る
。
小
人
は
天
命
を
知
ら
ず
し
て
畏
れ
ず
、
大
人
に
狎
れ
、
聖
人
の
言
を
侮
る
。
」(

二
三)

と

あ
る
。
こ
こ
で
展
開
し
て
い
る
天
は
、
人
間
の
よ
う
に
意
志
を
持
つ
天
で
あ
り
、
君
子
は
有

意
者
と
し
て
の
天
命
を
恐
れ
る
も
の
だ
、
と
言
う
。 

宮
崎
氏
は
、
儒
教
思
想
の
特
質
の
一
つ
と
し
て
、｢

人
間
的
な
教
え｣

を
挙
げ
る
が
、
金
谷

氏
は
、
天
と
人
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
天
と
人
と
の
間
に
は
緊
密
な
連
係
が
あ
っ
て
、
両
者
は
同
じ
法
則
の
も
と
に
動
い
て
い

る
と
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
天
人
合
一
の
思
想
と
い
う
も
の
で
す
。
中
国
で
は
そ
れ
こ

そ
が
正
統
な
思
想
で
、
ま
た
一
般
に
広
く
流
行
し
た
思
想
で
も
あ
り
ま
し
た
。
」(

二
四)

と
、

述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
中
国
思
想
の
特
徴
に
は
、
天
人
合
一
論
が
あ
り
、
天
と
人
間
は
切
り

離
せ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
宮
崎
氏
の
自
然
法
則
と
し
て
の
根
拠
と
し
て
、
礼
を
引
用
し
た
荀
子
の
思
想
は
、

金
谷
氏
に
よ
る
と
、「
中
国
の
歴
史
で
も
天
と
人
と
の
伝
統
的
な
関
係
を
断
ち
切
ろ
う
と
し
た

思
想
家
は
お
り
ま
し
た
。
荀
子
は
孔
子
を
尊
ぶ
儒
家
で
あ
り
ま
し
た
が
、
道
徳
は
聖
人
が
人

間
社
会
に
対
応
し
て
作
為
的
に
作
っ
た
も
の
だ
と
し
て
、
そ
の
根
源
に
天
の
存
在
を
考
え
る

こ
と
に
反
対
し
ま
し
た
。
天
は
自
然
の
存
在
で
あ
っ
て
、
人
間
界
と
は
違
っ
た
法
則
で
動
い

て
い
る
、
そ
れ
を
人
間
界
に
持
ち
こ
む
こ
と
は
、
人
間
独
自
の
合
理
的
な
営
み
を
破
っ
て
、
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人
の
体
格
に
差
の
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
第
一
章
第
二
節
第
一
項
で

触
れ
た
。
そ
れ
は
古
今
の
差
を
認
定
し
た
上
で
論
を
伊
川
の
態
度
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
根
底
に
は
時
に
従
う
思
想
が
あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」(

一
八)

と
、
述
べ
て
い
る
。

 

市
川
氏
に
よ
れ
ば
、
宋
学
者
の
程
伊
川
も
、
礼
に
お
け
る
時
の
流
れ
、
つ
ま
り
時
間
的
制

約
を
重
要
視
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
礼
＝
中
は
、
時
間
的
原
理
を
含
ん
で
い
る
。

 

武
内
氏
や
市
川
氏
の
引
用
し
た
資
料
に
依
る
と
す
れ
ば
、
宮
崎
氏
の
言
う
よ
う
に
庸
に
独

特
な
意
味
が
あ
り
、
「
空
間
的
原
理
で
あ
る
中
は
、
時
間
的
原
理
た
る
庸
に
裏
打
ち
さ
れ
て
、

初
め
て
真
の
中
に
な
る
。
礼
が
中
庸
の
徳
を
有
す
る
と
は
、
中
庸
の
徳
が
自
然
法
則
の
地
位

に
ま
で
高
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
い
う
学
説
は
、
全
く
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。 

宮
崎
氏
の
言
う
よ
う
に
、
礼
＝
中
庸
の
徳
は
、
果
た
し
て
自
然
法
則
の
地
位
に
ま
で
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
高
め
ら
れ
る
と
い
う
、
そ
の
根
拠
と
し
て
宮
崎
氏
は
、

「
『
礼
記
』
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
・
・
・
人
間
の
行
為
に
お
い
て
自
然
法
則
の
よ

う
に
無
理
な
く
行
な
え
る
中
庸
の
点
が
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
、
礼
す
な
わ
ち
中
庸
の
学
説
は

す
こ
ぶ
る
示
唆
的
で
、
こ
れ
が
中
国
思
想
の
特
質
と
な
っ
て
後
代
に
受
け
つ
が
れ
て
変
わ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。
」
と
か
、
「
古
代
帝
王
の
定
め
た
礼
も
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
永
遠
性
を

有
す
る
と
見
な
さ
れ
た
か
ら
だ
。」
と
言
う
の
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
自
然
法
則
な
ら
ば
、
孔
子
等
の
聖
人
も
、
何
も
四
苦
八
苦
し
て
、
礼
を
学

ば
な
く
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
現
実
は
全
く
違
う
の
で
あ
る
。

 

そ
こ
で
以
下
に
、
宮
崎
氏
が
言
う
様
な
礼
が
自
然
法
則
の
様
な
も
の
で
は
な
い
、
そ
の
具

体
例
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
孔
子
は
中
庸
の
徳
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
、
「
中
庸
の
道
徳
と
し
て
の
価
値
は
、
い
か
に
も
最
高
だ
ね
。
だ
が
、

人
民
の
あ
い
だ
に
と
ぼ
し
く
な
っ
て
か
ら
久
し
こ
と
だ
」(

一
九)

と
、
庶
民
に
は
中
庸
の
徳
は

失
わ
れ
て
久
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
句
を
注
釈
し
た
金
谷
氏
は
、
注
に
て
「
中
庸
―
朱

子
は
「
中
と
は
過
不
及
の
な
い
こ
と
、
庸
と
は
平
常
の
意
」
と
解
説
し
て
、「
極
端
に
走
ら
ぬ

ほ
ど
よ
い
中
ほ
ど
を
守
っ
て
ゆ
く
処
世
の
徳
」
と
し
て
い
る
。 

「
先
生
は
い
わ
れ
た
、
「
・
・
・
人
び
と
は
み
な
「
自
分
は
知
者
だ
」
と
い
っ
て
い
る
が
、

中
庸
〔
が
よ
い
と
わ
か
っ
て
そ
れ
〕
を
選
び
出
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
守
り
続
け
る
こ
と

は
た
だ
の
一
カ
月
で
さ
え
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。〔
ど
う
し
て
、
そ
れ
で
知
者
だ
と
い
え
よ

う
か
。〕
」（
二
〇
）
と
、
孔
子
は
、
知
者
だ
と
自
画
自
賛
す
る
人
で
も
、
一
カ
月
も
た
な
い
と

い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
孔
子
は
、 

「
先
生
は
い
わ
れ
た
。「
天
下
や
国
や
家
〔
を
う
ま
く
治
め
る
の
は
難
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
〕

で
さ
え
公
平
に
治
め
る
こ
と
は
で
き
る
。
高
い
爵
位
や
厚
い
俸
禄
〔
を
断
わ
る
の
も
難
事
で

あ
る
が
、
そ
れ
〕
で
さ
え
辞
退
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
白
刃
〔
を
ふ
み
破
っ
て
敵
陣
を
攻
め

る
の
も
難
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
〕
で
さ
え
ふ
み
破
る
こ
と
は
で
き
る
。
だ
が
、
中
庸
〔
を
選

び
と
っ
て
実
際
に
守
り
つ
づ
け
る
の
〕
は
、
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
だ
」（
二
一
）
と
、
こ

の
世
の
難
事
は
解
決
可
能
で
あ
る
が
、
中
庸
を
守
る
こ
と
が
一
番
難
し
い
事
だ
と
言
う
。 

以
上
の
資
料
を
見
る
と
、
礼
制
度
は
、
人
間
が
定
め
た
も
の
で
あ
る
故
に
、
中
庸
思
想
を

守
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
も
の
な
の
で
あ
り
、
自
然
法
則
の
よ
う
に
簡
単
に
理
解
し
て
実
行

で
き
な
い
、
実
行
す
る
の
が
困
難
な
思
想
な
の
で
あ
る
。 

宮
崎
氏
は
、「『
礼
記
』
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、・
・
・
人
間
の
行
為
に
お
い
て
自

然
法
則
の
よ
う
に
無
理
な
く
行
な
え
る
中
庸
の
点
が
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
」
の
で
あ
り
、「
儒

教
の
中
庸
思
想
の
善
と
悪
は
西
洋
と
異
な
り
、
最
上
の
善
は
礼
に
規
定
さ
れ
、
悪
が
起
き
る

の
は
人
間
の
欲
望
に
よ
る
。
儒
教
は
人
間
的
な
教
え
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
う
な
神
を

信
じ
る
宗
教
で
な
い
」
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
、
中
庸
＝
礼
＝
人
間
界
の
自
然
法
則
と
述
べ
、

中
庸
＝
儒
教
は
宗
教
で
は
な
く
、
人
間
的
な
教
え
で
あ
る
と
い
う
。 

こ
の
宮
崎
説
に
は
、
「
天
に
あ
る
も
の
で
は
日
月
が
最
も
明
ら
か
で
あ
り
、
・
・
・
人
間
社
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宮
崎
氏
は
、
中
と
庸
は
シ
ノ
ニ
ム
と
言
い
、
同
一
方
向
を
意
味
す
る
同
義
語
と
い
う
言
葉

で
あ
る
と
述
べ
な
が
ら
、
他
方
で
は
中
は
空
間
的
原
理
で
庸
は
時
間
的
原
理
と
し
て
、
二
元

論
で
扱
う
べ
き
事
と
言
い
、
全
く
方
向
性
の
異
な
る
内
容
を
持
つ
言
語
で
あ
る
と
主
張
す
る

の
は
、
同
氏
の
主
張
は
自
己
矛
盾
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
宮
崎
氏
の
言
う
よ
う
に
、
中
に

は
本
来
、
時
間
的
原
理
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。『
中
庸
』
に
は
、 

「
思
う
に
、
上
古
の
す
ぐ
れ
た
聖
人
た
ち
が
〔
天
子
の
位
に
つ
い
て
〕
天
の
道
を
受
け
つ

ぎ
、
人
の
守
る
べ
き
法
則
を
樹
立
し
て
か
ら
こ
の
か
た
、
道
の
伝
統
の
継
承
に
は
は
っ
き
り

し
た
淵
源
が
あ
っ
た
。
そ
の
経
典
に
み
え
る
も
の
で
は
、〔『
論
語
』
尭
曰
篇
の
〕「
ま
こ
と
に

そ
の
中
を
し
っ
か
り
と
守
れ
」
と
い
う
の
が
、
尭
か
ら
舜
に
天
下
を
授
け
た
と
き
に
伝
え
ら

れ
た
こ
と
ば
で
あ
り
、〔『
書
経
』
大
禹
謨
篇
の
〕「
人
の
心
は
〔
欲
が
ま
じ
っ
て
い
る
か
ら
〕

危
険
な
も
の
で
あ
り
、
道
の
心
は
〔
純
粋
精
妙
で
あ
る
か
ら
〕
微
妙
な
も
の
で
あ
る
。
精
密

に
考
え
純
一
に
つ
と
め
て
、
ま
こ
と
に
そ
の
中
を
し
っ
か
り
と
守
れ
」
と
い
う
の
が
、
舜
か

ら
夏
の
禹
王
に
天
下
を
授
け
た
と
き
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
尭
の
〔「
そ
の
中
を
守

れ
」
と
い
う
〕
一
言
は
、
も
う
そ
れ
だ
け
で
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
舜
が
ま
た

そ
こ
に
三
句
を
加
え
て
語
り
伝
え
た
の
は
、
そ
の
三
句
の
こ
と
ば
の
よ
う
に
解
釈
し
て
こ
そ
、

あ
の
尭
の
一
言
の
正
し
い
実
現
が
期
待
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ

っ
た
」（
一
六
）
と
あ
り
、
尭
→
舜
→
禹
へ
と
、
中
を
執
る
政
治
の
大
切
さ
を
、
聖
王
相
伝
の

言
葉
と
し
て
、
朱
子
は
述
べ
て
い
る
。 

金
谷
氏
は
、
注
に
於
い
て
、「
三

道
の
伝
統
の
継
承
ー
「
道
統
」
の
考
え
は
唐
の
韓
愈
〈
原

道
篇
〉
に
発
し
た
と
さ
れ
る
。
尭
か
ら
舜
、
舜
か
ら
禹
、
そ
し
て
殷
の
湯
王
、
周
の
文
王
・

武
王
・
周
公
、
孔
子
と
つ
づ
い
て
孟
子
で
絶
え
た
と
さ
れ
た
が
、
朱
子
は
さ
ら
に
上
下
に
広

げ
て
、
宋
学
に
つ
な
い
だ
。」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
朱
子
は
、
中
庸
＝
中
を
守
る
伝
統
は
、

尭
・
舜
・
禹
の
伝
説
時
代
か
ら
近
世
の
宋
代
に
ま
で
時
空
を
超
え
て
中
を
守
る
中
庸
思
想
の

伝
統
が
、
延
々
と
継
承
さ
れ
て
き
た
と
言
う
の
で
あ
る
。 

こ
の
資
料
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宮
崎
氏
の
言
う
様
な
空
間
的
原
理
で
あ
る
中
の
言

葉
自
身
に
は
、
時
間
的
原
理
も
内
包
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
何
故
に
尭
や
舜
の
聖
人

は
、「
精
密
に
考
え
純
一
に
つ
と
め
て
、
ま
こ
と
に
そ
の
中
を
し
っ
か
り
と
守
れ
」
と
懇
ろ
に

諭
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
中
庸
の
中
の
実
体
が
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
行
く

か
ら
な
の
で
あ
る
。
変
化
し
て
行
く
時
代
に
対
応
し
な
が
ら
、
中
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を

教
え
諭
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
中
＝
礼
が
時
間
的
原
理
で
あ
る
こ
と
を
示
す

資
料
を
挙
げ
て
見
て
見
た
い
。
武
内
氏
は
、
『
礼
記
の
研
究
』
・
「
礼
の
時
と
宜(

義)

と
称
」
に

お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
礼
器
篇
に
は
「
礼
は
時
を
大
な
り
と
為
す
、
順
こ
れ
に
次
ぎ
、
体
こ
れ
に
次
ぎ
、
宜
こ

れ
に
次
ぎ
、
称
こ
れ
に
次
ぐ｣

と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
礼
の
時
と
い
う
の
は
時
勢
を
意
味
し
、

時
代
と
と
も
に
礼
の
変
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
順
と
は
天
地
の
命
、
人
間
の
情
に
順
う
も

の
で
あ
る
べ
き
を
意
味
し
、
こ
の
順
が
す
な
わ
ち
宜
と
な
っ
て
表
れ
る
の
で
あ
る
。
体
と
は

礼
の
具
体
的
形
式
で
、
そ
の
形
式
が
中
庸
を
得
て
居
る
点
を
称
と
い
う
の
で
あ
る
」(

一
七)

。  

つ
ま
り
礼
記
の
礼
論
に
お
い
て
は
、
中
＝
礼
な
の
で
あ
り
、
礼
が
時
間
的
制
約
の
あ
る
制

度
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
中
は
時
間
的
原
理
な
の
で
あ
る
。 

ま
た
市
川
氏
は
、
礼
の
持
つ
時
間
的
制
約
に
つ
い
て
、「
時
流
の
変
化
に
伴
う
新
方
向
へ
の

進
展
を
率
直
に
認
め
る
態
度
が
、
伊
川
の
議
論
か
ら
窺
い
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
し
て

い
る
。
続
い
て
伊
川
の
発
言
を
引
用
し
て
、 

「
礼
と
は
何
が
大
切
な
の
か
。
時
が
大
切
だ
。
や
は
り
時
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
随
う

べ
き
と
き
は
随
い
、
治
め
る
べ
き
時
は
治
め
る
と
い
う
よ
う
に
、
時
に
応
じ
て
事
を
行
え
ば
、

時
に
随
う
こ
と
に
な
る(

程
氏
遺
書
一
五)

。
周
易
随
釈
に
よ
る
解
釈
で
あ
る
。
時
に
随
う
と
は
、

時
の
流
れ
を
無
視
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
伊
川
が
古
今
風
気
の
差
を
認
め
、
昔
と
今
と
で
は

中庸思想研究の課題と展望（一）　―対の思想から考察した宮崎市定氏の中庸思想の構造学説の批評― 57（106）



し
か
し
市
川
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
伊
川
の
「
不
易
」
と
朱
子
の
「
平
常
」
は
同
義

で
あ
り
、「
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
、
平
常
の
意
味
に
も
な
る
」
の
で
あ
り
、
両
者
は
不
即
不
離

の
関
係
に
あ
り
、「
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
な
い
中
は
、
永
遠
に
変
わ
ら
な
い
モ
ラ
ル
」
と
い
う
事

を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
宇
野
精
一
氏
・
武
内
氏
・
金
谷
氏
が
既
に
述
べ
て
い
た
よ
う

に
中
と
庸
は
並
列
的
な
同
様
の
意
味
で
あ
る
。 

従
っ
て
宮
崎
氏
の
言
う
庸
の
語
句
は
、「
中
は
庸
が
あ
っ
て
初
め
て
真
の
中
に
な
る
」
と
い

う
、
中
の
裏
打
ち
的
な
言
葉
に
は
な
ら
な
い
。 

宮
崎
氏
は
、
空
間
的
原
理
で
あ
る
中
は
、
時
間
的
原
理
で
あ
る
庸
に
裏
打
ち
さ
れ
て
、「
中

は
庸
が
あ
っ
て
初
め
て
真
の
中
に
な
る
」
と
い
う
が
、
こ
の
説
に
は
素
朴
に
考
え
て
、
三
つ

の
疑
問
が
あ
る
。 

先
ず
宮
崎
氏
が
、「
庸
が
あ
っ
て
初
め
て
真
の
中
に
な
る
」
と
言
う
な
ら
、
形
式
論
理
的
に

言
う
と
、
中
庸
に
は
、「
真
の
中
」
と
「
嘘
の
中
」
の
二
つ
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。 

宮
崎
氏
の
想
定
す
る
「
嘘
の
中
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
中
な
の
か
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
内
容
が
不
明
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
「
嘘
の
中
庸
」
と
は
、
真
の
中
庸
に
な
ら
な
い
ー
つ
ま
り
真
ん
中
に
な
ら
な
い

中
庸
の
こ
と
で
、
何
故
に
そ
の
よ
う
な
「
嘘
の
中
庸
」
の
問
題
が
生
ま
れ
て
く
る
の
か
。
こ

の
こ
と
は
、
大
変
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
解
答
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
結
語
や
、

拙
稿
（
一
三
）
の
結
論
で
詳
細
に
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。 

次
に
宮
崎
氏
は
、
中
庸
思
想
を
具
体
的
に
表
す
例
と
し
て
、
白
圭
と
孟
子
の
税
率
へ
の
議

論
を
引
用
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
十
分
の
一
の
租
税
こ
そ
先
王
の
道
で
中
庸
に
合
す
る
が
、

そ
れ
よ
り
重
い
の
は
夏
の
桀
王
の
暴
虐
の
道
、
そ
れ
よ
り
軽
い
の
は
文
化
の
な
い
貉
の
道
だ

と
説
破
し
て
い
る
」
と
、
言
う
。
こ
の
引
用
文
に
於
い
て
、
中
庸
の
庸
は
、
宮
崎
氏
の
言
う

様
に
、
果
た
し
て
中
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
こ
こ
で
中
庸
を
規
定
し
て
い
る
の
は
、
夏
の
重
税
と
貉
の
軽
税
と
い
う
両
極
端
の

税
率
で
あ
る
。
従
っ
て
両
極
端
に
中
庸
の
中
を
規
定
す
る
前
提
条
件
が
あ
り
、
宮
崎
氏
の
主

張
す
る
庸
は
、
中
を
規
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
宮
崎
氏
の
学
説
で
は
、
庸
は
中
を
規
定

す
る
と
い
い
な
が
ら
、
宮
崎
氏
が
引
用
し
た
具
体
的
事
例
に
於
い
て
中
を
規
定
す
る
説
明
語

句
は
、
両
極
端
の
税
率
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
宮
崎
説
で
は
、
庸
に
よ
る
理
論
的
な
中
の
規
定
と
、
宮
崎
氏
が
実
例
で
挙
げ
た
庸

が
中
を
規
定
す
る
こ
と
の
資
料
は
、
実
は
両
極
端
に
よ
る
中
の
規
定
で
あ
っ
て
、
論
理
と
実

例
で
の
主
張
の
乖
離
が
大
き
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
実
例
に
よ
る
中
庸
税
の
規
定
が
正

し
い
と
す
れ
ば
、
理
論
面
に
お
け
る
時
間
的
原
理
で
あ
る
と
言
う
「
庸
」
に
よ
っ
て
中
は
規

定
さ
れ
る
と
い
う
宮
崎
氏
の
学
説
は
、
全
く
自
己
矛
盾
す
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
宮
崎
氏
の
主
張
に
拠
れ
ば
、
庸
が
な
け
れ
ば
、
中
庸
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
中
庸
は
、
中
の
一
字
で
表
現
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
事
か
ら
考
え
て
見
る
と
、
武

内
氏
や
金
谷
氏
の
言
う
よ
う
に
、
中
に
力
点
が
あ
り
、
中
の
内
容
を
補
足
的
に
説
明
し
て
い

る
が
、
庸
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
中
庸
は
、
補
足
語
で
あ
る
庸
を
省
い
て
、
中
＝
和
と
換
言

し
て
も
、
成
立
す
る
思
想
な
の
で
あ
る
。 

『
中
庸
』
に
、「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
、
こ
れ
を
中
と
言
う
。
発
し
て
皆
な
節
に
中

る
、
こ
れ
を
和
と
謂
う
。
中
な
る
者
は
天
下
の
大
本
な
り
。
和
な
る
者
は
天
下
の
達
道
な
り
。

中
和
を
致
し
て

天
地
位
し
、
万
物
育
す
」（
一
四
）
と
あ
る
。 

中
は
大
本
、
和
は
達
道
、
中
＝
和
で
あ
る
。
和
は
「
調
和
」
の
和
で
あ
り
、
達
道
は
、「
世

界
中
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
通
用
す
る
道
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
中
の
概
念
を
具
体
的
に

補
足
説
明
し
て
い
る
。
従
っ
て
中
庸
は
、
別
に
庸
が
な
く
て
も
、
中
＝
和
と
い
う
言
葉
で
も

成
立
す
る
思
想
で
あ
り
、
金
谷
氏
は
、
「
中
も
和
も
中
庸
の
こ
と
意
識
さ
れ
て
い
る
」(

一
五)

と
、
述
べ
て
い
る
。 
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庸
は
常
と
解
す
る
の
は
、
程
伊
川
の
解
釈
で
あ
り
、
不
易
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
朱
子
の

新
注
は
平
常
の
意
味
で
あ
る
。 

市
川
安
司
氏
は
、
程
伊
川
の
中
庸
の
解
釈
を
、「
中
と
は
偏
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
偏
れ
ば

中
で
な
く
な
る
。
庸
と
は
常
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
と
は
大
中
で
あ
り
、
庸
と
は
定
理
で
あ

る
と
言
う
の
と
、
同
じ
で
あ
る
。
定
理
と
は
天
下
不
易
の
理
、
つ
ま
り
経
で
あ
る
。」
と
言
う
。 

そ
し
て
市
川
氏
は
、
「
・
・
・
「
庸
」
を
一
字
の
「
常
」
に
置
き
か
え
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る

訓
詁
の
法
で
あ
る
。
庸
は
従
っ
て｢

平
常｣

と
言
う
意
味
に
も
な
ろ
う
し
、
常
あ
る
こ
と
則
ち

「
不
易
」
と
言
う
意
味
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
伊
川
は
こ
の
二
者
の
う
ち
か
ら
後
者
を
取
っ

て
い
る
」（
七
）
と
、
ど
ち
ら
に
も
解
釈
で
き
る
が
、
伊
川
は
後
者
＝
常
を
採
っ
た
、
と
言
う
。 

金
谷
氏
の
説
明
す
る
朱
子
説

新
注

は
、「
朱
子
の
注
釈
で
は
、
確
か
に
「
庸
と
は
平
常
な

り
」
と
か
か
れ
て
い
ま
す
。
中
庸
の
庸
に
は
異
説
も
あ
り
ま
す
が
、
朱
子
の
注
釈
は
正
し
い

で
し
ょ
う
。
」

八

と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
「
中
と
は
不
偏
不
倚
で
過
・
不
及
の
な
い
こ
と
、

庸
と
は
平
常
の
意｣

（
九
）
と
、
庸
を
「
平
常
の
意
味
」
と
解
し
て
い
る
。

つ
ま
り
宮
崎
氏
は
、
市
川
氏
の
言
う
程
伊
川
の
意
見
の
み
を
採
用
し
て
、
朱
子
や
金
谷
氏

の
意
見
も
無
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
武
内
氏
は
、
庸
の
字
義
に
つ
い
て
、
「
孔
子
は
中
の
下
に
庸
の
字
を
添
え
て
い
る
が
、

下
文
の｢

庸
徳
を
こ
れ
行
い
、
庸
言
を
こ
れ
謹
む｣

の
句
か
ら
推
測
す
る
と
、
庸
は
庸
常
の
義

で
、「
夫
婦
の
愚
も
与
り
知
る
べ
く
夫
婦
の
不
肖
も
行
い
得
る
」
と
こ
ろ
の
中
で
あ
る
こ
と
を

示
す
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
中
庸
と
は
、
日
常
行
わ
れ
得
る
中
の
道
を
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、

尭
・
舜
以
来
伝
統
の
中
と
さ
し
て
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
。」(

一
〇)

と
、
言
う
の
で
あ
る
。 

庸
を
中
の
添
え
字
的
に
扱
い
、「
平
凡
」
の
意
味
に
解
し
て
、
中
と
中
庸
は
さ
し
て
変
わ
ら

ず
、
庸
常
の
意
味
は
、「
普
通
の
庶
民
で
も
行
い
る
、
ご
く
当
た
り
前
の
通
常
の
こ
と
」
と
述

べ
て
、
朱
子
や
金
谷
氏
と
同
様
な
意
味
に
解
釈
し
て
い
る
。 

ま
た
宇
野
精
一
氏
も
、「
け
れ
ど
も
一
面
、
中
庸
の
庸
は
、
普
通
の
こ
と
、
当
り
前
の
こ
と
、

と
言
う
意
味
も
あ
っ
て
、
平
凡
な
、
当
り
前
の
こ
と
の
中
に
こ
そ
、
中
庸
は
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
か
ら
、
ど
ん
な
人
間
で
も
中
庸
を
得
る
こ
と
は
で
き
る
と
言
っ
て
い
る
」（
一
一
）

と
、
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
程
伊
川
の
庸
の
説
明
を
紹
介
し
た
市
川
氏
に
し
て
も
、｢

ど
ち
ら
に
も
解
釈
で
き
る
語

で
あ
る｣

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
す
ま
す
宮
崎
氏
の
、
庸
＝
常
と
い
う
立
論
は
、
通

常
の
説
か
ら
は
み
出
て
く
る
の
で
あ
る
。 

宮
崎
氏
は
、
何
故
に
庸
は
常
と
読
む
必
要
が
あ
る
の
か
、
そ
の
必
然
性
に
係
わ
る
根
本
的

資
料
を
提
示
し
て
い
な
い
。
宮
崎
氏
の
立
論
し
た
い
最
重
要
の
語
句
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
根
拠
と
な
る
資
料
を
挙
げ
て
い
な
い
の
に
は
、
実
証
的
学
問
の
立
場
か
ら
言
っ
て
、
理

解
し
難
い
と
思
う
の
で
あ
る
。 

程
伊
川
に
拠
る
と
、
庸
＝
不
易
＝
常
＝
経
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
宇
野
哲
人
氏
は
『
宋

朱
熹
章
句
』
の
『
中
庸
』
に
、
二
程
の
中
庸
の
規
定
を
紹
介
し
て
、「
子
程
子
曰
く
、
偏
ら
ざ

る
を
こ
れ
中
と
謂
い
、
易
わ
ら
ざ
る
を
こ
れ
庸
と
謂
う
。
中
は
天
下
の
正
道
に
し
て
、
庸
は

天
下
の
定
理
な
り
」（
一
二
）
と
あ
り
、
庸
は
不
易
で
あ
り
、
定
理
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

｢

経
書｣

の
経
は
、
縦
糸
の
意
味
あ
り
、「
経
」
は
「
永
久
に
変
わ
ら
な
い
人
間
の
踏
み
行
う

べ
き
普
遍
的
な
原
理
を
述
べ
た
物
」
で
あ
り
、「
人
間
の
常
な
る
道
を
示
す
」
の
意
味
で
あ
る
。

だ
か
ら
庸
＝
常
に
は
、
宮
崎
氏
が
庸
に
就
い
て
規
定
し
て
言
う
よ
う
に
、「
中
を
得
た
行
為
は

永
遠
に
繰
返
し
て
も
決
し
て
支
障
を
来
た
さ
ぬ
事
に
よ
り
証
明
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
に
は

な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
宮
崎
氏
の
言
う
「
中
＝
礼
は
庸
が
あ
っ
て
初
め
て
真
の
中
た
り
う

る
概
念
で
あ
る
」
と
い
う
説
は
、
中
＝
礼
と
庸
を
分
離
し
て
、
相
互
に
独
特
の
意
味
を
持
た

せ
な
い
と
成
立
し
な
い
学
説
な
の
で
あ
る
。 
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『
礼
記
』
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、・
・
・
人
間
の
行
為
に
お
い
て
自
然
法
則
の
よ

う
に
無
理
な
く
行
な
え
る
中
庸
の
点
が
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
、
礼
す
な
わ
ち
中
庸
の
学
説
は

す
こ
ぶ
る
示
唆
的
で
、
こ
れ
が
中
国
思
想
の
特
質
と
な
っ
て
後
代
に
受
け
つ
が
れ
て
変
わ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
中
庸
は
、
人
間
の
行
為
に
お
け
る
自
然
法
則
的
な
思
想
で
あ
り
、

こ
れ
が
中
国
思
想
の
特
質
と
言
う
の
で
あ
る
。 

中
国
思
想
の
特
質
は
、
西
洋
思
想
―
キ
リ
ス
ト
教
と
比
較
し
た
場
合
に
一
層
明
瞭
に
な
る
。

キ
リ
ス
ト
教
は
通
常
一
神
教
と
い
わ
れ
る
が
、
実
は
神
と
悪
魔
の
対
立
す
る
二
元
論
で
あ
る
。

儒
教
の
中
庸
思
想
の
善
と
悪
は
、
西
洋
と
異
な
り
、
最
上
の
善
は
礼
に
規
定
さ
れ
、
悪
が
起

き
る
の
は
人
間
の
欲
望
に
よ
る
。
儒
教
は
人
間
的
な
教
え
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
う
な

神
を
信
じ
る
宗
教
で
な
い
。 

中
国
の
中
国
た
る
所
以
は
、
政
治
が
礼
に
よ
り
行
わ
れ
る
点
に
あ
り
、
礼
は
古
代
の
聖
王

が
中
庸
の
点
と
定
め
、
後
世
永
遠
に
遵
守
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
歴

史
の
実
際
を
考
え
る
と
、
礼
は
実
は
永
遠
に
不
変
な
も
の
と
い
え
な
い
。
孔
子
が
周
は
殷
の

礼
に
よ
り
、
殷
は
夏
の
礼
に
よ
り
損
益
す
る
所
が
あ
る
と
言
う
。
時
間
的
に
永
遠
と
い
っ
て

も
、
個
人
が
経
験
で
き
な
い
長
時
間
の
意
味
で
、
礼
に
は
一
定
の
通
用
期
間
が
あ
っ
た
。 

以
上
、
宮
崎
氏
の
論
考
の
要
約
を
し
た
が
、
以
下
に
そ
の
疑
問
点
と
問
題
点
を
述
べ
た
い
。 

 

三

「
中
国
思
想
の
特
質
」
の
問
題
点 

 

〔
疑
問
点
と
問
題
点
〕 

歴
史
的
資
料
で
は
、「
允
執
其
中
」(

論
語)

、「
執
其
両
端
、
用
其
中
於
民
」(

中
庸)

、「
不
得

中
行
而
与
之
」

論
語

、「
湯
執
中
立
賢
無
方
」

孟
子

等
の
事
例
で
分
る
よ
う
に
、
中
庸
を

中
の
一
字
や
中
行
で
説
明
す
る
場
合
が
多
く
あ
り
、
中
庸
の
字
句
は
、『
論
語
』
に
は
一
か
所

の
み
で
あ
る
。 

宮
崎
氏
が
「
庸
」
に
独
特
な
意
義
が
あ
る
と
言
う
よ
う
に
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
キ
ー
ワ
ー

ド
の
語
句
な
ら
ば
、「
庸
」
を
絶
対
に
資
料
か
ら
欠
落
で
き
な
い
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
「
庸
」
を
欠
落
さ
せ
て
中
庸
を
説
明
し
て
い
る
所
に
、「
中
」
に
意
味
が
あ
り
、
庸
は
シ
ノ

ニ
ム(

同
意
語
・
類
語)

と
、
当
時
の
中
国
人
は
認
識
し
て
い
た
と
、
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

武
内
義
雄
氏
も
、『
論
語
』「
尭
曰
篇
」
の
「
允
に
そ
の
中
を
執
り
て
」
や
、『
中
庸
』
の
「
其

の
両
端
を
執
っ
て
そ
の
中
を
民
に
用
す
」
と
の
例
を
引
用
し
て
、「
尭
・
舜
の
道
は
結
局
は｢

中｣

の
一
字
に
帰
す
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
」
と
言
い
、「
独
り
尭
・
舜
の
教
え
が｢

中｣

の
一
字

で
あ
る
だ
け
で
な
く
周
公
制
礼
の
標
準
も
ま
た｢

中｣

の
一
字
に
あ
っ
た
ら
し
い
。｣(

五)

と
述

べ
、
以
下
に
幾
個
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

 

ま
た
金
谷
氏
は
、「
た
だ
、
中
庸
と
い
う
言
葉
は
、
チ
ュ
ン
ユ
ン
と
発
音
し
て
二
字
と
も
ｎ

ｇ
で
終
わ
る
畳
韻
の
語
で
、
そ
う
い
う
場
合
は
二
字
が
緊
密
に
結
び
つ
い
て
一
つ
の
意
味
を

あ
ら
わ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
「
中
は
過
不
及
の
な
い
こ
と
、
庸
と
は
平
常
の
意

味
」
と
い
っ
て
、
中
と
庸
と
を
ば
ら
ば
ら
に
分
け
て
考
え
る
の
は
誤
り
で
す
。
意
味
の
重
点

は
中
に
あ
っ
て
、
過
不
及
の
な
い
両
端
の
中
が
そ
の
ま
ま
平
常
で
も
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
ほ

ど
良
い
中
ほ
ど
と
い
う
こ
と
で
、
穏
や
か
な
日
常
性
と
い
う
意
味
も
入
っ
て
い
る
と
見
て
宜

し
い
の
で
す
。
」
（
六
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
中
庸
は
、
中
に
重
心
が
あ
り
、
中
と
庸

を
区
別
し
て
考
え
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、
中
を
補
足
的
に
説
明
す
る
の
が
庸
―
平
常
の
意
味

と
述
べ
て
、
宮
崎
説
を
完
全
に
否
定
し
て
い
る
。 

従
っ
て
中
庸
の
語
句
は
、『
論
語
』、『
孟
子
』、『
中
庸
』
等
に
お
い
て
、
中
の
一
字
で
表
現

さ
れ
る
場
合
も
多
く
あ
る
こ
と
を
考
え
て
、
さ
ら
に
は
武
内
氏
や
金
谷
氏
の
主
張
を
参
考
に

す
る
と
、
宮
崎
氏
の
よ
う
に
、「
庸
」
に
も
独
特
の
意
味
が
あ
り
、
中
の
意
味
を
助
け
て
い
る

と
言
う
の
は
、
首
肯
し
難
い
主
張
で
あ
ろ
う
。 
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で
あ
る
。
従
来
の
中
国
哲
学
研
究
者
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
問
題
意
識
と
研
究
視
角
よ
り
、

東
洋
史
学
研
究
者
の
大
家
で
あ
る
宮
崎
氏
な
ら
で
は
の
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
中
庸
思
想
の
構

造
論
的
研
究
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
な
理
解
方
法
に
つ
い
て
、

考
証
学
的
研
究
に
注
視
し
て
い
る
現
今
の
中
庸
思
想
の
研
究
者
に
、
東
洋
史
学
者
の
立
場
か

ら
一
つ
の
問
題
の
提
起
を
し
た
も
の
で
あ
る
。 

宮
崎
氏
の
『
岩
波
講
座

世
界
歴
史
』
の
「
月
報
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
の
小
論
考
は
、

そ
の
後
『
中
国
に
学
ぶ
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
東
洋
史
学
研
究
の
大
家
と
一
般
的
に
認
識

さ
れ
て
い
る
宮
崎
氏
が
、
広
く
日
本
の
一
般
的
読
者
に
も
、
中
国
思
想
の
特
質
性
に
つ
い
て

の
問
題
の
提
起
を
し
て
い
る
以
上
、
こ
の
問
題
は
後
学
の
中
国
思
想
史
研
究
者
に
と
っ
て
は
、

絶
対
に
看
過
で
き
な
い
中
国
思
想
史
上
の
重
要
問
題
な
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
本
稿
で
は
、
中
庸
思
想
研
究
史
の
中
で
特
異
な
地
位
を
占
め
て
い
る
東
洋
史
学
研

究
者
の
大
家
で
あ
る
宮
崎
氏
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
点
を
指

摘
し
て
、
ど
の
様
に
対
の
思
想
を
適
応
・
分
析
す
れ
ば
、
中
国
思
想
の
精
髄
と
言
わ
れ
て
い

る
中
庸
思
想
が
、
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
の
か
、
中
国
の
政
治
思
想
史
の
構
造
論
的
理
解
に

興
味
を
持
つ
筆
者
の
卑
見
を
述
べ
て
、
今
後
の
中
庸
思
想
の
研
究
の
発
展
に
少
し
で
も
寄
与

し
た
い
と
思
う
。
大
方
の
御
叱
正
・
御
批
判
を
乞
い
願
う
次
第
で
あ
る
。 

 

二

「
中
国
思
想
の
特
質
」
の
要
約 

 

宮
崎
氏
が
『
論
語
の
新
研
究
』（
三
）
で
主
張
す
る
中
庸
思
想
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
資
料

的
に
も
研
究
史
か
ら
考
え
て
み
て
も
無
理
が
あ
り
、
金
谷
氏
の
中
庸
説
が
妥
当
と
の
見
解
を
、

既
に
拙
論
に
お
い
て
述
べ
た(

四

。

と
こ
ろ
で
宮
崎
氏
は
、「
中
国
思
想
の
特
質
」
に
お
い
て
、
中
国
思
想
の
特
質
と
し
て
儒
教

の
中
庸
思
想
を
指
摘
し
て
、
中
庸
思
想
の
内
容
に
つ
い
て
、『
論
語
の
新
研
究
』
よ
り
踏
み
こ

ん
で
構
造
論
的
に
展
開
し
て
い
る
。
宮
崎
氏
の
中
庸
の
解
釈
の
批
判
を
し
た
『
論
語
の
新
研

究
』
に
対
す
る
批
判
と
多
少
重
複
す
る
箇
所
も
あ
る
が
、
同
氏
の
主
張
を
要
約
し
て
、
そ
の

疑
問
点
を
挙
げ
て
、
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
結
論
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
今
、
同
氏
の
「
中

国
思
想
の
特
質
」
の
要
約
点
を
述
べ
る
と
、
凡
そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

〔
要
約
〕 

儒
教
思
想
は
、
最
も
中
国
的
な
思
想
で
あ
り
、
儒
教
思
想
の
中
心
思
想
は
、
中
庸
の
学
説

で
あ
る
。
中
庸
と
い
う
思
想
は
、
神
の
道
で
な
く
す
ぐ
れ
て
人
間
的
な
常
識
の
産
物
で
あ
る
。 

中
庸
の
語
は
、
中
と
庸
と
い
う
二
つ
の
シ
ノ
ニ
ム
を
結
合
し
た
連
文
で
あ
る
が
、
庸
に
も

独
特
な
意
義
が
あ
り
、
中
の
思
想
を
助
け
て
い
る
。
普
通
に
は
庸
は
常
な
り
と
訓
読
み
す
る
。 

常
と
は
な
に
か
。
荀
子
に
よ
れ
ば
、
礼
は
古
代
の
帝
王
が
制
定
、
子
孫
人
民
に
永
く
遵
守

す
る
こ
と
を
要
求
し
た
法
則
で
あ
る
。
こ
の
礼
は
、
中
の
点
を
体
現
し
た
所
に
意
義
が
あ
る
。

礼
が
中
を
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
の
は
、
中
を
得
た
行
為
は
永
遠
に
繰
返
し

て
も
決
し
て
支
障
を
来
た
さ
ぬ
事
に
よ
り
証
明
さ
れ
る
。
つ
ま
り
宮
崎
氏
は
、
中
＝
礼
は
、

庸
＝
常
が
あ
っ
て
初
め
て
真
の
中
た
り
う
る
概
念
で
あ
る
と
、
言
う
の
で
あ
る
。 

空
間
的
原
理
で
あ
る
中
は
、
時
間
的
原
理
た
る
庸
に
裏
打
ち
さ
れ
て
、
初
め
て
真
の
中
に

な
る
。
礼
が
中
庸
の
徳
を
有
す
る
と
は
、
中
庸
の
徳
が
自
然
法
則
の
地
位
に
ま
で
高
め
ら
れ

た
こ
と
を
意
味
す
る
。 

昼
夜
の
交
代
、
四
季
の
循
環
の
よ
う
な
自
然
法
則
は
、
永
久
に
繰
返
し
て
も
尽
き
な
い
所

に
中
庸
の
徳
を
具
え
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
が
、
古
代
帝
王
の
定
め
た
礼
も
、
尽
き
る
こ
と

の
な
い
永
遠
性
を
有
す
る
と
見
な
さ
れ
た
か
ら
だ
。 

つ
ま
り
宮
崎
氏
に
よ
る
と
、
中
庸
は
、
中=

礼=

空
間
的
原
理
、
庸=

常=

時
間
的
原
理
の
二

元
論
で
成
立
し
て
い
て
、
中
は
庸
の
助
け
に
よ
り
真
の
中
に
な
る
、
と
言
う
。 

中庸思想研究の課題と展望（一）　―対の思想から考察した宮崎市定氏の中庸思想の構造学説の批評― 61（102）



中
庸
思
想
研
究
の
課
題
と
展
望
（
一
） 

―
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た 

宮
崎
市
定
氏
の
中
庸
思
想
の
構
造
学
説
の
批
評
― 

 

現
在
の
日
本
の
中
庸
思
想
研
究
の
考
証
学
的
研
究
―
テ
キ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ッ
ク
ー
の
域
を
脱

し
た
本
格
的
な
構
造
論
的
研
究
の
始
り
は
、
金
谷
治
氏
の
「
中
と
和
」
を
初
め
と
す
る
一
連

の
論
考
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
く
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
研
究
は
、
宮
崎
市
定
氏
の
「
中
国
思

想
の
特
質
」
の
研
究
で
あ
る
。
宮
崎
氏
の
研
究
は
、
東
洋
史
学
者
の
立
場
か
ら
中
庸
思
想
の

構
造
論
的
研
究
に
つ
い
て
問
題
の
提
起
を
し
た
唯
一
の
意
欲
作
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は

多
く
の
疑
問
点
や
未
解
決
な
課
題
が
存
在
す
る
。
従
っ
て
同
氏
の
「
中
庸
思
想
」
研
究
の
疑

問
点
や
未
解
決
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
重
要
な
研
究
視
角
は
、
中
国
人
の
基
本
的
で
伝

統
的
な
思
惟
方
法
で
あ
る
両
面
思
考
＝
対
の
思
想
を
中
庸
思
想
研
究
へ
全
面
的
に
導
入
し
て
、

同
氏
の
研
究
の
問
題
点
を
分
析
す
る
事
で
あ
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
；
中
庸
思
想

空
間
的
原
理

時
間
的
原
理

礼
制
度

対
の
思
想 

 

一

初
め
に
ー
中
庸
思
想
の
研
究
史
概
観 

 

現
在
の
日
本
で
出
版
さ
れ
て
い
る
『
中
庸
』
研
究
は
、
宇
野
精
一
氏
、
武
内
義
雄
氏
、
赤

塚
忠
氏
、
島
田
虔
次
氏
、
宇
野
哲
人
氏
、
金
谷
治
氏
に
至
る
ま
で
、
中
国
哲
学
研
究
者
に
よ

り
数
多
く
の
書
物
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
最
近
、
市
来
津
由
彦
氏
編
集
に
よ
る
『
中
庸
』

研
究
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
近
代
日
本
の
中
庸
思
想
の
研
究
は
、
宇
野
精
一
氏
の
研 

 

小

倉

正

昭 

  

究
に
始
ま
り
市
来
氏
編
集
の
研
究
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
研
究
蓄
積
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ

ら
の
多
く
は
、
『
中
庸
』
の
成
立
年
代
の
特
定
、
作
者
の
特
定
、
『
中
庸
』
の
文
章
内
容
や
構

成
要
素
の
詳
細
な
研
究
、
事
実
関
係
の
特
定
と
い
う
考
証
学
的
研
究
が
主
流
で
あ
っ
た
。 

ま
た
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
多
く
は
『
中
庸
』
の
解
説
書
・
注
釈
書
・
研
究
史
の
紹
介
で
あ

り
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
な
特
質
に
つ
い
て
、
中
国
哲
学
史
上
や
中
国
思
想
史
上
に
お
い

て
、
近
代
的
な
問
題
提
起
を
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

と
こ
ろ
で
現
在
日
本
の
『
中
庸
』
研
究
は
、
考
証
学
的
研
究
が
主
流
と
い
う
状
況
の
中
に

あ
っ
て
、
中
国
思
想
史
上
に
け
る
歴
史
学
的
意
義
に
興
味
を
持
つ
筆
者
に
と
っ
て
、
魅
力
の

あ
る
中
庸
思
想
の
哲
学
的
、
構
造
論
的
、
歴
史
学
的
意
義
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
管
見
の
限

り
、
中
国
歴
史
学
者
の
第
一
人
者
で
あ
る
宮
崎
市
定
氏
の
「
中
国
思
想
の
特
質
」(

一)

、
さ
ら

に
は
金
谷
治
氏
の
「
中
庸
」(

二)

と
い
う
、
二
つ
の
研
究
論
文
で
あ
る
。 

両
氏
の
論
文
は
、
す
ぐ
れ
て
近
代
的
発
想
を
持
つ
中
庸
思
想
に
つ
い
て
の
構
造
論
的
な
哲

学
研
究
で
あ
り
、
中
庸
思
想
の
歴
史
的
意
義
に
及
ぶ
意
欲
的
な
論
考
で
あ
り
、
大
い
に
学
ぶ

べ
き
内
容
の
深
み
あ
る
研
究
に
な
っ
て
い
る
。 

宮
崎
論
文
は
、
中
国
思
想
の
特
質
は
中
庸
思
想
で
あ
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
中
庸
の
語
句

的
意
味
を
中
心
と
し
た
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
な
内
容
に
つ
い
て
の
論
文
で
あ
る
。
中
は
空

間
的
原
理
で
あ
り
、
庸
は
時
間
的
原
理
で
あ
る
と
、
中
庸
の
語
句
規
定
を
し
て
、
庸
＝
時
間

的
原
理
に
中
＝
空
間
的
原
理
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
、
理
論
的
に
問
題
の
提
起
を
し
た
作
品
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（学術論文） 

History of Study of the Structural Theory of the Doctrine of 

the Mean
―The present stage of study of the “Doctrine of the Mean” examined from a 

perspective of the thought of Dui (3)―

Masaaki OGURA* 

Traditional researchers of the Doctrine of the Mean understood the mean in a structural way that it was the apex of a 

cone or a spatial principle. Such a mode of understanding seems to have been impossible for Chinese intellectuals in 

the period before the modern era to have a clear image and use for actual political fighting. To make use of the 

Doctrine of the Mean, which is said to be an essence of Chinese though, for actual political practice, it is important to 

raise a structural theory which gives a concrete image of it reflected in the shi-taifu (scholar-official) class that 

practiced actual political fighting in the period prior to the Chinese modern era. The structural theory of the Doctrine 

of the Mean cannot be applied unless the internal structure of the Doctrine of the Mean is revealed chemically or 

mechanically in the either case of chu (middle) equal rei (etiquette) equal wa (harmony) or chu (middle) equal ken

(authority) equal jichu (a condition when something is happening) in terms of a mutual relation of the Doctrine of the 

Mean with both ends of a spectrum and chu (middle), which has a relation that is neither too close nor too remote. 

The structural theory of the Doctrine of the Mean must be clarified with concrete terms as issues of political thought 

by an examination that introduced the thought of Dui, which is a traditional, basic thought of Chinese people.

Key words: Doctrine of the Mean, structural theory, apex of a cone, thought of Dui, chu equal rei, chu equal ken

 

* Department of General Education (Humanities and Social Sciences) 

（Original Article）

中庸思想の構造論研究史の考察　―対の思想から考察した中庸思想研究の現段階（三）― 63（100）



―
」
（
八
二
〇
〇
九
年
七
月
三
一
日
） 

（
九
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

一
八
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

参
照
） 

（
一
〇
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

一
八
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

参
照
） 

（
一
一
）『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

七
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
） 

（
一
二
）『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

三
五
一
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
） 

（
一
三
）
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
研
究
ー
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
庸
思
想
研
究 

史
の
現
段
階
（
二
）」（
『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
七
巻

二
〇
一 

三
年

参
照
） 

（
一
四
）『
中
庸
』（
宇
野
哲
人
全
訳
注

四
四
頁

講
談
社
学
術
文
庫

一
九
八
三
年
参
照
） 

（
一
五
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

一
五
〇
頁

岩
波
文
庫
一
九
九
八
年
参
照
） 

（
一
六
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』
（
金
谷
治

第
四
章

中
庸

一
四
〇
頁
ー
一
四
三
頁

 

中
公
新
書
一
一
二
〇

一
九
九
三
年

参
照
） 

（
一
七
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

八
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

参
照
） 

（
一
八
）
拙
稿
「
中
庸
の
定
義
と
其
の
政
治
思
想
的
意
義
ー
「
中
庸
思
想
」
研
究
史
の
現
状 

と
課
題
（
一
）」（
『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
七
巻

二
〇
一
三
年 

参
照
）。 

（
一
九
）
拙
稿
「
対
の
思
想
か
ら
見
た
中
庸
思
想
研
究
ー
「
中
庸
思
想
」
研
究
史
の
現
状
と 

課
題
（
二
）」（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
七
巻

二
〇
一
三
年

参 

照
）。 

（
二
〇
）『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

三
五
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
八
年

参
照
） 

（
二
一
『
大
学
・
中
庸
』
金
谷
治
訳
注

一
四
八
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

参
照
） 

（
二
二
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』
金
谷
治

第
四
章

一
三
六
頁
ー
一
三
七
頁

中
公
新 

書

一
九
九
三
年

参
照
） 

（
二
三
）
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
研
究
ー
対
の
思
想
か
ら
中
庸
思
想
研
究
の
現
段
階
」 

（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
七
巻

二
〇
一
四
年

参
照
） 

（
二
四
）

拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
の
歴
史
的
展
開
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の 

生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
五
）
ー
」（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校 

紀
要
』
第
四
五
巻

二
〇
一
一
年

参
照
） 

 

（
受
付
日
二
〇
一
三
年

九
月

九
日
）

（
受
理
日
二
〇
一
四
年

一
月

九
日
）
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従
っ
て
中
国
歴
史
学
者
の
第
一
人
者
で
あ
る
宮
崎
市
定
氏
の
「
中
国
思
想
の
特
質
」
、
さ
ら

に
は
金
谷
治
氏
の
「
中
庸
」
と
い
う
二
つ
の
研
究
論
文
が
、
と
り
わ
け
中
庸
思
想
の
構
造
論

的
研
究
で
は
、
現
在
の
所
、
最
高
レ
ベ
ル
の
研
究
内
容
に
成
っ
て
い
る
。

 

両
氏
の
論
文
は
、
す
ぐ
れ
て
近
代
的
発
想
を
持
つ
中
庸
思
想
に
つ
い
て
の
構
造
論
的
な
哲

学
研
究
で
あ
り
、
中
庸
思
想
の
歴
史
的
意
義
に
及
ぶ
意
欲
的
な
論
考
で
あ
り
、
大
い
に
学
ぶ

べ
き
内
容
の
あ
る
研
究
に
な
っ
て
い
る
。 

宮
崎
論
文
は
、
中
は
空
間
的
原
理
で
あ
り
、
庸
と
は
時
間
的
原
理
で
あ
る
と
し
て
、
と
り

わ
け
庸
の
時
間
的
原
理
を
詳
述
し
て
お
り
、
中
に
つ
い
て
は
礼
制
度
の
内
容
を
詳
述
し
て
い

る
論
考
で
あ
る
。
と
り
わ
け
中
庸
の
語
句
的
意
味
を
中
心
と
し
た
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
内

容
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
中
庸
思
想
研
究
史
に
存
在
し
な
い
斬
新
な
研
究
で
あ
り
、
中
国

哲
学
研
究
上
に
お
い
て
の
最
初
の
哲
学
的
論
文
で
あ
る
。 

こ
れ
に
反
し
て
金
谷
氏
の
論
文
は
、
宮
崎
氏
の
主
張
す
る
中
庸
思
想
の
言
葉
上
の
構
造
的

理
解
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
、
中
庸
思
想
の
内
面
的
な
構
造
論
と
い
う
核
心
的
な
問
題
に

迫
る
実
証
主
義
的
研
究
の
立
場
よ
り
の
論
考
で
あ
る
。
豊
富
な
資
料
を
基
礎
に
し
た
中
庸
思

想
の
構
造
論
的
な
理
解
方
法
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
平
易
に
詳
述
し
て
お
り
、
現
今
の
中
庸

思
想
の
研
究
者
に
一
つ
の
問
題
の
提
起
を
し
た
も
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
楽
の
和
や
礼
の
別
異
に
つ
い
て
の
具
体
的
資
料
を
提
示
し
て
、
中
庸
思
想
の
調
和

論
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
り
、
更
に
は
個
人
と
全
体
と
い
う
現
代
的
な
問
題
に
つ

い
て
の
歴
史
的
意
義
に
も
言
及
し
た
意
欲
作
品
で
あ
る
。 

中
庸
思
想
の
構
造
論
を
考
察
し
た
論
考
は
、
日
本
で
は
宮
崎
氏
と
金
谷
氏
の
論
考
以
外
に

存
在
し
な
い
、
ま
た
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
の
相
関
性
を
追
求
し
た
論
考
は
金
谷
氏
以
外
に

存
在
し
な
い
。
従
っ
て
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
問
題
点
が
何
処
に
存
在
す
る
の
か
を
一
層
詳

細
に
検
討
す
る
た
め
に
は
、
宮
崎
氏
と
金
谷
氏
の
論
考
を
詳
細
に
検
討
し
て
、
そ
の
問
題
点

を
分
析
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

従
っ
て
以
後
の
続
稿
で
は
、
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
中
庸
思
想
の
構
造
論
を
追
求
し
た
中
国

史
学
と
中
国
哲
学
の
研
究
者
あ
る
宮
崎
氏
と
金
谷
氏
と
い
う
両
氏
の
中
庸
思
想
に
つ
い
て

の
疑
問
点
を
指
摘
し
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
論
を
提
起
す
れ
ば
、
中
国
思
想
の
精
髄
と
言
わ

れ
て
い
る
中
庸
思
想
が
、
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
の
か
、
中
国
の
政
治
思
想
史
の
構
造
論
的

理
解
に
興
味
を
持
つ
筆
者
の
卑
見
を
述
べ
て
、
今
後
の
中
庸
思
想
研
究
の
発
展
に
少
し
で
も

寄
与
し
た
い
と
思
う
。
大
方
の
御
叱
正
・
御
批
判
を
乞
い
願
う
次
第
で
あ
る
。 

（
二
〇
一
三
年
八
月
三
〇
日

稿
了
） 

注 （
一
）
金
谷
治
「
中
と
和
」（『
文
化
』
十
五
巻
四
号

一
九
五
〇
年

参
照
） 

（
二
）
金
谷
治
「
中
庸
に
つ
い
て
ー
そ
の
倫
理
と
し
て
の
性
格
」（『
東
北
大
学
文
学
部
研
究 

年
報
』
第
四
号

一
九
五
五
年

参
照
） 

（
三
）
赤
塚
忠
『
大
学
・
中
庸
』（
赤
塚
忠

新
釈
漢
文
大
系

第
二
巻

明
治
書
院

昭 

和
四
二
年
初
版

平
成
六
年

三
五
版

参
照
） 

（
四
）『
大
学
・
中
庸
』（
島
田
虔
次
訳
注

中
国
古
典
選
四

朝
日
新
聞
社

一
九
六
七 

年
、
朝
日
文
庫

上
・
下

一
九
七
八
年

参
照
） 

（
五
）「
中
国
思
想
の
特
質
」（
宮
崎
市
定

『
岩
波
講
座

世
界
歴
史
』

第
四
巻

月 

報
一
三

一
九
七
〇
年

五
月

参
照
） 

（
六
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治

第
四
章

中
庸

中
公
新
書
一
一
二
〇

一 

九
九
三
年

参
照
） 

（
七
）
杜
勤
「
「
中
」
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
一
考
察

宇
宙
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
（
七

『
大
阪
大
学
言
語
文
化
学
五
』

一
三
五
―
一
四
八

一
九
九
六
年
）
、 

（
八
）
真
儒
協
会
会
長

高
根
秀
人
年
・
個
人
ブ
ロ
グ
【
儒
灯
】
・
「
美
の
思
想
二
―
中
庸
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従
っ
て
こ
の
二
つ
の
中
庸
思
想
の
対
の
思
想
の
原
理
論
の
存
在
の
指
摘
を
考
慮
に
お
い

て
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
を
解
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
両
端
を
否
定
し
て
中
央
に
求
心
化
し

い
く
中
和
の
中
庸
思
想
の
構
造
性
と
は
、
一
体
、
如
何
な
る
具
体
的
内
容
を
し
て
い
る
の
か
、

逆
に
中
央
を
否
定
し
て
両
端
に
遠
心
化
し
て
行
く
中
権
の
中
庸
思
想
の
構
造
性
と
は
、
一
体
、

如
何
な
る
具
体
的
内
容
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
各
々
の
具
体
的
構
造
性
を
解
明

す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
相
異
な
る
方
向
性
を
持
つ
中
庸
思
想
の
両
者
に
つ
い
て
、

全
く
別
個
に
区
別
し
て
探
求
し
て
行
く
こ
と
、
つ
ま
り
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
思
考
で

あ
る
対
の
思
想
＝
両
面
思
考
を
考
慮
し
て
考
察
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
言
う
事
で
あ
る
。 

 

結
語
と
展
望 

 

一
ー
本
稿
の
結
語 

中
国
思
想
の
精
髄
と
言
わ
れ
る
中
庸
思
想
を
現
実
の
政
治
実
践
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、

是
非
と
も
具
体
的
に
政
治
実
践
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
る
構
造
論
的
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
従

っ
て
金
谷
氏
の
述
べ
る
様
な
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
が
中
庸
で
あ
る
と
、
図
形
論
的
に
立

体
的
に
理
解
す
る
事
や
、
直
線
状
の
幅
の
あ
る
程
よ
い
真
ん
中
と
理
解
す
る
の
も
不
可
で
あ

る
。
宮
崎
氏
・
島
田
氏
・
杜
勤
氏
の
言
う
様
に
空
間
的
原
理
で
あ
る
と
理
解
す
る
に
し
て
も
、

そ
の
主
張
は
具
体
性
と
現
実
性
を
欠
い
て
お
り
、
不
可
で
あ
る
。
高
根
氏
の
様
に
直
線
状
の

重
さ
の
程
度
を
計
測
す
る
天
秤
の
分
銅
の
動
き
が
中
庸
で
あ
る
と
す
る
力
学
的
理
解
が
、
最

も
中
庸
の
深
意
に
近
い
よ
う
で
あ
る
が
、
中
和
の
中
庸
と
動
的
概
念
で
あ
る
中
庸
と
の
相
違

を
区
別
せ
ず
に
、
混
乱
し
て
い
て
、
こ
れ
も
不
可
で
あ
る
。 

つ
ま
り
中
庸
思
想
の
構
造
論
は
、
中
庸
思
想
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
両
極
端
と
中
と

の
相
互
関
係
に
つ
い
て
、
未
発
の
中
＝
和
の
場
合
も
執
中
有
中
＝
時
中
の
場
合
も
、
化
学

的
・
力
学
的
に
中
庸
思
想
の
内
面
的
構
造
論
を
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
、
中
庸
思
想
を
政
治

実
践
に
応
用
で
き
な
い
。
以
上
の
様
な
諸
氏
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
理
解
の
方
法
で
は
、

前
近
代
の
中
国
知
識
人
は
現
実
の
政
治
実
践
に
お
い
て
、
ど
れ
程
の
人
物
が
具
体
的
な
イ
メ

ー
ジ
を
具
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
甚
だ
疑
問
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
し
、
中
庸
思
想

を
政
治
に
応
用
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
現
在
の
日
本
に
お
け
る

中
庸
思
想
研
究
史
に
お
い
て
は
、
中
庸
思
想
の
具
体
的
な
構
造
論
的
内
容
の
理
解
が
未
だ
曖

昧
で
未
熟
で
あ
り
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
内
容
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
、
と
結
論
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

金
谷
氏
は
、
中
庸
は
構
造
論
的
原
理
、
島
田
氏
・
宮
崎
氏
・
杜
氏
は
、
中
庸
は
空
間
的
原

理
と
主
張
し
て
い
る
が
、
で
は
何
故
に
中
庸
思
想
は
、
構
造
論
的
原
理
や
空
間
的
原
理
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
様
な
重
要
問
題
は
、
中
国
人
の
基
本
的
特
色
で
あ
る
対
の
思
想
を
導
入

し
た
考
察
に
よ
り
、
政
治
思
想
史
上
の
問
題
と
し
て
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
と
実
現
方
法
論

を
具
体
的
に
解
明
し
て
導
き
出
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
な
の
で
あ
る
。 

二
ー
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
研
究
の
た
め
の
今
後
の
課
題 

最
後
に
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
研
究
の
た
め
の
予
備
的
作
業
と
し
て
、
是
非
と
も
事
前
に

検
討
し
て
解
決
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。 

中
庸
の
構
造
論
的
研
究
は
、
既
に
本
稿
で
紹
介
し
た
様
に
、
現
在
ま
で
所
、
金
谷
氏
の
「
中

と
和
」
・「
中
庸
に
つ
い
て
ー
そ
の
倫
理
と
し
て
の
性
格
」
、
赤
塚
氏
・
島
田
氏
の
『
中
庸
』

の
解
説
、
宮
崎
氏
の
「
中
国
思
想
の
特
質
」、
金
谷
氏
の
「
中
庸
」、
杜
勤
氏
の
「
「
中
」
の

シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
一
考
察
」
、
高
根
秀
人
年
・
個
人
ブ
ロ
グ
【
儒
灯
】
・
「
美
の
思

想
二
―
中
庸
―
」
の
合
計
六
氏
の
論
考
・
論
文
の
み
で
あ
る
。

こ
の
中
で
杜
氏
の
論
考
は
、
島
田
氏
・
宮
崎
氏
の
論
考
に
包
摂
さ
れ
る
主
張
で
あ
り
、
赤

塚
氏
・
高
根
氏
の
論
考
は
、
金
谷
氏
の
構
造
論
的
研
究
範
囲
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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し
か
し
中
庸
の
深
意
は
、
「
状
況
・
変
化
に
対
応
し
た
動
的
な

バ
ラ
ン
ス
〔

：

均
衡
〕
」
と
規
定
し
て
、
動
的
概
念
＝
動
的
バ
ラ
ン
ス
論
＝
両
端
の
中
で
の
動
的
均
衡
論
と

し
て
力
学
的
に
説
明
し
た
所
に
、
従
来
の
中
庸
思
想
研
究
者
が
指
摘
し
て
い
な
い
新
知
見
が

あ
る
の
で
あ
る
。
政
治
力
学
的
に
中
庸
思
想
を
実
践
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
は
大
い
に
評
価

す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
高
根
氏
の
問
題
点
は
、
中
庸
の
「
動
的
概
念
」
を
資
料
的
に
実
証
し

て
い
な
い
点
に
あ
り
、
こ
れ
を
具
体
的
に
論
証
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。 

最
後
に
な
る
が
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
解
明
へ
の
問
題
の
提
起
を
し
た
い
。
金
谷
氏
の

提
起
し
た
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
理
解
方
法
で
は
、
「
中
庸
と
は
、
三
角
形
の
頂
点
、
円
錐

形
の
頂
点
」
と
思
い
な
が
ら
、
中
庸
思
想
を
現
実
の
政
治
活
動
に
活
用
す
る
事
は
、
到
底
、

で
き
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
金
谷
説
で
は
、
前
近
代
の
中
国
士
大
夫
の
政
治

実
践
に
は
活
用
で
き
な
い
性
質
の
物
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
体
、
ど
の
様
な
方
法
で
中
庸
思

想
の
構
造
論
性
を
解
明
す
れ
ば
、
最
も
実
り
あ
る
成
果
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

そ
こ
で
、
こ
こ
に
お
い
て
は
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
解
明
の
本
論
に
入
る
前
提
と
し
て
、

中
庸
思
想
の
構
造
論
解
明
の
た
め
の
方
法
論
に
つ
い
て
、
問
題
の
提
起
を
し
て
お
き
た
い
。 

既
に
拙
稿
に
お
い
て
、
「
中
庸
に
は
、
未
発
の
中
＝
礼
制
度
＝
和
と
已
発
の
中
＝
執
中
有

権
＝
時
中
の
二
つ
の
異
な
る
概
念
が
存
在
す
る
事
に
な
る
。
体
用
の
論
理
で
展
開
し
て
言
う

と
、
本
体
に
も
未
発
の
中
＝
礼
制
度
と
已
発
の
中
＝
執
中
有
権
の
中
が
あ
り
、
作
用
に
も
和

と
時
中
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
の
で
あ
る
。
前
者
の
中
＝
和
は
両
極
端
の
否
定
で
あ
り
、
後

者
の
執
中
有
権
＝
時
中
は
両
極
端
の
肯
定
で
あ
る
。
中
庸
は
同
じ
く
不
偏
不
倚
と
言
っ
て
も
、

こ
の
不
偏
不
倚
の
中
庸
に
は
、
両
極
端
の
否
定
と
肯
定
と
い
う
、
全
く
二
つ
の
相
異
な
る
対

の
思
想
の
概
念
が
存
在
す
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
両
極
端
を
否
定
し
た
中
庸
＝
礼
制
（
本

体
）
の
作
用
は
和
＝
調
和
で
あ
り
、
両
極
端
を
肯
定
し
た
中
庸
＝
執
中
有
権
（
本
体
）
の
作

用
は
時
中
で
あ
る
。」（
二
三
）
と
述
べ
て
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
解
明
の
た
め
に
、
そ
の
一

つ
の
方
法
論
の
ヒ
ン
ト
を
提
起
し
た
。 

つ
ま
り
中
庸
思
想
に
は
、
「
中
庸
の
本
体
と
作
用
に
は
、
未
発
の
中
＝
和
と
、
執
中
有
権

の
中
＝
時
中
の
二
つ
の
相
い
異
な
る
概
念
が
存
在
す
る
事
に
な
る
。
つ
ま
り
中
庸
思
想
に
は
、

中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
＝
両
面
思
考
が
働
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。」（
二
三
）
と
、
中
和
の
中
庸
と
執
中
有
権
の
中
庸
と
い
う
相
異
な
る
二
つ
の

中
庸
思
想
が
存
在
す
る
事
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
既
に
上
梓
し
た
拙
稿
に
於
い
て
、
「
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
に
は
、
両
端
よ
り
中
央

へ
の
求
心
性
と
、
中
央
か
ら
両
端
へ
の
遠
心
性
と
い
う
、
互
い
に
相
異
な
る
二
つ
の
政
治
力

学
的
ベ
ク
ト
ル
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
心
に
銘
記
し
て
お
く
必
要
性
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
中
庸
思
想
は
、
こ
れ
を
政
治
権
力
構
造
論
に
展
開
す
る
と
、
楊
朱
の
個
人
主
義
＝

家
族
制
度
＝
私
権
力
と
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
＝
国
家
社
会
＝
公
権
力
と
が
、
両
極
端
か
ら
中

央
へ
の
求
心
性
＝
公
私
の
融
合
性
と
、
中
央
か
ら
両
極
端
へ
の
遠
心
性
＝
公
と
私
の
両
極
端

へ
の
分
裂
的
存
在
と
い
う
、
権
力
構
造
性
の
相
違
を
持
ち
な
が
ら
、
公
私
の
両
権
力
を
五
分

五
分
に
存
在
さ
せ
て
均
衡
あ
る
二
重
権
力
支
配
構
造
の
実
現
と
維
持
を
目
的
と
し
て
い
た

の
で
あ
る
。」（
二
四
）
と
述
べ
て
、
両
端
を
否
定
し
て
中
央
に
求
心
化
し
て
行
く
中
和
の
中

庸
と
、
子
莫
の
中
間
主
義
と
い
う
真
ん
中
論
を
否
定
し
て
両
極
端
を
肯
定
し
て
、
そ
れ
に
遠

心
化
し
て
行
く
執
中
＝
権
の
中
庸
思
想
と
い
う
、
全
く
相
異
な
る
凡
そ
逆
方
向
の
政
治
ベ
ク

ト
ル
が
存
在
し
て
い
る
事
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
中
庸
思
想
は
、
全
く
相
反
す
る
凡
そ
逆
の

方
向
性
を
持
つ
構
造
性
を
具
有
し
て
い
る
政
治
思
想
な
の
で
あ
る
、
と
言
う
事
で
あ
る
。 

両
端
を
否
定
し
た
中
和
の
中
庸
思
想
は
、
い
わ
ば
方
円
形
の
真
ん
中
、
つ
ま
り
中
心
に
求

心
化
す
る
政
治
思
想
で
あ
り
、
逆
に
方
円
形
の
中
央
を
否
定
し
て
両
端
に
目
が
行
く
執
中
有

権
の
中
庸
思
想
は
、
い
わ
ば
楕
円
形
の
遠
隔
地
の
二
つ
の
中
心
点
が
中
庸
思
想
の
真
ん
中
で

あ
り
、
こ
の
両
端
と
い
う
二
つ
の
中
心
に
遠
心
化
し
よ
う
と
す
る
政
治
思
想
な
の
で
あ
る
。 
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し
か
し
金
谷
氏
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
追
求
と
展
開
に
つ
い
て
は
、
傾
聴
す
る
点
が
非

常
に
多
く
存
在
し
て
い
る
の
で
、
金
谷
氏
の
中
庸
思
想
の
理
解
に
つ
い
て
の
方
法
論
的
欠
点

に
つ
い
て
は
、
金
谷
氏
の
中
庸
思
想
の
理
解
方
法
の
批
評
の
別
稿
の
専
論
に
お
い
て
、
詳
細

に
論
証
す
る
事
に
す
る
。 

高
根
秀
人
年
氏
は
、
「
中
庸
の
徳
と
い
い
ま
す
の
は
、
過
・
不
足

の
両
極
端
を
廃
し
て

“
ホ
ド
〔
程
〕
”
よ
く

あ
ん
ば
い
〔
塩
梅
〕
す
る
、

“
中
和
”
す
る
こ
と
で
す
。
中
庸
を

美
の
学
と
し
て
、
西
洋
的
に
表
現
し
ま
す
と
、
バ
ラ
ン
ス
〔

〕
”
の
概
念
が
一

番
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
こ
の
中
庸
は
、
と
も
す
る
と

単
純
・
浅
薄

に
、
中
央
・
平
均
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
。
・
・
・
中
庸
に
は
、
も
っ
と
深
意
が
あ
り
ま
す
。

中
庸
を
理
解
す
る
た
め
に
、
例
と
し
て
“
棒
ば
か
り
〔
秤
〕
”
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
ょ

う
。
・
・
・
こ
の
皿
に
、
例
え
ば

魚
を
の
せ
ま
す
。
反
対
の
端
に
は
、
お
も
り
（
分
銅
）

を
引
っ
掛
け
ま
す
。
は
か
る
モ
ノ
は
、
重
さ
が
異
な
り
ま
す
の
で

お
も
り
の
（
重
さ
で
は

な
く
）
位
置
を
調
節
し
て
、
棒
の
水
平
を
実
現
し
ま
す
。
そ
の
水
平
に
な
っ
た
時
、
棒
の
目

盛
り
を
読
む
と
重
さ
が
わ
か
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
こ
の

お
も
り
（
の
動
き
）
に
あ
た

る
も
の
が
、
中
庸
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
は
か
る
モ
ノ
（
＝
状
況
、

価
値
基
準
な
ど
）
が
変
化
す
れ
ば

中
庸

は
動
き
ま
す
。
中
庸
の
深
意
は
、
こ
の
動
的
概
念

に
あ
り
ま
す
。
・
・
・
中
庸
の
美
を
、
私
な
り
に
定
義
す
る
と
、
「
状
況
・
変
化
に
対
応
し

た
動
的
な

バ
ラ
ン
ス
〔

：
均
衡
〕
」

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
中
庸
の

考
え
方
は
、
全
陰
と
全
陽
を
そ
の
両
端
と
考
え
、
陰
陽
の
動
的
バ
ラ
ン
ス
の
中
に
あ
る
べ
き

姿

（
美
）

が
あ
る
と
す
る
も
の
で
・
・
・
」
（
八
）
と
述
べ
て
い
る
。

高
根
氏
は
、
資
料
の
出
典
を
明
記
し
て
お
ら
ず
、
中
国
哲
学
の
研
究
者
で
は
な
い
の
で
、

恐
ら
く
は
金
谷
氏
の
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』
の
「
中
庸
」
を
読
ん
で
、
自
分
な
り
に
解
釈

し
て
の
主
張
で
あ
る
と
思
う
。

中
庸
思
想
を
、
両
端
を
否
定
し
た
中
和
論
と
両
端
を
肯
定
し
た
バ
ラ
ン
ス
論
の
両
者
を
区

別
し
て
い
な
く
、
中
和
論
を
バ
ラ
ン
ス
論
に
吸
収
し
て
し
ま
い
、
ま
た
中
和
論
と
バ
ラ
ン
ス

論
を
各
々
論
証
し
て
い
な
い
欠
点
が
あ
り
、
中
和
論
と
バ
ラ
ン
ス
論
が
ど
の
様
な
関
係
に
あ

る
の
か
を
説
明
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
中
庸
と
は
、
単
純
な
中
央
・
平
均
を
意
味
す
る
の

で
は
な
く
、
計
る
物
の
変
化
に
応
じ
て
直
線
状
に
て
左
右
に
動
い
て
、
重
さ
の
水
平
バ
ラ
ン

ス
を
執
る
分
銅
＝
「
動
的
概
念
」
が
中
庸
だ
と
言
う
。
結
局
的
に
は
「
融
通
性
の
あ
る
の
が

中
庸
の
中
」
と
の
金
谷
説
と
同
一
の
結
論
に
帰
結
す
る
の
で
あ
る
。

同
氏
の
主
張
は
、
孟
子
の
子
莫
批
判
を
引
用
し
て
「
権
あ
る
中
」
を
直
線
状
の
水
平
バ
ラ

ン
ス
を
執
る
分
銅
的
役
割
を
持
つ
の
が
、
中
と
解
釈
し
た
金
谷
説
と
同
様
の
考
え
方
に
よ
く

似
て
い
る
所
に
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
金
谷
氏
の
説
明
す
る
「
権
」
の
あ
る
中
と
は
、 

「
融
通
性
と
い
う
意
味
は
「
権
」
い
う
言
葉
で
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
権
」
と
い
う
の

は
秤
の
分
銅
で
す
。
横
に
し
た
棒
の
片
方
に
量
ろ
う
と
す
る
物
を
ぶ
ら
下
げ
、
棒
の
真
ん
中

で
吊
り
上
げ
て
反
対
の
片
方
に
分
銅
を
つ
け
ま
す
。
量
る
物
が
重
け
れ
ば
分
銅
を
端
の
方
に

遠
ざ
け
、
軽
け
れ
ば
分
銅
を
真
ん
中
へ
寄
せ
て
、
天
秤
の
つ
り
合
い
を
と
り
ま
す
。
重
さ
に

応
じ
て
分
銅
は
左
右
に
動
く
わ
け
で
、
そ
こ
で
分
銅
と
い
う
こ
と
で
融
通
性
を
あ
ら
わ
し
た

の
で
す
。
孟
子
の
い
う
「
権
」
の
あ
る
中
と
は
、
真
ん
中
の
一
点
を
き
っ
ち
り
と
守
る
固
定

的
な
窮
屈
な
も
の
で
は
な
く
て
、
お
よ
そ
の
中
ほ
ど
と
し
て
、
は
ば
の
あ
る
あ
る
融
通
性
を

も
っ
た
中
な
の
で
す
。」（
二
二
）
と
言
う
よ
う
に
、
権
＝
分
銅
の
動
き
を
中
庸
だ
と
言
う
の

で
は
な
い
。
中
と
は
、
天
秤
ば
か
り
の
重
さ
を
計
る
分
銅
＝
権
を
持
っ
た
中
の
動
き
の
様
に
、

融
通
性
の
あ
る
の
が
、
中
庸
の
中
の
概
念
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。 

金
谷
氏
は
、
権
＝
分
銅
＝
融
通
性
を
持
つ
の
が
中
庸
の
中
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
高

根
氏
は
、
権
＝
分
銅
＝
動
的
概
念
＝
中
庸
と
理
解
し
て
い
て
、
金
谷
説
と
は
理
解
方
法
が
す

こ
し
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
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無
権
、
猶
執
一
也
」
ー
筆
者
注
）
わ
し
が
た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け
を
固
執
し
て
融
通
の
き
か

な
い
の
を
に
く
み
き
ら
う
の
は
、
正
し
い
中
庸
の
道
を
そ
こ
ね
る
か
ら
だ
。
そ
れ
で
は
た
だ

一
つ
の
立
場
だ
け
を
主
張
し
て
、
他
の
多
く
の
立
場
の
長
所
（
百
事
ー
筆
者
注
）
を
捨
て
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。」（
二
〇
）。 

両
端
を
肯
定
し
た
場
合
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
に
つ
い
て
、
孟
子
は
、
楊
朱
の
個
人
主
義

と
墨
翟
の
博
愛
主
義
の
長
所
を
肯
定
し
て
、
子
莫
の
楊
子
と
墨
子
の
直
線
的
な
中
間
を
執
る

様
な
一
極
点
の
執
中
に
拘
ら
ず
に
、
臨
機
応
変
に
墨
子
の
博
愛
主
義
と
楊
子
の
個
人
主
義
の

長
所
を
完
全
に
一
〇
〇
％
活
か
し
て
、
そ
の
真
ん
中
を
執
れ
、
そ
れ
が
儒
教
の
中
庸
な
の
だ
。

そ
う
し
な
い
と
、
楊
子
の
為
我
主
義
と
墨
子
の
兼
愛
説
の
全
て
の
物
の
長
所
を
放
棄
す
る
事

に
な
る
、
と
批
判
し
て
い
る
。
金
谷
氏
の
構
造
論
の
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
が
中
庸
と
す

れ
ば
、
執
中
有
権
の
中
は
両
端
か
ら
浮
き
上
が
っ
て
い
る
以
上
、
孟
子
の
言
う
様
な
臨
機
応

変
に
両
端
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
生
か
し
た
中
庸
思
想
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
で
金
谷
氏
の
両
端
を
肯
定
し
た
中
庸
思
想
の
構
造
論
で
あ
る
三
角
形
や
円
錐
形

の
頂
点
説
は
、
ど
の
様
に
円
錐
形
の
足
場
を
動
か
し
て
も
、
頂
点
は
一
定
不
変
で
固
定
的
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
孟
子
が
子
莫
を
批
判
し
た
「
執
中
無
権
、
猶
執
一
也
」
の
一
極
点
と
同
じ

で
、
臨
機
応
変
性
や
融
通
性
の
あ
る
中
庸
思
想
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

だ
か
ら
孟
子
の
子
莫
批
判
＝
両
端
を
肯
定
し
た
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
主
張
か
ら
考
え

て
み
て
、
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
が
中
庸
と
い
う
様
な
構
造
論
的
な
理
解
方
法
で
は
、
前

近
代
の
中
国
知
識
人
達
に
は
、
中
庸
思
想
を
実
践
す
る
上
に
お
い
て
、
一
体
、
ど
の
様
に
人

民
に
応
用
し
て
行
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
見
当
が
付
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
中
庸
思
想
を

政
治
実
践
に
生
か
す
た
め
に
は
、
金
谷
氏
が
述
べ
る
様
な
形
式
論
議
的
な
構
造
論
で
は
な
く
、

中
庸
思
想
の
構
造
論
を
政
治
力
学
的
に
把
握
す
る
必
要
性
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

一
方
で
金
谷
氏
は
、
中
庸
思
想
の
語
義
の
規
定
に
お
い
て
、「
融
通
性
の
あ
る
幅
の
あ
る

真
ん
中
」
と
も
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
語
義
の
規
定
の
学
説
は
誤
り
で
あ
り
、
中
庸
思
想
の

中
と
は
、
両
極
端
の
真
の
真
ん
中
で
あ
り
、
曖
昧
で
い
い
加
減
な
中
で
な
い
こ
と
は
既
に
述

べ
た
。
し
か
し
な
が
ら
金
谷
説
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
中
庸
の
中
と
は
、
五
を
中
心
と
し
た

直
線
状
の
四
で
も
よ
い
し
、
六
で
も
よ
い
と
言
う
様
な
融
通
性
の
あ
る
中
庸
の
中
の
語
義
規

定
と
、
中
庸
の
構
造
論
に
お
い
て
の
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
＝
固
定
的
な
一
点
が
中
庸 

の
中
と
す
る
学
説
と
は
相
矛
盾
す
る
で
あ
ろ
う
。 

三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
は
、
ど
の
様
に
図
形
を
動
か
し
て
も
、
動
き
が
変
化
す
る
も
の

で
な
い
以
上
、
融
通
性
や
幅
の
あ
る
構
造
体
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
金
谷
氏
の
中
庸
の
語
義

の
規
定
と
、
そ
の
構
造
論
の
主
張
は
自
己
矛
盾
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

金
谷
氏
は
、
中
庸
の
説
明
と
し
て
、
「
三

時
に
中
す
ー
そ
の
時
そ
の
場
の
状
態
に
応
じ

て
中
庸
を
守
る
、
朱
子
い
う
、
中
は
定
ま
っ
た
体
（
か
た
ち
）
が
な
く
、
時
に
従
っ
た
あ
り

方
を
す
る
と
。
『
孟
子
』
万
章
下
篇
で
孔
子
の
こ
と
を
「
聖
の
時
な
る
者
」
と
す
る
の
も
同

意
。」（
二
一
）
と
引
用
し
て
、
中
と
は
定
体
＝
定
ま
っ
た
形
が
な
い
も
の
で
あ
る
と
、
朱
子

の
中
庸
の
内
実
を
紹
介
し
て
、
時
中
を
「
そ
の
時
そ
の
場
の
状
態
に
応
じ
て
中
庸
を
守
る
」

と
理
解
し
て
い
る
。 

朱
子
の
説
明
で
は
、
中
庸
に
は
定
体
が
無
い
筈
な
の
に
、
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
が
中

で
あ
る
と
形
式
化
し
て
図
形
化
・
立
体
化
す
る
金
谷
説
は
、
自
己
の
中
庸
の
語
句
説
明
や
朱

子
の
説
明
と
相
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

従
っ
て
以
上
の
理
由
か
ら
考
え
て
も
、
中
庸
思
想
を
政
治
実
践
に
応
用
す
る
た
め
に
は
、

中
庸
思
想
の
構
造
論
は
、
金
谷
氏
の
述
べ
る
三
角
形
や
円
錐
形
と
言
う
様
な
図
形
的
・
立
体

的
に
構
造
論
を
理
解
す
る
の
で
は
不
可
能
な
の
で
あ
り
、
政
治
力
学
的
に
理
解
し
て
把
握
す

る
必
要
性
が
存
在
す
る
。
従
っ
て
改
め
て
両
端
を
肯
定
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
中
庸
思
想

の
構
造
論
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
性
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。 
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以
上
の
様
に
金
谷
氏
の
中
庸
の
図
形
的
な
構
造
論
提
起
の
前
提
に
な
っ
た
三
点
は
、
全
て

資
料
の
解
釈
に
お
い
て
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
金
谷
氏
の
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂

点
が
中
で
あ
る
と
言
う
立
論
は
成
立
し
な
い
。
そ
の
事
は
、
暫
く
置
い
て
、
金
谷
氏
の
構
造

論
の
問
題
点
は
、
以
下
の
様
に
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

結
論
―
金
谷
氏
は
、「
右
で
も
な
け
れ
ば
左
で
も
な
い
」
の
が
中
を
中
庸
と
し
た
が
、
舜
の 

政
治
方
針
で
あ
る
「
其
の
両
端
を
執
り
て
、
其
の
中
を
用
い
る
」
と
の
文
章
の
引
用
を
通
し 

て
、「
右
で
も
あ
れ
ば
左
で
も
あ
る
」
の
が
中
庸
と
し
て
、
両
端
の
否
定
論
を
両
端
の
肯
定 

論
に
吸
収
し
て
、
両
端
を
統
合
し
た
立
体
的
な
頂
点
ー
真
ん
中
が
中
で
あ
る
と
し
た
。
三
角 

形
や
円
錐
形
の
頂
点
が
中
庸
で
あ
る
と
す
る
の
が
、
金
谷
氏
の
構
造
論
的
な
理
解
で
あ
っ
た
。 

こ
の
様
な
構
造
論
を
導
き
出
し
た
思
考
方
法
は
、
両
端
を
包
み
込
ん
だ
包
容
性
や
統
合
性 

の
中
心
に
中
庸
が
存
在
す
る
と
主
張
し
た
所
に
由
来
し
て
い
る
。 

原
因
―
こ
の
結
論
を
導
き
出
し
た
原
因
は
、
両
端
の
否
定
論
と
肯
定
論
と
い
う
全
く
異
な
る 

二
つ
の
概
念
を
区
別
し
な
い
で
ー
中
国
思
想
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
を
考
慮
し 

な
い
で
ー
両
端
の
否
定
論
を
両
端
の
肯
定
論
に
吸
収
し
て
一
本
化
し
て
し
ま
っ
た
必
然
的 

帰
結
と
し
て
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
な
理
解
方
法
に
あ
る
。 

誤
解
の
原
因
―
こ
の
様
な
誤
っ
た
結
論
を
導
き
出
し
た
根
本
的
原
因
は
、
金
谷
氏
の
中
庸
思

想
の
理
解
方
法
に
あ
る
。
即
ち
中
庸
思
想
は
、
両
端
の
存
在
を
肯
定
し
た
上
に
成
立
す
る
と

す
る
以
上
、
ど
う
し
て
も
両
極
端
を
一
点
に
統
合
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
そ
の

統
合
体
は
、
両
極
端
の
真
ん
中
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
中
庸
の
構
造
論
は
、
両
極
端

を
統
合
す
る
中
心
と
し
て
位
置
付
け
た
結
果
、
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
説
の
主
張
に
結
論

す
る
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
金
谷
氏
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
問
題
点
は
、
以
下

の
様
に
な
る
。 

中
庸
思
想
に
は
、
両
端
の
否
定
と
肯
定
と
い
う
、
対
の
思
想
が
存
在
す
る
に
も
関
わ
ら
ず

（
一
九
）
、
金
谷
氏
の
構
造
論
理
解
は
、
否
定
論
を
肯
定
論
に
吸
収
し
て
し
ま
い
、
底
辺
と

し
て
の
両
端
の
存
在
を
前
提
に
し
て
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
説
を
導
き
だ
し
た
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
議
論
は
、
両
端
を
否
定
論
し
た
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
場
合
に
は
、
底

辺
で
あ
る
両
端
が
存
在
し
な
い
故
に
成
立
し
な
い
議
論
で
あ
る
。
両
端
を
否
定
し
た
場
合
の

中
庸
思
想
の
構
造
論
は
、
如
何
な
る
内
容
で
あ
る
か
を
無
視
し
て
い
る
。
従
っ
て
金
谷
氏
の

構
造
論
理
解
は
、
両
端
の
否
定
論
の
場
合
に
は
、
当
て
嵌
ま
ら
な
い
で
あ
り
、
改
め
て
両
端

を
否
定
し
た
場
合
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。 

三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
説
は
、
舜
の
「
両
端
を
執
り
て
、
そ
の
中
を
用
う
」
と
の
両
端

の
存
在
を
前
提
に
し
た
中
の
解
釈
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
「
両
端

を
し
っ
か
り
と
手
に
持
つ
」
と
い
う
、
両
端
の
肯
定
論
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
き
た
金
谷
氏
の

中
庸
の
中
の
位
置
に
つ
い
て
の
構
造
論
で
あ
る
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
説
は
、
果
た
し
て

正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
舜
の
「
執
其
両
端
」
の
中
庸
政
治
と
同
じ
様
な
議
論
を
孟
子
は
述

べ
て
い
る
。
孟
子
は
、
子
莫
の
「
執
中
無
権
」
批
判
で
、
儒
家
の
中
庸
政
治
の
長
所
の
理
由

を
以
下
の
様
に
明
確
・
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。 

「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。「
楊
朱
は
〔
極
端
な
個
人
主
義
者
で
あ
る
か
ら
〕
、
万
事
自
分
本
位

に
し
か
考
え
な
い
。
だ
か
ら
、
た
と
い
わ
ず
か
髪
の
毛
一
本
抜
く
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
大
い
に

天
下
の
為
に
な
る
と
し
て
も
、
決
し
て
そ
れ
を
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
墨
翟
は
〔
こ
れ
と
反

対
で
、
無
差
別
の
博
愛
主
義
者
で
あ
る
か
ら
〕
、
た
と
い
頭
の
天
辺
か
ら
足
の
踵
ま
で
す
り

へ
ら
し
て
も
、
天
下
の
為
と
あ
れ
ば
そ
れ
を
す
る
の
で
あ
る
。
魯
の
賢
人
子
莫
は
子
の
中
ほ

ど
を
執
る
中
道
主
義
で
あ
る
。
こ
の
中
道
主
義
は
聖
人
の
道
で
あ
る
中
庸
に
ま
ず
近
い
と
は

い
え
る
が
、
し
か
し
あ
く
ま
で
も
中
道
と
い
う
こ
と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
臨
機

応
変
の
処
置
が
な
か
っ
た
な
ら
、
こ
れ
ま
た
楊
朱
や
墨
翟
の
よ
う
に
た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け

を
固
執
し
て
他
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
と
全
く
同
じ
だ
（「
子
莫
執
中
、
執
中
為
近
之
、
執
中
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ら
し
て
動
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
真
ん
中
が
固
定
し
て
い
て
は
ひ
っ
く
り
返
り
ま
す
。
融

通
性
を
持
っ
た
ほ
ど
良
い
中
ほ
ど
と
い
う
こ
と
で
、
い
つ
も
円
の
中
心
に
い
る
よ
う
に
自
在

に
柔
軟
に
動
い
て
ゆ
く
わ
け
で
す
。
円
周
の
両
端
に
足
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
中
央
に
腰
を
お

ろ
し
て
い
る
か
っ
こ
う
で
す
。」（
一
六
）
と
述
べ
て
い
る
。 

以
上
に
紹
介
し
た
金
谷
氏
が
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』
の
「
中
庸
」
に
お
い
て
主
張
す

る
三
角
形
・
円
錐
形
の
頂
点
が
中
庸
で
あ
る
と
の
構
造
論
の
立
論
に
は
、
以
下
の
様
な
中
庸

思
想
に
つ
い
て
の
金
谷
氏
の
独
自
認
識
が
背
景
に
あ
る
。 

舜
の
政
治
で
あ
る
中
庸
の
中
は
、
両
端
の
存
在
を
肯
定
し
て
、
こ
れ
を
包
む
込
ん
だ
包
容

性
や
統
合
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。 

子
莫
の
「
執
中
無
権
」
批
判
を
し
た
孟
子
の
権
の
あ
る
中
は
、
〇
ー
一
〇
の
真
ん
中
が 

五
と
い
う
固
定
的
な
も
の
で
な
く
、
四
や
六
で
も
中
で
あ
る
と
い
う
、
中
庸
思
想
の
中
は
融 

通
性
の
あ
る
真
ん
中
で
あ
る
。 

時
中
と
は
、
「
そ
の
時
そ
の
時
に
ぴ
っ
た
り
と
当
て
は
ま
る
中
で
す
。
現
実
の
世
界
は
絶

え
す
動
い
て
状
況
は
い
い
ろ
い
ろ
と
変
化
し
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
自
分
の
置
か
れ
て
い
る

立
場
を
自
覚
し
て
、
そ
こ
で
中
を
守
る
と
い
う
主
体
性
を
つ
ら
ぬ
く
の
で
す
。」（
一
六
） 

と
解
釈
し
て
、
時
中
と
は
中
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。 

以
上
の
三
点
が
前
提
と
な
っ
て
、
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
が
中
庸
の
中
と
の
認
識
が
導

き
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
立
論
に
は
多
く
の
無
理
が
あ
る
。
以
下
に
金
谷

氏
の
立
論
の
三
点
の
是
非
に
つ
い
て
検
討
し
て
見
た
い
。 

金
谷
氏
は
資
料
的
根
拠
に
、「「
温
而
厲
、
威
而
不
猛
、
恭
而
安
」
と
な
っ
て
い
て
、「
而
」

と
い
う
接
続
詞
で
そ
れ
ぞ
れ
前
後
の
二
つ
の
言
葉
を
つ
な
い
で
い
る
の
で
す
が
、
」
と
述
べ

る
。
「
而
」
の
接
続
詞
を
順
接
詞
と
し
て
理
解
し
て
、
孔
子
の
人
格
を
「
温
か
く
て
厳
し
い

と
い
う
そ
の
両
端
を
包
み
こ
ん
だ
、
あ
る
意
味
で
一
段
高
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
孔
子
の
人
格

が
あ
る
」
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
「
而
」
の
解
釈
は
誤
り
で
あ
る
。
対
立
す

る
温
と
厲
と
い
う
対
義
語
を
繋
ぐ
接
続
詞
で
あ
る
「
而
」
は
、
「
温
か
い
が
、
し
か
し
激
し

い
」
と
の
逆
接
詞
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
孔
子
の
人
格
に
は
「
温
か
い
性

格
で
あ
る
が
、
し
か
し
厳
し
い
性
格
で
も
あ
る
」
と
、
対
立
す
る
両
面
性
が
あ
る
ー
つ
ま
り

対
の
人
格
を
持
つ
の
が
、
孔
子
の
自
己
分
裂
的
な
性
格
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従

っ
て
孔
子
の
人
格
は
、
統
合
性
の
高
み
に
あ
る
と
い
う
金
谷
氏
の
主
張
は
是
認
で
き
な
い
。 

ま
た
「
文
質
彬
彬
」
の
君
子
像
の
解
釈
も
誤
解
で
あ
る
。
金
谷
氏
は
、
文
と
質
の
「
両
端

を
執
り
て
」
の
中
だ
と
解
釈
す
る
。
し
か
し
『
論
語
』
に
は
、「
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
質
朴

さ
が
装
飾
よ
り
も
強
け
れ
ば
野
人
（
野
ー
筆
者
注
）
で
あ
る
し
、
装
飾
が
質
朴
さ
よ
り
も
強

け
れ
ば
文
書
係
（
史
ー
筆
者
注
）
で
あ
る
。
装
飾
と
質
朴
さ
が
う
ま
く
と
け
あ
っ
て
こ
そ
、

は
じ
め
て
君
子
だ
。
」
（
一
七
）
と
あ
る
。
こ
の
文
章
は
、
「
文
質
彬
彬
」
の
君
子
像
の
前
提

に
あ
る
野
と
史
の
両
端
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
野
人
も
不
可
だ
が
、
文
書

係
も
不
可
で
あ
る
」
と
し
て
、
文
と
質
の
両
端
を
否
定
し
た
上
で
、
「
君
子
は
文
と
質
が
混

じ
り
合
っ
て
と
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
孔
子
の
言
う
君

子
像
は
、
金
谷
氏
の
言
う
様
な
文
と
質
の
統
一
し
た
高
度
な
統
合
性
な
一
つ
の
観
念
を
表
わ

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
文
と
質
の
両
端
が
な
く
な
り
、
両
者
は
、
上
手
く
混
じ
り
合
い
溶

け
合
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。 

金
谷
氏
は
、
子
莫
の
「
執
中
無
権
」
を
固
定
的
な
中
で
あ
る
と
批
判
し
て
、
孟
子
の
「
執

中
有
権
」
の
中
庸
は
、
融
通
性
の
あ
る
中
で
あ
る
と
言
う
が
、
こ
の
主
張
は
誤
り
で
あ
る
。

孟
子
は
、
絶
対
的
な
真
ん
中
の
中
を
執
る
方
法
論
と
し
て
、
権
＝
臨
機
応
変
性
を
主
張
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
中
庸
の
中
は
、
絶
対
的
な
真
ん
中
で
あ
る
（
一
八
）
。 

金
谷
氏
は
、
時
中
と
は
、
そ
の
時
そ
の
時
に
応
じ
て
中
を
守
る
こ
と
と
言
う
が
、
こ
の
主

張
は
誤
り
で
あ
る
。
時
中
と
は
、
状
況
に
適
中
す
る
行
動
を
意
味
す
る
（
一
九
）。 
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「
子
は
温
に
し
て
厲
、
威
あ
り
て
猛
な
ら
ず
、
恭
に
し
て
安
な
り
」
（
述
而
篇
） 

原
文
の
漢
文
で
は
、「
温
而
厲
、
威
而
不
猛
、
恭
而
安
」
と
な
っ
て
い
て
、「
而
」
と
い
う 

接
続
詞
で
そ
れ
ぞ
れ
前
後
の
二
つ
の
言
葉
を
つ
な
い
で
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
前
後
の
言
葉

は
本
来
結
び
に
く
い
、
対
立
す
る
よ
う
な
概
念
で
す
。
「
温
」
は
温
か
く
穏
や
か
な
こ
と
、

「
厲
」
は
そ
の
反
対
で
厳
し
く
鋭
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
の
は
、

そ
う
し
た
矛
盾
と
も
見
え
る
よ
う
な
性
格
が
、
孔
子
の
人
格
と
し
て
渾
然
と
一
つ
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
表
わ
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
単
な
る
温
か
さ
で
も
な
け
れ
ば
厳
し
さ
で
も

な
い
、
温
か
く
て
厳
し
い
と
い
う
そ
の
両
端
を
包
み
こ
ん
だ
、
あ
る
意
味
で
一
段
高
く
な
っ

た
と
こ
ろ
に
孔
子
の
人
格
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
て
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は

温
と
厲
と
い
う
両
端
を
ふ
ま
え
て
、
而
と
い
う
真
ん
中
の
頂
点
に
腰
を
お
ろ
し
た
と
い
う
形

に
な
っ
て
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
中
庸
の
説
明
と
ぴ
っ
た
り
と
い
う

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
興
味
深
い
と
い
う
の
は
、
そ
の
こ
と
で
す
。 

温
か
い
人
と
い
う
の
は
、
つ
い
甘
く
な
る
も
の
で
す
が
、
そ
う
な
ら
な
い
で
厳
し
い
。
威

厳
の
あ
る
人
と
い
う
の
は
、
つ
い
威
勢
に
ま
か
せ
て
粗
暴
に
な
る
も
の
で
す
が
、
そ
う
は
な

ら
な
い
で
、
ど
こ
ま
で
も
慇
懃
で
あ
る
。
恭
敬
で
礼
儀
正
し
い
人
と
い
う
の
は
、
ど
う
し
て

も
窮
屈
で
固
苦
し
い
も
の
で
す
が
、
そ
う
は
な
ら
な
い
で
、
安
ら
か
に
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
。

孔
子
の
人
格
は
そ
う
し
た
統
合
的
な
高
み
に
あ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
・
・
・ 

こ
こ
で
、
『
論
語
』
の
有
名
な
言
葉
、
「
文
質
彬
彬
と
し
て
、
然
る
後
に
君
子
な
り
」
（
雍

也
篇
）
と
い
う
の
を
想
い
起
し
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
生
地
の
素
朴
さ
が
強
く
表
面
に
出

る
の
は
野
人
で
あ
る
、
逆
に
表
面
の
飾
り
が
強
く
な
っ
て
生
地
の
素
朴
さ
が
消
え
る
の
は
書

記
で
あ
る
、
と
い
う
言
葉
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
文
（
飾
）
と
質
（
朴
）
と
ど
ち
ら

に
偏
っ
て
も
十
分
で
は
な
い
、
両
者
が
適
度
に
ま
じ
り
あ
っ
て
う
ま
く
つ
り
あ
い
の
と
れ
た

状
況
が
得
ら
れ
て
、
そ
こ
で
こ
そ
君
子
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
ど
う
で
し
ょ
う
、「
文

而
質
」
と
い
う
表
現
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
言
お
う
と
し
て
い
る
内
容
は
同
じ
だ
と
考
え
て

よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。
文
と
質
と
い
う
対
立
し
た
二
つ
の
観
念
が
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
偏
ら

な
い
で
う
ま
く
ま
じ
り
あ
っ
て
、
高
度
な
統
合
的
な
一
つ
の
観
念
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
す
。

や
は
り
、「
両
端
を
執
り
て
」
用
い
る
中
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
中
庸
の
包
容
的
な
意
味
、
あ
る
い
は
統
合
性
と
い
う
も
の
が
わ
か
り

ま
す
と
、
前
に
も
ち
ょ
っ
と
ふ
れ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
直
線
的
で
あ
る
よ
り
は
構
造
的
に
考

え
た
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
過
ぎ
る
こ
と
も
な
く
及
ば
ぬ
こ
と
も
な
い
、
過

不
及
が
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
「
右
で
も
な
く
左
で
も
な
い
」
と
い
う
両
端
の
中
で
す
と
、
た

と
え
ば
一
本
の
紐
が
ず
っ
と
延
び
て
こ
ち
ら
の
端
と
あ
ち
ら
の
端
と
が
あ
る
、
そ
の
両
端
を

区
別
し
た
中
間
と
い
う
よ
う
に
、
直
線
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
中
庸
は
そ

ん
な
に
簡
単
で
は
な
い
。
「
右
で
も
な
く
左
で
も
な
い
」
と
い
う
の
が
、
実
は
「
右
で
も
あ

り
左
で
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
右
と
左
と
が
均
等
に
中
央
に
歩
み
寄
っ
て

き
て
、
そ
こ
に
質
的
な
高
ま
り
を
み
せ
る
、
い
わ
ば
頂
点
を
形
成
す
る
、
と
い
っ
た
構
造
で

考
え
る
の
が
適
切
で
す
。 

私
の
勝
手
な
考
え
か
た
に
な
り
ま
す
が
、
円
錐
形
、
つ
ま
り
と
ん
が
り
帽
子
の
形
で
説
明

す
る
と
、
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
下
部
の
底
辺
は
円
形
で
す
。

そ
の
円
周
の
線
上
の
向
こ
う
の
一
点
と
こ
と
ら
の
一
点
と
を
結
ん
で
中
心
を
通
る
直
線
が

縦
に
引
け
ま
す
。
ど
う
い
う
方
向
に
も
引
け
て
、
円
の
周
辺
が
皆
そ
れ
ぞ
れ
端
で
す
。
相
対

立
す
る
も
の
を
反
対
側
に
持
っ
て
い
る
と
見
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
底
辺
の
対
立
が

た
が
い
に
歩
み
寄
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
距
離
を
縮
め
て
ゆ
く
、
そ
れ
に
応
じ
て
質
的
な
高

ま
り
が
で
き
て
く
る
、
上
へ
上
へ
と
上
が
っ
て
と
ん
が
り
帽
子
の
さ
き
が
真
ん
中
だ
と
い
う

わ
け
で
す
。
中
を
守
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
と
ん
が
り
帽
子
の
さ
き
に
坐
る
こ
と
で
す
。
こ

の
腰
を
お
ろ
し
た
真
ん
中
は
絶
え
ず
ゆ
れ
動
い
て
い
ま
す
。
円
錐
形
の
全
体
が
そ
の
足
場
か
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る
両
端
の
統
一
を
支
え
る
超
越
的
性
格
を
も
つ
の
が
特
徴
で
、
原
始
社
会
に
お
け
る
宗
教
的

人
間
が
切
望
し
た
中
心
観
念
の
理
念
化
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
宇
宙
論
的
次
元

で
、
「
中
」
の
確
定
は
カ
オ
ス
か
ら
の
脱
出
と
コ
ス
モ
ス
の
確
立
を
意
味
す
る
の
に
照
応
し

て
、
儒
家
が
唱
え
て
い
る
社
会
倫
理
の
次
元
で
、
対
立
す
る
両
極
を
超
越
し
た
中
庸
の
実
践

は
社
会
秩
序
の
確
立
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
中
庸
の
理
念
は
宗
教

神
話
的
「
中
」
と
同
じ
流
れ
を
引
い
た
も
の
で
あ
り
、
「
中
」
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
が
形
而
上

学
的
に
拡
大
敷
衍
さ
れ
て
、
理
念
化
さ
れ
、
遂
に
政
治
的
倫
理
、
行
動
的
規
範
に
ま
で
転
化

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
述
べ
て
い
て
、
「
中
庸
」
思
想
と
は
、
平
面
を
図
式
化
し

た
幾
何
学
的
な
中
で
は
な
く
、
「
対
立
す
る
両
極
を
支
え
る
超
越
的
中
心
で
あ
る
で
あ
る
」

と
結
論
し
て
い
る
。

つ
ま
り
同
氏
の
「
中
」
説
は
、
宇
宙
的
に
展
開
し
た
空
間
原
理
と
い
う
物
で
あ
り
、
宮
崎

説
・
島
田
説
の
空
間
的
原
理
論
や
金
谷
氏
の
対
立
す
る
両
端
を
合
し
た
構
造
論
説
と
同
様
な

の
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
同
時
に
同
氏
に
お
い
て
は
、
中
庸
の
中
＝
空
間
原
理
の
具
体
的
内

容
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
欠
点
を
持
つ
の
で
あ
る
。

四

金
谷
説
の
再
検
討

壮
年
期
の
金
谷
氏
は
、
中
庸
思
想
は
包
容
性
や
統
合
性
を
持
ち
、
構
造
論
的
に
理
解
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た
が
、
未
だ
そ
の
具
体
像
は
明
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し

中
国
哲
学
者
の
第
一
人
者
と
な
ら
れ
た
晩
年
期
の
金
谷
氏
は
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
具
体

像
を
明
示
す
る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
中
国
哲
学
者
の
中
に
お
い
て
、
具
体

的
に
構
造
論
を
提
起
し
て
い
る
の
は
、
金
谷
氏
以
外
に
存
在
し
な
い
。
一
般
の
読
者
に
も
理

解
で
き
る
様
に
平
易
に
中
庸
思
想
の
具
体
像
を
明
示
し
て
い
る
。
何
よ
り
も
先
ず
金
谷
氏
の

中
庸
思
想
の
構
造
論
を
理
解
し
よ
う
と
、
長
年
に
渡
り
中
庸
思
想
の
構
造
性
を
追
求
し
て
き

た
真
摯
な
研
究
姿
勢
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

金
谷
氏
は
、『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
六
）
に
お
い
て
、
金
谷
治
「
中
と
和
」（
一
）、
金

谷
治
「
中
庸
に
つ
い
て
ー
そ
の
倫
理
と
し
て
の
性
格
」
（
二
）
に
お
け
る
論
考
の
主
張
の
結

果
と
し
て
、
中
庸
思
想
を
構
造
論
的
に
明
示
し
よ
う
と
し
て
、
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
に

位
置
す
る
と
の
立
体
的
頂
点
説
を
展
開
す
る
。
こ
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
展
開
は
、
現
代

日
本
の
中
国
哲
学
研
究
者
の
中
に
お
い
て
、
中
庸
の
構
造
的
内
容
の
理
解
に
つ
い
て
、
初
め

て
図
形
化
や
立
体
化
し
て
具
体
的
に
表
現
し
た
論
文
で
あ
る
。 

金
谷
氏
は
、「
二

中
の
包
容
性
・
統
合
性
」
に
お
い
て
、『
中
庸
』
に
あ
る
舜
の
政
治
方

針
で
あ
る
「
其
の
両
端
を
執
り
て
、
其
の
中
を
民
に
用
い
た
」
を
引
用
し
て
、 

「
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
両
端
を
捨
て
去
る
の
で
は
な
く
て
両
手
に 

し
っ
か
り
と
持
つ
と
い
う
点
で
す
。
実
際
に
働
か
せ
る
の
は
そ
の
中
ほ
ど
で
す
が
、
そ
の
両 

端
も
ま
た
捨
て
な
い
で
中
の
働
き
の
な
か
に
接
収
さ
れ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
そ
う

い
う
形
が
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
「
右
で
も
な
け
れ
ば
左
で
も
な
い
」
と
い

っ
た
両
端
の
中
は
、
実
は
「
右
で
も
あ
れ
ば
左
で
も
あ
る
」
と
い
う
形
へ
と
転
換
す
る
の
で

す
。
そ
し
て
そ
う
な
る
と
、
右
と
左
と
の
真
ん
中
と
い
う
よ
う
に
直
線
で
考
え
ら
れ
て
い
た

も
の
が
、
右
と
左
と
を
包
み
込
ん
だ
頂
点
の
中
と
い
う
よ
う
に
、
三
角
形
あ
る
い
は
円
錐
形

の
立
体
的
構
造
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

そ
れ
に
つ
い
て
興
味
深
い
資
料
は
、『
論
語
』
の
な
か
に
孔
子
の
人
格
を
述
べ
た
言
葉
で

す
。
孔
子
の
人
格
と
言
え
ば
、
『
孟
子
』
に
も
「
仲
尼
（
孔
子
）
は
已
甚
だ
し
き
こ
と
を
為

さ
ざ
る
者
な
り
」
（
離
婁
下
篇
）
と
あ
っ
て
、
い
か
に
も
孔
子
自
身
が
穏
や
か
で
平
情
な
、

極
端
を
避
け
た
中
庸
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
今
、
と
く
に

大
切
な
の
は
『
論
語
』
の
次
の
言
葉
で
す
。 
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あ
る
と
解
説
し
て
い
る
為
で
あ
る
。
ま
た
朱
子
は
「
中
と
は
一
定
の
実
体
が
な
い
」
と
、
島

田
氏
は
解
説
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
も
「
時
中
」
の
意
味
は
、
「
状
況
に
適
中

し
た
行
動
を
す
る
」
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

島
田
氏
が
明
確
に
し
て
い
な
い
孟
子
の
主
張
す
る
中
庸
＝
「
執
中
有
権
」
論
と
は
、
一
体
、

ど
の
様
な
構
造
論
的
な
内
容
な
の
で
あ
る
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
島
田
氏
の
言
う
空

間
原
理
た
る
中
の
意
味
や
時
中
の
内
容
は
明
ら
か
に
な
っ
て
来
る
と
思
う
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
今
は
暫
く
置
い
て
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
の
本
論
に
お
い
て
、
詳
細
な
検
討

を
行
い
た
い
。
少
な
く
と
も
島
田
氏
は
、
中
は
空
間
原
理
と
言
い
な
が
ら
、
そ
の
内
容
を
具

体
的
に
説
明
し
て
い
な
い
故
に
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
説
明
に
は
な
っ
て
い
な
い
。 

中
国
史
学
専
攻
の
宮
崎
市
定
氏
は
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
に
つ
い
て
、 

「
こ
の
礼
は
中
の
点
を
体
現
し
た
点
に
意
義
が
あ
る
。
然
ら
ば
如
何
に
し
て
礼
が
中
を
得
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
う
る
か
と
い
え
ば
、
お
よ
そ
中
を
得
た
行
為
と
い
う
も
の
は
こ

れ
を
永
遠
に
繰
返
し
て
も
決
し
て
支
障
を
生
ぜ
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
る
と
す
る
の

で
あ
る
。
い
わ
ば
空
間
的
な
原
理
た
る
中
は
、
時
間
的
な
原
理
た
る
庸
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ

れ
て
、
初
め
て
真
の
中
た
り
う
る
。
」（
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
一
文
を
何
度
読
ん
で
も
、
筆
者
に
は
、
宮
崎
氏
の
言
わ
ん
と
す
る
中
＝
空
間
的
原
理

と
言
う
構
造
論
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
困
難
な
の
で
あ
る
。
宮
崎
氏
の
中
庸
の
中
の
構

造
論
性
の
主
張
を
、
一
体
ど
れ
だ
け
の
研
究
者
が
す
っ
き
り
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
、

と
て
も
疑
問
に
な
の
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
構
造
論
性
に
つ
い
て
の
疑
問
点
を
述
べ
る
。 

宮
崎
氏
に
よ
れ
ば
、
中
庸
の
実
践
は
事
前
に
学
習
し
て
体
得
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
実
践

の
結
果
、
そ
の
行
為
に
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
や
支
障
が
な
か
っ
た
場
合
の
み
、
自
分
が
中
庸

を
実
践
し
得
た
と
結
果
論
的
に
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
何
故
に
前
近
代

の
中
国
知
識
人
は
、
『
中
庸
』
・『
論
語
』
・『
孟
子
』
等
の
中
庸
に
関
係
す
る
書
物
を
事
前
に

学
習
す
る
意
義
や
意
味
が
何
処
に
存
在
す
る
の
か
理
解
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。 

例
え
ば
『
中
庸
』
に
「
子
曰
く
、
・
・
・
人
は
皆
な
予
は
知
あ
る
と
曰
う
も
、
中
庸
を
択

び
て
、
期
日
も
守
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
」
と
。
」
（
一
五
）
と
あ
る
。
金
谷
氏
は
、
「
人
び

と
は
み
な
「
自
分
は
知
者
だ
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
中
庸
〔
が
よ
い
わ
か
っ
て
そ
れ
〕
を
選

び
出
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
守
り
つ
づ
け
る
こ
と
は
た
だ
の
一
か
月
で
さ
え
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
。
」
と
訳
し
て
い
る
。
選
択
で
き
た
と
言
う
の
は
、
中
庸
を
体
得
出
来
た
か
ら
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
に
中
庸
は
学
習
し
て
体
得
出
来
て
も
、
そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。
資
料
的
に
判
断
し
て
も
明
ら
か
に
宮
崎
氏
の
主
張
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。 

宮
崎
氏
は
、
中
庸
は
空
間
的
原
理
と
述
べ
る
が
、
例
え
ば
金
谷
氏
が
「
三
角
形
乃
至
円
錐

形
の
頂
点
」
と
具
体
的
に
定
義
し
て
い
る
二
次
元
や
三
次
元
の
問
題
と
し
て
具
体
的
に
明
示

し
て
い
る
様
な
空
間
的
原
理
の
具
体
的
内
容
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。 

中
＝
真
ん
中
が
何
故
に
空
間
的
原
理
と
な
る
の
か
、
そ
の
理
由
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。 

こ
れ
で
は
前
近
代
の
中
国
知
識
人
は
、
中
庸
を
空
間
的
原
理
と
し
て
理
解
し
て
も
、
政
治

実
践
に
於
い
て
、
一
体
ど
の
様
に
こ
れ
を
ど
の
様
に
活
用
し
て
善
い
の
か
理
解
で
き
な
い
こ

と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
中
庸
思
想
を
政
治
実
践
に
応
用
す
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

宮
崎
氏
の
中
庸
思
想
の
特
質
の
提
起
で
あ
る
中
の
空
間
的
原
理
は
、
そ
の
構
造
論
が
明
示
さ

れ
て
い
な
い
故
に
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
説
明
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
宮
崎
氏
の
中
庸
思
想
研
究
の
意
義
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
国
哲
学
研
究
者
の
枠
を
破

っ
て
中
庸
を
宇
宙
論
的
に
解
説
し
た
所
に
存
在
す
る
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
研
究
で
あ
る
の

で
、
別
稿
に
お
い
て
、
宮
崎
氏
の
中
庸
思
想
の
説
明
論
を
詳
細
に
検
討
し
て
み
た
い
。

杜
勤
氏
の
主
張
は
、
「
中
庸
の
「
中
」
は
単
な
る
一
直
線
の
両
極
端
の
中
ほ
ど
と
い
う
よ

う
な
幾
何
学
的
中
心
で
は
な
く
、
相
対
す
る
両
極
の
統
一
を
支
え
る
超
越
的
な
中
心
で
す
。
」

（
七
）
と
述
べ
て
、
「
「
中
」
は
幾
何
学
的
中
心
で
は
な
く
、
「
中
庸
の
理
念
は
相
対
立
す
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孟
子
の
資
料
を
引
用
し
て
見
る
と
、
「
孟
子
曰
、
楊
子
取
（
衍
字
？
）
為
我
、
抜
一
毛
而

利
天
下
、
不
為
也
、
墨
子
兼
愛
、
摩
頂
放
踵
、
利
天
下
為
之
、
子
莫
執
中
、
執
中
為
近
之
、

執
中
無
権
、
猶
執
一
也
、
執
中
為
近
之
、
執
中
無
権
、
猶
執
一
也
、
所
悪
執
一
者
、
為
其
賊

道
也
、
挙
一
而
廃
百
也
」
（
一
二
）
と
あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
金
谷
氏
が
中
庸
の
意
味
の
規

定
に
お
い
て
、
権
を
分
銅
の
意
味
で
あ
り
、
融
通
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、
「
ほ
ど
よ
さ
」

に
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
島
田
氏
は
、
執
中
の
中
を
「
中
庸
に
は
定
体
、
つ
ま
り
一
定

の
実
体
が
な
い
」
の
意
味
に
解
釈
し
て
い
る
。 

し
か
し
こ
の
資
料
に
は
、
島
田
氏
が
言
う
よ
う
に
時
中
の
文
字
や
内
容
が
一
つ
も
明
示
さ
れ

て
い
な
い
。
資
料
に
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
権
」
の
字
句
で
あ
り
、
従
っ
て
孟
子
の
子

莫
批
判
で
展
開
し
て
い
る
「
執
中
無
権
、
猶
執
一
也
」
が
、
何
故
に
一
定
の
実
体
が
な
い
こ

と
に
な
る
の
か
、
具
体
的
な
説
明
が
必
要
な
の
で
あ
る
。 

島
田
氏
の
時
中
の
説
明
で
は
、
禹
も
顔
淵
も
極
端
に
一
方
に
偏
っ
た
行
動
を
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
こ
れ
で
は
「
時
中
」
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
何
故
に
禹
も
顔
淵
も
時
中
の

行
動
を
し
た
と
結
論
で
き
る
の
か
、
も
う
少
し
詳
し
い
内
容
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
。 

従
っ
て
一
体
、
『
中
庸
』
や
孟
子
の
言
う
「
時
中
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
時
中
の
意
味
を
再
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。 

筆
者
は
、
そ
の
場
そ
の
場
の
自
己
の
置
か
れ
た
状
況
に
よ
っ
て
、
全
く
異
な
っ
た
行
動
を

し
て
、
そ
の
状
況
に
適
中
し
た
行
動
を
す
る
事
が
で
き
る
こ
と
が
、
時
中
の
意
味
と
考
え
る
。

こ
の
こ
と
は
、
拙
稿
（
一
三
）
に
お
い
て
具
体
的
事
例
を
挙
げ
て
、
島
田
氏
・
金
谷
氏
説
の

時
中
＝
「
時
に
応
じ
て
中
庸
に
居
る
」
と
の
学
説
を
批
判
し
た
。 

こ
こ
で
も
う
一
度
、
時
中
の
意
味
を
資
料
に
基
づ
き
検
証
し
て
お
き
た
い
。
時
中
の
資
料

が
『
中
庸
』
第
二
章
に
現
れ
て
い
る
の
は
、「
仲
尼
曰
く
、「
君
子
は
中
庸
し
、
小
人
は
中
庸

に
反
す
。
君
子
の
中
庸
は
、
君
子
に
し
て
時
に
中
す
れ
ば
な
り
。
小
人
の
中
庸
に
反
す
る
は
、

小
人
に
し
て
忌
憚
す
る
な
け
れ
ば
な
り
。
」
と
」
の
一
文
で
あ
る
。
こ
の
一
文
の
「
時
に
中

す
」
を
、
島
田
氏
・
金
谷
氏
は
「
中
庸
に
居
る
」
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
以
下

の
理
由
に
よ
り
、
決
定
的
な
誤
読
で
あ
ろ
う
。

「
君
子
の
中
庸
は
、
君
子
に
し
て
時
に
中
す
」
は
、
「
君
子
の
中
庸
」
は
主
語
で
あ
り
、

「
君
子
に
し
て
時
に
中
す
」
は
述
語
で
あ
る
。
述
語
は
主
語
の
内
容
を
説
明
す
る
補
足
語
彙

で
あ
る
か
ら
、
中
庸
＝
時
中
と
イ
コ
ー
ル
で
結
合
で
き
な
い
。
従
っ
て
時
中
は
中
庸
の
内
容

を
説
明
す
る
立
場
か
ら
考
え
て
、
中
国
語
法
上
で
は
動
詞
に
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、

「
時
に
中
（
ち
ゅ
）
す
」
＝
中
庸
と
は
読
め
な
い
は
ず
で
あ
り
、
「
時
に
中
（
あ
た
）
る
」

と
、
適
中
の
意
味
に
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

こ
の
一
文
の
「
時
中
」
と
「
忌
憚
」
の
述
語
は
、
君
子
と
小
人
の
行
動
様
式
に
お
い
て
対

比
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
二
語
は
、
対
比
的
に
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

忌
憚
は
「
い
み
は
ば
か
る
・
き
ら
い
い
や
が
る
」
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
「
小
人
は
ど
ん
な

時
や
場
合
で
も
、
い
み
ば
か
る
こ
と
な
く
、
き
ら
い
い
や
が
る
こ
と
な
く
、
何
で
も
か
ん
で

も
や
っ
て
し
ま
う
」
と
の
意
味
で
あ
る
。
従
っ
て
「
時
中
」
は
「
ど
ん
な
時
や
場
所
で
も
、

い
み
は
ば
か
り
、
き
ら
い
い
や
が
り
、
自
分
の
置
か
れ
た
そ
の
時
の
状
況
に
応
じ
て
適
中
し

た
行
動
を
と
り
、
自
分
の
行
動
を
慎
む
」
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

朱
子
の
「
時
中
」
の
解
釈
を
、
宇
野
哲
人
氏
は
、「
君
子
に
し
て
時
に
中
〈
ち
ゅ
う
〉
す
」

と
読
み
下
し
て
、〔
通
解
〕
で
は
、「
時
に
従
い
変
に
処
し
て
そ
の
宜
し
き
に
叶
う
の
で
あ
る
」

と
、
適
中
に
意
味
に
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
宇
野
氏
は
、
金
谷
氏
・
島
田
氏
の
解
釈
と

異
な
り
、「
中
庸
に
居
る
」
と
は
解
釈
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、「
不
偏
不
倚
の
四
字
は
い
わ

ゆ
る
未
発
の
中
す
な
わ
ち
中
の
体
を
い
っ
た
も
の
で
、
無
過
不
及
の
四
字
は
い
わ
ゆ
る
君
子

の
時
中
の
中
す
な
わ
ち
中
の
用
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
或
問
に
は
朱
子
が
委
し
く
そ
の
意

を
述
べ
て
お
ら
る
る
が
、」（
一
四
）
と
、
朱
子
説
に
忠
実
に
従
い
、
時
中
は
中
庸
の
作
用
で
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つ
い
て
の
考
察
が
無
視
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
事
実
を
論
証
す
る
好
個
の
事
例
を
挙
げ
て
お
く
。
孟
子
は
、
大
人
＝
君
子
＝
中
庸
人
に

つ
い
て
、「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。「〔
言
行
一
致
は
美
徳
に
は
ち
が
い
が
な
い
が
〕、
大
徳
の
人

は
言
っ
た
こ
と
を
必
ず
し
も
実
行
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
し
、
や
り
か
け
た
こ
と
を
是
が
非

で
も
や
り
遂
げ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
た
だ
義
に
従
っ
て
適
宜
に
行
な
う
ま
で
だ
。」（
一
一
）

と
述
べ
て
い
る
。
中
庸
の
人
物
と
は
、
言
行
一
致
の
人
間
で
は
な
く
て
、
正
義
に
基
づ
い
て

適
宜
に
行
動
す
る
人
物
な
の
で
あ
る
。 

赤
塚
氏
の
論
理
は
、
中
庸
の
意
味
を
特
定
す
る
の
に
、
中
と
対
立
す
る
両
極
端
・
過
不
及

と
い
う
否
定
の
論
理
を
設
定
し
て
、
今
度
は
こ
れ
を
証
明
す
る
の
に
両
極
端
を
肯
定
す
る
資

料
を
持
ち
出
し
て
、
更
に
結
論
で
は
両
極
端
の
半
分
を
肯
定
し
て
半
分
を
否
定
し
て
中
庸
人

を
設
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
両
極
端
の
否
定
と
肯
定
と
い
う
折
衷
主
義
・
追
従
的

機
会
主
義
な
の
で
あ
り
、
同
氏
は
二
重
―
三
重
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

中
庸
人
の
規
定
に
お
い
て
、
理
論
に
お
い
て
は
否
定
論
、
引
用
資
料
に
お
い
て
は
肯
定
論
、

結
論
に
お
い
て
は
肯
定
論
と
否
定
論
を
融
合
す
る
、
自
己
矛
盾
し
た
主
張
す
る
赤
塚
氏
に
は
、

中
国
人
の
基
本
的
思
考
が
自
己
分
裂
的
思
考
性
を
生
来
的
に
持
つ
こ
と
、
つ
ま
り
両
面
思
考

＝
対
の
思
想
を
持
っ
て
い
る
民
族
で
あ
る
こ
と
が
全
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。 

従
っ
て
赤
塚
氏
の
規
定
し
た
中
庸
人
の
構
造
論
的
理
解
の
主
張
は
、
対
の
思
想
＝
両
面
思

考
の
特
性
や
内
容
を
理
解
し
て
い
な
い
所
に
由
来
し
て
い
る
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
理
解

方
法
へ
の
誤
り
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

 

三

島
田
・
宮
崎
説
の
検
討 

 

次
に
島
田
虔
次
氏
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
を
検
討
し
て
み
た
い
。
島
田
氏
の
中
庸
思
想
の

構
造
論
に
つ
い
て
の
問
題
点
は
、
以
下
の
様
に
な
る
（
四
）。 

島
田
氏
は
、
未
発
の
中
に
つ
い
て
、「
在
中
の
中
」
の
意
味
と
言
い
、「
在
中
」
と
は
空
間

的
・「
静
」
的
な
中
央
に
位
置
す
る
と
の
意
味
と
言
う
が
、
中
の
空
間
的
意
味
を
具
体
的
に

説
明
し
て
、
そ
の
構
造
論
的
内
容
を
明
示
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
中
は
、
左
右
・
前
後
・
上

下
の
三
次
元
的
に
理
解
し
て
、
中
庸
思
想
は
初
め
て
空
間
的
原
理
に
な
る
が
、
そ
れ
を
具
体

的
に
明
示
し
て
い
な
い
。 

島
田
氏
は
、
『
中
庸
』
第
二
章
の
「
君
子
の
中
庸
は
、
君
子
に
し
て
時
中
す
、
小
人
の
中

庸
〔
に
反
す
る
〕
は
、
小
人
に
し
て
忌
憚
な
く
も
の
な
り
と
」
の
解
説
で
、
時
中
に
つ
い
て
、

「
君
子
は
君
子
た
る
徳
を
有
し
そ
の
上
に
さ
ら
に
時
に
応
じ
て
中
に
処
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
あ
り
、・
・
・
」
と
述
べ
て
、「「
時
中
」
と
い
う
の
は
、
元
来
、「
中
」
と
い
う
の
は

定
体
が
無
い
、
す
な
わ
ち
一
定
の
実
体
が
あ
る
も
の
で
は
な
く
（
『
孟
子
』
四
五
四
ペ
ー
ジ

の
「
子
莫
が
中
を
執
る
云
々
を
参
照
）
「
時
」
に
応
じ
て
ー
中
江
藤
樹
・
熊
沢
番
山
ふ
う
に

い
え
ば
、
「
時
・
処
・
位
」
に
応
じ
て
ー
定
ま
る
の
で
あ
る
。
中
が
「
中
庸
」
と
熟
し
て
平

常
の
理
だ
と
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
意
味
に
他
な
ら
な
い
。
程
子
の
た
と
え
に
よ
れ
ば
、

禹
が
治
水
工
事
に
献
身
し
て
「
わ
が
門
を
過
ぎ
て
も
入
ら
な
か
っ
た
」
の
は
禹
に
お
け
る
時

中
で
あ
り
、
顔
淵
が
「
陋
巷
に
在
っ
た
」
の
は
、
顔
淵
に
お
け
る
時
中
で
あ
っ
た
（『
孟
子
』

二
七
三
ペ
ー
ジ
離
婁
下
）。」
と
、
朱
子
の
中
庸
の
解
説
を
引
用
し
て
説
明
し
て
い
る
。 

島
田
氏
の
主
張
す
る
時
中
と
い
う
の
は
、
自
己
の
置
か
れ
た
状
況
ー
時
に
応
じ
て
中
に
居

る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
金
谷
氏
の
「
時
中
」
の
説
明
と
同
様
で
あ
る
。 

ま
た
島
田
氏
は
、
「
中
」
は
、
一
定
の
定
体
が
な
い
と
言
う
ー
こ
れ
が
空
間
的
原
理
と
の

主
張
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
ー
が
、
何
故
に
中
は
一
定
の
実
体
が
な
い
の
か
、

孟
子
の
「
子
莫
の
中
を
執
る
云
々
」
を
参
照
す
る
こ
と
と
述
べ
る
の
み
で
、
そ
の
根
拠
が
具

体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。 
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い
」
両
極
端
を
否
定
し
た
真
ん
中
と
い
う
思
考
と
、
「
右
で
も
あ
れ
ば
左
で
も
あ
る
」
両
極

端
を
肯
定
し
た
真
ん
中
と
い
う
両
面
的
な
思
考
も
、
あ
る
程
度
は
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
赤

塚
氏
の
中
庸
の
論
理
的
規
定
論
は
、
金
谷
氏
説
だ
け
で
な
く
、
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的

な
思
考
様
式
で
あ
る
対
の
思
想
＝
両
面
思
考
を
無
視
し
た
一
面
的
理
解
な
の
で
あ
る
。 

赤
塚
氏
は
、
中
庸
の
規
定
論
理
に
お
い
て
両
極
や
過
不
及
を
否
定
論
で
扱
う
。
し
か
し
同

氏
の
引
用
し
て
い
る
中
行
の
資
料
は
、「
中
行
者
と
交
際
で
き
な
け
れ
ば
、
次
は
狂
・
狷
か
」

と
い
う
の
で
あ
る
。
志
望
ば
か
り
大
き
く
て
実
行
の
伴
わ
な
い
積
極
的
人
間
で
あ
る
狂
者
と
、

一
身
を
廉
潔
に
保
つ
だ
け
の
消
極
的
人
間
の
狷
者
の
両
方
を
肯
定
す
る
資
料
で
あ
る
。
最
初

の
論
理
で
両
極
を
否
定
し
な
が
ら
、
引
用
資
料
で
は
両
極
を
肯
定
す
る
資
料
を
挙
げ
て
い
る
。

同
氏
の
主
張
と
引
用
資
料
で
の
主
張
は
、
全
く
自
己
矛
盾
し
て
い
る
。
従
っ
て
「
志
望
と
実

行
と
修
身
と
教
化
を
兼
備
し
た
の
が
中
庸
の
人
物
」
と
す
る
同
氏
の
主
張
は
、
狂
・
狷
を
肯

定
す
る
引
用
資
料
を
曲
解
し
て
、
狂
・
狷
を
肯
定
し
た
上
で
更
に
こ
の
両
者
の
欠
点
を
否
定

し
た
上
で
、
赤
塚
氏
が
推
測
し
て
人
工
的
に
作
成
し
た
完
全
無
欠
の
大
聖
人
が
、
中
庸
＝
中

行
の
人
物
像
な
の
で
あ
る
。
両
端
の
真
ん
中
の
人
が
中
庸
人
で
あ
る
の
に
、
こ
の
議
論
で
は
、

一
つ
の
極
端
な
人
物
が
中
庸
人
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 

赤
塚
氏
の
引
用
す
る
文
章
を
正
確
に
読
め
ば
、
孔
子
が
交
際
し
た
い
人
は
、
中
行
の
人
が

い
な
け
れ
ば
、
狂
者
＝
志
望
ば
か
り
大
き
い
実
行
性
の
な
い
積
極
的
人
間
と
、
狷
者
＝
廉
潔

だ
け
の
消
極
的
人
間
と
交
際
し
た
い
と
い
う
の
で
あ
り
、
中
行
人
は
、
積
極
性
と
消
極
性
の

両
方
の
性
格
を
持
つ
人
間
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
完
全
無
欠
の
人
間
で
は
な
い
。
そ
の
証
拠
に
、

『
論
語
』
子
路
篇
に
孔
子
は
、
「
言
う
こ
と
は
き
っ
と
偽
り
な
く
、
行
な
う
こ
と
は
き
っ
と

い
さ
ぎ
よ
い
。
こ
ち
こ
ち
の
小
人
だ
ね
、
で
も
ま
あ
次
に
で
き
る
で
あ
ろ
う
。」（
九
）
と
あ

り
、
言
行
一
致
は
小
人
だ
と
言
う
。
言
行
一
致
の
人
間
は
、
君
子
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

そ
も
そ
も
赤
塚
氏
の
引
用
資
料
の
解
釈
は
、
拡
大
解
釈
で
あ
る
。『
論
語
』
に
は
、「
子
の

曰
わ
く
、
中
行
を
得
て
こ
れ
に
与
せ
ず
ん
ば
、
必
ず
や
狂
狷
か
。
狂
者
は
進
み
て
取
り
、
狷

者
は
為
さ
ざ
る
所
あ
り
」
と
あ
る
。
金
谷
氏
の
訳
注
に
は
、「
先
生
は
い
わ
れ
た
、「
中
庸
の

人
を
み
つ
け
て
交
わ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
せ
め
て
は
狂
者
か
狷
者
だ
ね
。
狂
の
人
は
〔
大
志

を
抱
い
て
〕
は
進
ん
で
求
め
る
し
、
狷
の
人
は
〔
節
義
を
守
っ
て
〕
し
な
い
こ
と
を
残
し
て

い
る
も
の
だ
。」（
一
〇
）
と
あ
り
、
孔
子
は
、
狂
・
狷
の
長
所
を
述
べ
る
だ
け
で
、
狂
者
と

狷
者
に
は
、
欠
点
ま
で
も
存
在
す
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

ま
た
同
氏
は
、
「
中
行
者
は
、
中
道
を
行
な
う
も
の
で
あ
り
、
志
望
と
実
行
と
、
修
身
と
教

化
と
を
兼
備
し
て
い
る
人
格
者
で
あ
る
」
と
、
言
行
一
致
の
人
と
言
う
。
赤
塚
氏
の
論
理
は
、

両
極
端
を
否
定
し
た
論
理
で
あ
れ
ば
、
或
い
は
是
認
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
実
際

の
両
極
端
を
否
定
し
た
中
庸
の
場
合
は
、「
積
極
的
で
も
な
い
が
消
極
的
で
も
な
い
」、
ど
ち

ら
で
も
な
い
の
が
中
庸
人
な
の
で
あ
る
か
ら
、
同
氏
の
説
は
是
認
で
き
な
い
。 

ま
た
他
方
で
の
同
氏
の
引
用
資
料
は
、
狂
・
狷
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
中
庸

と
両
極
端
は
対
立
し
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
両
極
端
と
中
は
対
立
す
る
と
言
う
同
氏
の
主

張
は
、
両
端
を
否
定
す
る
場
合
の
み
に
適
合
す
る
論
理
で
あ
る
。
両
端
の
否
定
論
は
、
中
庸

思
想
の
半
面
の
真
理
で
あ
り
、
同
氏
の
中
庸
人
の
規
定
の
主
張
は
認
め
ら
れ
な
い
。 

「
孔
子
は
、
中
庸
の
人
を
み
つ
け
て
交
際
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
次
は
積
極
的
な

狂
者
か
、
消
極
的
な
狷
者
と
交
際
し
た
い
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
中
庸
人
は
狂
者
と
狷
者
を

兼
備
し
た
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ま
た
積
極
者
の
狂
者
と
消
極
者
の

狷
者
と
は
、
同
時
に
交
際
を
実
行
す
る
事
は
出
来
な
い
の
も
明
白
で
あ
る
。 

従
っ
て
中
庸
人
と
は
、
あ
る
時
は
積
極
的
で
あ
る
が
、
あ
る
時
は
消
極
的
で
あ
る
人
間
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
、
孔
子
の
言
う
中
行
人
像
な
の
で
あ
る
。
赤
塚
氏
の
中
行
人
の

交
際
相
手
像
で
あ
る
狂
・
狷
は
、
狂
と
狷
は
同
時
に
交
際
で
き
な
い
以
上
、
狂
者
と
狷
者
と

ど
の
様
に
交
際
し
て
中
庸
を
実
現
す
る
の
か
、
と
い
う
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
理
解
方
法
に
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彬
彬
と
は
、
両
端
の
性
質
が
消
え
て
、
そ
の
上
で
両
端
が
融
合
す
る
状
態
で
あ
り
、
金
谷
氏

の
言
う
様
な
両
端
を
兼
ね
備
え
て
平
衡
を
得
た
人
間
と
言
う
意
味
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
は
、

両
端
は
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
金
谷
氏
の
言
う
様
な
包
容
性
＝
構
造
性
を
持
つ
様
な

性
質
の
中
庸
論
で
は
な
い
。
金
谷
氏
の
論
考
で
気
に
な
る
の
は
、
両
端
が
否
定
さ
れ
た
場
合

の
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
探
求
が
全
く
欠
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
お
け
る

金
谷
氏
の
中
庸
の
構
造
論
研
究
の
問
題
点
は
、
両
端
の
否
定
論
と
肯
定
論
が
区
別
さ
れ
て
い

な
く
、
ま
た
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
具
体
像
が
明
示
し
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

ま
た
ど
の
様
に
し
て
対
立
す
る
両
極
端
の
性
格
を
融
合
し
て
中
庸
を
実
現
す
る
の
か
と
い

う
、
中
庸
思
想
の
構
造
に
つ
い
て
の
実
現
方
法
論
が
欠
落
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

二

赤
塚
説
の
検
討 

 

次
に
赤
塚
忠
氏
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
以
下
に
検
討
し
た
い
。
既 

に
上
梓
し
た
拙
稿
に
引
用
し
た
文
章
で
あ
る
が
、
再
度
引
用
し
て
検
討
し
て
見
て
み
た
い
。 

「
だ
が
、
中
庸
は
、
過
不
及
の
中
間
を
と
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
よ
う
な
生
易
し
い

も
の
で
は
な
い
。
た
だ
中
間
を
と
る
の
で
は
、
全
く
自
主
性
を
失
っ
た
折
中
主
義
・
追
従
的

機
会
主
義
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
、
単
純
に
両
端
の
中
間
を
取
っ
た
中
庸
は
、
折
衷
主
義
・

追
従
的
機
会
主
義
で
あ
る
と
、
厳
し
く
武
内
義
雄
氏
の
学
説
を
批
判
し
た
赤
塚
氏
の
中
庸
思

想
論
と
は
、
一
体
ど
の
様
な
構
造
論
的
な
具
体
的
内
容
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

『
論
語
』
に
出
典
し
て
い
る
孔
子
の
中
行
に
、
『
中
庸
』
の
中
の
概
念
の
始
原
を
求
め
る
根

拠
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

「
ま
た
、
中
、
な
い
し
は
中
庸
を
主
張
す
る
に
は
、
そ
れ
に
反
す
る
両
極
端
・
過
不
及
・

奇
僻
が
存
在
す
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
予
想
さ
れ
る
も
の
が
強
度

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
中
の
要
求
も
強
く
な
る
。
そ
の
よ
う
な
対
立
す
る
も
の
な
し
に
中
を

説
く
こ
と
は
無
意
義
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
注
目
す
べ
き
も
の
は
、『
論
語
』
子
路
篇
に
「
子

曰
く
、
中
行
を
得
て
こ
れ
に
与
せ
ざ
れ
ば
、
必
ず
や
狂
・
狷
か
。
狂
者
は
進
ん
で
取
り
、
狷

者
は
為
さ
ざ
る
所
あ
り
、
と
」
と
あ
る
文
で
あ
る
。
孟
子
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
狂
者
と
は
、

古
聖
人
の
道
を
行
な
う
志
望
ば
か
り
大
き
く
て
、
実
行
が
こ
れ
に
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
り
、

狷
者
と
は
、
一
身
を
廉
潔
に
保
つ
に
伋
伋
と
し
て
、
他
人
を
善
導
す
る
に
は
及
び
得
な
い
も

の
で
あ
る
。
し
て
見
れ
ば
、
中
行
者
は
、
中
道
を
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、
志
望
と
実
行
と
、

修
身
と
教
化
と
を
兼
備
し
て
い
る
人
格
者
で
あ
る
。
孔
子
は
こ
の
よ
う
な
人
格
者
と
と
も
に

道
を
行
な
う
こ
と
を
最
も
希
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。・
・
・『
中
庸
』
の
中
の
概
念
の
始
原

を
求
め
る
な
ら
ば
、
こ
の
中
行
に
こ
そ
基
づ
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
孔
子
・
孟
子
の
中

行
（
中
道
）
は
、
同
じ
く
道
を
求
め
る
も
の
の
徳
行
を
主
と
し
て
い
っ
て
お
り
、
か
つ
『
中

庸
』
の
よ
う
な
理
論
的
整
備
を
欠
い
て
い
る
。」（
三
）
と
述
べ
て
い
る
。

赤
塚
氏
は
、
狂
者
と
狷
者
と
い
う
両
極
端
人
を
包
摂
・
包
容
し
た
所
に
中
庸
人
が
存
在
す

る
と
、
中
庸
思
想
を
構
造
論
的
に
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
理
解
方
法
は
、
金
谷
氏

が
「
中
と
和
」
や
「
中
庸
に
つ
い
て
ー
そ
の
倫
理
と
し
て
の
性
格
」
で
述
べ
た
「
両
端
を
包

み
込
む
包
容
性
の
あ
る
の
が
中
庸
」
と
す
る
理
解
方
法
と
同
一
方
向
の
思
考
で
あ
る
。

赤
塚
氏
の
主
張
は
、
金
谷
氏
の
学
説
を
更
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
中
庸
人
を
言
行
一
致
す

る
人
物
で
あ
る
と
、
内
面
的
に
具
体
性
を
以
て
、
構
造
論
的
に
中
庸
人
を
理
解
し
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
赤
塚
氏
の
中
庸
人
の
構
造
論
の
理
解
方
法
の
主
張

に
は
、
以
下
の
三
つ
の
問
題
点
が
存
在
す
る
。 

赤
塚
氏
は
、
中
庸
に
は
、
「
そ
れ
に
反
す
る
両
極
や
過
不
及
が
存
在
す
る
事
が
予
想
さ
れ

る
」
と
い
う
が
、
こ
れ
は
、
中
庸
を
規
定
す
る
上
で
、
両
極
端
を
否
定
的
に
扱
う
一
面
的
な

思
考
で
あ
る
。
中
庸
に
は
、
金
谷
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
右
で
も
な
け
れ
ば
左
で
も
な
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（
二
）
の
論
考
は
、
前
稿
の
「
中
と
和
」
の
続
稿
で
あ
り
、
上
古
の
資
料
に
基
づ
い
て
中
庸

思
想
を
倫
理
面
か
ら
考
察
し
直
し
た
論
文
で
あ
る
。
金
谷
氏
は
、
こ
の
論
考
の
中
で
、 

「『
中
庸
』
古
本
に
つ
い
て
先
ず
知
ら
れ
る
こ
と
は
、「
中
」
が
過
不
及
の
な
い
「
両
端
の

中
」
と
し
て
意
識
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
・
・
・
過
ぎ
た
状
態
、
及
ば
な
い
状
態
と

い
う
両
極
端
を
意
識
し
た
う
え
で
、
そ
の
何
れ
に
も
か
た
よ
ら
な
い
な
か
ほ
ど
に
真
正
の
道

が
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
最
も
み
や
す
い
意
味
で
あ
る
と
共
に
、
又
は
じ
め

て
中
庸
と
い
う
言
葉
の
あ
ら
わ
れ
る
『
論
語
』
か
ら
の
伝
統
を
も
受
け
つ
ぐ
最
も
本
質
的
な

概
念
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
又
「
舜
、
問
う
を
好
み
、
好
ん
で
邇
（
卑
近
な
）
言
を
察
し
、

悪
を
隠
し
て
善
を
揚
げ
、
そ
の
両
端
を
執
り
て
そ
の
中
を
民
に
用
う
」
（
第
六
章
）
と
い
う

の
は
、
な
る
ほ
ど
こ
れ
も
両
端
の
中
で
あ
る
が
、
右
で
も
な
く
ひ
だ
り
で
も
な
い
な
か
ほ
ど

と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
右
の
言
い
分
も
左
の
言
い
分
も
と
り
い
れ
て
そ
の
な
か
ほ
ど
を

用
い
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
も
ろ
も
ろ
の
極
端
を
一
つ
に
集
中
し
よ
う
と
す
る
心
の
動

き
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
て
み
る
と
、
前
に
み
た
過
不
及
の
な
い
「
両
端
の
中
」
は
、

実
は
単
な
る
直
線
状
の
な
か
ほ
ど
の
一
点
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
両
端
を
か

ね
そ
な
え
た
包
容
的
な
立
場
に
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
構
造
性
を
持
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
中
」
と
い
う
言
葉
の
う
ま
れ
る
に
は
、
消
極
的
に
せ
よ
、
端
と

い
う
も
の
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
更
に
そ
の
端
が
な
け
れ
ば
、
中
の
存
在
も
亦
考
え
ら
れ
な

い
と
い
う
事
情
を
想
う
な
ら
ば
、
以
上
の
よ
う
な
関
係
は
、
容
易
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

両
端
の
「
中
」
の
持
つ
こ
う
し
た
包
容
的
な
意
味
に
注
目
す
る
と
、
孔
子
の
人
格
に
つ
い
て
、

「
温
か
に
し
て
厲
し
く
、
威
あ
り
て
猛
々
し
か
ら
ず
、
恭
し
く
て
安
ら
か
」
と
い
う
の
や
、

『
書
経
』
の
な
か
で
「
直
く
し
て
温
か
く
、
寛
や
か
に
し
て
栗
し
く
、
闘
く
し
て
虐
な
く
、

簡
（
大
）
に
し
て
傲
（
恣
）
な
る
こ
と
な
し
」
（
尭
典
）
な
ど
と
い
う
の
も
、
や
は
り
中
庸

の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
有
名
な
「
質
、
文
に
勝
て
ば
則
ち
野
な
り
。
文
、
質
に
勝

て
ば
則
ち
史
な
り
。
文
と
質
と
彬
彬
と
し
て
然
る
後
君
子
な
り
」
（
雍
也
）
と
い
う
の
は
、

文
と
質
と
の
両
端
を
考
え
た
う
え
で
、
君
子
は
そ
の
い
ず
れ
に
も
か
た
よ
ら
ず
両
者
を
か
ね

そ
な
え
た
人
、
即
ち
「
中
立
し
て
倚
ら
ぬ
」
人
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
又
文
質
両
端
の
平
衡
を
え
た
調
和
の
上
に
場
を
占
め
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
中
」
の
世
界
は
そ
の
ま
ま
「
和
」
の
世
界
に
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

金
谷
氏
は
、
前
稿
「
中
と
和
」
で
述
べ
た
中
の
包
容
性
的
、
構
造
論
的
な
意
味
を
再
度
指

摘
し
て
い
る
。
し
か
し
中
庸
思
想
は
、
包
容
性
や
構
造
性
を
持
つ
と
言
う
金
谷
氏
の
主
張
も
、

中
庸
の
構
造
論
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
点
で
は
未
だ
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

更
に
金
谷
氏
の
中
庸
の
構
造
論
の
指
摘
で
重
要
な
問
題
点
は
、
後
半
に
展
開
し
て
い
る
孔

子
や
君
子
の
人
格
論
で
あ
る
。
金
谷
氏
は
、
両
端
の
肯
定
論
と
否
定
論
を
区
別
す
る
こ
と
な

く
、
両
者
を
混
同
し
て
、
中
庸
＝
調
和
論
の
論
旨
を
展
開
し
て
い
る
。

孔
子
の
人
格
の
「
温
か
に
し
て
厲
し
く
、
威
あ
り
て
猛
々
し
か
ら
ず
、
恭
し
く
て
安
ら
か
」

と
の
表
現
や
、
『
書
経
』
の
「
直
く
し
て
温
か
く
、
寛
や
か
に
し
て
栗
し
く
、
闘
く
し
て
虐

な
く
、
簡
（
大
）
に
し
て
傲
（
恣
）
な
る
こ
と
な
し
」（
尭
典
）
は
、「
温
と
厲
」
等
の
両
端

の
肯
定
論
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
、
孔
子
や
君
子
は
、
対
立
的
な
両
極
端
の
人
格
性
を
持
っ

て
い
た
と
言
う
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
孔
子
や
君
子
は
対
立
す
る
両
面
的
な
人
格
を
具
有
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
対
の
思
想
の
人
格
的
表
現
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
が
何
故
に

中
庸
＝
調
和
論
の
表
現
に
な
る
の
か
、
も
っ
と
中
庸
思
想
の
構
造
性
の
説
明
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
対
立
す
る
性
格
は
、
同
時
に
発
現
で
き
な
い
。
従
っ
て
ど
の
様
に
し
て
中
庸
を
実

現
す
る
の
か
と
い
う
、
中
庸
の
実
現
方
法
論
も
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

逆
に
「
質
、
文
に
勝
て
ば
則
ち
野
な
り
。
文
、
質
に
勝
て
ば
則
ち
史
な
り
。
文
と
質
と
彬

彬
と
し
て
然
る
後
君
子
な
り
」（
雍
也
）
は
、「
文
と
質
」
の
両
端
の
否
定
論
で
あ
る
。
孔
子

や
君
子
の
人
格
の
場
合
の
両
端
の
肯
定
論
と
同
時
に
扱
え
な
い
性
格
の
人
格
表
現
で
あ
る
。
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に
融
通
性
が
な
く
て
一
点
に
拘
わ
つ
た
「
中
」
で
あ
れ
ば
、
集
中
統
一
の
意
を
全
う
し
得
ず
、

従
っ
て
真
の
正
し
い
立
場
で
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
孟
子
自
身
の
思
想
的
立
場
が
「
権
」

を
含
む
「
中
」
に
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
ろ
う
。
「
権
」
と
い
う
よ
う
な
特
別
な
言
葉
で

表
せ
ら
れ
る
こ
と
は
「
孟
子
」
に
は
じ
ま
る
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
融
通
性
、
即
ち
大
凡
の

と
こ
ろ
と
い
う
考
え
方
は
、
時
の
宜
し
き
に
従
う
随
順
性
と
一
つ
に
な
っ
て
、
「
詩
経
」
や

「
論
語
」
の
な
か
に
屡
々
あ
ら
わ
れ
、
古
く
か
ら
一
般
的
に
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
っ
た
。 

「
中
」
の
持
つ
こ
う
し
た
本
質
、
即
ち
融
通
性
を
含
む
包
容
的
な
意
味
に
注
目
す
る
と
、

先
に
見
た
よ
う
な
「
中
」
の
論
理
的
表
現
、
右
で
も
な
く
左
で
も
な
い
と
い
う
否
定
的
な
そ

れ
は
、
実
は
そ
の
ま
ま
、
右
で
も
左
で
も
あ
る
と
い
う
肯
定
的
な
表
現
に
、
通
ず
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

・
・
・「
詩
経
」
商
頌
の
長
発
で
は
「
剛
な
ら
ず
柔
な
ら
ず
、

政
を
お
こ
な
い
て
よ
く
和
ら
げ
ば
も
ろ
も
ろ
の
福
禄
は
こ
こ
に
聚
ら
ん
」
と
い
い
、
烈
し
い

ゆ
き
過
ぎ
を
避
け
て
、
剛
柔
宜
し
き
を
得
た
「
優
々
」
た
る
調
和
的
政
治
を
よ
し
と
し
て
い

る
が
、
こ
れ
こ
そ
剛
な
ら
ず
柔
な
ら
ざ
る
「
中
」
の
立
場
が
そ
の
ま
ま
「
和
」
と
見
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

思
想
家
に
よ
る
「
中
」
の
論
理
的
表
現
は
は
な
は
だ
貧
困
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
め
ざ
す
所

は
実
は
「
和
」
の
世
界
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
調
和
の
持
つ
構
造
性
を
理
解
し
な
が
ら
、
た

か
だ
か
極
端
に
走
ら
ぬ
な
か
ほ
ど
と
し
か
言
え
な
か
っ
た
こ
と
は
古
代
中
国
に
於
け
る
論

理
の
限
界
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。・
・
・
」 

金
谷
氏
の
主
張
の
骨
子
は
、
両
端
を
包
容
し
た
総
合
的
な
、
お
お
よ
そ
の
中
ほ
ど
が
、
中

庸
の
「
中
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
調
和
を
意
味
す
る
と
言
う
、
両
端
を
肯
定
し
た
中
＝
和
と
い

う
論
理
的
な
結
論
で
あ
る
。
両
端
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
両
端
の
和
合
も
成
立
し
な
い
と
言

う
論
理
で
あ
る
。
従
来
一
般
的
に
中
庸
の
意
味
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
、
『
論
語
』
に
あ

る
「
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
如
し
」
と
い
う
両
端
を
否
定
し
た
真
ん
中
が
中
庸
で
あ
る
と

す
る
通
説
に
対
し
て
、
舜
の
「
執
其
両
端
」
を
引
用
し
て
、
中
庸
の
「
中
」
は
両
端
を
包
容

し
た
総
合
的
な
意
味
が
あ
る
と
指
摘
し
た
点
は
、
金
谷
氏
の
斬
新
的
で
先
進
的
な
卓
見
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
金
谷
氏
は
、
中
庸
の
「
中
」
は
、
「
執
其
両
端
」
に
あ
る
様
に
確

か
に
手
に
と
り
持
つ
意
味
で
、
両
端
を
包
み
込
む
立
場
で
、
構
造
性
を
持
ち
、
包
容
的
・
総

合
的
な
意
味
が
あ
る
と
言
う
。
し
か
し
本
稿
に
は
、
問
題
点
も
多
く
存
在
す
る
。 

先
ず
資
料
の
誤
読
で
あ
る
。『
論
語
』
の
な
か
で
、「
質
、
文
に
勝
て
ば
即
ち
野
な
り
。
文
、

質
に
勝
れ
ば
則
ち
史
な
り
、
文
と
質
と
彬
彬
と
し
て
然
る
後
君
子
な
り
」（
雍
也
）
」
は
、
質

と
文
の
過
ぎ
た
野
と
史
の
両
端
を
否
定
し
た
上
で
、
そ
の
両
端
が
彬
彬
＝
混
じ
り
合
っ
た
人

間
が
君
子
だ
、
と
す
る
文
章
で
あ
る
。
ま
た
『
詩
経
』
商
頌
の
長
発
で
は
「
剛
な
ら
ず
柔
な

ら
ず
、
政
を
お
こ
な
い
て
よ
く
和
ら
げ
ば
も
ろ
も
ろ
の
福
禄
は
こ
こ
に
聚
ら
ん
」
の
資
料
は
、

明
ら
か
に
剛
と
柔
の
両
極
端
を
否
定
し
た
上
に
、
和
が
成
立
す
る
文
章
で
あ
る
。 

金
谷
氏
が
、
両
端
の
肯
定
論
の
資
料
に
挙
げ
た
諸
例
は
、
実
は
両
端
を
否
定
し
た
上
に

「
和
」
が
成
立
す
る
と
い
う
資
料
で
あ
る
。
従
っ
て
両
端
を
肯
定
し
た
上
に
は
、
両
極
端
の

調
和
論
＝
「
和
」
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。 

特
に
疑
問
な
の
は
、
金
谷
氏
は
、
何
故
に
、
「
右
で
も
な
け
れ
ば
左
で
も
な
い
」
と
言
う

両
端
の
否
定
論
が
、
「
右
で
も
あ
れ
ば
左
で
も
あ
る
」
と
言
う
両
端
の
肯
定
論
の
中
に
、
否

定
論
が
吸
収
さ
れ
て
転
化
し
て
行
く
の
か
、
そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
な
い
事
な
の
で
あ
る
。

蓋
し
、
そ
の
理
由
は
、
金
谷
氏
の
考
え
て
い
る
中
庸
思
想
は
、
包
容
性
と
総
合
性
の
あ
る
構

造
で
あ
る
と
想
定
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
両
端
の
否
定
論
を
肯
定
し
て
し
ま
え
ば
、

中
庸
思
想
に
包
容
性
や
総
合
性
が
消
失
し
て
、
両
端
を
統
合
し
た
和
合
に
な
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
う
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

そ
し
て
続
い
て
発
表
し
た
金
谷
氏
の
「
中
庸
に
つ
い
て
ー
そ
の
倫
理
と
し
て
の
性
格
」
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す
る
学
派
で
あ
っ
た
。
今
日
に
伝
わ
る
「
礼
記
」
の
な
か
の
中
庸
篇
は
、
そ
の
考
え
方
を
窺

が
わ
せ
る
主
要
な
資
料
で
あ
る
。・
・
・
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
な
か
で
「
中
」

の
意
味
を
我
々
に
明
ら
か
に
示
し
て
く
れ
て
い
る
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
中
庸
思
想
と

い
え
ば
直
ち
に
連
想
せ
ら
れ
る
中
庸
の
書
と
し
て
は
、
こ
れ
は
は
な
は
だ
意
外
な
こ
と
で
あ

る
。
い
ま
そ
う
し
た
な
か
か
ら
、
そ
の
意
味
内
容
の
比
較
的
明
ら
か
な
も
の
を
選
ん
で
み
る

と
、
次
ぎ
の
五
カ
条
が
得
ら
れ
る
。・
・
・「
中
」
の
説
明
と
し
て
は
、
相
対
す
る
も
の
を
持

ち
出
し
て
そ
の
右
で
も
な
く
左
で
も
な
い
と
い
う
も
が
、
典
型
的
な
説
明
法
で
あ
っ
た
。
中

庸
と
い
う
言
葉
が
は
じ
め
て
表
れ
る
「
論
語
」
の
な
か
で
も
、
理
想
的
な
中
行
の
人
を
説
明

す
る
の
に
、
先
走
っ
た
狂
者
と
引
き
込
み
思
案
の
狷
者
と
を
揚
げ
（
子
路
）
、
又
真
の
道
の

あ
り
か
を
示
す
の
に
、
過
ぎ
た
も
の
と
及
ば
ぬ
も
の
と
を
そ
れ
ぞ
れ
に
掲
げ
た
う
え
で
、
そ

の
い
ず
れ
で
も
な
い
な
か
ほ
ど
に
あ
り
と
し
て
い
る
（
先
進
）
。
中
庸
の
本
質
と
し
て
、
相

対
す
る
も
の
の
な
か
ほ
ど
と
い
う
概
念
は
確
か
に
最
も
見
易
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ

は
、
実
は
「
中
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
の
な
か
に
、
既
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
中
庸
の
意
味
に
於
け
る
「
中
」
と
い
う
言
葉
は
、
端
と
い
う
も
の
が
消
極
的
に
せ
よ
意

識
せ
ら
れ
て
、
は
じ
め
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
「
中
」
に
つ
い
て
思
索
を

こ
ら
し
た
と
思
え
る
子
思
学
派
に
於
い
て
も
、
そ
の
表
現
が
結
局
こ
う
し
た
状
態
、
即
ち
右

で
も
な
く
左
で
も
な
い
と
い
う
否
定
的
表
現
で
、
「
相
対
す
る
も
の
の
な
か
」
で
あ
る
こ
と

を
示
す
に
止
ま
っ
て
い
る
の
は
、
ど
う
し
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。
即
ち
「
中
」
の
論
理
的
表
現

は
、
か
れ
ら
の
思
惟
に
あ
っ
て
は
、
も
は
や
そ
れ
以
上
に
進
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
、
古
代
中
国
に
お
け
る
論
理
の
貧
困
さ
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。 

そ
れ
で
は
、
か
れ
ら
の
言
わ
ん
と
し
て
言
い
得
な
か
っ
た
中
庸
の
本
質
と
は
何
で
あ
っ
た

か
。
そ
れ
を
み
る
為
の
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
前
掲
の
第
二
条
に
見
ら
れ
る
、

舜
の
政
治
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
。
即
ち
そ
れ
は
、
舜
が
よ
く
世
俗
の
言
を
も
聴
き
容
れ

あ
ち
ら
の
言
い
分
も
こ
ち
ら
の
言
い
分
も
、
善
も
悪
も
と
も
ど
も
に
受
け
容
れ
、
極
端
に
走

ら
ぬ
な
か
ほ
ど
を
民
の
政
治
に
用
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
考
え
方
に
は
、
も
ろ

も
ろ
の
極
端
を
一
つ
に
集
中
し
よ
う
と
す
る
心
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
両
端
を
予
想
し
た
過

不
及
の
な
い
「
中
」
に
は
、
実
は
そ
う
し
た
包
容
性
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
執
其
両
端
」
の
執
は
確
か
に
手
に
と
り
持
つ
こ
と
で
、
け
っ
し
て
一
概
に
否
定
し
て
除
き

去
る
こ
と
で
は
な
く
、
「
隠
悪
而
揚
善
」
の
言
葉
に
も
興
味
が
深
い
。
そ
の
よ
う
な
両
端
を

兼
ね
そ
な
え
た
状
態
は
む
し
ろ
両
者
を
包
む
立
場
で
あ
り
、
そ
れ
は
構
造
性
を
持
つ
も
の
で
、

単
な
る
直
線
状
の
両
極
端
の
な
か
ほ
ど
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。「
論
語
」
の
な
か
で
、「
質
、
文
に
勝
て
ば
即
ち
野
な
り
。
文
、
質
に
勝
れ
ば
則
ち
史
な

り
、
文
と
質
と
彬
彬
と
し
て
然
る
後
君
子
な
り
」
（
雍
也
）
と
あ
る
の
も
、
文
と
質
の
両
端

を
考
え
た
う
え
で
、
君
子
は
そ
の
何
れ
に
も
か
た
よ
ら
ず
両
者
を
兼
ね
そ
な
え
た
人
、
即
ち

「
中
立
し
て
倚
ら
ぬ
」
人
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
、
そ
の
立
場
は
、
ま
さ
し
く
「
両

端
を
執
り
て
用
い
る
中
」
に
当
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
中
」
に
は
確
か
に
そ
う
し
た
包
容

的
総
合
的
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
更
に
又
こ
の
よ
う
な
包
容
的
な
「
中
」
は
、
も
と
よ

り
固
定
し
た
数
学
的
な
「
中
」
、
例
え
ば
二
と
十
と
の
中
間
と
し
て
の
六
と
い
う
よ
う
な
絶

対
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
自
ら
明
ら
か
で
、
融
通
性
の
あ
る
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と

は
当
然
で
あ
ろ
う
。
「
孟
子
」
の
な
か
に
は
、
そ
う
し
た
意
味
を
最
も
明
ら
か
に
物
語
る
文

章
が
あ
る
。
即
ち
孟
子
は
子
莫
の
学
問
を
批
評
し
て
、
そ
の
立
場
が
当
時
の
顕
学
で
あ
る
楊

朱
と
墨
翟
と
の
中
間
を
得
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
当
た
っ
て
い
る
と
言
え
る
が
、
そ
こ
に
は

「
権
」
が
な
い
か
ら
一
極
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
で
、
其
の
み
ち
を
傷
う
も
の
で
あ

り
、
唯
一
事
を
挙
用
し
て
百
事
を
廃
す
る
事
に
な
る
と
言
っ
て
い
る
（
尽
心
上
）。
こ
の
「
権
」

と
は
は
か
り
の
錐
（
ふ
ん
ど
う
）
で
、
そ
れ
が
物
の
重
さ
に
つ
れ
て
左
右
す
る
か
ら
、
融
通

性
の
概
念
を
示
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
両
極
端
の
「
中
」
を
選
ん
で
も
、
そ
れ
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中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
史
の
考
察 

ー
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
庸
思
想
研
究
の
現
段
階
（
三
）
ー 

 

中
庸
と
は
、
円
錐
形
の
頂
点
説
や
空
間
的
原
理
等
の
従
来
の
中
庸
思
想
研
究
者
の
構
造
論

的
理
解
の
方
法
で
は
、
前
近
代
の
中
国
知
識
人
に
は
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
政
治
実
践

に
活
用
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
中
国
思
想
の
精
髄
と
言
わ
れ
る
中
庸
思

想
を
現
実
の
政
治
実
践
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
政
治
実
践
を
実
行
し
た
前
近
代
中
国
の
士

大
夫
階
級
に
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
る
構
造
論
の
提
起
が
必
要
で
あ
る
。
中
庸
思
想
の

構
造
論
は
、
中
庸
思
想
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
両
極
端
と
中
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
、

中
＝
礼
＝
和
の
場
合
も
中
＝
権
＝
時
中
の
場
合
も
、
化
学
的
や
力
学
的
に
中
庸
思
想
の
内
面

的
構
造
論
を
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
、
政
治
実
践
に
応
用
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
庸
思
想

の
構
造
論
は
、
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
を
導
入
し
た
考
察
に
よ

り
、
政
治
思
想
上
の
問
題
と
し
て
具
体
的
に
解
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
中
庸
思
想

構
造
論

円
錐
形
の
頂
点

対
の
思
想

中
＝
礼

中
＝
権 

 

は
じ
め
に 

 

中
庸
思
想
の
構
造
論
に
言
及
し
て
い
る
論
考
は
、
発
表
年
代
順
に
述
べ
る
と
、
管
見
の
限

り
、
金
谷
治
「
中
と
和
」（
一
）、
金
谷
治
「
中
庸
に
つ
い
て
ー
そ
の
倫
理
と
し
て
の
性
格
」 

（
二
）
、
赤
塚
忠
『
大
学
・
中
庸
』
（
三
）
、
島
田
虔
次
『
大
学
・
中
庸
』
（
四
）
、
宮
崎
市
定

「
中
国
思
想
の
特
質
」（
五
）、
金
谷
治
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
第
四
章

中
庸
）（
六
）、 

 

小

倉

正

昭 

 

杜
勤
「
「
中
」
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
一
考
察

宇
宙
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
七
）
、

真
儒
協
会
会
長

高
根
秀
人
年
・
個
人
ブ
ロ
グ
【
儒
灯
】
・
「
美
の
思
想
二
―
中
庸
―
」（
八
）

で
あ
る
。
こ
こ
に
列
挙
し
た
諸
氏
の
研
究
の
中
に
お
い
て
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
を
深
く
追

求
し
た
構
造
論
研
究
は
、
金
谷
氏
の
み
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
程
な
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
筆
者
は
、
「
中
庸
思
想
研
究
の
問
題
の
提
起
ー
「
中
庸
思
想
」
研
究
史
の
現
段

階
と
課
題
（
序
章
）
ー
」
に
於
い
て
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
問
題
解
決
方
法
論
は
、
政
治

思
想
史
の
問
題
と
し
て
取
り
扱
う
事
が
最
も
重
要
問
題
で
あ
る
と
主
張
し
て
き
た
。 

そ
こ
で
現
在
日
本
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
史
は
、
こ
の
問
題
に
関
係
し
て
、
ど
の
程

度
、
進
展
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
、
金
谷
氏

の
中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
の
現
状
と
課
題
点
を
中
心
に
し
て
、
前
近
代
の
中
国
知
識
人
や

為
政
者
が
ど
の
様
に
中
庸
思
想
を
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
と
関
係
し

て
論
じ
て
見
た
い
と
思
う
。 

 

一

金
谷
説
の
検
討 

 

現
在
日
本
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
研
究
は
、
一
九
五
〇
年
に
発
表
さ
れ
た
金
谷
治
氏
の

「
中
と
和
」
の
論
考
よ
り
始
ま
る
（
一
）
。
金
谷
氏
は
、
第
一
節
の
「
中
の
論
理
」
に
お
い

て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「「
中
」
に
つ
い
て
、
自
家
の
哲
学
を
う
ち
立
て
よ
う
と
し
た
も
の
は
、
子
思
を
中
心
と

82 鈴鹿工業高等専門学校紀要　第47巻（2014）（81）





（学術論文） 

Thought of Dui and Study of the Doctrine of the Mean
―Present stage of study of the “Doctrine of the Mean” examined from a 

perspective of the thought of Dui (2)―

Masaaki OGURA* 

An examination of the history of study of the Doctrine of the Mean from a perspective of the thought of Dui, which is 

a traditional, basic mode of thinking of Chinese people, shows that the present status of study of the Doctrine of the 

Mean in Japan is in a very poor stage. Dr. Kanaya pointed out that the mean has the two-sidedness, with denial and 

affirmation, of both ends. However, he took a monistic standpoint by absorbing the denial theory into the affirmation 

theory. Dr. Shimada indicated that there were two kinds of chu in the mean, “mihatsu no chu (middle of a condition 

before something happens)” and “jichu no chu (middle of a condition when something is happening)”. Nonetheless, 

he unified them into a thing and its functions by adapting the ti-yong theory. When carefully reexamining and 

analyzing the Doctrine of the Mean from a perspective of the thought of Dui, results show that the denial theory and 

the affirmation theory of both ends have a relation like oil and water, which cannot be discussed at the same level. 

Consequently, it becomes readily apparent that two completely different Doctrines of the Mean exist: “mihatsu no

chu” equal wa (harmony) equal the harmonization theory, which denied both ends, and “yuken no chu (middle of a 

condition when something has authority)” equal jichu equal the situational middle theory, which affirmed them.

Key words: thought of Dui, Doctrine of the Mean, denial theory, affirmation theory, harmonization, jichu

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* Department of General Education (Humanities and Social Sciences)

（Original Article）
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金
谷
氏
の
解
釈
と
同
様
な
意
味
に
「
時
中
」
を
解
釈
し
て
い
る
と
見
な
し
て
よ
い
。 

（
一
一
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治

第
四
章

中
庸

中
の
包
容
性
・
統
合
性

一 

三
九
頁

中
公
新
書
一
一
二
〇

一
九
九
三
年

参
照
）） 

（
一
二
）『
中
庸
』（
宇
野
哲
人
全
訳
注

四
四
頁

講
談
社
学
術
文
庫

一
九
八
三
年
参
照
） 

（
一
三
）『
大
学
・
中
庸
』
金
谷
治
訳
注

一
四
四
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

参
照
） 

（
一
四
）
宇
野
哲
人
氏
は
、
朱
子
の
説
明
に
依
り
解
説
し
て
い
る
（『
中
庸
』
宇
野
哲
人
全 

訳
注

五
五
頁

講
談
社
学
術
文
庫

一
九
八
三
年

参
照
）。 

（
一
五
）『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

三
五
一
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
八
年

参
照
） 

（
一
六
）『
朱
子
学
と
陽
明
学
』（
島
田
虔
次

第
一
章

新
し
い
哲
学
の
出
発

岩
波
新
書 

六
三
七

一
九
六
七
年

二
八
頁

参
照
）

拙
稿
「
対
の
思
想
」
研
究
史
の
現 

状
と
課
題
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て 

（
序
章
）
ー
」（
『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
』
第
四
四
巻

二
〇
一
〇
年

参
照
）。 

（
一
七
）『
中
庸
』（
宇
野
哲
人
全
訳
注

四
五
頁

講
談
社
学
術
文
庫

一
九
八
三
年
参
照
） 

（
一
八
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治

一
五
一
頁

中
公
新
書
一
一
二
〇

一
九
九 

三
年
参
照
）
宮
崎
氏
の
「
中
」
批
判
は
、
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
ー
対
の 

思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
四
）
ー
」（『
鈴 

鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
五
巻
二
〇
一
一
年
）
の
注
（
二
三
）
参
照
。 

（
一
九
）『
孟
子

下

』
小
林
勝
人
訳
注

一
〇
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
八
年

参
照
） 

（
二
〇
）『
孟
子

下

』
小
林
勝
人
訳
注

三
五
一
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
八
年

参
照
） 

（
二
一
）『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

三
五
三
頁

「
六

権
の
注
釈
ー
「
権
は
ハ
カ
リ 

の
お
も
り
。
称
鐘
（
分
銅
）。
動
詞
に
し
て
ハ
カ
ル
。
ハ
カ
リ
に
か
け
て
物
の
軽
重 

を
知
る
。
こ
こ
は
臨
機
応
変
に
処
置
す
る
こ
と
」
岩
波
文
庫

一
九
六
八
年

参
照
） 

（
二
二
）『
大
学
・
中
庸
』
金
谷
治
訳
注

一
四
六
頁
ー
一
四
九
頁

岩
波
文
庫

一
九
九 

八
年

参
照
）。 

（
二
三
）
板
野
長
八
「
中
庸
篇
の
成
り
立
ち
」（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
二
巻
二
号

一 

九
六
三
年

参
照
） 

（
二
四
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

一
四
五
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

参
照
） 

な
お
赤
塚
忠
氏
も
、「
喜
怒
哀
楽
」
を
「
〇
喜
・
怒
・
哀
・
楽

物
ご
と
に
ふ
れ 

て
お
こ
る
感
情
。」
と
し
て
、
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
単
音
節
に
読
ん
で
い
る
（『
新
釈 

漢
文
大
系
第
二
巻

大
学
・
中
庸
』
赤
塚
忠

二
〇
五
頁

明
治
書
院

昭
和
四

 

二
年

初
版

平
成
六
年

三
五
版

参
照
）。 

（
二
五
）『
新
釈
漢
文
大
系
第
二
巻

大
学
・
中
庸
』（
赤
塚
忠

明
治
書
院

昭
和
四
二 

年
初
版

平
成
六
年

三
五
版

参
照
） 

（
二
六
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

七
二
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

参
照
） 

（
二
七
）『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人

四
三
頁

注
三
権

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
）。 

（
二
八
）『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人

三
五
三
頁

注
六

権

岩
波
文
庫
一
九
七
二
年
参
照
） 

（
二
九
）『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳

注

四
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
）。 

（
三
〇
）
拙
稿
「
対
の
思
想
の
政
治
思
想
的
意
義
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て 

き
た
歴
史
的
背
景
（
終
章
）『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
五
巻
二
〇 

一
一
年

注
（
一
五
）
参
照
）
拙
稿
「
中
庸
の
定
義
と
其
の
政
治
思
想
的
意
義
」 

（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
七
巻
二
〇
一
三
年
注
（
三
二
）
参
照
） 

（
三
一
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

一
八
五
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

参
照
） 

（
三
二
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治

第
四
章

中
庸

一
四
六
頁

中
公
新
書
一 

一
二
〇

一
九
九
三
年

参
照
） 

（
受
付
日
二
〇
一
三
年

九
月

九
日
）

（
受
理
日
二
〇
一
四
年

一
月

九
日
）

対の思想と中庸思想研究　―対の思想から考察した中庸思想研究の現段階（二）― 85（78）



の
著
書
に
つ
い
て
「
日
本
の
近
人
の
著
作
も
多
い
が
、・
・
・
島
田
敬
虔
次
『
大
学
・

中
庸
』（
朝
日
新
聞
社
、
中
国
古
典
選
）
は
純
粋
な
朱
子
学
的
解
釈
と
し
て
詳
密
で

あ
り
、
山
下
龍
二
『
大
学
・
中
庸
』（
全
釈
漢
文
大
系
）
は
陽
明
学
派
の
解
釈
に
詳

し
い
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
そ
の
他
、
一
般
に
朱
子
の
『
章
句
』
に
従
っ
た
訳
書

は
多
い
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
」
（『
大
学
・
中
庸
』
金
谷
治
訳
注

岩
波
書
店

一
九
九
八
年
）
と
述
べ
て
、
島
田
氏
の
著
書
と
述
べ
て
い
る
。 

（
五
）『
新
釈
漢
文
体
系

大
学
・
中
庸
』（
赤
塚
忠

新
釈
漢
文
大
系

第
二
巻

明
治
書 

院

昭
和
四
二
年

初
版

平
成
六
年

三
五
版

参
照
）、 

（
六
）『
武
内
義
雄
全
集
第
二
巻

儒
教
篇
一
』（
武
内
義
雄

二

中
庸

五
四
頁
ー
五
六 

頁

角
川
書
店

昭
和
五
四
年

初
版

参
照
） 

（
七
）「
時
中
」
と
は
状
況
に
適
中
す
る
こ
と
で
あ
る
。
拙
稿
「
対
の
思
想
と
状
況
の
変
化

ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
二
）
ー
」

（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
四
巻

二
〇
一
〇
年

参
照
）

拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
の
歴
史
的
展
開
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま

れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
五
）
ー
」（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』

第
四
五
巻

二
〇
一
一
年

参
照
） 

（
八

『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

一
四
四
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

参
照
）。 

（
九
）『
大
学
・
中
庸
』
金
谷
治
訳
注

一
四
六
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

参
照
） 

（
一
〇
）
拙
稿
「
対
の
思
想
と
状
況
の
変
化
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た

歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
二
）
ー
」（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
四

巻

二
〇
一
〇
年

参
照
）
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
ー
対
の
思
想
生
ま
れ

て
き
た
歴
史
的
背
景
（
四
）
ー
」
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
の
歴
史
的
展
開

ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
（
五
）
ー
」（『
鈴

鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
五
巻

二
〇
一
一
年

参
照
）

時
中
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
赤
塚
忠
氏
は
、
「
君
子
の
中
庸
や
、
君
子
に
し

て
時
（
と
き
）
じ
く
中
（
あ
た
）
る
。」
と
読
み
下
し
て
、「
時
中

ど
ん
な
と
き 

に
も
そ
の
節
度
に
か
な
っ
て
中
正
で
あ
る
こ
と
。
前
段
の
「
発
し
て
皆
節
に
中
る
」 

に
あ
た
る
。『
孟
子
』
の
「
孔
子
は
聖
の
時
な
る
も
の
な
り
」（
万
章
下
篇
）
の
「
時
」 

は
、
時
中
と
ほ
ぼ
同
意
」
と
語
釈
し
て
、「
君
子
の
中
庸
は
、
君
子
の
人
が
ら
通 

り
に
ど
ん
な
と
き
で
も
そ
の
節
度
に
か
な
っ
て
い
る
」
と
通
釈
す
る
（
『
新
釈
漢 

文
大
系
第
二
巻

大
学
・
中
庸
』

赤
塚
忠

二
〇
六
頁
ー
二
〇
七
頁

明
治
書 

院

昭
和
四
二
年

参
照
）。
し
か
し
中
を
中
（
あ
た
）
る
と
動
詞
と
し
て
読
み 

下
す
以
上
、「
中
正
」
と
語
訳
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。 

宇
野
哲
人
氏
は
、「
君
子
の
中
庸
は
、
君
子
に
し
て
時
に
中
（
ち
ゅ
う
）
す
。」 

と
読
み
下
し
て
、「
時
に
中
（
ち
ゅ
う
）
す
＝
時
に
随
い
変
に
処
し
て
そ
の
宜
し 

き
に
叶
う
の
意
。
未
だ
発
せ
ず
の
中
は
名
詞
な
れ
ど
も
、
こ
こ
の
中
は
動
詞
と
し 

て
解
釈
す
べ
し
。
時
は
孟
子
に
孔
子
を
称
し
て
「
聖
の
時
な
る
者
」
と
い
っ
た
時 

と
同
じ
意
味
で
あ
る
」
と
字
義
し
て
、「
君
子
の
徳
あ
る
が
故
に
、
時
に
随
い
変 

に
処
し
て
そ
の
宜
し
き
に
叶
う
の
で
あ
る
。」
と
通
解
し
て
い
る
（
『
中
庸
』
宇
野 

哲
人
全
訳
注

六
〇
頁
ー
六
二
頁

講
談
社
学
術
文
庫

一
九
八
三
年

参
照
）
。 

宇
野
氏
は
、
中
を
動
詞
と
し
て
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
以
上
、「
中 

（
ち
ゅ
う
）
す
」
と
読
み
下
し
て
、「
そ
の
宜
し
き
に
叶
う
」
と
名
詞
的
な
意
味
に 

字
義
す
る
の
は
、
無
理
が
あ
る
。
動
詞
と
し
て
読
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
以
上
、 

中
は
、「
中
（
あ
た
）
る
」
と
し
て
読
み
下
し
て
、「
適
中
す
る
」
と
の
意
味
に
通 

解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
赤
塚
氏
も
宇
野
氏
も
、
後
述
す
る
が
島
田
虔 

次
氏
も
、
読
み
下
し
文
、
注
釈
、
通
解
に
お
い
て
、
多
少
の
異
同
は
存
在
す
る
が
、 

86 鈴鹿工業高等専門学校紀要　第47巻（2014）（77）



②
島
田
氏
は
、
中
庸
に
は
、「
未
発
の
中
」
と
「
時
中
の
中
」
の
二
つ
が
存
在
す
る
と
し
た
。 

朱
子
の
主
張
に
従
っ
た
島
田
氏
は
、
中
庸
は
、
未
発
の
中
＝
大
本
＝
体
＝
不
偏
不
倚
、
時
中

＝
達
道
＝
用
＝
過
不
及
に
分
類
で
き
る
と
規
定
し
て
い
た
。
こ
の
指
摘
は
、
金
谷
氏
が
指
摘

し
て
い
る
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
様
式
で
あ
る
対
の
思
想
＝
両
面
思
考
か
ら

考
え
て
み
て
も
誤
り
で
あ
る
。 

③
赤
塚
氏
は
、
先
ず
中
庸
を
説
明
す
る
の
に
、
武
内
氏
・
金
谷
氏
の
引
用
し
た
「
過
ぎ
た
る

は
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
」
の
両
端
を
否
定
す
る
中
庸
と
、
「
そ
の
両
端
を
執
っ
て
、
そ
の
中

を
民
に
用
ふ
」
の
両
端
の
肯
定
論
の
中
庸
を
、
共
に
否
定
す
る
。
次
に
は
「
狂
・
狷
」
の
肯

定
論
の
み
を
引
用
し
て
中
庸
人
を
説
明
・
定
義
す
る
が
、
他
方
の
「
狂
簡
」
の
否
定
論
を
無

視
し
て
い
る
。
両
端
の
否
定
論
と
両
端
の
肯
定
論
を
、
同
時
に
共
に
否
定
し
て
、
そ
し
て
次

に
肯
定
論
を
引
用
し
て
、
否
定
論
を
無
視
し
て
い
る
。
中
庸
を
説
明
す
る
の
に
、
論
理
矛
盾

が
甚
だ
し
い
。
従
っ
て
対
の
思
想
を
理
解
し
た
中
庸
思
想
の
議
論
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。 

④
中
庸
思
想
に
は
、
正
確
に
体
用
の
論
理
で
展
開
し
て
言
う
と
、
本
体
に
も
「
未
発
の
中
」

と
「
執
中
有
権
の
中
」
が
あ
り
、
作
用
に
も
「
和
」
と
「
時
中
」
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
の

で
あ
る
。
前
者
の
未
発
の
中
＝
和
は
、
両
極
端
の
否
定
で
あ
り
、
後
者
の
執
中
有
権
の
中
＝

時
中
は
、
両
極
端
の
肯
定
で
あ
る
。
中
庸
は
、
同
じ
く
不
偏
不
倚
と
言
っ
て
も
、
こ
の
不
偏

不
倚
の
中
庸
に
は
、
両
極
端
の
否
定
と
肯
定
と
い
う
、
全
く
二
つ
の
相
異
な
る
対
の
思
想
の

概
念
が
存
在
す
る
と
言
う
事
で
あ
る
。 

⑤
島
田
氏
が
言
う
よ
う
に
時
中
は
「
過
不
及
な
し
」
で
あ
る
が
、
和
も
「
過
不
及
な
し
」
で

あ
る
。
し
か
し
体
用
の
論
理
で
理
解
し
て
も
、
時
中
は
状
況
に
適
中
し
た
行
動
様
式
で
あ
り
、

和
は
両
端
が
程
よ
く
融
合
し
た
調
和
の
概
念
で
あ
り
、
両
者
は
全
く
異
な
る
概
念
で
あ
る
。 

⑥
従
っ
て
中
庸
の
本
体
と
作
用
に
は
、
未
発
の
中
と
和
と
、
執
中
有
権
の
中
と
時
中
の
二
つ

の
相
い
異
な
る
概
念
が
存
在
す
る
事
に
な
る
。
つ
ま
り
中
庸
思
想
に
は
、
中
国
人
の
伝
統
的

で
基
本
的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
＝
両
面
思
考
が
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

（
二
〇
一
三
年
八
月
三
〇
日

稿
了
） 

注 （
一
）
金
谷
治
「
中
と
和
」（『
文
化
』

十
五
巻
四
号

一
九
五
〇
年

参
照
） 

（
二
）
金
谷
治
「
中
庸
に
つ
い
て
ー
そ
の
倫
理
と
し
て
性
格
」（『
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年 

報
』
第
四
号

一
九
五
五
年

参
照
） 

（
三
）
金
谷
治
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
第
四
章

中
庸

中
公
新
書
一
一
二
〇

一
九 

九
三
年

参
照
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治

第
四
章

中
庸

一
三
七
頁 

中
公
新
書
一
一
二
〇

一
九
九
三
年

参
照
） 

（
四
）
島
田
虔
次
『
大
学
・
中
庸
』
（
吉
川
幸
次
郎
監
修

中
国
古
典
選
四

朝
日
新
聞
社 

一
九
六
七
年
、
朝
日
文
庫

上
・
下

一
九
七
八
年

参
照
） 

島
田
氏
は
、
本
書
の
冒
頭
に
於
い
て
、「
ま
ず
最
初
に
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い

の
は
、
本
書
は
け
っ
し
て
わ
た
く
し
独
自
な
研
究
、
見
識
に
も
と
づ
く
独
自
の
注

釈
書
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
て
徹
頭
徹
尾
、
朱
子
学
の
、

否
、
朱
子
そ
の
人
の
注
釈
、
解
釈
の
紹
介
、
万
や
む
え
を
得
ず
し
て
わ
た
く
し
自

身
の
解
釈
を
し
る
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
も
、
で
き
る
だ
け
朱
子
そ
の
人
の
立
場

に
立
と
う
と
試
み
て
の
注
釈
ー
そ
れ
が
本
書
の
め
ざ
し
た
と
こ
ろ
に
他
な
ら
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
様
に
島
田
氏
は
、
本
書
は
朱
子
の
注
釈
に
忠
実
に
従

っ
た
詳
解
書
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
島
田
氏
説
を
検
討
す
る
に
際
し
て
は
、
朱
子

自
身
の
注
釈
の
説
明
を
敷
衍
し
た
島
田
氏
独
自
の
見
解
に
相
当
す
る
部
分
の
み
に

限
定
す
る
。
な
お
本
書
は
、
「
朱
子
注
釈
、
島
田
虔
次
訳
注
」
で
は
な
く
、
「
島
田

虔
次
著
」
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
朱
子
学
に
従
っ
た
島
田
氏
独
自
な
見
識
に
基

づ
く
著
書
と
見
做
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
金
谷
治
氏
は
、『
大
学
・
中
庸
』
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相
対
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
二
七
）
と
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
権
の
あ
る
中
は
、
経
＝
常

道
＝
礼
＝
中
と
、
相
い
対
立
し
た
中
庸
の
概
念
の
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
子

莫
の
言
う
「
執
中
無
権
」
の
権
は
、
小
林
氏
が
言
う
様
に
「
臨
機
応
変
性
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
（
二
八
）
。
従
っ
て
小
林
の
指
摘
に
従
え
ば
、
中
庸
に
は
、
常
道
＝
礼
と
、
非
常
道
＝

権
と
い
う
、
相
異
な
る
二
つ
の
中
庸
思
想
が
存
在
す
る
事
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
事
実
を
、
『
孟
子
』
よ
り
引
用
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
孟
子
は
、
淳
于
髠
に
、
以
下

の
様
に
礼
と
権
の
相
違
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。 

「
淳
于
髠
曰
く
、
男
女
授
受
す
る
に
親
ら
せ
ざ
る
は
礼
か
。
孟
子
曰
く
、
礼
な
り
。
曰
く
、

嫂
溺
る
れ
ば
則
ち
之
を
援
う
に
手
を
以
て
す
る
か
。
曰
く
、
嫂
溺
る
る
に
援
わ
ざ
る
は
、
是

れ
豺
狼
な
り
。
男
女
授
受
す
る
に
親
ら
せ
ざ
る
は
、
礼
な
り
。
嫂
溺
れ
、
之
を
援
う
に
手
以

て
す
る
は
、
権
な
り
。
曰
く
、
今
天
下
溺
る
、
夫
子
の
援
わ
ざ
る
は
何
ぞ
や
。
曰
く
、
天
下

溺
る
れ
ば
、
之
を
援
う
に
道
を
以
て
し
、
嫂
溺
る
れ
ば
、
之
を
援
う
に
手
を
以
て
す
。
子
手

も
て
天
下
を
援
わ
ん
と
欲
す
る
か
。
」 

男
女
間
の
授
受
に
つ
い
て
、
日
常
普
段
に
使
用
す
る
礼
制
と
、
非
常
事
態
に
遭
遇
し
て
止

む
を
得
ず
採
る
権
道
が
、
対
比
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
二
九
）
。
と
こ
ろ
で
礼
と
は
、
仁

と
義
を
程
よ
く
融
合
し
た
徳
目
で
、
こ
れ
を
制
度
化
し
た
物
で
あ
る
（
三
〇
）
。
ま
た
礼
の

起
源
は
、『
中
庸
』
に
は
、「
仁
と
は
人
な
り
、
親
を
親
し
む
を
大
と
為
す
。
義
と
は
宜
な
り
、

賢
を
尊
ぶ
を
大
と
為
す
。
親
を
親
し
む
の
殺
（
差
）
、
賢
を
尊
ぶ
の
等
は
、
礼
の
生
ず
る
所

な
り
」
（
三
一
）
と
あ
る
様
に
、
親
を
親
し
む
＝
家
族
制
度
秩
序
と
賢
を
貴
ぶ
＝
国
家
・
社

会
制
度
秩
序
と
い
う
、
公
・
私
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
設
定
し
た
徳
目
で
あ
っ
た
。 

そ
し
て
礼
と
は
、
「
過
ぐ
る
者
は
俯
（
伏
）
し
て
こ
れ
に
就
き
、
至
ら
ざ
る
者
は
跂
ち
て

こ
れ
に
及
ぶ
」
（
三
二
）
と
あ
る
様
に
、
過
者
と
不
至
者
の
両
端
を
否
定
し
た
中
和
の
中
庸

思
想
の
制
度
で
あ
っ
た
。
礼
制
度
と
は
、
以
上
の
様
な
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
こ
れ
で
礼
制
と
権
道
は
、
平
常
時
と
非
常
時
と
い
う
対
比
的
状
態
に
於
い
て
使
用
す
る

二
つ
の
中
庸
思
想
の
方
法
論
で
あ
っ
た
事
が
判
明
し
た
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
先
に
引
用
し
た
小
林
の
注
に
あ
る
「
三

権
、
方
便
の
意
。
が
ん
ら
い
は
ハ
カ
リ

の
分
銅
。
分
銅
は
物
の
軽
重
を
は
か
る
も
の
。
そ
れ
故
、
事
に
当
た
っ
て
軽
重
を
は
か
り
、

軽
き
を
捨
て
て
重
き
に
就
く
の
が
権
の
道
で
あ
る
。
」
と
の
説
明
は
、
重
要
性
を
考
慮
し
て

大
事
な
物
の
方
を
採
用
す
る
と
の
説
明
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
の
説
明
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

礼
制
と
権
道
が
対
比
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
以
上
、
権
道
は
軽
重
を
計
り
重
い
方
に
就
く
こ

と
で
は
な
く
、
小
林
氏
が
、
礼
＝
常
道
と
権
＝
非
常
道
は
相
対
し
て
い
る
と
述
べ
、
そ
し
て

ま
た
子
莫
の
執
中
無
権
論
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
様
に
、
臨
機
応
変
の
対
応
方
法
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
中
庸
思
想
に
は
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
ー
両

面
思
考
が
、
中
庸
思
想
の
内
面
に
存
在
し
て
い
る
事
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て

中
庸
思
想
の
未
解
決
な
諸
問
題
の
分
析
に
は
、
中
国
人
の
伝
統
的
な
基
本
的
思
考
で
あ
る
対

の
思
想
＝
両
面
思
考
、
つ
ま
り
中
国
人
の
自
己
分
裂
的
思
考
を
基
本
に
据
え
た
考
察
が
、
最

も
有
効
で
あ
り
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
る
方
法
論
で
あ
る
と
確
信
す
る
所
以
で
あ
る
。 

 

結
語 

 

以
上
に
述
べ
た
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
庸
思
想
の
現
段
階
と
問
題
点
に
つ
い
て
、
そ

の
内
容
を
簡
潔
に
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

①
金
谷
氏
は
、
中
庸
に
は
「
右
で
も
な
け
れ
ば
左
で
も
な
い
」
面
と
「
右
で
も
あ
れ
ば
左
で

も
あ
る
」
面
の
両
面
が
存
在
す
る
と
し
た
が
、
結
局
は
「
右
で
も
あ
れ
ば
左
で
も
あ
る
」
面

の
肯
定
面
に
一
元
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
否
定
論
と
肯
定
論
は
、
水
と
油
の
関
係
で

あ
る
以
上
、
両
面
は
区
別
し
て
、
そ
の
内
容
を
論
じ
る
必
要
性
が
存
す
る
の
で
あ
る
。 
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思
想
を
、
「
右
で
も
あ
れ
ば
左
で
も
あ
る
」
両
極
端
の
肯
定
し
た
真
ん
中
の
中
庸
思
想
に
吸

収
し
て
、
中
庸
思
想
は
包
容
性
を
持
つ
と
い
う
、
肯
定
論
の
一
元
的
思
想
だ
と
主
張
し
た
。 

島
田
氏
は
、
朱
子
の
指
摘
に
従
い
中
庸
思
想
に
つ
い
て
、「
未
発
の
中
」
と
「
時
中
の
中
」

と
い
う
、
全
く
相
異
な
る
二
つ
の
中
庸
思
想
が
存
在
す
る
と
、
巻
頭
に
お
い
て
注
意
を
喚
起

し
て
い
る
の
は
、
対
の
思
想
に
つ
い
て
の
見
識
を
持
つ
中
国
思
想
史
の
大
家
で
あ
る
島
田
氏

な
ら
で
は
の
卓
見
で
あ
る
。
し
か
し
「
未
発
の
中
」
＝
本
体
に
は
、「
時
中
の
中
」
と
「
和
」

の
二
種
類
の
作
用
が
存
在
す
る
と
言
う
。
一
つ
の
本
体
に
、
全
く
異
な
る
二
種
類
の
作
用
が

存
在
す
る
と
い
う
の
は
、
論
理
的
に
辻
褄
が
合
わ
な
い
。
自
己
矛
盾
し
た
主
張
し
て
い
た
。 

赤
塚
氏
は
、
中
庸
人
の
説
明
に
お
い
て
、
『
論
語
』
に
あ
る
狂
者
と
狷
者
の
肯
定
論
を
引

用
し
て
、
中
庸
人
と
は
狂
狷
の
両
端
を
兼
備
し
た
人
物
と
説
明
す
る
が
、
同
じ
く
『
論
語
』

に
あ
る
狂
簡
の
否
定
論
を
無
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
対
の
思
想
―
両
面
思
考
よ
り
考
察
し
た
中
庸
研
究
の
現
段
階
の
問
題
点
は
、
以
下

に
述
べ
る
よ
う
な
内
容
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

対
の
思
想
を
導
入
し
て
中
庸
の
構
造
性
を
探
求
し
た
論
考
は
、
殆
ど
皆
無
に
等
し
い
。
そ

の
中
で
わ
ず
か
に
金
谷
氏
が
、
中
庸
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
、
「
右
で
も
な
け
れ
ば
左
で
も

な
い
」
と
直
線
状
に
考
え
ら
れ
て
い
る
中
庸
の
内
容
は
、
孟
子
の
子
莫
の
無
権
批
判
で
展
開

し
て
い
る
「
権
あ
る
中
」
を
参
考
に
す
る
と
、
「
右
で
も
あ
れ
ば
左
で
も
あ
る
」
と
の
肯
定

論
に
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
島
田
氏
が
指
摘
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
中
庸
に
は
、
「
未
発
の
中
」
＝
本
体
と
「
時
中
の
中
」
＝
作
用
の
二
つ
が

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
中
庸
に
は
相
異
な
る
二
種
類
が
存
在
す
る
と
指
摘
す
る
の
は
、
島

田
氏
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
島
田
氏
に
お
い
て
も
、
相
異
な
る
二
つ
の
中
を
、
体
用
の
論
理

で
、
本
体
と
作
用
の
両
面
で
理
解
し
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。 

と
こ
ろ
で
本
体
に
も
相
異
な
る
二
つ
が
あ
り
、
作
用
に
も
相
異
な
る
二
つ
が
存
在
す
る
と

言
う
の
が
対
の
思
想
―
両
面
思
考
の
思
惟
方
法
で
あ
る
以
上
、
先
に
述
べ
た
金
谷
氏
・
島
田

氏
の
学
説
は
、
真
の
意
味
で
の
対
の
思
想
―
両
面
思
考
よ
り
考
察
し
た
中
庸
思
想
の
解
説
書

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
金
谷
氏
・
島
田
氏
・
赤
塚
氏
が
自
己
矛
盾
し
た
曖
昧
な
結
論
に

帰
結
し
た
根
本
的
理
由
は
、
全
く
異
な
る
性
質
を
持
つ
物
は
、
各
々
区
別
し
て
論
じ
る
必
要

性
が
存
在
す
る
と
い
う
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
に
つ
い
て

の
不
完
全
な
理
解
に
原
因
が
存
在
す
る
。
中
庸
思
想
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
中
庸
規

定
の
文
章
に
存
在
す
る
両
端
の
肯
定
論
と
両
端
の
否
定
論
を
区
別
し
て
、
二
つ
の
全
く
相
異

な
っ
た
中
庸
思
想
が
存
在
す
る
と
い
う
、
基
本
的
な
視
点
が
欠
落
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
中
国
思
想
の
精
髄
と
言
わ
れ
る
中
庸
思
想
の
研
究
に
は
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で

あ
る
対
の
思
想
よ
り
考
察
し
た
本
格
的
な
研
究
が
未
だ
存
在
し
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
な
が
ら
上
述
し
た
欠
点
を
持
つ
両
氏
の
中
庸
思
想
の
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を

引
き
継
ぐ
べ
き
重
要
な
成
果
も
存
在
す
る
。 

金
谷
氏
は
、
中
庸
思
想
に
は
、「
右
で
も
な
け
れ
ば
左
で
も
な
い
」
真
ん
中
と
、「
右
で
も

あ
れ
ば
左
で
も
あ
る
」
真
ん
中
が
あ
る
と
い
う
指
摘
し
て
い
る
。
中
庸
思
想
に
は
両
端
の
否

定
論
と
肯
定
論
の
二
種
類
が
存
在
す
る
と
言
う
。
ま
た
島
田
氏
が
解
説
し
た
朱
子
の
『
中
庸

章
句
』
に
は
、
中
庸
思
想
の
作
用
に
は
、
「
時
中
の
中
」
と
「
和
」
と
い
う
ー
同
じ
か
否
か

は
別
に
し
て
ー
二
種
類
の
作
用
が
存
在
す
る
と
指
摘
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
更
に
小
林
勝
人

氏
は
、
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
礼
と
権
は
、
対
立
す
る
概
念
だ
と
述
べ
て
い
る
。 

つ
ま
り
権
の
本
義
は
、
「
三

権
、
方
便
の
意
、
が
ん
ら
い
は
ハ
カ
リ
の
分
銅
。
分
銅
は

物
の
軽
重
を
計
る
も
の
。
事
に
当
た
っ
て
軽
重
を
は
か
り
、
軽
き
を
捨
て
て
重
き
に
就
く
の

が
権
の
道
で
あ
る
。
三
桓
公
十
一
年
公
羊
伝
に
は
、
「
経
に
反
し
て
然
る
の
ち
善
あ
る
者
な

り
（
権
と
は
、
手
段
は
道
に
反
し
て
い
て
も
、
結
果
は
道
に
合
す
る
こ
と
）
」
と
あ
る
が
、

お
も
う
に
、
経
は
常
の
道
で
、
常
道
を
制
す
る
の
は
礼
で
あ
る
。
故
に
こ
の
章
の
権
は
礼
と
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赤
塚
氏
は
、
中
庸
人
を
説
明
す
る
に
際
し
て
、
「
狂
者
と
狷
者
」
の
両
端
人
を
肯
定
的
に

援
用
し
て
、
そ
の
両
極
端
人
を
包
摂
・
兼
有
し
た
人
間
と
言
う
。
こ
の
限
り
対
の
思
想
ー
両

面
思
考
を
念
頭
に
お
い
て
中
庸
を
説
明
し
た
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
こ
の
説
明
で
は
、
狂
者
と
狷
者
の
両
極
端
の
肯
定
し
た
論
法
で
あ
り
、
狂
者
と
狷

物
を
同
時
に
兼
有
す
る
こ
と
は
、
論
理
的
に
も
実
際
に
も
不
可
能
で
あ
る
。
狂
＝
積
極
性
と

狷
＝
消
極
性
を
、
一
体
、
ど
の
様
に
し
て
同
時
に
実
行
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
両
者
の
同
時

実
行
は
、
絶
対
に
不
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
両
端
を
肯
定
し
た
対
の
思
想
の
場
合
は
、
そ
こ

に
は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
を
赤
塚
氏
は
無
視
し
て
い
る
。 

『
論
語
』
に
記
載
す
る
「
狂
・
狷
」
は
、
赤
塚
氏
の
引
用
し
た
両
極
端
の
肯
定
論
だ
け
で

は
な
い
。
同
時
に
そ
の
否
定
論
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
公
冶
長
篇
は
「
子
、
陳
に
在
り
て

曰
わ
く
、
帰
ら
ん
か
、
帰
ら
ん
か
。
吾
が
党
の
小
子
、
狂
簡
、
斐
然
と
し
て
章
を
な
す
。
こ

れ
を
裁
す
る
所
以
を
知
ら
ざ
る
な
り
。」（
二
六
）
と
あ
る
、
金
谷
氏
は
、
注
訳
し
て
「
帰
ろ

う
よ
、
帰
ろ
う
よ
、
う
ち
の
村
の
若
も
の
た
ち
は
志
が
大
き
く
、
美
し
い
模
様
を
織
り
な
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
裁
断
し
た
ら
よ
い
か
分
ら
な
い
で
い
る
。
〔
帰
っ
て
わ
た
し
が
指

導
し
よ
う
。〕」
と
し
て
い
る
。
狂
簡
は
、
狂
者
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
否
定
し
て
、
教
育

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
孔
子
は
言
う
の
で
あ
る
。
赤
塚
氏
は
、
孔
子
の
狂
者
の
肯
定
論

を
引
用
し
て
、
そ
こ
に
中
庸
人
の
成
立
す
る
根
拠
を
求
め
た
の
で
あ
る
が
、
他
方
の
孔
子
の

狂
者
の
否
定
論
を
無
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

赤
塚
氏
は
、
先
ず
中
庸
を
説
明
す
る
の
に
、
武
内
氏
や
金
谷
氏
の
引
用
し
た
「
過
ぎ
た
る

は
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
」
の
両
端
を
否
定
す
る
中
庸
と
、
「
そ
の
両
端
を
執
っ
て
、
そ
の
中

を
民
に
用
ふ
」
の
両
端
の
肯
定
論
の
中
庸
を
否
定
す
る
。
次
に
は
「
狂
・
狷
」
の
肯
定
論
の

み
を
引
用
し
て
中
庸
人
を
説
明
・
定
義
す
る
が
、
他
方
の
「
狂
簡
」
の
否
定
論
を
無
視
し
て

い
る
。
両
端
の
否
定
論
と
両
端
の
肯
定
論
を
、
同
時
に
共
に
否
定
し
て
、
そ
し
て
次
に
肯
定

論
を
引
用
し
て
、
否
定
論
を
無
視
し
て
い
る
。
赤
塚
説
は
、
論
理
矛
盾
が
甚
だ
し
い
。
従
っ

て
赤
塚
氏
の
中
庸
思
想
の
考
察
は
、
対
の
思
想
ー
両
面
思
考
を
念
頭
に
置
い
た
説
明
に
は
な

っ
て
い
な
い
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
中
庸
思
想
を
考
察
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
両
極
端
に
つ
い
て
の
肯
定
論
と
否
定
論
と
い
う
対
の
思
想
ー
両
面
思
考
を
導
入

し
て
考
察
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。 

 

四

中
庸
思
想
研
究
史
の
要
約
と
展
望

 
 

『
中
庸
』
に
は
、「
舜
は
両
端
を
執
り
て
そ
の
中
を
民
に
用
う
」
と
あ
る
。
善
悪
・
是
非
・

好
悪
等
の
両
極
端
―
つ
ま
り
対
の
思
想
＝
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
と
中
庸
思
想
と
は
切
っ

て
も
切
れ
な
い
不
即
不
離
の
関
係
が
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
が
明
白
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

現
在
ま
で
の
所
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
方
法
で
あ
る
対
の
思
想
―
両
面
思
考
を
念
頭
に
置

い
て
中
庸
思
想
の
内
容
を
具
体
的
に
分
析
し
て
展
開
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
研
究
者
は
、
わ

ず
か
に
上
述
し
た
金
谷
氏
と
島
田
氏
の
み
で
あ
っ
た
。 

金
谷
氏
は
、
中
庸
思
想
に
は
「
右
で
も
な
け
れ
ば
左
で
も
な
い
」
両
端
の
否
定
論
と
「
右

で
も
あ
れ
ば
左
で
も
あ
る
」
肯
定
論
の
二
つ
が
存
在
す
る
と
主
張
す
る
。
ま
た
島
田
氏
は
、

中
庸
の
中
に
は
、「
未
発
の
中
」
と
「
時
中
の
中
」
の
二
つ
の
中
が
存
在
す
る
と
主
張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
両
氏
に
お
い
て
も
重
大
な
問
題
点
が
存
在
し
た
。
対
の
思
想
は
、
中
国
人
の

基
本
的
思
考
で
あ
る
と
す
る
金
谷
氏
に
お
い
て
も
、
儒
教
的
世
界
観
は
個
人
・
家
族
と
国
家

の
二
つ
の
中
心
を
持
つ
楕
円
形
の
世
界
―
対
の
機
能
の
世
界
観
ー
を
持
つ
と
言
う
島
田
氏

に
お
い
て
も
、
中
国
人
の
伝
統
的
な
対
の
思
想
＝
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
を
完
全
に
消
化
し

て
、
こ
の
事
を
念
頭
に
於
い
て
中
庸
思
想
を
分
析
し
た
考
察
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

金
谷
氏
は
、
「
右
で
も
な
い
し
左
で
も
な
い
」
両
極
端
の
否
定
し
た
真
ん
中
で
あ
る
中
庸
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三

赤
塚
説
の
検
討 

 

最
後
に
赤
塚
忠
氏
の
述
べ
て
い
る
中
庸
の
規
定
と
対
の
思
想
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し

て
見
た
い
（
二
五
）
。
繰
り
返
し
引
用
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
赤
塚
氏
は
、
中
庸
の
内
容
に

つ
い
て
、「
中
庸
解
説
」
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

「
孔
子
の
人
格
が
中
庸
の
徳
を
き
わ
め
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
『
論
語
』

の
う
ち
に
は
、「
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
」（
先
進
篇
）
の
よ
う
な
中
庸
と
関
連
す

る
教
え
が
存
在
す
る
。
そ
の
後
、
儒
家
は
中
庸
を
め
ざ
し
て
学
ん
で
い
た
と
も
い
え
る
。
だ

が
、
『
論
語
』
に
中
庸
の
教
え
が
存
在
す
る
事
実
と
、
こ
れ
を
『
中
庸
』
の
よ
う
に
理
論
化

す
る
こ
と
は
同
日
の
談
で
は
な
い
。
人
の
行
い
が
中
庸
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
時
、

何
処
で
も
、
誰
に
と
っ
て
も
願
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
中
庸
を
徳
の
根

本
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
中
庸
と
は
極
端
に
走
ら
な
い
「
ほ
ど
よ
さ
」
で
あ
っ
て
、
誰
に

も
わ
か
り
や
す
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
勝
ち
で
あ
る
。
『
中
庸
』
に
も
比
喩
的
に
「
そ

の
両
端
を
執
っ
て
、
そ
の
中
を
民
に
用
ふ
」（
第
六
章
）
と
い
っ
て
い
る
。
だ
が
、
中
庸
は
、

過
不
及
の
中
間
を
と
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
よ
う
な
生
易
し
い
も
の
で
は
な
い
。
た
だ

中
間
を
と
る
の
で
は
、
全
く
自
主
性
を
失
っ
た
折
中
主
義
・
追
従
的
機
会
主
義
と
な
る
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
故
に
『
中
庸
』
に
は
「
中
庸
は
そ
れ
至
れ
る
か
な
」
（
第
三
章
）
と
い
い
、
ま

た
「
中
庸
は
能
く
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」（
第
九
章
）
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
中
庸
』

は
中
庸
を
目
標
と
し
て
、
そ
の
根
本
に
立
ち
入
っ
て
道
を
求
め
、
人
間
の
本
質
を
探
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
『
論
語
』
の
中
庸
と
『
中
庸
』
の
そ
れ
を
単
純
に
結
合
し
よ
う
と
す
る
も

の
に
は
、
中
庸
が
わ
か
り
や
す
い
こ
と
で
あ
る
と
す
る
思
索
の
不
徹
底
が
あ
ろ
う
。
」
と
述

べ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
赤
塚
氏
は
、
『
中
庸
』
の
中
庸
の
語
句
の
意
味
内
容
を
ど
の
様
に
規
定
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
同
氏
は
、
孔
子
の
「
中
行
」
主
張
に
『
中
庸
』
の
中
の
概
念
の
始
原
を
求
め

る
根
拠
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

「
ま
た
、
中
、
な
い
し
は
中
庸
を
主
張
す
る
に
は
、
そ
れ
に
反
す
る
両
極
端
・
過
不
及
・

奇
僻
が
存
在
す
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
予
想
さ
れ
る
も
の
が
強
度

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
中
の
要
求
も
強
く
な
る
。
そ
の
よ
う
な
対
立
す
る
も
の
な
し
に
中
を

説
く
こ
と
は
無
意
義
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
注
目
す
べ
き
も
の
は
、『
論
語
』
子
路
篇
に
「
子

曰
く
、
中
行
を
得
て
こ
れ
に
与
せ
ざ
れ
ば
、
必
ず
や
狂
・
狷
か
。
狂
者
は
進
ん
で
取
り
、
狷

者
は
為
さ
ざ
る
所
あ
り
、
と
」
と
あ
る
文
で
あ
る
。
孟
子
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
狂
者
と
は
、

古
聖
人
の
道
を
行
な
う
志
望
ば
か
り
大
き
く
て
、
実
行
が
こ
れ
に
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
り
、

狷
者
と
は
、
一
身
を
廉
潔
に
保
つ
に
伋
伋
と
し
て
、
他
人
を
善
導
す
る
に
は
及
び
得
な
い
も

の
で
あ
る
。
し
て
見
れ
ば
、
中
行
者
は
、
中
道
を
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、
志
望
と
実
行
と
、

修
身
と
教
化
と
を
兼
備
し
て
い
る
人
格
者
で
あ
る
。
孔
子
は
こ
の
よ
う
な
人
格
者
と
と
も
に

道
を
行
な
う
こ
と
を
最
も
希
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。・
・
・『
中
庸
』
の
中
の
概
念
の
始
原

を
求
め
る
な
ら
ば
、
こ
の
中
行
に
こ
そ
基
づ
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
孔
子
・
孟
子
の
中

行
（
中
道
）
は
、
同
じ
く
道
を
求
め
る
も
の
の
徳
行
を
主
と
し
て
い
っ
て
お
り
、
か
つ
『
中

庸
』
の
よ
う
な
理
論
的
整
備
を
欠
い
て
い
る
。」

赤
塚
氏
の
主
張
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
様
に
な
る
。
つ
ま
り
『
論
語
』
の
子
路
篇
に
出

典
す
る
孔
子
の
「
中
行
の
人
」
を
引
用
し
て
、
両
極
に
あ
る
狂
者
と
狷
者
を
批
判
し
て
、『
中

庸
』
の
中
庸
人
と
は
、
狂
者
に
つ
い
て
肯
定
と
否
定
を
し
た
「
志
望
と
実
行
」
と
、
ま
た
狷

者
に
つ
い
て
肯
定
と
否
定
し
た
「
修
身
と
教
化
」
の
二
つ
の
人
格
を
兼
備
し
た
完
全
無
欠
の

立
派
す
ぎ
る
ほ
ど
の
超
越
的
な
完
全
人
格
者
で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
赤
塚
氏
の
主
張
に
は
、

以
下
の
よ
う
な
素
朴
な
疑
問
点
が
存
在
す
る
。 
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中
を
理
と
し
て
の
性
に
解
し
た
り
偏
倚
す
る
所
な
き
意
味
に
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ

の
未
発
の
中
は
、
未
だ
外
に
発
し
な
い
で
中
に
あ
る
も
の
と
云
う
意
味
で
中
な
る
も
の
の
こ

と
で
あ
る
。・
・
・
そ
し
て
和
な
る
も
の
は
喜
怒
哀
楽
の
節
に
中
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
中
正
な
る
も
の
で
あ
り
、・
・
・
」
と
述
べ
て
い
る
（
二
三
）
。 

中
庸
の
語
句
の
意
味
に
対
し
て
は
、
朱
子
の
性
情
説
・
理
気
説
を
退
け
て
、
喜
怒
哀
楽
の 

感
情
が
表
面
に
出
な
い
で
、
心
の
中
に
あ
る
状
態
を
中
と
言
う
と
、
板
野
氏
は
言
う
。
つ
ま

り
喜
怒
哀
楽
の
感
情
が
無
い
状
態
で
は
な
く
て
、
未
だ
表
面
に
発
し
な
い
で
、
心
の
中
に
あ

る
状
態
を
意
味
す
る
と
言
う
。
喜
怒
哀
楽
の
未
発
の
状
態
も
、
感
情
の
心
の
中
に
存
在
す
る

情
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
中
庸
思
想
史
研
究
者
の
中
で
は
特
異
な
中
の
解
説
で
あ
る
。 

板
野
氏
の
本
文
の
理

解

の
問
題
点
を
述
べ
る
と

、

以
下
の
様
に
な
る
。

板
野
氏
は
、
そ
の
根
拠
に
、「
何
と
な
れ
ば
「
発
而
皆
中
節
、
謂
之
和
」
と
云
う
所
か
ら
考 

え
る
と
、
発
し
て
節
に
中
る
も
の
と
、
必
ず
し
も
然
ら
ざ
る
も
の
と
の
あ
る
こ
と
が
認
め
ら 

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
。
こ
の
論
理
に
従
え
ば
、
板
野
氏
は
、
喜
怒
哀
楽
の
感 

情
を
喜
・
怒
・
哀
・
楽
の
単
独
の
感
情
と
理
解
し
て
、
そ
の
個
別
の
感
情
が
「
五
分
喜
ぶ
所 

を
五
分
喜
べ
ば
節
度
に
中
る
和
と
な
り
、
七
分
喜
べ
ば
節
度
に
中
ら
ざ
る
不
和
と
な
る
」
と 

理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
和
と
は
、
金
谷
氏
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
様
に
調
和
の 

意
味
で
あ
り
、
調
和
と
は
雑
多
な
感
情
が
バ
ラ
ン
ス
の
採
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
か
ら
、
和 

の
意
味
か
ら
し
て
、
板
野
氏
の
説
は
首
肯
で
き
な
い
。
つ
ま
り
島
田
氏
は
、
板
野
氏
と
同
様 

に
「
喜
怒
哀
楽
」
を
、
個
別
感
情
の
単
音
節
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
既
に
金
谷
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
中
と
は
両
極
端
が
前
提
と
な
っ
て
成
立
す

る
概
念
で
あ
る
か
ら
、
一
字
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
に
単
音
節
に
解
し
て
、
憙
・
怒
・
哀
・
楽
の

な
い
の
が
中
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
和
と
は
調
和
の
意
味
で
あ

る
か
ら
、
島
田
氏
の
中
と
和
の
説
明
は
成
立
し
な
い
。 

な
お
和
を
調
和
の
意
味
と
す
る
金
谷
氏
に
お
い
て
も
、「
喜
怒
哀
楽
」
を
「
喜
・
怒
・
哀
・

楽
」
と
、
個
別
の
感
情
の
概
念
と
し
て
「
喜
・
怒
・
哀
・
楽
な
ど
の
感
情
が
動
き
出
す
前
の

平
静
な
状
態
、
そ
れ
を
中
と
い
う
。
〔
そ
れ
は
偏
り
も
過
・
不
及
も
な
く
中
正
だ
か
ら
で
あ

る
。〕・
・
・
」
と
和
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
考
え
方
は
誤
り
で
あ
る
（
二
四
）。 

従
っ
て
こ
の
一
文
は
、
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
様
式
が
対
の
思
想
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
、
「
喜
怒
や
哀
楽
の
両
極
端
の
感
情
が
発
生
し
て
い
な
い
状
態
を
中
と
謂

い
、
「
喜
怒
」
や
「
哀
楽
」
の
感
情
が
発
生
し
て
、
両
極
端
の
感
情
が
皆
な
節
度
に
適
中
し

て
い
る
状
態
を
調
和
＝
和
と
謂
う
」
と
和
訳
す
る
の
が
正
し
い
解
釈
で
あ
ろ
う
。 

つ
ま
り
「
喜
・
怒
」・「
哀
・
楽
」
の
単
音
節
が
、
対
義
語
を
組
み
合
せ
た
二
音
節
を
形
成

す
る
熟
語
と
し
て
、
「
喜
怒
」
と
「
哀
楽
」
の
両
端
が
発
し
な
い
の
が
中
で
あ
り
、
こ
の
両

端
の
感
情
が
発
現
し
て
、
節
に
中
っ
て
い
る
ー
喜
怒
の
調
和
と
哀
楽
の
調
和
し
て
い
る
ー
状

態
を
和
と
謂
う
意
味
で
あ
る
と
、
資
料
解
釈
上
は
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

従
っ
て
以
下
の
様
に
結
論
で
き
る
。
金
谷
氏
の
説
や
古
典
資
料
に
あ
る
和
の
意
味
か
ら
考

え
見
る
と
、
島
田
氏
は
明
ら
か
に
和
の
意
味
を
誤
解
し
て
い
る
。
従
っ
て
中
庸
の
作
用
に
は
、

和
＝
調
和
論
と
時
中
＝
状
況
的
中
論
の
二
つ
の
相
異
な
る
概
念
ー
対
の
思
想
が
あ
る
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
中
庸
の
作
用
に
相
異
な
る
二
つ
の
概
念
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

本
体
で
あ
る
中
庸
に
も
島
田
氏
が
主
張
す
る
「
未
発
の
中
」
と
は
異
な
る
、
も
う
一
つ
の
「
已

発
の
中
」
が
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
島
田
氏
も
「
時
中
の
中
」
の
説

明
に
お
い
て
、「『
孟
子
』
四
五
四
ペ
ー
ジ
の
「
子
莫
が
中
を
執
る
云
々
を
参
照
」
と
述
べ
て

い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
中
庸
の
本
体
に
は
、
金
谷
氏
が
既
に
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
「
執

中
有
権
の
中
」
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
中
庸
の
中
＝
本
体
に
は
、
両
端
を
否
定
し
た
「
未
発

の
中
」
と
、
両
端
を
肯
定
し
た
「
執
中
有
権
の
中
」
と
い
う
、
全
く
異
な
る
二
つ
の
中
庸
思

想
の
本
体
ー
対
の
思
想
が
存
在
す
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 
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ま
た
時
中
は
、『
中
庸
』
の
本
文
に
、「
仲
尼
曰
、
君
子
中
庸
、
小
人
反
中
庸
也
、
君
子
而

時
中
、
小
人
而
無
忌
憚
也
」
と
あ
る
。
訓
読
す
る
と
、
「
仲
尼
曰
く
、
君
子
は
中
庸
し
て
、

小
人
は
中
庸
に
反
す
る
な
り
。
君
子
は
時
に
中
り
、
小
人
は
忌
憚
す
る
こ
と
な
け
れ
ば
な
り
」

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
和
訳
す
る
と
、
「
孔
子
は
言
っ
た
。
君
子
は
中
庸
を
守
る
が
、
小
人
は

中
庸
に
違
反
す
る
。
何
故
な
ら
ば
そ
れ
は
、
君
子
は
時
＝
状
況
に
適
中
し
た
行
動
を
す
る
か

ら
で
あ
り
、
小
人
は
忌
み
憚
る
こ
と
が
な
く
、
ど
ん
な
事
で
も
す
る
か
ら
で
あ
る
」
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
時
中
と
は
、
君
子
が
中
庸
を
守
る
理
由
の
説
明
な
の
で
あ
る
。 

金
谷
氏
は
、
こ
の
時
中
に
注
し
て
、
「
三

時
に
中
す
ー
そ
の
時
そ
の
場
に
応
じ
て
中
庸

を
守
る
」
、
訳
し
て
「
君
子
が
中
庸
を
守
る
と
い
う
の
は
、
い
か
に
君
子
ら
し
い
り
っ
ぱ
な

ふ
る
ま
い
で
い
て
、
そ
の
う
え
ど
ん
な
時
で
も
そ
の
場
に
応
じ
て
中
で
お
ら
れ
る
か
ら
だ

が
、
・
・
・
」
と
、
島
田
氏
と
同
様
に
解
釈
す
る
が
、
こ
の
よ
う
に
注
訳
す
れ
ば
、
本
文
の

文
意
が
不
通
と
な
る
。
「
小
人
無
忌
憚
也
」
の
也
は
、
上
文
を
受
け
た
理
由
を
説
明
す
る
終

助
詞
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
金
谷
氏
の
訳
注
は
誤
り
で
あ
る
（
二
二
）
。
時
中
は
、
君
子
が

中
庸
す
る
こ
と
の
内
容
説
明
で
あ
り
、
中
庸
の
作
用
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
孟
子
の
子
莫
批

判
の
執
中
有
権
の
中
庸
思
想
は
、
臨
機
応
変
に
両
極
端
の
中
間
を
執
る
こ
と
の
意
味
で
あ
り
、

こ
れ
が
本
体
と
な
っ
て
、
状
況
に
適
中
す
る
意
味
の
時
中
は
、
そ
の
作
用
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

他
方
の
「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ず
」
の
未
発
の
中
は
、
喜
怒
・
哀
楽
の
両
極
端
の
感
情

の
無
い
状
態
の
中
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
中
は
無
感
情
の
中
＝
「
未
発
の
中
」
で
あ
り
、
そ
の

作
用
は
両
極
端
の
感
情
が
調
和
し
て
い
る
「
和
」
で
あ
る
と
す
る
事
が
で
き
る
。 

従
っ
て
本
体
で
あ
る
中
庸
の
中
は
、
両
極
端
を
否
定
し
た
「
未
発
の
中
」
と
、
両
極
端
を

肯
定
し
た
「
執
中
有
権
の
中
」
の
二
つ
が
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
体
用
の
論

理
で
纏
め
る
と
、
両
端
を
否
定
し
た
未
発
の
中
＝
本
体
の
作
用
は
和
で
あ
り
、
両
端
を
肯
定

し
た
有
権
の
中
＝
本
体
の
作
用
は
時
中
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。 

そ
れ
は
さ
て
置
き
、
以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、「
時
中
の
中
」
と
「
和
」
の
意
味
は
、

朱
憙
や
島
田
氏
自
身
の
説
明
に
お
い
て
も
、
ま
た
金
谷
氏
が
指
摘
し
た
一
般
的
な
資
料
解
釈

に
お
い
て
も
、
全
く
異
な
る
二
つ
の
概
念
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

島
田
氏
が
「
和
」
の
解
釈
を
誤
ま
っ
て
、「
時
中
」
と
同
様
の
意
味
に
解
釈
し
た
根
本
的

な
原
因
は
、「
喜
怒
哀
楽
は
「
情
」
で
あ
る
が
、
性
が
ま
だ
情
と
し
て
現
象
し
な
い
以
前
（
論

理
的
な
意
味
で
の
以
前
）、
心
は
静
か
な
、
本
来
的
な
、「
性
」
の
状
態
に
あ
る
。
こ
の
静
か

な
「
性
」
の
有
り
方
は
、
不
偏
不
倚
で
あ
る
か
ら
「
中
」
と
呼
ば
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
様

に
、「
喜
怒
哀
楽
」
の
未
発
の
中
の
説
明
に
お
い
て
、「
喜
・
怒
・
哀
・
楽
」
と
し
て
、
一
つ

一
つ
の
感
情
の
概
念
を
単
音
節
に
区
別
し
て
理
解
し
て
、
そ
の
個
別
感
情
が
発
露
し
な
い
状

態
を
中
で
あ
る
と
し
て
、
中
の
説
明
を
し
た
為
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も

し
喜
怒
哀
楽
を
バ
ラ
バ
ラ
に
単
音
節
に
解
釈
し
て
、
そ
の
真
ん
中
の
状
態
を
説
明
す
れ
ば
、

不
偏
不
倚
に
は
な
ら
な
い
。
論
理
的
に
考
え
れ
ば
、
喜
怒
・
哀
楽
の
両
端
が
同
時
に
存
在
し

て
い
て
、
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
状
態
が
、
不
偏
不
倚
の
真
ん
中
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

既
に
板
野
長
八
氏
は
、
こ
の
一
文
に
疑
問
を
呈
し
て
、「
中
庸
の
「
中
」
に
つ
い
て
は
、

『
中
庸
』
の
「
喜
怒
哀
楽
之
未
発
、
謂
之
中
、
発
而
皆
中
節
、
謂
之
和
」
を
解
説
し
て
、「
朱

子
は
未
発
の
中
を
解
し
て
、
そ
れ
は
喜
怒
哀
楽
の
情
の
未
だ
発
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
性

で
あ
り
、
且
つ
性
の
偏
奇
す
る
所
な
き
点
よ
り
見
て
こ
れ
を
中
と
謂
っ
た
と
云
う
。
喜
怒
哀

楽
、
即
ち
情
の
未
だ
発
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
性
で
あ
る
と
云
う
の
は
も
っ
と
も
で
あ
る

が
、
朱
子
に
於
い
て
は
性
は
理
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
こ
の
事
は
許
さ
れ
な
い
。

何
と
な
れ
ば
「
発
而
皆
中
節
、
謂
之
和
」
と
云
う
所
か
ら
考
え
る
と
、
発
し
て
節
に
中
る
も

の
と
、
必
ず
し
も
然
ら
ざ
る
も
の
と
の
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て

未
発
の
中
則
ち
性
に
は
必
ず
し
も
節
に
あ
た
ら
な
い
も
の
、
偏
奇
す
る
所
の
情
が
あ
る
こ
と

に
な
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
皆
節
に
中
る
べ
き
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
、
未
発
の
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る
待
遇
状
況
に
応
じ
た
特
定
行
動
を
し
て
、
更
に
賢
者
と
い
う
者
は
、
状
況
が
変
化
す
れ
ば
、

柔
軟
性
が
あ
る
豹
変
し
た
逆
の
行
動
を
す
る
、
つ
ま
り
両
面
的
な
政
治
行
動
を
、
当
然
の
如

く
し
て
執
り
得
る
人
間
な
の
だ
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
が
時
中
の
意
味
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
自
己
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
応
じ
て
適
中
し
た
特
定
行
動
＝
時
中
の
行
動
と
、

そ
し
て
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
全
く
異
な
る
対
の
行
動
＝
両
面
行
動
し
て
こ
そ
、
禹
も
顔

淵
も
極
端
に
一
方
に
偏
ら
な
い
不
偏
不
倚
の
中
庸
の
行
動
を
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
従
っ
て
島
田
氏
の
「
時
中
の
中
」
の
理
解
は
、
全
く
誤
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
和
と
時
中
の
内
容
を
区
別
し
て
い
な
い
島
田
氏
の
思
考
の
中
で
は
、
和
と
時
中

と
は
同
じ
内
容
を
意
味
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
和
の
説
明
に
お
い
て
、
和
と
は
「
発

し
て
節
に
中
る
和
と
は
、
例
え
ば
喜
怒
哀
楽
に
つ
い
て
い
え
ば
、
三
分
ほ
ど
喜
ぶ
合
き
で
あ

る
の
に
四
分
喜
ん
だ
り
、
四
分
ほ
ど
怒
る
べ
き
な
の
に
た
だ
三
分
し
か
怒
ら
な
い
、
よ
う
な

反
対
を
い
う
」
と
か
、
「
人
・
事
物
と
の
接
触
・
処
置
に
い
さ
さ
か
の
齟
齬
誤
謬
も
な
い
」

事
と
言
う
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
も
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
和
と
は
、
思
考
と
行
動
に

お
い
て
齟
齬
誤
謬
の
な
い
こ
と
と
、
特
異
例
外
的
な
和
の
解
釈
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ

の
限
り
島
田
氏
が
勘
違
い
し
て
理
解
し
て
い
る
「
過
不
及
無
き
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
い
う
、

「
時
中
の
中
」
と
同
じ
意
味
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。 

し
か
し
島
田
氏
の
和
と
時
中
の
解
釈
は
、
既
に
述
べ
た
様
に
中
国
哲
学
研
究
上
に
お
い
て

特
異
例
外
的
な
解
釈
で
あ
り
、
是
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
『
論
語
』
に
述
べ
る
「
君
子

は
和
し
て
同
せ
ず
」
と
か
、
「
礼
の
用
は
和
を
も
っ
て
貴
し
と
な
す
」
と
の
資
料
上
の
和
の

意
味
は
、
周
囲
と
の
調
和
の
意
味
で
あ
り
、
理
論
と
行
動
の
一
致
を
い
う
の
で
は
な
い
。
島

田
氏
は
、
明
ら
か
に
和
の
意
味
を
誤
解
し
て
い
る
。
従
っ
て
中
庸
の
作
用
に
は
、
和
＝
調
和

論
と
時
中
＝
状
況
的
中
論
の
相
異
な
る
二
つ
が
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

島
田
氏
の
解
釈
の
誤
り
の
根
本
的
原
因
は
、
喜
怒
哀
楽
の
和
の
説
明
に
お
い
て
、
喜
・
怒
・

哀
・
楽
の
一
つ
一
つ
の
感
情
の
概
情
を
、
独
立
・
区
別
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
和
と
は
、
調
和
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
両
極
端
の
概
念
で
あ
る
喜
怒
の
調
和
と

哀
楽
の
調
和
を
和
と
言
う
の
で
あ
る
、
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
で
中
庸
の
作
用
に
相
異
な
る
二
つ
の
概
念
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
体
で
あ
る
中
に

も
、
島
田
氏
が
主
張
す
る
未
発
の
中
と
は
異
な
る
、
も
う
一
つ
の
中
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
島
田
氏
も
、
孟
子
の
述
べ
る
中
と
権
の
相
関
性
の
理
解
の
重
要
性
を
述
べ
て
い

た
の
で
あ
り
、
今
、
こ
れ
を
引
用
し
て
孟
子
の
説
く
中
の
概
念
規
定
を
述
べ
て
み
た
い
。 

「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。「
楊
朱
は
〔
極
端
な
個
人
主
義
者
で
あ
る
か
ら
〕
、
万
事
自
分
本
位

に
し
か
考
え
な
い
。
だ
か
ら
、
た
と
い
わ
ず
か
髪
の
毛
一
本
抜
く
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
大
い
に

天
下
の
為
に
な
る
と
し
て
も
、
決
し
て
そ
れ
を
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
墨
翟
は
〔
こ
れ
と
反

対
で
、
無
差
別
な
博
愛
主
義
者
で
あ
る
か
ら
〕
、
た
と
い
頭
の
天
辺
か
ら
足
の
踵
ま
で
す
り

へ
ら
し
て
も
、
天
下
の
為
と
あ
れ
ば
そ
れ
を
す
る
の
で
あ
る
。
魯
の
賢
人
子
莫
は
こ
の
中
ほ

ど
を
執
る
中
道
主
義
で
あ
る
。
こ
の
中
道
主
義
は
聖
人
の
道
で
あ
る
中
庸
に
ま
ず
近
い
と
は

い
え
る
が
、
し
か
し
あ
く
ま
で
も
中
道
と
い
う
こ
と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
臨
機

応
変
の
処
置
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
れ
ま
た
楊
朱
や
墨
翟
の
よ
う
に
た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け
を

固
執
し
て
、
他
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
と
全
く
同
じ
だ
。
わ
し
が
た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け
を
固

執
し
て
融
通
の
き
か
な
い
の
を
に
く
み
き
ら
う
の
は
、
正
し
い
中
庸
の
道
を
そ
こ
ね
る
か
ら

だ
。
そ
れ
で
は
た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け
を
主
張
し
て
、
他
の
多
く
の
立
場
の
長
所
（
百
事
ー

筆
者
注
）
を
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。」（
二
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

「
中
を
執
り
て
権
な
け
れ
ば
」
と
は
、
両
極
端
を
握
り
、
そ
の
中
を
権
＝
秤
で
は
か
っ
て

真
ん
中
を
執
る
事
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
「
両
極
端
を
生
か
し
た
執
中
」
と
は
、
「
有
権
の

中
」
で
あ
り
、
執
中
有
権
が
本
体
な
の
で
あ
る
。
権
と
は
、
小
林
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
臨
機

応
変
の
意
味
で
あ
る
（
二
一
）
か
ら
、
臨
機
応
変
に
中
を
執
る
こ
と
が
、
本
体
な
の
で
あ
る
。 
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ま
た
島
田
氏
は
「
中
」
に
は
一
定
の
定
体
が
な
い
と
言
う
が
、
既
に
述
べ
た
が
宮
崎
氏
は
「
中
」

は
空
間
的
原
理
だ
と
し
て
い
た
の
は
（
一
八
）
、
島
田
氏
の
「
中
」
の
構
造
性
の
主
張
を
構

造
論
的
に
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
る
。 

し
か
し
島
田
氏
の
説
明
で
は
、
禹
も
顔
淵
も
極
端
に
一
方
に
偏
っ
た
行
動
を
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
こ
れ
で
は
時
中
＝
中
に
処
る
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
何
故
に
禹
も
顔
淵
も

時
中
の
行
動
を
し
た
と
結
論
で
き
る
の
か
、
も
う
少
し
詳
し
い
内
容
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
。 

島
田
氏
の
言
う
「
時
中
の
中
」
の
意
味
を
検
討
す
る
た
め
に
、
島
田
氏
の
引
用
し
た
『
孟

子
』
に
述
べ
る
禹
と
顔
淵
の
行
動
の
資
料
を
、
以
下
に
引
用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

そ
こ
で
は
、
孟
子
は
、
平
和
時
に
家
に
帰
ら
ず
政
治
に
東
奔
西
走
し
た
禹
や
稷
と
、
乱
世

に
会
い
閉
門
蟄
居
し
た
顔
回
の
三
人
を
、
と
も
に
賢
人
と
し
て
称
賛
し
て
い
る
。
平
和
時
と

乱
世
と
い
う
、
全
く
正
反
対
の
待
遇
状
況
の
違
い
に
、
全
く
逆
の
行
動
を
し
た
三
人
に
つ
い

て
、
孔
子
と
孟
子
は
、 

「
む
か
し
、
禹
や
稷
は
上
に
は
名
君
尭
・
舜
を
い
た
だ
く
泰
平
の
世
で
は
あ
っ
た
が
、
水

を
治
め
農
事
を
教
え
る
職
務
に
忙
し
く
、
三
た
び
も
自
分
の
家
の
門
を
通
り
過
ぎ
た
が
、
一

度
も
家
の
中
に
入
る
暇
と
て
な
か
っ
た
。
孔
子
は
こ
の
二
人
を
賢
者
と
し
て
称
賛
さ
れ
た
。

孔
子
の
門
人
の
顔
回
は
春
秋
の
乱
世
に
出
あ
い
、
う
す
汚
れ
て
狭
い
路
地
裏
に
住
ん
で
、
日

に
一
椀
の
飯
と
一
瓢
の
飲
物
と
い
う
質
素
な
暮
し
、
凡
人
な
ら
と
て
も
耐
え
ら
れ
な
い
貧
乏

生
活
な
の
に
、
顔
回
は
相
変
ら
ず
平
気
で
聖
人
の
道
を
楽
し
ん
で
い
た
。
孔
子
は
こ
れ
を
賢

人
と
し
て
称
賛
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
孟
子
が
批
評
し
て
い
わ
れ
た
。
「
禹
と
稷
と
顔
回

の
三
人
は
一
見
行
為
の
形
は
違
っ
て
い
て
も
、
そ
の
心
は
一
つ
で
み
な
同
じ
道
を
履
ん
で
い

る
。
そ
も
そ
も
禹
は
職
務
柄
、
も
し
天
下
に
一
人
で
も
溺
れ
る
者
が
あ
れ
ば
、
自
分
が
溺
ら

せ
た
か
の
よ
う
に
責
任
を
感
じ
、
稷
は
天
下
に
一
人
で
も
餓
死
に
す
る
者
が
あ
れ
ば
、
自
分

が
飢
え
さ
せ
た
か
の
よ
う
に
責
任
を
感
じ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
の
よ
う
に
忙
し
く
東
奔
西

走
し
た
の
で
あ
る
。
禹
や
稷
や
顔
回
も
、
も
し
お
互
い
に
立
場
を
か
え
て
見
れ
ば
、
み
な
同

じ
よ
う
な
こ
と
を
し
た
に
違
い
な
い
（
原
文
は
「
禹
・
稷
・
顔
子
、
易
地
則
皆
然
」）。
た
と

え
ば
今
、
同
じ
屋
根
の
下
に
住
む
者
が
喧
嘩
を
は
じ
め
た
と
し
た
ら
、
乱
れ
髪
に
冠
の
紐
を

結
び
な
が
ら
大
急
ぎ
で
こ
れ
を
仲
裁
し
て
も
よ
い
。
（
こ
れ
は
禹
・
稷
の
場
合
に
喩
え
た
）

だ
が
も
し
、
同
じ
村
の
中
で
喧
嘩
が
は
じ
ま
っ
た
と
き
、
や
は
り
乱
れ
髪
に
冠
の
紐
を
ろ
く

ろ
く
結
ば
ず
に
大
急
ぎ
で
飛
び
だ
し
て
い
っ
て
仲
裁
し
た
ら
、
そ
れ
は
大
変
な
心
得
違
い
で

あ
る
。
そ
ん
な
時
に
は
、
戸
を
閉
め
て
〔
怪
我
せ
ぬ
よ
う
に
〕
引
っ
込
ん
で
い
て
も
よ
い
。

（
こ
れ
は
顔
回
の
場
合
に
喩
え
た
）
〔
立
場
が
違
え
ば
、
つ
れ
て
そ
の
責
任
も
そ
れ
ぞ
れ
に

違
っ
て
く
る
も
の
だ
〕」（
一
九
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

孔
子
は
、
平
和
時
の
家
庭
生
活
を
犠
牲
に
し
て
公
務
に
奔
走
し
た
禹
と
稷
と
、
乱
世
に
遇

い
隠
者
の
よ
う
な
私
的
な
個
人
生
活
を
楽
し
ん
だ
顔
回
と
い
う
全
く
相
異
な
る
両
者
を
賢

者
と
し
て
称
賛
し
て
い
る
。
つ
ま
り
孔
子
は
、
措
か
れ
て
い
る
状
況
の
違
い
に
応
じ
て
、
全

く
異
な
る
行
動
を
し
た
二
人
を
称
賛
す
る
。
禹
＝
公
的
行
動
と
顔
回
＝
私
的
行
動
と
い
う
、

全
く
正
反
対
の
両
極
端
行
動
を
肯
定
す
る
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
展
開
し
て
い
る
。 

こ
の
孔
子
の
批
評
に
つ
い
て
、
孟
子
は
、
禹
・
稷
と
顔
回
の
両
者
は
、
各
々
が
自
分
の
立

場
を
執
り
替
え
て
い
れ
ば
、
み
な
同
じ
行
動
を
当
然
し
た
で
あ
ろ
う
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

自
己
の
措
か
れ
て
い
る
状
況
の
違
い
に
応
じ
て
、
各
自
が
状
況
の
相
違
に
応
じ
て
適
中
し
た

行
動
を
す
る
事
を
時
中
と
い
う
の
で
あ
る
。
時
中
の
説
明
に
は
、
こ
の
よ
う
な
具
体
的
事
例

に
つ
い
て
の
内
容
の
説
明
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
の
引
用
資
料
の
内
容
の
展
開
か
ら
考
え

て
も
、
時
中
と
は
、
自
己
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
＝
時
に
適
中
し
た
特
定
の
行
動
様
式
と
規

定
す
る
事
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

従
っ
て
孟
子
の
指
摘
で
重
要
な
の
は
、
平
和
時
と
乱
世
と
い
う
外
部
的
政
治
状
況
の
相
違

と
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
政
治
的
立
場
の
相
違
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
自
己
の
置
か
れ
て
い
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意
味
を
兼
ね
備
え
て
い
る
と
い
う
の
は
、
道
の
「
体
」
と
「
用
」
の
両
面
を
統
一
的
に
表
現

す
る
言
葉
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
一
編
の
題
目
を
「
中
和
」
と
し
な
い
で
「
中
庸
」
と
し
た
の

も
、
こ
の
意
味
か
ら
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
中
和
の
「
中
」
は
道
の
体
で
、「
和
」
は

道
の
用
で
あ
る
が
、
中
庸
の
中
は
、
和
の
意
味
を
兼
備
し
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。 

島
田
氏
が
『
中
庸
』
の
中
＝
和
を
、
第
一
章
の
「
中
・
和
」
の
説
明
に
お
い
て
、
和
を
中

に
吸
収
し
て
和
が
中
の
作
用
で
あ
る
こ
と
を
軽
視
し
て
、
又
曖
昧
に
し
て
し
ま
い
、
明
確
に

体
用
の
論
理
で
説
明
し
て
い
な
い
理
由
の
一
つ
は
、「
未
発
の
中
」
＝
「
時
中
の
中
」
＝
「
和
」

と
の
論
理
矛
盾
を
回
避
す
る
所
に
意
図
が
存
在
し
た
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
。 

島
田
氏
は
、
こ
の
和
と
時
中
と
い
う
二
つ
の
作
用
は
、
ど
の
様
に
関
係
し
て
い
る
の
か
、

何
も
説
明
し
て
お
ら
ず
、
和
と
時
中
は
同
じ
意
味
・
内
容
な
の
か
、
文
字
が
違
う
以
上
は
、

内
容
も
異
な
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
の
用
が
正
し
い
の
か
、
二
つ
と
も
正
し
い
の

か
、
こ
の
ま
ま
で
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
つ
の
本
体
に
異
な
る
二
つ
の
作
用
が

存
在
す
る
事
は
考
え
ら
れ
な
い
以
上
、
明
ら
か
に
論
理
的
な
自
己
矛
盾
を
示
し
て
い
る
。 

島
田
氏
の
議
論
の
疑
問
点
を
素
朴
に
考
え
る
と
、
作
用
に
は
、
和
と
時
中
の
中
と
い
う
二

つ
が
あ
る
以
上
、
本
体
に
も
「
未
発
の
中
」
以
外
に
、
も
う
一
つ
の
本
体
が
存
在
し
な
け
れ

ば
、
島
田
氏
の
主
張
の
論
理
矛
盾
を
解
決
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。 

島
田
氏
の
思
考
の
中
で
は
、
和
と
時
中
と
は
、
ど
の
様
な
内
容
を
意
味
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
か
。
和
の
説
明
に
お
い
て
、
和
と
は
「
発
し
て
節
に
中
る
和
と
は
、
例
え
ば
喜
怒
哀
楽
に

つ
い
て
い
え
ば
、
三
分
ほ
ど
喜
ぶ
合
き
で
あ
る
の
に
四
分
喜
ん
だ
り
、
四
分
ほ
ど
怒
る
合
き

な
の
に
た
だ
三
分
し
か
怒
ら
な
い
、
よ
う
な
反
対
を
い
う
」
と
か
、
つ
ま
り
「
人
・
事
物
と

の
接
触
・
処
置
に
い
さ
さ
か
の
齟
齬
誤
謬
も
な
い
」
事
と
言
う
。
つ
ま
り
予
測
的
な
感
情
の

度
合
い
と
実
際
の
感
情
の
度
合
い
と
が
一
致
す
る
こ
と
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
和
と

は
、
予
測
的
思
考
と
実
際
の
行
動
に
お
い
て
、
齟
齬
誤
謬
の
な
い
こ
と
で
あ
る
と
言
う
。
和

＝
調
和
と
述
べ
る
金
谷
氏
等
の
一
般
的
解
釈
と
は
異
な
る
和
の
解
釈
を
し
て
い
る
。 

し
か
し
島
田
氏
の
「
和
」
の
解
釈
は
、
中
国
哲
学
研
究
史
上
に
お
い
て
は
、
特
異
例
外
的

な
解
釈
で
あ
り
、
と
て
も
是
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
『
論
語
』
に
述
べ
る
「
君
子
は
和

し
て
同
せ
ず
」
と
か
、
「
礼
の
用
は
和
を
も
っ
て
貴
し
と
な
す
」
と
の
資
料
上
の
和
の
意
味

は
、
周
囲
の
多
様
な
異
物
が
程
よ
く
混
じ
り
あ
っ
て
い
る
調
和
の
意
味
で
あ
り
、
理
論
と
行

動
の
一
致
を
い
う
の
で
は
な
い
。
既
に
金
谷
氏
は
「
中
と
和
」
に
お
い
て
、
中
＝
和
で
あ
り
、

和
は
調
和
を
意
味
す
る
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
晏
子
の
「
和
は
羹
の
如
し
」
と
の
発
言
を
引

用
し
て
、
和
＝
調
和
を
羹
＝
ご
っ
た
煮
＝
ほ
ど
良
い
融
合
物
を
意
味
す
る
と
、
具
体
的
に
説

明
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
一
八
）。 

他
方
で
島
田
氏
は
、「
時
中
」
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
に
於
い
て
、「
君
子
は
君
子
た
る
徳

を
有
し
そ
の
上
に
さ
ら
に
時
に
応
じ
て
中
に
処
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
り
、
・
・
・
」

と
述
べ
て
、
「「
時
中
」
と
い
う
の
は
、
元
来
、
「
中
」
と
い
う
の
は
定
体
が
無
い
、
す
な
わ

ち
一
定
の
実
体
が
あ
る
も
の
で
は
な
く
（『
孟
子
』
四
五
四
ペ
ー
ジ
の
「
子
莫
が
中
を
執
る

云
々
」
を
参
照
）「
時
」
に
応
じ
て
ー
中
江
藤
樹
・
熊
沢
番
山
ふ
う
に
い
え
ば
、「
時
・
処
・

位
」
に
応
じ
て
ー
定
ま
る
の
で
あ
る
。
中
が
「
中
庸
」
と
熟
し
て
平
常
の
理
だ
と
せ
ら
れ
る

の
は
、
ま
さ
に
こ
の
意
味
に
他
な
ら
な
い
。
程
子
の
た
と
え
に
よ
れ
ば
、
禹
が
治
水
工
事
に

献
身
し
て
「
わ
が
家
の
門
を
過
ぎ
て
も
入
ら
な
か
っ
た
」
の
は
禹
に
お
け
る
時
中
で
あ
り
、

顔
淵
が
「
陋
巷
に
在
っ
た
」
の
は
、
顔
淵
に
お
け
る
時
中
で
あ
っ
た
（『
孟
子
』
二
七
三
ペ

ー
ジ
離
婁
下
）」
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
主
張
の
限
り
で
は
、
島
田
氏
は
、「
時
中
」
と
は
、

そ
の
場
そ
の
時
に
於
い
て
中
を
採
る
と
言
う
金
谷
氏
が
説
明
し
た
「
時
中
の
中
」
と
同
じ
意

味
に
使
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

島
田
氏
の
主
張
す
る
時
中
と
い
う
の
は
、
自
己
の
置
か
れ
た
状
況
ー
時
に
応
じ
て
中
庸
＝

中
に
居
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
金
谷
氏
の
「
時
中
」
の
説
明
と
同
様
で
あ
る
。
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で
あ
り
、
時
中
の
中
は
作
用
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。 

宇
野
哲
人
氏
は
、
「
不
偏
不
倚
の
四
字
は
い
わ
ゆ
る
未
発
の
中
す
な
わ
ち
中
の
体
を
い
っ

た
も
の
で
、
無
過
不
及
の
四
字
は
い
わ
ゆ
る
君
子
の
時
中
の
中
す
な
わ
ち
中
の
用
を
い
っ
た

も
の
で
あ
る
。
或
問
に
は
朱
子
が
委
し
く
そ
の
意
を
述
べ
て
お
ら
る
る
が
、
文
が
長
い
か
ら
、

略
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
に
は
簡
単
に
最
も
要
領
を
得
た
る
新
安
陳
氏
の
説
を
引
く
こ
と

と
す
る
。
い
わ
く
「
不
偏
不
倚
は
、
未
発
の
中
、
心
を
も
っ
て
論
ず
る
者
な
り
、
中
の
体
な

り
。
過
不
及
無
き
は
、
時
中
の
中
、
事
を
も
っ
て
論
ず
る
者
な
り
、
中
の
用
な
り
」
。
」
（
一

七
）
と
、
そ
の
詳
細
を
説
明
し
て
い
る
事
で
も
、
島
田
氏
の
引
用
原
典
は
理
解
で
き
る
。 

次
の
問
題
点
は
、
未
発
の
中
と
和
に
つ
い
て
の
理
解
方
法
で
あ
る
。 

島
田
氏
は
、
第
一
章
で
の
「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
、
之
を
中
と
謂
う
。
発
し
て
皆

な
節
に
中
る
、
之
を
和
と
謂
う
。
中
な
る
者
は
、
天
下
の
大
本
な
り
、
和
な
る
者
は
、
天
下

の
達
道
な
り
」
の
解
説
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
喜
怒
哀
楽
は
「
情
」
で
あ
る
が
、
性
が
ま
だ
情
と
し
て
現
象
し
な
い
以
前
（
論
理
的
な

意
味
で
の
以
前
）、
心
は
静
か
な
、
本
来
的
な
、「
性
」
の
状
態
に
あ
る
。
こ
の
静
か
な
「
性
」

の
あ
り
方
は
、
不
偏
不
倚
で
あ
る
か
ら
「
中
」
と
呼
ば
れ
る
。
も
っ
と
も
た
と
え
情
が
現
象
・

発
動
し
て
も
（
性
が
情
と
い
う
現
象
を
お
こ
さ
な
い
こ
と
は
あ
り
え
な
い
）
、
能
く
し
か
る

べ
き
節
度
に
ぴ
た
り
と
あ
た
っ
て
過
あ
る
い
は
不
及
に
お
ち
い
ら
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
情

の
正
常
状
態
で
あ
っ
て
理
ー
道
に
背
く
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
が
「
和
」
と
呼
ば
れ

る
。・
・
・
中
は
天
下
の
大
本
と
い
う
の
は
、「
い
わ
ゆ
る
天
命
の
性
」
で
あ
っ
て
、
一
切
の

理
は
こ
こ
か
ら
出
る
。
つ
ま
り
道
の
「
体
」
な
の
で
あ
る
。
達
道
は
、
性
に
率
う
道
で
あ
っ

て
、
達
と
い
っ
た
の
は
空
間
的
に
は
天
下
じ
ゅ
う
の
、
時
間
的
に
は
古
今
じ
ゅ
う
の
、
何
も

の
も
、
そ
の
道
を
通
ら
な
い
も
の
は
な
い
、
そ
れ
で
達
と
い
っ
た
（
詳
し
く
は
第
二
十
章
第

七
節
参
照
）
体
用
の
カ
テ
ゴ
リ
で
い
う
な
ら
ば
、
道
の
「
用
」
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。・
・
・

要
す
る
に
未
発
の
中
と
は
、
思
慮
が
未
だ
萌
さ
ず
、
一
毫
の
私
欲
も
無
い
の
で
、
お
の
ず
か

ら
な
る
結
果
と
し
て
い
か
な
る
偏
倚
も
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
寂
然
と
し
て
不
動
」（『
易
』
繋

辞
伝
上
）
な
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
「
偏
ら
ず
倚
ら
ず
」
は
、
時
中
の
中
が
「
過
な
く

不
及
な
し
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
言
う
の
で
、
東
に
倚
り
す
ぎ
も
せ
ず
、
西
、
南
、
北
、
に

倚
り
す
ぎ
も
せ
ぬ
、
ち
ょ
う
ど
中
央
、
と
い
う
空
間
的
・「
静
」
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。・
・
・
」

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
和
と
は
、
「
発
し
て
節
に
中
る
和
と
は
、
た
と
え
ば
喜
怒
哀
楽
に

つ
い
て
い
え
ば
、
三
分
ほ
ど
喜
ぶ
合
き
で
あ
る
の
に
四
分
喜
ん
だ
り
、
四
分
ほ
ど
怒
る
合
き

な
の
に
た
だ
三
分
し
か
怒
ら
な
い
、
よ
う
な
反
対
を
い
う
。」
と
か
、「
人
・
事
物
と
の
接
触
・

処
置
に
い
さ
さ
か
の
齟
齬
誤
謬
も
な
く
（=

和
）」
事
と
言
う
。 

以
上
を
要
約
す
る
と
、
未
発
の
中
＝
性
＝
不
偏
不
倚
＝
大
本
＝
体
で
あ
り
、
和
＝
情
＝
過

不
及
無
し
＝
達
道
＝
用
と
規
定
す
る
。
ま
た
和
と
は
、
例
え
ば
喜
怒
哀
楽
の
感
情
に
お
い
て
、

喜
怒
哀
楽
の
そ
れ
ぞ
れ
の
処
置
に
お
い
て
齟
齬
誤
謬
が
な
い
こ
と
と
規
定
す
る
。 

と
こ
ろ
で
島
田
氏
は
予
備
的
な
指
摘
に
お
い
て
、
中
庸
の
中
は
二
種
類
あ
り
、
未
発
の
中

＝
大
本
＝
体
＝
不
偏
不
倚
、
時
中
＝
達
道
＝
用
＝
過
不
及
と
規
定
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
こ

に
お
い
て
は
、
未
発
の
中
＝
大
本
＝
性
＝
不
偏
不
倚
＝
体
、
節
に
中
る
和
＝
達
道
＝
情
＝
過

不
及
無
し
＝
用
と
説
明
す
る
。
従
っ
て
朱
子
の
注
釈
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
を
敷
衍
し
た
島
田

氏
の
説
明
に
よ
る
と
、
本
体
の
中
は
、
不
偏
不
倚
で
あ
る
未
発
の
中
の
一
つ
で
あ
る
が
、
過

不
及
無
し
＝
作
用
は
、
時
中
の
中
と
和
の
二
つ
が
存
在
す
る
事
に
な
る
。
一
つ
の
本
体
に
二

つ
の
異
な
る
作
用
が
存
在
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
ど
う
見
て
も
不
思
議
な
説
明
で
あ
る
。 

実
際
に
第
二
章
の
巻
頭
の
説
明
で
は
、
島
田
氏
は
、
「
つ
ま
り
中
庸
と
い
う
時
の
「
中
」

は
、
中
・
和
の
ふ
た
つ
の
意
味
を
兼
ね
て
い
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で

首
章
に
よ
れ
ば
、
中
和
の
「
中
」
と
い
う
の
は
道
の
体
を
指
す
言
葉
で
あ
り
、
中
和
の
「
和
」

と
い
う
の
は
道
の
用
を
指
す
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
け
っ
き
ょ
く
、
中
庸
の
中
が
、
中
と
和
の
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四
）
。
金
谷
氏
は
、
体
用
の
論
理
で
説
明
す
る
朱
子
の
解
釈
が
、
中
庸
の
古
義
に
反
し
て
い

る
と
の
立
場
か
ら
朱
子
の
説
を
採
用
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

既
に
述
べ
た
様
に
島
田
氏
は
、
「
こ
の
よ
う
に
中
は
本
来
、
あ
く
ま
で
も
実
態
で
は
な
い

こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
た
。
こ
の
説
明
は
、
筆
者
が
金
谷
説
を
批
判
し
た

時
に
引
用
し
た
「
朱
子
い
う
、
中
は
定
ま
っ
た
体
が
な
く
、
時
に
従
っ
た
あ
り
方
を
す
る
と
」

の
朱
子
の
説
明
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
一
定
の
固
定
し
た
中
は
存
在
し
な
い
こ

と
は
認
め
る
が
、
し
か
し
中
に
は
実
体
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
説
明
は
、
『
中

庸
』
の
「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
、
こ
れ
を
中
と
謂
う
」
と
の
両
極
端
を
否
定
し
た
「
未

発
の
中
」
を
踏
ま
え
た
だ
け
の
論
議
で
あ
る
。
武
内
氏
・
金
谷
氏
の
引
用
し
た
、
孟
子
が
子

莫
の
「
執
中
無
権
」
批
判
で
展
開
す
る
「
楊
氏
の
個
人
主
義
と
墨
子
の
博
愛
主
義
」
は
実
態

が
存
在
す
る
。「
子
莫
執
中
、
執
中
為
近
之
、
執
中
無
権
、
猶
執
一
也
」（
一
五
）
の
子
莫
の

執
一
も
実
体
が
存
在
す
る
。 

ま
た
金
谷
氏
が
引
用
し
た
「
舜
、
問
う
を
好
み
、
好
ん
で
邇
（
卑
近
な
）
言
を
察
し
、
悪

を
隠
し
て
善
を
揚
げ
、
そ
の
両
端
を
執
り
て
そ
の
中
を
民
に
用
う
」
と
の
善
と
悪
も
実
体
が

存
在
す
る
。
つ
ま
り
中
の
本
体
に
は
、
喜
怒
哀
楽
の
「
未
発
の
中
」
と
子
莫
批
判
の
「
執
中

の
中
」
と
い
う
、
相
異
な
る
二
つ
の
中
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
中
に
も
対
の
思
想
ー
両
面

思
考
が
存
在
す
る
。
島
田
氏
の
主
張
は
、
両
極
端
を
肯
定
し
た
「
執
中
の
中
」
を
無
視
し
た

見
解
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
「
中
」
の
本
体
に
は
、
実
体
の
な
い
＝
喜
怒
哀

楽
の
無
い
「
未
発
の
中
」
と
実
体
の
あ
る
「
執
中
の
中
」
＝
「
已
発
の
中
」
の
相
異
な
る
二

つ
ー
対
の
思
想
が
存
在
す
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

と
こ
ろ
で
朱
子
の
指
摘
に
従
い
中
庸
思
想
に
つ
い
て
、
「
未
発
の
中
」
と
「
時
中
の
中
」

と
い
う
、
全
く
相
異
な
る
二
つ
の
中
庸
思
想
が
存
在
す
る
と
、
巻
頭
に
お
い
て
注
意
を
喚
起

し
て
い
る
の
は
、
対
の
思
想
に
つ
い
て
の
見
識
を
持
つ
中
国
思
想
史
の
大
家
・
島
田
氏
な
ら

で
は
の
卓
見
で
あ
る
。
島
田
氏
が
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
し
た
の
は
、
中
国
思
想
の
特
質
に
つ

い
て
の
、
次
の
よ
う
な
思
考
方
法
が
背
景
に
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

つ
ま
り
宋
学
の
第
二
の
特
徴
に
、
修
身
、
斉
家
、
治
国
、
平
天
下
の
理
想
を
挙
げ
、
士
大

夫
は
二
重
の
原
理
に
よ
り
行
動
す
る
と
い
う
。
儒
教
的
世
界
（
天
下
）
は
、
国
家
と
家
族
（
個

人
）
の
二
つ
の
中
心
を
有
す
る
楕
円
形
の
世
界
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
修
身
、
斉
家
、
治

国
、
平
天
下
の
理
想
は
、
「
こ
の
楕
円
を
楕
円
た
ら
し
め
る
理
想
主
義
で
、
日
本
の
「
忠
孝

一
致
」
の
様
に
、
い
ず
れ
か
一
方
の
中
心
に
収
斂
さ
せ
て
円
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な

い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
儒
教
的
世
界
は
、
家
族

個
人

と
国
家
の
楕
円
形
の
世
界

―
「
対
的
な
世
界
」
で
あ
る
と
い
う
。（
一
六
）。 

し
か
し
中
国
人
の
基
本
的
特
色
で
あ
る
対
の
思
想
を
良
く
理
解
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

島
田
氏
の
中
庸
思
想
に
つ
い
て
の
主
張
に
も
、
以
下
の
様
な
基
本
的
欠
点
が
存
在
す
る
。 

中
庸
の
中
は
、
「
未
発
の
中
」
と
「
時
中
の
中
」
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
と
言
う
が
、
島

田
氏
の
説
明
す
る
第
一
章
第
四
節
と
第
二
章
を
参
照
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
論
理
的
に
分
類

し
た
中
に
つ
い
て
の
資
料
的
根
拠
の
指
摘
が
な
く
、
説
明
不
足
で
あ
る
。
何
故
に
二
つ
に
分

類
で
き
る
の
か
、
根
拠
が
不
明
で
あ
る
が
、
島
田
氏
の
二
つ
の
中
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
恐

ら
く
朱
子
の
『
中
庸
章
句
』
や
『
或
問
』
に
由
っ
て
の
説
明
で
あ
ろ
う
。 

既
に
金
谷
氏
は
、
の
「
中
庸
に
つ
い
て
ー
そ
の
倫
理
と
し
て
の
性
格
―
」
に
お
い
て
、
朱

子
の
『
中
庸
章
句
』
を
引
用
し
て
、
「
中
庸
の
一
書
は
も
と
も
と
時
〔
の
宜
し
き
〕
に
随
う

〔
実
践
的
な
〕
中
を
説
く
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
こ
の
時
に
随
う
中
が
実
現
さ
れ

る
わ
け
を
み
る
と
、
そ
れ
は
か
の
〔
喜
怒
哀
楽
の
〕
未
だ
発
し
な
い
と
き
の
〔
理
念
的
な
〕

中
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
、
「
中
庸
の
中
と
は
、
も
と
も
と
過
ぎ
も
せ
ず
及
ば
ぬ
こ
と

も
な
い
と
い
う
中
で
、
大
意
は
時
に
〔
随
う
〕
中
に
あ
る
。
も
し
そ
の
中
を
更
に
考
え
る
な

ら
、
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
し
な
い
中
か
ら
時
中
の
中
に
な
る
の
で
あ
っ
て
未
発
の
中
は
本
体
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次
に
島
田
虔
次
氏
の
中
庸
思
想
に
つ
い
て
の
思
考
方
法
の
特
色
に
つ
い
て
、
同
氏
は
ど
の 

様
に
述
べ
て
い
る
の
か
検
討
し
て
見
た
い
（
四
）
。
島
田
氏
は
、
朱
子
の
「
中
な
る
も
の
は

不
偏
不
倚
、
過
不
及
無
き
の
名
、
庸
は
平
常
な
り
」
の
解
説
・
説
明
に
つ
い
て
、 

中
庸
の
規
定
の
由
来
に
つ
い
て
、
「
中
を
「
不
偏
」
す
な
わ
ち
偏
ら
な
い
（
も
し
く
は
偏

ら
ず
倚
ら
な
い
）
こ
と
し
た
の
は
程
子
で
あ
り
、「
過
ぎ
た
る
と
及
ば
ざ
る
と
の
無
い
こ
と
」

と
し
た
の
は
呂
大
臨
で
あ
っ
た
。
朱
子
は
そ
れ
を
ま
と
め
て
こ
の
よ
う
に
注
釈
し
た
の
で
あ

る
」
と
、
中
庸
思
想
の
解
釈
は
中
国
哲
学
者
に
お
い
て
発
展
し
て
き
た
と
指
摘
す
る
。 

島
田
氏
は
、
「
中
」
は
中
国
哲
学
で
き
わ
め
て
重
要
な
根
本
概
念
と
し
て
、
中
と
権
と
を

結
び
つ
け
た
『
孟
子
』
の
説
は
最
も
有
名
で
あ
る
と
し
て
、
『
中
庸
』
の
解
題
の
冒
頭
に
於

い
て
、
以
下
の
様
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
「
中
も
し
く
は
中
庸
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た

り
、
た
だ
二
つ
の
点
の
み
を
予
備
的
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
、
中
庸
は
単
に
右
で
も

な
い
左
で
も
な
い
と
い
う
消
極
的
な
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
積
極
的
な
概
念
、
例
え
ば
庸

が
「
平
常
」
と
注
せ
ら
れ
る
と
き
、
そ
の
平
常
と
い
う
の
は
、
・
・
・
ほ
と
ん
ど
意
外
と
い

っ
て
も
よ
い
ほ
ど
の
事
態
ま
で
も
含
意
し
て
い
る
こ
と
。」「
第
二
、
中
は
「
時
中
の
中
」（
第

二
章
）
と
「
未
発
の
中
」
（
第
一
章
第
四
節
）
と
の
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
後

者
が
体
に
つ
い
て
の
中
（
大
本
）
と
す
れ
ば
、
前
者
は
用
に
つ
い
て
の
中
（
達
道
）
、
後
者

が
不
偏
不
倚
（
し
た
が
っ
て
「
在
中
の
中
」
と
も
い
う
）
と
す
れ
ば
、
前
者
は
過
不
及
な
し

で
あ
る
。」
と
言
う
。
ま
た
「
在
中
」
と
は
、
空
間
的
・「
静
」
的
な
中
央
に
位
置
す
る
と
の

意
味
と
言
う
。
こ
の
説
明
は
、
朱
子
の
『
或
問
』
に
依
る
解
釈
で
あ
ろ
う
（
注
一
二

参
照
）。 

つ
ま
り
未
発
の
中
＝
体
＝
不
偏
不
倚
＝
「
在
中
の
中
」
＝
空
間
的
原
理
＝
「
静
」
的
中
央

で
あ
り
、
時
中
の
中
＝
達
道
＝
用
＝
過
不
及
と
規
定
し
て
い
る
。
島
田
氏
の
指
摘
は
，
朱
子

の
解
釈
を
説
明
・
敷
衍
し
た
主
張
で
あ
る
。
朱
子
・
島
田
氏
の
体
用
の
論
理
に
従
う
と
、「
未

発
の
中
」（
本
体
）
＝
「
時
中
の
中
」（
作
用
）
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
説
明
は
真

実
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

こ
の
朱
子
の
論
理
に
つ
い
て
は
、
既
に
金
谷
氏
は
、
一
九
五
五
年
に
発
表
し
た
「
中
庸
思

想
に
つ
い
て
ー
そ
の
倫
理
と
し
て
の
性
格
」
で
紹
介
し
て
、
「
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
中
庸

の
意
味
は
、
朱
憙
の
独
自
な
哲
学
的
解
釈
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
中
庸
の
本
来
の

意
味
で
も
な
け
れ
ば
、
又
一
般
的
な
意
味
で
も
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
、
朱
子
の
学
説
の
誤

り
を
指
摘
し
て
い
た
。
し
か
し
金
谷
氏
の
こ
の
説
明
は
、
説
明
不
足
の
嫌
い
が
あ
る
こ
と
は

既
に
指
摘
し
た
。
と
こ
ろ
で
島
田
氏
は
、
既
に
述
べ
た
金
谷
氏
の
批
判
を
ど
の
様
に
受
け
止

め
て
、
朱
子
説
に
従
い
『
中
庸
』
を
注
釈
す
る
際
に
自
説
に
吸
収
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
程
子
や
中
江
藤
樹
・
熊
沢
番
山
の
注
釈
の
説
明
は
存
在
し
て
も
、
こ
の
金
谷
説
を
批
判

し
た
文
章
が
な
い
の
で
、
島
田
氏
の
真
意
や
意
図
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
点
の
指
摘
の
欠
落

が
、
島
田
氏
の
説
明
に
お
い
て
説
得
不
足
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
『
中
庸
』
本
文
に
は
、
「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
、
こ
れ
を
中
と
謂
う
。

発
し
て
皆
な
節
に
中
る
、
こ
れ
を
和
と
謂
う
」
（
一
三
）
と
あ
り
て
、
中
＝
「
未
発
の
中
」

＝
体
、
和
＝
「
已
発
の
中
」
＝
用
で
あ
り
、
体
用
の
論
理
を
持
ち
出
す
の
な
ら
ば
、
中
＝
和

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
島
田
氏
は
、
『
中
庸
』
解
題
に
於
い
て
は
、
朱

子
の
『
或
問
』
の
解
説
に
従
う
だ
け
で
、
『
中
庸
』
本
文
の
展
開
を
体
用
の
論
理
に
取
り
入

れ
な
い
で
、
こ
れ
を
無
視
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
の
文
章
を
訳
注
し
た
金
谷
氏
は
、
「
作
者
に
と
っ
て
は
「
中
」
も
「
和
」
も
「
中
庸
」

の
こ
と
と
意
識
さ
れ
て
い
る
。「
中
」
は
過
・
不
及
な
く
偏
り
の
な
い
中
正
の
状
態
、「
和
」

は
雑
多
な
物
を
包
摂
す
る
調
和
均
整
の
状
態
。
朱
子
で
は
、
「
中
」
を
天
命
の
「
性
」
で
道

の
本
体
、「
和
」
を
正
常
な
「
情
」
で
道
の
作
用
と
考
え
、「
未
発
」
と
「
已
発
」
と
の
違
い

を
そ
の
哲
学
上
の
重
要
問
題
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
採
ら
な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
（
一
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者
を
か
ね
そ
な
え
た
人
、
即
ち
「
中
立
し
て
倚
ら
ぬ
」
人
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
又
文
質
両
端
の
平
衡
を
え
た
調
和
の
上
に
場
を
占
め
る
も
の
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
言
う
主
張
も
、
納
得
し
て
理
解
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
文
意
は
、
質
と
文
の

両
極
端
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、「
兼
ね
そ
な
え
た
人
」
を
意
味
し
て
い
な
い
し
、「
文

質
両
端
の
平
衡
」
を
得
た
人
の
意
味
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
両
端
の
平
衡
を
得
た
人
の
意
味

で
あ
る
な
ら
ば
、
文
と
質
の
両
端
を
肯
定
し
て
い
る
文
章
表
現
が
必
要
で
あ
る
。

金
谷
氏
の
誤
解
で
重
要
な
の
は
、
「
文
と
質
と
彬
彬
と
し
て
然
る
後
君
子
な
り
」
と
の
表

現
に
あ
る
。
文
と
質
の
両
端
を
否
定
し
た
上
で
、
文
と
質
の
彬
彬
＝
調
和
し
て
い
る
状
態
が
、

中
庸
の
君
子
な
の
で
あ
る
。
両
端
の
肯
定
と
否
定
を
混
同
し
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
の
が
、

金
谷
氏
の
問
題
点
な
の
で
あ
ろ
う
。

結
論
的
に
言
え
ば
、
金
谷
氏
の
思
考
方
法
は
、
「
右
で
も
な
け
れ
ば
左
で
も
な
い
」
真
ん

中
と
い
う
両
極
端
を
否
定
し
た
中
に
つ
い
て
は
、
両
極
端
を
拒
否
し
た
直
線
状
の
一
点
と
考

え
て
い
る
。
他
方
、
「
右
で
も
あ
れ
ば
左
で
も
あ
る
」
真
ん
中
と
い
う
両
極
端
を
肯
定
し
た

中
に
つ
い
て
は
、
両
極
端
を
包
み
込
ん
だ
包
容
性
の
あ
る
中
央
と
考
え
て
い
る
。

従
っ
て
こ
の
二
つ
の
中
は
、
本
来
全
く
性
質
の
違
う
中
で
あ
り
、
別
個
に
論
じ
る
必
要
が

あ
る
の
に
、
両
極
端
を
否
定
し
た
中
を
、
両
極
端
を
肯
定
し
た
中
の
な
か
に
吸
収
し
て
し
ま

い
、
肯
定
論
に
一
元
化
し
て
議
論
し
た
思
想
構
造
体
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
本
来
二
元

論
的
に
考
え
る
事
を
、
一
本
化
し
て
中
庸
を
理
解
し
て
い
る
所
に
、
四
〇
年
前
当
時
の
金
谷

氏
の
思
考
の
不
徹
底
さ
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

金
谷
氏
は
、
こ
の
論
考
の
約
四
〇
年
後
に
執
筆
し
た
本
稿
に
お
い
て
は
、
前
引
の
資
料
と 

同
じ
く
舜
の
「
両
端
を
執
り
て
」
の
解
釈
に
お
い
て
も
、
「
こ
こ
で
注
意
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
は
、
両
端
を
捨
て
去
る
こ
と
で
は
な
く
て
両
手
に
し
っ
か
り
と
持
つ
と
い
う
点
で
す
。

実
際
に
働
か
せ
る
の
は
そ
の
中
ほ
ど
で
す
が
、
そ
の
両
端
も
ま
た
捨
て
な
い
で
中
の
働
き
に

接
収
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
形
が
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
「
右
で

も
な
い
左
で
も
な
い
」
と
い
っ
た
両
端
の
中
は
、
実
は
「
右
で
も
あ
れ
ば
左
で
も
あ
る
」
と

い
う
形
へ
と
転
化
す
る
の
で
す
。」
（
一
一
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
主
張
で
も
、
や
は
り
同
じ
疑
問
点
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
何
故
に
両
極
端
の
否
定

論
が
肯
定
論
に
転
化
し
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
ま
た
否
定
論
が
何
故
に
消
滅
し
て
い
く
の
か
、

そ
の
必
然
的
な
説
明
が
な
い
の
で
あ
る
。
否
定
論
と
肯
定
論
は
、
本
来
、
別
次
元
の
問
題
で

あ
る
、
し
か
し
金
谷
氏
は
、
否
定
論
を
肯
定
論
に
吸
収
し
て
一
本
化
し
て
議
論
を
展
開
し
て

行
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
金
谷
氏
の
中
庸
思
想
の
研
究
方
法
に
お
い
て
、
中
国
人
の

伝
統
的
で
基
本
的
な
対
の
思
想
ー
両
面
思
考
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

金
谷
氏
は
、「
右
で
も
な
け
れ
ば
左
で
も
な
い
」
真
ん
中
の
中
庸
と
、「
右
で
も
あ
れ
ば
左

で
も
あ
る
」
真
ん
中
の
中
庸
と
い
う
、
中
庸
に
は
、
否
定
的
側
面
と
肯
定
的
側
面
の
両
面
を

考
え
る
必
要
性
が
存
在
す
る
と
言
い
な
が
ら
、
両
者
を
区
別
し
て
議
論
し
な
い
で
、
結
果
論

的
に
お
い
て
は
、
否
定
論
を
肯
定
論
に
吸
収
し
て
し
ま
い
、
結
局
的
に
は
両
端
の
肯
定
論
の

み
の
一
面
的
思
考
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
も
そ
も
対
の
思
想
と
は
、
両
極
端
の
否
定
論
と
肯
定
論
を
、
不
連
続
的
に
切
離
し
て
、

対
立
し
た
両
面
性
を
同
時
に
考
え
る
、
自
己
分
裂
的
な
思
考
方
法
で
あ
る
。
こ
こ
こ
に
お
い

て
金
谷
氏
の
言
う
よ
う
に
否
定
論
を
そ
の
ま
ま
肯
定
論
に
吸
収
し
て
、
一
本
化
し
た
肯
定
論

に
お
い
て
理
解
す
る
事
で
は
な
い
。
金
谷
氏
説
で
は
、
両
端
の
否
定
論
が
消
去
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
様
式
で
あ
る
対
の
思
想
ー
両

面
思
考
を
中
庸
思
想
の
研
究
に
完
全
に
生
か
し
た
上
で
の
中
庸
思
想
を
理
解
す
る
思
考
方

法
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。 
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て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
中
庸
思
想
と
対
の
思
想
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
問
題

な
の
で
あ
る
。
朱
子
の
考
え
も
誤
り
で
あ
る
が
、
金
谷
氏
の
考
え
も
誤
り
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
『
中
庸
』
第
一
章
に
は
、「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
、
こ
れ
を
中
と
謂
う
。

発
し
て
皆
な
節
に
中
る
、
こ
れ
を
和
と
謂
う
。」
と
あ
る
。

金
谷
氏
は
、
こ
の
文
章
の
意
味
を
、
「
作
者
に
と
っ
て
は
、「
中
」
も
「
和
」
も
「
中
庸
」

の
こ
と
と
意
識
さ
れ
て
い
る
。「
中
」
は
過
・
不
及
な
く
偏
り
の
な
い
中
正
の
状
態
、「
和
」

は
雑
多
な
も
の
を
包
摂
す
る
調
和
均
整
の
状
態
。
朱
子
で
は
、
「
中
」
を
天
命
の
「
性
」
で

道
の
本
体
、「
和
」
を
正
常
な
「
情
」
で
道
の
作
用
と
考
え
、「
未
発
」
と
「
已
発
」
と
の
違

い
を
そ
の
哲
学
上
の
重
要
問
題
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
採
ら
な
い
。」（
八
）
と
注
す
る
。

金
谷
氏
は
、
本
稿
で
の
説
を
、
四
三
年
後
も
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
再
論
し
て
い
る
。

た
し
か
に
中
と
和
は
、
共
に
中
庸
の
意
味
に
違
い
な
い
が
、
し
か
し
喜
怒
・
哀
楽
の
両
端

が
発
現
し
な
い
前
の
未
発
の
「
中
」
と
、
喜
怒
・
哀
楽
が
発
露
し
て
調
和
し
て
い
る
已
発
の

「
和
」
と
は
、
全
く
異
な
る
二
つ
の
感
情
の
状
態
な
の
で
あ
り
、
同
一
次
元
で
扱
え
な
い
性

質
の
物
で
あ
る
。
朱
子
は
中
庸
を
体
用
の
論
理
で
説
明
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
中
と
和
の
議
論

を
展
開
す
る
べ
き
で
あ
り
、
時
中
を
用
と
し
て
説
明
す
る
の
は
、
場
違
い
で
あ
る
の
で
あ
る
。

『
中
庸
』
に
明
確
に
述
べ
て
い
る
様
に
喜
怒
哀
楽
の
「
未
発
の
中
」
＝
本
体
＝
中
で
あ
り
、

「
已
発
の
中
」
＝
作
用
＝
和
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
『
中
庸
』
第
二
章
に
は
、
「
仲
尼
曰
、
君
子
中
庸
、
小
人
反
中
庸
、
君
子
而
時
中
、

小
人
而
無
忌
憚
也
」（
九
）
と
あ
る
。

金
谷
氏
は
、
「
君
子
が
中
庸
を
守
る
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
君
子
ら
し
い
り
っ
ぱ
な
ふ

る
ま
い
で
い
て
、
そ
の
う
え
ど
ん
な
時
で
も
そ
の
場
に
応
じ
て
中
で
お
ら
れ
る
か
ら
だ
が
」

と
訳
し
て
、
時
中
を
「
時
に
中
す
ー
そ
の
場
そ
の
場
の
状
態
に
応
じ
て
中
庸
を
守
る
。
朱
子

い
う
、
中
は
定
ま
っ
た
体
が
な
く
、
時
に
随
っ
た
あ
り
方
を
す
る
と
。
『
孟
子
』
万
章
下
篇

で
孔
子
の
こ
と
を
「
聖
の
時
な
る
者
」
と
す
る
の
も
同
意
。」
と
注
釈
し
て
い
る
。

し
か
し
『
中
庸
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
時
中
の
中
」
は
、
感
情
の
実
体
の
な
い
「
未
発

の
中
」
＝
本
体
＝
中
と
、
そ
の
発
現
で
あ
る
作
用
＝
和
と
は
、
全
く
別
次
元
の
「
実
体
の
あ

る
中
」
＝
本
体
の
作
用
な
の
で
あ
る
。
「
時
中
」
や
「
聖
時
」
と
は
、
例
え
ば
喜
怒
哀
楽
の

両
端
が
、
一
つ
の
特
定
状
況
に
的
中
し
た
特
定
行
動
を
す
る
こ
と
で
あ
り
、
何
時
で
も
ど
ん

な
時
で
も
中
間
を
守
る
中
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
金
谷
氏
の
説
は
、
朱
子
の
「
時
中
」

説
明
の
誤
解
で
あ
る
と
言
え
る
（
一
〇
）。

金
谷
氏
の
「
未
発
の
中
」
と
「
時
中
の
中
」
の
朱
子
批
判
は
、
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本

的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
ー
両
面
思
考
を
念
頭
に
考
慮
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
「
未
発
の
中
」

＝
両
端
を
否
定
し
た
中
と
、
「
時
中
の
中
」
＝
両
端
を
肯
定
し
た
中
と
い
う
、
相
異
な
る
二

つ
の
中
の
存
在
を
無
視
し
て
い
て
、
そ
の
存
在
に
気
づ
い
て
い
な
い
。
つ
ま
り
両
端
を
否
定

し
た
中
と
両
端
を
肯
定
し
た
中
を
混
同
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
否
定
と
肯
定
を
区
別
す
る
対

の
思
想
ー
両
面
思
考
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
の
説
明
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

二
つ
目
の
問
題
は
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
ー
両
面
思
考
に
対
す
る
不

十
分
な
理
解
方
法
で
あ
る
。
金
谷
氏
は
、
中
庸
思
想
と
対
の
思
想
を
混
乱
し
て
い
る
。

本
文
中
に
お
い
て
、
「
温
か
に
し
て
厲
し
く
、
威
あ
り
て
猛
々
し
か
ら
ず
・
・
・
」
と
あ

る
の
を
中
庸
の
表
現
で
あ
る
と
言
う
。
し
か
し
文
意
は
、
「
孔
子
は
温
か
さ
と
厳
し
さ
、
威

厳
さ
と
温
厚
さ
」
の
対
立
的
な
両
面
的
な
人
格
性
ー
対
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
だ
け

な
の
で
あ
り
、
こ
の
両
端
性
が
何
故
に
「
ほ
ど
よ
い
真
ん
中
」
で
あ
る
中
庸
の
人
格
に
な
る

の
か
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
詳
細
な
説
明
が
必
要
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
温
厚
さ
と
厳
し
さ

と
い
う
よ
う
な
両
極
端
の
感
情
は
、
同
時
に
発
現
で
き
ず
、
両
極
端
の
感
情
は
し
ば
ら
く
時

間
的
な
落
差
を
置
い
て
の
み
で
し
か
、
発
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
「
文
と
質
と
の
両
端
を
考
え
た
う
え
で
、
君
子
は
そ
の
い
ず
れ
に
も
か
た
よ
ら
ず
両
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き
る
で
あ
ろ
う
。
中
庸
の
正
し
い
意
味
は
、
以
上
の
朱
憙
の
解
釈
を
離
れ
て
、
先
ず
何
よ
り

も
『
中
庸
』
古
本
の
部
分
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、
直
接
上
代
の
文
献
に
つ
い
て
究
め
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
し
て
、
朱
子
の
「
未
発
の
中
」
と
「
時
中
の
中
」
を
体
用
の
論
理

で
説
明
す
る
こ
と
を
、
朱
憙
の
独
自
的
解
釈
と
し
て
退
け
て
、
中
庸
の
古
義
に
て
解
釈
す
る

必
要
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
金
谷
氏
は
、

「『
中
庸
』
古
本
に
つ
い
て
先
ず
知
ら
れ
る
こ
と
は
、「
中
」
が
過
不
及
の
な
い
「
両
端
の

中
」
と
し
て
意
識
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
・
・
・
過
ぎ
た
状
態
、
及
ば
な
い
状
態
と

い
う
両
極
端
を
意
識
し
た
う
え
で
、
そ
の
何
れ
に
も
か
た
よ
ら
な
い
な
か
ほ
ど
に
真
正
の
道

が
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
最
も
み
や
す
い
意
味
で
あ
る
と
共
に
、
又
は
じ
め

て
中
庸
と
い
う
言
葉
の
あ
ら
わ
れ
る
『
論
語
』
か
ら
の
伝
統
を
も
受
け
つ
ぐ
最
も
本
質
的
な

概
念
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
又
「
舜
、
問
う
を
好
み
、
好
ん
で
邇
（
卑
近
な
）
言
を
察
し
、

悪
を
隠
し
て
善
を
揚
げ
、
そ
の
両
端
を
執
り
て
そ
の
中
を
民
に
用
う
」
（
第
六
章
）
と
い
う

の
は
、
な
る
ほ
ど
こ
れ
も
両
端
の
中
で
あ
る
が
、
右
で
も
な
く
左
で
も
な
い
な
か
ほ
ど
と
い

う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
右
の
言
い
分
も
左
の
言
い
分
も
と
り
い
れ
て
そ
の
な
か
ほ
ど
を
用
い

て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
も
ろ
も
ろ
の
極
端
を
一
つ
に
集
中
し
よ
う
と
す
る
心
の
動
き
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
て
み
る
と
、
前
に
み
た
過
不
及
の
な
い
「
両
端
の
中
」
は
、
実
は

単
な
る
直
線
状
の
な
か
ほ
ど
の
一
点
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
両
端
を
か
ね
そ

な
え
た
包
容
的
な
立
場
に
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
構
造
性
を
持
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
中
」
と
い
う
言
葉
の
う
ま
れ
る
に
は
、
消
極
的
に
せ
よ
、
端
と
い
う

も
の
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
更
に
そ
の
端
が
な
け
れ
ば
、
中
の
存
在
も
亦
考
え
ら
れ
な
い
と

い
う
事
情
を
想
う
な
ら
ば
、
以
上
の
よ
う
な
関
係
は
、
容
易
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
両

端
の
「
中
」
の
も
つ
こ
う
し
た
包
容
的
な
意
味
に
注
目
す
る
と
、
孔
子
の
人
格
に
つ
い
て
「
温

か
に
し
て
厲
し
く
、
威
あ
り
て
猛
々
し
か
ら
ず
、
恭
し
く
て
安
ら
か
」
と
い
う
の
や
、
『
書

経
』
の
な
か
で
「
直
く
し
て
温
か
く
、
寛
や
か
に
し
て
栗
し
く
、
闘
く
し
て
虐
な
く
、
簡
（
大
）

に
し
て
傲
（
恣
）
な
る
こ
と
な
し
」
（
尭
典
）
な
ど
と
い
う
の
も
、
や
は
り
中
庸
の
表
現
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
有
名
な
「
質
、
文
に
勝
て
ば
則
ち
野
な
り
。
文
、
質
に
勝
て
ば
則
ち

史
な
り
。
文
と
質
と
彬
彬
と
し
て
然
る
後
君
子
な
り
」
（
雍
也
）
と
い
う
の
は
、
文
と
質
と

の
両
端
を
考
え
た
う
え
で
、
君
子
は
そ
の
い
ず
れ
に
も
か
た
よ
ら
ず
両
者
を
か
ね
そ
な
え
た

人
、
即
ち
「
中
立
し
て
倚
ら
ぬ
」
人
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
又
文

質
両
端
の
平
衡
を
え
た
調
和
の
上
に
場
を
占
め
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
中
」
の

世
界
は
そ
の
ま
ま
「
和
」
の
世
界
に
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。・
・
・
」
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
金
谷
氏
の
論
理
を
総
合
し
て
要
約
す
る
と
、
以
下
の
二
つ
の
問
題
点
が
あ
る
。

一
つ
目
の
問
題
は
、
朱
子
の
言
う
喜
怒
哀
楽
の
無
い
状
態
の
「
未
発
の
中
」
と
、
喜
怒
哀
楽

の
時
ー
状
況
に
随
っ
て
存
在
し
て
い
る
中
の
状
態
で
あ
る
「
時
中
の
中
」
と
い
う
、
異
な
る

二
つ
の
中
庸
が
存
在
す
る
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
、
そ
の
批
判
の
不
十
分
性
で
あ
る
。

「
未
発
の
中
」
と
「
時
中
の
中
」
と
い
う
本
来
異
な
る
二
義
を
持
つ
ー
つ
ま
り
対
の
思
想
を

具
有
す
る
中
庸
思
想
を
、
朱
子
は
、
本
体
と
作
用
と
の
関
係
に
混
同
し
て
、
つ
ま
り
一
義
的

に
見
做
し
て
、
そ
れ
を
体
用
の
論
理
と
い
う
朱
子
独
自
の
二
元
論
的
な
哲
学
的
理
解
に
理
論

化
し
て
し
ま
っ
た
。
金
谷
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
朱
子
の
中
庸
思
想
の
理
論
化
は
誤
り
で
あ
る

と
し
て
、
こ
れ
は
朱
子
の
独
自
的
な
哲
学
思
想
で
あ
り
、
古
代
の
資
料
に
見
え
る
本
来
の
中

の
意
味
で
も
な
く
、
ま
た
一
般
的
で
も
な
い
、
と
退
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

金
谷
氏
の
体
用
の
論
理
で
説
明
す
る
朱
子
の
一
義
的
解
釈
へ
の
批
判
は
、
確
か
に
正
し
い

説
明
だ
と
理
解
で
き
る
。
し
か
し
喜
怒
哀
楽
の
感
情
の
未
だ
存
在
し
な
い
状
態
の
中
＝
「
未

発
の
中
」
と
、
喜
怒
哀
楽
の
感
情
の
現
れ
た
已
発
の
中
＝
「
時
中
の
中
」
＝
状
況
に
適
中
し

た
中
庸
の
状
態
（
七
）
は
、
全
く
異
な
っ
た
二
つ
の
中
庸
思
想
な
の
で
あ
り
、
朱
氏
の
解
釈

は
本
来
の
中
庸
の
意
味
で
は
な
い
と
、
二
つ
の
異
な
る
側
面
を
持
つ
中
庸
の
存
在
を
否
定
し
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文
学
や
歴
史
や
政
治
経
済
の
研
究
に
ま
で
拡
大
し
て
発
展
で
き
な
い
限
界
性
や
、
中
庸
思
想

を
応
用
し
た
政
治
思
想
史
研
究
に
対
す
る
研
究
の
限
界
性
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

一

金
谷
説
の
検
討 

 

金
谷
氏
の
「
中
と
和
」
の
論
考
（
一
）
は
、
武
内
氏
の
「
中
」
の
規
定
の
発
想
を
発
展
さ

し
た
も
の
で
あ
る
（
六
）
。
こ
の
論
考
に
お
け
る
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
の
関
係
に
つ
い
て

の
金
谷
氏
の
主
張
を
、
以
下
に
簡
単
に
紹
介
し
て
見
た
い
。 

金
谷
氏
は
、
第
一
節
の
「
中
の
論
理
」
で
、
以
下
の
様
に
中
庸
の
中
を
説
明
し
て
い
る
。 

「
中
の
意
味
は
、
「
礼
記
」
の
中
庸
篇
で
は
、
相
対
す
る
も
の
を
持
ち
出
し
て
そ
の
右
で
も

な
く
左
で
も
な
い
と
い
う
の
が
、
典
型
的
な
説
明
方
法
で
あ
っ
た
。
中
庸
の
意
味
に
お
け
る

「
中
」
と
い
う
言
葉
は
、
端
と
い
う
も
の
が
消
極
的
に
も
せ
よ
意
識
せ
ら
れ
て
、
は
じ
め
て

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
ろ
う
。
「
中
」
を
右
で
も
な
け
れ
ば
左
で
も
な
い
と
い
う
否
定
的

表
現
で
「
相
対
す
る
も
の
の
な
か
」
と
の
論
理
的
表
現
は
、
古
代
中
国
に
於
け
る
論
理
の
貧

困
さ
を
示
し
て
い
る
が
、
中
庸
の
本
質
は
、
舜
の
政
治
に
あ
る
「
両
端
を
執
り
て
用
ふ
る
中
」

と
い
う
、
い
ず
れ
に
も
偏
ら
ず
両
端
を
兼
ね
備
え
る
包
容
的
総
合
的
な
意
味
が
あ
る
。
こ
れ

を
代
表
す
る
事
例
が
孟
子
の
子
莫
の
「
執
中
」
批
判
で
展
開
す
る
「
権
」
―
融
通
性
―
あ
る

中
の
必
要
性
の
展
開
で
あ
る
。
こ
の
「
中
」
の
持
つ
こ
う
し
た
本
質
、
即
ち
融
通
性
を
含
む

包
容
的
な
意
味
に
注
目
す
る
と
、
先
に
見
た
よ
う
な
「
中
」
の
論
理
的
表
現
、
右
で
も
な
く

左
で
も
な
い
と
い
う
否
定
的
な
そ
れ
は
、
実
は
そ
の
ま
ま
、
右
で
も
左
で
も
あ
る
と
い
う
肯

定
的
表
現
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。」 

金
谷
氏
に
よ
る
と
、
中
庸
の
中
と
は
、
「
論
語
」
先
進
篇
に
あ
る
「
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ

る
が
如
し
」
に
代
表
さ
れ
る
、
「
右
で
も
な
け
れ
ば
左
で
も
な
い
」
と
い
う
否
定
的
表
現
だ

け
で
は
な
く
、
舜
の
「
執
両
端
」
政
治
や
孟
子
の
子
莫
批
判
に
見
え
る
「
執
中
無
権
」
批
判

を
見
る
と
、
「
右
で
も
あ
れ
ば
左
で
も
あ
る
」
と
い
う
肯
定
的
表
現
に
通
じ
て
行
く
、
と
言

う
の
で
あ
る
。
中
庸
の
中
に
は
、
両
極
端
の
否
定
と
肯
定
が
存
在
す
る
と
し
た
。
斯
界
で
の

最
初
の
論
考
で
あ
る
。
対
の
思
想
か
ら
見
る
と
、
非
常
に
貴
重
で
重
要
な
指
摘
な
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
「
中
と
和
」
の
発
表
し
た
五
年
後
に
発
表
し
た
論
考
で
あ
る
金
谷
治
「
中
庸
に
つ

い
て
ー
そ
の
倫
理
と
し
て
の
性
格
」
で
は
、
金
谷
氏
は
、
中
庸
思
想
に
つ
い
て
、
以
下
の
様

に
述
べ
て
い
る
。 

「
第
一
章

中
和
の
倫
理
」
で
、
南
宋
の
朱
憙
の
「
中
庸
の
中
と
は
、
も
と
も
と
過
ぎ
も

せ
ず
及
ば
ぬ
こ
と
も
な
い
と
い
う
中
で
、
大
意
は
時
に
〔
に
随
う
〕
中
に
あ
る
。
も
し
そ
の

中
を
更
に
考
え
る
な
ら
、
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
し
な
い
中
か
ら
時
中
の
中
に
な
る
の
で
あ
っ

て
、
未
発
の
中
は
本
体
で
あ
り
、
時
中
の
中
は
作
用
で
あ
る
」
と
の
主
張
を
引
用
し
て
、
以

下
の
様
に
批
判
し
て
い
る
。

「
朱
憙
の
考
え
た
中
庸
は
、
た
し
か
に
日
用
の
人
倫
と
し
て
の
実
践
的
な
そ
れ
と
、
そ
れ

を
生
み
出
す
根
源
と
し
て
の
、
性
と
か
命
と
か
さ
ら
に
は
彼
の
い
わ
ゆ
る
理
と
も
か
か
わ
る

よ
う
な
、
形
而
上
的
な
も
の
、
と
の
二
重
の
意
味
を
荷
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
日
用
の
卑
近

な
実
践
性
を
持
ち
な
が
ら
、
高
遠
な
形
而
上
的
基
礎
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

そ
う
し
た
中
庸
の
意
味
は
、
朱
憙
の
独
自
な
哲
学
的
解
釈
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て

中
庸
の
本
来
の
意
味
で
も
な
け
れ
ば
、
又
一
般
的
な
意
味
で
も
な
か
っ
た
。
・
・
・
そ
う
す

る
と
、
朱
憙
が
、
中
庸
の
「
中
」
に
つ
い
て
、
「
未
発
の
中
」
と
「
時
中
の
中
」
と
の
二
義

を
あ
わ
せ
持
つ
と
し
、
前
者
を
本
体
、
後
者
を
作
用
と
み
た
の
は
、
本
来
異
な
っ
た
立
場
に

あ
る
二
つ
の
書
物
の
内
容
を
一
つ
の
も
の
と
し
て
把
握
し
、
自
己
の
哲
学
的
体
系
に
照
ら
し

て
理
解
し
た
も
の
と
な
る
わ
け
で
、
中
庸
の
倫
理
性
は
深
め
ら
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
は
決
し
て
本
来
の
意
味
で
も
な
く
、
又
一
般
的
な
意
味
で
も
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
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対
の
思
想
と
中
庸
思
想
研
究 

ー
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
庸
思
想
研
究
の
現
段
階
（
二
）
ー 

 

中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
様
式
で
あ
る
対
の
思
想
か
ら
中
庸
思
想
の
研
究

史
の
現
状
を
検
討
す
る
と
、
現
在
日
本
の
中
庸
思
想
の
研
究
は
、
全
く
貧
弱
な
段
階
で
あ
る
。

金
谷
氏
は
、
中
庸
に
は
両
端
の
否
定
と
肯
定
の
二
面
性
が
あ
る
と
指
摘
し
た
が
、
肯
定
論
に

否
定
論
を
吸
収
し
て
、
一
元
論
化
し
て
し
ま
っ
た
。
島
田
氏
は
、
中
庸
に
は
、「
未
発
の
中
」

と
「
時
中
の
中
」
の
二
つ
が
あ
る
と
指
摘
し
な
が
ら
、
体
用
の
論
理
で
本
体
と
作
用
に
一
元

化
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
対
の
思
想
か
ら
中
庸
思
想
を
詳
細
に
再
検
討
し
て
分
析
す
る
と
、

両
端
の
否
定
論
と
肯
定
論
は
、
水
と
油
の
関
係
で
あ
り
、
同
一
次
元
で
論
じ
ら
れ
な
い
。
従

っ
て
中
庸
思
想
に
は
、
両
端
を
否
定
し
た
「
未
発
の
中
」
＝
和
＝
調
和
論
と
、
両
端
を
肯
定

し
た
「
有
権
の
中
」
＝
時
中
＝
状
況
的
中
論
と
い
う
、
全
く
相
異
な
る
二
つ
の
中
庸
思
想
が

存
在
す
る
事
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
対
の
思
想

中
庸
思
想

否
定
論

肯
定
論

調
和

時
中 

 

は
じ
め
に 

 

中
庸
思
想
に
関
す
る
論
考
の
中
で
、
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
様
式
で
あ
る
対 

の
思
想
―
両
面
思
考
か
ら
中
庸
思
想
を
考
察
し
た
現
在
日
本
の
中
国
思
想
史
者
の
研
究
や

論
考
は
、
現
在
ま
で
の
所
、
極
め
貧
弱
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な 

視
角
を
持
っ
た
研
究
は
、
で
き
る
だ
け
広
い
目
に
集
め
て
見
て
も
、
金
谷
治
「
中
と
和
」（
一 

 

小

倉

正

昭 

）、
金
谷
治
「
中
庸
に
つ
い
て
ー
そ
の
倫
理
と
し
て
性
格
」（
二
）、
金
谷
治
『
中
国
思
想
を 

考
え
る
』（
三
）
の
三
論
考
、
島
田
虔
次
『
大
学
・
中
庸
』（
四
）
、
赤
塚
忠
『
大
学
・
中
庸
』

（
五
）
の
み
で
あ
る
。
総
論
と
し
て
言
え
ば
、
こ
の
分
野
で
の
研
究
の
貴
重
な
指
摘
を
し
て

い
る
研
究
は
、
金
谷
氏
の
独
壇
場
に
近
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
の
行
論
で
は
、

金
谷
氏
の
一
連
の
著
作
の
検
討
を
中
心
に
し
て
、
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
考
察
し
た
現
在

日
本
の
中
庸
思
想
の
研
究
の
現
段
階
の
到
達
点
と
課
題
点
に
つ
い
て
、
研
究
論
文
の
発
表
し

た
年
代
順
に
、
そ
れ
ら
の
論
考
の
是
非
に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
点
を
検
討
し
て
行
き
た
い
。 

金
谷
氏
は
、
「
中
庸
」
研
究
の
論
考
に
お
い
て
、
「
そ
こ
で
、
両
端
の
中
と
い
う
こ
と
も
、

両
端
の
右
と
左
と
が
あ
っ
て
そ
の
右
と
左
と
の
真
ん
中
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
・
・
・
そ
も

そ
も
、
そ
の
両
端
の
極
端
そ
の
も
の
が
動
い
て
い
る
と
い
う
観
点
も
必
要
で
す
ね
。
事
態
は

絶
え
ず
動
い
て
い
て
、
決
し
て
静
止
的
で
な
い
。
・
・
・
中
庸
の
難
し
さ
は
こ
の
辺
か
ら
出

て
参
り
ま
す
。」（
三
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
中
庸
の
内
実
性
規
定
の
困
難
性
は
、
固
定
で
き

な
い
両
端
の
中
と
い
う
特
性
に
由
来
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

と
こ
で
陰
陽
、
善
悪
、
好
悪
、
是
非
、
公
私
等
の
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
ー
対
の
概
念
は
、

政
治
、
経
済
、
社
会
、
思
想
等
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
成
立
す
る
思
想
概
念
で
あ
る
。

従
っ
て
対
の
思
想
と
両
端
の
真
ん
中
思
考
で
あ
る
中
庸
思
想
は
、
不
即
不
離
の
密
接
な
相
互

関
係
を
有
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
全
く
従
来
の
中
庸
思
想
の
研
究
史
に
お
い
て
は
、
看
過
さ

れ
て
い
て
、
従
来
の
研
究
者
に
於
い
て
少
し
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
（
一
〇

拙
稿
参
照
）。 

だ
か
ら
今
ま
で
の
対
の
思
想
の
観
点
を
欠
落
し
た
中
庸
思
想
の
研
究
は
、
中
庸
思
想
の
研

究
は
単
に
中
国
哲
学
の
ー
主
に
考
証
学
的
研
究
に
の
み
の
ー
範
疇
に
止
ま
り
、
そ
れ
以
上
の
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（学術論文） 

Definitions of the Mean and their Significance for Political 

Thought
―Present stage of study of the “Doctrine of the Mean” examined from a 
perspective of the thought of Dui (1)―
 

Masaaki OGURA* 
 

For definitions of chuyo (mean), Neo-Confucianists in the Sung dynasty of China specified chu (middle) as the name 

of neutrality without excess or deficiency. They had two definitions of yo (way): constancy and normality. In Japan, 

researchers in Chinese philosophy generally see chu as ambiguously poised halfway between both ends, and have 

two definitions of yo (way), constancy and ordinariness, which they have not resloved yet. Detailed examination of 

the word of chuyo suggests that chu is the exact midpoint and yo is an additional character which has the meaning of 

ordinariness. Chuyo is not “morals to practice the ambiguous middle on a daily basis or constantly”, but “morals that 

not at all lean to either end of extremes and practice the rigorous middle in everyday life in an ordinary way”. In the 

philosophical background of such definition of chuyo as the rigorous middle, the consciousness of the thought of Dui

had being working. It is peculiar to Chinese society, which tries not at all to sacrifice either end of the spectrum of 

humanitarianism equal gi (justice) equal public authority and individualism/ familism equal jin (humanity) equal 

personal authority and maintain them equally and impartially with the dual power structure.

Key words: mean, chu, yo, definition, humanitarianism, familism, thought of Dui

* Department of General Education (Humanities and Social Sciences) 

（Original Article）
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年
、
朝
日
文
庫

上
・
下

一
九
七
八
年

参
照
） 

（
一
二
）『
中
国
思
想
の
特
質
』（
宮
崎
市
定

『
岩
波
講
座

世
界
歴
史
』

第
四
巻

月 

報
一
三

一
九
七
〇
年
五
月

参
照
） 

（
一
三
）
島
森
哲
男
「
中
庸
」
篇
の
構
成
と
そ
の
思
想 : 

個
の
あ
り
方
を
た
ず
ね
て
」（
『
集

刊
東
洋
学
』
第
三
二

一
九
七
四
年

参
照
） 

（
一
四
）
木
村
英
一
「
中
国
哲
学
に
お
け
る
中
庸
思
想
」
（
『
日
本
中
国
学
界
報
』
三
一

一

九
七
九
年

参
照
）
。
な
お
「
時
中
」
の
意
味
規
定
に
就
い
て
は
、
鈴
鹿
高
専
紀

要
四
七
巻
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
研
究
ー
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
庸 

思
想
研
究
の
現
段
階
（
二
）」
の
本
論
並
び
に
注
（
七
）（
一
〇
）
参
照
。
ま
た
執

筆
予
定
拙
稿
「
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
ー
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
庸
思
想 

の
構
造
論
研
究
（
二
）
ー
）」
に
於
い
て
も
詳
述
し
た
い
。 

（
一
五
）『
中
庸
』（
宇
野
哲
人
全
訳
注

三
頁

講
談
社
学
術
文
庫

一
九
八
三
年

参
照
） 

（
一
六
）『
中
庸
』（
宇
野
哲
人
全
訳
注

四
四
頁

講
談
社
学
術
文
庫
一
九
八
三
年

参
照
） 

（
一
七
）
杉
山
一
也
「
孟
子
の
「
中
」
に
つ
い
て
」
（
『
待
兼
山
論
叢
』
第
二
二
号

哲
学 

篇

一
九
八
八
年

参
照
） 

（
一
八
）
浅
野
裕
一
「
受
命
な
き
聖
人-

『
中
庸
』
の
意
図-

」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
第
六
一

一
九
八
九
年

参
照
） 

（
一
九
）
田
中
正
樹
「
北
宋
に
於
け
る
中
庸
と
皇
極
―
契
嵩
と
蘇
軾
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』

六
二

一
九
八
九
年

参
照
） 

（
二
〇
）
『
武
内
義
雄
全
集
第
二
巻
儒
教
篇
一
』
（
武
内
義
雄

角
川
書
店

儒
教
の
倫
理

一

第
三
章

究
理

中

五
四
頁

参
照
） 

（
二
一
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治

第
四
章

中
庸

中
公
新
書
一
一
二
〇

一 

九
九
三
年

参
照
） 

（
二
二
）
土
屋
裕
史
「
中
庸
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
『
孟
子
』
と
中
庸
と
の
関
係
か
ら
」（
『
中

央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
』
二
六
号

一
九
九
六
年

参
照
）

（
二
三
）
杜
勤
「
「
中
」
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
一
考
察

宇
宙
論
か
ら
の
ア
プ
ロ

ー
チ
」
（
『
大
阪
大
学
言
語
文
化
学
五
』

一
三
五
頁
―
一
四
八
頁

一
九
九
六
年
） 

（
二
四
）
真
儒
協
会
会
長

高
根
秀
人
年
・
個
人
ブ
ロ
グ
【
儒
灯
】
・
「
美
の
思
想
二
―
中

庸
―
」
（
二
〇
〇
九
年
七
月
三
一
日
）
参
照 

（
二
五
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

一
四
七
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

参
照
） 

（
二
六
）『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

四
三
頁

注
三

岩
波
文
庫
一
九
六
八
年

参
照
） 

（
二
七
）『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

三
五
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
） 

（
二
八
）『
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

一
五
〇
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

参
照
） 

（
二
九
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

二
七
二
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

参
照
） 

（
三
〇
）
『
大
学
・
中
庸
』
（
金
谷
治
訳
注
一
六
二
頁
ー
一
六
四
頁
岩
波
文
庫
一
九
九
八
年
） 

（
三
一
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

一
五
七
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

参
照
） 

（
三
二
）『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

三
五
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
） 

（
三
三
）『
孟 

子
上
』

小
林
勝
人
訳
注

二
五
八
頁
以
下
岩
波
文
庫
一
九
六
八
年

参
照)  

（
三
四
）
仁
と
義
を
融
和
し
た
の
が
礼
で
あ
り
、
礼
＝
中
庸
な
の
で
あ
る
。（
拙
稿
「
対
の 

思
想
の
政
治
思
想
的
意
義
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的 

背
景
（
終
章
）
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

第
四
五
巻
二
〇
一
一
年

参
照
） 

（
三
五
）
拙
稿
「
対
の
思
想
の
政
治
思
想
的
意
義
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て 

き
た
歴
史
的
背
景
（
終
章
）
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

第
四
五
巻

二
〇 

一
一
年

参
照
） 

（
受
付
日
二
〇
一
三
年

九
月

九
日
）

（
受
理
日
二
〇
一
四
年

一
月

九
日
）
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的
な
対
の
思
考
か
ら
考
え
る
と
、
両
方
を
対
等
平
等
に
両
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

こ
に
、
絶
対
的
な
真
ん
中
を
強
烈
に
主
張
す
る
中
庸
思
想
を
最
高
の
政
治
的
徳
目
と
し
て
賛

嘆
す
る
、
儒
教
の
政
治
思
想
的
意
義
が
存
在
す
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

 

結
語 

 

以
上
に
述
べ
た
事
を
簡
単
に
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

中
の
定
義
ー
南
宋
の
朱
子
は
、
中
庸
の
意
味
を
「
不
偏
不
倚
、
過
不
及
無
き
の
名
。
庸
は

平
常
也
」
と
し
た
が
、
こ
の
規
定
が
一
番
妥
当
で
あ
る
。
こ
の
意
味
を
も
っ
と
具
体
的
に
展

開
す
る
と
、
中
庸
の
中
と
は
、
両
端
の
中
央
の
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
両
端
よ
り
の
五
分

五
分
の
真
ん
中
で
あ
り
曖
昧
さ
を
一
切
排
除
し
た
中
央
の
意
味
で
あ
り
、
金
谷
氏
の
主
張
す

る
よ
う
な
「
ほ
ど
良
き
」
曖
昧
さ
を
包
容
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
中
央
で
は
な
い
。 

庸
の
定
義
ー
中
庸
の
庸
と
は
、
武
内
・
金
谷
・
熊
谷
氏
・
島
田
氏
等
が
言
う
様
に
、
中
庸

の
中
を
補
足
説
明
す
る
添
え
字
で
あ
り
、
中
の
補
足
語
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
平
常
性
や

平
凡
の
状
態
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
中
庸
は
、
中
・
中
行
・
中
道
等
と
同
意
語
で
あ
る
。 

中
庸
の
定
義
ー
中
庸
と
は
、
両
端
の
ど
ち
ら
に
も
少
し
も
偏
ら
ず
に
、
両
端
の
真
ん
中
を

日
常
的
に
平
凡
に
生
き
て
行
く
徳
目
で
あ
る
、
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

中
庸
思
想
の
政
治
思
想
的
意
義
ー
中
庸
の
厳
密
な
定
義
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
中
庸
思
想

の
政
治
思
想
的
意
義
は
、
博
愛
主
義
＝
国
家
・
社
会
的
正
義
＝
公
権
力
と
、
個
人
主
義
＝
自

己
・
家
族
愛
＝
私
権
力
の
両
極
端
思
想
を
、
五
分
五
分
に
緊
張
関
係
を
持
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
保
持
し
て
行
く
所
に
あ
り
、
公
私
の
緊
張
関
係
と
い
う
二
重
権
力
構
造
を
国
家
権
力
上

に
永
久
に
反
映
し
て
い
く
事
を
希
求
し
て
行
く
所
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

（
二
〇
一
三
年
八
月
三
〇
日

稿
了
） 

注 （
一
）『
武
内
義
雄
全
集
第
二
巻

儒
教
篇
一
』（
武
内
義
雄

二

中
庸

五
四
頁
ー
五
六 

頁

角
川
書
店

昭
和
五
四
年

初
版

参
照
） 

（
二
）『
武
内
義
雄
全
集
第
二
巻

儒
教
篇
一
』（
武
内
義
雄

二

中
庸

五
八
頁

角
川 

書
店

昭
和
五
四
年

初
版

参
照
） 

（
三
）『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

三
五
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
八
年

参
照
）

 

（
四
）
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史 

的
背
景
に
に
つ
い
て
（
四
）
ー
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
第
四
五
巻

二

 

〇
一
一
年
参
照
）

金
谷
治
「
中
と
和
」（『
文
化
』
十
五
巻
四
号
一
九
五
〇
年
参
照
） 

（
五
）
金
谷
治
「
中
と
和
」（『
文
化
』
十
五
巻
四
号

一
九
五
〇
年

参
照
） 

（
六
）
熊
谷
尚
夫
「
中
庸
之
研
究
」（『
横
浜
国
立
大
人
文
紀
要
』

第
二
類

語
学
・
文
学

 

二

一
九
五
三
年

参
照
） 

（
七
）
金
谷
治
「
中
庸
に
つ
い
て
ー
そ
の
倫
理
と
し
て
の
性
格
」（
東
北
大
学
文
学
部
研
究 

年
報
第
四
号

一
九
五
五
年

参
照
） 

（
八
）
吉
田
賢
抗
氏
は
、
中
行
を
、
「
中
正
を
得
た
行
。
中
庸
の
徳
に
か
な
っ
た
行
。
過
ぎ 

る
こ
と
も
な
く
、
及
ば
な
い
こ
と
も
な
い
、
中
道
に
し
て
正
し
い
理
想
的
行
。」（
新 

釈
漢
文
大
系
第
一
巻
『
論
語
』
吉
田
賢
抗

明
治
書
院

昭
和
三
八
年

二
〇
四
頁 

参
照
）
と
注
釈
し
て
い
る
が
、
中
庸
の
定
義
は
し
て
い
な
い
。 

（
九
）
板
野
長
八
「
中
庸
篇
の
成
り
立
ち
」（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
二
巻
二
号

一 

九
六
三
年

参
照
） 

（
一
〇
）『
新
釈
漢
文
大
系
第
二
巻
大
学
・
中
庸
』（
赤
塚
忠

明
治
書
院

昭
和
四
二
年

初 

版

平
成
六
年

三
五
版

参
照
） 

（
一
一
）『
大
学
・
中
庸
』（
島
田
虔
次
訳
注

中
国
古
典
選
四

朝
日
新
聞
社

一
九
六
七 
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き
つ
れ
て
人
間
を
食
ら
わ
す
こ
と
に
も
な
り
、
や
が
て
は
人
間
同
士
お
互
い
に
食
い
あ
う
よ

う
な
あ
さ
ま
し
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
だ
。
・
・
・
父
を
無
視
し
主
君
を
無
視
す
る

禽
獣
に
も
ひ
と
し
い
野
蛮
人
は
、
こ
れ
こ
そ
周
公
が
討
ち
懲
ら
し
た
も
う
た
と
こ
ろ
な
の
だ
。

私
も
ま
た
天
下
の
人
心
を
正
し
、
間
違
っ
た
学
説
を
排
撃
し
、
片
寄
っ
た
行
い
を
防
ぎ
と
め
、

で
た
ら
め
な
無
責
任
き
わ
ま
る
言
論
を
追
放
し
て
、
そ
し
て
こ
の
禹
・
周
公
・
孔
子
の
三
聖

人
の
志
を
う
け
継
ぎ
た
い
と
思
っ
て
お
る
。
・
・
・
私
に
か
ぎ
ら
ず
、
誰
で
も
言
論
を
も
っ

て
、
楊
朱
・
墨
翟
の
邪
説
を
排
撃
す
る
も
の
は
、
す
べ
て
聖
人
の
仲
間
な
の
で
あ
る
。」(

三

三)

と
言
う
。 

孟
子
は
、
墨
子
の
博
愛
主
義
と
楊
子
の
個
人
主
義
を
、
一
面
的
に
偏
向
し
た
極
端
思
想
と

批
判
し
て
、
仁
義
＝
礼
＝
中
庸
（
三
四
）
を
尊
重
す
る
儒
教
思
想
は
、
墨
子
の
博
愛
主
義
は

家
族
制
度
を
無
視
す
る
か
ら
不
可
で
あ
り
、
楊
子
の
個
人
主
義
は
国
家
・
社
会
を
無
視
す
る

か
ら
不
可
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
だ
が
孟
子
は
他
方
で
は
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
と
楊
朱

の
個
人
主
義
の
長
所
も
認
め
て
い
る
。
儒
教
は
、
墨
子
の
博
愛
主
義=

国
家
・
社
会
＝
義
と

楊
子
の
個
人
主
義
＝
個
人
・
家
族
主
義
＝
仁
の
両
者
を
兼
ね
備
え
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
。 

従
っ
て
儒
教
は
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
と
楊
朱
の
個
人
主
義
の
短
所
を
批
判
し
つ
つ
、
両
思
想

の
長
所
を
認
め
包
摂
し
た
複
合
的
思
想
で
あ
り
、
儒
教
思
想
は
、
博
愛
主
義
の
否
定
と
肯
定
、

個
人
主
義
の
否
定
と
肯
定
と
い
う
、
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
持
つ
懐
の
深
い
政
治
思

想
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
一
方
の
ど
ち
ら
か
に
少
し
で
も
偏
っ
て
し
ま
う
と
、
或
い

は
過
不
及
が
あ
る
と
、
他
方
の
存
在
が
霞
ん
で
沈
ん
で
し
ま
い
、
両
方
の
実
体
が
一
〇
〇
％

生
か
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
仁
＝
自
己
愛
・
家
族
愛
＝
私
的
愛
と
義
＝
国
家
・
社

会
的
正
義
＝
公
的
愛
の
両
方
を
対
等
平
等
に
実
現
す
る
こ
と
を
標
榜
す
る
儒
教
に
は
絶
対

に
許
容
で
き
な
い
性
質
の
思
想
で
あ
っ
た
。 

中
庸
の
語
句
的
規
定
の
厳
格
さ
へ
の
回
答
は
、
既
に
拙
稿
で
そ
の
概
略
を
述
べ
た
よ
う
に
、

政
治
論
レ
ベ
ル
で
言
え
ば
、
中
国
社
会
は
、
家
族
・
個
人
と
国
家
・
社
会
と
い
う
、
二
つ
の

相
異
な
る
二
つ
の
中
心
を
持
つ
特
異
な
二
元
論
的
社
会
な
の
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
中
心
を

持
つ
世
界
観
を
、
ど
ち
ら
に
も
少
し
も
偏
ら
ず
に
維
持
し
て
堅
持
す
る
事
が
、
中
国
人
の
伝

統
的
な
理
想
的
世
界
観
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
し
万
が
一
、
一
元
論
的
に
ど
ち
ら
か
に

傾
け
ば
、
家
族
ー
個
人
と
国
家
ー
社
会
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
必
ず
犠
牲
に
な
り
、
や
が
て
そ

の
制
度
が
破
滅
に
繋
が
る
か
ら
で
あ
る
。
両
端
の
ど
ち
ら
も
少
し
も
犠
牲
に
せ
ず
に
、
両
者

を
安
定
的
に
両
立
し
て
対
等
平
等
に
保
持
し
て
行
き
た
い
と
い
う
信
念
の
現
れ
が
、
両
端
の

真
の
中
央
を
執
る
こ
と
を
理
想
に
し
た
一
般
的
な
中
国
人
や
儒
教
特
有
の
中
庸
の
世
界
観

で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
（
三
五
）。 

従
っ
て
絶
対
的
な
真
ん
中
と
い
っ
た
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
理
想
が
主
張
さ
れ
た
理
由

は
、
自
己
・
家
族
と
国
家
・
社
会
と
い
う
公
と
私
の
相
互
関
係
を
、
あ
る
種
の
緊
張
関
係
で

持
っ
て
、
対
等
平
等
な
関
係
を
保
持
し
て
、
中
庸
思
想
の
相
反
す
る
二
つ
の
機
能
で
あ
る
相

互
依
存
や
対
立
関
係
で
保
持
し
よ
う
と
し
た
所
に
存
在
し
た
。
中
庸
思
想
の
中
は
、
金
谷
氏

が
主
張
す
る
様
な
今
日
的
・
日
本
人
的
感
覚
の
融
通
性
や
曖
昧
性
の
あ
る
中
を
排
除
し
て
、

絶
対
的
な
真
ん
中
が
要
求
さ
れ
、
ま
た
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
孔
子
・
孟
子
・
宋
学
者
は
、
中
を
絶
対
的
な
真
ん
中
と
規
定
し
て
い
た
の
は
、
家
族
と

国
家
の
二
元
論
的
構
造
で
成
立
す
る
中
国
社
会
の
伝
統
的
な
特
殊
性
に
起
因
し
て
い
た
。 

博
愛
主
義
＝
公
と
個
人
主
義
＝
私
の
両
者
を
、
ど
ち
ら
に
も
少
し
も
偏
り
な
く
、
五
分
五

分
に
緊
張
関
係
を
持
っ
て
保
持
し
て
行
こ
う
と
す
る
儒
教
の
中
庸
思
想
が
国
家
権
力
構
造

上
に
展
開
さ
れ
る
と
、
公
権
力
と
私
権
力
の
二
重
権
力
構
造
状
態
を
、
対
等
平
等
に
緊
張
関

係
を
持
っ
て
、
互
い
に
反
発
す
る
両
権
力
を
保
持
し
て
行
こ
う
と
す
る
、
儒
教
の
政
治
思
想

的
立
場
に
帰
結
し
て
行
く
。
ど
ち
ら
か
一
方
に
少
し
で
も
偏
る
と
、
他
方
が
そ
れ
だ
け
犠
牲

に
な
る
。
そ
れ
は
儒
教
に
は
許
容
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
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て
隠
遁
し
（
遯
世
ー
筆
者
注
）
、
だ
れ
に
も
知
ら
れ
ず
に
終
っ
て
も
悔
い
る
こ
と
が
な
い
と

い
う
の
は
、
こ
れ
は
た
だ
特
別
の
聖
者
だ
け
に
で
き
る
こ
と
だ
。
〔
そ
れ
も
わ
た
し
の
望
む

こ
と
で
は
な
い
。〕
」（
三
一
）。 

孔
子
は
、
中
庸
と
は
、
奇
抜
な
言
動
者
や
隠
者
の
両
極
端
を
排
除
し
て
、
両
端
の
中
央
で

あ
る
日
常
生
活
の
平
凡
な
道
を
弛
ま
ず
に
毎
日
実
践
し
て
行
く
の
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
中
庸
思
想
と
は
、
両
端
の
ど
ち
ら
に
も
少
し
も
偏
ら
ず
に
、
両
端
の
ど
真
ん
中
を
日

常
的
に
平
凡
に
生
き
て
行
く
徳
目
で
あ
る
、
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

最
後
に
中
庸
の
語
句
規
定
の
結
論
で
あ
る
。
何
故
に
絶
対
的
な
真
ん
中
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。
問
題
な
の
は
其
の
政
治
思
想
的
意
義
で
あ
り
、
国
家
権
力
構
造
の
意
義
で
あ
る
。 

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
何
故
に
中
国
古
代
よ
り
中
国
近
世
の
朱
子
の
時
代
に
至
る
ま
で
、

中
庸
と
は
厳
密
な
律
法
的
な
絶
対
的
な
真
ん
中
で
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理

由
で
あ
る
。
何
故
に
中
庸
は
、
曖
昧
な
ほ
ど
よ
き
中
央
で
は
不
可
な
の
で
あ
り
、
両
端
の
五

分
五
分
状
態
の
真
正
の
真
ん
中
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
孟
子
は
、
子
莫
の
「
執

中
無
権
」
批
判
で
、
そ
の
理
由
を
以
下
の
様
に
明
確
・
詳
細
に
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。「
楊
朱
は
〔
極
端
な
個
人
主
義
者
で
あ
る
か
ら
〕、
万
事
自
分
本
位

に
し
か
考
え
な
い
。
だ
か
ら
、
た
と
い
わ
ず
か
髪
の
毛
一
本
抜
く
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
大
い
に

天
下
の
為
に
な
る
と
し
て
も
、
決
し
て
そ
れ
を
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
墨
翟
は
〔
こ
れ
と
反

対
で
、
無
差
別
な
博
愛
主
義
者
で
あ
る
か
ら
〕
、
た
と
い
頭
の
天
辺
か
ら
足
の
踵
ま
で
す
り

へ
ら
し
て
も
、
天
下
の
為
と
あ
れ
ば
そ
れ
を
す
る
の
で
あ
る
。
魯
の
賢
人
子
莫
は
こ
の
中
ほ

ど
を
執
る
中
道
主
義
で
あ
る
。
こ
の
中
道
主
義
は
聖
人
の
道
で
あ
る
中
庸
に
ま
ず
近
い
と
は

い
え
る
が
、
し
か
し
あ
く
ま
で
も
中
道
と
い
う
こ
と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
臨
機

応
変
の
処
置
が
な
か
っ
た
な
ら
、
こ
れ
ま
た
楊
朱
や
墨
翟
の
よ
う
に
た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け

を
固
執
し
て
他
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
と
全
く
同
じ
だ
。
わ
し
が
た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け
を
融

通
の
き
か
な
い
の
を
に
く
み
き
ら
う
の
は
、
正
し
い
中
庸
の
道
を
そ
こ
ね
る
か
ら
だ
。
そ
れ

で
は
た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け
を
主
張
し
て
、
他
の
多
く
の
立
場
の
長
所
（
百
事
ー
筆
者
注
）

を
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。」（
三
二
）。 

孟
子
は
、
楊
朱
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
の
長
所
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
、
一
極

点
の
執
中
に
拘
ら
ず
に
、
臨
機
応
変
に
墨
子
の
博
愛
主
義
と
楊
子
の
個
人
主
義
の
長
所
を
完

全
に
一
〇
〇
％
活
か
し
て
、
そ
の
ど
真
ん
中
を
執
れ
、
そ
れ
が
儒
教
の
中
庸
な
の
だ
。
そ
う

し
な
い
と
楊
朱
・
墨
翟
の
全
長
所
を
放
棄
す
る
事
に
な
る
、
と
批
判
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
孟
子
は
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
と
楊
朱
の
個
人
主
義
を
、
逆
に
以
下
の
よ
う
に
徹
底
的

に
嫌
い
激
し
く
批
判
し
て
、
両
極
端
思
想
に
つ
い
て
否
定
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。 

「
在
野
の
学
者
は
勝
手
気
ま
ま
に
無
責
任
な
言
論
を
唱
え
て
世
間
を
ま
ど
わ
し
、
中
で
も

楊
朱
や
墨
翟
の
説
が
広
く
天
下
に
み
ち
あ
ふ
れ
て
、
天
下
の
言
論
は
楊
朱
の
説
に
賛
成
し
な

け
れ
ば
、
必
ず
墨
翟
の
説
に
賛
成
す
る
と
い
う
有
様
。
い
っ
た
い
、
楊
氏
の
説
は
、
自
分
の

た
め
だ
け
し
か
考
え
な
い
自
分
本
位
の
個
人
主
義
で
、
つ
ま
り
君
主
を
全
く
無
視
す
る
も
の

で
あ
る
。
墨
氏
の
説
は
、
自
分
の
親
も
他
人
の
親
も
平
等
に
兼
ね
愛
す
る
無
差
別
の
博
愛
主

義
だ
か
ら
、
父
が
あ
っ
て
も
な
い
の
と
同
然
、
つ
ま
り
父
を
全
く
無
視
す
る
と
い
う
も
の
。

こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
父
を
無
視
し
自
分
の
主
君
を
無
視
す
る
の
は
、
こ
れ
こ
そ
、
と
う
て

い
人
間
と
は
い
え
な
い
禽
獣
の
ふ
る
ま
い
で
あ
る
。」(

三
三)

と
述
べ
る
。 

孟
子
は
、
楊
朱
の
個
人
主
義
は
君
主
や
国
家
を
無
視
し
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
は
家
族
を
無

視
す
る
、
到
底
人
間
と
は
い
え
な
い
禽
獣
の
行
為
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
続
い
て
孟

子
は
、
以
下
の
よ
う
に
楊
朱
と
墨
翟
の
両
極
端
思
想
を
激
し
く
批
判
す
る
。 

「
今
も
し
、
楊
朱
・
墨
翟
の
説
が
鳴
り
を
ひ
そ
め
な
け
れ
ば
、
孔
子
の
正
し
い
道
は
と
う

て
い
世
に
顕
わ
れ
わ
せ
ぬ
。
か
く
し
て
邪
説
が
人
々
を
欺
き
眩
ま
し
て
、
仁
義
の
心
を
さ
し

塞
い
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。
仁
義
の
心
が
さ
し
塞
が
れ
て
し
ま
う
と
、
け
だ
も
の
ど
も
を
引
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の
で
あ
る
。
程
子
や
朱
子
の
「
不
偏
不
倚
、
過
不
及
無
き
名
」
と
し
た
絶
対
的
な
真
ん
中
の

規
定
が
正
し
い
解
釈
な
の
で
あ
る
。 

次
ぎ
の
問
題
は
、
庸
の
学
説
史
の
整
理
と
規
定
に
つ
い
て
の
疑
問
と
、
そ
の
定
義
で
あ
る
。 

浅
野
氏
は
、
鄭
注
も
朱
子
注
も
、
同
じ
く
常
の
字
を
使
用
し
て
い
る
か
ら
、
古
注
も
新
注

も
同
じ
く
恒
常
性
の
意
味
だ
と
言
う
。
既
に
金
谷
氏
が
詳
細
に
検
討
し
て
い
た
様
に
、
恒
常

と
平
常
の
解
釈
に
は
意
味
の
相
違
が
あ
り
、
浅
野
氏
の
理
解
方
法
に
は
問
題
が
あ
る
。

そ
こ
で
浅
野
氏
の
引
用
し
た
資
料
に
見
え
る
庸
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
て
見
た
い
。
庸

徳
之
行
、
庸
言
之
謹
、
有
所
不
足
、
不
敢
不
勉
、
有
余
不
敢
尽
」
（
『
中
庸
』
第
三
章
）
と

あ
る
が
、
そ
の
下
文
に
「
言
顧
行
、
行
顧
言
、
君
子
胡
不
慥
慥
爾
」
と
あ
る
か
ら
、
「
庸
徳

や
庸
言
は
、
不
足
が
あ
れ
ば
、
不
足
な
き
ま
で
努
め
て
、
余
り
あ
れ
ば
、
余
る
所
ま
で
尽
く

さ
な
い
、
言
行
一
致
が
大
切
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
庸
徳
・
庸
言
は
、
不
偏
不
倚
・

過
不
及
無
き
「
中
」
の
実
現
を
補
足
説
明
す
る
言
葉
で
あ
り
、
庸
は
中
の
添
え
字
で
あ
る
。

浅
野
氏
は
、
こ
の
文
章
を
「
「
庸
」
が
や
は
り
恒
常
・
一
定
の
意
で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
の
裏
付
け
と
言
う
よ
り
こ
の
「
庸
」
は
、
各
人
が
不
断
に
維
持
す
べ
き
恒
常
性
、
即
ち
各

人
が
宿
す
天
命
ー
性
の
一
定
し
た
水
準
に
準
拠
し
た
言
行
・
進
退
を
指
す
」
と
述
べ
る
が
、

浅
野
氏
の
恒
常
・
一
定
の
意
味
と
の
「
庸
」
の
解
釈
に
は
、
や
は
り
無
理
が
あ
る
。
恒
常
・

一
定
と
規
定
す
る
と
、
余
り
と
不
足
が
無
い
事
に
な
る
故
に
、
文
意
が
通
じ
な
い
の
で
あ
る
。

金
谷
氏
は
、
「
四

庸
徳
・
庸
言
ー
「
庸
は
常
の
意
。
高
遠
で
な
い
平
凡
な
日
常
性
と
永

続
的
恒
常
的
で
あ
る
こ
と
を
兼
ね
る
」
と
注
し
て
、
こ
の
文
章
を
「
平
凡
で
恒
常
的
な
日
常

の
徳
を
実
行
し
、
平
凡
で
恒
常
的
な
日
常
の
言
葉
を
慎
重
に
し
て
、
・
・
・
」
（
三
〇
）
と

訳
し
て
い
る
。
庸
に
平
常
と
恒
常
の
二
つ
の
意
味
を
重
ね
て
注
訳
し
て
、
ど
ち
ら
に
も
採
れ

る
解
釈
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
ど
ち
ら
の
意
味
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
庸
を
恒
常
の
意
味
で
訳
す
と
、
「
恒
常
な
る
徳
や
恒
常
な
る
言
葉
」
と
な
り
、

こ
れ
は
一
定
不
変
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
不
足
を
補
い
余
り
を
削
り
、
中
に
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
庸
を
平
常
・
平
凡
の
意
味
で
訳
す
と
、
「
平
常
の
徳
や
平
常
の
言

葉
」
と
な
り
、
こ
れ
は
一
定
不
変
で
な
い
か
ら
、
補
足
の
場
合
は
補
い
、
余
れ
ば
削
り
、
中

に
戻
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
文
章
の
文
意
が
通
じ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
庸

を
平
常
の
意
味
に
訳
す
る
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
古
代
資
料
で
も
庸
は
、
朱
子
や

武
内
氏
の
言
う
様
に
平
常
・
平
凡
の
意
味
で
使
用
し
て
い
た
添
え
字
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
中
庸
の
字
句
は
、
中
に
重
心
が
あ
り
、
古
注
も
新
注
も
ま
た
古
代
資
料
を
検
討
し

て
も
、
庸
は
中
を
補
足
説
明
す
る
日
常
性
や
平
凡
さ
を
意
味
し
て
、
中
の
添
え
字
で
あ
る
。

不
偏
不
倚
・
過
不
及
無
き
中
は
、
そ
の
ま
ま
平
常
で
日
常
的
な
道
理
と
い
う
意
味
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
武
内
氏
が
日
本
で
最
初
に
定
義
し
て
、
更
に
金
谷
氏
が
「
中
庸
に
つ
い
て
ー
そ
の

倫
理
と
し
て
の
性
格
」
で
詳
細
に
検
討
し
た
中
＝
両
端
の
中
央
と
庸
＝
平
常
の
字
義
が
正
し

い
解
釈
な
の
で
あ
る
。
類
型
を
異
に
す
る
各
人
に
お
け
る
「
自
己
の
水
準
に
的
中
し
た
」
と

す
る
浅
野
氏
の
規
定
に
は
無
理
が
あ
る
。
中
庸
は
、
類
型
に
よ
っ
て
落
差
が
な
い
、
全
て
の

人
間
に
共
通
に
適
応
す
る
普
遍
的
道
徳
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
古
代
資
料
に
見
え
る
中
庸
の

語
句
は
、
中
・
中
行
・
中
立
・
中
道
と
同
様
の
意
味
で
あ
り
、
全
て
中
庸
を
意
味
し
て
い
る
。

次
に
中
庸
と
い
う
熟
語
の
意
味
を
定
義
し
て
み
た
い
。
孔
子
は
中
庸
思
想
に
つ
い
て
、
そ

の
意
味
は
ど
の
様
な
も
の
か
、
以
下
の
様
に
明
瞭
に
述
べ
て
い
る
。 

「
先
生
は
い
わ
れ
た
、
「
わ
か
り
に
く
い
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
を
む
り
に
さ
ぐ
り
出
し

た
り
、
風
変
わ
り
な
奇
怪
な
こ
と
を
行
な
っ
た
り
す
る
と
（
索
隠
行
怪
ー
筆
者
注
）、〔
人
の

注
意
を
集
め
て
〕
後
の
世
に
そ
れ
を
誉
め
て
受
け
継
ぐ
も
の
も
出
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
わ
た

し
は
そ
う
い
う
こ
と
は
し
な
い
。
君
子
は
道
を
規
準
と
し
て
行
動
す
る
も
の
だ
。
た
と
え
〔
力

及
ば
ず
〕
途
中
で
挫
折
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
わ
た
し
に
は
〔
道
を
守
る
の
を
〕
や

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
君
子
は
中
庸
に
依
り
そ
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
世
間
に
背
を
む
け
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と
こ
ろ
で
執
中
と
い
う
以
上
、
中
の
語
義
は
、
絶
対
的
な
「
真
ん
中
」
で
あ
り
、
宋
学
者

の
指
摘
が
正
し
い
解
説
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
権
＝
秤
の
分
銅
は
、
絶
対
的
な
正
確
さ
を
求
め

る
た
め
に
使
用
す
る
重
さ
を
量
る
道
具
で
あ
る
。
従
っ
て
孟
子
の
言
う
「
権
の
あ
る
中
」
は
、

両
端
の
「
絶
対
的
な
真
ん
中
を
図
る
臨
機
応
変
性
の
あ
る
道
具
」
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
意

味
で
は
、
両
端
の
絶
対
的
な
中
を
得
る
た
め
に
権
＝
秤
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
武
内
氏
説
が

正
し
い
。
孟
子
は
絶
対
的
な
中
を
実
現
す
る
方
法
論
と
し
て
権
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

小
林
氏
は
、
子
莫
批
判
の
一
節
を
、
「
魯
の
賢
人
子
莫
は
子
の
中
ほ
ど
を
執
る
中
道
主
義
で

あ
る
。
こ
の
中
道
主
義
は
聖
人
の
道
で
あ
る
中
庸
に
ま
ず
近
い
と
は
い
え
る
が
、
し
か
し
あ

く
ま
で
も
中
道
と
い
う
こ
と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
臨
機
応
変
の
処
置
が
な
か
っ

た
な
ら
、
こ
れ
ま
た
楊
朱
や
墨
翟
の
よ
う
に
た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け
を
固
執
し
て
他
を
忘
れ

て
し
ま
う
の
と
全
く
同
じ
だ
。
わ
し
が
た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け
を
融
通
の
き
か
な
い
の
を
に

く
み
き
ら
う
の
は
、
正
し
い
中
庸
の
道
を
そ
こ
ね
る
か
ら
だ
。
そ
れ
で
は
た
だ
一
つ
の
立
場

だ
け
を
主
張
し
て
、
他
の
多
く
の
立
場
の
長
所
（
百
事
ー
筆
者
注
）
を
捨
て
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
か
ら
だ
。」（
二
七
）
と
訳
し
て
い
る
。
孟
子
の
融
通
性
＝
臨
機
応
変
性
は
、
文
章
を

詳
細
に
読
め
ば
理
解
で
き
る
。
孟
子
が
子
莫
の
「
執
中
無
権
」
と
批
判
し
て
、「
執
中
有
権
」

と
言
う
の
は
、
楊
朱
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
の
両
端
を
完
全
に
生
か
し
た
上
で
、

臨
機
応
変
に
そ
の
真
ん
中
を
執
れ
と
い
う
の
で
あ
り
、
直
線
状
に
お
け
る
曖
昧
な
真
ん
中
＝

幅
の
あ
る
融
通
性
を
実
現
す
る
事
を
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

三
氏
の
主
張
の
結
論
と
し
て
は
、
中
庸
の
中
が
宋
学
者
や
武
内
氏
の
言
う
様
な
両
端
の
絶

対
的
な
中
間
な
の
か
、
金
谷
氏
や
熊
谷
氏
が
主
張
す
る
様
な
融
通
性
の
あ
る
相
対
的
な
今
日

的
な
意
味
の
程
良
い
真
ん
中
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

但
し
武
内
氏
は
、
中
の
概
念
は
曖
昧
で
あ
る
た
め
に
、
孟
子
は
権
を
使
用
し
て
厳
密
な
中

の
概
念
に
規
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
主
張
は
資
料
的
に
見
て
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
既
に

述
べ
た
が
、
金
谷
氏
や
熊
谷
氏
が
、
融
通
性
の
あ
る
中
の
根
拠
と
し
た
孟
子
の
子
莫
批
判
の

「
権
の
あ
る
中
」
と
は
、
執
中
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
論
で
あ
り
、
中
庸
の
「
中
」
自
身

に
は
融
通
性
は
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
武
内
・
金
谷
・
熊
谷
氏
説
の
問
題
点
で
あ
る
中
の
概

念
は
、
絶
対
的
、
或
い
は
相
対
的
か
の
実
証
は
、
今
後
の
課
題
に
残
る
。 

そ
こ
で
以
下
に
中
国
古
代
の
資
料
に
よ
り
、
中
の
語
句
の
規
定
を
検
討
し
て
見
た
い
。 

『
中
庸
』
に
は
「
子
曰
わ
く
、
舜
は
其
れ
大
知
な
る
か
。
舜
は
問
う
こ
と
を
好
み
、
而
し 

て
邇
言
を
察
す
る
こ
と
を
好
み
、
悪
を
隠
し
て
善
を
揚
げ
、
そ
の
両
端
を
執
り
て
、
そ
の
中 

を
民
に
用
う
」（
二
八
）
と
あ
る
。「
執
其
両
端
、
用
其
中
於
民
」
と
は
、
両
端
を
し
っ
か
り 

手
に
持
ち
ー
邇
言
つ
ま
り
細
部
ま
で
詳
細
に
確
認
し
て
、
其
の
中
間
を
人
民
に
適
応
し
た
と 

言
う
こ
と
で
あ
る
。
中
自
身
に
幅
の
あ
る
融
通
性
が
あ
る
の
な
ら
、
重
箱
の
隅
を
突
く
様
に 

両
端
を
細
部
ま
で
捜
索
す
る
様
な
詮
索
行
為
を
す
る
必
要
が
な
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
の
は
、
厳
格
に
真
正
の
中
を
発
見
・
確
認
す
る
必
要
性
が
存
在
し
た
た
め
で
あ
る
。 

尭
が
舜
に
申
し
渡
し
た
言
葉
に
、
「
尭
の
曰
わ
く
、
咨
、
爾
舜
、
天
の
暦
数
、
爾
の
躬
に

在
り
、
允
に
其
の
中
を
執
れ
、
四
海
困
窮
、
天
禄
永
ら
く
終
え
ん
。
舜
も
亦
た
以
て
禹
に
命

ず
」（
二
九
）
と
あ
る
。
允
に
と
は
、
辞
典
で
は
「
調
和
が
と
れ
て
誠
実
な
さ
ま
・
穏
や
か
・

ゆ
る
す
・
か
ど
を
た
て
ず
に
・

相
手
の
意
見
を
聞
き
入
れ
る
」
と
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、

両
端
の
意
見
を
聴
き
容
れ
た
上
で
の
真
の
真
ん
中
を
意
味
す
る
。
曖
昧
さ
は
存
在
し
な
い
。 

孟
子
の
子
莫
批
判
に
は
「
子
莫
執
中
、
執
中
為
近
之
、
執
中
無
権
、
猶
執
一
也
」（
尽
心

章
句
上
）
と
あ
る
。
文
章
を
正
確
に
読
む
と
、
権
の
な
い
執
中
は
、
執
中
＝
執
一
と
言
う
の

で
あ
る
。
従
っ
て
中
＝
一
点
で
あ
り
、
一
つ
の
極
端
な
の
で
あ
り
、
こ
こ
の
中
に
は
「
幅
の

あ
る
融
通
性
」
な
ど
は
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。 

以
上
の
三
つ
の
事
例
を
見
て
も
、
中
に
は
、
お
よ
そ
の
中
ほ
ど
と
か
、
幅
の
あ
る
中
間
の

意
味
は
確
認
で
き
な
い
。
従
っ
て
中
庸
の
中
の
語
義
に
は
、
絶
対
的
な
真
ん
中
を
意
味
す
る
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高
根
秀
人
年
氏
は
、
「
中
庸
の
徳
と
い
い
ま
す
の
は
、
過
・
不
足 

の
両
極
端
を
廃
し
て

“
ホ
ド
〔
程
〕
”
よ
く

あ
ん
ば
い
〔
塩
梅
〕
す
る
、

“
中
和
”
す
る
こ
と
で
す
。
中
庸

を

美
の
学
と
し
て
、
西
洋
的
に
表
現
し
ま
す
と
、
バ
ラ
ン
ス
〔

〕
”
の
概
念
が

一
番
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
」
と
述
べ
る
（
二
四
）
。
し
か
し
中
庸
の
語
句
の

定
義
を
し
て
い
な
い
。 

 

五

中
庸
の
定
義
と
其
の
政
治
思
想
的
意
義 

 

以
上
に
検
討
し
て
き
た
様
に
、
近
代
日
本
の
中
庸
思
想
の
研
究
は
、
武
内
義
雄
、
金
谷
治
、

熊
谷
尚
夫
、
赤
塚
忠
、
島
田
虔
次
、
宇
野
哲
人
、
宮
崎
市
定
氏
等
の
多
く
の
碩
学
の
研
究
が

存
在
し
て
、
各
自
が
独
自
に
中
庸
の
語
句
を
規
定
し
て
き
た
。
今
、
諸
氏
の
研
究
内
容
の
問

題
点
を
逐
一
検
討
し
た
結
果
、
中
庸
の
語
句
の
意
味
や
内
容
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
、

武
内
氏
・
金
谷
氏
・
熊
谷
氏
の
学
説
を
修
正
し
て
乗
り
越
え
る
研
究
者
は
存
在
し
な
い
。
従

っ
て
中
庸
の
語
句
の
意
味
や
内
容
を
定
義
す
る
事
に
な
れ
ば
、
こ
の
三
者
の
問
題
点
を
整
理

し
て
結
論
す
る
事
に
作
業
は
絞
ら
れ
る
。
三
氏
の
学
説
の
意
義
を
述
べ
て
、
そ
の
問
題
点
を

指
摘
す
れ
ば
、
凡
そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

中
庸
の
語
義
は
、
武
内
氏
が
「
中
庸
と
は
日
常
行
な
わ
れ
る
中
の
道
を
い
う
も
の
で
あ
っ

て
、
尭
・
舜
以
来
伝
統
の
中
と
さ
し
て
か
あ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
た
定
義
が
、
大
筋
で

は
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
中
の
意
味
は
両
端
の
中
間
で
あ
り
、
庸
は
平
凡
の
意
味
と
し
た

語
義
の
規
定
が
、
最
も
妥
当
で
正
し
い
結
論
で
あ
ろ
う
。
金
谷
氏
が
中
庸
を
解
説
し
て
、「
二

中
庸
ー
鄭
玄
（
古
注
）
は
「
庸
」
を
作
用
と
解
し
、
「
中
和
の
働
き
」
を
い
う
と
し
た
が
、

朱
子
（
新
注
）
は
「
中
と
は
不
偏
不
倚
で
過
・
不
及
の
な
い
こ
と
、
庸
と
は
平
常
（
平
常
恒

常
）
の
意
」
と
し
た
。
朱
子
の
解
釈
で
よ
い
が
、
「
中
」
と
「
庸
」
と
の
二
字
は
畳
韻
で
あ

る
か
ら
二
字
を
切
り
離
し
て
考
え
る
の
は
よ
く
な
い
。
「
中
」
の
一
字
に
重
点
が
あ
る
。
偏

り
の
な
い
平
常
で
程
よ
い
中
正
の
徳
を
い
う
。」（
二
五
）
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
武
内
説
を

大
筋
で
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
両
者
の
説
に
は
、
問
題
点
も
存
在
す
る
。 

先
ず
中
庸
の
中
の
規
定
で
あ
る
。
結
論
的
に
言
う
と
、
中
は
絶
対
的
な
真
ん
中
で
あ
る
。 

金
谷
氏
が
宋
学
者
の
厳
密
な
中
の
定
義
の
学
説
を
批
判
し
て
、
今
日
的
な
「
中
ほ
ど
」
の
意

味
合
い
が
正
し
い
と
し
て
、「
程
よ
い
中
正
の
徳
」
と
解
釈
と
し
た
が
、
二
程
は
、「
子
程
子

曰
く
、
偏
ら
ざ
る
を
こ
れ
中
と
謂
い
、
易
わ
ら
ざ
る
を
こ
れ
庸
と
謂
う
。
中
は
天
下
の
正
道

に
し
て
、
庸
は
天
下
の
定
理
な
り
」（
一
五
）
と
述
べ
、
朱
子
の
中
庸
の
規
定
に
は
、「
不
偏

不
倚
、
過
不
及
な
い
こ
と
」
と
、
明
確
に
絶
対
的
な
中
間
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。

 

二
程
や
朱
子
の
中
の
規
定
に
は
、
武
内
氏
・
金
谷
氏
・
熊
谷
氏
の
言
う
様
な
融
通
性
や
曖

昧
さ
は
存
在
し
な
い
。
中
国
人
の
意
識
で
は
、
中
の
語
義
に
は
、
曖
昧
さ
は
存
在
し
な
い
。 

武
内
氏
が
中
庸
の
中
を
曖
昧
な
中
で
な
い
真
正
の
中
で
あ
る
と
の
根
拠
に
孟
子
の
権
の

あ
る
中
を
引
用
し
た
の
に
対
し
て
、
金
谷
氏
や
熊
谷
氏
は
中
庸
の
中
が
数
学
的
な
絶
対
的
な

中
で
な
く
、
直
線
状
に
お
け
る
五
を
中
心
と
し
た
四
で
も
よ
い
し
六
で
も
よ
い
と
い
う
様
な

融
通
性
の
あ
る
中
の
証
拠
に
孟
子
の
権
の
あ
る
中
を
理
解
す
る
。
し
か
し
武
内
氏
・
金
谷

氏
・
熊
谷
氏
の
主
張
は
、
孟
子
の
「
権
の
あ
る
中
」
の
「
権
」
の
資
料
解
釈
の
誤
解
で
あ
る
。 

権
に
は
、
金
谷
が
主
張
す
る
よ
う
に
「
融
通
性
」
の
意
味
が
な
い
。
権
の
本
義
は
、
小
林

氏
が
言
う
「
桓
公
十
一
年
公
羊
伝
に
は
、「
経
に
反
し
て
然
る
の
ち
善
あ
る
者
な
り
（
権
と

は
、
手
段
は
道
に
反
し
て
い
て
も
、
結
果
は
道
に
合
す
る
こ
と
）」
と
あ
る
が
、
お
も
う
に
、

経
は
常
の
道
で
、
常
道
を
制
す
る
の
は
礼
で
あ
る
。
故
に
こ
の
章
の
権
は
礼
と
相
対
し
て
い

る
の
で
あ
る
」（
二
六
）
の
意
味
で
あ
る
。
従
っ
て
「
権
の
あ
る
中
」
の
権
は
、
経
＝
常
道

＝
礼
＝
中
と
相
い
対
立
し
た
中
庸
の
概
念
で
あ
る
と
の
指
摘
が
正
し
い
解
説
で
あ
る
。
従
っ

て
孟
子
が
子
莫
を
批
判
し
た
「
執
中
無
権
」
の
権
は
、
臨
機
応
変
性
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 
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金
谷
氏
の
中
庸
の
語
句
規
定
の
特
徴
は
、
単
純
に
「
両
端
の
中
央
」
と
し
た
武
内
氏
を
継

承
発
展
さ
せ
て
、
両
端
の
中
央
を
「
ほ
ど
ほ
ど
」
の
中
と
す
る
点
に
あ
る
。
こ
の
論
考
で
は
、

赤
塚
忠
氏
の
引
用
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
中
庸
論
を
援
用
し
て
、
自
己
の
学
説
を
補
強
し

た
所
に
新
し
い
意
義
が
あ
る
。
し
か
し
問
題
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
＝
西
洋
哲
学
の
中
の
解

釈
が
中
国
哲
学
に
も
そ
の
ま
ま
に
適
用
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

金
谷
氏
は
、
中
庸
の
融
通
性
の
証
拠
に
、
孟
子
の
子
莫
批
判
＝
無
権
論
を
引
用
し
て
、
孟

子
の
「
権
」
＝
分
銅
＝
融
通
性
を
、
直
線
状
に
於
け
る
一
と
一
〇
の
五
を
中
心
と
し
た
上
で
、

孟
子
の
言
う
真
ん
中
は
四
で
も
よ
い
し
六
で
も
よ
い
の
だ
、
と
い
う
意
味
に
理
解
し
て
い
る
。 

金
谷
氏
の
主
張
は
、
既
に
同
氏
の
前
掲
の
二
論
文
批
判
で
述
べ
た
様
に
、
孟
子
の
批
判
し

た
子
莫
の
「
無
権
」
論
＝
中
を
執
る
た
め
の
方
法
論
と
し
て
の
権
の
意
味
を
、
直
線
状
に
お

け
る
融
通
性
と
誤
解
し
た
結
果
で
あ
る
。
孟
子
の
述
べ
る
「
有
権
」
論
の
内
容
は
、
金
谷
氏

自
身
が
独
自
に
理
解
し
て
い
る
融
通
性
の
説
明
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
楊
朱
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
の
真
ん
中
を
、
四
で
も
よ
い
し
六
で
も
よ

い
よ
う
、
直
線
状
の
上
で
の
融
通
性
あ
る
中
で
あ
る
と
い
う
解
釈
は
、
結
局
は
楊
朱
や
墨
翟

の
色
彩
が
ど
ち
ら
か
が
よ
り
強
い
だ
け
で
あ
り
、
一
点
を
守
る
固
定
的
な
窮
屈
な
も
の
に
な

る
の
で
あ
り
、
孟
子
の
批
判
し
て
い
る
「
権
」
な
き
子
莫
の
中
間
主
義
に
陥
る
の
で
あ
り
、

孟
子
の
言
う
「
権
」
あ
る
中
の
意
味
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 

土
屋
裕
史
氏
の
主
張
を
簡
単
に
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
（
二
二
）
。

同
氏
は
「
中
庸
と
は
、
過
不
及
（
そ
の
場
、
そ
の
時
に
お
い
て
最
も
適
切
妥
当
な
）
行
な

い
を
し
、
普
遍
的
な
行
動
を
す
る
意
味
が
あ
る
。
こ
の
普
遍
的
な
行
な
い
と
は
、
決
し
て
高

遠
で
行
な
い
難
い
も
の
で
は
な
い
。
常
と
い
う
語
に
は
、
普
遍
と
い
う
意
味
と
同
時
に
、
日

常
と
い
う
意
味
が
あ
る
よ
う
に
、
日
常
の
行
為
も
言
う
の
で
あ
る
。
日
常
の
行
為
と
い
う
卑

近
な
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
い
つ
の
時
代
・
ど
こ
の
場
所
で
も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
普
遍

性
を
持
ち
得
る
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
る
。
こ
の
説
明
は
、
恐
ら
く
「
時
中
」
を
引
用
し
て

中
庸
を
説
明
し
た
宇
野
精
一
氏
の
解
釈
を
取
り
入
れ
て
説
明
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

同
氏
は
『
論
語
』
に
使
用
さ
れ
て
い
る
中
の
用
例
を
検
討
し
て
、
「
庸
の
意
味
を
明
確
に

す
る
と
い
う
点
で
、
“
平
均
”
の
意
味
が
、
も
っ
と
も
中
庸
の
中
の
解
釈
に
ふ
さ
わ
し
い
の

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
“
平
均
”
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ふ
つ
う
・
平
凡
と
い
う
意
味

が
あ
り
、
こ
の
意
味
の
中
が
庸
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
、
庸
の
意
味
が
恒
常
不
変
と
平
常

凡
庸
の
二
通
り
か
ら
、
平
常
凡
庸
の
み
へ
と
限
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
「
『
論
語
』
の
中
庸
と
は
、
平
常
凡
庸
の
意
味
で
あ
っ
て
、
何
か
特
別
な
も
の
を
示

し
た
の
で
は
な
く
、
子
思
の
根
本
思
想
で
あ
る
は
ず
が
な
く
、
ま
た
、
『
孟
子
』
に
中
庸
の

語
が
存
在
し
な
い
の
も
、
納
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
結
論
す
る
。

し
か
し
中
の
語
句
自
身
に
は
、
「
平
均
」
の
意
味
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
平
均
は
、
何
故

に
普
通
や
平
凡
の
意
味
に
帰
結
す
る
の
か
、
理
解
で
き
な
い
。
ま
た
庸
の
意
味
を
原
典
資
料

に
よ
り
考
証
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
中
庸
の
意
味
は
、
平
常
凡
庸
の
意
味
で
あ
る
と
の
理
解

に
も
無
理
が
あ
る
。
中
の
意
味
を
無
視
し
た
庸
の
解
釈
論
で
あ
る
。
更
に
同
氏
は
、
先
行
論

文
の
中
庸
の
語
句
規
定
を
参
照
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
武
内
氏
・
金
谷
氏
・
熊
谷
氏
等
の
中

庸
の
語
句
規
定
を
修
正
す
る
見
解
で
は
な
い
。

杜
勤
氏
は
、
「
中
庸
の
「
中
」
は
単
な
る
一
直
線
の
両
極
端
の
中
ほ
ど
と
い
う
よ
う
な
幾

何
学
的
中
心
で
は
な
く
、
相
対
す
る
両
極
の
統
一
を
支
え
る
超
越
的
な
中
心
で
す
。
」
と
述

べ
て
、
「
中
」
は
幾
何
学
的
中
心
で
は
な
く
、
「
中
庸
の
理
念
は
相
対
立
す
る
両
端
の
統
一

を
支
え
る
超
越
的
性
格
を
も
つ
の
が
特
徴
で
、
原
始
社
会
に
お
け
る
宗
教
的
人
間
が
切
望
し

た
中
心
観
念
の
理
念
化
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
」
と
述
べ
る
（
二
三
）
。
し
か

し
中
庸
の
語
句
の
規
定
を
し
て
い
な
い
。
ま
た
金
谷
氏
の
両
端
を
包
摂
す
る
包
容
性
や
構
造

性
を
持
つ
と
の
中
の
説
明
を
修
正
す
る
学
説
で
も
な
い
。 
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て
い
な
い
。
従
っ
て
朱
子
・
武
内
氏
・
金
谷
氏
の
中
庸
の
語
句
説
明
に
従
う
に
過
ぎ
な
い
。 

 

四

浅
野
氏
・
金
谷
氏
等
の
学
説
検
討 

 

浅
野
裕
一
氏
は
、
中
庸
の
字
義
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
説
明
す
る
。

「
「
中
」
は
、
「
過
・
不
及
、
善
・
悪
、
喜
怒
哀
楽
な
ど
、
い
ず
れ
か
一
方
に
偏
ら
ぬ
中
正

な
る
位
置
や
状
態
を
指
し
」
と
言
い
、
「
庸
」
は
、
「
常
の
字
が
鄭
玄
も
朱
子
も
「
常
」
の

字
を
使
用
し
て
い
る
か
ら
、
恒
常
・
一
定
の
意
味
」
で
あ
り
、
「
中
庸
」
と
は
、
「
過
・
不

及
い
ず
れ
に
も
偏
ら
ず
、
自
己
の
水
準
に
的
中
し
た
、
中
正
に
し
て
恒
常
・
一
定
な
る
言
動

や
処
世
を
指
す
」
と
言
う
（
一
八
）
。

武
内
氏
・
金
谷
氏
の
解
釈
し
た
「
中
庸
」
の
字
義
を
批
判
し
て
、
中
と
庸
の
二
字
を
バ
ラ

バ
ラ
に
解
釈
し
た
上
で
両
者
を
繋
ぎ
合
せ
て
、
「
中
庸
」
を
解
説
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
見

解
に
従
え
ば
、
『
論
語
』
・
『
孟
子
』
・
『
中
庸
』
等
の
資
料
に
見
え
る
中
庸
・
中
・
中
行

等
の
字
義
は
、
各
自
相
違
す
る
事
に
な
る
が
、
こ
の
言
葉
の
多
様
性
を
一
体
、
ど
の
様
に
解

釈
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
浅
野
氏
は
こ
れ
に
解
答
し
て
い
な
い
問
題
点
が
存
在
す
る
。

浅
野
氏
の
引
用
し
た
庸
を
規
定
し
た
資
料
を
検
討
す
る
と
、
浅
野
氏
は
、
両
者
は
同
じ
く

常
の
字
を
使
用
し
て
い
る
か
ら
、
『
中
庸
』
の
鄭
注
も
新
注
も
同
じ
く
恒
常
性
の
意
味
だ
と

言
う
。
既
に
金
谷
氏
が
詳
細
に
検
討
し
て
い
た
様
に
、
恒
常
と
平
常
の
解
釈
に
は
意
味
の
相

違
が
あ
り
、
先
行
論
文
を
検
討
し
て
い
な
い
浅
野
氏
の
理
解
に
は
無
理
が
あ
る
。

田
中
正
樹
氏
の
主
張
は
、
中
庸
の
概
念
規
定
が
な
く
、
未
発
の
中
＝
中
和
も
時
中
も
区
別

し
な
い
で
議
論
を
展
開
し
て
い
る
（
一
九
）
。
そ
も
そ
も

中
庸
＝
皇
極

と
規
定
す
る
の
は
、

田
中
氏
が
最
初
で
は
な
い
。
既
に
武
内
氏
は
、

中
庸
＝
皇
極

と
豊
富
な
事
例
を
基
に
し
て

実
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
二
〇
）
。
従
っ
て
田
中
氏
の
説
は
、
武
内
氏
等
の
学
説
の
域
を

出
る
新
見
解
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

金
谷
氏
は
、
既
に
発
表
し
た
「
中
と
和
」、「
中
庸
に
つ
い
て
ー
そ
の
倫
理
と
し
て
の
性
格
」

の
二
論
文
の
要
旨
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
様
に
中
庸
の
語
句
を
総
括
し
て
い
る
（
二
一
）。 

「
中
庸
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
一
つ
の
は
っ
き
り
し
た
解
答
が
得
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
過
ぎ
た
状
態
と
及
ば
な
い
状
態
と
い
う
対
立
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の

真
ん
中
と
い
う
意
味
で
す
。
朱
子
学
の
開
祖
で
あ
る
朱
子
も
、「
中
庸
の
中
と
は
偏
ら
な
い

で
過
不
及
の
無
い
こ
と
だ
」
と
注
釈
し
て
い
ま
す
。
過
ぎ
た
状
態
と
及
ば
な
い
状
態
と
を
両

端
と
す
る
と
両
端
の
中
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ま
ず
も
っ
て
中
庸
の
意
味
と

し
て
一
番
わ
か
り
や
す
い
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。」 

「
朱
子
の
注
釈
で
は
、
確
か
に
「
庸
と
は
平
常
な
り
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
中
庸
の
庸

の
解
釈
に
は
異
説
も
あ
り
ま
す
が
、
朱
子
の
注
釈
は
正
し
い
で
し
ょ
う
。・
・
・
で
す
か
ら
、

「
中
と
は
過
不
及
の
な
い
こ
と
、
庸
と
は
平
常
の
意
味
」
と
い
っ
て
、
中
と
庸
と
を
ば
ら
ば

ら
に
分
け
て
考
え
る
の
は
誤
り
で
す
。
意
味
の
重
点
は
中
に
あ
っ
て
、
過
不
及
な
な
い
両
端

の
中
が
そ
の
ま
ま
平
常
で
も
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
ほ
ど
良
い
中
ほ
ど
と
い
う
こ
と
で
、
穏
や

か
な
日
常
性
と
い
う
意
味
も
入
っ
て
い
る
と
見
て
宜
し
い
の
で
す
。」 

「
こ
の
日
常
的
な
ほ
ど
良
さ
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
両
端
の
中
と
い
う
中
は
固
定

的
な
窮
屈
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。・
・
・
こ
の
融
通
性
が
な
い

と
だ
め
だ
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
う
ど
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
数
学
的
な
中
で
は
だ
め
だ
と
言
い

た
の
と
同
じ
で
す
。
融
通
性
と
い
う
意
味
は
「
権
」
と
い
う
言
葉
で
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
権
」
と
い
う
の
は
秤
の
分
銅
で
す
。・
・
・
孟
子
の
い
う
「
権
」
の
あ
る
中
と
は
、
真
ん

中
の
一
点
を
き
っ
ち
り
と
守
る
固
定
的
な
窮
屈
な
も
の
で
は
な
く
て
、
お
お
よ
そ
の
中
ほ
ど

と
し
て
、
は
ば
の
あ
る
融
通
性
を
持
っ
た
中
な
の
で
す
。」 

以
上
に
紹
介
し
た
金
谷
氏
の
中
庸
規
定
の
総
括
に
於
い
て
は
、
以
下
の
疑
問
が
生
じ
る
。
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は
「
適
切
妥
当
に
事
物
を
処
理
す
る
日
常
生
活
の
常
道
」
を
意
味
す
る
と
規
定
す
る
（
一
四
）
。

同
氏
の
主
張
は
、
中
和
も
時
中
の
意
味
も
区
別
し
て
い
な
く
、
庸
の
二
義
も
区
別
せ
ず
併

記
し
て
、
結
局
、
言
葉
上
の
解
釈
論
に
終
始
し
て
い
る
。
問
題
な
の
は
、
「
中
庸
」
の
「
中
」

の
字
義
を
「
適
切
妥
当
良
識
判
断
」
と
規
定
す
る
資
料
的
根
拠
と
し
て
、
以
下
の
様
な
資
料

を
挙
げ
て
い
る
。
即
ち
「
適
切
妥
当
に
処
理
す
る
」
の
根
拠
に
「
時
中
」
と
「
発
而
皆
中
節
」

を
引
用
し
て
、
「
良
識
的
判
断
」
の
根
拠
に
「
中
立
し
て
倚
ら
ず
」
を
引
用
し
て
「
こ
の
中

は
偏
ら
な
い
こ
と
即
ち
公
平
で
あ
る
」
（
一
四
）
の
意
味
と
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
は
中
庸
の
中
の
意
味
で
は
な
い
。
辞
書
に
は
中
は
適
中
す
る
の
意
味
が
あ

る
が
、
「
時
中
＝
状
況
に
適
中
す
る
行
動
」
（
一
四
）
の
解
釈
を
中
の
解
釈
に
転
用
し
て
い

る
。
到
底
、
是
認
で
き
な
い
解
釈
論
で
あ
る
。
ま
た
庸
の
意
味
に
つ
い
て
鄭
注
・
二
程
の
規

定
し
た
常
道
と
朱
子
の
規
定
し
た
日
常
性
を
併
記
し
て
、
庸
の
字
の
意
味
を
詳
細
に
分
析
し

て
規
定
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
武
内
・
金
谷
氏
の
中
庸
の
規
定
を
修
正
す
る
見
解
で
は
な
い
。

何
よ
り
も
先
行
論
文
を
参
照
し
て
い
な
い
の
が
、
最
大
の
欠
点
で
あ
る
。
学
説
史
を
整
理
す

れ
ば
、
こ
の
様
な
拡
大
的
な
解
釈
論
の
結
論
が
出
て
く
る
筈
が
な
い
。 

宇
野
精
一
氏
は
、
本
書
の
巻
頭
で
の
「
学
術
文
庫
へ
の
序
文
」（
三
頁
）
に
お
い
て
、「
こ

の
場
合
の
中
庸
と
は
、
足
し
て
二
で
割
っ
た
よ
う
な
、
一
種
の
平
均
的
な
事
を
意
味
す
る
こ

と
が
多
い
よ
う
だ
。
そ
の
中
庸
と
い
う
言
葉
の
出
典
が
こ
の
本
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
本
で

い
う
中
庸
と
は
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
と
は
少
し
違
っ
て
、
そ
の
場
、
そ
の
時
に
、

最
も
適
切
妥
当
な
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
本
当
の
中
庸
は
、
生
易
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
常
に

中
庸
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
聖
人
だ
、
と
言
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
一
面
、
中
庸
の
庸
は
、

普
通
の
こ
と
、
当
り
前
の
こ
と
、
と
い
う
意
味
も
あ
っ
て
、
平
凡
な
、
当
り
前
の
こ
と
の
中

に
こ
そ
、
中
庸
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
ど
ん
な
人
で
も
中
庸
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
と
言
っ
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（
一
五
）
。 

同
氏
の
説
明
に
よ
る
と
、
中
庸
と
は
一
般
的
に
は
平
均
的
な
事
を
い
う
が
、
本
書
の
中
庸

と
は
「
そ
の
場
、
そ
の
時
に
、
最
も
適
切
妥
当
な
こ
と
」
と
規
定
す
る
。
「
最
も
適
切
妥
当

な
こ
と
」
の
説
明
に
は
出
典
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
し
か
し
推
測
す
る
と
、
朱
子
が
『
中

庸
章
句
序
』
で
説
明
す
る
「
時
中
」
の
意
味
で
あ
り
、
庸
は
「
庸
と
は
平
常
な
り
」
と
の
解

釈
に
従
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
同
氏
の
説
明
は
、
中
庸
の
語
句
の
規
定
を
し
た
上

で
の
説
明
で
は
な
い
。
聴
従
す
る
以
外
に
な
い
が
、
中
に
は
適
切
妥
当
の
意
味
は
な
い
。
従

っ
て
武
内
氏
・
金
谷
氏
・
熊
谷
氏
の
語
句
規
定
を
乗
り
越
え
る
説
明
で
は
な
い
と
言
え
る
。 

ま
た
本
書
の
〔
字
義
〕
に
宇
野
哲
人
氏
は
、
中
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
「
朱
子
は
な
お
こ

れ
を
解
し
て
、
「
偏
ら
ず
倚
ら
ず
過
不
及
無
き
の
名
」
と
い
え
り
。
・
・
・
す
な
わ
ち
分
っ

て
い
え
ば
、
不
偏
不
倚
の
四
字
は
い
わ
ゆ
る
未
発
の
中
す
な
わ
ち
中
の
体
を
い
っ
た
も
の
で
、

無
過
不
及
の
四
字
は
い
わ
ゆ
る
君
子
時
中
の
中
す
な
わ
ち
中
の
用
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

或
問
に
は
朱
子
が
委
し
く
そ
の
意
を
述
べ
て
お
ら
る
る
が
、・
・
」
と
述
べ
て
い
る
（
一
六
）
。 

庸
に
つ
い
て
は
、
「
朱
子
は
庸
を
平
常
な
り
と
解
し
て
い
る
。
平
常
な
る
が
故
に
常
に
こ

れ
を
行
な
い
て
易
ゆ
べ
か
ら
ず
。
も
し
世
を
驚
か
す
が
ご
と
き
非
常
の
事
な
ら
ば
、
一
時
は

差
し
支
え
な
く
と
も
こ
れ
を
も
っ
て
常
と
な
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
平
常
な

る
故
に
不
易
、
不
易
な
る
故
に
平
常
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
は
同
じ
。
但
し
不
易
と
い
え
ば
久

し
き
を
待
っ
て
後
知
り
、
平
常
と
い
え
ば
直
ち
に
こ
れ
を
今
に
験
す
べ
し
。
故
に
平
常
と
解

す
る
方
、
切
実
と
も
い
う
べ
し
。
」
（
四
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。 

宇
野
哲
人
氏
は
、
朱
子
の
解
説
を
紹
介
し
て
、
朱
子
説
を
首
肯
す
る
に
止
ま
る
。
従
っ
て

武
内
氏
・
金
谷
氏
・
熊
谷
氏
の
中
庸
の
語
句
の
定
義
を
修
正
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

杉
山
一
也
氏
は
、
朱
子
・
武
内
氏
・
金
谷
氏
の
学
説
を
受
け
て
、
「
か
た
よ
ら
ず
過
不
及

が
な
い
こ
と
」
、「
両
端
の
中
央
」
、「
両
端
の
な
か
ほ
ど
」
と
い
う
意
味
と
言
う
（
一
七
）
。

杉
山
氏
は
、
朱
子
・
武
内
氏
・
金
谷
氏
・
熊
谷
氏
の
中
庸
の
語
句
の
定
義
の
相
違
を
検
討
し
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あ
り
、
中
和
の
「
和
」
と
い
う
の
は
道
の
用
を
指
す
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
け
っ
き
ょ
く
、
中

庸
の
中
が
、
中
と
和
の
意
味
を
兼
ね
備
え
て
い
る
と
い
う
の
は
、
道
の
「
体
」
と
「
用
」
と

の
両
面
を
統
一
的
に
表
現
す
る
言
葉
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
・
・
・
そ
の
場
合
、
庸
と
い
う
字

は
、
要
す
る
に
中
を
強
調
し
た
だ
け
の
言
葉
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
」
と
言
う
。
中
庸

の
中
は
、
中
と
和
の
意
味
を
兼
ね
て
お
り
、
庸
は
中
を
強
調
す
る
添
え
字
と
規
定
す
る
。 

島
田
氏
の
主
張
に
は
疑
問
が
残
る
。
平
常
の
意
味
と
言
う
朱
子
の
庸
の
規
定
に
つ
い
て
、

島
田
氏
は
、
最
初
に
意
外
な
物
ま
で
含
意
す
る
積
極
的
な
意
味
が
あ
る
と
言
い
な
が
ら
、
こ

こ
に
お
い
て
庸
に
は
積
極
的
な
意
味
が
な
い
添
え
字
と
言
う
の
は
、
自
己
矛
盾
し
た
主
張
で

あ
る
。
こ
れ
で
は
、
ど
ち
ら
が
島
田
氏
の
主
張
し
た
い
意
見
な
の
か
分
ら
な
い
。 

従
っ
て
島
田
氏
の
言
う
中
庸
の
語
句
で
、
庸
に
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
添
え
字
と
言
う
の

は
一
理
が
あ
る
。
し
か
し
中
庸
と
熟
語
化
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
中
と
庸
は
言
葉
が
異
な

る
以
上
、
庸
に
も
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
朱
子
の
言
う
よ

う
に
平
常
と
解
釈
す
る
と
、
不
偏
不
倚
の
中
が
、
そ
の
ま
ま
そ
れ
が
平
常
で
あ
る
事
に
つ
な

が
る
の
で
あ
る
。
中
→
平
常
な
の
で
あ
り
、
平
常
に
は
積
極
的
な
意
味
が
あ
る
と
言
う
島
田

氏
の
説
に
は
無
理
が
あ
る
。
ま
た
島
田
氏
は
、
朱
子
の
説
明
に
従
う
の
み
で
庸
の
定
義
を
資

料
的
に
証
明
し
て
い
な
い
。 

中
国
史
学
研
究
者
・
宮
崎
市
定
氏
は
、
中
庸
の
語
句
に
つ
い
て
、

「
中
庸
な
る
語
は
、
中
と
庸
と
二
つ
の
シ
ノ
ニ
ム
を
結
合
し
た
、
い
わ
ゆ
る
連
文
に
他
な

ら
な
い
が
、
た
だ
し
こ
の
場
合
、
庸
に
も
独
特
な
意
義
が
あ
っ
て
中
の
思
想
を
助
け
て
い
る
。

普
通
に
、
庸
は
常
な
り
、
と
訓
ぜ
ら
れ
る
が
、
然
ら
ば
そ
の
常
と
は
何
か
。
・
・
・
お
よ
そ

中
を
得
た
行
為
は
こ
れ
を
永
遠
に
繰
返
し
て
も
決
し
て
支
障
を
生
ぜ
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
実

証
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
空
間
的
原
理
た
る
中
は
、
時
間
的
原
理
た
る
庸
に
よ

っ
て
裏
打
ち
さ
れ
て
、
初
め
て
真
の
中
た
り
う
る
。
」
と
規
定
し
て
い
る
（
一
二
）
。

朱
子
・
武
内
氏
・
金
谷
氏
・
島
田
氏
等
の
学
説
を
否
定
す
る
主
張
で
あ
る
。
最
初
に
中
と

庸
は
シ
ノ
ニ
ム
＝
同
義
語
・
類
義
語
と
言
い
な
が
ら
、
庸
に
は
独
特
な
意
義
が
あ
り
、
鄭
注

に
よ
り
庸
を
常
＝
恒
常
性
の
意
味
に
解
釈
し
た
。
宮
崎
氏
は
主
張
の
前
半
と
後
半
で
自
己
矛

盾
し
た
説
明
を
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
鄭
注
に
よ
り
中
庸
の
庸
を
積
極
的
な
意
味
に
解
釈

し
た
学
説
で
あ
る
が
、
こ
の
学
説
は
成
立
し
な
い
こ
と
は
、
既
に
武
内
氏
・
熊
谷
氏
・
金
谷

氏
が
中
庸
の
語
句
規
定
の
論
考
で
指
摘
し
て
い
た
。
特
に
熊
谷
氏
は
、
「
庸
は
常
な
り
。
中

を
用
い
て
常
道
と
な
す
な
り
。」（
礼
記
鄭
注
）
と
の
鄭
注
を
引
用
し
て
、
中
＝
常
道
と
説
明

し
て
い
た
。
宮
崎
氏
は
先
行
論
文
の
内
容
を
吸
収
し
て
い
な
い
。
独
善
的
な
主
張
に
過
ぎ
る
。

島
森
哲
男
氏
は
、
「
も
と
も
と
「
中
」
（
ま
ん
な
か
）
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
は
何
ら
価

値
的
・

客
観
的
意
味
を
持
っ
て
い
な
い
そ
の
「
中
」
が
価
値
的
意
味
を
荷
い
得
る
の
は
、

さ
ま
ざ
ま

な
状
況
の
な
か
で
、
人
間
に
よ
り
て
「
中
」
が
よ
き
も
の
と
し
て
選
択
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
更
に
「
中
」
の
選
択
に
先
だ
っ
て
「
中
」
に
あ
ら
ざ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
過

と
不
及
の
認
識
と
そ
の
否
定
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
い
、
そ
の
根
拠
と
し
て

「
執
其
両
端
、
用
其
中
於
民
」
（
朱
子
章
第
六
章
）
を
指
摘
す
る
（
一
三
）
。

同
氏
の
説
は
、
中
庸
実
現
の
た
め
の
両
端
認
識
を
提
起
し
た
金
谷
説
を
受
け
た
論
考
だ
が
、

し
か
し
「
両
端
を
執
る
」
と
い
う
の
は
、
既
に
金
谷
氏
が
述
べ
て
い
た
様
に
、
過
と
不
及
の

両
極
端
を
否
定
す
る
事
で
は
な
く
、
逆
に
肯
定
し
た
上
で
「
中
」
を
択
ぶ
事
で
あ
る
。
島
森

氏
の
否
定
論
説
は
誤
り
で
あ
る
。
島
森
氏
は
、
先
行
論
文
の
中
庸
の
語
句
規
定
を
参
照
し
て

い
な
い
。
ま
た
何
故
に
中
が
よ
き
も
の
と
し
て
選
択
さ
れ
る
の
か
の
理
由
を
述
べ
て
い
な
い
。

木
村
英
一
氏
は
、
「
中
国
人
の
哲
学
は
、
自
然
の
哲
学
で
も
神
の
哲
学
で
も
な
く
、
生
き

方
の
哲
学
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
「
環
境
適
用
行
為
の
形
式
原
理
が
中
庸
」
で
あ
り
、
『
礼

記
』
「
中
庸
篇
」
に
よ
り
て
、
中
と
庸
の
意
味
を
説
明
し
て
、
「
中
」
と
は
「
適
切
妥
当
良

識
判
断
」
を
意
味
し
て
、
「
庸
」
は
「
常
道
と
日
常
性
の
二
義
が
あ
る
」
と
言
い
、
中
庸
と
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嵌
ま
る
概
念
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
半
面
の
事
実
に
過
ぎ
な
い
。
中
庸
の
中
は
、
両
極
端
を

包
摂
し
た
両
端
を
肯
定
し
た
所
に
も
存
在
す
る
。
既
に
金
谷
氏
は
、
両
端
を
包
容
し
た
所
に

中
が
存
在
す
る
と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
様
な
先
行
論
文
の
内
容
を
無
視
し
て
両
極
端
と
中
は

対
立
す
る
概
念
だ
と
断
定
す
る
の
は
、
論
理
的
に
も
資
料
的
に
も
無
理
が
あ
る
。 

従
っ
て
赤
塚
氏
の
資
料
の
読
解
に
は
、
疑
問
に
満
ち
て
い
る
。
孔
子
は
、
「
中
行
の
人
を

見
つ
け
て
交
際
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
次
に
は
必
ず
や
狂
者
か
、
狷
者
で
あ
る
」
と
言
う

の
で
あ
る
。
志
望
ば
か
り
大
き
く
て
実
行
の
伴
わ
な
い
積
極
的
な
狂
者
と
、
一
身
を
廉
潔
に

保
つ
に
伋
伋
と
し
て
、
他
人
を
善
導
す
る
に
は
及
び
得
な
い
消
極
的
な
狷
者
を
積
極
的
に
肯

定
し
て
い
る
。
孔
子
が
狂
者
と
狷
者
の
両
極
端
を
肯
定
し
た
先
に
引
用
し
た
資
料
に
つ
い
て
、

狂
者
と
狷
者
の
長
所
で
あ
る
半
面
を
肯
定
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
欠
点
で
あ
る
半
面
を
否
定
し

て
、
中
行
人
の
全
人
格
像
を
導
き
出
す
の
は
、
自
己
に
都
合
よ
い
部
分
の
み
を
選
択
す
る
恣

意
的
な
資
料
解
釈
で
あ
り
、
引
用
し
た
資
料
の
曲
解
で
あ
る
、
従
っ
て
赤
塚
氏
の
中
＝
中
行

の
人
格
者
像
の
規
定
は
誤
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
赤
塚
氏
は
、
中
庸
人
を
両
端
の
兼
備
し
た
完
璧
無
欠
な
完
成
さ
れ
た
人
格
者
と

し
て
描
く
の
は
、「
そ
れ
故
に
『
中
庸
』
に
は
「
中
庸
は
そ
れ
至
れ
る
か
な
」（
第
三
章
）
と

い
い
、
ま
た
「
中
庸
は
能
く
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」（
第
九
章
）
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」

と
の
孔
子
の
中
庸
の
絶
賛
が
前
提
に
あ
る
故
の
主
張
で
あ
る
。
し
か
し
中
庸
は
最
高
の
道
徳

で
あ
る
と
の
孔
子
の
主
張
と
、
中
庸
は
両
端
の
中
間
で
あ
る
と
の
孔
子
の
主
張
は
、
何
も
二

律
背
反
や
背
馳
す
る
も
の
で
は
な
い
。
赤
塚
氏
は
、
武
内
氏
や
金
谷
氏
の
中
庸
の
規
定
を
批

判
し
て
、
そ
れ
が
間
違
い
だ
と
証
明
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
そ
れ
を
証
明
し
な
い
で
、
孔
子

の
「
狂
・
狷
」
を
引
用
し
て
自
説
を
展
開
す
る
の
は
、
論
理
の
飛
躍
で
あ
り
、
武
内
氏
・
金

谷
氏
を
批
判
す
る
た
め
の
独
善
的
説
明
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

赤
塚
氏
が
中
庸
の
始
原
と
し
て
中
行
人
を
指
摘
し
て
、
完
全
無
欠
の
最
高
の
人
格
者
と
し

た
の
は
、『
論
語
』
で
完
全
無
欠
の
人
格
者
の
子
張
を
、「
師
や
過
ぎ
た
り
、
商
は
及
ば
ず
」

と
、
人
格
的
に
欠
点
の
多
い
子
夏
の
同
様
に
批
判
し
た
孔
子
の
発
言
に
矛
盾
す
る
。
「
偏
ら

ず
倚
ら
ず
、
過
不
及
無
き
の
名
」
と
説
明
し
た
朱
子
の
中
庸
の
規
定
に
も
反
す
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
孔
子
の
交
際
し
た
い
中
行
の
人
物
と
は
、
積
極
的
な
狂
者
と
消
極
的
な
狷
者
の
両

極
端
を
肯
定
し
て
、
つ
ま
り
し
っ
か
り
と
握
り
執
っ
た
中
間
的
人
物
な
の
で
あ
り
、
武
内
氏

や
金
谷
氏
の
言
う
「
極
端
に
走
ら
な
い
ほ
ど
良
い
真
ん
中
」
の
人
物
像
な
の
で
あ
る
。
赤
塚

氏
の
中
庸
論
の
規
定
は
、
武
内
氏
や
金
谷
氏
の
主
張
を
乗
り
越
え
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

三

島
田
氏
・
宮
崎
氏
・
宇
野
氏
等
の
学
説
検
討 

 

島
田
虔
次
氏
は
、
朱
子
の
規
定
し
た
中
庸
の
語
句
ー
「
中
な
る
も
の
は
不
偏
不
倚
、
過
不

及
無
き
の
名
、
庸
は
平
常
な
り
」
の
解
説
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
（
一
一
）。 

中
庸
の
規
定
の
由
来
に
つ
い
て
、
「
中
を
「
不
偏
」
す
な
わ
ち
偏
ら
な
い
（
も
し
く
は
偏

ら
ず
倚
ら
な
い
）
こ
と
し
た
の
は
程
子
で
あ
り
、「
過
ぎ
た
る
と
及
ば
ざ
る
と
の
無
い
こ
と
」

と
し
た
の
は
呂
大
臨
で
あ
っ
た
。
朱
子
は
そ
れ
を
ま
と
め
て
こ
の
よ
う
に
注
釈
し
た
の
で
あ

る
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
「
中
」
は
中
国
哲
学
で
き
わ
め
て
重
要
な
根
本
概
念
と
し
て
、
以

下
の
様
に
『
中
庸
』
の
解
題
の
冒
頭
に
於
い
て
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。 

「
第
一
、
中
庸
は
単
に
右
で
で
も
な
い
左
で
も
な
い
と
い
う
消
極
的
な
も
の
で
は
決
し
て

な
く
、
積
極
的
な
概
念
、
例
え
ば
庸
が
「
平
常
」
と
注
せ
ら
れ
る
と
き
、
そ
の
平
常
と
い
う

の
は
、・
・
・
ほ
と
ん
ど
意
外
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
の
事
態
ま
で
も
含
意
し
て
い
る
こ
と
。

な
ぜ
な
ら
、
平
常
と
は
「
事
理
の
当
に
然
る
可
き
」
と
こ
ろ
の
も
の
を
意
味
す
る
の
で
あ
る

か
ら
」
と
、
中
庸
の
庸
＝
平
常
の
意
味
に
は
積
極
的
な
意
味
が
あ
る
と
言
う
。
し
か
し
島
田

氏
は
、
第
二
章
の
冒
頭
に
お
い
て
、
「
中
和
の
「
中
」
と
い
う
の
は
道
の
体
を
指
す
言
葉
で
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に
継
承
し
た
武
内
義
雄
氏
の
中
庸
二
分
説
や
、
朱
子
説
・
武
内
氏
・
金
谷
氏
・
熊
谷
氏
の
中

庸
の
語
句
規
定
へ
の
通
説
批
判
で
も
あ
る
。

し
か
し
問
題
な
の
は
、
赤
塚
氏
は
、
『
論
語
』
の
中
庸
と
『
中
庸
』
の
中
庸
の
相
違
を
提

示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
相
違
点
を
提
示
し
な
い
で
、
両
者
の
相
違
点
の
問
題
の
提
起
を

す
る
の
は
、
具
体
性
分
析
が
欠
如
し
て
い
て
、
論
証
の
不
徹
底
さ
が
あ
り
、
首
肯
し
難
い
。

そ
も
そ
も
「
論
語
」
に
は
、
「
中
庸
は
そ
れ
至
れ
る
か
な
」
と
孔
子
が
述
べ
て
い
る
の
で

あ
り
、『
中
庸
』
の
篇
述
者
は
、『
論
語
』
の
孔
子
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
中
庸
の
意
味
を
解

説
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
兎
も
角
、
赤
塚
氏
は
『
中
庸
』
の
中
庸
の
語
句
の
意
味
内
容
を
ど
の
様
に
規
定
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
氏
は
前
言
に
続
い
て
、
孔
子
の
「
中
行
」
主
張
に
『
中
庸
』
の
中
の

概
念
の
始
原
を
求
め
る
根
拠
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

「
ま
た
、
中
、
な
い
し
は
中
庸
を
主
張
す
る
に
は
、
そ
れ
に
反
す
る
両
極
端
・
過
不
及
・

奇
僻
が
存
在
す
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
予
想
さ
れ
る
も
の
が
強
度

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
中
の
要
求
も
強
く
な
る
。
そ
の
よ
う
な
対
立
す
る
も
の
な
し
に
中
を

説
く
こ
と
は
無
意
義
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
注
目
す
べ
き
も
の
は
、『
論
語
』
子
路
篇
に
「
子

曰
く
、
中
行
を
得
て
こ
れ
に
与
せ
ざ
れ
ば
、
必
ず
や
狂
・
狷
か
。
狂
者
は
進
ん
で
取
り
、
狷

者
は
為
さ
ざ
る
所
あ
り
、
と
」
と
あ
る
文
で
あ
る
。
孟
子
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
狂
者
と
は
、

古
聖
人
の
道
を
行
な
う
志
望
ば
か
り
大
き
く
て
、
実
行
が
こ
れ
に
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
り
、

狷
者
と
は
、
一
身
を
廉
潔
に
保
つ
に
伋
伋
と
し
て
、
他
人
を
善
導
す
る
に
は
及
び
得
な
い
も

の
で
あ
る
。
し
て
見
れ
ば
、
中
行
者
は
、
中
道
を
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、
志
望
と
実
行
と
、

修
身
と
教
化
と
を
兼
備
し
て
い
る
人
格
者
で
あ
る
。
孔
子
は
こ
の
よ
う
な
人
格
者
と
と
も
に

道
を
行
な
う
こ
と
を
最
も
希
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。」

こ
の
赤
塚
氏
の
主
張
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
様
に
な
る
。 

『
論
語
』
の
子
路
篇
に
出
典
す
る
孔
子
の
「
中
行
の
人
」
を
引
用
し
て
、
そ
の
両
極
に
あ
る

狂
者
と
狷
者
を
批
判
し
て
、
『
中
庸
』
の
中
行
人
と
は
、
狂
者
の
肯
定
と
否
定
を
し
た
「
志

望
と
実
行
」
と
、
狷
者
の
肯
定
と
否
定
を
し
た
「
修
身
と
教
化
」
の
二
つ
の
人
格
を
兼
備
し

た
完
全
無
欠
の
最
高
の
人
格
者
で
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
は
、
両
端
と
中
庸
は
対
立
す
る
と
言

う
赤
塚
氏
特
有
の
持
論
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
中
庸
人
の
規
定
で
あ
る
。 

し
か
し
赤
塚
氏
の
主
張
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
素
朴
な
疑
問
点
が
存
在
す
る
。 

先
ず
『
論
語
』
と
『
中
庸
』
の
中
庸
の
意
味
が
根
本
的
に
異
な
る
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、

何
故
に
赤
塚
氏
は
、
『
中
庸
』
の
中
庸
発
言
を
引
用
し
て
、
こ
れ
を
批
判
し
て
自
己
の
中
庸

の
意
味
を
規
定
し
な
い
の
か
。
『
中
庸
』
の
中
庸
も
喜
怒
哀
楽
の
両
極
端
が
前
提
に
な
っ
て

お
り
、
中
庸
の
前
提
に
両
端
の
存
在
を
強
調
す
る
同
氏
の
主
張
に
合
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
問
題
に
せ
ず
に
、
引
用
す
る
の
は
『
論
語
』
の
「
中
行
」
の
み
で
、
「
尭
曰
篇
」
の

「
中
」
は
引
用
し
て
い
な
い
。
何
故
に
「
尭
曰
篇
」
の
中
は
、
中
の
始
原
で
な
い
の
か
、
説

明
不
足
で
あ
り
、
同
氏
の
主
張
は
、
論
理
的
に
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
自
己
分
裂
し
て
い
る
。 

次
に
赤
塚
氏
は
、
単
純
に
両
端
の
中
間
を
取
り
中
庸
の
語
句
内
容
を
説
明
す
る
の
は
、「
全

く
自
主
性
を
失
っ
た
折
衷
主
義
・
追
従
的
機
会
主
義
」
と
、
激
し
く
武
内
氏
・
金
谷
氏
を
批

判
す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
両
端
の
真
ん
中
を
中
庸
と
規
定
し
て
は
、
い
け
な
い
筈
で
あ
る
。

し
か
し
結
果
論
的
に
は
同
氏
は
、
狂
者
と
狷
者
に
つ
い
て
、
肯
定
と
否
定
を
し
て
、
そ
の
両

者
を
兼
備
し
た
完
璧
無
欠
の
人
格
者
と
し
て
、
『
論
語
』
の
中
庸
人
を
規
定
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
両
端
を
兼
備
し
た
人
物
と
は
、
両
極
と
対
立
す
る
概
念
で
は
な
い
以
上
、
赤
塚
氏
の

主
張
は
、
全
く
自
己
分
裂
し
た
矛
盾
に
満
ち
た
発
言
で
あ
る
。 

だ
か
ら
赤
塚
氏
の
議
論
に
お
い
て
、
中
庸
の
中
と
両
極
端
・
過
不
及
・
奇
僻
は
対
立
す
る

と
い
う
前
提
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
、
事
実
関
係
が
問
題
な
の
で
あ
る
。 

中
と
両
極
端
は
対
立
す
る
と
言
う
赤
塚
氏
の
主
張
は
、
両
極
端
を
否
定
し
た
場
合
に
当
て
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の
誤
り
を
批
判
し
て
、
朱
子
説
が
正
し
い
事
の
証
明
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
が
今
後
の
課
題

に
残
る
。
な
お
三
氏
の
共
通
点
は
、
庸
は
中
の
添
え
字
で
あ
る
と
し
て
い
る
事
に
あ
る
。 

中
庸
と
は
、
武
内
氏
は
、
中
庸
と
は
中
と
同
義
で
あ
り
、
日
常
行
な
わ
れ
る
中
の
道
の
意

味
と
規
定
し
て
い
る
。
金
谷
氏
は
、
「
中
」
は
、
極
端
過
激
に
な
ら
ず
又
変
奇
を
排
す
る
こ

と
で
、
そ
こ
に
平
常
で
あ
る
べ
き
こ
と
の
意
味
も
宿
さ
れ
て
い
て
、
「
中
」
と
「
庸
」
は
、

重
な
り
あ
う
概
念
で
、「
中
庸
」
と
い
う
一
つ
の
概
念
も
生
ま
れ
る
契
機
が
あ
っ
た
と
言
う
。

熊
谷
氏
は
、
中
庸
の
中
と
庸
は
別
離
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
庸
は
中
の
添
え
字
で
あ
り
、

中
庸
と
中
は
本
質
的
な
意
味
の
相
違
が
な
い
と
言
う
。
従
っ
て
三
氏
の
主
張
で
は
、
中
庸
と

中
・
中
行
・
中
道
の
意
味
は
、
本
質
的
に
は
同
一
と
い
う
事
で
あ
る
。 

従
っ
て
三
氏
の
主
張
の
結
論
と
し
て
の
問
題
点
は
、
中
庸
の
中
が
宋
学
者
や
武
内
氏
の
言

う
様
な
両
端
の
絶
対
的
な
中
間
な
の
か
、
金
谷
氏
や
熊
谷
氏
が
主
張
す
る
様
な
融
通
性
の
あ

る
相
対
的
な
、
今
日
的
な
意
味
の
程
良
い
真
ん
中
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

但
し
既
に
述
べ
た
様
に
武
内
氏
は
、
中
の
概
念
は
曖
昧
で
あ
る
た
め
に
、
孟
子
は
権
を
使
用

し
て
厳
密
な
中
の
概
念
に
規
定
し
た
と
言
う
が
、
こ
の
主
張
は
資
料
的
に
見
て
誤
り
で
あ
る
。

ま
た
既
に
述
べ
た
が
金
谷
氏
や
熊
谷
氏
が
、
融
通
性
の
あ
る
中
の
根
拠
と
し
た
孟
子
の
子
莫

批
判
の
「
権
の
あ
る
中
」
と
は
、
執
中
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
論
で
あ
り
、
こ
れ
は
資
料

の
誤
読
で
あ
り
、
中
庸
の
「
中
」
自
身
に
は
融
通
性
は
存
在
し
な
い
。 

 

二

板
野
・
赤
塚
氏
等
の
学
説
検
討 

 

板
野
長
八
氏
は
、
中
庸
の
語
句
の
規
定
を
し
て
い
な
い
故
に
、
同
氏
が
ど
の
様
に
中
庸
の

意
味
を
考
え
て
い
た
の
か
困
難
で
あ
る
が
、
こ
の
論
考
の
中
で
は
（
九
）、
中
庸
と
は
「
通

常
の
人
・
乃
至
中
人
」「
中
正
」「
中
人
・
通
常
」、
中
と
は
「
中
正
」
、「
中
・
中
る
・
中
正
・

過
不
及
な
き
こ
と
」、
庸
と
は
「
常
又
は
平
常
」
の
意
味
と
言
う
。
だ
か
ら
中
庸
と
は
、「
中

人
・
通
常
・
過
不
及
な
き
人
」
と
い
う
意
味
と
見
做
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
板
野

氏
の
中
庸
の
語
句
の
意
味
は
、
武
内
・
金
谷
・
熊
谷
・
吉
田
氏
（
注
八
参
照
）
の
言
う
「
両

端
の
中
央
」、「
極
端
を
嫌
っ
た
あ
り
き
た
り
の
凡
庸
さ
」
と
言
う
意
味
と
同
様
で
あ
ろ
う
。 

赤
塚
忠
氏
は
、
中
庸
の
語
句
の
内
容
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
一
〇
）。

「
孔
子
の
人
格
が
中
庸
の
徳
を
き
わ
め
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
『
論
語
』

の
う
ち
に
は
、「
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
」（
先
進
）
の
よ
う
な
中
庸
と
関
連
す
る

教
え
が
存
在
す
る
。
そ
の
後
、
儒
家
は
中
庸
を
め
ざ
し
て
学
ん
で
い
た
と
も
い
え
る
。
だ
が
、

『
論
語
』
に
中
庸
の
教
え
が
存
在
す
る
事
実
と
こ
れ
を
『
中
庸
』
の
よ
う
に
理
論
化
す
る
こ

と
は
同
日
の
談
で
は
な
い
。
人
の
行
い
が
中
庸
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
時
，
何
処
で
も
、

誰
に
と
っ
て
も
願
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
中
庸
を
徳
の
根
本
と
し
て
い

た
。
そ
し
て
、
中
庸
と
は
極
端
に
走
ら
な
い
「
ほ
ど
よ
さ
」
で
あ
っ
て
、
誰
に
も
わ
か
り
や

す
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
勝
ち
で
あ
る
。
『
中
庸
』
に
も
比
喩
的
に
「
そ
の
両
端
を
執

っ
て
、
そ
の
中
を
民
に
用
ふ
」
（
第
六
章
）
と
い
っ
て
い
る
。
だ
が
、
中
庸
は
、
過
不
及
の

中
間
を
と
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
よ
う
な
生
易
し
い
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
中
間
を
と

る
の
で
は
、
全
く
自
主
性
を
失
っ
た
折
中
主
義
・
追
従
的
機
会
主
義
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
故
に
『
中
庸
』
に
は
「
中
庸
は
そ
れ
至
れ
る
か
な
」
（
第
三
章
）
と
い
い
、
ま
た
「
中
庸

は
能
く
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」（
第
九
章
）
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
中
庸
』
は
中
庸
を

目
標
と
し
て
、
そ
の
根
本
に
立
ち
入
っ
て
道
を
求
め
、
人
間
の
本
質
を
探
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
『
論
語
』
の
中
庸
と
『
中
庸
』
の
そ
れ
を
単
純
に
結
合
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
は
、

中
庸
が
わ
か
り
や
す
い
こ
と
で
あ
る
と
す
る
思
索
の
不
徹
底
が
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
説
は
直
接
に
は
、
『
論
語
』
と
『
中
庸
』
の
中
庸
を
直
接
に
結
合
し
た
孔
子
・
孟
子
の

血
脈
を
識
得
す
る
こ
と
を
標
榜
し
た
伊
藤
仁
斎
へ
の
学
説
批
判
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
批
判
的
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見
て
も
最
も
適
切
で
あ
る
。
中
庸
の
「
庸
」
が
、
平
常
の
意
味
に
解
釈
さ
れ
て
、
は
じ
め
て

「
庸
」
と
「
中
」
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
。「
中
」
は
両
端
の
な
か
ほ
ど
で
、
極
端
過
激

を
避
け
る
中
和
の
状
態
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
平
常
性
を
尊
ぶ
心
、
ふ
つ
う
の
あ

り
き
た
り
の
何
の
変
哲
も
な
い
境
涯
を
よ
し
と
す
る
心
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
奇
言
奇
行

は
極
端
で
あ
り
、
あ
り
き
た
り
の
凡
庸
さ
に
徹
す
る
こ
と
こ
そ
「
中
」
で
あ
っ
た
。「
中
」

を
よ
し
と
す
る
こ
と
は
、
極
端
過
激
に
な
ら
ず
又
変
奇
を
排
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
平
常
で

あ
る
べ
き
こ
と
の
意
味
も
宿
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。「
中
」
と
「
庸
」
は
、
重
な
り
あ

う
概
念
で
も
あ
り
え
た
わ
け
で
、「
中
庸
」
と
い
う
一
つ
の
概
念
も
生
ま
れ
る
契
機
も
あ
っ

た
の
で
あ
り
、
中
庸
の
倫
理
は
、
中
和
＝
調
和
の
倫
理
で
あ
る
と
と
も
に
、
平
凡
の
倫
理
で

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。 

以
上
、
三
点
に
纏
め
て
紹
介
し
た
様
に
、
金
谷
氏
は
、
宋
代
の
儒
学
者
で
あ
る
二
程
の
中

庸
の
規
定
「
偏
よ
ら
ざ
る
を
こ
れ
中
と
謂
い
、
易
わ
ら
ざ
る
を
こ
れ
庸
と
謂
う
。
中
は
天
下

の
正
道
に
し
て
、
庸
は
天
下
の
定
理
な
り
」
や
、
朱
子
の
中
の
規
定
「
偏
ら
ず
倚
よ
ら
ず
、

過
不
及
無
き
の
名
」
と
の
説
明
や
武
内
氏
が
主
張
す
る
「
中
は
絶
対
的
な
真
ん
中
」
と
す
る

説
を
批
判
し
て
、
中
庸
と
は
、「
極
端
に
走
ら
ぬ
ほ
ど
よ
い
真
ん
中
で
あ
る
」
と
の
前
稿
「
中

と
和
」
を
再
説
し
た
上
で
、
武
内
氏
の
論
考
や
金
谷
氏
の
前
稿
に
は
述
べ
な
か
っ
た
「
庸
」

の
意
味
に
つ
い
て
詳
細
に
考
証
的
に
検
討
し
た
。 

こ
の
庸
の
字
義
の
解
説
は
、
鄭
玄
の
常
道
や
程
子
の
不
易
と
朱
子
の
平
常
を
同
一
の
意
味

と
し
た
熊
谷
氏
の
庸
の
字
義
を
批
判
し
て
、
自
己
の
学
説
を
再
説
し
た
。
後
漢
の
鄭
玄
の

「
用
」
と
「
常
道
」
の
二
解
釈
を
吟
味
し
て
、
程
子
を
批
判
し
た
朱
子
が
規
定
し
た
常
道
＝

平
常
凡
庸
の
意
味
が
正
し
い
、
庸
は
平
常
の
意
味
で
、
中
の
添
え
字
と
結
論
し
た
所
に
、
熊

谷
氏
説
を
一
歩
前
進
さ
せ
た
意
義
が
あ
る
。「
庸
は
庸
常
の
義
」
と
言
う
武
内
説
を
是
認
・

継
承
し
て
、
そ
れ
を
補
強
し
て
解
説
し
た
論
考
で
あ
る
。 

金
谷
論
考
の
成
果
は
、
武
内
氏
で
は
中
庸
の
規
定
が
、
人
間
的
な
常
識
的
標
準
で
あ
る
「
両 

端
の
中
央
」
の
意
味
と
、
人
間
の
本
性
た
る
忠
＝
ま
ご
こ
ろ
＝
誠
と
に
区
別
さ
れ
る
と
し
て 

い
た
が
、
金
谷
氏
は
、
武
内
説
を
批
判
的
に
継
承
し
て
、
両
者
を
区
別
し
な
い
で
、
朱
氏
の 

説
明
に
従
い
庸
を
平
常
の
意
味
に
解
釈
し
た
。
こ
れ
が
正
し
い
理
解
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
舜
の
政
治
の
「
執
其
両
端
」
に
新
し
い
解
釈
を
し
て
、「
両
端
を
兼
ね
そ
な
え
た
両 

者
を
包
み
込
む
中
央
」
の
意
味
と
し
て
、
肯
定
論
的
に
捉
え
て
、
包
容
性
の
あ
る
構
造
的
な 

中
の
意
味
に
理
解
し
て
い
る
。
中
と
庸
は
重
な
り
合
う
概
念
で
あ
り
中
庸
の
概
念
が
生
ま
れ 

る
契
機
が
あ
っ
た
と
、
中
庸
の
語
義
を
規
定
し
た
所
に
意
義
が
あ
る
で
あ
ろ
う
（
八
）。 

以
上
、
武
内
氏
・
金
谷
氏
・
熊
谷
氏
の
中
庸
の
語
句
規
定
の
学
説
を
検
討
し
た
が
、
そ
の

要
点
を
述
べ
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

中
庸
の
中
は
、
武
内
氏
は
絶
対
的
な
両
端
の
中
央
と
解
し
た
が
、
金
谷
氏
・
熊
谷
氏
は
絶

対
的
・
固
定
的
な
中
間
で
は
な
く
て
、
融
通
性
の
あ
る
相
対
的
な
中
間
と
解
し
た
。
そ
の
分

岐
点
は
、
孟
子
の
子
莫
批
判
に
引
用
す
る
「
権
の
あ
る
中
」
の
解
釈
で
あ
る
。
武
内
氏
は
権

を
分
銅
と
解
し
た
の
に
対
し
て
、
金
谷
氏
・
熊
谷
氏
は
権
を
融
通
性
と
解
し
た
。
従
っ
て
今

後
の
課
題
と
し
て
、
ど
ち
ら
が
正
し
見
解
な
の
か
、
そ
の
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。 

中
庸
の
庸
は
、
武
内
氏
は
、「
庸
徳
・
庸
徳
」
の
句
を
引
用
し
て
、
庸
は
添
え
字
で
あ
り
、

庸
常
の
義
で
、
平
凡
の
意
味
と
し
た
。
熊
谷
氏
は
、
鄭
注
の
常
道
や
程
子
の
不
易
と
朱
子
の

平
常
の
意
味
は
、
経
験
的
表
現
と
直
観
的
表
現
の
違
い
の
み
で
、
同
一
の
意
味
で
あ
り
、「
常

に
用
い
行
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
」
の
意
味
で
あ
る
と
言
う
。
金
谷
氏
は
、「
庸
＝
常
道
の
意

味
は
、
恒
常
不
変
の
意
味
と
平
常
凡
庸
の
意
味
の
二
通
り
の
意
味
が
あ
る
。
鄭
玄
の
解
釈
は

恒
常
不
変
の
意
味
で
あ
り
、
朱
子
は
平
常
凡
庸
の
意
味
に
解
釈
し
た
」
と
述
べ
て
、
朱
子
の

解
釈
に
従
い
平
常
の
意
味
に
解
釈
し
て
、
庸
徳
・
庸
言
の
句
も
平
常
の
意
味
に
解
釈
し
た
。

 
し
か
し
金
谷
氏
は
、
朱
子
に
従
っ
た
平
常
の
意
味
に
つ
い
て
、
古
代
資
料
に
依
り
て
鄭
注
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を
引
用
し
て
、
有
権
の
中
に
は
、
単
な
る
固
定
的
な
意
味
で
は
な
く
て
、
融
通
性
あ
る
こ
と

も
含
む
と
言
う
。
熊
谷
氏
は
、
金
谷
氏
の
中
＝
融
通
性
と
同
様
の
主
張
を
し
て
い
る
。 

ま
た
熊
谷
氏
は
、
庸
と
は
、
鄭
注
の
常
道
や
程
子
の
不
易
と
朱
子
の
平
常
の
意
味
は
、
経

験
的
表
現
と
直
観
的
表
現
の
違
い
の
み
で
、
同
一
の
意
味
で
あ
り
、
「
常
に
用
い
行
な
わ
れ

る
べ
き
も
の
」
の
意
味
で
あ
る
と
言
う
。
常
道
＝
平
常
と
解
し
た
。
こ
の
点
は
、
庸
を
庸
常

と
解
説
し
た
武
内
氏
や
金
谷
氏
の
説
明
に
は
無
か
っ
た
点
で
あ
り
、
鄭
玄
の
古
注
に
従
い
、

中
庸
の
語
義
の
解
釈
を
一
歩
深
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
鄭
注
を
引
用
し
て
、
鄭
玄
に
お

い
て
も
中
＝
常
道
と
規
定
し
て
、
中
と
庸
の
二
字
で
一
義
を
形
成
し
た
と
解
説
し
た
所
に
、

中
庸
研
究
者
の
誰
も
が
指
摘
し
て
い
な
い
意
義
が
存
在
す
る
。 

熊
谷
氏
は
、
中
庸
の
中
と
庸
は
別
離
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
庸
は
中
の
添
え
字
で
あ

り
、
中
庸
と
中
は
本
質
的
な
意
味
の
相
違
が
な
い
と
言
う
。
武
内
氏
が
「
庸
徳
・
庸
言
」
の

意
味
を
、
凡
庸
と
解
説
し
た
中
庸
の
庸
の
語
義
や
意
義
と
同
様
の
説
明
を
し
て
い
る
。 

そ
し
て
熊
谷
氏
の
論
考
の
二
年
後
に
発
表
さ
れ
た
金
谷
氏
の
論
考
（
七
）
で
は
、
金
谷
氏

は
、
以
下
の
様
に
中
庸
の
語
句
の
意
味
を
提
起
し
た
。 

「
は
し
が
き
」
で
、「
「
中
庸
」
と
い
う
言
葉
は
、
お
お
よ
そ
「
も
の
ご
と
を
考
え
或
は
行

な
う
に
あ
た
っ
て
、
極
端
に
走
ら
ぬ
ほ
ど
よ
い
中
ほ
ど
を
選
ん
で
ゆ
こ
う
と
す
る
、
穏
健
な

処
世
的
立
場
」
と
い
う
の
が
、
ふ
つ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
と
の
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

専
門
家
に
よ
る
研
究
は
、
お
お
む
ね
宋
学
者
の
伝
統
を
受
け
て
、
そ
れ
を
厳
し
い
倫
理
性
に

お
い
て
説
く
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、「
中
」
は
、「
ほ
ど
よ
い
な
か
ほ
ど
」
と
い

う
よ
う
な
、
あ
い
ま
い
な
概
念
に
止
ら
ず
、
も
っ
と
厳
粛
な
律
法
的
存
在
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

中
庸
概
念
の
内
容
は
、
確
か
に
複
雑
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
言
葉
そ
も

そ
も
の
起
源
か
ら
一
貫
し
て
い
る
、
最
も
本
質
的
な
概
念
に
つ
い
て
い
え
ば
、
私
に
は
宋
学

者
の
説
よ
り
は
、
む
し
ろ
今
日
の
常
識
的
な
見
解
の
方
に
、
よ
り
真
実
に
近
い
も
の
が
あ
る

よ
う
に
想
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。 

「
第
一
章
の
一
」
で
は
ー
『
中
庸
』
古
本
の
「
中
」
は
、
過
不
及
な
い
「
両
端
の
中
」
と

し
て
意
識
さ
れ
て
、「
過
ぎ
た
状
態
、
及
ば
な
い
状
態
と
い
う
両
極
端
を
意
識
し
た
う
え
で

そ
の
何
れ
に
も
か
た
よ
ら
な
い
な
か
ほ
ど
に
真
正
の
道
が
あ
る
」
と
す
る
。
し
か
し
舜
の
政

治
の
「
執
其
両
端
」
を
見
る
と
、「
過
不
及
の
な
い
両
端
の
中
は
、
実
は
単
な
る
直
線
状
の

な
か
ほ
ど
の
一
点
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
両
端
を
か
ね
そ
な
え
た
包
容
的

な
立
場
に
あ
る
、
あ
る
意
味
で
は
構
造
性
を
持
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
る
。 

「
第
一
章
の
二
」
で
は
ー
「
中
庸
の
「
庸
」
の
意
味
は
、
後
漢
の
鄭
玄
に
よ
る
と
、「
庸
」

は
「
用
」
と
、「
庸
と
は
常
な
り
、
中
を
用
い
て
常
道
と
な
す
な
り
」
と
あ
り
常
道
の
二
通

り
に
解
釈
し
て
い
る
。
両
方
と
も
正
し
い
訓
詁
で
あ
る
が
、
前
者
の
「
用
」
の
意
味
に
解
釈

す
る
と
、「
中
の
作
用
」
と
意
味
に
な
り
、
こ
の
意
味
の
事
例
は
存
在
し
な
く
、
こ
の
意
味

に
随
う
と
本
体
の
中
と
作
用
の
庸
の
い
う
体
用
の
論
理
に
繋
が
る
が
、
『
中
庸
』
古
本
に
随

う
限
り
、
中
庸
の
概
念
に
形
而
上
学
的
な
本
体
の
意
味
は
な
い
の
で
、
後
者
の
常
道
の
意
味

の
解
釈
に
随
う
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
常
道
に
は
、
恒
常
不
変
の
意
味
と
平
常
凡
庸

の
意
味
の
二
通
り
の
意
味
が
あ
る
。
鄭
玄
の
解
釈
は
恒
常
不
変
の
意
味
で
あ
り
、
朱
子
は
平

常
凡
庸
の
意
味
に
解
釈
し
た
。
北
宋
の
程
子
は
「
偏
ら
ざ
る
を
中
と
謂
い
易
ら
ざ
る
を
庸
と

謂
う
」、「
中
な
れ
ば
不
偏
な
り
常
な
れ
ば
不
易
な
り
」
と
恒
常
の
意
味
に
解
釈
し
た
が
、
朱

子
は
「
中
」
の
解
釈
は
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、「
庸
」
は
「
平
常
な
り
」
と
解
釈
し

た
。
そ
の
理
由
を
『
語
類
』
で
は
、
「
た
だ
平
常
で
あ
れ
ば
こ
そ
改
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
だ
。・
・
・
庸
は
〔
程
伊
川
の
い
う
よ
う
に
〕
定
理
で
あ
る
が
、
定
理
だ
と
定
め
る
と
、

か
の
平
常
の
意
味
を
見
な
い
こ
と
に
な
る
。
い
ま
平
常
と
い
え
ば
、
易
ら
ざ
る
定
理
と
い
う

意
味
も
自
然
に
そ
こ
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
い
る
。『
中
庸
』
の
庸
徳
・
庸
言

も
、
朱
子
の
解
釈
に
従
い
平
常
の
徳
、
平
常
の
言
と
解
釈
す
る
の
が
、
他
の
資
料
の
用
法
を
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含
ん
だ
融
通
性
を
含
ん
だ
包
容
的
な
内
容
を
持
つ
と
、
否
定
的
な
意
味
で
の
み
中
を
理
解
し

た
武
内
説
に
肯
定
論
を
付
加
し
て
中
庸
の
語
義
を
理
解
し
た
所
に
意
義
が
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
金
谷
氏
の
「
権
」
理
解
の
問
題
点
は
、
以
下
に
述
べ
る
所
に
存
在
す
る
。 

権
＝
分
銅
の
重
さ
は
、
物
の
重
さ
に
つ
れ
て
左
右
さ
れ
な
い
性
質
の
器
具
で
、
物
の
絶
対
的

な
重
さ
を
計
測
す
る
器
具
な
の
で
あ
り
、
「
融
通
性
の
あ
る
相
対
的
な
物
」
と
は
解
釈
で
き

な
い
。
金
谷
氏
は
、
孟
子
の
子
莫
批
判
で
使
用
し
て
い
る
権
の
意
味
を
誤
解
し
て
い
る
。 

「
子
莫
執
中
、
執
中
為
近
之
、
執
中
無
権
、
猶
如
執
一
也
」
と
は
、「
中
を
執
る
に
、
権
な 

け
れ
ば
、
猶
お
一
を
執
る
が
如
し
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
権
は
中
庸
の
真
ん
中
を
実
現
す
る 

方
法
論
な
の
で
あ
る
。「
中
」
自
身
に
は
、「
融
通
性
の
あ
る
相
対
的
な
も
の
」
の
意
味
が
無 

い
。
執
中
＝
執
一
な
の
で
あ
り
、
中
は
一
つ
の
極
点
な
の
で
あ
る
。
孟
子
は
、
執
一
＝
固
定 

的
な
中
に
拘
ら
ず
に
、
権
＝
融
通
性
を
持
っ
て
中
を
実
現
せ
よ
と
言
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て 

中
の
語
義
自
身
に
は
、
金
谷
氏
の
言
う
様
な
融
通
性
の
意
味
は
存
在
し
な
い
。 

熊
谷
尚
夫
氏
（
六
）
は
、
中
庸
の
中
に
つ
い
て
、
「
中
と
は
要
す
る
に
過
不
及
の
な
い
こ

と
に
な
る
。
宋
の
程
子
が
「
偏
ら
ざ
る
之
を
中
と
謂
う
。
中
は
天
下
の
正
道
な
り
。
」
と
い

い
、
更
に
朱
子
が
「
中
と
は
偏
ら
ず
倚
ら
ず
、
過
不
及
な
き
の
名
な
り
。
」
と
い
っ
た
の
は

そ
の
要
領
を
得
た
説
明
で
あ
る
。
但
し
過
不
及
な
し
と
い
っ
て
も
単
に
両
端
の
中
間
と
い
う

固
定
的
な
も
の
を
い
う
の
で
は
な
く
、
正
道
の
意
と
相
俟
つ
て
事
時
の
宜
し
き
を
得
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
中
間
と
い
う
固
定
的
な
中
は
孟
子
が
「
子
莫
中
を
執
る
。
中
を
執
る
は
之

に
近
し
と
為
す
。
中
を
執
っ
て
権
な
く
ん
ば
猶
一
を
執
る
が
如
し
。」（
尽
心
上
）
と
い
っ
て

い
る
所
謂
執
一
の
中
で
あ
る
。
権
と
は
物
の
軽
重
や
時
の
宜
し
き
を
は
か
る
こ
と
で
時
に
従

い
変
通
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
融
通
の
き
か
な
い
よ
う
な
固
定
的
な
中
で
あ
る
な
ら
ば

真
の
中
正
の
意
義
を
失
っ
て
却
っ
て
一
方
に
偏
っ
た
も
の
と
同
じ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
権
の
あ
る
中
と
は
、
意
味
を
物
の
軽
重
や
時
宜
を
計
る
こ
と
で
、

真
の
中
は
中
間
と
い
う
固
定
的
な
中
で
は
な
く
て
、
融
通
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
、
と
述
べ

て
い
る
。
確
か
に
有
権
の
中
は
固
定
的
で
な
く
、
融
通
性
の
あ
る
中
で
あ
ろ
う
が
、
中
の
語

句
自
身
に
は
融
通
性
は
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
既
に
金
谷
氏
批
判
で
述
べ
た
。 

ま
た
中
庸
の
庸
に
つ
い
て
、「
爾
雅
の
釈
詁
に
は
「
庸
は
常
な
り
。」
と
あ
り
、
説
文
に
は

「
庸
は
用
な
り
。
」
と
解
い
て
い
る
。
鄭
玄
は
こ
れ
を
う
け
つ
い
で
中
庸
の
篇
題
に
は
「
そ

の
中
和
の
用
た
る
を
記
す
る
を
以
て
な
り
。
庸
は
用
な
り
。」（
経
典
釈
文
引
）
と
い
い
、
又

本
文
の
中
で
は
「
庸
は
常
な
り
。
中
を
用
い
て
常
道
と
な
す
な
り
。」（
礼
記
鄭
注
）
と
も
説

い
て
い
る
。
宋
代
に
な
る
と
程
子
は
「
不
易
之
を
庸
と
い
う
」
と
い
い
朱
子
は
「
庸
と
は
平

常
な
り
。
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
不
易
と
い
い
平
常
と
い
う
の
も
一
は
経
験
的
に
一
は
直

感
的
に
解
説
し
た
の
み
で
別
の
意
味
で
は
な
い
。
こ
れ
等
の
こ
と
か
ら
察
す
る
と
、
庸
と
は

常
に
用
い
行
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
或
る
特
定
な
場
合
の
み
に
通
用

す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
如
何
な
る
場
合
で
も
通
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て

鄭
玄
が
「
中
を
用
い
て
常
道
と
為
す
な
り
。
」
と
説
い
て
い
る
の
は
中
な
る
が
故
に
庸
と
な

り
得
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
中
と
庸
の
二
字
を
以
て
一
義
を
形
成
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
鄭
注
の
常
道
と
新
注
の
平
常
は
同
じ
意
味
と
解

釈
し
て
い
て
、
庸
の
字
義
を
「
常
に
用
い
行
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
」
の
意
味
と
説
明
す
る
。 

続
い
て
、
「
従
っ
て
中
庸
と
い
う
熟
し
た
語
の
中
と
庸
と
の
結
合
関
係
は
別
に
考
え
る
べ

き
も
の
で
は
な
く
明
の
郝
敬
（
礼
記
通
解
）
や
太
田
錦
城
（
九
経
談
）
も
い
っ
て
い
る
如
く

中
そ
の
も
の
に
庸
の
義
を
含
み
、
庸
も
亦
中
の
義
を
持
っ
て
い
て
お
互
い
に
別
離
の
も
の
で

は
な
い
。
即
ち
中
庸
の
庸
は
中
に
附
加
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
所
謂
中
と
中
庸
と
は
本
質
的

に
意
味
の
相
違
は
な
い
。
伊
藤
仁
斎
は
中
庸
発
揮
に
於
て
中
と
中
庸
と
は
そ
の
義
が
は
る
か

に
別
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中
に
対
す
る
見
解
の
相
違
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
。 

熊
谷
氏
は
、
中
庸
の
中
の
意
味
を
過
不
及
な
き
両
端
の
中
間
と
言
い
、
孟
子
の
子
莫
批
判
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誠
実
と
は
規
定
で
き
な
い
。
孟
子
の
言
う
権
と
は
、
中
を
執
る
方
法
論
の
提
起
で
、
臨
機
応

変
の
意
味
で
あ
り
、
孟
子
の
真
意
を
読
み
間
違
え
た
主
張
で
あ
る
。 

③
『
論
語
』
と
『
中
庸
』
の
中
の
意
味
に
相
違
が
あ
る
と
言
う
の
は
、
資
料
的
根
拠
は
存
在

し
な
い
か
ら
、
両
者
の
中
は
人
間
的
常
識
の
中
央
と
人
間
の
本
性
た
る
忠
・
真
心
・
誠
に
区

別
で
き
な
い
。
両
者
は
同
じ
両
端
の
中
央
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
言
え
る
。
従
っ
て
武
内
説

で
問
題
に
残
る
の
は
、
中
と
は
曖
昧
な
概
念
な
の
か
否
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

次
に
金
谷
氏
の
中
庸
の
語
句
的
意
味
を
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
（
五
）。 

「
過
不
及
な
し
と
か
か
た
よ
ら
ず
と
い
う
の
は
、
も
と
よ
り
か
た
よ
っ
た
状
態
、
過
ぎ 

又
及
ば
な
い
状
態
と
い
う
極
端
、
い
わ
ば
両
端
を
意
識
し
た
う
え
で
の
そ
の
な
か
ほ
ど
と
い 

う
意
味
に
外
な
ら
な
い
」、「
中
の
意
味
は
、
相
対
す
る
も
の
の
な
か
ほ
ど
と
い
う
こ
と
で
あ 

っ
た
」、「
中
の
説
明
と
し
て
は
、
相
対
す
る
も
の
を
持
ち
出
し
て
そ
の
右
で
も
な
け
れ
ば
左 

で
も
な
い
と
い
う
の
が
、
典
型
的
な
説
明
法
で
あ
っ
た
」、「
中
と
い
う
こ
と
ば
は
、
端
と
い 

う
も
の
が
消
極
的
に
も
せ
よ
意
識
せ
ら
れ
て
、
は
じ
め
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
」、 

「
右
で
も
な
け
れ
ば
左
で
も
な
い
と
い
う
否
定
的
表
現
で
、
相
対
す
る
も
の
の
な
か
で
あ
る 

こ
と
を
し
め
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
、
中
国
古
代
に
お
け
る
論
理
の
貧
困
さ
を
示
す
」 

と
述
べ
て
い
る
。 

中
庸
の
本
質
は
、
舜
の
政
治
に
つ
い
て
の
「
そ
の
両
端
を
執
り
そ
の
中
を
民
に
用
ふ
」 

の
記
事
に
見
ら
れ
る
。「
舜
が
よ
く
世
俗
の
言
を
も
聴
き
容
れ
あ
ち
ら
の
言
い
分
も
こ
ち
ら 

の
言
い
分
も
、
善
も
悪
も
と
も
ど
も
に
受
け
容
れ
、
極
端
に
走
ら
ぬ
な
か
ほ
ど
を
民
の
政
治 

に
用
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
考
え
方
に
は
、
も
ろ
も
ろ
の
極
端
を
一
つ
に
集
中 

し
よ
う
と
す
る
心
の
働
き
が
見
ら
れ
る
。
両
端
を
予
想
し
た
過
不
及
の
な
い
中
に
は
実
は
そ 

う
し
た
包
容
性
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。「
執
其
両
端
」
の
執
は
確
か
に
手
に 

と
り
持
つ
こ
と
で
、
決
し
て
一
概
に
否
定
し
て
除
き
去
る
こ
と
で
は
な
く
、・
・
・
そ
こ
で 

こ
の
様
な
両
端
を
兼
ね
そ
な
え
た
状
態
は
む
し
ろ
両
者
を
包
む
立
場
で
あ
り
、
そ
れ
は
構
造 

性
を
も
つ
も
の
で
、
単
な
る
直
線
状
の
な
か
ほ
ど
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
な
い
こ
と
が
考
え 

ら
れ
る
。」
と
、
中
庸
の
本
質
は
、
両
端
を
包
み
込
む
肯
定
的
立
場
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

「
更
に
又
こ
の
よ
う
な
包
容
的
な
「
中
」
は
、
も
と
よ
り
固
定
し
た
数
学
的
な
「
中
」
、
例

え
ば
二
と
十
と
の
中
間
と
し
て
の
六
と
い
う
よ
う
な
絶
対
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
自
ら

明
ら
か
で
、
融
通
性
の
あ
る
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
「
孟
子
」
の

な
か
に
は
、
そ
う
し
た
意
味
を
最
も
明
ら
か
に
物
語
る
文
章
が
あ
る
。
即
ち
孟
子
は
子
莫
の

学
問
を
批
評
し
て
、
そ
の
立
場
が
当
時
の
顕
学
で
あ
る
楊
朱
と
墨
翟
と
の
中
間
を
得
て
い
る

こ
と
は
ほ
ぼ
当
た
っ
て
い
る
と
言
え
る
が
、
そ
こ
に
は
「
権
」
が
な
い
か
ら
一
極
に
と
ら
わ

れ
て
い
る
の
と
同
じ
で
、
其
の
み
ち
を
傷
う
も
の
で
あ
り
、
唯
一
事
を
挙
用
し
て
百
事
を
廃

す
る
事
に
な
る
と
言
っ
て
い
る
（
尽
心
上
）。
こ
の
「
権
」
と
は
は
か
り
の
錐
（
ふ
ん
ど
う
）

で
、
そ
れ
が
物
の
重
さ
に
つ
れ
て
左
右
す
る
か
ら
、
融
通
性
の
概
念
を
示
す
も
の
と
し
て
用

い
ら
れ
て
お
り
、
両
極
端
の
「
中
」
を
選
ん
で
も
、
そ
れ
に
融
通
性
が
な
く
て
一
点
に
拘
わ

つ
た
「
中
」
で
あ
れ
ば
、
集
中
統
一
の
意
を
全
う
し
得
ず
、
従
っ
て
真
の
正
し
い
立
場
で
は

な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
孟
子
自
身
の
思
想
的
立
場
が
「
権
」
を
含
む
「
中
」
に
あ
っ
た
こ

と
は
勿
論
で
あ
ろ
う
。・
・
・「
中
」
の
持
つ
こ
う
し
た
本
質
、
即
ち
融
通
性
を
含
む
包
容
的

な
意
味
に
注
目
す
る
と
、
先
に
見
た
よ
う
な
「
中
」
の
論
理
的
表
現
、
右
で
も
な
く
左
で
も

な
い
と
い
う
否
定
的
な
そ
れ
は
、
実
は
そ
の
ま
ま
、
右
で
も
左
で
も
あ
る
と
い
う
肯
定
的
な

表
現
に
、
通
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。 

金
谷
氏
の
主
張
の
意
義
は
、
武
内
氏
の
引
用
し
た
孟
子
の
「
権
」
の
意
味
の
解
釈
を
批
判

し
て
、
中
庸
の
中
は
、
武
内
氏
の
主
張
す
る
よ
う
な
絶
対
的
な
中
で
な
く
、
融
通
性
の
あ
る

相
対
的
な
中
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
と
言
う
。
そ
し
て
中
と
は
、
「
右
で
も
な
け
れ
ば
左
で
も

な
い
」
否
定
的
意
味
の
み
で
は
な
く
、
「
右
で
も
あ
れ
ば
左
で
も
あ
る
」
肯
定
的
意
味
を
も
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て
考
え
る
と
、
尭
・
舜
の
道
は
結
局
は
「
中
」
の
一
字
に
記
す
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。・
・
・

独
り
尭
・
舜
の
教
え
が
「
中
」
の
一
字
で
あ
る
だ
け
で
な
く
周
公
制
礼
の
標
準
も
ま
た
「
中
」

の
一
字
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
・
・
・
そ
う
し
て
そ
の
中
に
「
知
者
は
過
ぎ
、
愚
者
は
及
ば
ざ

る
な
り
」
等
の
語
に
よ
っ
て
、
孔
子
の
い
わ
ゆ
る
中
も
両
端
の
中
央
の
意
味
で
、
舜
が
両
端

を
執
っ
て
そ
の
中
を
用
い
た
と
い
わ
れ
る
中
と
同
じ
意
義
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
た
だ
孔
子

は
中
の
下
に
庸
の
字
を
添
え
て
い
る
が
、
下
文
の
「
庸
徳
を
こ
れ
行
な
い
、
庸
言
を
こ
れ
謹

む
」
の
句
か
ら
推
察
す
る
と
、
庸
は
庸
常
の
義
で
、
「
夫
婦
の
愚
も
与
り
知
る
べ
く
夫
婦
の

不
肖
も
行
な
ひ
得
る
」
と
こ
ろ
の
中
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
中
庸
と
は

日
常
行
な
わ
れ
る
中
の
道
を
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
尭
・
舜
以
来
伝
統
の
中
と
さ
し
て
か
あ

る
も
の
で
は
な
い
。」（
一
）
と
述
べ
て
い
る
。
中
庸
の
中
は
、
両
端
の
中
央
で
あ
り
、
庸
は

添
え
字
で
あ
り
、
庸
常
の
義
で
、
平
凡
の
意
味
と
し
て
、
中
庸
と
は
、
中
と
同
義
で
あ
り
、

「
日
常
行
な
わ
れ
る
中
の
道
」
の
意
味
と
規
定
し
て
い
る
。 

ま
た
武
内
氏
は
、「「
中
」
は
忠
の
仮
借
で
、
後
の
「
誠
」
に
あ
た
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
従

っ
て
中
庸
に
お
け
る
「
中
」
は
両
端
の
中
で
あ
っ
た
が
、
中
庸
説
の
「
中
」
は
忠
の
仮
借
で

誠
の
意
に
転
じ
て
い
る
。
申
す
ま
で
も
な
く
両
端
の
中
を
執
る
と
い
う
こ
と
は
極
め
て
常
識

的
な
判
断
の
標
準
で
あ
る
が
、
は
な
は
だ
曖
昧
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
孟
子
は
「
中
を
執

っ
て
権
な
き
と
き
は
、
猶
ほ
一
を
執
る
が
如
き
也
」
と
い
っ
て
、
真
に
中
を
得
る
た
め
に
は

軽
重
を
は
か
る
権
（
は
か
り
）
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
そ
う
し
て
こ
の

「
中
」
を
執
る
た
め
の
権
（
は
か
り
）
と
な
る
も
の
が
す
な
わ
ち
「
誠
」
で
あ
る
」
（
二
）

と
述
べ
る
。
両
端
の
中
は
曖
昧
で
あ
る
の
で
、
明
確
な
真
正
の
中
を
得
る
た
め
に
権
＝
秤
が

必
要
と
な
る
、
そ
し
て
こ
の
権
と
は
、「
誠
」
で
あ
る
と
言
う
。 

こ
の
論
理
に
従
う
と
、
真
の
中
央
を
執
る
に
は
、
常
に
権
＝
秤
が
必
要
と
な
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
第
一
義
的
に
は
、
権
は
権
衡
の
意
味
で
あ
り
、
権
＝
分
銅
で
あ
り
、

軽
重
を
正
確
に
計
測
す
る
た
め
の
器
具
で
あ
る
か
ら
、
武
内
氏
の
指
摘
が
正
し
い
。 

し
か
し
こ
こ
で
孟
子
の
言
う
「
権
」
の
あ
る
中
と
は
、
「
子
莫
執
中
、
執
中
為
近
之
、
執

中
無
権
、
猶
執
一
也
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
子
莫
は
秤
が
な
く
て
も
中
を
執
っ
て
い
る
事
を

孟
子
は
肯
定
す
る
が
、
そ
れ
は
無
権
で
あ
る
為
に
、
一
つ
の
固
定
的
な
真
ん
中
の
立
場
に
固

執
し
た
一
極
端
思
想
で
あ
り
、
執
中
無
権
＝
執
一
は
、
儒
家
の
中
庸
で
は
な
い
と
言
う
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
両
極
端
思
想
を
一
〇
〇
％
生
か
し
て
楊
朱
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義

の
真
ん
中
を
得
る
た
め
に
は
、
有
権
＝
臨
機
応
変
性
が
必
要
で
あ
る
と
批
判
し
て
、
ど
の
様

に
し
て
固
定
的
で
な
い
真
ん
中
を
執
る
か
の
方
法
論
と
し
て
、
権
の
必
要
性
が
提
起
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
小
林
勝
人
氏
も
、
権
に
つ
い
て
、
「
六
ー
権
の
注
釈
ー
「
権
は
ハ
カ

リ
の
お
も
り
。
称
鐘
（
分
銅
）
。
動
詞
に
し
て
ハ
カ
ル
。
ハ
カ
リ
に
か
け
て
物
の
軽
重
を
知

る
。
こ
こ
は
臨
機
応
変
に
処
置
す
る
こ
と
。」（
三
）
と
説
明
し
て
い
る
。 

だ
か
ら
武
内
氏
の
指
摘
す
る
様
な
、
両
端
の
中
は
甚
だ
曖
昧
な
た
め
に
、
権
＝
軽
重
を
量

る
秤
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
武
内
氏
は
、
孟
子
の
真
意
を
誤
解
し
て
い
る
。
従
っ

て
中
を
執
る
た
め
の
物
理
的
な
秤
＝
「
権
」
は
、
人
間
の
倫
理
性
で
あ
る
「
誠
」
の
意
味
に

通
じ
る
と
言
う
武
内
氏
の
主
張
は
、
論
理
が
飛
躍
し
て
お
り
、
資
料
的
根
拠
も
な
い
か
ら
成

立
し
な
い
。
孟
子
が
言
い
た
い
の
は
、
本
当
の
中
を
執
る
に
は
、
有
権
＝
両
極
端
の
権
衡
＝

臨
機
応
変
に
両
極
端
の
釣
合
い
を
執
る
事
が
大
事
な
の
だ
と
言
う
事
で
あ
る
。 

以
上
に
述
べ
た
武
内
氏
の
主
張
で
大
切
な
問
題
点
は
、
以
下
の
点
で
あ
る
。 

①
中
庸
の
基
本
概
念
を
提
起
し
て
、
中
は
両
端
の
中
間
で
、
庸
と
は
庸
常
の
義
で
、
平
凡
の

意
味
の
添
え
字
で
あ
り
、
中
庸
は
日
常
行
な
わ
れ
る
中
の
道
を
言
う
が
、
中
は
曖
昧
な
概
念

で
あ
り
、
真
の
中
を
得
る
た
め
に
は
権
＝
分
銅
が
必
要
で
あ
る
と
規
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。 

②
『
中
庸
』
巻
頭
に
言
う
喜
怒
哀
楽
の
未
発
の
中
は
、
両
端
の
中
央
の
意
味
で
、
和
と
は
両

極
端
が
調
和
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
（
四
）。
だ
か
ら
武
内
氏
の
主
張
す
る
様
に
中
＝
忠
＝
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中
庸
の
定
義
と
其
の
政
治
思
想
的
意
義 

ー
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
庸
思
想
研
究
の
現
段
階
（
一
）
ー 

 

中
庸
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
宋
学
者
は
、
中
は
不
偏
不
倚
・
過
不
及
な
き
名
と
規

定
し
て
、
庸
に
は
恒
常
と
平
常
の
両
論
が
あ
っ
た
。
日
本
の
中
国
哲
学
研
究
者
は
、
中
は
曖

昧
な
両
端
の
中
間
と
す
る
の
が
一
般
的
で
、
庸
と
に
は
恒
常
と
平
凡
の
両
論
が
あ
り
、
未
だ

結
論
が
出
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
中
庸
の
語
句
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
中
は
厳
密
な
真

ん
中
で
、
庸
は
平
凡
の
意
味
の
添
え
字
で
あ
る
。
中
庸
は
、
「
曖
昧
な
中
ほ
ど
を
日
常
・
恒

常
に
実
行
す
る
モ
ラ
ル
」
で
は
な
く
、
「
両
極
端
に
少
し
も
偏
ら
ず
厳
格
な
真
ん
中
を
日
常

普
段
に
平
凡
に
実
行
す
る
モ
ラ
ル
」
で
あ
る
。
こ
の
様
な
厳
格
な
真
ん
中
と
い
う
中
庸
の
定

義
の
思
想
的
背
景
に
は
、
博
愛
主
義
＝
義
＝
公
権
力
と
個
人
・
家
族
主
義
＝
仁
＝
私
権
力
の

両
極
端
を
、
ど
ち
ら
も
少
し
も
犠
牲
に
せ
ず
、
対
等
平
等
に
二
重
権
力
構
造
論
を
持
っ
て
維

持
し
て
行
こ
う
と
す
る
中
国
社
会
に
特
有
な
対
の
思
想
の
意
識
が
働
い
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
中
庸

中

庸

定
義

博
愛
主
義

家
族
主
義

対
の
思
想 

 

は
じ
め
に 

 

中
庸
に
関
す
る
語
句
は
、『
論
語
』
に
は
、「
中
庸
」
の
語
句
が
一
か
所
見
え
る
だ
け
で
あ

り
、
そ
の
他
は
「
中
」
・「
中
道
」
・
「
中
行
」
・「
執
中
」
の
語
句
が
散
見
す
る
。
『
孟
子
』
に

は
、
「
中
庸
」
の
語
句
が
無
く
て
、
そ
れ
に
近
い
「
中
」
・「
不
中
」
・「
執
中
」
・「
中
道
」
の

語
句
が
散
見
す
る
。『
中
庸
』
に
は
、「
中
」・「
中
和
」・「
中
庸
」・「
時
中
」・「
中
立
」・「
庸 

 

小

倉

正

昭 

 

徳
」・「
庸
言
」
等
の
語
句
が
散
見
す
る
。 

中
庸
思
想
を
考
察
す
る
に
当
た
り
、
『
論
語
』
・『
孟
子
』
・『
中
庸
』
に
現
れ
た
中
庸
思
想
に

関
す
る
「
中
庸
」・「
中
」・「
中
行
」・「
執
中
」・「
中
立
」・「
中
道
」
等
の
語
句
や
、
中
庸
の

内
容
を
表
し
て
い
る
と
思
え
る
文
章
を
、
同
一
の
内
容
を
示
す
も
の
か
否
か
を
検
討
し
な
け

れ
ば
、
今
後
の
中
庸
思
想
研
究
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
「
経
書
」
を
基
本
的
資
料
と
し
て
活
用

で
き
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
中
庸
研
究
者
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
中
庸
と
同
一

に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
の
研
究
史
傾
向
が
あ
る
が
、
中
に
は
見
解
の
相
違
や
異
論
も
存
在
し

て
、
見
解
の
一
致
を
見
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
一
度
、
従
来
の
研
究
者
の
中
庸

の
語
句
規
定
の
研
究
史
を
検
討
し
て
、
中
庸
の
語
句
を
厳
密
に
定
義
し
て
み
た
い
。

そ
し
て
中
庸
の
語
句
の
厳
密
な
定
義
が
意
味
し
て
い
る
所
の
歴
史
的
背
景
と
し
て
の
政

治
思
想
的
意
義
や
国
家
権
力
構
造
論
に
つ
い
て
、
卑
見
を
述
べ
て
み
た
い
。 

 

一

武
内
・
金
谷
・
熊
谷
氏
の
学
説
検
討 

 

先
ず
中
庸
の
語
句
の
意
味
の
定
義
に
つ
い
て
、
日
本
の
中
庸
思
想
の
研
究
者
が
ど
の
よ
う

に
先
人
の
研
究
成
果
を
吸
収
し
な
が
ら
、
自
己
の
研
究
を
進
歩
発
展
さ
せ
て
き
た
の
か
、
そ

の
経
緯
や
軌
跡
を
探
求
し
て
み
た
い
。
近
代
日
本
の
中
国
哲
学
の
先
駆
者
で
あ
る
武
内
義
雄

氏
は
、
中
庸
の
語
句
の
規
定
に
つ
い
て
、 

「
論
語
尭
曰
篇
に
、
・
・
・
と
い
い
、
中
庸
も
ま
た
・
・
・
と
い
っ
て
い
る
の
を
合
わ
せ
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（学術論文） 

Rise of Questions of Study of the Doctrine of the Mean
―The present stage and problems of the history of study of the “Doctrine of 

the Mean” (Introduction)―

Masaaki OGURA* 

A considerable accumulation of reports exists in Japan on studies the Doctrine of the Mean. Nevertheless, most 

describe evidential research efforts. A number of separate papers have also been published, but their contents cover a 

wide range. Moreover, the studies have not developed in an expanding manner. In addition, the root problem of how 

the Doctrine of the Mean should be treated as a subject matter is obscure. The study of the Doctrine of the Mean must 

be dealt with, not from a perspective of social morals in everyday life of Chinese people as a whole, but from a 

perspective of political history issues as a basic core thought in Chinese politics. For that reason, this paper describes 

an attempt to organize the history of study of the Doctrine of the Mean in today’s Japan, which leaves many questions 

and which raises the following questions, introducing the thought of Dui, which is a traditional, basic mode of 

thinking of Chinese people: (1) definitions of the mean and their significance for political thought; (2) current 

conditions and challenges of study of the Doctrine of the Mean; and (3) current conditions and challenges of study of 

the structural theory of the Doctrine of the Mean.

Key words: history of the Doctrine of the Mean, organization of history of theories, thought of Dui, political thought, 

structural theory

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* Department of General Education (Humanities and Social Sciences) 

（Original Article）
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拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史 

的
背
景
に
つ
い
て
（
四
）
ー
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

第
四
五
巻

二 

〇
一
一
年

参
照
）。 

拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
の
歴
史
的
展
開
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま 

れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
五
）
ー
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

第 

四
五
巻

二
〇
一
一
年

参
照
）。 

拙
稿
「
対
の
思
想
の
政
治
思
想
的
意
義
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き 

た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
終
章
）
ー
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

第
四 

五
巻

二
〇
一
一
年

参
照
）。 

拙
稿
「
対
の
思
想
と
孟
子
の
理
想
国
家
論
ー
対
の
思
想
か
ら
見
た
儒
家
思
想
の
国
家 

権
力
構
造
に
つ
い
て
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

第
四
五
巻

二
〇
一
一 

年

参
照
）。 

（
一
六
）
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
の
歴
史
的
展
開
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生 

ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
五
）
ー
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀 

要

第
四
五
巻

二
〇
一
一
年

参
照
） 

（
一
七
）
拙
稿
「
対
の
思
想
の
政
治
思
想
的
意
義
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て 

き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
終
章
）
ー
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

 

四
五
巻

二
〇
一
一
年

参
照
）。 

（
一
八
）『
大
学
・
中
庸
』（
赤
塚
忠
「
中
庸
解
説
」
一
四
九
頁

新
釈
漢
文
大
系

第
二
巻 

明
治
書
院

昭
和
四
二
年
初
版

平
成
六
年

三
五
版

参
照
） 

（
受
付
日
二
〇
一
三
年

九
月

九

日
）

（
受
理
日
二
〇
一
四
年

一
月

九

日
） 
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ー
両
面
思
考
を
方
法
論
的
手
段
と
し
て
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
内
容
の
解
明
を
問
題
に
す

る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
作
業
と
し
て
、 

①
中
庸
の
語
句
の
内
容
規
定
の
問
題
と
其
の
政
治
思
想
的
意
義 

②
対
の
思
想
か
ら
検
討
し
た
中
庸
思
想
研
究
の
具
体
的
展
開
の
現
状
と
課
題 

③
対
の
思
想
か
ら
検
討
し
た
中
庸
思
想
の
内
面
的
な
構
造
的
理
解
の
現
状
と
課
題 

以
上
の
三
点
を
中
心
課
題
に
し
て
、
本
稿
で
は
、
二
節
に
列
挙
し
た
①
か
ら
⑱
の
諸
研
究

に
於
い
て
、
中
庸
思
想
研
究
の
現
段
階
の
到
達
点
と
問
題
点
の
整
理
を
行
う
こ
と
を
問
題
の

提
起
と
す
る
。
こ
の
作
業
は
、
現
在
日
本
の
中
庸
思
想
史
研
究
の
現
段
階
に
お
け
る
中
庸
思

想
の
構
造
論
的
研
究
の
到
達
点
と
そ
の
問
題
点
を
解
明
す
る
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
解
決
し

て
お
く
必
要
性
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
中
庸
思
想
史
や
中
国
政
治
思
想
史
に
造
詣
の
深

い
諸
氏
の
御
教
示
や
御
批
評
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。 

（
二
〇
一
三
年
八
月
三
〇
日

稿
了
） 

注 （
一
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

「
雍
也
第
六
」

八
八
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

参 

照
） 

（
二
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

一
四
四
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

参
照
） 

（
三
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

『
中
庸
』
解
説

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

参 

照
） 

（
四
）
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
の
歴
史
的
展
開
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま 

れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
（
五
）
ー
」
鈴
鉱
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
第
四
五
巻

二 

〇
一
一
年

参
照
） 

（
五
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

二
七
二
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

参
照
） 

（
六
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治
訳
注

一
四
四
頁

中
公
新
書

一
九
九
三
年 

参
照
） 

（
七
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

一
四
九
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

参
照
） 

（
八
）『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

三
五
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
八
年

参
照
） 

（
九
）『
大
学
・
中
庸
』
金
谷
治
訳
注

一
八
五
頁
ー
一
八
七
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八 

年

参
照
） 

（
一
〇
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

二
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

参
照
） 

（
一
一
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

四
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

参
照
） 

（
一
二
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

二
二
八
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

参
照
） 

（
一
三
）『
大
学
・
中
庸
』
金
谷
治
訳
注

二
二
三
頁
ー
二
二
四
頁

岩
波
文
庫

一
九
九

八
年

参
照
） 

（
一
四
）『
大
学
・
中
庸
』
金
谷
治
訳
注

二
五
〇
頁
ー
二
五
七
頁

岩
波
文
庫

一
九
九

八
年

参
照
） 

（
一
五
）
拙
稿
「
対
の
思
想
」
研
究
史
の
現
状
と
課
題
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま 

れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
序
章
）
ー
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
四
巻

二
〇
一
〇
年

参
照
） 

拙
稿
「
対
の
思
想
と
現
実
の
尊
重
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴 

史
的
背
景
に
つ
い
て
（
一
）
ー
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

第
四
四
巻

二 

〇
一
〇
年

参
照
） 

拙
稿
「
対
の
思
想
と
状
況
の
変
化
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴 

史
的
背
景
に
つ
い
て
（
二
）
ー
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

第
四
四
巻

二 

〇
一
〇
年
参
照
）
拙
稿
「
対
の
思
想
と
広
大
な
国
土
（
多
様
な
民
族
性
）
ー
対
の
思 

想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
三
）
ー
」（
鈴
鹿
工 

業
高
等
専
門
学
校
紀
要

第
四
四
巻

二
〇
一
〇
年

参
照
）。 
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は
両
極
が
前
提
と
な
っ
て
存
在
す
る
。
つ
ま
り
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
と
は
、
不
即
不
離
な

相
互
規
定
性
の
関
係
に
あ
る
思
想
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
対
の
思
想
―
両
面
思
考
を

導
入
し
た
中
庸
思
想
の
研
究
が
ど
の
程
度
に
進
展
し
て
い
る
の
か
、
こ
の
点
に
注
目
し
て
中

庸
思
想
の
研
究
史
の
整
理
す
る
こ
と
は
、
中
庸
思
想
の
研
究
史
の
整
理
方
法
に
は
、
必
要
不

可
欠
な
分
析
視
角
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

最
後
に
は
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
が
、
現
代
日
本
の
中
庸
思
想
研
究
に
お
い
て
、
ど

の
程
度
に
発
展
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
中
庸
思
想
は
、
中
国
思
想
の
精
髄
と

い
わ
れ
て
お
り
、
中
国
古
代
の
孔
子
や
孟
子
を
初
め
と
す
る
知
識
人
に
お
い
て
は
必
須
の
教

養
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
宋
代
以
後
の
『
中
庸
』
は
、
『
論
語
』
・『
孟
子
』
・『
大
学
』
と
共

に
、「
四
書
」
の
一
つ
で
あ
る
。「
四
書
」・「
五
経
」
は
、
科
挙
試
験
に
出
題
さ
れ
る
必
須
科

目
で
あ
り
、
政
治
実
践
に
携
わ
る
宋
代
の
知
識
人
は
、
是
非
と
も
そ
の
内
容
に
精
通
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
中
核
思
想
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
な
が
ら
こ
の
様
な
重
要
な
点
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
日
本
の
『
中
庸
』
研
究
者
に

け
る
指
摘
は
、
皆
無
の
状
態
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
於
い
て
は
、
こ
の
問
題
点
を
解
明
す

る
必
要
性
が
必
然
的
に
生
じ
て
く
る
。
そ
し
て
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
『
中
庸
』
の
構
造
論

研
究
が
、
絶
対
に
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
思
想
の
構
造
論
的
な
理
解
な
く
し
て
は
、
『
中

庸
』
を
本
当
に
消
化
し
て
理
解
し
た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
『
中
庸
』
を
実
際
の
政
治
実
戦
に

活
用
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

赤
塚
氏
も
述
べ
る
様
に
（
一
八
）
、
漢
唐
の
訓
詁
学
者
や
近
代
日
本
の
中
国
哲
学
研
究
者

に
お
い
て
重
要
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
中
庸
の
成
立
年
代
や
作
者
の
特
定
や
文
章
構
成
の

特
徴
等
の
考
証
学
的
問
題
は
、
政
治
家
で
あ
る
前
近
代
の
中
国
知
識
人
・
士
大
夫
に
は
さ
ほ

ど
重
要
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
前
近
代
の
中
国
知
識
人
に
と
っ
て

は
重
要
な
の
は
、
中
庸
思
想
の
構
造
的
理
解
で
あ
る
。
中
庸
思
想
の
構
造
的
理
解
が
で
き
て

い
な
け
れ
ば
、
中
庸
思
想
を
現
実
政
治
に
役
立
つ
政
治
思
想
と
し
て
生
か
せ
な
か
っ
た
筈
で

あ
る
。
中
国
知
識
人
に
と
っ
て
は
学
問
を
す
る
事
は
、
実
際
の
現
実
政
治
に
応
用
し
て
実
践

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
国
前
近
代
の
知
識
人
に
と
っ
て
は
、
『
中
庸
』
の
訓
詁
学
的
な
意

味
内
容
の
正
確
な
理
解
よ
り
も
、『
中
庸
』
の
文
章
の
大
要
を
正
確
に
理
解
し
て
、「
四
書
」・

「
五
経
」
に
縦
横
無
尽
に
展
開
さ
れ
て
い
る
中
庸
思
想
の
構
造
的
な
理
解
に
精
通
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
中
庸
思
想
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
構
造
論
的
イ
メ
ー
ジ
が
で

き
て
い
な
け
れ
ば
、
中
国
思
想
の
精
髄
と
い
わ
れ
て
い
る
中
庸
思
想
を
現
実
の
実
務
政
治
に

応
用
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
政
治
家
と
し
て
大
成
す
る
事
も
不
可
能
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
中
国
政
治
史
や
政
治
思
想
史
の
解
明
の
た
め
に
は
、
前
近
代
の
中
国
知
識
人
た
ち

が
必
ず
や
体
得
し
て
実
践
し
た
で
あ
ろ
う
、
中
庸
思
想
の
内
面
的
な
構
成
原
理
や
構
造
論
に

つ
い
て
の
前
近
代
中
国
知
識
人
の
理
解
方
法
を
是
非
と
も
解
明
し
な
け
れ
ば
、
個
別
具
体
的

な
中
国
政
治
史
や
中
国
政
治
思
想
史
研
究
の
進
歩
発
展
は
期
待
で
き
な
い
、
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

 

結
語 

 

以
上
に
述
べ
て
き
た
様
に
中
庸
思
想
は
、
中
国
哲
学
上
の
根
本
問
題
と
か
、
日
常
性
格
の

徳
目
で
あ
る
と
い
う
単
純
な
倫
理
的
範
疇
に
止
ま
ら
な
い
、
も
っ
と
現
実
的
な
問
題
を
解
決

す
る
前
近
代
の
中
国
政
治
の
基
本
理
念
で
あ
っ
た
。
中
庸
思
想
が
現
実
の
政
治
思
想
問
題
と

し
て
尊
重
さ
れ
た
理
由
は
、
中
国
の
政
治
理
想
が
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
の
欲
望
を
秩
序
内

に
調
和
さ
せ
て
満
足
さ
せ
る
こ
と
に
目
的
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
中
国
政
治

の
前
近
代
の
中
国
知
識
人
が
、
ど
の
様
に
中
庸
思
想
を
理
解
し
て
政
治
実
践
を
行
な
っ
た
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
様
式
で
あ
る
対
の
思
想
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の
肯
定
と
否
定
と
い
う
、
対
の
思
想
の
二
つ
の
機
能
に
つ
い
て
、
両
者
を
明
確
に
分
類
・
区

別
し
な
い
で
、
曖
昧
に
し
た
ま
ま
論
旨
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
、
拙
稿
で
は
対
の

思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
の
諸
要
因
を
解
明
す
る
事
に
主
目
的
が
存

在
し
た
た
め
で
あ
る
。
特
に
相
い
矛
盾
・
対
立
す
る
二
つ
の
対
立
す
る
機
能
を
明
確
に
区
別

し
て
、
論
理
展
開
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
庸
思
想
に
つ
い
て
は
、
説
明
不
足
で
あ
っ
た

こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
「
こ
の
対
の
思
想
の
機
能
論
の
展
開
の
不
備
に
つ
い
て

は
、
今
後
に
中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
を
本
格
的
に
展
開
す
る
場
合
の
課
題
と
し
た
い
。
」

（
一
七
）
と
、
今
後
の
中
庸
思
想
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
対
の
思
想
よ
り
中
庸
思
想
の
分
析

を
行
な
い
た
い
と
の
旨
の
展
望
を
述
べ
て
お
い
た
。 

本
稿
の
最
初
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
近
代
の
中
庸
思
想
の
研
究
史
は
膨
大
で
あ
り
、
ま
た

そ
の
主
張
や
指
摘
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
多
方
面
に
わ
た
る
論
旨
を
展
開
し

て
い
る
中
庸
思
想
の
研
究
史
の
場
合
に
は
、
ど
の
様
に
し
て
問
題
点
を
整
理
す
れ
ば
よ
い
の

か
と
い
う
、
研
究
史
の
整
理
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
整
理
の
仕
方
が

存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
一
定
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
近
代
日
本
の
考
証
学
研
究
を
中
心
に
し
て
多
岐
に
わ
た
る
方
向
性
を

持
つ
中
庸
思
想
の
研
究
史
の
整
理
や
問
題
点
を
解
明
す
る
に
対
し
て
は
、
中
国
宋
代
の
政
治

史
や
政
治
思
想
史
を
専
攻
し
て
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
に
興
味
の
あ
る
筆
者
と
し
て
は
、
以

下
の
三
点
に
焦
点
を
絞
り
研
究
史
を
要
約
し
て
、
そ
の
問
題
点
を
提
起
し
た
い
。 

先
ず
中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
の
予
備
的
作
業
と
し
て
、
中
庸
と
は
ど
の
様
な
意
味
や
内

容
な
の
か
。
中
庸
の
語
句
の
定
義
と
其
の
政
治
思
想
的
意
義
の
問
題
で
あ
る
。 

研
究
の
出
発
点
で
あ
る
べ
き
中
庸
の
語
句
の
意
味
・
内
容
が
明
確
に
な
ら
な
い
限
り
、
中

庸
と
明
確
に
述
べ
た
資
料
の
み
だ
け
が
研
究
に
使
用
で
き
る
の
か
、
中
や
中
行
や
中
道
と
い

う
中
庸
と
ほ
ぼ
同
意
味
の
言
葉
の
資
料
表
現
も
中
庸
思
想
の
研
究
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
或
い
は
中
庸
と
い
う
言
葉
が
明
確
に
存
在
し
な
い
場
合
で
も
中
庸
を
意
味
す
る

内
容
を
述
べ
た
資
料
を
も
研
究
に
利
用
し
て
も
よ
い
の
か
等
が
判
然
と
し
て
来
な
い
。 

ま
た
こ
の
語
句
規
定
が
明
確
に
な
ら
な
い
限
り
、
『
中
庸
』
・『
論
語
』
・『
孟
子
』
等
の
古
代

思
想
の
資
料
を
ど
の
様
に
取
り
扱
え
ば
よ
い
の
か
、
資
料
引
用
の
方
法
論
も
明
確
に
な
ら
な

い
。
更
に
言
え
ば
中
庸
思
想
の
政
治
思
想
史
レ
ベ
ル
で
の
研
究
の
発
展
も
期
待
で
き
ず
、
中

庸
思
想
の
政
治
思
想
的
意
義
も
曖
昧
に
陥
る
危
険
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

こ
の
中
庸
の
語
句
的
意
味
の
規
定
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
に
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸

思
想
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
来
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
四
）
ー
」（
一

四
）
に
お
い
て
、
そ
の
概
要
を
述
べ
た
が
、
本
稿
で
は
更
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
日
本
人

の
中
庸
思
想
の
研
究
論
文
を
管
見
の
限
り
で
き
る
だ
け
多
く
紹
介
し
て
、
対
の
思
想
を
導
入

し
て
、
中
庸
の
語
句
の
定
義
と
其
の
言
葉
の
持
つ
中
国
独
自
の
政
治
思
想
的
意
味
の
問
題
に

つ
い
て
、
そ
の
問
題
点
の
考
察
を
行
な
い
た
い
。
言
葉
の
意
味
や
内
容
に
は
、
其
れ
な
り
の

歴
史
的
必
然
性
と
し
て
の
思
想
的
背
景
が
存
在
す
る
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。 

次
に
中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
の
方
法
論
的
な
作
業
と
し
て
、
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統

的
な
思
想
で
あ
る
対
の
思
想
ー
両
面
思
考
を
導
入
し
て
、
近
代
日
本
に
お
け
る
中
庸
思
想
の

研
究
史
の
整
理
を
行
な
い
、
中
庸
思
想
研
究
の
現
段
階
の
到
達
点
と
未
解
決
の
問
題
点
を
提

起
し
て
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
解
明
へ
の
問
題
点
の
提
起
を
行
い
た
い
。 

何
故
な
ら
ば
対
の
思
想
―
両
面
思
考
こ
そ
は
、
中
国
人
の
思
考
方
法
の
最
も
伝
統
的
で
基
本

的
な
思
想
方
法
で
あ
る
以
上
、
対
の
思
想
が
中
庸
思
想
の
内
容
に
も
生
き
て
存
在
し
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
り
、
中
国
思
想
の
精
髄
―
と
り
わ
け
儒
教
思
想
の
最
高
の
徳
目

と
い
わ
れ
る
中
庸
思
想
の
問
題
点
の
整
理
に
つ
い
て
分
析
す
る
場
合
、
最
も
重
要
な
分
析
視

角
だ
と
確
信
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
が
存
在
し
て
初
め
て
両
極
の

真
ん
中
の
概
念
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
他
方
、
真
ん
中
と
い
う
概
念
に
は
、
そ
の
背
後
に
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中
国
人
の
古
来
よ
り
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
様
式
は
、
対
の
思
想
ー
両
面
思
考
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
思
考
様
式
は
、
当
然
に
中
国
思
想
の
精
髄
と
言
わ
れ
て
い
る
中
庸
思

想
に
も
貫
徹
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
歴
史
的
考
察
に
つ
い
て
は
、
既

に
拙
稿
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
が

中
心
課
題
で
あ
っ
た
た
め
に
、
対
の
思
想
を
応
用
し
て
の
中
庸
思
想
独
自
の
構
造
論
的
分
析

に
ま
で
は
、
深
く
立
ち
入
り
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
こ
の
問
題
は
、

今
後
に
解
明
す
べ
き
研
究
課
題
と
し
て
残
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

中
庸
思
想
は
、
此
れ
ま
で
の
多
く
の
中
国
哲
学
者
が
指
摘
し
て
い
る
様
に
最
高
の
倫
理
道

徳
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
指
摘
に
止
ま
ら
ず
、
中
庸
思
想
は
、
『
論
語
』
尭
曰

篇
に
「
尭
が
い
っ
た
、「
あ
あ
、
な
ん
じ
舜
よ
。
天
の
め
ぐ
る
運
命
は
な
ん
じ
が
身
に
あ
り
。

〔
な
ん
じ
帝
位
に
つ
く
べ
き
時
ぞ
。
〕
ま
こ
と
に
ほ
ど
よ
き
中
ほ
ど
を
守
れ
。
四
海
は
苦
し

め
理
。
天
の
恵
み
の
永
久
に
つ
づ
か
ん
こ
と
を
。
」
舜
も
ま
た
そ
の
言
葉
を
〔
帝
位
を
譲
る

時
に
〕
禹
に
つ
げ
た
。
」
と
あ
っ
た
様
に
、
尭
が
舜
に
舜
が
禹
に
伝
え
た
、
三
代
聖
王
相
伝

と
い
う
中
国
古
代
か
ら
の
最
高
の
政
治
原
則
上
の
徳
目
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
れ
故
に
中
国
前
近
代
の
知
識
人
政
治
家
は
、
中
庸
思
想
を
最
高
の
政
治
徳
目
と
し
て
実

践
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
前
近
代
の
中
国
知
識
人
は
、
「
四
書
」
・「
五
経
」
の
学
習

を
通
じ
て
、
そ
れ
故
に
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
内
容
に
つ
い
て
の
理
解
を
体
得
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
「
論
語
読
み
の
論
語
知
ら
ず
」
に
な
り
、
中
庸
思
想
を
最

高
の
政
治
徳
目
と
し
て
、
現
実
の
中
国
人
世
界
に
お
い
て
政
治
実
践
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

従
っ
て
本
稿
は
、
既
に
上
梓
し
た
拙
稿
の
「
対
の
思
想
の
研
究
」
の
諸
研
究
の
成
果
を
踏

ま
え
て
、
中
国
人
思
想
の
伝
統
的
で
基
本
的
発
想
で
あ
る
対
の
思
想
ー
両
面
思
考
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
中
国
政
治
思
想
の
精
髄
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

中
庸
思
想
の
構
造
論
的
特
質
に
つ
い
て
解
明
し
た
く
思
い
、
斯
界
に
問
題
の
提
起
を
試
み
た

次
第
で
あ
る
。 

 

四

中
庸
思
想
の
構
造
分
析
の
三
課
題 

 

筆
者
は
既
に
、
前
掲
の
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生

ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
四
）
―
」
に
お
い
て
、「
中
庸
は
、「
不
偏
不
倚
で
過

不
及
の
な
い
状
態
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
常
識
の
尊
重
、
調
和
を
重
視
す
る
思
想
で
あ
り
、

中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
。
中
国
人
は
、
極
端
な
理
論
を
嫌
い
、
バ
ラ
ン
ス
を
尊
重
す
る
民

族
で
あ
る
。
こ
の
中
国
人
の
思
想
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
中
庸
を
実
現
し
て
維
持
し
て
い

く
た
め
に
、
両
極
端
を
視
野
に
入
れ
た
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
が
必
要
条
件
と
し
て
生

ま
れ
て
き
た
。
従
っ
て
「
対
の
思
想
」
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
の
最
大
の
要
因
は
、

中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
り
、
儒
教
の
最
高
徳
目
で
あ
る
中
庸
思
想
の
実
現
と
維
持
す
る
必
要

性
の
た
め
で
あ
る
。
」
（
一
六
）
と
、
「
中
庸
」
の
語
句
の
規
定
を
行
な
い
、
対
の
思
想
が
生

ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
は
、
そ
の
大
前
提
に
中
庸
思
想
が
存
在
す
る
旨
の
論
考
を
発
表

し
て
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
歴
史
的
・
具
体
的
な
事
例
に
論
及
し
た
。 

し
か
し
こ
の
論
考
で
は
、
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
の
考
察
が

主
目
的
で
あ
っ
た
た
め
に
、
近
代
日
本
の
中
国
思
想
史
研
究
に
お
い
て
、
多
く
の
研
究
蓄
積

の
あ
る
「
中
庸
思
想
」
研
究
史
の
内
容
を
整
理
す
る
事
や
、
こ
れ
ら
の
研
究
史
の
成
果
と
問

題
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
自
身
独
自
に
考
察
す
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

多
く
の
中
庸
思
想
の
研
究
史
の
個
別
的
な
整
理
は
、
不
完
全
の
ま
ま
に
終
わ
っ
て
い
る
。 

ま
た
前
掲
・
注
（
一
五
）
の
拙
稿
の
「
対
の
思
想
の
政
治
思
想
的
意
義
―
対
の
思
想
の
生

ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
終
章
）
―
」
の
結
語
で
は
、
「
対
の
思
想
の
生
ま
れ

て
き
た
歴
史
的
背
景
に
関
す
る
拙
稿
の
各
論
で
は
、
対
の
思
想
の
自
己
矛
盾
す
る
両
極
端
へ
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ら
〕
危
険
な
も
の
で
あ
り
、
道
の
心
は
〔
純
粋
精
妙
で
あ
る
か
ら
〕
微
妙
な
も
の
で
あ
る
。

精
密
に
考
え
純
一
に
つ
と
め
て
、
ま
こ
と
に
そ
の
中
を
し
っ
か
り
守
れ
」
と
い
う
の
が
、
舜

か
ら
禹
に
天
下
を
授
け
た
と
き
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
尭
の
〔「
そ
の
中
を
守
れ
」

と
い
う
〕
一
言
は
、
も
う
そ
れ
だ
け
で
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
舜
が
ま
た
そ
こ

に
三
句
を
加
え
て
語
り
伝
え
た
の
は
、
必
ず
そ
の
三
句
の
こ
と
ば
の
よ
う
に
解
釈
し
て
こ
そ
、

あ
の
尭
の
一
言
の
正
し
い
実
現
が
期
待
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ

っ
た
。
・
・
・
そ
も
そ
も
尭
と
舜
と
禹
と
は
天
下
の
大
聖
人
で
あ
る
。
し
か
も
天
下
統
治
の

大
権
を
伝
え
る
と
い
う
の
は
天
下
の
重
大
事
で
あ
る
。
天
下
の
大
聖
人
で
い
て
天
下
の
重
大

事
を
行
な
っ
た
の
に
、
そ
の
大
権
の
受
け
渡
し
に
際
し
て
ね
ん
ご
ろ
に
告
げ
戒
め
た
こ
と
が

上
述
の
四
句

の
こ
と
ば
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
天
下
の
道
理
と
し
て
こ
れ
以
上
の

も
の
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
後
、
聖
人
た
ち
は
た
が
い
に
〔
こ
の
四
句

の
こ
と
ば
を
〕
受
け
つ
い
で
き
た
。
殷
の
湯
王
や
周
の
文
王
・
武
王
が
り
っ
ぱ
な
君
主
と
な

り
、
舜
の
時
の
皐
陶
や
殷
の
伊
尹
・
傅
説
、
周
の
周
公
・
召
公
が
り
っ
ぱ
な
臣
下
と
な
っ
た

の
は
、
い
ず
れ
も
す
で
に
こ
の
こ
と
ば
に
従
っ
て
あ
の
道
の
伝
統
の
継
承
に
参
加
し
た
も
の

で
あ
る
（
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
筆
者
付
記
）
。
わ
が
孔
子
先
生
の
ば
あ
い
に
は
、
聖
人
と
し
て

当
然
つ
く
べ
き
〔
天
子
や
宰
相
〕
位
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
過
去
の
聖
人
を
受
け

つ
い
で
未
来
の
学
徒
を
啓
発
す
る
と
い
う
点
で
は
、
そ
の
功
績
は
か
え
っ
て
尭
や
舜
よ
り
勝

る
も
の
が
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
当
時
に
あ
っ
て
、
孔
子
に
親
し
く
接
し
て
そ
の
思
想
を

理
解
し
た
も
の
と
し
て
は
、
た
だ
顔
氏
（
顔
回
）
と
曾
氏
（
曾
参
）
の
継
承
だ
け
が
そ
の
正

統
を
把
握
し
た
の
で
あ
る
。
曾
氏
か
ら
さ
ら
に
伝
え
ら
れ
て
、
ま
た
孔
子
の
孫
の
子
思
が
あ

ら
わ
れ
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
聖
人
の
時
代
か
ら
も
遠
く
隔
た
っ
て
、
聖
人
の
道
で
な
い
異
端

の
説
が
勃
興
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
子
思
は
、
聖
人
の
時
代
か
ら
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
ま
す

ま
す
そ
の
道
の
真
実
が
失
わ
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
こ
と
を
恐
れ
た
。
そ
こ
で
、
尭
・
舜
の
時

代
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
道
の
真
意
を
推
し
は
か
り
、
ふ
だ
ん
教
え
ら
れ
て
い
た
父
の
孔
鯉

や
師
の
曾
参
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
そ
れ
を
検
討
し
、
そ
の
両
面
か
ら
た
が
い
に
ひ
き
の
べ
て

い
っ
て
、
こ
の
『
中
庸
』
の
書
を
著
わ
し
、
後
世
の
学
徒
に
示
し
た
の
で
あ
る
。
・
・
・
子

思
か
ら
あ
と
、
ま
た
さ
ら
に
伝
え
ら
れ
て
孟
子
の
出
現
と
な
っ
た
。
孟
子
は
こ
の
『
中
庸
』

の
書
物
を
深
く
究
明
し
て
、
古
い
聖
人
た
ち
の
伝
統
を
継
承
し
た
の
で
あ
る
が
、
彼
が
死
没

す
る
と
、
つ
い
に
そ
の
伝
承
は
絶
え
て
し
ま
っ
た
。・
・
・
」（
一
四
）
。 

つ
ま
り
朱
子
は
、
天
下
の
重
大
事
は
天
下
の
大
権
を
継
承
す
る
政
治
問
題
で
あ
り
、
中
庸

は
、
古
代
の
聖
人
か
ら
子
思
の
時
代
に
至
る
ま
で
の
最
高
の
政
治
徳
目
で
あ
り
、
そ
れ
故
に

為
政
者
が
守
る
べ
き
最
高
の
徳
目
で
あ
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
孔
子
が
中
庸
を
絶

賛
し
た
理
由
は
、
三
代
聖
王
相
伝
以
来
の
中
国
政
治
史
上
で
の
最
高
規
範
の
徳
目
で
あ
っ
た

故
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
中
庸
思
想
は
、
中
国
政
治
思
想
史
上
の
問
題
と
し
て
扱
う
事
が
最

重
要
課
題
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
様
な
政
治
徳
目
と
し
て
中
庸
思
想
を
研
究
す

る
姿
勢
が
、
従
来
の
中
庸
思
想
研
究
史
で
は
欠
如
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

そ
れ
故
に
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
特
質
と
は
、
一
体
、
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
、
前
近
代
の
中
国
歴
代
の
知
識
人
は
、
一
体
、
ど
の
様
に
、
中
庸
思
想
を
体
得
し
て

実
践
し
て
き
た
の
か
、
と
い
っ
た
根
本
的
問
題
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
現
在
日
本
の

中
国
思
想
研
究
に
お
い
て
は
、
未
だ
明
確
な
研
究
書
が
上
梓
さ
れ
て
い
ず
、
甚
だ
曖
昧
模
糊

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
中
国
政
治
思
想
史
に
長
ら
く
関
心
を
持
っ
て
来
た
筆
者
が
、
金
谷
治
氏
等
に
よ

り
「
対
の
思
想
」
ー
両
面
思
考
が
、
中
国
思
想
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
想
で
あ
る
と
の
指

摘
に
触
発
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
に
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
様
式
で
あ
る
対
の

思
想
ー
両
面
思
考
が
生
ま
れ
て
来
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
研
究
し
て
、
「
対
の
思
想
」
の

歴
史
的
な
具
体
的
展
開
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
拙
論
を
上
梓
し
て
来
た
（
一
五
）。 
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も
わ
た
し
は
話
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
〔
そ
の
子
孫
で
あ
る
〕
宋
の
国
で
も
証
拠
が
た
り
な

い
。
古
記
録
も
賢
人
（「
文
献
不
足
故
也
」
ー
筆
者
注
）
も
十
分
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も

し
十
分
な
ら
わ
た
し
も
そ
れ
を
証
拠
に
で
き
る
の
だ
が
。」（
一
一
）
と
あ
る
。
孔
子
は
、
夏

の
礼
や
殷
の
礼
は
文
献
が
不
足
し
て
い
て
、
証
拠
に
で
き
な
い
と
言
う
。
古
記
録
が
不
足
し

て
証
拠
に
で
き
な
け
れ
ば
ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
中
庸
』
に
は
、 

「
先
生
は
い
わ
れ
て
い
る
。「
わ
た
し
は
夏
の
礼
に
つ
い
て
話
を
す
る
が
、〔
そ
の
後
裔
で

あ
る
〕
杞
の
国
で
は
〔
今
の
世
に
明
ら
か
な
〕
実
際
の
証
拠
が
た
り
な
い
。
わ
た
し
は
殷
の

礼
を
学
ん
で
い
る
が
、
〔
そ
の
後
裔
で
あ
る
〕
宋
の
国
に
は
い
く
ら
か
の
伝
承
が
る
。
わ
た

し
は
さ
ら
に
周
の
礼
も
学
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
現
在
ひ
ろ
く
行
な
わ
れ
て
い
る
。
わ
た
し

は
周
に
従
う
こ
と
に
し
よ
う
」
と
。
〔
先
生
自
身
が
天
子
の
位
に
つ
か
な
か
っ
た
の
で
、
礼

楽
の
改
正
は
し
な
い
で
今
の
礼
に
従
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
〕
天
下
の
王
者
と
し
て
〔
徳
と

位
と
時
と
い
う
〕
三
つ
の
重
要
な
こ
と
を
備
え
て
お
れ
ば
、
過
ち
を
お
か
す
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
古
い
時
代
の
礼
は
、
た
と
い
〔
徳
が
備
わ
っ
て
〕
り
っ
ぱ
で
あ
っ

て
も
〔
今
の
世
に
ふ
さ
わ
し
い
〕
実
際
の
証
拠
が
な
く
、
実
際
の
証
拠
が
な
け
れ
ば
信
用
が

な
く
、
信
用
が
な
い
と
民
衆
は
従
お
う
と
は
し
な
い
。
〔
ま
た
反
対
に
、
時
に
応
じ
た
〕
新

し
い
礼
は
、
た
と
い
〔
徳
が
備
わ
っ
て
〕
り
っ
ぱ
で
あ
っ
て
も
〔
孔
子
の
場
合
の
よ
う
に
位

の
〕
尊
厳
が
な
く
、
信
用
が
な
い
と
民
衆
は
従
お
う
と
は
し
な
い
。」
（
一
二
）
と
あ
る
。 

夏
や
殷
の
古
い
時
代
の
礼
は
、
実
際
の
証
拠
が
な
く
信
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
民
衆
は

従
お
う
と
し
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
孔
子
は
、
周
の
礼
制
度
は
整
備
さ
れ
て
い
て
、
現
在

広
く
実
施
さ
れ
て
い
る
と
言
う
が
、
し
か
し
周
の
衰
退
し
た
孔
子
の
時
代
に
は
、
民
衆
に
は

信
用
さ
れ
な
い
で
実
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
『
中
庸
』
に
は
、 

「
偉
大
な
こ
と
よ
、
聖
人
の
道
は
。
ひ
ろ
び
ろ
と
し
て
満
ち
あ
ふ
れ
て
万
物
を
発
育
さ
せ
、

高
々
と
天
の
極
み
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
豊
か
に
満
ち
足
り
て
偉
大
な
こ
と
よ
。
〔
こ
の
人

間
世
界
、
〕
礼
の
大
綱
は
三
百
、
そ
の
作
法
の
細
目
は
三
千
と
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ

て
然
る
べ
き
人
物
ー
聖
人
ー
が
い
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
道
は
実
現
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
「
も

し
最
高
の
徳
を
備
え
た
人
物
が
い
な
け
れ
ば
最
高
の
道
は
完
成
し
な
い
」
と
言
わ
れ
る
の
で

あ
る
。」（
一
三
）
と
あ
り
、
周
代
の
礼
儀
は
三
百
、
威
儀
は
三
千
と
整
備
し
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
偉
大
な
聖
人
が
出
現
し
て
こ
そ
、
礼
制
度
が
完
全
に
実
行
さ
れ
る
物
で
あ
る
と
言
う

の
で
あ
る
。
偉
大
な
聖
人
の
い
な
い
春
秋
時
代
の
孔
子
の
生
き
た
時
代
に
は
、
周
の
礼
制
度

は
庶
民
階
級
に
は
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

中
庸
思
想
が
、
儒
家
の
創
始
者
の
孔
子
に
絶
賛
さ
れ
て
、
中
国
に
お
け
る
政
治
思
想
の
最

高
の
徳
目
と
さ
れ
た
の
は
、
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
な
い
で
両
極
端
の
考
え
方
を
生
か
し
た
故
に
、

ま
た
階
級
社
会
に
お
け
る
全
て
の
階
層
の
人
々
の
欲
望
を
和
＝
調
和
を
も
っ
て
和
合
・
満
足

さ
せ
る
故
の
政
治
徳
目
で
あ
っ
た
為
で
あ
る
。
前
近
代
の
中
国
の
伝
統
的
な
政
治
理
念
が
、

現
実
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
の
欲
望
を
生
か
し
て
満
足
さ
せ
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
中
庸
思
想
こ
そ
が
、
そ
の
理
念
に
合
致
す
る
唯
一
の
政
治
思
想
と

い
え
る
の
で
あ
る
。
士
・
庶
の
社
会
生
活
上
の
モ
ラ
ル
で
あ
る
中
庸
の
徳
は
、
政
治
に
お
い

て
強
制
さ
れ
て
い
た
が
故
に
、
政
治
が
弛
緩
し
て
王
朝
が
衰
微
す
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
中

庸
思
想
も
信
用
さ
れ
な
い
で
衰
微
し
て
行
く
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
中
庸
思
想
は
政
治
思
想
の
最
高
徳
目
で
あ
る
、
と
い
う
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

南
宋
の
朱
子
は
『
中
庸
章
句
序
』
に
お
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
思
う
に
、
上
古
の
す
ぐ
れ
た
聖
人
た
ち
が
〔
天
子
の
位
に
つ
い
て
〕
天
の
道
を
受
け
つ

ぎ
、
人
の
守
る
べ
き
法
則
を
樹
立
し
て
か
ら
こ
の
か
た
、
道
の
伝
統
の
継
承
に
は
は
っ
き
り

と
し
た
淵
源
が
あ
っ
た
。
そ
の
経
典
に
み
え
る
も
の
で
は
、
〔『
論
語
』
尭
曰
篇
の
〕
「
ま
こ

と
に
そ
の
中
を
し
っ
か
り
守
れ
」
と
い
う
の
が
、
尭
か
ら
舜
に
天
下
を
授
け
た
と
き
に
伝
え

ら
れ
た
こ
と
ば
で
あ
り
、
〔『
書
経
』
大
禹
謨
篇
の
〕
「
人
の
心
は
〔
欲
が
ま
じ
っ
て
い
る
か
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〇
％
活
か
し
て
、
そ
の
真
ん
中
を
執
れ
、
そ
れ
が
儒
教
の
中
庸
な
の
だ
。
そ
う
し
な
い
と
あ

ら
ゆ
る
物
の
長
所
を
放
棄
す
る
事
に
な
る
、
と
批
判
し
て
い
る
。 

個
人
主
義
と
博
愛
主
義
は
、
全
く
逆
方
向
の
思
想
で
あ
る
が
、
こ
の
両
端
の
思
想
を
満
足

さ
せ
る
こ
と
が
聖
人
の
道
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
全
て
も
方
向
性
を
持
つ
人
々
を
満
足
さ
せ

る
の
が
中
庸
政
治
な
の
で
あ
る
。 

③
『
中
庸
』
に
は
、
礼
の
生
じ
た
起
源
は
、
家
族
秩
序
と
社
会
秩
序
の
安
定
の
た
め
に
設
定

さ
れ
た
制
度
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
魯
の
哀
公
に
政
治
を
問
わ
れ
た
孔
子
は
、
仁
・
義
・

礼
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

読
み
下
し
文
ー
「
哀
公
、
政
を
問
う
。
子
曰
わ
く
、
・
・
・
仁
と
は
人
な
り
、
親
を
親
し
む

を
大
と
為
す
。
義
と
は
宜
な
り
、
賢
を
尊
ぶ
を
大
と
為
す
。
親
を
親
し
む
の
殺
（
差
）
、
賢

を
尊
ぶ
の
等
は
、
礼
の
生
ず
る
所
な
り
。
故
に
君
子
は
身
を
脩
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
身
を
脩

め
ん
と
思
わ
ば
、
以
て
親
に
事
え
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
親
に
事
え
ん
と
思
わ
ば
、
以
て
人
を
知

ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
人
を
知
ら
ん
と
思
わ
ば
、
以
て
天
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。」 

日
本
語
訳
ー
「
魯
の
哀
公
が
政
治
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
。
先
生
は
こ
う
答
え
ら
れ
た
。・
・
・

〔
で
は
、
仁
と
は
何
か
。
そ
れ
は
仁
・
義
・
礼
の
三
つ
に
分
け
て
説
く
こ
と
が
で
き
る
。
〕

仁
と
は
人
で
〔
あ
っ
て
、
人
と
人
が
親
し
み
あ
う
こ
と
で
〕
あ
る
。
親
し
い
肉
親
を
親
愛
す

る
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
。
義
と
は
宜
で
〔
あ
っ
て
、
も
の
ご
と
に
応
じ
た
適
宜
の
あ
り

方
を
得
さ
せ
る
こ
と
で
〕
あ
る
。
〔
肉
親
の
情
を
こ
え
て
〕
賢
人
を
賢
人
と
し
て
尊
重
す
る

こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
。
肉
親
を
親
愛
す
る
こ
と
に
も
〔
親
疎
に
よ
る
〕
差
別
が
あ
り
、

賢
人
を
尊
重
す
る
こ
と
に
も
〔
才
能
に
よ
る
〕
区
別
が
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
区
別
こ
そ
礼
の

起
こ
る
根
拠
で
あ
る
。〔
つ
ま
り
は
、
礼
と
は
仁
と
義
と
を
節
度
づ
け
て
飾
る
も
の
で
あ
る
。〕

従
っ
て
、〔
政
治
の
中
心
と
な
る
〕
君
子
は
わ
が
身
を
正
し
く
修
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

わ
が
身
を
正
し
く
修
め
た
い
と
思
え
ば
、
親
に
よ
く
お
仕
え
し
〔
て
肉
親
を
親
愛
し
〕
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
親
に
よ
く
お
仕
え
し
た
い
と
思
え
ば
、
人
の
こ
と
を
よ
く
わ
き
ま
え
て

〔
て
賢
人
を
尊
重
し
〕
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
人
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
た
い
と

思
え
ば
、
窮
極
の
天
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
九
）。 

肉
親
の
親
愛
を
中
心
と
し
た
家
族
秩
序
＝
仁
と
賢
人
を
尊
重
す
る
社
会
的
秩
序
＝
義
の

両
者
を
整
理
統
合
し
た
礼
＝
中
庸
の
制
度
化
物
は
、
人
間
界
の
上
下
秩
序
の
安
定
に
あ
っ
た

と
す
れ
ば
、
こ
の
礼
制
度
の
問
題
は
、
政
治
実
践
の
徳
目
に
直
結
す
る
モ
ラ
ル
な
の
で
あ
る
。 

④
『
論
語
』
に
は
、
礼
の
作
用
は
、
和
＝
和
合
＝
調
和
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

「
有
子
が
曰
わ
く
、
礼
の
用
は
和
を
貴
し
と
な
す
。
先
王
の
道
も
斯
れ
を
美
と
為
す
。
小
大

こ
れ
に
由
る
も
行
な
わ
れ
ざ
る
所
あ
り
。
和
を
知
り
て
和
す
れ
ど
も
礼
を
以
て
こ
れ
を
節
せ

ざ
れ
ば
、
亦
た
行
な
わ
る
べ
か
ら
ず
。」（
一
〇
）。 

有
子
に
よ
れ
ば
、
先
王
の
政
治
姿
勢
も
、
こ
の
礼
に
よ
る
人
々
の
和
合
＝
調
和
に
目
標
が

あ
っ
た
と
言
う
。
し
か
し
単
純
に
和
合
す
る
だ
け
で
は
不
可
で
、
人
々
の
調
和
が
上
手
く
行

か
ず
、
人
々
の
和
合
に
は
、
礼
制
度
と
い
う
階
層
区
分
に
よ
る
秩
序
あ
る
調
和
が
重
要
で
あ

る
と
言
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
礼
に
よ
る
政
治
実
践
と
は
、
家
族
制
度
の
上
下
親
疎
の
秩
序

と
社
会
制
度
の
賢
愚
の
上
下
秩
序
を
、
国
家
権
力
が
統
制
す
る
所
に
、
儒
教
政
治
の
主
眼
が

あ
る
の
で
あ
る
。 

⑤
従
っ
て
政
治
が
弛
緩
し
て
王
朝
が
衰
微
あ
る
い
は
滅
亡
す
れ
ば
、
人
民
の
社
会
生
活
に
お

け
る
中
庸
思
想
も
す
ぐ
さ
ま
弛
緩
・
衰
微
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
孔
子
が
「
中
庸
思
想
が
、

最
高
の
モ
ラ
ル
な
の
に
、
庶
民
に
実
行
さ
れ
な
く
な
っ
て
久
し
い
」
と
嘆
い
て
い
た
の
は
、

こ
の
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
。
孔
子
の
生
き
た
春
秋
戦
国
時
代
は
、
既
に
周
王
朝
が
衰
微
し
て

諸
候
国
は
独
立
状
態
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

『
論
語
』
八
佾
篇
に
は
、「
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
夏
の
礼
に
つ
い
て
わ
た
し
は
話
す
こ
と

が
で
き
る
が
、
〔
そ
の
子
孫
で
あ
る
〕
杞
の
国
で
は
証
拠
が
た
り
な
い
。
殷
の
礼
に
つ
い
て
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「
尭
が
い
っ
た
、「
あ
あ
、
な
ん
じ
舜
よ
。
天
の
め
ぐ
る
運
命
は
な
ん
じ
が
身
に
あ
り
。〔
な

ん
じ
帝
位
に
つ
く
べ
き
時
ぞ
。〕

ま
こ
と
に
ほ
ど
よ
き
中
ほ
ど
を
守
れ
（「
允
執
其
中
」
ー

筆
者
注
）。
四
海
は
苦
し
め
り
。
天
の
恵
み
の
永
久
に
つ
づ
か
ん
こ
と
を
。」
舜
も
ま
た
そ
の

こ
と
ば
を
〔
帝
位
を
譲
る
時
に
〕
禹
に
つ
げ
た
。」（
五
）。 

中
庸
思
想
を
政
治
姿
勢
の
中
核
と
す
る
の
は
、
四
海
の
困
窮
を
救
い
、
天
の
恵
み
が
永
久

に
続
く
上
で
の
重
要
な
政
治
徳
目
と
言
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
孔
子
が
創
始
し
た
儒
教
は
、

中
国
人
共
通
の
伝
承
的
な
先
王
が
政
治
徳
目
の
眼
目
と
し
た
中
庸
の
徳
目
を
継
承
し
た
も

の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
中
庸
思
想
は
、
儒
家
の
中
核
的
政
治
思
想
と
言
う
よ
り
も
、

中
国
人
が
共
有
す
る
政
治
的
財
産
と
言
っ
た
方
が
妥
当
な
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
こ
の
文
章
は
、『
中
庸
』
に
お
い
て
、「
中
は
天
下
の
大
本
、
和
は
天
下
の
達
道
」

と
し
て
、
「
中
和
は
、
天
地
の
運
行
や
万
物
の
繁
栄
を
も
規
定
す
る
」
と
い
う
、
天
人
相
関

説
と
同
様
な
論
理
展
開
を
し
て
い
る
。
人
間
世
界
の
中
庸
政
治
が
、
天
地
・
万
物
の
行
方
も

規
定
す
る
程
、
そ
れ
程
、
重
要
な
政
治
徳
目
で
あ
っ
た
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同

じ
よ
う
な
記
事
が
『
詩
経
』
に
も
見
え
て
い
て
、 

「
剛
な
ら
ず
柔
な
ら
ず
、
政
を
敷
い
て
優
優
た
れ
ば
、
百
禄
是
に
遒
（
あ
つ
）
ま
る
」（
商

頌
・
長
発
篇
）

 

と
あ
る
。
優
優
と
は
調
和
の
意
味
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
（
六
）
、
剛
強
で
も
な
い

軟
弱
で
も
な
い
中
庸
政
治
は
、
諸
々
の
福
禄
を
も
た
ら
す
と
い
う
の
で
あ
る
。 

②
そ
れ
で
は
中
庸
政
治
に
心
が
け
た
尭
・
舜
・
禹
は
、
何
故
に
大
聖
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
『
中
庸
』
に
は
、
「
先
生
は
い
わ
れ
た
、
「
舜
は
い
か
に
も
大
知
者
だ
ね
。
舜
は
〔
た

だ
の
も
の
知
り
で
は
な
く
〕
好
ん
で
人
に
も
の
を
た
ず
ね
、
そ
の
う
え
身
の
ま
わ
り
の
つ
ま

ら
な
い
こ
と
ま
で
よ
く
よ
く
吟
味
し
て
、
そ
の
悪
い
と
こ
ろ
は
抑
え
て
善
い
と
こ
ろ
を
あ
ら

わ
し
ひ
ろ
め
、
も
の
ご
と
の
両
極
端
を
と
ら
え
て
、
そ
の
中
ほ
ど
を
人
民
の
あ
い
だ
に
適
用

し
た
（
執
其
両
端
、
用
其
中
於
民
ー
筆
者
注
）
。
ま
あ
、
こ
う
い
う
〔
大
知
と
し
て
の
〕
す

ば
ら
し
さ
に
よ
っ
て
舜
（
充
実
）
と
よ
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。」（
七
）
と
あ
る
。 

そ
れ
は
、
両
極
端
の
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
な
い
で
、
真
ん
中
を
執
る
中
庸
思
想
を
政
治
方
針

と
し
て
実
践
し
た
故
に
、
全
く
逆
方
向
の
欲
望
を
持
つ
全
て
の
人
民
の
諸
欲
望
を
満
足
さ
す

こ
と
の
で
き
る
為
政
者
の
為
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
儒
教
が
言
う
大
知
者
な
の
で
あ
る
。 

こ
の
舜
の
「
執
其
両
端
。
用
其
中
於
民
」
の
中
庸
政
治
と
同
じ
様
な
議
論
を
孟
子
は
述
べ

て
い
る
。
孟
子
は
、
魯
の
賢
人
・
子
莫
の
「
執
中
無
権
」
の
政
治
批
判
で
、
儒
家
の
中
庸
政

治
の
長
所
の
理
由
を
、
以
下
の
様
に
明
確
・
詳
細
に
述
べ
て
い
た
る
。 

「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。「
楊
朱
は
〔
極
端
な
個
人
主
義
者
で
あ
る
か
ら
〕
、
万
事
自
分
本
位

に
し
か
考
え
な
い
。
だ
か
ら
、
た
と
い
わ
ず
か
髪
の
毛
一
本
抜
く
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
大
い
に

天
下
の
為
に
な
る
と
し
て
も
、
決
し
て
そ
れ
を
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
墨
翟
は
〔
こ
れ
と
反

対
で
、
無
差
別
の
博
愛
主
義
者
で
あ
る
か
ら
〕
、
た
と
い
頭
の
天
辺
か
ら
足
の
踵
ま
で
す
り

へ
ら
し
て
も
、
天
下
の
為
と
あ
れ
ば
そ
れ
を
す
る
の
で
あ
る
。
魯
の
賢
人
子
莫
は
子
の
中
ほ

ど
を
執
る
中
道
主
義
で
あ
る
。
こ
の
中
道
主
義
は
聖
人
の
道
で
あ
る
中
庸
に
ま
ず
近
い
と
は

い
え
る
が
、
し
か
し
あ
く
ま
で
も
中
道
と
い
う
こ
と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
臨
機

応
変
の
処
置
が
な
か
っ
た
な
ら
、
こ
れ
ま
た
楊
朱
や
墨
翟
の
よ
う
に
た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け

を
固
執
し
て
、
他
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
と
全
く
同
じ
だ
（「
子
莫
執
中
、
執
中
為
近
之
、
執

中
無
権
、
猶
執
一
也
」
ー
筆
者
注
）
。
わ
し
が
た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け
を
固
執
し
て
融
通
の

き
か
な
い
の
を
に
く
み
き
ら
う
の
は
、
正
し
い
中
庸
の
道
を
そ
こ
ね
る
か
ら
だ
。
そ
れ
で
は

た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け
を
主
張
し
て
、
他
の
多
く
の
立
場
の
長
所
（
百
事
ー
筆
者
注
）
を
捨

て
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
」（
八
）。 

孟
子
は
、
楊
朱
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
の
長
所
を
肯
定
し
て
、
一
極
点
の
執
中

に
拘
ら
ず
に
、
臨
機
応
変
に
墨
子
の
博
愛
主
義
と
楊
子
の
個
人
主
義
の
長
所
を
完
全
に
一
〇
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え
る
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
古
代
に
お
い
て
は
東
西
を
問
わ
ず
、
一
体
で
あ
っ
た
か
ら
、

儒
教
の
あ
ら
ゆ
る
文
献
に
そ
の
こ
と
は
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
最
も
要
領
よ
く

倫
理
と
政
治
を
概
論
し
た
も
の
が
『
大
学
』
と
『
中
庸
』
で
あ
る
が
、
『
大
学
』
は
政
治
に

重
点
が
あ
り
、『
中
庸
』
は
倫
理
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
。」
と
言
う
。 

武
内
義
雄
氏
は
、
「
後
漢
の
鄭
玄
は
孔
子
の
孫
の
子
思
が
先
聖
の
徳
を
照
明
せ
ん
が
た
め

に
作
っ
た
文
章
だ
と
い
い
、
宋
の
朱
子
は
こ
れ
を
抽
出
し
単
行
本
と
な
し
た
。
こ
の
書
は
孔

子
の
孫
の
子
思
が
道
学
の
伝
を
失
わ
ん
こ
と
を
憂
え
て
、
尭
・
舜
以
来
伝
統
の
中
を
説
い
た

も
の
で
、
儒
教
の
経
典
中
で
も
特
に
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
だ
と
称
し
、
全
編
を
三
十
二

章
に
分
け
て
詳
細
な
注
を
加
え
て
い
る
。」
の
説
明
し
て
い
る
。 

島
田
虔
次
氏
は
、「「
中
」
は
中
国
哲
学
で
は
き
わ
め
て
重
要
な
根
本
概
念
で
、
尭
→
舜
→

禹
の
か
の
一
句
・
四
句
よ
り
は
じ
ま
り
、『
中
庸
』『
孟
子
』
以
来
、
こ
れ
に
対
す
る
議
論
は

綿
々
と
し
て
続
け
ら
れ
て
き
た
。」
と
言
う
。 

宮
崎
市
定
氏
は
、
「
そ
れ
な
ら
儒
教
の
中
心
思
想
は
な
に
か
、
と
い
え
ば
私
は
、
そ
れ
は

中
庸
の
学
説
だ
、
と
答
え
た
い
。」
と
述
べ
る
。 

浅
野
裕
一
氏
は
、「『
中
庸
』
全
体
の
編
述
意
図
が
、
受
命
な
き
聖
人
た
る
孔
子
を
、
無
冠

の
王
者
だ
と
主
張
す
る
点
に
あ
っ
た
」
と
か
、「
『
中
庸
』
の
性
格
は
、
孔
子
を
素
王
に
上
昇

さ
せ
ん
と
し
た
古
代
儒
学
の
展
開
に
位
置
せ
し
め
て
こ
そ
、
初
め
て
そ
の
本
質
が
明
確
に
な

る
で
あ
ろ
う
。」
と
、
そ
の
意
図
を
述
べ
て
い
る
。 

金
谷
治
氏
は
、「「
中
庸
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
書
名
と
し
て
有
名
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、

一
つ
の
徳
目
な
い
し
は
生
活
態
度
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
と
し
て
、
今
も
生
き
て
い
る
。・
・
・

『
論
語
』
の
な
か
で
、
「
中
庸
の
徳
た
る
や
、
そ
れ
至
れ
る
か
な
」
と
孔
子
に
賛
嘆
さ
れ
た

の
が
そ
の
最
初
の
出
典
で
、
そ
れ
か
ら
儒
学
の
伝
統
と
し
て
長
く
尊
重
さ
れ
て
き
た
。
」
と

述
べ
て
い
る
。 

以
上
に
研
究
史
の
概
要
を
紹
介
し
た
が
、「
先
聖
と
徳
を
照
明
す
る
た
め
、
道
学
の
伝
承
」、

「
中
国
哲
学
上
の
重
要
な
根
本
概
念
」
、
「
儒
教
の
中
心
思
想
」
、
「
無
冠
の
王
者
の
照
明
」
、

「
一
つ
の
徳
目
・
生
活
態
度
」
等
の
様
な
中
庸
思
想
の
研
究
者
の
説
明
を
聴
い
て
も
、
何
故

に
中
庸
思
想
は
、
中
国
哲
学
上
の
根
本
思
想
な
の
で
あ
る
の
か
、
判
然
と
し
て
こ
な
い
。
わ

ず
か
に
宇
野
氏
が
、
儒
教
の
根
本
思
想
は
、
修
己
と
治
人
＝
倫
理
と
政
治
で
あ
る
と
し
て
、

中
庸
思
想
は
政
治
倫
理
で
あ
り
、
『
中
庸
』
は
そ
の
最
も
要
領
よ
く
概
論
し
た
も
の
で
あ
る

と
言
う
、
唯
一
つ
の
説
明
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
儒
教
思
想
の
中
心
思
想
と
言
わ
れ

る
「
中
庸
」
思
想
は
、
何
故
に
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
り
得
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
中
庸
思
想
研
究
者
は
、
誰
一
人
と
し
て
具
体
的
資
料
を
提
示
し

て
明
確
に
答
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
は
又
、
宇
野
精
一
氏
の
「
政
治
倫
理
」
と

の
指
摘
を
首
肯
す
る
と
し
て
も
、
何
故
に
中
国
の
政
治
倫
理
と
し
て
の
根
本
思
想
に
な
り
得

た
の
か
と
い
う
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
指
摘
は
、
誰
一
人
と
し
て
指
摘
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

 

三

中
庸
思
想
ー
中
国
政
治
の
最
高
徳
目 

 

中
庸
思
想
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
、
筆
者
は
以
前
に
、
「
し
か
し
常
識
や
調
和
や
バ
ラ

ン
ス
の
精
神
を
重
視
す
る
の
は
、
自
分
の
地
位
を
守
り
人
間
を
支
配
す
る
政
治
支
配
の
世
界

に
は
必
須
で
あ
り
、
中
国
「
人
は
優
れ
て
政
治
的
民
族
で
あ
る
と
い
う
と
い
う
こ
と
だ
け
は

確
か
で
あ
る
。」（
四
）
と
、
政
治
思
想
し
て
非
常
に
重
要
な
徳
目
で
あ
る
と
述
べ
た
こ
と
が

あ
る
。
と
こ
ろ
で
中
庸
思
想
は
、
中
国
に
お
け
る
為
政
者
の
心
得
と
し
て
、
政
治
姿
勢
上
の

最
高
徳
目
と
し
て
存
在
す
る
意
義
に
つ
い
て
、
古
代
資
料
は
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

①
『
論
語
』
（
尭
曰
第
二
十
）
に
お
い
て
、
中
庸
思
想
は
、
尭
ー
舜
ー
禹
の
三
代
聖
王
相
伝

の
最
高
の
政
治
徳
目
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
孔
子
に
よ
り
語
ら
れ
て
い
る
。 
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⑦
金
谷
治
ー
「
中
と
和
」（『
文
化
』

十
五
巻
四
号

一
九
五
〇
年
） 

⑧
熊
谷
尚
夫
「
中
庸
之
研
究
」（『
横
浜
国
立
大
人
文
紀
要
』

第
二
類

語
学
・
文
学
二

一 
九
五
三
年
） 

⑨
金
谷
治
「
中
庸
に
つ
い
て
ー
そ
の
倫
理
と
し
て
の
性
格
」（
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報

第
四
号

一
九
五
五
年
） 

⑩
板
野
長
八
「
中
庸
篇
の
成
り
立
ち
」（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
二
巻
二
号

一
九
六

三
年
） 

⑪
宮
崎
市
定
「
中
国
思
想
の
特
質
」（
『
岩
波
講
座

世
界
歴
史
』

第
四
巻

月
報
一
三

一

九
七
〇
年

五
月

参
照
） 

⑫
島
森
哲
男
「
「
中
庸
」
篇
の
構
成
と
そ
の
思
想 : 

個
の
あ
り
方
を
た
ず
ね
て
」
（
『
集

刊
東
洋
学
』
第
三
二

一
九
七
四
年
） 

⑬
木
村
英
一
「
中
国
哲
学
に
お
け
る
中
庸
思
想
」
（
『
日
本
中
国
学
界
報
』
三
一

一
九
七

九
年
） 

⑭
杉
山
一
也
「
孟
子
の
「
中
」
に
つ
い
て
」
（
待
兼
山
論
叢

第
二
二
号

哲
学
篇

一
九

八
八
年
） 

⑮
浅
野
裕
一
「
受
命
な
き
聖
人-

『
中
庸
』
の
意
図-

」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
第
六
一

一
九

八
九
年
）

⑯
田
中
正
樹
「
北
宋
に
於
け
る
中
庸
と
皇
極
―
契
嵩
と
蘇
軾
」（
『
集
刊
東
洋
学
』
六
二

一

九
八
九
年
）

⑰
金
谷
治
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』
（

第
四
章

中
庸

中
公
新
書
一
一
二
〇

一
九
九

三
年
） 

⑱
土
屋
裕
史
「
中
庸
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
『
孟
子
』
と
中
庸
の
関
係
か
ら
」
（
中
央
大
学

大
学
院
研
究
年
報

二
六
号

一
九
九
六
年
）

⑲
杜
勤
「
「
中
」
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
一
考
察

宇
宙
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
『
大

阪
大
学
言
語
文
化
学
五
』

一
三
五
―
一
四
八

一
九
九
六
年
） 

⑳
真
儒
協
会
会
長

高
根
秀
人
年
・
個
人
ブ
ロ
グ
【
儒
灯
】
・
「
美
の
思
想
二
―
中
庸
―
」

（
二
〇
〇
九
年
七
月
三
一
日
） 

以
上
に
列
挙
し
た
⑦
か
ら
⑱
の
論
文
も
、
総
体
的
に
要
約
す
る
と
、
『
中
庸
』
の
作
者
の
特

定
、
成
立
年
代
の
特
定
、
『
中
庸
』
書
の
構
成
分
析
、
作
成
者
の
思
想
的
意
図
、
中
庸
の
語

句
規
定
や
内
容
規
定
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
に
ま
で
、
多
方
面
に
論
旨
が
及
ぶ
。
各
研
究
者

の
個
人
的
な
問
題
関
心
や
興
味
に
よ
り
研
究
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
、
一
つ
の
問
題
点
が
批

判
・
継
承
さ
れ
て
、
研
究
が
発
展
し
て
行
く
よ
う
な
発
展
論
的
な
方
向
性
を
持
っ
て
い
な
い
。 

こ
の
た
め
に
中
庸
思
想
の
研
究
史
の
発
展
段
階
論
を
一
本
化
し
て
、
中
庸
思
想
の
問
題
点

を
述
べ
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
研
究
内
容
を
個
別
的
に
逐
一
紹
介
し
て

批
評
す
る
な
ら
ば
、
問
題
点
の
所
在
が
散
漫
と
な
り
、
何
が
中
心
的
な
問
題
で
あ
る
か
分
ら

な
く
な
り
、
研
究
の
焦
点
が
混
沌
と
し
て
、
焦
点
さ
散
漫
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
そ
れ
ら
の
事
よ
り
も
何
よ
り
重
要
な
問
題
は
、
中
庸
思
想
は
、
孔
子
に
よ

り
最
高
の
モ
ラ
ル
と
絶
賛
さ
れ
て
、
『
中
庸
』
の
巻
頭
で
「
中
は
天
下
の
大
本

和
は
天
下

の
達
道
」
と
言
わ
れ
る
様
に
、
儒
教
に
と
っ
て
中
国
思
想
の
中
核
思
想
な
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
何
故
に
儒
家
に
と
っ
て
中
国
思
想
の
中
心
思
想
に
な
り
得
た
の
か
、
と
い
う
根
本
問
題
の

究
明
や
探
求
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

こ
の
様
な
問
題
の
提
起
に
対
し
て
、
先
に
引
用
し
た
注
訳
書
の
解
説
や
個
別
論
文
の
中
で
、

現
在
日
本
の
中
庸
思
想
の
研
究
者
は
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

宇
野
精
一
氏
は
、
宇
野
哲
人
全
訳
注
の
『
中
庸
』
の
「
学
術
文
庫
へ
の
序
文
」
に
お
い
て
、

「
そ
の
儒
教
の
根
本
思
想
と
は
何
か
、
と
言
え
ば
、
要
す
る
に
修
己
と
治
人
、
今
の
言
葉
で

言
え
ば
、
倫
理
と
政
治
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
と
私
は
考
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等
の
経
書
は
、
中
国
の
現
実
の
政
治
を
指
導
す
る
根
本
原
理
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
『
中
庸
』

等
の
経
書
は
、
中
国
政
治
史
や
中
国
政
治
思
想
史
レ
ベ
ル
の
重
要
問
題
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

儒
家
の
創
始
者
で
あ
る
孔
子
や
孔
子
を
継
承
し
た
孟
子
が
、
極
め
て
深
く
政
治
に
関
与
し
た

思
想
家
で
あ
っ
た
事
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
事
は
納
得
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら

こ
れ
等
の
点
に
つ
い
て
近
代
日
本
の
中
国
思
想
史
研
究
者
に
は
、
一
体
、
ど
れ
程
念
頭
に
入

れ
て
、
『
中
庸
』
を
研
究
課
題
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
こ
の
重
要
な
点
に
つ

い
て
、
関
心
を
持
ち
な
が
ら
、
研
究
史
の
現
段
階
の
整
理
を
し
て
見
た
い
。 

ま
た
中
庸
思
想
は
、
天
下
の
大
本
、
天
下
の
達
道
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

だ
け
に
中
国
に
お
い
て
も
日
本
に
お
い
て
も
、
古
代
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
研
究
の
中
心
対
象
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
三
）。 

 

二

現
在
日
本
の
中
庸
研
究
史
の
現
状 

 

現
在
ま
で
の
所
、
近
代
日
本
に
お
け
る
中
庸
思
想
に
関
す
る
研
究
書
や
論
文
に
つ
い
て
、

管
見
の
限
り
に
お
い
て
、
収
集
し
て
検
討
し
得
た
著
書
や
論
文
名
を
以
下
に
列
挙
す
る
。 

先
ず
『
中
庸
』
の
注
釈
・
解
説
書
に
つ
い
て
執
筆
さ
れ
た
年
代
別
に
紹
介
し
た
い
。 

①
武
内
義
雄
『
武
内
義
雄
全
集

第
三
巻

儒
教
篇
二
』
（
角
川
書
店

昭
和
五
四
年

初

版

第
四
章

子
思
子
の
文
献

一
中
庸
の
本
書

） 

②
赤
塚
忠
『
大
学
・
中
庸
』（
赤
塚
忠

新
釈
漢
文
大
系

第
二
巻

明
治
書
院

昭
和
四 

二
年

初
版

平
成
六
年

三
五
版

） 

③
島
田
虔
次
『
大
学
・
中
庸
』
（
中
国
古
典
選
四

朝
日
新
聞
社

一
九
六
七
年
、
朝
日
文

庫

上
下

一
九
七
八
年

） 

④
宇
野
哲
人
『
中
庸
』（
宇
野
哲
人
全
訳
注

講
談
社
学
術
文
庫

一
九
八
三
年

第
一
刷
）、 

⑤
金
谷
治
『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
書
店

一
九
九
八
年

第
一
刷
） 

⑥
市
来
津
由
彦
篇
『
江
戸
儒
学
の
中
庸
注
釈
と
海
域
世
界
』(

市
来
津
由
彦
他
篇
『
東
ア
ジ

ア
海
域
叢
書
』
第
五
巻

汲
古
書
院

二
〇
一
一
年

四
月
刊
） 

以
上
の
様
に
近
代
日
本
の
『
中
庸
』
研
究
は
、
武
内
氏
の
研
究
に
始
ま
り
、
赤
塚
氏
、
島

田
氏
、
宇
野
氏
、
金
谷
氏
、
市
来
氏
他
の
研
究
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
研
究
蓄
積
が
あ
る
。 

し
か
し
こ
れ
ら
の
著
書
は
、
『
中
庸
』
の
注
釈
が
中
心
課
題
で
あ
り
、
解
題
で
は
『
中
庸
』

の
成
立
年
代
の
特
定
、
作
者
の
特
定
、
『
中
庸
』
の
文
章
内
容
、
構
成
要
素
の
研
究
、
事
実

関
係
の
特
定
と
い
う
、
考
証
学
的
研
究
が
中
心
課
題
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
研
究
姿
勢

が
中
国
哲
学
研
究
の
主
流
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
最
近
で
も
市
来
氏
編
集
に
よ
る

『
中
庸
』
研
究
が
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
を
見
て
い
る
限
り
、
中
国
に
よ
る
中
庸
の
注

釈
書
の
紹
介
や
、
日
本
の
江
戸
時
代
の
漢
学
者
の
中
庸
の
注
釈
書
の
紹
介
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
諸
研
究
は
、
注
釈
者
に
よ
り
多
少
の
内
容
の
相
違
が
あ
る
が
、
全
て
『
中
庸
』
の

解
説
書
・
注
釈
書
・
解
題
書
で
あ
り
、
中
国
伝
統
の
訓
詁
学
の
域
を
出
て
お
ら
ず
、
中
国
思

想
史
研
究
に
お
け
る
中
庸
思
想
の
特
質
に
つ
い
て
、
中
国
哲
学
史
上
や
中
国
思
想
史
上
の
立

場
に
お
い
て
、
特
筆
す
べ
き
近
代
的
な
重
要
問
題
を
提
起
す
る
研
究
書
で
は
な
い
。 

他
方
、
と
こ
ろ
で
現
在
ま
で
の
日
本
の
中
庸
思
想
の
研
究
は
、
『
中
庸
』
解
説
書
の
解
題

に
お
い
て
は
、
中
庸
の
成
立
年
代
の
特
定
、
作
者
の
特
定
、
中
庸
書
の
構
成
内
容
の
分
析
等

の
中
庸
の
考
証
学
的
研
究
が
主
流
と
い
う
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
中
国
思
想
史
上
に
け
る
中

庸
思
想
の
歴
史
学
的
意
義
に
興
味
を
持
つ
浅
学
に
と
っ
て
、
魅
力
の
あ
る
中
庸
思
想
の
哲
学

的
、
構
造
論
的
、
歴
史
学
的
意
義
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
中
国
歴
史
学
者
の
宮
崎
市
定
氏
の

「
中
国
思
想
の
特
質
」
と
、
中
国
哲
学
学
者
の
金
谷
治
氏
の
「
中
庸
」
で
あ
る
。
こ
の
二
論

文
を
含
め
て
管
見
の
限
り
収
集
し
得
た
論
文
は
、
以
下
の
論
考
で
あ
る
。
執
筆
さ
れ
た
年
代

順
に
そ
の
論
文
名
を
以
下
に
列
挙
す
る
こ
と
に
す
る
。 

中庸思想研究の問題の提起　―「中庸思想」研究史の現段階と課題（序章）― 139（24）



中
庸
思
想
研
究
の
問
題
の
提
起 

ー
「
中
庸
思
想
」
研
究
史
の
現
段
階
と
課
題
（
序
章
）
ー 

 

現
在
日
本
の
中
庸
思
想
研
究
の
研
究
は
、
多
く
の
研
究
蓄
積
が
あ
る
。
し
か
し
多
く
の
研

究
は
考
証
学
的
研
究
で
あ
り
、
個
別
の
研
究
論
文
も
多
く
上
梓
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
研
究

内
容
は
多
岐
に
渉
り
、
研
究
が
発
展
論
的
に
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
中
庸
思
想
を
ど
の
様
な

問
題
と
し
て
取
り
扱
え
ば
良
い
の
か
と
い
う
根
本
問
題
に
つ
い
て
も
曖
昧
藻
湖
と
し
て
い

る
。
中
庸
思
想
研
究
へ
の
研
究
視
角
は
、
中
国
人
全
体
の
日
常
生
活
に
お
け
る
社
会
的
モ
ラ

ル
で
は
な
く
、
中
国
政
治
の
基
本
的
な
中
核
思
想
と
し
て
政
治
史
問
題
と
し
て
扱
う
必
要
が

あ
る
。
従
っ
て
本
稿
で
は
、
①
中
庸
の
定
義
と
其
の
政
治
思
想
的
意
義
、
②
中
庸
思
想
研
究

の
現
状
と
課
題
、
③
中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
中
国
人
の
伝
統

的
で
基
本
的
な
思
考
様
式
で
あ
る
対
の
思
想
を
導
入
し
て
、
多
く
の
疑
問
点
が
存
在
す
る
現

在
日
本
の
中
庸
思
想
研
究
史
の
整
理
を
し
て
問
題
の
提
起
を
し
て
み
た
い
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
；
中
庸
思
想
史

学
説
史
の
整
理

対
の
思
想

政
治
思
想

構
造
論 

 

は
じ
め
に
ー
「
中
庸
思
想
」
研
究
の
視
角 

 

中
国
古
代
に
お
い
て
中
庸
思
想
は
、
儒
教
の
創
始
者
・
孔
子
に
よ
り
、
「
中
庸
の
徳
た
る

や
、
其
れ
至
れ
る
か
な
、
民
、
鮮
な
き
こ
と
久
し
」
（
一
）
と
絶
賛
さ
れ
て
い
る
。
儒
教
徒

に
と
っ
て
は
、
中
庸
思
想
は
中
国
思
想
の
最
高
徳
目
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
『
中
庸
』

に
は
「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
、
こ
れ
を
中
と
謂
う
。
発
し
て
皆
な
節
に
中
る
、
こ
れ 

  

小

倉

正

昭 

 

を
中
と
謂
う
。
発
し
て
皆
な
節
に
中
る
、
こ
れ
を
和
と
謂
う
。
中
な
る
者
は
天
下
の
大
本
な

り
。
和
な
る
者
は
天
下
の
達
道
な
り
。
中
和
を
致
し
て
、
天
地
位
し
、
万
物
育
す
。」
（
二
）

と
あ
る
様
に
、
中
は
天
下
の
大
本
で
、
和
は
天
下
の
達
道
と
言
う
の
で
あ
る
。
中
庸
の
モ
ラ

ル
は
、
天
地
宇
宙
の
運
行
も
規
定
し
て
、
万
物
の
繁
栄
を
規
定
す
る
と
言
う
。
人
間
界
の
中

庸
の
モ
ラ
ル
が
、
天
地
万
物
に
影
響
す
る
と
い
う
天
人
相
関
説
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
ほ

ど
、
中
庸
思
想
は
重
要
な
徳
目
な
の
で
あ
る
。 

儒
教
が
国
教
化
さ
れ
た
漢
代
以
後
、
中
庸
篇
を
含
ん
だ
『
礼
記
』
を
含
め
た
経
書
の
「
五

経
」
は
、
官
僚
の
必
読
書
と
な
り
、
時
代
は
下
っ
て
唐
代
以
後
に
始
ま
る
科
挙
試
験
に
お
い

て
、
「
経
書
」
は
必
須
科
目
と
な
り
、
宋
代
に
入
り
、
科
挙
試
験
が
全
盛
期
を
迎
え
る
と
、

儒
教
の
経
典
で
あ
る
『
孟
子
』
を
始
め
と
し
た
「
経
書
」
は
、
科
挙
試
験
の
最
重
要
科
目
に

至
り
、
士
大
夫
ー
中
国
前
近
代
の
知
識
人
ー
の
必
読
書
に
な
っ
た
。 

ま
た
南
宋
の
朱
憙
が
、『
礼
記
』
よ
り
、『
大
学
』
と
『
中
庸
』
を
独
立
さ
せ
て
、『
論
語
』
・

『
孟
子
』
・『
大
学
』
・『
中
庸
』
を
「
四
書
」
と
な
し
て
、
「
五
経
」
に
先
立
つ
士
太
夫
の
必

読
書
と
規
定
し
て
以
来
、「
四
書
」
は
、「
五
経
」
と
と
も
に
、
元
代
以
後
の
明
清
時
代
に
ま

で
の
歴
代
王
朝
の
科
挙
試
験
の
必
須
科
目
と
な
っ
た
。 

以
上
の
様
に
、
『
中
庸
』
を
は
じ
め
と
す
る
儒
教
の
経
書
は
、
中
国
古
代
よ
り
二
〇
世
紀

に
至
る
ま
で
、
歴
代
王
朝
を
貫
通
す
る
政
治
に
携
わ
る
中
国
知
識
人
階
級
の
必
読
書
で
あ
っ

た
。
そ
れ
だ
け
に
経
書
を
少
年
時
代
よ
り
学
び
、
科
挙
試
験
に
合
格
し
て
、
『
中
庸
』
を
は

じ
め
と
す
る
「
四
書
」・「
五
経
」
を
政
治
実
戦
に
活
用
す
る
中
国
知
識
人
階
級
に
は
、
こ
れ
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（学術論文） 

Mencius’ Theory on the Thought of Yang Zhu and Mozi
―Study of the structural theory of Chinese political thought examined from 

the thought of Dui (Introduction)―

Masaaki OGURA* 

The commonly accepted theory among researchers of the history of Chinese thought has been that Mencius strongly 

rejected Yang Zhu’s individualism and Mozi’s humanitarianism as the thoughts at both ends of the heretical doctrine. 

However, a detailed analysis of Mencius’ argument reveals that such criticism of Yang Zhu and Mozi is only a 

half-truth of his argument. In the other half, Mencius affirmed the thought of Yang Zhu and Mozi as advantageous: 

Mencius’ criticism of Yang Zhu and Mozi was strongly affected by the thought of Dui, dualist thought, which is a 

traditional, basic thought among Chinese people. In the Confucian thought of benevolence, benevolent thought of 

three kinds exists: differential love, family love, and humanitarianism. Although conventional studies have not 

explained why it came about, the Confucian s’ differential love was produced as a mixture of the criticisms of Yang 

Zhu’s self-love and Mozi’s humanitarianism.

Key words: Yang Zhu, Mozi, Mencius, humanity and justice, thought of Dui, three kinds of benevolence

* Department of General Education (Humanities and Social Sciences)

（Original Article）
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文
化
研
究
所
紀
要

九
〇
冊

一
九
八
二
年

参
照
） 

（
八
）（『
韓
非
子
第
四
冊
』（
金
谷
治
訳
注

二
三
一
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
四
年

参
照
） 

（
九
）（『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

四
一
六
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
） 

（
一
〇
）『
新
釈
漢
文
大
系
四

孟
子
』
内
野
熊
一
郎
著

五
〇
〇
頁
ー
五
〇
一
頁

明
治
書 

院

昭
和
三
七
年

参
照
） 

（
一
一
）（『
中
国
古
典
選
九

孟
子
（
下
）』（
監
修
吉
川
幸
次
郎

金
谷
治

二
七
二
頁

朝 

日
新
聞
社

昭
和
四
一
年

昭
和
五
三
年

朝
日
文
庫
本
初
版

参
照
） 

（
一
二
）（『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人

三
五
一
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
） 

（
一
三
）（『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

二
二
二
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
四
年

参
照
） 

（
一
四
）（『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

三
〇
八
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
） 

（
一
五
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

一
五
〇
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

「
注

 

三

そ
の
両
端
を
執
り
て
ー
「
執
」
は
手
に
し
っ
か
り
と
持
つ
こ
と
。」
参
照
） 

（
一
六
）『
新
釈
漢
文
大
系
四

孟
子
』（
内
野
熊
一
郎
著

四
六
四
頁
ー
四
六
五
頁

明
治 

書
院

昭
和
三
七
年

参
照
）。 

（
一
七
）『
孟
子
（
下
）』（
小
林
勝
人
訳
注

三
五
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
） 

（
一
八
）（『
中
国
古
典
選
九

孟
子
（
下
）（
監
修
吉
川
幸
次
郎

金
谷
治
訳
注

二
三
八
頁 

朝
日
新
聞
社

昭
和
四
一
年

朝
日
文
庫

昭
和
五
三
年

参
照
） 

（
一
九
）（『
中
国
哲
学
史
』（
狩
野
直
樹
著

二
二
三
頁

岩
波
書
店

一
九
五
三
年

参
照
） 

（
二
〇
）
市
川 

本
太
郎
「
儒
教
の
異
端
論 : 

特
に
孟
子
の
墨
家
排
撃
に
つ
い
て
」（
信
州
大 

學
紀
要 

一
一
九
五
一
年

三

孟
子
の
墨
家
攻
撃
の
目
標

参
照
） 

（
二
一
）『
世
界
の
名
著
一
〇
諸
子
百
家
』（
責
任
編
集
金
谷
治

二
二
頁

中
央
公
論
社

昭 

和
四
一
年

参
照
） 

（
二
二
）『
世
界
の
名
著
一
〇
諸
子
百
家
』（
責
任
編
集
金
谷
治

四
八
七
頁

中
央
公
論
社 

昭
和
四
一
年

参
照
） 

（
二
三
）『
新
釈
漢
文
大
系
五
〇
墨
子
上
』（
山
田
琢
著

一
八
八
頁
明
治
書
院

昭
和
五 

〇
年

参
照
） 

（
二
四
）『
新
釈
漢
文
大
系
八
荘
子
下
』（
遠
藤
哲
夫
・
市
川
安
司
著

八
〇
九
頁

明
治
書 

院

昭
和
四
二
年

参
照
） 

（
二
五
）『
新
釈
漢
文
大
系
八
荘
子
下
』（
遠
藤
哲
夫
・
市
川
安
司
著

八
〇
八
頁

明
治
書 

院

昭
和
四
二
年

参
照
） 

（
二
六
）『
新
釈
漢
文
大
系
五
五

淮
南
子
中
』（
楠
山
春
樹

七
一
一
頁

明
治
書
院

昭 

和
五
七
年

参
照
） 

（
二
七
）『
新
釈
漢
文
大
系
五
五

淮
南
子

中
』（
楠
山
春
樹

七
一
〇
頁

明
治
書
院

昭 

和
五
七
年

参
照
） 

（
二
八
）『
韓
非
子
四
』（
金
谷
治
訳
注

一
七
六
頁
ー
一
七
八
頁

岩
波
文
庫
一
九
九
四
年
） 

（
二
九
）
日
本
大
百
科
全
書
（
小
学
館
）

孟
子

執
筆
者
：
土
田
健
次
郎

一
九
九
六
年 

（
三
〇
）（『
図
解
雑
学
諸
子
百
家
』（
浅
野
裕
一
著
一
二
九
頁

ナ
ツ
メ
社
二
〇
〇
七
年
参
照
） 

（
三
一
）『
諸
子
百
家
』（
浅
野
裕
一
著

八
八
頁
ー
八
九
頁

講
談
社

二
〇
〇
〇
年
参
照
） 

（
三
二
）『
諸
子
百
家
』
湯
浅
邦
弘
著
一
二
七
頁
ー
一
三
五
頁

中
公
新
書
二
〇
〇
九
年
参
照
） 

（
三
三
）
朱
坤
容
「
先
秦
儒
家
思
想
に
お
け
る
奉
献
心
に
つ
い
て
の
一
考
察
ー
墨
子
、
荀
子 

と
孟
子
を
中
心
に
」（
復
丹
大
学
文
史
研
究
院

墨
子
の
兼
愛
説

『
中
国
思
想

史
』
第
一
巻

上
海

復
旦
大
学
出
版

社

二
〇
一
〇
年

参
照
） 

（
三
四
）『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

三
八
〇
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
） 

（
三
五
）（『
孟
子
上
』（
小
林
勝
人
訳
注

二
二
五
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
八
年

参
照
） 

（
受
付
日
二
〇
一
三
年

九
月

九

日
）

（
受
理
日
二
〇
一
四
年

一
月

九

日
）

孟子の楊朱・墨翟論　―対の思想から考察した中国政治思想の構造論研究（序章）― 143（20）



差
別
愛
で
、
楊
朱
は
個
人
愛
で
、
墨
子
は
差
別
愛
で
あ
り
、
相
互
に
対
立
す
る
思
想
家
で
あ

っ
た
と
主
張
す
る
。
し
か
し
こ
の
主
張
は
、
儒
家
の
仁
愛
思
想
の
半
面
の
真
理
に
過
ぎ
な
い
。

他
面
で
は
儒
家
・
孟
子
に
は
、
楊
朱
的
個
人
愛
と
墨
子
的
博
愛
主
義
が
存
在
し
た
。 

 

結
論
と
課
題 

 

以
上
に
本
論
で
述
べ
た
内
容
を
要
約
し
て
、
今
後
の
研
究
課
題
へ
の
問
題
提
起
に
し
た
い
。 

①
中
国
思
想
史
研
究
者
の
儒
家
と
楊
朱
・
墨
家
の
仁
愛
思
想
に
つ
い
て
の
研
究
史
を
紹
介
し

た
が
、
全
て
の
研
究
者
は
、
儒
家
は
差
別
愛
＝
別
愛
で
あ
り
、
楊
朱
は
自
己
愛
、
墨
翟
は
兼

愛
で
あ
り
、
儒
家
と
楊
墨
思
想
は
激
し
く
対
立
し
た
と
結
論
し
て
い
る
。
し
か
し
当
時
代
の

韓
非
子
が
指
摘
し
て
い
た
様
に
、
儒
家
も
墨
家
も
同
じ
く
兼
愛
論
を
主
張
し
て
い
た
。
従
っ

て
従
来
の
研
究
者
の
主
張
は
、
孟
子
の
主
張
の
半
面
の
真
理
に
過
ぎ
な
い
。
他
方
で
は
孟
子

は
楊
朱
・
墨
子
思
想
を
長
所
と
し
て
肯
定
し
て
い
た
。 

②
従
来
の
楊
朱
・
墨
翟
思
想
の
研
究
者
の
大
き
な
誤
解
い
は
、
楊
朱
・
墨
翟
の
両
極
端
思
想

を
否
定
し
た
議
論
と
、
逆
に
肯
定
し
た
議
論
を
混
同
し
て
、
批
判
論
に
吸
収
し
て
議
論
を
一

本
化
し
て
論
理
を
展
開
し
て
い
た
。
し
か
し
関
係
資
料
を
詳
細
に
検
討
し
て
見
る
と
、
孟
子

の
楊
墨
思
想
の
評
価
に
は
、
楊
朱
墨
翟
の
否
定
論
と
肯
定
論
と
い
う
、
中
国
人
の
伝
統
的
で

基
本
的
な
思
考
様
式
で
あ
る
対
の
思
想
ー
両
面
思
考
が
働
い
て
い
た
の
で
あ
る
。 

③
金
谷
氏
が
提
起
し
て
、
澤
田
氏
か
問
題
視
し
た
孟
子
の
仁
義
併
称
の
政
治
構
造
論
と
は
、

一
体
、
ど
の
様
な
構
造
性
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
未
だ
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
儒
家
の
仁

義
併
称
は
、
孟
子
が
始
め
て
唱
え
た
政
治
思
想
で
は
な
く
て
、
禹
・
周
公
・
孔
子
の
時
代
よ

り
存
在
し
た
政
治
論
な
の
で
あ
る
。
但
し
澤
田
氏
の
指
摘
し
た
「
当
時
揚
・
墨
両
学
派
が
隆

盛
で
あ
っ
た
た
め
に
、<

仁>

を<

仁>

だ
け
で
説
き
、<

義>

を<

義>

だ
け
で
説
く
の
で
は
な
く
、

<

仁
義>

と
併
称
し
て
主
張
が
為
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
の
主
張
は
、
儒
家
の
中
庸
思
想

の
政
治
的
展
開
を
考
え
る
上
で
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
思
え
る
。 

④
澤
田
氏
の
孟
子
の
仁
義
併
称
論
の
主
張
ー
「
当
時
の
思
想
界
の
趨
勢
を
受
け
と
め
、
そ
れ

に
対
し
て
、
彼
の
懐
抱
す
る
儒
家
思
想
の
立
場
か
ら
社
会
秩
序
の
恢
復
に
必
要
だ
と
考
え
た

主
張
」
論
は
、
再
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
孟
子
は
、
異
端
邪
説
の
偏
向
し
た

楊
墨
思
想
の
風
靡
は
、
仁
義
の
道
を
閉
塞
し
て
、
人
間
社
会
の
秩
序
の
混
乱
を
引
き
起
こ
す

危
険
性
が
あ
る
、
こ
の
故
に
排
撃
す
る
の
で
あ
る
と
、
と
言
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

⑤
従
っ
て
今
後
の
問
題
と
し
て
は
、
楊
朱
墨
翟
の
両
極
端
思
想
を
否
定
し
た
場
合
の
孟
子
の

政
治
思
想
の
構
造
性
は
ど
の
様
な
内
容
で
あ
っ
た
の
か
、
逆
に
楊
朱
墨
翟
の
両
極
端
を
肯
定

し
た
政
治
論
の
構
造
性
は
ど
の
様
な
内
容
で
あ
っ
た
の
か
、
の
解
明
が
問
題
と
な
っ
て
来
る
。

こ
の
問
題
は
、
孟
子
の
中
庸
思
想
の
政
治
論
展
開
に
つ
い
て
、
詳
し
く
検
討
し
て
見
た
い
。 

（
二
〇
一
三
年
八
月
三
〇
日

稿
了
） 

注 （
一
）『
孟
子
上
』（
小
林
勝
人
訳
注

二
五
九
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
八
年

参
照) 

（
二
）
小
林
勝
人
氏
は
、「
国
語
に
よ
れ
ば
周
の
徳
義
徳
目
は
仁
・
礼
・
勇
・
義
・
忠
・ 

信
・
恵
と
諸
々
あ
る
が
儒
家
の
仁
義
も
そ
れ
に
よ
る
。」
と
す
る
（「
古
書
か
ら
見
た 

楊
子
の
思
想
」『
列
子
の
研
究
・
老
荘
思
想
研
究
序
説-

』
明
治
書
院

一
九
八
一
年
） 

（
三
）（『
武
内
義
雄
全
集
第
七
巻
諸
子
篇
二
』

四
七
頁

角
川
書
店

昭
和
五
四
年
参
照
） 

（
四
）『
孟
子
』（
金
谷
治
著

三
六
頁
ー
四
二
頁

岩
波
新
書

一
九
六
六
年

参
照
）。 

（
五
）（『
中
国
古
典
選
九

孟
子
（
上
）』（
監
修
吉
川
幸
次
郎

金
谷
治

二
三
三
頁
ー
二 

三
六
頁

朝
日
新
聞
社

昭
和
四
一
年
初
版

朝
日
文
庫

昭
和
五
三
年

参
照
） 

（
六
）（『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

三
五
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
） 

（
七
）
澤
田
多
喜
男
「
先
秦
思
想
史
研
究
一
斑
ー
孟
子
仁
義
説
成
立
考
ー
」（
東
京
大
学
東
洋 
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に
止
ま
っ
て
い
て
、
ど
の
様
に
場
合
に
差
別
愛
が
成
立
す
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
な

い
。
従
っ
て
そ
の
根
本
的
な
発
生
の
理
由
に
つ
い
て
、
構
造
論
的
に
説
明
を
し
た
い
。
儒
家

の
差
別
愛
は
、
楊
朱
の
個
人
主
義
や
墨
子
の
博
愛
主
義
の
肯
定
論
か
ら
は
発
生
し
な
い
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。
儒
家
の
差
別
愛
は
、
楊
朱
の
個
人
愛
と
墨
子
の
博
愛
主
義
の
否
定
か
ら
発

生
す
る
。
論
理
的
に
考
え
る
と
、
楊
朱
の
自
己
愛
の
否
定
か
ら
は
社
会
全
体
へ
の
博
愛
主
義

が
発
生
し
て
、
墨
子
の
無
差
別
愛
の
否
定
か
ら
は
家
族
中
心
の
差
別
愛
が
生
じ
る
。
両
者
を

融
合
す
れ
ば
、
家
族
愛
を
中
心
に
し
て
親
疎
の
差
等
に
応
じ
て
、
社
会
全
体
に
推
及
し
て
行

く
差
別
愛
に
帰
結
す
る
。
孟
子
は
、
差
別
愛
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
言
っ
て
い
る
。 

「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。「
君
子
は
禽
獣
草
木
な
ど
の
物
に
対
し
て
は
、〔
妄
り
に
殺
し
た
り
、

伐
っ
た
り
せ
ず
〕
愛
し
憐
れ
む
心
を
持
つ
が
、
相
手
が
物
だ
か
ら
、〔
時
と
し
て
は
殺
し
た
り
、

伐
る
こ
と
も
あ
る
の
で
〕
仁
を
施
す
心
は
持
た
ぬ
。
一
般
人
民
に
対
し
て
は
、
も
と
よ
り
仁

の
心
は
持
つ
が
、
相
手
が
他
人
だ
か
ら
、
親
族
に
対
す
る
よ
う
に
心
か
ら
親
し
む
心
は
持
た

ぬ
。
こ
の
よ
う
に
〔
愛
と
仁
と
親
し
む
と
は
根
本
が
同
じ
で
も
、
対
象
に
よ
っ
て
差
等
が
あ

る
の
で
〕
、
」
ま
ず
そ
の
親
族
を
心
か
ら
親
し
み
、
そ
の
心
を
推
し
及
ぼ
し
て
人
民
に
仁
を
施

し
、
し
か
る
の
ち
に
物
を
愛
す
る
の
が
、
正
し
い
の
で
あ
る
。」（
三
四
）。 

孟
子
は
、
楊
朱
の
他
人
や
物
へ
の
愛
情
に
は
目
も
く
れ
ぬ
個
人
愛
・
家
族
愛
を
否
定
し
て
、

自
己
愛
ー
家
族
愛
ー
親
族
愛
ー
他
人
愛
ー
万
物
愛
と
い
う
様
に
、
親
疎
の
差
等
に
応
じ
て
仁

愛
の
濃
淡
が
生
じ
て
く
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
ま
た
孟
子
は
、
墨
子
派
の
夷
子
に
博
愛
主

義
と
差
別
愛
の
相
違
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
説
明
を
加
え
て
い
る
。 

「
す
る
と
、
夷
子
は
〔
こ
れ
に
は
閉
口
し
た
も
の
と
見
え
て
〕
話
題
を
そ
ら
し
て
い
っ
た
。

「
書
経
に
あ
る
儒
者
の
言
葉
に
も
『
む
か
し
の
聖
賢
が
人
民
を
治
め
る
に
は
、
ま
る
で
母
親

が
自
分
の
赤
子
を
保
護
す
る
よ
う
に
大
切
に
す
る
』
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
い
っ
た
い
、

ど
う
い
う
意
味
な
の
で
し
ょ
う
。
私
の
考
え
で
は
、
愛
に
は
差
別
は
な
い
。〔
み
ん
な
平
等
で

あ
る
。〕
た
だ
実
際
に
愛
し
て
ゆ
く
に
は
身
近
な
親
族
か
ら
始
め
よ
と
の
こ
と
で
、
別
に
墨
子

の
博
愛
と
〔
そ
の
精
神
は
〕
違
わ
な
い
と
お
も
う
の
で
す
が
。」

そ
こ
で
徐
辟
は
孟
子
に
告

げ
た
。
孟
子
は
い
わ
れ
た
。「
あ
の
夷
子
と
い
う
男
は
、
人
が
自
分
の
兄
の
子
を
愛
す
る
の
を
、

隣
人
の
赤
子
を
愛
す
る
の
と
全
く
同
じ
に
し
て
な
ん
の
差
別
も
す
る
な
と
い
う
意
味
な
の
だ

と
、
ほ
ん
と
う
に
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
大
変
な
間
違
い
で
あ
る
。
書
経
に

あ
る
あ
の
言
葉
は
譬
え
を
と
っ
て
そ
う
い
っ
た
ま
で
で
、
そ
ん
な
博
愛
な
ど
と
い
う
意
味
な

の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
赤
子
が
這
っ
て
い
っ
て
井
戸
な
ど
に
落
ち
こ
み
そ
う
に
な
る
の
は
、

な
に
も
知
ら
ぬ
赤
子
の
罪
で
は
な
い
。
〔
そ
の
保
護
者
で
あ
る
〕
親
の
不
注
意
の
罪
な
の
だ
。

〔
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
無
知
の
人
民
が
な
に
も
知
ら
ず
に
罪
を
犯
し
て
法
に
触
れ
る
の
も
、

人
民
の
罪
で
は
な
く
、
保
護
と
監
督
の
任
に
あ
る
君
主
の
罪
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
君
主

た
る
も
の
は
父
母
が
赤
子
を
守
り
育
て
る
よ
う
に
、
よ
く
人
民
を
保
護
せ
よ
と
い
っ
た
ま
で

の
こ
と
だ
。〕
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
い
っ
た
い
、
天
が
物
を
生
じ
る
と
き
に
は
、
そ
の
根

本
は
た
だ
一
つ
な
の
だ
。
人
間
も
わ
が
身
の
根
本
は
父
母
で
、
た
だ
一
つ
だ
け
で
あ
る
。〔
だ

か
ら
」
、
そ
の
根
本
で
あ
る
父
母
を
何
よ
り
も
愛
す
る
の
は
、
人
の
天
性
で
あ
る
。
〕
と
こ
ろ

が
、
夷
子
は
自
分
の
父
母
も
他
人
の
父
母
も
〔
愛
す
る
こ
と
は
〕
全
く
同
じ
で
か
わ
り
は
な

い
と
い
う
の
は
、
根
本
を
二
つ
に
〔
も
、
三
つ
に
も
〕
考
え
る
か
ら
で
、
〔
そ
れ
で
は
、
」
自

分
の
父
母
が
二
つ
も
三
つ
も
あ
る
と
い
う
お
か
し
な
こ
と
に
な
る
の
〕
あ
る
。」
（
三
五
）。 

孟
子
は
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
思
想
を
批
判
し
て
、
自
分
の
親
と
他
人
の
親
を
対
等
平
等
に

愛
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
歴
史
的
に
見
て
も
誤
り
で
あ
り
、
父
母
は
こ
の
世
に
一
人
し
か

い
な
い
、
二
人
も
三
人
も
い
る
訳
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
自
分
の
最
も
大
切
な
父
母
愛
よ
り

親
疎
の
差
等
に
応
じ
て
他
者
に
愛
情
を
及
ぼ
す
差
別
愛
の
思
想
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

以
上
に
紹
介
し
た
様
に
、
狩
野
氏
・
市
川
氏
、
金
谷
氏
・
山
田
氏
・
遠
藤
氏
・
市
川
氏
・

楠
山
氏
・
土
田
氏
・
浅
野
氏
・
湯
浅
氏
・
朱
氏
等
の
古
代
中
国
思
想
史
研
究
者
は
、
儒
家
は
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者
は
激
し
く
対
立
し
た
。・
・
・
一
方
で
孟
子
は
墨
家
の
兼
愛
論
を
禽
獣
（
け
も
の
）
の
所
業

と
激
し
く
非
難
し
た
。
・
・
・
「
墨
子
」
非
儒
篇

儒
家
を
非
難
す
る
篇
。
儒
家
の
主
張
や
孔

子
の
行
動
を
、
痛
烈
に
批
判
す
る
。
上
下
篇
か
ら
な
る
が
、
上
篇
は
現
存
し
な
い
。」（
三
〇
）。

例
②

孟
子
の
非
難
と
し
て
、「
楊
朱
よ
り
約
五
十
年
ほ
ど
後
に
現
れ
た
孟
子
は
、
楊
朱
に
激

し
い
非
難
を
浴
び
せ
て
い
る
。
孟
子
は
そ
の
理
由
を
、「
楊
朱
は
我
が
為
に
す
る
を
取
る
。
一

毛
を
抜
き
て
天
下
を
利
す
る
も
、
為
さ
ざ
る
な
り
」
（
『
孟
子
』
尽
心
下
篇
）
と
述
べ
る
。
も

し
あ
な
た
の
髪
の
毛
を
一
本
抜
く
こ
と
が
、
天
下
全
体
の
利
益
に
な
る
と
し
た
な
ら
ば
、
抜

い
て
も
ら
え
る
か
と
尋
ね
ら
れ
た
楊
朱
は
、
に
べ
も
な
く
嫌
だ
と
断
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
よ

う
に
楊
朱
は
、
我
が
身
の
利
益
し
か
眼
中
に
な
く
、
天
下
全
体
の
利
益
の
た
め
に
一
毛
を
抜

く
こ
と
さ
え
惜
し
む
徹
底
し
た
利
己
主
義
者
で
あ
っ
た
、
実
に
怪
し
か
ら
ぬ
男
だ
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。
そ
こ
で
孟
子
は
、「
楊
氏
は
我
が
為
に
す
。
是
れ
君
を
無
み
す
る
な
り
。
墨
氏
は

兼
愛
す
る
。
是
れ
父
を
無
み
す
る
な
り
。
父
を
無
み
し
君
を
無
み
す
る
は
、
是
れ
禽
獣
な
り
」

（『
孟
子
』
縢
文
公
下
篇
）
と
、
自
分
の
父
も
他
人
の
父
も
等
し
く
愛
せ
と
説
い
て
父
へ
の
孝

を
無
視
す
る
墨
子
の
思
想
や
、
利
己
主
義
を
説
く
楊
朱
の
思
想
は
、
人
間
か
ら
忠
誠
心
を
失

わ
せ
、
人
々
を
君
臣
関
係
や
国
家
組
織
か
ら
離
脱
さ
せ
る
、
野
獣
に
も
等
し
い
邪
説
だ
と
弾

劾
し
た
」（
三
一
）
と
述
べ
る
。
浅
野
氏
引
用
の
前
半
の
資
料
は
、
孟
子
は
楊
朱
の
為
我
説
と

墨
子
の
兼
愛
説
を
長
所
と
し
て
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
浅
野
氏
の
言
う
様
に
後
半
に
引

用
し
た
史
料
で
は
、
孟
子
は
楊
朱
・
墨
子
を
批
判
し
て
否
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は

孟
子
の
楊
朱
・
墨
子
思
想
批
評
の
半
面
の
真
理
に
過
ぎ
な
い
。 

〈
湯
浅
邦
弘
氏
批
判
〉

湯
浅
氏
は
、
墨
翟
の
兼
愛
説
に
つ
い
て
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
し
か
し
、
そ
の
前
提
と
な
る
兼
愛
は
、
き
わ
め
て
特
異
な
愛
で
あ
る
。
奴
隷
が
い
う
よ

う
に
、
愛
と
は
万
人
に
対
し
て
平
等
に
向
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
対
象
を
選
ん
で
注
ぐ
べ

き
感
情
で
は
な
い
の
か
。
親
密
な
者
へ
は
厚
く
、
疎
遠
な
者
に
は
薄
い
、
と
い
う
愛
こ
そ
が

も
っ
と
も
受
け
入
れ
ら
れ
や
し
い
の
で
は
な
い
か
。
墨
家
の
説
く
兼
愛
の
理
想
は
、
確
か
に

崇
高
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
普
通
の
人
々
に
と
っ
て
大
き
な
違
和
感
の
あ
る
愛
で
あ
っ
た
。」

 

「
ま
た
、
そ
れ
は
孟
子
も
同
様
で
、「
自
分
の
父
へ
の
愛
と
他
人
へ
の
愛
と
を
同
一
視
」
す

る
と
い
う
兼
愛
理
解
に
は
、
少
な
か
ら
ぬ
誤
解
が
あ
る
。・
・
・
墨
家
の
掲
げ
る
兼
愛
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
と
ら
え
て
、
そ
の
非
中
国
的
な
側
面
を
強
調
し
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
墨
家
の
説
く
兼
愛
は
、
中
国
世
界
に
お
い
て
は
、
き
わ
め
て
特
異
な
思
想
で

あ
っ
た
。
」
（
三
二
）
と
、
墨
子
の
兼
愛
説
は
、
非
中
国
的
な
特
異
思
想
で
あ
る
と
言
う
。
し

か
し
こ
の
論
は
、
孟
子
の
主
張
の
半
面
で
あ
る
。
他
面
で
墨
子
の
兼
愛
説
を
肯
定
し
て
い
る
。 

朱
坤
容
氏
批
判
〉

朱
氏
は
、
墨
子
は
兼
愛
を
以
て
乱
を
治
め
る
思
想
家
＝
義
者
と
し
て
、

 

「
ま
ず
、「
兼
愛
」
と
は
何
か
？
・
・
・
つ
ま
り
兼
愛
の
反
義
語
は
別
愛
で
、
す
な
わ
ち
分

別
の
あ
る
愛
と
さ
れ
た
。
だ
か
ら
墨
子
が
強
調
し
た
い
の
は
無
分
別
の
平
等
愛
で
あ
っ
た
。

孟
子
の
言
う
親
、
仁
、
愛
に
は
異
な
る
対
象
が
存
在
す
る
が
、
兼
愛
は
そ
れ
と
違
い
、
そ
の

特
徴
は
平
等
、
愛
に
は
区
別
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
（
三
三
）
と
言
う
。
墨
子
は
、

儒
家
の
孟
子
と
反
対
の
平
等
愛
情
で
あ
っ
た
述
べ
て
い
る
。
こ
の
主
張
も
儒
家
の
半
面
に
過

ぎ
な
い
。
孟
子
の
墨
子
の
博
愛
主
義
の
主
張
を
無
視
し
て
い
る
。 

以
上
に
紹
介
し
た
様
に
、
狩
野
氏
・
市
川
氏
・
金
谷
氏
・
山
田
氏
・
遠
藤
氏
・
市
川
氏
・

楠
山
氏
・
土
田
氏
・
浅
野
氏
・
湯
浅
氏
・
朱
氏
等
の
古
代
中
国
思
想
史
研
究
者
は
、
儒
家
は

差
別
愛
で
・
楊
朱
は
個
人
愛
・
墨
子
は
差
別
愛
で
、
相
互
に
対
立
す
る
仁
愛
思
想
で
あ
っ
た

と
主
張
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
主
張
は
、
儒
家
の
仁
愛
思
想
の
半
面
の
真
理
に
過
ぎ
な
い
。

他
面
で
は
儒
家
に
は
楊
朱
的
個
人
愛
と
墨
子
的
博
愛
主
義
が
存
在
し
た
。
こ
の
様
に
孟
子
に

は
、
一
方
で
差
別
愛
を
主
張
し
て
楊
朱
・
墨
翟
思
想
批
判
が
存
在
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で

は
差
別
愛
を
否
定
し
た
楊
朱
・
墨
翟
思
想
の
全
面
的
肯
定
論
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

最
後
に
な
る
が
、
従
来
の
儒
家
研
究
者
は
、
儒
家
の
仁
愛
は
差
別
愛
で
あ
る
と
指
摘
す
る
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て
い
て
、
孟
子
は
墨
翟
的
兼
愛
論
者
で
あ
っ
た
事
を
無
視
し
て
い
る
。 

<
楠
山
春
樹
氏
批
判>

楠
山
氏
は
、
語
訳
に
お
い
て
、「
孟
子
非
之

『
孟
子
』
尽
心
篇
に

「
楊
朱
為
我
を
取
り
、
一
毛
を
抜
き
て
、
天
下
を
利
す
る
も
為
さ
ず
」
と
あ
り
、
縢
文
公
篇

に
「
楊
子
の
為
我
は
、
是
れ
君
を
無
み
す
る
な
り
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
、
孟
子
の
楊
朱
批
判

を
僅
か
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
そ
の
批
判
は
、『
呂
氏
春
秋
』
が
楊
子
を
評
し
て
「
陽

生
は
己
を
貴
ぶ
」
」
（
不
二
篇
）
と
述
べ
て
い
る
の
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
」（
二
六
）
と
述
べ
て
、

孟
子
は
楊
朱
を
全
面
的
に
批
判
し
た
と
言
う
。
し
か
し
楠
山
氏
の
引
用
し
た
前
文
は
、
楊
朱

肯
定
論
で
あ
り
、
後
者
は
孟
子
の
楊
朱
否
定
論
で
あ
り
、
最
後
の
文
章
は
、
孟
子
の
楊
朱
の

否
定
論
や
肯
定
論
で
な
く
、
楊
朱
の
思
想
論
で
あ
る
。
楠
山
氏
は
、
孟
子
の
楊
朱
の
否
定
論

と
肯
定
論
を
区
別
せ
ず
に
、
楊
朱
否
定
論
一
本
に
終
結
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

そ
も
そ
も
『
淮
南
子
』
の
原
文
の
通
釈
に
は
、「
そ
も
そ
も
、
弦
楽
鼓
舞
を
型
通
り
に
演
じ

て
「
楽
」
を
習
い
、
進
退
辞
儀
を
型
通
り
に
行
な
っ
て
「
礼
」
を
修
め
、
手
厚
く
葬
り
久
し

く
服
喪
し
て
死
者
を
弔
う
こ
と
は
、
孔
子
の
立
説
で
あ
る
。
し
か
し
墨
子
は
こ
れ
を
非
と
し

た
。
兼
ね
愛
し
、
賢
者
を
尊
び
、
鬼
神
を
崇
び
、
命
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
墨
子
の
立
説
で

あ
る
。
し
か
し
楊
朱
は
こ
れ
を
非
と
し
た
。
己
の
本
性
を
全
く
し
、
内
な
る
真
を
保
持
し
て
、

外
物
に
よ
っ
て
形
体
を
煩
わ
さ
れ
ぬ
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
楊
子
の
立
説
で
あ
る
。
し
か
し

孟
子
は
こ
れ
を
非
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
取
捨
す
る
所
は
人
に
よ
っ
て
こ
と
な
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
心
に
う
な
ず
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
か
く
て
、
こ
と

の
是
非
に
は
、〔
そ
れ
を
受
容
す
る
か
否
か
の
〕
根
拠
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
根
拠
を
得

れ
ば
非
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
根
拠
を
失
え
ば
是
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
」
（
二
七
）
と

あ
り
、
諸
子
の
思
想
に
は
長
所
と
短
所
が
あ
り
、
諸
子
の
思
想
に
は
是
非
が
あ
り
、
思
想
家

毎
に
趣
捨
を
異
に
し
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。 

〈
金
谷
治
氏
批
判
〉
金
谷
氏
は
、
韓
非
子
の
儒
家
と
墨
家
の
兼
愛
説
批
判
を
引
用
し
て
、
以

下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。
読
み
下
し
文
は
、「
今
、
儒
・
墨
は
皆
な
称
す
、
先
王
、
天
下
を
兼

愛
す
れ
ば
、
則
ち
民
を
視
る
こ
と
父
母
の
如
し
と
。
何
を
以
て
其
の
然
る
を
明
ら
か
に
す
る

や
。
曰
く
、・
・
・
先
王
は
其
の
法
を
勝
た
し
め
て
其
の
涙
を
聴
さ
ず
。
則
ち
仁
の
治
を
為
す

べ
か
ら
ざ
や
、
亦
た
明
ら
か
な
り
。」
と
あ
る
。
そ
し
て
通
訳
と
し
て
、「
い
ま
儒
家
や
墨
家

は
み
な
こ
う
い
っ
て
い
る
。「
古
代
の
聖
王
は
天
下
の
人
々
を
ひ
ろ
く
愛
し
た
の
で
、
父
母
の

よ
う
な
態
度
で
民
衆
に
の
ぞ
ん
だ
」
と
。
ど
う
し
て
そ
の
こ
と
が
わ
か
る
か
と
た
ず
ね
る
と
、

彼
ら
は
答
え
る
。・
・
・
古
代
の
聖
王
は
こ
の
法
律
の
き
ま
り
を
尊
重
し
て
、
そ
の
感
情
に
は

従
わ
な
か
っ
た
。
し
て
み
る
と
、
仁
愛
の
情
で
は
政
治
を
行
な
え
な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
で

あ
る
。」（
二
八
）
と
あ
る
。
韓
非
子
は
、
儒
家
と
墨
家
は
同
様
の
兼
愛
論
と
規
定
し
て
い
る
。

金
谷
氏
は
注
に
て
、「
一

兼
愛
ー
肉
親
を
重
く
見
る
差
別
愛
に
対
し
、
無
差
別
の
博
愛
を

い
う
。
も
と
儒
家
に
反
対
し
た
墨
家
の
主
張
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
両
家
共
通
の
主
張
と

さ
れ
て
い
る
。」
と
言
う
。
金
谷
氏
は
、
儒
家
は
差
別
愛
で
、
墨
家
は
兼
愛
で
あ
る
と
言
い
た

い
の
で
あ
る
。
し
か
し
韓
非
子
は
、
儒
家
と
墨
家
は
同
じ
兼
愛
説
で
あ
る
と
言
う
。
前
節
で

検
討
し
た
様
に
孟
子
は
墨
子
の
兼
愛
説
を
長
所
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
た
。

従
っ
て
金
谷
氏
の
儒
墨
の
仁
愛
相
違
論
の
主
張
は
、
資
料
的
に
見
て
成
立
し
な
い
。 

土
田
健
次
郎
氏
批
判

土
田
氏
は
、「
孟
子
の
一
連
の
論
争
の
な
か
で
も
っ
と
も
有
名
な

の
は
、
性
に
悪
は
い
え
ぬ
と
す
る
告
子
と
の
応
酬
で
あ
る
。
ま
た
墨
翟
（
墨
子
）
の
兼
愛
説

（
無
差
別
愛
の
主
張
）
と
楊
朱
の
為
我
説
（
徹
底
し
た
利
己
主
義
）
を
そ
れ
ぞ
れ
極
論
と
し

て
退
け
、
家
族
倫
理
を
柱
に
漸
次
他
者
へ
と
及
ぼ
す
仁
義
の
主
張
を
行
っ
た
。」（
二
九
）
と
、

孟
子
は
墨
翟
の
兼
愛
説
と
楊
朱
の
為
我
説
を
批
判
し
て
差
別
愛
を
主
張
し
た
と
言
う
。
こ
の

論
議
は
孟
子
の
楊
墨
思
想
の
半
面
に
過
ぎ
な
い
。
孟
子
の
楊
墨
の
肯
定
論
を
無
視
し
て
い
る
。

〈
浅
野
裕
一
氏
批
判
〉
浅
野
氏
は
、
墨
家
の
兼
愛
論
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

例
①
「
儒
家
と
の
対
立

戦
国
期
と
な
り
墨
家
は
儒
家
と
並
ぶ
天
下
の
二
大
学
派
へ
。
両
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あ
ろ
う
。」（
二
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

市
川
氏
の
孟
子
の
目
的
批
判
の
前
半
の
文
章
は
、
確
か
に
孟
子
が
墨
翟
の
博
愛
主
義
を
否

定
し
た
文
章
と
し
て
引
用
し
た
の
は
正
解
で
あ
る
。
し
か
し
後
半
の
孟
子
「
天
下
の
為
に
は

自
分
を
犠
牲
に
ま
で
し
て
す
る
」
と
の
墨
翟
評
価
の
文
章
は
、
楊
朱
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の

博
愛
主
義
を
長
所
と
し
て
肯
定
し
た
文
章
で
あ
る
。
従
っ
て
否
定
し
た
文
章
の
中
に
肯
定
し

た
文
章
を
挿
入
し
て
、
孟
子
は
墨
翟
を
批
判
し
た
と
い
う
市
川
氏
の
議
論
は
成
立
し
な
い
。 

〈
金
谷
治
氏
批
判
〉

金
谷
氏
は
、
儒
家
は
差
別
愛
、
墨
子
は
無
差
別
平
等
愛
と
述
べ
る
。 

「
兼
愛
の
思
想
は
、
家
族
愛
を
主
と
す
る
儒
教
の
立
場
を
の
り
こ
え
て
、
無
差
別
平
等
の

愛
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
儒
教
の
仁
愛
は
ま
ず
血
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
差
別
愛
で
あ

り
、
そ
れ
を
近
く
か
ら
遠
く
へ
と
拡
大
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
近
親
へ
の
愛
と
他

人
へ
の
愛
と
が
し
ば
し
ば
衝
突
す
る
の
は
、
愛
情
の
本
質
か
ら
し
て
む
し
ろ
自
然
で
あ

る
。・
・
・
こ
の
兼
愛
思
想
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
そ
れ
が
基
本
的
に
家
と
か
国
家
と
い

う
わ
く
を
つ
き
破
っ
た
広
い
立
場
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。」（
二
一
）
と
述
べ
て
い
る
。 

金
谷
氏
は
、
楊
朱
に
つ
い
て
も
「<

楊
朱>

戦
国
の
人
、
道
家
の
思
想
家
。
詳
し
い
伝
記
は

わ
か
ら
な
い
が
、
自
己
中
心
主
義
者
と
し
て
孟
子
の
非
難
さ
れ
て
い
る
。
孟
子
よ
り
は
や
や

前
の
人
で
あ
ろ
う
。『
列
子
』
に
楊
朱
篇
が
あ
る
。」（
二
二
）
と
述
べ
、
孟
子
は
楊
朱
も
批
判

し
た
と
述
べ
て
い
る
。
金
谷
氏
の
説
明
も
一
面
的
解
釈
で
あ
り
、
孟
子
の
楊
墨
評
価
の
半
面

に
過
ぎ
な
い
。
孟
子
は
楊
朱
・
墨
翟
の
両
極
端
思
想
を
包
容
し
て
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

<

山
田
琢
氏
批
判>

山
田
氏
は
、
儒
家
の
親
愛
―
仁
は
差
別
愛
で
あ
り
、
墨
子
の
親
愛
＝

仁
は
差
等
が
な
い
博
愛
で
あ
り
、
儒
家
と
墨
子
の
仁
愛
は
相
違
す
る
と
述
べ
て
い
る
。 

「
そ
し
て
更
に
親
に
対
す
る
親
愛
の
情
の
発
露
の
仕
方
が
、
儒
家
と
墨
家
と
で
は
異
な
る

こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
孟
子
に
「
吾
が
老
を
老
と
し
て
人
の
老
に
及
ぼ
す
」（
梁

恵
王
上
）
と
言
う
よ
う
に
、
儒
家
で
は
自
分
の
親
と
人
の
親
と
に
対
す
る
親
愛
の
情
に
も
、

わ
が
身
に
近
い
者
か
ら
遠
く
の
者
へ
と
及
ぼ
す
順
序
に
遠
近
の
等
差
が
あ
る
。
墨
家
で
は
遠

近
に
よ
る
等
差
は
な
い
。
孝
子
た
る
者
は
互
い
に
人
の
親
を
愛
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
自
分

の
親
と
人
の
親
と
に
対
す
る
親
愛
の
情
は
同
時
に
成
り
立
つ
。
ま
た
そ
の
こ
と
が
成
り
立
つ

よ
う
な
国
家
の
建
設
を
目
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（
二
三
）。 

山
田
氏
は
、
儒
家
は
差
別
愛
で
、
墨
子
は
無
差
別
博
愛
主
義
で
あ
る
と
言
う
。
し
か
し
こ

の
主
張
も
、
狩
野
氏
・
市
川
氏
・
金
谷
氏
の
学
説
と
同
様
で
あ
り
、
孟
子
の
半
面
の
真
理
に

過
ぎ
ず
、
儒
家
に
は
墨
子
的
な
博
愛
主
義
が
存
在
す
る
。 

〈
遠
藤
哲
夫
・
市
川
安
司
氏
批
判
〉

遠
藤
・
市
川
氏
は
余
説
に
於
い
て
、「
以
上
は
墨
家
に

対
す
る
批
評
で
あ
る
。
そ
の
批
評
た
る
や
、
き
わ
め
て
簡
単
で
あ
る
が
、
要
点
を
得
て
い
る
。

「
非
楽
」
「
薄
葬
」
な
ど
、
礼
楽
を
尊
び
、
送
葬
を
重
ん
じ
る
儒
家
に
対
す
る
反
発
で
あ
り
、

「
身
を
磨
り
へ
ら
し
て
働
け
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
実
利
的
方
面
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
思
想
は
、
い
ず
れ
も
孟
子
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
「
兼
愛
」
の
一
事

に
至
っ
て
は
、
仁
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
孟
子
の
攻
撃
は
鋭
か
っ
た
の
だ
が
、
天
下
篇

で
は
深
く
論
及
し
て
い
な
い
。
天
下
篇
で
は
、「
兼
愛
」
と
い
っ
た
情
の
問
題
よ
り
も
、
礼
と

か
楽
と
い
っ
た
形
式
面
が
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。」（
二
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

な
お
本
文
で
は
荘
子
は
、
「
た
し
か
に
、
墨
翟
や
禽
滑
釐
の
考
え
方
は
正
し
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
行
為
と
し
て
現
れ
た
場
合
は
正
当
な
も
の
で
は
な
い
。
後
の
世
の
墨
者
た
ち
を
、
苦

労
さ
せ
、
ふ
く
ら
は
ぎ
や
す
ね
に
毛
が
無
く
な
る
よ
う
な
労
働
を
目
標
と
し
て
行
動
さ
せ
る

に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
天
下
を
乱
す
罪
が
多
く
て
、
天
下
を
治
め
る
功
の
少
な
い
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
墨
子
自
身
は
や
は
り
天
下
を
真
に
愛
し
た
の
で
あ
る
。
道
を
求
め
て

得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
身
は
い
か
に
や
せ
衰
え
よ
う
と
、
な
お
道
を
求
め
て
や
ま
な
い
人

物
で
あ
っ
た
。
ま
こ
と
に
す
ぐ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
」
（
二
五
）
と
、
高
く
墨
子
を
評
価
し
て

い
る
。
こ
の
文
章
の
中
で
も
、
墨
子
の
兼
愛
説
は
、
儒
家
の
孟
子
に
攻
撃
さ
れ
て
い
る
と
し
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し
い
人
の
道
で
あ
り
、
そ
れ
は
仁
義
の
併
称
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
と
考
え
た
。
孟
子
は
、
仁

義
の
道
徳
に
よ
っ
て
、
当
時
の
中
国
世
界
を
風
靡
し
て
い
た
揚
墨
思
想
に
対
抗
し
た
。」 

金
谷
氏
は
、
こ
の
文
章
の
意
味
を
、
楊
朱
と
墨
翟
の
両
極
端
思
想
を
排
撃
し
た
の
が
孟
子

の
思
想
的
立
場
で
あ
っ
た
と
、
内
野
氏
や
小
林
氏
と
同
様
の
主
張
を
し
て
い
た
。
注
釈
者
の

内
野
氏
・
小
林
氏
・
金
谷
氏
の
三
者
は
、
孟
子
の
縢
文
公
篇
の
楊
朱
・
墨
翟
思
想
の
排
撃
論

が
強
烈
で
あ
る
為
に
、
そ
こ
か
ら
頭
か
ら
離
れ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
思
い
込
み
の
強
さ
が
、

楊
朱
・
墨
翟
の
極
端
思
想
を
肯
定
し
た
本
文
を
否
定
論
に
誤
解
し
て
し
ま
う
結
果
に
帰
結
し

た
の
で
あ
る
。
三
氏
は
共
に
、「
そ
れ
で
は
只
一
つ
の
立
場
だ
け
を
主
張
し
て
、
他
の
多
く
の

立
場
の
長
所
を
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
」
と
、
孟
子
は
述
べ
て
い
る
と
言
う
。

 

し
か
し
「
多
く
の
長
所
を
捨
て
て
し
ま
う
」
と
は
、
楊
朱
と
墨
子
の
両
極
端
思
想
の
長
所

を
捨
て
る
な
、
と
い
う
事
を
意
味
し
て
い
る
と
は
、
明
確
に
述
べ
て
い
な
い
。
こ
の
事
が
注

訳
上
の
最
大
の
欠
点
で
あ
る
。
そ
れ
を
明
確
に
し
て
い
れ
ば
、
本
文
は
楊
朱
と
墨
翟
の
両
極

端
思
想
を
肯
定
し
た
執
中
有
権
の
中
庸
実
現
の
文
章
で
あ
っ
た
事
が
、
一
目
瞭
然
に
な
る
。

し
か
し
三
氏
は
共
に
、
注
釈
内
容
を
朱
子
の
指
摘
に
従
い
、
大
変
な
誤
訳
を
し
た
の
で
あ
る
。 

 

四

孟
子
の
楊
朱
・
墨
翟
肯
定
論
と
学
説
史
の
問
題
点 

 

本
節
で
は
儒
家
の
差
別
愛
と
墨
翟
の
博
愛
論
の
研
究
史
の
整
理
と
批
判
を
し
て
見
た
い
。 

〈
狩
野
直
樹
氏
批
判
〉

狩
野
氏
は
墨
子
の
兼
愛
説
に
つ
い
て
、「
墨
子
は
此
の
如
く
兼
愛
を

唱
導
し
、
之
に
対
立
す
る
も
の
を
別
愛
と
な
し
た
。
別
愛
と
は
各
人
相
互
の
区
別
を
立
て
て
、

愛
を
施
す
に
厚
薄
軽
重
の
差
等
あ
る
も
の
を
謂
う
の
で
あ
る
。
」
（
一
九
）
と
述
べ
て
、
儒
家

の
差
別
愛
と
対
立
す
る
思
想
で
あ
る
と
言
う
。
儒
家
の
差
別
愛
と
墨
子
の
博
愛
説
の
違
い
を

指
摘
し
た
一
般
的
な
説
明
で
あ
る
。
し
か
し
儒
家
は
、
墨
家
の
博
愛
主
義
を
包
容
し
て
い
る
。

こ
の
説
明
は
誤
り
で
あ
る
。
儒
家
に
は
差
別
愛
と
博
愛
が
存
在
す
る
。 

〈
市
川
本
太
郎
氏
批
判
〉
市
川
氏
は
、
孟
子
の
墨
翟
批
判
に
つ
い
て
以
下
の
様
に
述
べ
る
。 

「
孟
子
の
排
難
を
加
え
た
最
も
著
し
い
対
象
は
、
楊
朱
派
と
墨
家
で
あ
る
。
其
の
言
に
曰
く
、

 

処
士
横
議
、
楊
朱
墨
翟
之
言
盈
天
下

天
下
之
言
不
帰
揚
、
則
帰
墨
。
楊
氏
為
我
、
是
無
君

也
。
墨
子
兼
愛
、
是
無
父
也
、
無
父
無
君
、
是
禽
獣
也
。
公
明
儀
曰
、
庖
有
肥
肉
、
厩
有
肥

馬
、
民
有
飢
色
、
野
有
餓
孚
。
此
率
禽
獣
而
食
人
也
。
楊
墨
之
道
不
息
、
孔
子
之
道
不
著
。

是
邪
説
誣
民
、
充
塞
仁
義
也
。
仁
義
充
塞
、
則
率
獣
食
人
、
人
将
相
食
。（
孟
子

縢
文
公
篇

下
）
と
。
楊
朱
の
為
我
主
義
、
墨
翟
の
兼
愛
読
が
孟
子
の
排
撃
す
る
目
標
で
あ
る
こ
と
は
、

此
の
文
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
墨
子
の
兼
愛
論
に
対
し
て
は
、
父
を
無
み
す
る
も
の
と
評

し
、
そ
の
為
に
仁
義
が
充
塞
せ
ら
れ
、
邪
論
に
誣
せ
ら
れ
る
と
し
、
更
に
禽
獣
の
道
で
あ
る

と
酷
評
し
、
其
の
攻
撃
の
目
標
を
明
か
に
し
て
い
る
。
尚
他
の
篇
に
お
い
て
も
兼
愛
説
を
次

の
如
く
評
し
て
い
る
。 

墨
子
兼
愛
、
摩
頂
放
踵
、
利
天
下
為
之
。（
孟
子
尽
心
篇
上
） 

墨
子
の
兼
愛
は
一
面
よ
り
観
察
す
れ
ば
徹
底
し
た
平
等
愛
と
も
云
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
儒

教
に
於
て
も
愛
は
説
く
所
で
あ
る
が
、
兼
愛
説
の
如
き
無
差
別
平
等
の
愛
で
は
な
く
、
本
末

軽
重
を
明
か
に
し
遠
近
親
疎
に
よ
る
差
別
的
博
愛
で
あ
る
。
我
が
老
を
老
と
し
て
人
の
老
に

及
び
、
我
幼
を
幼
と
し
て
人
の
幼
に
及
ぶ
方
法
が
、
孟
子
の
説
く
仁
義
で
あ
っ
て
差
別
の
観

念
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
然
る
に
兼
愛
の
思
想
か
ら
云
え
ば
、
自
己
の
父
老
を
愛
す
る
と

同
様
に
他
入
の
父
老
を
愛
し
、
そ
こ
に
何
等
の
差
別
を
認
め
ざ
る
が
故
に
、
こ
れ
を
実
践
す

る
に
お
い
て
は
孝
道
を
害
す
る
虞
れ
が
あ
る
。
そ
こ
に
孟
子
が
「
墨
子
兼
愛
是
無
父
也
。」
攻

撃
し
た
理
由
が
明
か
と
な
る
の
で
あ
る
。
朱
子
は
、 

墨
子
愛
無
差
等
、
而
視
其
至
親
、
無
異
衆
入
、
故
無
父
（
孟
子
集
注
） 

と
説
明
し
、
愛
の
無
差
等
を
以
で
無
父
の
根
拠
と
し
て
い
る
が
、
孟
子
の
意
を
得
た
解
釈
で
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博
愛
主
義
〕
と
の
中
間
の
意
味
。
中
庸
の
中
と
は
ち
が
う
。
中
庸
の
中
は
す
で
に
権
を
含
み
、

臨
機
応
変
の
融
通
性
が
あ
る
が
、
子
莫
の
中
は
両
極
端
の
中
間
を
執
っ
て
、
中
間
に
固
定
し

て
い
る
の
で
、
権
が
な
い
か
ら
、
一
定
の
道
に
固
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
七

道
を
賊
う
、

賊
は
害
う
。
朱
子
は
「
為
我
は
仁
を
害
い
、
兼
愛
は
義
を
害
い
、
執
中
は
時
中
を
害
う
」
と

注
を
し
て
、
楊
朱
・
墨
子
・
子
莫
の
三
人
を
指
し
て
道
を
害
う
者
と
い
っ
て
い
る
が
、
黄
東

発
は
文
勢
か
ら
い
う
と
、
こ
れ
は
子
莫
の
執
中
だ
け
に
つ
い
て
い
っ
た
も
の
だ
と
い
っ
て
い

る
。
文
勢
上
は
そ
う
ら
し
い
が
、
孟
子
は
三
人
と
も
に
こ
れ
を
排
斥
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
朱
子
の
説
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。 

し
か
し
内
野
氏
と
同
様
に
小
林
氏
の
注
釈
は
誤
り
で
あ
る
。
以
下
に
論
点
を
述
べ
る
。 

①
小
林
氏
は
、
執
中
に
つ
い
て
、
中
庸
の
中
は
、
権
＝
臨
機
応
変
性
を
既
に
含
ん
で
い
る

と
言
う
。
し
か
し
孟
子
の
文
章
は
、「
子
莫
執
中
、
執
中
為
近
之
」
と
あ
り
、
子
莫
の
執
中
を

肯
定
し
て
い
る
。『
論
語
』
に
「
尭
曰
、
咨
爾
舜
、
天
之
暦
数
在
爾
躬
、
允
執
其
中
、
四
海
困

窮
、
天
禄
永
終
、
舜
亦
以
命
禹
」（
尭
曰
篇
）
と
あ
り
、
尭
は
舜
に
執
中
の
政
治
を
相
伝
し
て

い
る
。
孟
子
の
執
中
は
、
尭
・
舜
・
禹
の
三
代
相
伝
の
執
中
の
肯
定
と
同
意
で
あ
る
。
続
い

て
孟
子
は
、
「
執
中
無
権
、
猶
執
一
也
」
と
あ
り
、
孟
子
は
子
莫
の
無
権
を
批
判
し
て
い
る
。

従
っ
て
中
自
身
に
は
権
の
意
味
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
孟
子
は
、
子
莫
を
批
判
し
て
、
儒
家

の
中
庸
を
実
現
す
る
為
に
、「
執
中
有
権
」
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

②
内
野
氏
・
小
林
氏
は
、
朱
子
の
説
に
従
い
、
孟
子
が
楊
朱
・
墨
子
・
子
莫
の
三
者
を
排

斥
し
た
文
章
内
容
で
あ
る
と
言
う
。
し
か
し
こ
の
説
明
は
大
変
な
誤
解
で
あ
り
、
本
文
の
注

釈
と
語
注
の
乖
離
が
甚
だ
し
い
結
果
に
な
る
。
文
章
全
体
を
素
直
に
読
め
ば
理
解
で
き
る
。

孟
子
は
楊
朱
と
墨
子
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
子
莫
の
「
執
中
無
権
」
を
批
判
し
て
、「
執

中
有
権
」
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
朱
子
の
注
釈
は
誤
り
で
あ
る
。
文
勢
上
は
、
絶
対

に
朱
子
の
よ
う
に
は
解
釈
で
き
ず
、
黄
東
発
・
弁
疑
・
蘭
渓
の
三
人
の
解
釈
が
正
し
い
。
孟

子
は
、
子
莫
の
執
中
を
肯
定
し
て
い
る
。
た
だ
子
莫
の
執
中
無
権
を
一
極
端
思
想
と
批
判
し

て
、
楊
子
の
為
我
説
と
墨
子
の
兼
愛
説
の
両
極
端
の
長
所
を
完
全
に
活
か
す
中
庸
の
実
現
の

た
め
に
、
臨
機
応
変
性
の
あ
る
「
執
中
有
権
論
」
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

最
後
に
金
谷
治
氏
の
注
訳
の
問
題
点
の
検
証
を
し
た
い
。
金
谷
治
氏
は
、
こ
の
文
章
に
つ

い
て
、
以
下
の
様
に
註
釈
を
し
て
い
る
。 

「
孟
子
の
こ
ろ
の
有
力
な
学
派
、
楊
朱
派
と
墨
翟
派
、
そ
れ
に
子
莫
と
い
う
人
物
の
立
場

を
ま
じ
え
て
批
評
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
楊
朱
の
為
我
す
な
わ
ち
利
己
主
義
と
、
墨
翟
の
兼

愛
す
な
わ
ち
無
差
別
愛
と
は
、
い
ず
れ
も
極
端
に
す
ぎ
た
論
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
間
を
守

っ
て
行
く
子
莫
の
立
場
こ
そ
、「
こ
れ
に
近
し
。」
真
理
に
近
い
。
し
か
し
、
子
莫
に
は
「
権
」

が
な
い
。「
権
」
と
い
う
の
は
融
通
性
で
あ
る
。
本
来
は
か
り
の
分
銅
の
こ
と
で
あ
る
が
、
重

さ
に
つ
れ
て
左
右
す
る
か
ら
、
融
通
性
を
示
す
の
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
中
間
を
守
っ

て
い
て
も
融
通
性
が
な
け
れ
ば
、
結
局
一
端
に
執
着
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、「
一
を
挙
な

い
て
百
を
廃
す
る
。」
ほ
か
の
多
く
の
立
場
の
長
所
に
気
づ
か
ず
、
真
実
の
道
を
害
す
る
こ
と

に
も
な
る
、
と
い
う
。
孟
子
自
身
の
立
場
が
、
楊
・
墨
の
中
間
、
し
か
も
融
通
自
在
な
そ
れ

に
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
楊
・
墨
を
排
撃
す
る
こ
と
ば
は
、
縢
文
公
篇
（
六
十

章
上
冊
二
三
三
頁
）
に
も
あ
り
、
こ
の
異
端
を
し
り
ぞ
け
て
孔
子
の
立
場
を
宣
揚
す
る
こ
と

が
、
孟
子
の
自
覚
的
な
任
務
で
あ
っ
た
。
子
莫
は
ど
ん
な
人
物
な
の
か
、
諸
説
は
あ
る
が
結

局
は
分
ら
な
い
。」（
一
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
既
に
引
用
し
た
が
、
金
谷
氏
は
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

「
尽
心
上
篇
に
、「
孟
子
曰
わ
く
、
揚
子
は
為
我
を
取
る
。
一
毛
を
抜
き
て
天
下
を
利
す
る
こ

と
も
為
さ
ざ
る
な
り
。
墨
子
は
兼
ね
愛
す
。
頂
を
摩
り
て
踵
に
放
る
も
、
天
下
を
利
す
る
こ

と
は
こ
れ
を
為
す
。」
と
あ
り
、
孟
子
は
揚
朱
と
墨
翟
の
主
張
を
両
極
端
に
立
つ
も
の
と
考
え
、

自
分
を
そ
の
中
間
の
立
場
と
意
識
し
て
い
た
。
両
極
端
は
禽
獣
で
あ
り
、
自
分
の
立
場
は
正
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い
の
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
（
楊
子
や
墨
子
と
変
わ
ら
な
く
な
る
。）
一
を
執
っ
て
応
変

す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
を
悪
む
理
由
は
、
そ
れ
が
道
を
そ
こ
な
う
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
一

道
だ
け
は
そ
れ
で
よ
い
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
に
沢
山
の
よ
い
道
を
す
て
て
し
ま
う
こ
と
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
。」
と
し
て
い
る
。 

内
野
氏
は
、
語
訳
に
於
い
て
「
〇
無
権

権
と
は
、
物
の
軽
重
を
は
か
る
分
銅
の
こ
と
。

は
か
る
な
し
と
は
、
そ
の
時
に
応
じ
て
義
に
あ
う
か
ど
う
か
を
は
か
る
こ
と
を
し
な
い
と
い

う
意
。「
権
す
る
こ
と
無
け
れ
ば
」
と
読
ん
だ
が
、
普
通
は
、「
権
無
き
は
」
と
読
ん
で
い
る
。

〇
猶
執
一
也

一
つ
の
こ
と
を
と
り
守
っ
て
、
そ
の
時
そ
の
時
に
応
じ
て
事
を
行
な
う
こ
と

が
で
き
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
〇
賊
道

道
を
害
す
る
こ
と
。
朱
子
は
「
我
が
為
に
す
れ

ば
仁
を
害
し
、
兼
愛
す
れ
ば
義
を
害
し
、
中
を
執
れ
ば
時
中
に
害
あ
り
」
と
、
楊
子
・
墨
子
・

子
莫
の
三
人
に
か
け
、
黄
東
発
・
弁
疑
・
蘭
渓
は
、
文
勢
か
ら
見
て
こ
れ
は
子
莫
だ
け
に
つ

い
て
言
っ
た
も
の
だ
と
見
て
い
る
。
文
勢
上
は
そ
う
ら
し
く
思
わ
れ
る
が
、
心
の
中
で
は
三

人
と
も
こ
れ
を
排
斥
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
朱
子
の
よ
う
に
解
釈
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ

う
。
〇
挙
一
廃
百

一
つ
の
宜
し
い
こ
と
は
出
来
て
も
、
そ
の
た
め
に
他
の
多
く
の
宜
し
い

こ
と
を
す
て
る
こ
と
に
な
る
。
」
と
す
る
。
そ
し
て
余
説
で
は
「
本
章
も
、
有
名
な
る
も
の
。

「
道
の
貴
ぶ
と
こ
ろ
は
中
、
中
の
貴
ぶ
と
こ
ろ
は
権
（
は
か
る
の
意
）
」
で
あ
る
こ
と
を
い
っ

た
も
の
、
と
朱
子
は
い
っ
て
い
る
。
時
宜
を
権
量
し
た
中
庸
が
中
道
で
あ
り
、
権
な
き
中
は

執
中
で
、
又
一
に
固
執
す
る
も
の
で
あ
る
。
楊
・
墨
も
従
っ
て
一
事
に
固
執
す
る
も
の
、
中

道
に
は
程
遠
い
も
の
で
あ
る
。」
と
、
本
文
は
、
朱
子
の
解
釈
に
従
い
楊
・
墨
の
極
端
思
想
の

否
定
で
あ
る
と
、
述
べ
て
い
る
（
一
六
）。 

内
野
氏
は
、
子
莫
の
執
一
無
権
は
、「（
楊
子
や
墨
子
と
変
わ
ら
な
く
な
る
。）
」、
と
解
釈
し

て
い
る
が
、
孟
子
は
中
庸
思
想
実
現
に
於
い
て
子
莫
の
執
一
無
権
＝
執
一
論
を
否
定
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
何
も
楊
朱
と
墨
子
の
両
極
端
思
想
を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
従
っ
て

こ
こ
で
楊
朱
と
墨
子
を
挿
入
す
る
の
は
、
黄
東
発
・
弁
疑
・
蘭
渓
の
様
に
文
脈
の
論
理
を
考

え
て
見
る
と
、
朱
子
の
解
釈
は
間
違
い
で
あ
る
。
内
野
氏
は
、
朱
氏
の
解
釈
に
従
い
引
き
ず

ら
れ
て
、
誤
訳
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
孟
子
は
、
子
莫
の
執
中
無
権
を
批
判
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
楊
朱
や
墨
子
を
批
判
し
て
い
な
い
。
更
に
は
内
野
氏
は
、「
即
ち
一
道
だ
け
は
そ
れ
で

よ
い
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
に
沢
山
の
よ
い
道
を
す
て
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。
」
」
と
注
釈
す
る
。
問
題
な
の
は
、
誰
の
何
の
為
に
、
沢
山
の
よ
い
道
を
捨
て
て
し
ま
う

の
か
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
文
の
全
体
の
文
脈
か
ら
考
え
て
見
る
と
、
楊
朱

と
墨
子
の
長
所
を
捨
て
し
ま
う
か
ら
だ
、
と
孟
子
は
言
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

次
ぎ
は
小
林
勝
人
氏
の
訳
注
批
判
で
あ
る
。「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。
楊
朱
〔
極
端
な
個
人
主

義
者
で
あ
る
か
ら
〕、
万
事
自
分
本
位
に
し
か
考
え
な
い
。
だ
か
ら
、
た
と
い
わ
ず
か
髪
の
毛

一
本
抜
く
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
お
お
い
に
天
下
の
為
に
な
る
と
し
て
も
、
決
し
て
そ
れ
を
し
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
墨
翟
は
〔
こ
れ
と
反
対
で
、
無
差
別
の
博
愛
主
義
者
で
あ
る
か
ら
〕、
た
と

い
頭
の
天
辺
か
ら
足
の
踵
ま
で
す
り
へ
ら
し
て
も
、
天
下
の
為
と
あ
ら
ば
そ
れ
を
す
る
の
で

あ
る
。
魯
の
賢
人
子
莫
は
こ
の
中
ほ
ど
を
執
る
中
道
主
義
で
あ
る
。
こ
の
中
道
主
義
は
聖
人

の
道
で
あ
る
中
庸
に
ま
ず
近
い
と
は
い
え
る
が(

原
文
は
「
子
莫
執
中
、
執
中
為
近
之
」)

、
し

か
し
あ
く
ま
で
中
道
と
い
う
こ
と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
臨
機
応
変
の
処
置
が
な

か
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ま
た
楊
朱
や
墨
翟
の
よ
う
に
た
だ
一
つ
の
立
場
に
固
執
し
て
、
他
を
忘

れ
て
し
ま
う
の
と
全
く
同
じ
だ

原
文
は
「
執
中
無
権
、
猶
執
一
也
」

。
わ
た
し
が
た
だ
一

つ
の
立
場
に
固
執
し
て
融
通
の
き
か
な
い
の
を
い
み
き
ら
う
の
は
、
正
し
い
中
庸
の
道
を
そ

こ
ね
る
か
ら
だ
。
そ
れ
で
は
只
一
つ
の
立
場
だ
け
を
主
張
し
て
、
他
の
多
く
の
立
場
の
長
所

を
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ

原
文
は
「
所
悪
執
一
者
、
為
其
賊
道
也
、
挙
一
而
廃

百
也
」

。」
と
述
べ
て
い
る
。（
一
七
）。 

小
林
氏
は
、
注
に
於
い
て
、「
五

中
を
執
る
、
子
莫
は
楊
朱
〔
の
個
人
主
義
〕
と
墨
子
〔
の
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こ
の
文
章
の
「
悪
執
」
は
、
本
文
の
「
悪
執
一
」
と
論
理
は
同
じ
で
あ
る
、
と
小
林
氏
は

述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
無
権
＝
執
一
で
あ
り
、
無
権
＝
臨
機
応
変
性
が
無
い
こ
と
は
、
一
点

に
固
執
す
る
子
莫
の
思
想
的
立
場
と
同
様
の
意
味
で
あ
る
。 

①
の
内
容
は
、
孟
子
は
、
一
毛
を
抜
い
て
で
も
天
下
の
為
に
な
る
と
し
て
も
絶
対
に
そ
う

し
な
い
楊
朱
の
個
人
主
義
（
私
欲
）
と
、
天
下
の
為
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
身
を
粉
に
し
て
何

で
も
す
る
墨
翟
の
兼
愛
＝
博
愛
主
義
（
公
欲
）
の
両
極
端
思
想
の
内
容
は
全
く
逆
の
思
想
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
子
莫
の
執
中
、
つ
ま
り
楊
朱
と
墨
子
の
真
ん
中
を
執
る
＝
「
執

其
中
」
は
、
儒
家
の
中
庸
に
近
い
、
と
肯
定
し
て
い
る
事
に
な
る
。
本
文
の
表
面
上
の
解
釈

で
は
、
子
莫
は
楊
朱
と
墨
子
の
両
極
端
を
否
定
し
て
、
其
の
真
ん
中
を
執
る
の
か
、
楊
朱
と

墨
子
の
両
極
端
を
肯
定
し
て
、
そ
の
中
間
を
執
る
の
か
、
ど
ち
ら
な
の
か
判
然
と
し
な
い
点

が
存
在
す
る
。
し
か
し
論
理
的
に
考
え
る
と
、
両
極
端
を
否
定
し
た
場
合
に
は
、
否
定
し
た

両
者
の
中
間
を
執
＝
し
っ
か
り
手
に
握
る
こ
と
、
つ
ま
り
両
者
の
真
ん
中
を
し
っ
か
り
手
に

握
る
＝
執
る
事
は
、
両
極
端
が
存
在
し
な
い
故
に
、
ど
う
考
え
て
も
絶
対
に
不
可
能
で
あ
る
。 

従
っ
て
本
文
は
、
『
中
庸
』
に
、
「
子
曰
く
、
舜
其
大
知
也
与
。
舜
好
問
、
而
好
察
邇
言
、

隠
悪
而
揚
善
、
執
其
両
端
、
用
其
中
於
民
、
其
斯
以
為
舜
乎
」
と
あ
る
が
、「
舜
は
両
端
を
し

っ
か
り
手
に
握
り
、
両
端
を
肯
定
し
て
、
そ
の
中
を
人
民
に
適
用
し
た
、
つ
ま
り
舜
は
両
端

の
中
を
執
っ
た
」
と
同
様
の
論
理
で
あ
る
。
楊
朱
と
墨
子
の
両
端
を
手
に
握
っ
て
、
両
極
端

を
肯
定
し
た
上
で
、
そ
の
真
ん
中
を
執
っ
て
い
る
事
を
意
味
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

②
の
内
容
は
、
「
だ
が
し
か
し
子
莫
の
執
中
は
、
執
中
無
権
＝
臨
機
応
変
性
が
無
い
為
に
、

一
つ
の
極
端
に
固
執
し
て
い
る
様
な
性
格
の
中
道
主
義
で
あ
る
。
私
が
執
一
を
憎
む
の
は
、

儒
家
の
中
庸
を
害
う
か
ら
で
あ
る
。
執
一
＝
一
つ
の
長
所
の
み
に
拘
泥
し
て
、
百
＝
楊
朱
の

為
我
説
と
墨
子
の
兼
愛
説
の
長
所
を
完
全
に
活
か
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。」
と
、
孟
子
は
子

莫
の
執
中
無
権
論
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
孟
子
の
主
張
す
る
儒
家
の
中
庸
思
想
は
、
執
中
＝
有
権
論
で
あ
り
、
楊
朱
の
為
我

説
と
墨
子
の
兼
愛
説
を
一
点
に
固
執
し
な
い
で
、
臨
機
応
変
に
完
全
に
活
か
す
の
が
、
中
庸

思
想
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。
孟
子
は
、
楊
子
の
自
己
本
位
的
な
個
人
・
家
族
主
義
＝
私
権

力
の
極
端
思
想
と
墨
翟
の
社
会
的
平
等
を
目
指
す
無
差
別
の
博
愛
主
義
＝
公
権
力
の
極
端
思

想
を
、
各
々
長
所
が
あ
る
極
端
思
想
で
あ
り
、
子
莫
の
「
執
中
無
権
」
論
は
、
本
当
の
中
庸

思
想
で
は
な
い
。「
執
中
有
権
」
が
中
庸
思
想
に
は
絶
対
に
必
要
な
の
で
あ
り
、
両
極
端
の
長

所
を
一
〇
〇
％
に
生
か
さ
な
け
れ
ば
、
儒
家
本
来
の
中
庸
思
想
で
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。 

以
上
が
正
確
な
本
文
の
注
釈
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
と
こ
ろ
で
多
く
の
研
究
者
は
、
以
下
の

様
に
注
釈
し
て
い
る
。
今
、
そ
れ
ら
の
個
別
の
注
釈
を
挙
げ
て
、
何
処
に
問
題
が
存
在
す
る

の
か
を
詳
細
に
検
討
し
て
見
た
い
。 

内
野
熊
一
郎
氏
の
訳
注
批
判
。
内
野
氏
は
、「
孟
子
曰
く
、
楊
子
は
我
が
為
に
す
る
を
取
る
。

一
毛
を
抜
い
て
天
下
を
利
す
る
も
、
為
さ
ざ
る
な
り
。
墨
子
は
兼
愛
す
る
。
頂
を
摩
し
て
踵

に
放
る
も
、
天
下
を
利
す
る
は
之
を
為
す
。
子
莫
は
中
を
執
る
。
中
を
執
る
は
之
に
近
し
と

為
す
も
、
中
を
執
り
て
権
す
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
猶
一
を
執
る
が
ご
と
き
な
り
。
一
を
執
る

に
悪
む
所
の
者
は
、
其
の
、
道
を
賊
ふ
が
為
な
り
。
一
を
挙
げ
て
百
を
廃
す
る
ば
な
り
、
と
。」

と
読
み
下
す
。
そ
し
て
本
文
を
通
釈
し
て
「
孟
子
が
言
う
に
「
楊
子
は
、
ひ
た
す
ら
自
分
の

た
め
ば
か
り
す
る
こ
と
を
そ
の
主
義
と
し
た
。
た
と
い
一
本
の
毛
を
抜
く
こ
と
に
よ
り
天
下

を
利
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
場
合
で
も
、
自
分
の
た
め
で
な
け
れ
ば
一
毛
を
抜
こ
う
と

は
し
な
か
っ
た
。
墨
子
は
他
人
を
平
等
に
愛
し
た
。
た
と
い
自
分
の
頭
の
先
か
ら
す
り
へ
ら

し
て
踵
ま
で
へ
ら
し
て
も
、
天
下
を
利
す
る
た
め
な
ら
ば
こ
れ
を
行
な
っ
た
。
子
莫
は
こ
の

二
人
の
中
間
を
執
っ
た
。
そ
の
中
間
を
執
っ
て
や
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
、
道
に
近
い
と
言
え

る
が
、
し
か
し
、
い
つ
も
中
間
を
執
っ
て
、
そ
の
場
そ
の
場
に
応
じ
て
軽
重
を
は
か
り
事
の

よ
ろ
し
き
に
処
す
る
こ
と
が
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
一
を
ま
も
っ
て
少
し
も
融
通
が
き
か
な
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そ
れ
を
自
然
な
態
度
で
た
だ
受
け
入
れ
れ
ば
よ
い
の
に
、
逃
げ
出
し
た
豚
を
追
い
ま
わ
す
よ

う
に
、
こ
と
さ
ら
に
弁
論
し
、
ま
た
身
を
寄
せ
て
き
た
者
を
繋
り
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
ま
で

す
る
。
ち
か
ご
ろ
の
若
い
儒
者
は
困
っ
た
も
の
だ
、
と
い
う
心
。
縢
文
公
篇
の
六
十
章
（
二

二
八
頁
）
な
ど
の
は
げ
し
い
気
魄
と
比
べ
る
と
、
さ
ら
に
年
老
い
て
か
ら
の
こ
と
ば
な
の
で

あ
ろ
う
が
、
な
る
ほ
ど
、
こ
こ
に
も
処
世
の
真
理
は
あ
る
よ
う
で
あ
る
。「
招
」
は
罥
（
け
ん
）

な
り
と
注
さ
れ
て
い
て
、
足
を
縛
り
つ
け
る
こ
と
。」（
一
一
）。 

金
谷
氏
の
批
評
論
を
素
直
に
読
め
ば
、
孟
子
は
楊
朱
・
墨
翟
の
極
端
思
想
を
自
由
に
儒
教

の
中
で
泳
が
し
て
お
け
と
言
う
の
で
あ
り
、
殊
更
に
弁
論
し
て
排
撃
す
る
な
と
言
う
の
で
あ

る
。
し
か
し
金
谷
氏
は
、
縢
文
公
篇
で
の
楊
朱
墨
翟
へ
の
激
し
い
批
判
が
無
く
な
り
、
気
迫

が
衰
え
た
老
人
に
な
っ
た
孟
子
の
楊
・
墨
の
排
撃
文
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

孟
子
の
本
文
に
つ
い
て
の
小
林
氏
・
内
野
氏
・
金
谷
氏
の
注
釈
を
検
討
し
た
結
果
、
三
者

の
孟
子
の
本
文
の
読
み
下
し
文
と
、
そ
の
語
訳
や
批
評
と
は
、
大
き
く
乖
離
し
て
矛
盾
し
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
三
氏
は
、
孟
子
の
縢
文
公
篇
で
の
過
激
な
楊
朱
・
墨
翟
批
判

が
頭
に
深
く
染
み
付
い
て
い
て
、
そ
れ
か
ら
一
歩
も
離
れ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
こ
の

様
な
矛
盾
撞
着
し
た
結
論
を
下
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
本
文
で
は
、
孟
子
は
、
楊

朱
・
墨
翟
の
両
極
端
思
想
を
包
容
す
る
の
が
儒
教
思
想
で
あ
る
、
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。 

次
に
決
定
的
な
孟
子
の
楊
朱
墨
翟
思
想
の
肯
定
論
の
資
料
を
紹
介
し
て
見
た
い
。
縢
文
公

篇
で
は
、
孟
子
は
一
方
で
は
徹
底
的
に
楊
朱
と
墨
翟
を
異
端
邪
説
の
偏
向
思
想
と
厳
し
く
排

撃
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
今
度
は
全
く
逆
な
発
言
を
す
る
。
直
前
に
引
用
し
た
楊
墨
肯
定

論
に
続
い
て
孟
子
は
、
子
莫
の
執
中
無
権
論
を
批
判
し
て
、
執
中
の
中
庸
＝
有
権
論
を
主
張

す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
楊
子
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
の
両
極
端
を
高
く
評
価
し

て
肯
定
し
て
い
る
。
こ
の
文
章
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
異
説
が
存
在
す
る
か
ら
、
原

文
を
引
用
し
て
詳
細
に
注
釈
し
て
見
た
い
。 

原
文
は
、「
孟
子
曰
、
楊
子
取
（
衍
？
）
為
我
、
抜
一
毛
、
而
利
天
下
、
不
為
也
、
墨
子
兼

愛
、
摩
頂
放
踵
、
利
天
下
、
為
之
、
子
莫
執
中
、
執
中
為
近
之
、
執
中
無
権
、
猶
執
一
也
、

所
悪
執
一
者
、
為
其
賊
道
也
、
挙
一
而
廃
百
也
、」（
一
二
）
と
あ
る
。

読
み
下
し
文
は
、「
孟
子
曰
く
、
楊
子
は
我
が
為
に
す
。
一
毛
を
抜
き
て
天
下
を
利
す
る
も
、

為
さ
ざ
る
な
り
、
墨
子
は
兼
ね
愛
す
。
頂
（
あ
た
ま
）
を
摩
（
あ
た
ま
）
し
て
踵
（
す
る
へ

ら
）
に
放

至

る
と
も
、
天
下
を
利
す
る
こ
と
は
之
を
為
す
。
子
莫
は
中
を
執
る
。
中
を
執

る
は
之

道

に
近
し
と
な
す
も
、
中
を
執
り
て
権

は
か
る

る
こ
と
な
け
れ
ば
、
猶
一
を
執

る
が
ご
と
し
。
一
を
執
る
を
悪
む
所
は
、
そ
の
道
を
賊
（
そ
こ
な
）
う
が
為
な
り
。
一
を
挙

げ
て
百
を
害
す
れ
ば
な
り
。」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

本
文
の
文
章
構
成
の
特
徴
は
大
別
し
て
、
①
「
孟
子
曰
、
楊
子
取
（
衍
？
）
為
我
、
抜
一

毛
、
而
利
天
下
、
不
為
也
、
墨
子
兼
愛
、
摩
頂
放
踵
、
利
天
下
、
為
之
、
子
莫
執
中
、
執
中

為
近
之
」
と
、
②
「
執
中
無
権
、
猶
執
一
也
、
所
悪
執
一
者
、
為
其
賊
道
也
、
挙
一
而
廃
百

也
」
に
二
分
割
に
出
来
る
。
①
は
、
子
莫
の
執
中
の
肯
定
論
で
あ
る
。
②
は
、
子
莫
の
執
中

無
権
論
、
執
一
の
批
判
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
「
執
」
と
は
、
手
に
し
っ
か
り
握
る
こ
と
で
あ
る
。
孔
子
は
、「
論
語

衛
霊
公

篇
」
で
、
「
子
曰
、
君
子
貞
、
而
不
諒
」
と
述
べ
て
い
る
、
読
み
下
し
文
は
、
「
子
曰
わ
く
、

君
子
は
貞
に
し
て
諒
な
ら
ず
。」
で
あ
り
、
注
釈
は
「
君
子
は
正
し
い
け
れ
ど
も
、
馬
鹿
正
直

で
は
な
い
。
」
と
言
う
意
味
で
あ
る
（
一
三
）
。
君
子
と
言
う
の
は
、
頑
固
一
徹
で
は
な
く
、

臨
機
応
変
に
弾
力
的
思
考
を
す
る
人
で
あ
る
と
言
う
。 

孟
子
は
、
「
君
子
不
亮
、
悪
乎
執
」
と
述
べ
て
い
る
。
読
み
下
し
文
は
、
「
孟
子
曰
く
、
君

子
の
亮
（
か
か

諒
）
わ
ら
ざ
る
は
、〔
一
を
〕
執
る
こ
と
を
悪
め
ば
な
り
」、
注
釈
は
、「
孟

子
が
い
わ
れ
た
。「
君
子
は
〔
行
い
が
正
し
い
が
〕
馬
鹿
正
直
で
は
な
い
。
そ
れ
は
一
つ
の
こ

と
ば
か
り
ど
の
ま
で
も
固
執
し
て
融
通
の
利
か
な
い
の
を
悪
み
き
か
ら
で
あ
る
。
」
（
一
四
）
。 
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孟
子
が
楊
子
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
に
つ
い
て
、
一
方
で
人
間
社
会
の
安
定
的

秩
序
を
混
乱
す
る
異
端
邪
説
の
危
険
思
想
と
批
判
し
て
、
こ
れ
ら
を
否
定
し
て
い
た
。
し
か

し
同
時
に
他
方
で
は
、
以
下
の
様
な
楊
朱
と
墨
翟
の
両
極
端
思
想
を
包
容
す
る
発
言
を
し
て

い
る
。『
孟
子
』
尽
心
篇
に
つ
い
て
、
小
林
勝
人
氏
は
、
以
下
の
様
に
訳
注
を
し
て
い
る
。 

「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。「
墨
翟
の
説
に
か
ぶ
れ
て
学
ぶ
者
が
、
そ
の
誤
り
を
悟
る
と
、
必
ず

楊
朱
の
門
に
走
り
、
や
が
て
楊
朱
の
説
の
誤
り
を
悟
る
と
、
必
ず
中
庸
を
え
た
わ
が
儒
者
の

道
に
帰
っ
て
く
る
も
の
だ
。
〔
か
く
て
両
極
端
の
邪
説
か
ら
目
覚
め
て
〕、
わ
が
道
に
帰
っ
て

来
た
な
ら
、
心
よ
く
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
や
る
ま
で
の
こ
と
だ
。
と
こ
ろ
が
現
在
、
楊
・
墨

の
徒
と
論
争
す
る
儒
者
た
ち
は
、
ま
る
で
逃
げ
出
し
た
豚
で
も
摑
ま
え
る
か
の
よ
う
な
態
度

だ
。
す
で
に
も
と
の
檻
の
中
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
も
う
そ
れ
で
よ
い
の
に
、
さ
ら
に
ま

た
逃
げ
出
さ
ぬ
よ
う
に
と
四
足
を
縛
っ
て
お
く
よ
う
な
こ
と
を
す
る
。〔
こ
れ
で
は
あ
ま
り
に

残
酷
で
、
立
つ
瀬
が
無
い
で
は
な
い
か
〕。
」（
九
）。 

原
文
の
読
み
下
し
文
は
、「
孟
子
曰
く
、
墨
を
逃
（
去
）
れ
ば
必
ず
楊
に
帰
し
、
楊
を
逃
れ

ば
必
ず
儒
に
帰
す
。
帰
す
れ
ば
斯
ち
之
を
受
け
ん
の
み
。
今
の
楊
・
墨
と
辦
ず
る
者
は
、
放

豚
を
追
う
が
如
し
、
既
に
其
の
苙
（
檻
）
に
入
れ
ば
、
又
従
い
て
之
を
招
（
羈
）
ぐ
。
」
で
あ

る
。
従
っ
て
「
楊
墨
の
学
説
の
誤
り
を
悟
る
の
で
は
な
く
、
楊
墨
の
学
説
に
満
足
出
来
な
く

て
楊
墨
学
説
を
去
る
」
の
で
あ
る
。
即
ち
孟
子
は
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
者
と
楊
朱
の
個
人
主

義
者
の
両
極
端
を
兼
有
し
て
い
る
の
が
儒
教
で
あ
り
、
墨
翟
と
楊
朱
を
拘
束
し
て
叩
き
潰
す

様
な
事
を
せ
ず
に
、
両
極
端
思
想
の
学
説
を
、
受
け
入
れ
た
儒
教
思
想
の
中
で
自
由
に
泳
が

し
て
お
け
と
言
う
。
言
い
換
え
れ
ば
墨
翟
の
博
愛
主
義
と
楊
朱
の
個
人
主
義
を
包
容
し
て
肯

定
す
る
の
が
、
幅
広
い
心
を
持
つ
儒
教
思
想
な
の
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
本
文
に
対
し
て
、
内
野
熊
一
郎
氏
は
、「
孟
子
曰
く
、
墨
を
逃
る
れ
ば
必
ず
楊
に

帰
し
、
楊
を
逃
る
れ
ば
必
ず
儒
に
帰
す
。
帰
す
れ
ば
、
斯
に
之
を
受
け
ん
の
み
。
今
の
楊
・

墨
と
辦
ず
る
者
は
、
放
豚
を
追
う
が
如
し
。
既
に
其
の
苙
に
入
れ
ば
、
又
従
っ
て
之
を
招
ぐ
、

と
。
」
と
読
み
下
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
孟
子
が
言
う
、
「
墨
子
の
道
を
学
ぶ
者
は
、
そ
の
非

を
さ
と
る
と
、
必
ず
楊
子
の
門
に
学
ぶ
よ
う
に
な
る
。
楊
子
の
門
に
学
ん
で
、
満
足
出
来
な

い
と
、
必
ず
儒
者
の
門
に
身
を
よ
せ
て
く
る
。
身
を
寄
せ
て
く
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
こ
れ
を
受

け
入
れ
て
や
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
の
楊
子
・
墨
子
の
人
た
ち
と
弁
論
す

る
者
は
、
あ
た
か
も
逃
げ
出
し
た
豚
を
お
り
の
中
へ
追
い
こ
も
う
と
す
る
よ
う
な
態
度
で
あ

る
。
し
か
も
お
り
に
入
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
い
の
に
、
更
に
は
今
度
は
そ
の
足
を
つ
な
ぐ
よ
う

な
や
り
方
を
し
て
い
る
。
ひ
ど
す
ぎ
る
。」
。」（
一
〇
）
と
訳
注
し
て
い
る
。 

こ
の
内
野
氏
の
読
み
下
し
文
と
訳
注
を
読
む
限
り
、
孟
子
は
、「
楊
朱
と
墨
翟
の
両
極
端
思

想
は
、
儒
教
思
想
の
中
で
、
自
由
に
泳
が
し
て
お
け
。
縛
る
な
、
批
判
す
る
な
」
と
言
う
の

で
あ
る
。
従
っ
て
儒
教
は
、
楊
朱
と
墨
子
の
思
想
を
容
認
し
て
、
楊
朱
・
墨
子
を
吸
収
し
た

思
想
で
あ
る
と
、
孟
子
は
言
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

し
か
し
内
野
氏
は
、
語
訳
で
「
〇
墨

墨
子
の
学
を
さ
す
。
墨
子
の
学
は
兼
愛
を
説
く
も

の
で
あ
る
。
〇
楊

楊
子
の
学
を
さ
す
。
楊
子
の
学
は
絶
対
為
我
主
義
で
、
墨
子
の
学
と
両

極
端
を
な
す
。
〇
儒

孔
子
の
流
れ
を
く
む
学
派
で
、
中
庸
を
た
っ
と
ぶ
。
」
と
解
釈
し
て
、

余
説
で
は
、「
本
章
は
、
楊
墨
異
端
説
で
も
、
そ
の
非
を
悟
っ
て
帰
投
し
た
も
の
は
、
こ
れ
を

寛
大
に
受
け
入
れ
る
べ
き
こ
と
を
説
く
。
本
文
の
比
喩
は
巧
妙
で
面
白
い
。」
と
述
べ
る
。 

つ
ま
り
内
野
氏
は
、
楊
子
・
墨
子
・
儒
教
の
三
者
を
対
立
す
る
思
想
と
考
え
て
お
り
、
孟

子
は
、
楊
子
・
墨
子
の
思
想
を
放
棄
し
て
、
儒
家
の
中
庸
思
想
に
思
想
転
向
し
た
者
は
、
寛

大
に
儒
家
に
受
け
入
れ
た
な
さ
い
と
言
っ
て
い
る
と
、
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
内
野
氏

は
、
本
文
の
読
み
下
し
と
通
釈
に
お
い
て
、
全
く
乖
離
し
た
語
訳
・
余
説
を
展
開
し
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
こ
の
文
章
に
つ
い
て
金
谷
治
氏
は
、
以
下
の
様
に
註
釈
し
て
い
る
。 

「
楊
朱
、
墨
翟
の
極
端
な
学
説
で
は
、
き
っ
と
中
庸
の
儒
家
の
教
え
に
も
ど
っ
て
く
る
。
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を
完
全
に
活
か
せ
と
主
張
す
る
。
つ
ま
り
逆
に
楊
子
・
墨
子
の
利
益
主
義
の
肯
定
論
な
の
で

あ
る
。
従
っ
て
孟
子
に
と
っ
て
楊
墨
は
禽
獣
で
は
な
い
。
澤
田
氏
が
孟
子
の
利
益
主
義
批
判

の
中
に
揚
朱
・
墨
翟
を
入
れ
た
こ
と
は
間
違
い
で
あ
る
。
孟
子
の
楊
墨
批
判
は
、
仁
義
＝
礼

制
無
視
の
極
端
な
偏
向
思
想
へ
の
批
判
で
あ
る
。
金
谷
氏
は
、
孟
子
の
立
場
は
中
間
＝
中
庸

思
想
で
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
は
正
し
い
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
資
料
中
に
は
仁
義
の
併

称
は
見
当
た
ら
な
い
。
従
っ
て
楊
・
墨
を
肯
定
し
た
資
料
に
関
す
る
限
り
、
孟
子
は
仁
義
道

徳
で
楊
墨
思
想
を
攻
撃
し
た
の
で
は
な
い
。
孟
子
の
楊
墨
批
判
は
半
面
の
真
理
に
過
ぎ
な
い
。 

孔
子
や
孟
子
の
仁
義
主
義
か
ら
の
利
益
主
義
批
判
は
、
当
時
覇
道
政
治
を
実
行
し
た
管
仲

や
商
子
等
の
法
家
の
利
益
誘
導
政
治
や
蘇
秦
・
張
儀
等
の
縦
横
家
へ
の
批
判
で
あ
る
。 

以
下
に
諸
例
を
引
用
し
て
、
事
実
関
係
を
証
明
し
た
い
。 

「
管
氏
に
し
て
礼
を
知
ら
ば
、
孰
か
礼
を
知
ら
ざ
ら
ん
」（『
論
語
』
巻
第
二

八
佾
） 

「
孟
子
曰
く
、
今
の
君
に
事
う
る
者
は
皆
、
我
能
く
君
の
為
に
土
地
を
辟
（
闢
）
き
、
府

庫
を
充
た
す
と
曰
う
。
今
の
所
謂
良
臣
は
民
の
賊
な
り
、
君
道
に
郷
（
曏
）
わ
ず
、
仁
に

志
ざ
さ
ざ
る
に
、
之
を
富
ま
さ
ん
こ
と
を
求
む
る
は
、
是
れ
桀
を
富
ま
し
む
る
な
り
。」（
『
孟

子
』
告
子
下
）
と
あ
り
、
仁
と
対
立
す
る
富
国
策
は
、
管
仲
等
の
法
家
流
思
想
で
あ
る
。 

「
斉
の
宣
王
問
い
て
曰
く
、
斉
桓
・
晋
文
の
事
、
聞
く
こ
と
得
べ
き
か
。
孟
子
対
え
て
曰

く
、
仲
尼
の
徒
、
桓
・
文
の
事
を
道
う
も
の
無
し
。
是
の
以
に
後
世
に
伝
う
る
無
く
、
臣

未
だ
之
を
聞
か
ざ
る
な
り
。
以
（
已
）
む
無
く
ん
ば
則
ち
王
〔
道
を
述
べ
ん
〕
か
。」（
『
孟

子
』
梁
恵
王
章
句
上
）
と
あ
り
、
儒
家
の
王
道
政
治
と
法
家
の
覇
道
政
治
は
対
立
す
る
。 

「
景
春
曰
く
、
公
孫
衍
（
商
鞅
）・
張
儀
は
豈
誠
の
大
丈
夫
な
ら
ず
や
。・
・
・
孟
子
曰
く
、

是
れ
蔫
ん
ぞ
大
丈
夫
た
る
を
得
ん
や
。
子
未
だ
礼
を
学
ば
ざ
る
か
。」（『
孟
子
』
縢
文
公
章

句
上
）
と
あ
り
、
孟
子
は
商
鞅
や
張
儀
は
、
礼
義
知
ら
ず
だ
と
批
判
し
て
い
る
。 

「
公
孫
丑
問
い
て
曰
く
、
夫
子
斉
に
て
当
路
ら
ば
、
管
仲
・
晏
子
の
功
、
復
許
（
期
）
す

べ
き
か
。
孟
子
対
曰
く
、
子
は
誠
に
斉
人
な
り
、
管
仲
・
晏
子
を
知
れ
る
の
み
。・
・
・
管

仲
は
君
を
得
る
こ
と
彼
の
如
く
其
れ
専
ら
に
し
て
、
国
政
を
行
な
え
る
こ
と
彼
の
如
く
其

れ
久
し
か
り
し
も
、
功
烈
は
彼
の
如
く
其
れ
卑
（
賎
）
し
。」
（
『
孟
子
』
公
孫
丑
章
句
上
） 

「
孟
子
曰
く
、
求
は
季
氏
の
宰
と
な
り
て
、
能
く
其
の
徳
を
改
め
し
む
る
な
く
、
而
か
も

粟
を
賦
す
る
こ
と
他
日
に
倍
せ
り
、
孔
子
曰
く
、
求
は
我
が
徒
に
非
ず
、
小
子
鼓
を
鳴
ら

し
て
攻
め
て
可
な
り
と
、
此
れ
に
由
り
て
之
を
観
れ
ば
、
君
仁
政
を
行
な
わ
ざ
る
に
之
を

富
ま
す
は
、
皆
孔
子
に
棄
て
ら
る
る
者
な
り
。
・
・
・
故
に
善
く
戦
う
者
は
上
刑
（
重
刑
）

に
服
せ
し
め
、
諸
侯
を
連
ぬ
る
者
は
之
に
次
ぎ
、
草
莱
を
辟
き
土
地
（
の
宜
し
き
）
に
任

じ
〔
聚
斂
を
図
る
〕
る
者
は
、
之
に
次
ぐ
。」（
『
孟
子
』
婁
離
章
句
上
） 

以
上
の
六
例
を
見
て
も
理
解
で
き
る
様
に
、
儒
家
の
思
想
上
の
全
面
的
対
抗
者
は
、
呉
起
・

孫
子
の
兵
家
、
蘇
秦
・
張
儀
の
縦
横
家
、
中
心
は
李
悝
・
商
鞅
の
法
家
で
あ
る
。「
先
王
の
仁

義
を
言
う
も
治
に
益
無
く
、
吾
が
法
度
を
明
ら
か
に
し
、
吾
賞
罰
を
必
す
れ
ば
、
則
ち
国
富

み
て
治
ま
る
」（
八
）
と
あ
る
こ
と
を
見
て
も
、
こ
の
事
は
首
肯
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

結
論

以
上
述
べ
た
事
を
集
約
し
て
言
う
と
、
孟
子
の
楊
・
墨
批
判
に
つ
い
て
、
金
谷
第
一

著
書
は
楊
朱
＝
無
仁
、
墨
子
＝
無
仁
と
し
て
、
第
二
著
書
で
は
楊
子
＝
無
義
＝
無
君
、
墨
子

＝
無
仁
＝
無
父
と
し
た
。
澤
田
氏
は
、
金
谷
第
二
著
書
を
批
判
し
た
が
、
そ
れ
は
資
料
的
に

は
正
し
見
解
で
あ
っ
た
。
し
か
し
澤
田
氏
が
言
う
孟
子
の
仁
義
併
称
は
、
当
時
の
楊
・
墨
批

判
へ
の
反
発
に
起
因
し
た
思
想
で
は
な
い
。
仁
義
の
併
称
＝
併
称
は
、
禹
・
周
公
・
孔
子
時

代
よ
り
の
伝
統
の
焼
き
直
し
で
あ
っ
た
。
ま
た
楊
・
墨
は
、
利
益
第
一
主
義
を
展
開
し
て
い

な
い
。
利
益
主
義
は
、
当
時
の
法
家
流
の
思
想
家
の
主
張
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
三

孟
子
の
楊
朱
・
墨
翟
思
想
の
肯
定
論 
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と
言
う
の
は
、
金
谷
氏
も
澤
田
氏
も
、
資
料
を
誤
解
し
て
い
る
。
第
一
節
に
述
べ
た
孟
子
の

主
張
し
た
揚
墨
批
判
で
引
用
し
た
本
文
の
構
造
の
要
点
が
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。 

揚
朱
・
墨
翟
批
判
は
、
孔
子
の
道
＝
仁
義
の
道
の
顕
彰
す
る
事
が
任
務
で
あ
る
。 

仁
義
の
道
の
閉
塞
は
、
人
間
社
会
の
混
乱
を
惹
起
す
る
。
そ
れ
故
に
古
い
聖
人
の
道
＝
仁

義
を
継
承
保
持
し
て
、
楊
墨
の
異
端
邪
説
の
追
放
の
努
力
し
て
い
る
。 

無
父
無
君
＝
仁
義
無
視
は
、
周
公
の
打
倒
し
た
異
端
邪
説
の
思
想
。 

揚
朱
墨
翟
の
思
想
は
、
間
違
っ
た
学
説
、
偏
向
の
行
動
、
無
責
任
の
言
動
。
こ
れ
を
追
放

し
て
、
禹
・
周
公
・
孔
子
の
三
聖
人
の
継
承
者
を
志
す
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。 

以
上
の
孟
子
の
主
要
な
論
点
か
ら
、
以
下
の
様
な
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

金
谷
氏
も
澤
田
氏
も
、
孟
子
の
揚
墨
批
判
の
本
文
を
正
確
に
読
ん
で
い
な
い
。
仁
義
の
併

用
は
、
禹
・
周
公
・
孔
子
以
来
の
伝
統
思
想
で
あ
る
。
揚
墨
批
判
の
為
に
孟
子
は
仁
義
を
併

称
し
た
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
『
孟
子
』
に
は
「
王
子
墊
曰
、
士
何
事
、
孟
子
曰
、
尚
志
、

曰
、
何
謂
尚
志
、
曰
、
仁
義
而
已
矣
、
殺
一
無
罪
、
非
仁
也
、
非
其
有
而
取
之
、
非
義
也
」（
尽

心
章
句
上
）
と
あ
る
。
ま
た
「
舜
明
於
庶
物
、
察
於
人
倫
、
由
仁
義
行
、
非
行
仁
義
也
」（
婁

離
章
句
下
）
と
あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
全
く
楊
・
墨
思
想
と
は
関
係
が
無
い
。 

孟
子
の
仁
義
併
用
の
起
源
ー
仁
と
義
を
融
合
し
て
、
制
度
化
し
た
の
が
礼
で
あ
る
。『
孟
子
』

に
は
「
孟
子
曰
く
、
仁
の
実
は
、
親
に
事
う
る
是
れ
な
り
。
義
の
実
は
、
兄
に
従
う
是
れ
な

り
、
智
の
実
は
、
斯
の
二
者
を
知
り
て
去
ら
ざ
る
是
れ
な
り
。
礼
の
実
は
、
斯
の
二
者
を
節

文
す
る
是
な
り
。」（
離
婁
章
句
上
）
と
あ
る
。 

つ
ま
り
孟
子
は
、
梁
の
恵
王
の
利
益
主
義
批
判
に
お
い
て
、
礼
の
別
称
と
し
て
仁
義
の
語

句
を
使
用
し
た
の
で
あ
る
。『
礼
記
』
が
あ
る
様
に
、
礼
制
は
周
公
に
起
源
を
持
つ
古
い
思
想

で
あ
る
。『
論
語
』
に
は
、「
孝
弟
也
者
、
其
為
仁
之
本
與
」（
学
而
第
一
）、「
顔
回
問
仁
、
子

曰
、
克
己
復
禮
為
仁
」
（
顔
淵
第
十
二
）
、
「
子
曰
、
君
子
義
以
為
質
、
礼
以
行
之
」
（
衛
霊
公

第
十
五
）
と
あ
り
、
礼
制
度
は
、
仁
と
義
を
含
む
制
度
な
の
で
あ
る
。 

梁
の
恵
王
に
仁
義
の
語
句
を
使
用
し
て
利
益
政
治
を
排
除
し
て
い
る
が
、
後
文
で
仁
と
義

を
区
別
し
て
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
事
は
、
仁
義
の
併
称
と
仁
と
義
の
分
離
は
、
同
じ
内
容

で
あ
る
事
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
『
孟
子
』
は
、
仁
と
義
の
別
用
と
分
離
を
多
用
し
て
い

る
。
例
え
ば
「
孟
子
曰
、
仁
人
心
也
、
義
人
路
也
」（
告
子
章
句
上
）
と
あ
る
。 

『
論
語
』
に
は
、
例
え
ば
「
子
曰
、
弟
子
入
則
孝
、
出
則
弟
」
（
学
而
巻
第
一
）
「
子
曰
、

出
則
事
公
卿
、
入
則
父
兄
」（
子
罕
第
九
）
と
あ
り
、
内
＝
家
族
＝
親
へ
の
孝
行
＝
仁
、
外
＝

君
臣
＝
目
上
へ
の
梯
順
＝
義
な
の
で
あ
り
、
家
族
と
国
家
社
会
関
係
を
総
合
的
に
述
べ
て
仁

義
を
併
称
し
た
の
で
あ
る
。
孟
子
の
仁
義
併
称
は
、
こ
れ
と
同
じ
事
で
あ
る
。 

梁
の
恵
王
の
利
益
政
治
批
判
で
孟
子
は
仁
義
政
治
を
主
張
し
て
は
い
る
が
、
澤
田
氏
の
主

張
す
る
様
に
、
何
も
完
全
に
利
益
主
義
を
否
定
は
し
て
い
な
い
。「
孟
子
対
曰
、
王
何
必
曰
利
、

亦
有
仁
義
而
已
矣
、」
と
言
う
様
に
利
益
一
点
張
り
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
利
益
主
義

の
全
面
否
定
な
ら
ば
、
中
国
語
の
語
法
上
は
「
何
不
必
曰
利
」
と
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。

孟
子
の
「
恒
産
な
け
れ
ば
恒
心
な
し
」
の
言
葉
は
余
り
に
も
有
名
で
あ
り
、「
百
畝
之
田
、
勿

奪
其
時
、
数
口
之
家
、
可
以
無
飢
矣
、
謹
痒
序
之
教
、
申
之
以
孝
梯
之
義
、
頒
白
之
者
不
負

載
於
道
路
矣
」
（
『
孟
子
』
梁
恵
王
篇
）
と
言
う
様
に
、
経
済
政
策
の
上
に
道
徳
政
治
を
展
開

す
る
の
が
、
孟
子
の
仁
義
政
治
の
内
実
な
の
で
あ
る
。

ま
た
楊
・
墨
は
、
利
益
主
義
を
述
べ
て
い
な
い
。
澤
田
氏
の
議
論
に
は
資
料
的
根
拠
が
欠

落
し
て
規
定
性
が
薄
い
。
金
谷
氏
・
澤
田
氏
が
引
用
し
た
「
孟
子
曰
、
楊
子
取
為
我
、
抜
一

毛
而
利
天
下
、
不
為
也
、
墨
子
兼
愛
、
摩
頂
放
踵
、
利
天
下
為
之
」
（
尽
心
上
）
」
は
、
第
三

節
に
て
詳
細
に
検
証
す
る
が
、
楊
子
・
墨
子
へ
の
利
益
主
義
批
判
で
は
な
い
。
続
く
後
文
に

「
子
莫
執
中
、
執
中
為
近
之
、
執
中
無
権
、
猶
執
一
也
、
所
悪
執
一
者
、
為
其
賊
道
也
、
挙

一
而
廃
百
也
」
と
あ
る
。
孟
子
は
、
執
中
有
権
論
の
中
庸
思
想
実
現
の
為
に
両
極
端
の
長
所
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理
想
的
な
家
族
・
君
臣
関
係
を
破
壊
す
る
の
は
、
楊
朱
・
墨
翟
の<

兼
愛>

主
義
・<

為
我>

主

義
で
あ
る
。
・
・
・
孟
子
は
、
墨
家
の
主
張
は<

兼
愛>

で
あ
り
、
楊
朱
の
主
張
は<

為
我>

で

あ
る
こ
と
、<

兼
愛>

は<

無
父>

に
、<

為
我>

は<

無
君>

に
ゆ
き
つ
く
思
想
だ
と
考
え
て
い
る
。

『
孟
子
』
冒
頭
の<

仁
義>

の
主
張
と
、<

仁>

は<

親>

に
、<

義>

は<

君>

に
関
連
し
て
説
か

れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
す
な
ら
ば
、
孟
子
の<

仁>

の
主
張
は
墨
家
の<

無
父>

に
連
な
る

<

兼
愛>

主
張
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、<

義>

の
主
張
は
揚
朱
派
の<

無
君>

に
連
な

る<

為
我>

主
義
に
対
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
当
時
揚
・
墨
両
学
派
が
隆
盛
で

あ
っ
た
た
め
に
、<

仁>

を<

仁>
だ
け
で
説
き
、<

義>

を<

義>

だ
け
で
説
く
の
で
は
な
く
、<

仁
義>

と
併
称
し
て
主
張
が
為
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
孔
子
の
主
要
な
思
想
は<

仁>

で
あ
っ

た
が
、
孟
子
に
な
っ
て<

仁
義>

説
に
な
っ
た
と
発
展
的
に
み
る
な
ら
ば
、
孔
子
の
後
に
出
た

墨
翟
が<

兼
愛>

を
説
い
て<

仁>

の
側
面
を
強
調
す
る
余
り
に
、<

義>

の
側
面
が
忘
れ
が
ち
な

た
め
に<

仁
義>

と
併
説
し
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
、
金
谷
氏
説
を
批
判
し
た
。 

⑤
更
に
孟
子
は
、<

仁
義>

主
義
に
対
立
す
る
者
と
し
て<
利>
中
心
の
立
場
を
揚
げ
て
い
る
。

「
宋
牼
の
立
場
は

利

不
利

の
打
算
の
観
点
か
ら
非
戦
を
説
く
の
に
対
し
て
、
孟
子
は
、

為
人
臣
懐
利
以
事
其
君
、
為
人
子
懐
利
以
事
其
父
、・
・
・
是
君
臣
父
子
兄
弟
、
終
去
仁
義

懐
利
以
相
接
、
然
而
不
亡
者
、
未
之
有
也
、
先
生
以
仁
義
説
秦
楚
之
王
、・
・
・
是
君

臣

父
子
兄
弟
、
去
利
懐
仁
義
以
相
接
也
、
然
而
不
王
者
、
未
之
有
也
、
何
必
利
。
（
告
子
下
）

と
論
駁
し
て
い
る
。
こ
の
主
張
や
説
き
方
は
、
梁
恵
王
篇
冒
頭
の
そ
れ
と
極
め
て
類
似
し
た

も
の
で
あ
る
。<

仁
義>

に
対
す
る<

利>

の
主
張
者
の
中
に
は
、
墨
家
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。
孟
子
が
攻
撃
し
て
止
ま
な
い<

利>

の
主
張
者
の
最
大
の
一
つ
は
墨
家
に
他

な
ら
な
い
。
ま
た
揚
朱
派
の
思
想
と<

利>

の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
抜
一
毛
而
利
天
下
、
不
為

也
」（
尽
心
上
）
と
い
っ
た<

為
我>

主
張
が
、
ほ
ぼ
利
己
主
義
と
同
じ
で
あ
る
所
か
ら
、
自
分

の<

利>

の
み
を
考
え
て
他
を
顧
み
な
い
、<

利>

中
心
の
思
想
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

墨
家
も
揚
朱
も
と
も
に<

利>

の
主
張
者
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。<

利>

の
立
場
は
、
こ
の
両

学
派
の
み
で
は
な
く
、
梁
恵
王
に
代
表
さ
れ
る
如
き
為
政
者
を
は
じ
め
と
し
て
、
孟
子
の
仁

義>

主
張
を
除
く
、
多
く
の
一
般
の
ひ
と
た
ち
も
含
む
も
の
で
あ
り
、
孟
子
の<

仁
義>

の
主
張

と<

利>

の
排
撃
は
激
し
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
」
。
つ
ま
り
澤
田
氏
は
、
楊
朱
・
墨
翟

は<

利>

の
立
場
で
あ
る
が
故
に
攻
撃
し
た
の
で
あ
る
と
言
う
。 

⑥
「
孟
子
の<

仁
義>

説
の<

仁>

の
主
張
は
、<

義>

的
思
想
に
連
な
る
墨
家
に
対
し
て
、<

義>

の
主
張
は<

仁>

的
思
想
に
連
な
る
楊
朱
学
派
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
従
来
推

測
さ
れ
て
い
た
如
き
そ
の
反
対
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
だ
と
す
る

な
ら
ば
、
孟
子
の<

仁
義>

説
は
、
ま
さ
し
く
同
時
代
の
思
想
界
の
状
況
の
な
か
で
、
当
時
の

思
想
界
の
趨
勢
を
受
け
と
め
、
そ
れ
に
対
し
て
、
彼
の
懐
抱
す
る
儒
家
思
想
の
立
場
か
ら
社

会
秩
序
の
恢
復
に
必
要
だ
と
考
え
た
主
張
を
う
ち
出
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。
」
（
七
）
と
言
う
。
澤
田
氏
は
、
孟
子
の
仁
義
の
主
張
は
社
会
秩
序
の
恢
復
の
た
め
に
、

主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
。
以
上
に
澤
田
氏
の
金
谷
説
批
判
の
大
要
を
紹
介

し
た
が
、
金
谷
氏
と
澤
田
氏
の
問
題
点
を
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

金
谷
説
の
墨
翟
の
兼
愛
説
の
義
の
欠
如
批
判
と
楊
朱
の
為
我
説
の
仁
の
欠
如
説
に
対
し
て
、

澤
田
氏
は
逆
に
、
墨
翟
の
兼
愛
説
は
親
へ
の
仁
の
欠
如
で
あ
り
、
楊
朱
の
為
我
説
は
君
へ
の

義
の
欠
如
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
は
資
料
的
に
見
て
正
し
い
批
判
で
あ
る
。
し
か

し
澤
田
氏
は
、
金
谷
氏
の
第
二
著
書
を
検
討
し
て
い
な
い
。
金
谷
氏
の
第
一
著
書
だ
け
を
見

て
批
判
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
問
題
な
の
は
、
金
谷
氏
の
第
一
著
書
と
第
二
著

書
の
自
己
矛
盾
性
の
根
拠
を
批
判
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

し
か
し
以
下
の
論
点
は
、
金
谷
氏
・
澤
田
氏
は
共
に
間
違
い
を
犯
し
て
お
り
、
更
に
ま
た

金
谷
氏
を
批
判
し
た
澤
田
氏
は
一
層
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

孟
子
の
仁
義
併
称
は
、
墨
翟
の
兼
愛
説
と
楊
朱
の
為
我
説
に
対
す
る
批
判
か
ら
生
ま
れ
た

孟子の楊朱・墨翟論　―対の思想から考察した中国政治思想の構造論研究（序章）― 157（6）



墨
翟
は
兼
愛
説
＝
無
差
別
の
悪
平
等
主
義
で
父
子
の
家
族
制
度
を
無
視
し
て
い
る
。
君
父
を

無
視
す
る
楊
墨
の
異
端
邪
説
を
排
撃
し
な
け
れ
ば
、
孔
子
の
道
＝
仁
義
は
現
れ
な
い
。
現
在

の
天
下
の
思
想
の
混
乱
の
原
因
は
、
楊
朱
墨
翟
の
異
端
思
想
に
原
因
が
あ
る
。
楊
朱
・
墨
翟

の
邪
悪
な
論
説
・
一
方
に
偏
っ
た
誤
り
の
行
為
・
出
鱈
目
な
思
想
を
排
撃
し
て
、
禹
・
周
公
・

孔
子
の
三
聖
者
の
道
を
継
承
し
て
仁
義
の
道
を
宣
揚
す
る
悲
願
を
持
つ
。 

こ
の
論
考
を
読
ん
で
、
す
ぐ
に
気
が
つ
く
事
は
、
金
谷
氏
の
第
一
著
書
と
第
二
著
書
で
は
、

楊
朱
・
墨
翟
に
つ
い
て
、
金
谷
氏
は
全
く
正
反
対
の
主
張
を
し
て
い
る
事
で
あ
る
。
第
一
著

書
で
は
、
墨
翟
＝
無
義
＝
無
君
、
楊
朱
＝
無
仁
＝
無
父
と
し
て
、
孟
子
は
批
判
し
て
い
る
。

第
二
著
書
で
は
墨
翟
＝
無
父
、
楊
朱
＝
無
君
と
し
て
、
孟
子
は
批
判
し
て
い
る
と
言
う
。
第

二
著
書
が
資
料
的
に
見
て
正
し
く
、
第
一
著
書
は
朱
子
の
「
為
我
は
仁
を
害
し
、
兼
愛
は
義

を
害
し
、
執
中
は
時
中
を
害
う
。」
（
六
）
を
下
敷
き
に
し
た
見
解
で
、
間
違
で
あ
ろ
う
。 

金
谷
氏
の
第
二
著
書
の
内
容
に
対
し
て
激
し
く
詳
細
に
批
判
し
た
の
が
、
澤
田
多
喜
男
氏

で
あ
る
。
澤
田
氏
は
、
金
谷
氏
の
仁
義
説
を
批
判
し
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
金
谷
治
前
掲
書
第
二
章
で
は
、
孟
子
の<

仁
義>

説
が
、
当
時
の
思
想
的
対
抗
者
で
あ
る

揚
朱
と
墨
翟
の
学
派
に
対
抗
し
て
生
ま
れ
た
、
と
い
う
の
は
よ
い
と
し
て
、
孟
子
が<

仁>

に

加
え
て<

義>

を
説
い
た
の
は
、
墨
翟
学
派
を
打
破
す
る
た
め
だ
と
し
、
ま
た
揚
朱
学
派
は
極

端
な
自
己
中
心
主
義
で
、
社
会
改
革
や
他
人
へ
の
思
い
や
り
の
欠
如
が
あ
る
た
め
、
孔
子
は<

仁>

を
強
調
し
た
の
だ
と
す
る
。
つ
ま
り
墨
家
の<

兼
愛>

説
に
対
し
て<

義>

を
、
楊
朱
の<
為

我>

主
義
に
対
し
て<

仁>

を
説
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
拙
稿
の
主
張

と
全
く
逆
で
あ
る
。
金
谷
氏
は
そ
こ
で
何
故
か
「
未
有
仁
而
遺
其
親
者
也
、
未
有
義
而
後
其

君
也
」（
梁
恵
王
上
）
や
「
無
父
也
」「
無
君
也
」（
告
子
上
）
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
の
は
、

『
孟
子
』
の
文
章
全
体
を
正
確
に
読
ん
で
い
な
い
嫌
い
が
あ
る
。」
と
批
判
し
て
い
る
。 

そ
し
て
澤
田
氏
は
、
孟
子
の
仁
義
併
称
の
理
由
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

①
『
論
語
』
に
は<

仁><

義>

は
そ
れ
ぞ
れ
分
離
し
て
み
え
る
が
、<

仁
義>

と
い
う
併
称
し
た

語
と
し
て
は
み
え
ず
、<

仁
義>

の
語
が
儒
家
の
文
献
に
現
れ
る
最
初
は
『
孟
子
』
で
あ
る
こ

と
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
春
秋
末
期
の
孔
子
は<

仁>

を
説
き
ま
た<

義>

に
つ
い

て
も
説
い
た
が
、
戦
国
中
期
の
孟
子
は
何
故
に<

仁
義>

と
併
称
し
た
言
葉
を
使
用
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
、
つ
ま
り<

仁><

義>

か
ら<

仁
義>

へ
と
変
化
す
る
思
想
史
的
背
景
は
い
か
な

る
も
の
か
が
問
題
で
あ
る
。
澤
田
氏
は
、
金
谷
氏
の
主
張
す
る
孟
子
の
思
想
は
、
仁
義
の
併

称
で
あ
る
と
認
め
る
が
、
思
想
的
背
景
の
指
摘
が
欠
如
し
て
い
る
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。 

②
孟
子
は
、
思
想
上
の
対
抗
者
で
あ
る
揚
朱
と
墨
翟
の
学
派
に
対
し
て<

仁
義>

を
説
い
た
と

推
測
で
き
る
が
、
楊
墨
思
想
の
如
何
な
る
点
に
つ
い
て<

仁
義>

説
を
説
い
た
の
か
、
未
だ
明

確
な
回
答
は
無
い
。
こ
の
点
を
解
明
す
る
の
が
本
論
の
目
的
で
あ
る
と
言
う
。 

③
『
孟
子
』
の
冒
頭
の
文
章
に
は
、
以
下
の
様
に
あ
る
。 

「
孟
子
見
梁
恵
王
、
王
曰
、
叟
不
遠
千
里
而
来
、
亦
将
有
以
吾
国
乎
、
孟
子
対
曰
、
王
何

必
曰
利
、
亦
有
仁
義
而
已
矣
、・
・
・
上
下
交
征
利
、
而
国
危
矣
、
万
乗
之
国
、
弑
其
君
者
、

必
千
乗
之
国
、
千
乗
之
国
、
弑
其
君
者
、
必
百
乗
之
国
、・
・
・
苟
為
後
義
而
先
利
、
不
奪

不
饜
、
未
有
仁
而
遺
其
親
也
、
未
有
義
而
後
其
君
者
也
、
王
亦
曰
、
仁
義
而
已
矣
、
何
必

曰
利
。（
梁
恵
王
上
） 

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、<

仁
義>

に
対
し
て<

利>

が
い
わ
れ
、<

仁>

に
対
し
て<

親>

が
、

<

義>

に
対
し
て<

君>

が
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
揚
・
墨
批
判
に
深
く
か
か

わ
る
こ
と
で
重
要
だ
け
で
な
く
、<

仁
義>

の
内
容
が
如
何
な
る
も
の
か
を
示
し
て
い
る
点
で

重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り<

仁>

は<

親>

と
関
連
し
て
い
て
家
族
道
徳
と
関
連
し
て
、<

義>

は<
君>
と
関
連
し
て
い
て
君
臣
道
徳
と
関
連
す
る
事
を
意
味
し
て
い
る
。 

④
『
孟
子
』
冒
頭
に
見
え
る
孟
子
の<

利>

の
排
除
と<

仁
義>

の
主
張
は
、<

利>

に
基
づ
い
て

人
が
行
動
す
れ
ば
家
族
道
徳
、
君
臣
道
徳
は
崩
壊
す
る
と
の
危
機
感
に
基
づ
く
が
、
孟
子
の
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差
異
の
あ
る
差
別
愛
に
対
抗
す
る
為
に
生
れ
た
。
差
別
愛
を
理
性
的
な
立
場
か
ら
強
調
し
た

の
が
義
で
あ
り
、
孟
子
は
義
に
よ
っ
て
墨
翟
学
派
の
兼
愛
説
を
打
破
し
よ
う
と
し
た
。 

揚
朱
の
為
我
説
＝
生
命
保
存
を
第
一
に
す
る
養
生
思
想
の
自
己
中
心
主
義
は
、
国
家
社
会

の
問
題
に
気
を
奪
わ
れ
て
自
己
を
失
う
事
の
多
い
当
時
の
思
想
家
に
反
逆
し
て
生
ま
れ
た
。 

極
端
な
自
己
中
心
主
義
で
は
社
会
の
改
善
が
望
め
な
い
し
、
他
人
へ
の
思
い
や
り
が
無
さ
過

ぎ
る
為
に
、
孟
子
は
仁
愛
の
思
想
に
よ
り
揚
朱
学
派
の
自
己
本
位
説
を
打
破
し
よ
う
と
し
た
。 

尽
心
上
篇
に
、「
孟
子
曰
わ
く
、
揚
子
は
為
我
を
取
る
。
一
毛
を
抜
き
て
天
下
を
利
す
る
こ

と
も
為
さ
ざ
る
な
り
。
墨
子
は
兼
ね
愛
す
。
頂
を
摩
り
て
踵
に
放
る
も
、
天
下
を
利
す
る
こ

と
は
こ
れ
を
為
す
。」
と
あ
り
、
孟
子
は
揚
朱
と
墨
翟
の
主
張
を
両
極
端
に
立
つ
も
の
と
考
え
、

自
分
を
そ
の
中
間
の
立
場
と
意
識
し
て
い
た
。
両
極
端
は
禽
獣
で
あ
り
、
自
分
の
立
場
は
正

し
い
人
の
道
で
あ
り
、
そ
れ
は
仁
義
の
併
称
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
と
考
え
た
。
孟
子
は
、
仁

義
の
道
徳
に
よ
っ
て
、
当
時
の
中
国
世
界
を
風
靡
し
て
い
た
揚
墨
思
想
に
対
抗
し
た
。 

金
谷
氏
の
主
張
の
問
題
は
、
以
下
の
点
に
存
在
す
る
。 

孟
子
の
仁
義
思
想
は
、
楊
朱
・
墨
翟
に
対
抗
す
る
為
に
突
如
と
し
て
生
ま
れ
た
思
想
で
は

な
い
。
ま
た
墨
翟
の
兼
愛
説
と
楊
朱
の
為
我
説
も
、
戦
国
時
代
に
突
如
と
し
て
生
ま
れ
た
思

想
で
は
な
い
。
楊
朱
・
墨
子
・
孔
子
の
三
思
想
は
禹
の
時
代
よ
り
存
在
す
る
古
い
思
想
で
あ

る
。
孟
子
の
仁
義
説
も
、
楊
朱
の
為
我
説
、
墨
翟
の
博
愛
説
も
、
焼
き
直
し
思
想
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
金
谷
氏
は
、
第
一
節
に
引
用
し
た
孟
子
の
楊
朱
墨
翟
批
判
の
本
章
に
対
し
て
、

岩
波
新
書
刊
行
本
『
孟
子
』
と
ほ
ぼ
同
時
に
上
梓
さ
れ
た
朝
日
新
聞
社
刊
行
本
・『
孟
子
』
に

於
い
て
は
以
下
の
様
に
批
評
し
て
い
る
。
煩
雑
を
厭
わ
ず
引
用
し
て
検
討
し
て
見
た
い
。 

「
聖
王
は
生
ま
れ
ず
諸
侯
は
か
っ
て
き
ま
ま
、
そ
し
て
処
士
横
議
、
す
な
わ
ち
官
に
仕
え

ず
王
権
に
服
し
な
い
も
の
が
か
っ
て
な
議
論
に
ふ
け
る
時
代
。
楊
朱
と
墨
翟
と
は
、
そ
う
し

た
処
士
の
代
表
者
で
あ
っ
た
。
楊
朱
は
為
我
主
義
つ
ま
り
自
分
本
位
の
主
張
で
、
国
君
の
こ

と
な
ど
は
思
い
も
よ
ら
ず
、
墨
翟
は
兼
愛
主
義
つ
ま
り
わ
が
父
も
他
人
の
父
も
ひ
と
し
く
愛

す
る
悪
平
等
で
、
従
っ
て
自
分
の
父
を
軽
ん
ず
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
君
父
を
無
視
す

る
よ
う
な
邪
説
す
る
よ
う
な
邪
説
を
退
け
る
の
で
な
け
れ
ば
、
孔
子
の
道
、
仁
義
の
教
え
も

あ
ら
わ
れ
よ
う
が
な
い
。
あ
た
か
も
獣
に
人
を
食
べ
さ
せ
る
よ
う
な
、
も
の
ご
と
の
顛
倒
し

た
混
乱
の
時
代
、
そ
の
原
因
は
全
く
こ
の
楊
・
墨
の
学
説
に
あ
る
の
だ
、
と
孟
子
は
は
げ
し

い
攻
撃
を
あ
び
せ
る
。・
・
・ 

で
は
、
こ
の
混
乱
し
た
時
勢
を
正
道
に
ひ
き
も
ど
す
の
は
、
誰
の
仕
事
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
こ
そ
自
分
の
任
務
な
の
だ
、
と
孟
子
は
熱
情
を
こ
め
て
こ
と
ば
を
つ
づ
け
る
。
詩
は
、
魯

頌
す
な
わ
ち
魯
の
国
の
祭
祀
の
歌
、
閟
（
ひ
つ
）
宮
篇
の
句
で
、
周
公
が
不
道
徳
な
南
北
の

国
々
を
討
ち
従
え
た
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
。
禹
と
周
公
と
孔
子
と
、
一
治
一
乱
の
歴
史
の
な

か
に
あ
っ
て
、
乱
世
を
し
ず
め
た
三
聖
人
の
働
き
は
大
き
い
。
孟
子
も
、
ま
た
そ
の
後
を
追

っ
て
、
「
聖
人
の
徒
が
ら
」
た
ら
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
「
邪
悪
な
論
説
を
や
め
さ
せ
、
一
方

に
か
た
よ
っ
た
誤
り
の
行
為
を
し
り
ぞ
け
、
で
た
ら
め
な
言
葉
を
追
放
し
」
そ
し
て
聖
人
の

正
し
い
伝
統
を
発
揮
す
る
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
弁
舌
を
ふ
る
う
の
で
あ
る
。「
弁
を
好
む
」
と

人
は
い
う
。
さ
れ
ど
、「
わ
れ
豈
に
弁
を
好
ま
ん
や
、
わ
れ
已
む
を
得
ざ
る
な
り
。」

孟
子
の
時
代
が
、
儒
家
の
思
想
に
と
っ
て
い
か
に
困
難
な
時
代
で
あ
っ
た
か
、
そ
し
て
、

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
孟
子
が
自
己
の
天
職
を
自
覚
し
て
い
た
か
、
こ
の
章
は
、
そ
れ
を
物
語

っ
て
余
り
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
天
下
に
満
ち
満
ち
る
楊
朱
・
墨
翟
の
言
を
お
し
止
め
、
禹
・

周
公
・
孔
子
の
三
聖
者
を
つ
い
で
、
仁
義
の
道
を
宣
揚
し
よ
う
と
す
る
悲
願
が
、
高
い
調
べ

で
唱
い
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。」（
五
）。

以
上
の
金
谷
氏
が
述
べ
る
孟
子
の
主
張
の
論
点
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
様
に
な
る
。 

楊
朱
・
墨
翟
は
処
士
で
、
全
く
勝
手
な
議
論
を
為
し
て
、
両
極
端
思
想
は
天
下
に
満
ち
て
、

一
世
を
風
靡
し
て
い
る
。
楊
朱
は
為
我
主
義
＝
自
己
本
主
義
で
君
臣
関
係
を
無
視
し
て
い
て
、
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国
時
代
の
孟
子
の
時
に
突
如
と
し
て
出
現
し
た
新
思
想
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

禹
・
周
公
・
孔
子
の
意
思
を
継
承
し
た
い
と
孟
子
の
言
う
様
に
禹
の
時
代
よ
り
楊
朱
的
個
人

主
義
と
墨
翟
的
博
愛
主
義
が
中
国
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
儒
家
が

説
く
仁
義
も
禹
・
周
公
の
時
代
よ
り
同
時
に
存
在
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
（
三
）。 

 

二

孟
子
の
楊
朱
・
墨
翟
思
想
の
学
説
史
批
判 

 

孟
子
の
楊
朱
・
墨
翟
思
想
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究
蓄
積
が
存
在
す
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
紹
介
し
て
、
孟
子
の
楊
墨
批
判
の
問
題
点
を
検
討
し
た
い
。
武
内
義
雄
氏
は
、
縢

文
公
篇
で
の
孟
子
の
楊
墨
批
判
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

「
孟
子
縢
文
公
篇
に
尭
・
舜
・
文
・
武
の
功
績
を
称
揚
し
た
後
、「
・
・
・
楊
朱
・
墨
翟
の

言
天
下
に
み
つ
。
天
下
の
言
、
楊
に
帰
せ
ざ
れ
ば
則
ち
墨
に
帰
す
。
楊
氏
は
我
が
為
に
す
、

こ
れ
君
を
無
す
る
也
。
墨
子
は
兼
ね
愛
す
。
こ
れ
父
を
無
す
る
也
。
父
を
無
し
君
を
無
す
る

は
こ
れ
禽
獣
な
り
。
・
・
・
」
・
・
・
こ
れ
は
孟
子
が
尭
・
舜
・
文
・
武
・
孔
子
の
道
を
粗
述

し
て
楊
・
墨
の
異
端
を
排
斥
す
る
に
力
め
た
こ
と
を
表
明
し
た
文
で
あ
る
。
楊
朱
は
老
子
が

自
然
に
因
循
す
る
こ
と
を
も
っ
て
人
の
道
だ
と
説
い
た
教
え
を
受
け
つ
い
で
一
歩
す
す
め
、

自
然
が
人
に
現
れ
た
も
の
は
感
覚
的
欲
望
で
あ
る
か
ら
、
人
は
宜
し
く
そ
の
本
能
に
従
っ
て

我
が
た
め
に
の
み
行
な
う
べ
き
だ
と
主
張
し
た
人
で
、
単
に
道
徳
的
の
欲
求
の
み
を
人
の
天

性
と
見
て
感
覚
的
の
欲
は
外
誘
に
本
づ
く
も
の
と
説
く
孟
子
と
は
全
く
正
反
対
な
主
張
で
あ

る
。
次
に
墨
子
は
孟
子
の
教
え
を
受
け
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
ほ
ど
で
、
儒
家
と
似
た
主
張
を

持
っ
て
居
る
が
、
儒
家
が
周
の
礼
制
度
を
基
礎
に
し
て
差
別
的
な
教
え
を
垂
れ
て
い
る
の
に

は
反
対
で
、
か
か
る
礼
制
は
徒
に
冗
費
を
増
す
の
み
だ
と
排
斥
し
た
が
、
孟
子
は
か
か
る
経

済
的
打
算
に
根
据
を
も
つ
功
利
説
に
は
賛
成
し
な
い
。
そ
こ
で
孟
子
は
楊
朱
の
為
我
説
と
墨

家
の
兼
愛
説
に
極
力
反
対
し
た
。
孟
子
の
言
に
よ
る
と
、
当
時
の
思
想
界
は
楊
に
帰
せ
ざ
れ

ば
墨
に
帰
す
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
孟
子
は
い
ち
い
ち
そ
れ
に
反
駁
し
て
い
る
。
」

（
三
）
と
述
べ
る
。
武
内
氏
の
楊
朱
・
墨
翟
論
の
問
題
点
は
、
第
一
節
に
紹
介
し
た
孟
子
の

楊
朱
・
墨
翟
批
判
を
基
に
検
討
す
る
と
、
以
下
の
様
に
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

武
内
氏
は
、
孟
子
は
、
楊
朱
の
為
我
説
と
墨
子
の
兼
愛
説
に
極
力
反
対
し
た
と
主
張
す
る
。

武
内
氏
の
楊
朱
の
為
我
主
義
が
君
臣
関
係
を
無
視
し
て
、
墨
翟
の
兼
愛
説
は
父
子
の
家
族
制

度
を
無
視
し
て
い
る
と
批
判
す
る
の
は
正
し
い
主
張
で
あ
る
。

し
か
し
武
内
氏
の
墨
翟
の
批
判
の
論
点
は
誤
り
で
あ
る
。
墨
子
は
、「
争
乱
の
起
こ
る
原
因

は
、
利
己
主
義
的
な
自
利
自
愛
主
義
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
り
、
相
愛
の
無
い
故
に
起
こ
る
」

と
し
て
兼
愛
説
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
（『
墨
子
』
兼
愛
篇
）。
墨
翟
の
兼
愛
説
は
、「
経

済
的
打
算
に
根
拠
を
持
つ
功
利
説
」
に
反
対
し
て
兼
愛
説
を
主
張
し
た
の
で
あ
り
、
武
内
説

と
は
全
く
反
対
の
立
場
か
ら
兼
愛
説
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
武
内
氏
は
、「
儒
家
が
文
武
周
公
を
理
想
と
し
て
周
礼
を
尊
重
す
る
の
に
対
し
て
墨
家

は
大
禹
を
目
標
と
し
て
夏
礼
に
よ
っ
て
儒
家
の
弊
を
矯
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
儒
墨
の
相
違

は
た
だ
こ
の
点
に
係
っ
て
い
る
。
そ
の
救
世
救
民
の
意
気
と
精
神
に
お
い
て
は
両
者
の
間
に

な
ん
ら
択
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
。」
と
述
べ
る
。
し
か
し
孟
子
は
、
禹
・
周
公
・
孔
子
の
継
承
者

を
自
認
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
立
場
か
ら
墨
翟
の
兼
愛
説
を
無
父
と
批
判
し
て
、
仁
義

の
政
治
を
主
張
し
て
い
る
以
上
、
同
氏
の
学
説
は
首
肯
し
難
い
。 

孟
子
の
仁
義
政
治
主
張
の
政
治
目
的
に
つ
い
て
は
、
武
内
氏
の
説
明
で
は
不
明
で
あ
る
。 

続
い
て
金
谷
氏
の
主
張
の
要
点
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
四
）。 

孟
子
の
道
徳
は
、
孔
子
の
仁
を
受
け
つ
い
だ
仁
義
の
道
徳
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
当
面
の
ラ

イ
バ
ル
で
あ
る
揚
朱
と
墨
翟
の
学
派
に
対
抗
し
て
生
ま
れ
た
と
言
う
。 

墨
翟
の
兼
愛
説
＝
無
差
別
平
等
の
博
愛
主
義
は
、
縁
故
者
び
い
き
の
儒
家
孔
子
の
親
疎
で
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下
に
み
ち
あ
ふ
れ
て
、
天
下
の
言
論
は
楊
朱
の
説
に
賛
成
し
な
け
れ
ば
、
必
ず
墨
翟
の
説
に

賛
成
す
る
と
い
う
有
様
。
い
っ
た
い
、
楊
氏
の
説
は
、
自
分
の
た
め
だ
け
し
か
考
え
な
い
自

分
本
位
の
個
人
主
義
で
、
つ
ま
り
君
主
を
全
く
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
墨
氏
の
説
は
、
自

分
の
親
も
他
人
の
親
も
平
等
に
兼
ね
愛
す
る
無
差
別
の
博
愛
主
義
だ
か
ら
、
父
が
あ
っ
て
も

な
い
の
と
同
然
、
つ
ま
り
父
を
全
く
無
視
す
る
と
い
う
も
の
（
原
文
の
要
点
は
、「
聖
王
不
作
、

諸
候
放
恣
、
処
士
横
議
、
楊
朱
墨
翟
之
言
、
盈
天
下
、
天
下
之
言
、
不
帰
楊
、
則
帰
墨
、
楊

氏
為
我
、
是
無
君
也
、
墨
氏
兼
愛
、
是
無
父
也
、
無
父
無
君
、
是
禽
獣
也
、」
）。
こ
の
よ
う
に
、

自
分
の
父
を
無
視
し
自
分
の
主
君
を
無
視
す
る
の
は
、
こ
れ
こ
そ
、
と
う
て
い
人
間
と
は
い

え
な
い
禽
獣
の
ふ
る
ま
い
で
あ
る
。
」（
一
） 

孟
子
の
歴
史
認
識
は
、
こ
の
世
は
治
ま
っ
た
り
乱
れ
た
り
し
て
い
る
と
い
う
、
一
治
一
乱

説
で
あ
り
、
当
時
の
思
想
界
の
混
乱
状
況
を
本
来
の
健
全
な
治
世
の
姿
に
戻
そ
う
と
し
て
議

論
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
孟
子
は
、
戦
国
の
乱
世
に
一
世
を
風
靡
し
て
い
る
揚
朱
の
個
人
主

義
は
君
主
や
国
家
制
度
を
無
視
し
て
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
は
父
子
の
家
族
制
度
を
無
視
す
る
、

到
底
人
間
と
は
い
え
な
い
禽
獣
の
行
為
で
あ
る
と
言
う
。
続
い
て
孟
子
は
、
以
下
の
様
に
揚

朱
と
墨
翟
の
両
極
端
思
想
を
批
判
す
る
。 

「
今
も
し
、
楊
朱
・
墨
翟
の
説
が
鳴
り
を
ひ
そ
め
な
け
れ
ば
、
孔
子
の
正
し
い
道
は
と
う

て
い
世
に
顕
わ
れ
わ
せ
ぬ
。
か
く
し
て
邪
説
が
人
々
を
欺
き
眩
ま
し
て
、
仁
義
の
心
を
さ
し

塞
い
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。
仁
義
の
心
が
さ
し
塞
が
れ
て
し
ま
う
と
、
獣
も
の
ど
も
を
引
き

連
れ
て
人
間
を
食
ら
わ
す
こ
と
に
も
な
り
、
や
が
て
は
人
間
同
士
お
互
い
に
食
い
あ
う
よ
う

な
あ
さ
ま
し
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
だ
。
自
分
は
そ
れ
が
心
配
だ
か
ら
こ
そ
、
古
い

聖
人
の
道
を
固
く
守
り
抜
い
て
、
楊
朱
・
墨
翟
の
説
を
排
撃
し
、
で
た
ら
め
な
言
論
を
追
放

し
、
間
違
っ
た
学
説
を
唱
え
る
も
の
が
二
度
と
は
現
わ
れ
ぬ
よ
う
に
と
、
懸
命
に
努
力
し
て

い
る
の
だ
。・
・
・
父
を
無
視
し
主
君
を
無
視
す
る
禽
獣
に
も
ひ
と
し
い
野
蛮
人
は
、
こ
れ
こ

そ
周
公
が
討
ち
懲
ら
し
た
も
う
た
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
私
も
ま
た
天
下
の
人
心
を
正
し
、

間
違
っ
た
学
説
を
排
撃
し
、
片
寄
っ
た
行
い
を
防
ぎ
と
め
、
で
た
ら
め
な
無
責
任
き
わ
ま
る

言
論
を
追
放
し
て
、
そ
し
て
禹
・
周
公
・
孔
子
の
三
聖
人
の
志
を
う
け
継
ぎ
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
だ
か
ら
、
決
し
て
議
論
が
好
き
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
黙
っ
て
ば
か
り

は
お
れ
な
い
の
だ
。
私
に
か
ぎ
ら
ず
、
誰
で
も
言
論
を
も
っ
て
、
楊
朱
・
墨
翟
の
邪
説
を
排

撃
す
る
も
の
は
、
す
べ
て
聖
人
の
仲
間
な
の
で
あ
る
（
原
文
の
要
点
は
、
「
揚
墨
之
道
不
息
、

孔
子
之
道
不
著
、
是
邪
説
誣
民
、
充
塞
仁
義
也
、
仁
義
充
塞
、
則
率
獣
食
人
、
人
将
相
食
、

吾
為
此
懼
、
閑
先
聖
之
道
、
距
揚
墨
、
放
淫
辞
、
邪
説
者
不
得
作
、・
・
・
無
父
無
君
、
是
周

公
所
膺
也
、
我
亦
欲
正
人
心
、
息
邪
説
、
距
詖
行
、
放
淫
辞
、
以
氶
三
聖
者
、
豈
好
辯
哉
、

予
不
得
已
也
、
能
言
距
揚
墨
者
、
聖
人
之
徒
也
」）
」（
一
）
と
言
う
。 

孟
子
の
主
張
し
た
い
本
文
の
構
造
の
要
点
は
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

揚
朱
墨
翟
批
判
の
目
的
＝
孔
子
の
道
＝
仁
義
の
道
の
顕
彰
す
る
事
が
任
務
で
あ
る
（
二
）
。 

仁
義
の
道
の
閉
塞
＝
楊
朱
・
墨
翟
の
異
端
思
想
の
風
靡
は
、
孔
子
の
道
＝
仁
義
を
閉
塞
さ

し
て
、
人
間
社
会
の
秩
序
の
混
乱
を
惹
起
す
る
危
険
性
が
存
在
す
る
。
そ
れ
故
に
古
の
聖
人

の
道
＝
仁
義
を
継
承
・
保
持
し
て
、
楊
墨
の
異
端
邪
説
思
想
の
追
放
に
努
力
し
て
い
る
の
だ
。 

無
父
無
君
＝
仁
・
義
の
無
視
は
、
周
公
の
打
倒
し
た
邪
説
の
思
想
で
あ
り
、
禹
・
周
公
・

孔
子
の
時
代
に
お
い
て
、
中
国
古
代
よ
り
か
ら
仁
義
無
視
の
偏
向
思
想
は
存
在
し
た
。 

揚
朱
・
墨
翟
の
思
想
は
、
間
違
っ
た
学
説
、
偏
向
の
行
動
、
無
責
任
な
言
動
で
あ
り
、
こ

れ
を
追
放
し
て
、
禹
・
周
公
・
孔
子
の
三
聖
人
の
継
承
者
を
志
す
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。 

孟
子
は
、
楊
朱
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
を
、
禽
獣
に
等
し
い
野
蛮
思
想
、
出
鱈

目
な
無
責
任
極
ま
る
言
論
と
述
べ
て
、
文
明
国
の
中
国
に
は
到
底
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
危
険
思
想
と
、
両
極
端
思
想
を
激
し
く
批
判
す
る
。 

特
筆
す
べ
き
点
は
、
楊
朱
・
墨
翟
の
様
な
偏
向
し
た
異
端
邪
説
の
極
端
思
想
は
、
何
も
戦
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孟
子
の
楊
朱
・
墨
翟
論 

―
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た 

中
国
政
治
思
想
の
構
造
論
研
究(

序
章)

― 
 

孟
子
は
、
楊
朱
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
を
異
端
邪
説
の
極
端
思
想
と
し
て
激
し
く

排
撃
し
た
と
言
う
の
が
、
従
来
の
中
国
思
想
史
研
究
者
の
通
説
で
あ
っ
た
。
し
か
し
孟
子
の

主
張
を
詳
細
に
分
析
す
る
と
、
こ
の
様
な
楊
墨
批
判
は
、
孟
子
の
半
面
の
真
理
に
過
ぎ
な
い

こ
と
が
判
明
す
る
。
孟
子
は
他
面
に
於
い
て
、
楊
朱
と
墨
子
の
思
想
を
長
所
と
し
て
肯
定
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
孟
子
の
楊
朱
墨
翟
批
評
に
は
、
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な

対
の
思
想
ー
両
面
思
考
が
強
く
働
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
儒
家
の
仁
愛
思
想
に
は
、

差
別
愛
・
家
族
愛
・
博
愛
主
義
の
三
種
類
の
仁
愛
思
想
が
存
在
し
た
。
従
来
の
研
究
で
は
儒

家
の
差
別
愛
が
何
故
に
生
ま
れ
て
く
る
の
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
儒
家
の
差
別
愛
は
、
楊
朱

の
自
己
愛
と
墨
子
の
博
愛
主
義
を
批
判
し
た
融
合
物
と
し
て
生
ま
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
；
楊
朱

墨
翟

孟
子

仁
義

対
の
思
想

三
種
類
の
仁
愛 

 

は
じ
め
に
ー
問
題
の
提
起 

 

孟
子
や
儒
家
の
中
庸
思
想
政
治
の
構
造
を
考
え
る
上
で
、
個
人
主
義
者
の
楊
朱
と
博
愛
主

義
者
の
墨
翟
の
思
想
を
ど
の
様
に
評
価
す
る
の
か
は
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
現
在

の
日
本
の
孔
子
・
孟
子
等
の
儒
家
思
想
研
究
者
の
間
に
は
、
孟
子
の
楊
朱
や
墨
翟
の
思
想
の 

理
解
に
つ
い
て
、
多
く
の
学
説
や
異
論
が
あ
っ
て
、
未
だ
孟
子
の
楊
朱
や
墨
翟
の
思
想
に
つ 

小

倉

正

昭 

   

い
て
の
正
し
い
、
統
一
見
解
が
提
起
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

従
来
の
孟
子
の
楊
朱
と
墨
翟
の
両
極
端
思
想
に
つ
い
て
の
学
説
史
を
紹
介
し
て
、
孟
子
の
主

張
し
て
い
る
楊
朱
・
墨
翟
思
想
に
つ
い
て
の
正
し
い
評
価
は
、
一
体
、
何
処
に
存
在
す
る
の

か
を
明
ら
か
に
し
て
、
孟
子
の
中
庸
政
治
の
目
的
は
何
処
に
存
在
す
る
の
か
、
と
い
う
重
要

問
題
を
明
ら
か
に
す
る
為
の
予
備
的
な
基
礎
作
業
を
し
て
見
た
い
と
思
う
。 

 

一

孟
子
の
楊
朱
・
墨
翟
思
想
の
批
判 

 

孟
子
は
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
と
楊
朱
の
個
人
主
義
を
、
以
下
の
よ
う
に
徹
底
的
に
嫌
い
、

激
し
く
批
判
し
て
、
両
極
端
思
想
に
つ
い
て
否
定
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。 

「
門
人
の
公
都
子
が
た
ず
ね
た
。「
世
間
の
人
た
ち
は
み
な
、
先
生
を
た
い
へ
ん
議
論
好
ぎ

だ
と
申
し
て
い
ま
す
。
失
礼
で
す
が
、
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
。
」
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
」

自
分
と
て
、
な
に
も
議
論
が
好
き
な
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
ご
時
勢
で
は
黙
っ
て
ば
か
り
も

お
れ
ず
、
や
む
を
え
ず
議
論
し
て
い
る
ま
で
だ
。
い
っ
た
い
、
こ
の
世
に
人
間
が
あ
っ
て
か

ら
、
随
分
久
し
い
年
月
が
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
間
、
治
ま
っ
た
り
乱
れ
た
り
（
原
文
は
「
一

治
一
乱
」）、
く
り
返
し
て
ば
か
り
い
る
の
だ
。・
・
・〔
孔
子
の
歿
後
は
〕、
聖
王
は
あ
ら
わ
れ

ず
、
王
室
も
衰
え
は
て
て
、
諸
侯
た
ち
は
わ
が
ま
ま
放
題
な
こ
と
を
し
、
在
野
の
学
者
は
勝

手
気
ま
ま
に
無
責
任
な
言
論
を
唱
え
て
世
間
を
ま
ど
わ
し
、
中
で
も
揚
朱
や
墨
翟
の
説
が
天
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教職員の研究活動記録（平成 25 年 1 月～平成 25 年 12 月） 

所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別 

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

教 養 教 育 科 
小倉正昭 

 
 
 

毛沢東の権力闘争と対の思想 
―李志綏『毛沢東の私生活』の分
析を手掛かりとして(序章）― 

 
単著 

 
鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４６巻,pp.229-250 (2013) 

 

小倉正昭 
 
 

 

整風運動と対の思想 
―李志綏『毛沢東の私生活』の分

析を手掛かりとして(二）― 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４６巻,pp.209-228 (2013) 

 

小倉正昭 
 
 

 

「大躍進」と対の思想 
―李志綏『毛沢東の私生活』の分
析を手掛かりとして(三）― 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４６巻,pp.187-208 (2013) 

 

小倉正昭 
 
 
 

戸別農地請負制と対の思想 
―李志綏『毛沢東の私生活』の分
析を手掛かりとして(四）― 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４６巻,pp.165-186 (2013) 

 

小倉正昭 
 
 

 

社会主義教育運動と対の思想 
―李志綏『毛沢東の私生活』の分
析を手掛かりとして(五）― 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４６巻,pp.143-164 (2013) 

 

小倉正昭 
 
 

 

文化大革命と対の思想（上） 
―李志綏『毛沢東の私生活』の

分析を手掛かりとして(六）― 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４６巻,pp.121-142 (2013) 

 

小倉正昭 
 
 
 

文化大革命と対の思想（下） 
―李志綏『毛沢東の私生活』の分
析を手掛かりとして(七）― 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４６巻,pp.99-120 (2013) 

 

久留原昌宏 
 
 

文人・松村勝行の研究（下）―詩・
短歌・俳句・作詞作曲など― 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第 46 巻 ｐｐ.153‐166 

 

堀江太郎 
 
 
 
 

東海地区高専数学担当教員が共
同で執筆した「基礎数学問題集」
の作成目的とその教育効果につ
い 

共著 「高専教育」第３７号（受理
済） 

堀江太郎，伊藤清，大貫洋介, 
川本正治，西川雅堂，安富真
一，篠原雅史 

堀江太郎 
 
 
 
 

東海地区高専数学担当教員が共
同で執筆した「基礎数学問題集」
の作成目的とその教育効果につ
いて 

共著 平成２５年度全国高専教育
フォーラム、豊橋技術科学大
学（2013.8） 

堀江太郎，伊藤清，大貫洋介, 
川本正治，西川雅堂，安富真
一，篠原雅史 

川本正治 
 
 

物理との関連を考慮した数学の
授業について 

単著 日本数学教育学会総会特集
号，p464，山梨 

川本正治 

川本正治 
 
 
 
 

東海地区高専数学担当教員が共
同で執筆した「基礎数学問題集」
の作成目的とその教育効果につ
いて 

共著 高専教育 第３７号（受理
済） 

堀江太郎，伊藤清，大貫洋介, 
川本正治，西川雅堂，安富真
一，篠原雅史 

大貫洋介 
 
 

数学への興味を育むための
出前授業の実践 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要, 
第 46 巻, pp.1-8(2013.2) 

 

大貫洋介 
 
 

 

東海地区高専数学担当教員が共
同で執筆した「基礎数学問題集」
の作成目的とその教育効果につ
いて 

共著 平成 25 年度全国高専教育フ
ォーラム, (2013.8), 豊橋技
術科学大学 

堀江太郎, 伊藤清, 大貫洋介, 
川本正治, 西川雅堂, 安富真
一, 篠原雅史 
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所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別 

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
大貫洋介 
 
 
 

 
高専テキストシリーズ確率統計 

 
共著 

 
森北出版 

 
大貫洋介, 古城克也, 佐藤巌, 
高田功, 中谷実伸, 長水壽寛, 
渡利正弘 

大貫洋介 
 
 
 
 

東海地区高専数学担当教員が共
同で執筆した「基礎数学問題集」
の作成目的とその教育効果につ
いて 

共著 論文集「高専教育」第 37 号 堀江太郎, 伊藤清, 大貫洋介, 
川本正治, 西川雅堂, 安富真
一, 篠原雅史 

飯島和人 
 
 
 

(学術論文) q-multinomial 
expansion of LLT coefficients and 
plethysm multiplicities 

単著 European Journal of 
Combinatorics 34 (2013), no. 
6, 968–986. 

Kazuto Iijima 

田村陽次郎 
 
 
 
 
 
 

 

A systematic muscle model 
covering regions from the fast 
ramp stretches in the muscle 
fibres to the relatively slow 
stretches in the human triceps 
surae. 

共著 Taylor & Francis Online, 
Computer Methods in 
Biomechanics and 
BiomedicalEngineering 
(2013 Apr 29) ,Epub 
DOI:10.1080/10255842.2013.
790016 

Y.Tamura, A.Ito, and 
G.A.Cresswell 

田村陽次郎 
 
 
 

ヒト上腕二頭筋の低周波粘弾性
測定 

共著 ロボティクス・メカトロニク
ス講演会 2013 予稿集 
p.115，筑波(2013,5) 

伊藤明，堀内亮，平山敦基，
田村陽次郎 

山﨑賢二 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みえサイエンスネットワークに
よる未来産業人材育成－地域自
治体・地域企業・高等教育機関の
連携で育てる未来の科学者・技術
者－ 

共著 東海工学教育協会高専部会
シンポジウム，富山
（2013,12） 

大津孝佳，垰克己，益川賢市，
生川和美，奥田一雄，山田伊
智子，万谷義和，山﨑賢二，
下野晃，船越邦夫，兼松秀行，
末次正寛，白井達也，打田正
樹，山口雅裕，平井信充，平
野武範，板谷年也，伊東真由
美，中川元斗，山田太，鈴木
昌一，中村勇志，真伏利史，
西森睦和，坂井崇，林幸雄，
松岡守，後藤太一郎，加藤進，
松井純，上井大輔，山下晃司，
山田晶 

仲本朝基 
 
 

難・多・短な講義における工夫―
持込プリントについて― 

単著 論文集「高専教育」第 36 号
2013.3, pp.151 - 156. 

仲本朝基 

仲本朝基 
 
 
 
 

クォーク模型による３バリオン
系におけるパウリ効果 

共著 RCNP/九大研究会「ハドロン
物理と原子核物理のクロス
オーバー」，九州大学，福岡
市，September 4-6，2013 

仲本朝基，鈴木宜之 

仲本朝基 
 
 
 

クォーク模型による３バリオン
系におけるパウリ効果 

共著 日本物理学会 2013 年秋季大
会，日本物理学会講演概要集
第 68 巻第 2 号第 1 分冊，p.52 

仲本朝基，鈴木宜之 

丹波之宏 
 
 
 

 

Controlling Manipulation, 
Stimulation, and Rupture of Giant 
Unilamellar Vesicles on Si 
Substrate for Lipid Bilayer Array 

共著 2013 Materials Research 
Society ( MRS ) Spring 
Meeting ( San Francisco ) 

Yoshiaki Kashimura, Ruaridh 
Forbes, Yukihiro Tamba, Koji 
Sumitomo, and Keiichi 
Torimitsu 

丹波之宏 
 

 

巨大脂質膜ベシクル操作による
脂質二分子膜アレイの作製 

共著 2013 年 日本応用物理学会 
春季 

樫村吉晃, Ruaridh Forbes, 丹
波之宏，鳥光慶一, 住友弘二 
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所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別 

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
丹波之宏 

 
 
 
 

 
Sealed Microwells: A Potential 
Route to Low Noise Bio-sensors 

 
共著 

 
2013 年 日本応用物理学会 
春季 

 
Ruaridh Forbes, Yoshiaki 
Kashimura, Yukihiro Tamba, 
Keiichi Torimitsu1, Koji 
Sumitomo 

三浦陽子 
 
 
 

Triangular Spin Tubes with Bond 
Randomness 

共著 Journal of the Korean 
Physical Society, 62, 
2188-2192 (2013) 

Yoko Miura, Hirotaka Manaka 

三浦陽子 
 
 
 

Spin Dynamics of Triangular Spin 
Tubes 

共著 Journal of the Korean 
Physical Society, 62, 
2032-2036 (2013) 

Hirotaka Manaka, Yoko Miura 

三浦陽子 
 
 
 

実験室中において形成されるバ
イオフィルムにおけるいくつか
の金属の濃縮について 

共著 材料とプロセス 26, p417 
(2013) 

兼松秀行，大倉優太，平井信
充，三浦陽子，伊藤日出生，
田中美穂 

三浦陽子 
 
 
 

各種材料上に形成されるバイオ
フィルムの新しい評価分析解析
手法 

共著 材料とプロセス 26, 
p664-665 (2013) 

兼松秀行，平井信充，三浦陽
子，伊藤日出生，荻野唯，田
中美穂 

三浦陽子 
 
 
 

Various Metals from Water by 
Biofilm from an Ambient germas in 
a Reaction Container 

共著 Materials Science and 
Technology 2013, 2154-2161 
(2013) 

H. Kanematsu, N. Hirai, Y. 
Miura, M. Tanaka, T. Kogo, H. 
Itoh 

三浦陽子 
 
 
 
 

Biofilm Leading to Corrosion on 
Material Surface and the 
Moderation by Alternative 
Electro-magnetic Field 

共著 Materials Science and 
Technology 2013, 2761-2767 
(2013) 

H. Kanematsu, N. Hirai, Y. 
Miura, H. Itoh, D. Kuroda, S. 
Umeki 

三浦陽子 
 
 

Various Mortals for Anti-Fouling 
Purposes in Marine Environments 

共著 The Irago Conference 2013, 
25P-50 

H.Kanematsu, T. Masuda, Y. 
Miura, N. Hirai, D. Kuroda 

三浦陽子 
 
 
 

Evaluation Techniques for Biofilm 
Formed on Biomaterials 

共著 International Symposium on 
EcoTopia Science 2013 
(ISETS '13), 14-1-3 

H. Kanematsu, N. Hirai, Y. 
Miura, H. Itoh, T. Masuda, D. 
Kuroda 

三浦陽子 
 
 

 
 

Biofilm formation on Polymer 
Materials by a Laboratory 
Acceleration Reactor 

共著 International Symposium on 
EcoTopia Science 2013 
(ISETS '13), P-1-4 

H. Kanematsu, H. Itoh, Y. 
Miura, T. Masuda, D. Kuroda, 
N. Hirai, D. M. Barry, P. B. 
McGrath 

三浦陽子 
 
 
 

希釈三角スピンチューブにおけ
る置換元素の違いによる構造と
磁性の変化 

共著 日本物理学会 第 68 回年次
大会 第 3 分冊 P. 512 
(2013). 

三浦陽子，赤坂卓英，野村慎
也，真中浩貴 

三浦陽子 
 
 
 

三角スピンチューブ磁性体
CsCrF4 のスピン秩序状態におけ
る 133Cs/19F-NMR 

共著 日本物理学会 第 68 回年次
大会 第 3 分冊 P. 547 
(2013). 

松井一樹，後藤貴行，真中浩
貴，三浦陽子 

三浦陽子 
 
 

複屈折イメージング装置を用い
た結晶評価法の開発 

共著 第 74 回応用物理学会秋季学
術講演会 (2013) 

真中浩貴，野村慎也，赤坂卓
英，八木元太，三浦陽子 

三浦陽子 
 

 
 

二次元複屈折イメージング装置
を用いた結晶評価法の開発 

共著 日本物理学会 2013 年秋季
大会 第 3 分冊 P. 397 
(2013). 

真中浩貴，野村慎也，赤坂卓
英，八木元太，三浦陽子 

三浦陽子 
 

温度変化可能な複屈折イメージ
ング装置の開発 

共著 応用物理学会九州支部学術
講演会 (2013) 

八木元太，真中浩貴，三浦陽
子 
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林浩士 

 
 
 

 
英語科協同学習におけるＱ-Ｕの
活用 

 
単著 

 
全国高等専門学校英語教育
学会研究論集第 32 号 
pp.96-105(2013. 3) 

 

林浩士 
 
 
 

心理検査Ｑ-Ｕを利用した英語科
協同授業実践 

単著 神戸英語教育学会紀要
『KELT』第 28 号 
pp.17-30(2013. 1) 

 

LAWSON, 
Michael E. 

 
 
 
 
 

"LESSONS LEARNED: A 
Pedagogical Strategy to Facilitate 
Successful English-Language 
Presentation-Oriented Classes for 
the Advanced Engineering 
Course."   

単著 Kosen Kyoiku: Journal of 
Education in the Colleges of 
Technology. Vol. 37 (2013). 
Institute of National Colleges 
of Technology.   

Michael E. LAWSON 

日下隆司 
 
 
 
 
 

A CASE REPORT ON APPLING 
MOODLE AS VIRTUAL 
LEARNING ENVIRONMENT 
FOR ENGINEERING 
EDUCATION. 

共著 Proc. of Int. Symp. on 
Advances in Technology 
Education ISATE, Nara 
(2013. 9) 

T. Shirai, A. Ito, T. Kusaka, S. 
Ishihara, T. Aoyama, H. 
Minoura, S. Morikawa and K. 
Ise 

松尾江津子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

攪乱する女体―柿喰う客「女体シ
ェイクスピア」シリーズ 

単著 第 52 回シェイクスピア学
会、鹿児島大学(2013.10.6) 
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機 械 工 学 科 
垰克己 

 
 
 
 
 

 
Dynamic Stress and Deformation 
of Non-homogeneous Poroelastic 
Moderately Thick Shells of 
Revolution Saturated in Viscous 
Fluid 

 
共著 

 
Advanced Materials 
Research, Vols. 
652-654(2013), pp 1466-1470. 

 
Takeshi Gonda, Dhigeru 
Ohtsuka, Masaki Yakabe, 
Katsumi Tao 

末次正寛 
 
 

和弓の破損に関する力学的考察 共著 鈴鹿工業高等専門学校 紀
要，Vol.46, pp.9 - 16(2013). 

末次正寛，辻正利，谷川義之，
南部紘一郎，西岡將美 

末次正寛 
 
 
 
 

Deflection of Longitudinal 
Ultrasonic Waves by Stress 
Gradient 

共著 8th International Symposium 
on Advanced Science and 
Technology in Experimental 
Mechanics, #141(2013). 

Masahiro Suetsugu, Noriki Inui 
and Kouichi Sekino 

民秋実 
 
 

竹繊維強化複合材料の製作方法
と強度特性 

共著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４６号 pp.17～21 

民秋実，藤井透，大窪和也，
伊藤慎人 

藤松孝裕 
 
 

工業機器内における気液二相流
に関する研究 

共著 三重県技術展示会 in デン
ソー，p. 74 (2013.8). 

藤松孝裕，鬼頭みずき，近藤
邦和 

藤松孝裕 
 
 
 
 
 

液浸法の測定精度について 単著 第 9 回微粒化セミナー（液体
微粒化の基礎と計測技術），
日本エネルギー学会・日本液
体微粒化学会，5 章，pp.1-18 
(2013.9). 

 

藤松孝裕 
 
 
 

二流体ノズルを用いた噴霧冷却
システムの冷却効果 

共著 日本設計工学会 2013 年秋季
研究発表講演会講演論文集，
pp. 109-112 (2013.10). 

藤松孝裕，丸林航，川越やか，
近藤邦和 

藤松孝裕 
 
 
 

エコラン用エンジンの性能改善
に関する研究 

共著 日本設計工学会 2013 年秋季
研究発表講演会講演論文集，
pp. 9-12 (2013.10). 

藤松孝裕，重松 昌樹，中村勇
志，近藤邦和 

藤松孝裕 
 
 
 

液浸法の測定精度に関する研究
（微小液滴の逃げの影響） 

共著 日本設計工学会 2013 年秋季
研究発表講演会講演論文集，
pp. 25-28 (2013.10). 

藤松孝裕，松本将樹，近藤邦
和 

藤松孝裕 
 
 
 

流路断面積が急縮小する水平管
内気液二相流に関する研究（液膜
挙動の観察） 

共著 日本設計工学会 2013 年秋季
研究発表講演会講演論文集，
pp. 119-122 (2013.10). 

藤松孝裕，近藤邦和 

白井達也 
 
 
 
 
 

Processing 上で古典的なコンソー
ル対話型プログラミングおよび
高度なグラフィックスプログラ
ミングを実現可能なフレームワ
ーク Crowbar+Tomahawk の開発 

単著 鈴鹿高専紀要, Vol.46, 
pp.23-32(2013) 

白井達也 

白井達也 
 
 
 

Moodle +/-５年 高等教育機関
向け学習支援環境から次のステ
ップを考えてみよう 

単著 日本ムードル協会，Moodle 
Moot Japan 2013, 基調講演 

白井達也 

白井達也 
 

 
 

ダイレクトモーターカーの実用
化に向けた拡張型ダイレクトモ
ーター駆動方式の提案 

共著 日本機械学会ロボティクス･
メカトロニクス講演会
（ROBOMEC2013) 

白井達也，伊藤覇臣 

白井達也 
 

 

タンデム 型マルチモータパワユ
ニットの開発 

共著 日本機械学会ロボティクス･
メカトロニクス講演会
（ROBOMEC2013) 

大島拓郎，白井達也 
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白井達也 

 
 
 

 
非線形バネ要素 SAT に線形領域
を付加した三モード SAT の提案 

 
共著 

 
日本機械学会ロボティクス･
メカトロニクス講演会
（ROBOMEC2013) 

 
山中康平，川合啓太，白井達
也 

白井達也 
 
 
 
 

薬学部生と既卒者が共に学習で
きる薬学統計学の eラーニングサ
イトの構築について 

共著 日本薬学会，第 133 年会
(2013) 

宮崎恭行, 村田俊郎, 岡本晃
典, 川下理日人, 白井達也, 
上島悦子, 高木達也 
上島悦子 2,高木達也 2,3 

白井達也 
 
 
 
 
 

A CASE REPORT ON APPLING 
MOODLE AS VIRTUAL 
LEARNING ENVIRONMENT 
FOR ENGINEERING 
EDUCATION 

共著 International Symposium on 
Advances in Technology 
Education (2013) 

T.Shirai, A.Ito, T.Kusaka, 
S.Ishihara, T.Aoyama, 
H.Minoura, S.Morikawa and 
K.Ise 

Masaki Uchida 
 
 
 
 

Study on rehabilitation training 
support system 

単著 International conference of 
Global Network for 
Innovative TEchnology 
2013(2013,12) 

Masaki Uchida 

打田正樹 
 
 

2012 年高専ロボコン出場ロボッ
ト「エンペラー」の開発 

共著 第 31 回日本ロボット学会学
術講演会(2013,9) 

磯村英和，打田正樹 

打田正樹 
 
 
 

上肢リハビリ支援システムのた
めのアームレス移動型ロボット
の開発 

共著 ロボティクス・メカトロニク
ス講演会 2013(2013,5) 

坂倉和樹，打田正樹 

打田正樹 
 
 

直接操作型柔軟物搬送システム
のための制振制御 

共著 リニアドライブ研究会
(2013,2) 

落合祥平，打田正樹 

打田正樹 
 
 

自動車エンジン用電磁駆動バル
ブの位置決め制御 

共著 リニアドライブ研究会
(2013,2) 

伊丹翔一，打田正樹 

鬼頭みずき 
 
 

共鳴噴流の流動特性と切欠きノ
ズルによる制御 

共著 日本機械学会論文集，
79-798B, pp. 126-139, 2013 

社河内敏彦，鬼頭みずき，辻
本公一，安藤俊剛 

鬼頭みずき 
 
 
 

Resonance Jet Flow from Notched 
Orifice Nozzle 

共著 International Conference on 
Jets, Wakes and Separated 
Flows (ICJWSF), 2013 

Kito, M., Shakouchi, T., 
Tsujimoto, K., Ando, T. 

鬼頭みずき 
 
 
 

オイルフィルム法を用いた壁面
せん断応力の測定 

共著 日本設計工学会・2013 年度
秋季大会研究発表講演会講
演論文集, 2013 

鬼頭みずき，近藤邦和 

南部紘一郎 
 
 

粒子衝突現象の有限要素シミュ
レーション 

共著 第 3 回日本熱処理中部支部
講演会 

南部紘一郎 小園達矢 

南部紘一郎 
 
 

微粒子衝突処理の表面改質効果
に及ぼす投射ガスの影響 

共著 第 3 回日本熱処理中部支部
講演会 

花村洸樹 南部紘一郎 

南部紘一郎 
 
 

コールドスプレー粒子の付着現
象の数値解析 

共著 第 3 回日本熱処理中部支部
講演会 

坂本篤治 南部紘一郎 垰克
己 福本昌弘 

南部紘一郎 
 
 

微粒子衝突処理における単一粒
子の粒子衝突解析 

単著 鈴鹿高専紀要第 46 巻 南部紘一郎 

南部紘一郎 
 
 

微粒子衝突処理によるアルミニ
ウム合金 A5056 のナノ結晶創製 

共著 平成 25 年度日本熱処技術協
会春季講演会 

清水雄紀 南部紘一郎 
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南部紘一郎 

 
 

 
有限要素法を用いた粒子衝突処
理における粒子衝突現象の解明 

 
単著 

 
トライボロジー会議 2013 秋 
福岡 

 
南部紘一郎 

南部紘一郎 
 
 
 

粒子衝突処理を用いた微細結晶
組織創製に影響を及ぼす因子の
解明 

共著 平成 25 年度日本熱処理技術
協会秋季講演会 

南部紘一郎 清水雄紀 

南部紘一郎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

直径 10μｍの微細粒子を用いた
ピーニングによるアルミニウム
合金 A5056 の疲労特性改善 

共著 Ｍ＆Ｍカンファレンス 2013 中村裕紀 菊池将一 南部紘
一郎 安藤正文 

168



所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別 

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
南部紘一郎 

 
 

 
有限要素法を用いた粒子衝突処
理における粒子衝突現象の解明 

 
単著 

 
トライボロジー会議 2013 秋 
福岡 

 
南部紘一郎 

南部紘一郎 
 
 
 

粒子衝突処理を用いた微細結晶
組織創製に影響を及ぼす因子の
解明 

共著 平成 25 年度日本熱処理技術
協会秋季講演会 

南部紘一郎 清水雄紀 

南部紘一郎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

直径 10μｍの微細粒子を用いた
ピーニングによるアルミニウム
合金 A5056 の疲労特性改善 

共著 Ｍ＆Ｍカンファレンス 2013 中村裕紀 菊池将一 南部紘
一郎 安藤正文 
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電気電子工学科 
大津孝佳 

 
 
 
 
 

 
Reduction of Coupled Voltage of 
Power Cable with Electro-static 
Countermeasure 

 
共著 

 
2012 Asia-Pacific Symposium 
on Electromagnetic 
Compatibility (APEMC 
2013),Melbourne, Australia 

 
Takayoshi Ohtsu, Yusaku 
Kobayashi, Hideyuki Doyama, 
Shogo Imai, Kentaro 
Hayashida, Shunsuke Okada, 
Yorioki Matsumoto 

大津孝佳 
 
 

導電性ポリカーボネート樹脂の
放電特性と放射電磁波 

共著 静電気学会学術講演会 2013 大津孝佳，堂山英之，鷺坂功
一 

大津孝佳 
 
 

鈴鹿高専に於ける知的財産活動 単著 第 9 回 TRIZ シンポジウム,
日本 TRIZ 協会 

大津孝佳 

大津孝佳 
 
 
 
 

ESD Study on discharge current 
and  radiated electromagnetic 
wave with conductive 
polycarbonate composite resin 

共著 EOS/ESD Symposium for 
Factory Issues 2013, ESD 
Association,Penang Malasia 

Takayoshi Ohtsu, Hideyuki 
Doyama, Yusaku Kobayashi, 
Kouichi Sagisaka, Taichi 
Shirayama 

大津孝佳 
 
 

導電性ポリカーボネート樹脂の
放電特性と放射電磁波 

共著 ESD シンポジウム、日本電
子部品信頼性センタ(2013) 

大津孝佳,堂山英之,鷺坂 功
一,白山 太一 

大津孝佳 
 
 

ESD ガン印加時の保護素子の効
果と電子デバイスへの影響 

共著 ESD シンポジウム、日本電
子部品信頼性センタ(2013) 

大津孝佳,堂山英之 

大津孝佳 
 
 
 

ポリマー導電材料を用いたケー
ブルの摩擦帯電及び誘導帯電に
よる放電ノイズの低減 

共著 第 10 回宇宙環境シンポジウ
ム,JAXA 

大津孝佳,堂山英之,松本頼興 

大津孝佳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みえサイエンスネットワークに
よる未来産業人材育成 
－地域自治体・地域企業・高等教
育機関の連携で育てる未来の科
学者・技術者－ 

共著 東海工学教育協会 高専部会
シンポジウム 

大津孝佳,垰克己,益川賢市,生
川和美,奥田一雄,山田伊智子,
万谷義和,山崎賢二,下野晃,船
越邦夫, 兼松秀行,末次正寛,
白井達也,打田正樹,山口雅裕,
平井信充,平野武範,板谷年也,
伊東真由美,中川元斗, 山田 
太,鈴木昌一,中村勇志,真伏利
史,西森睦和,坂井崇,林 幸雄,
松岡守,後藤太一郎,加藤進,松
井純,上井大輔,山下晃司,山田
晶 

川口雅司 
 
 
 
 

Analog Learning Neural Network 
using Two-Stage Mode by Multiple 
and Sample Hold Circuits, 

共著 Studies in Computational 
Intelligence, Volume 493, 
Springer, chapter 12, 
pp159-170(2013) 

Masashi Kawaguchi, Takashi 
Jimbo, and Naohiro Ishii 

川口雅司 
 
 
 

Vector Generation and Operation 
in Neural Networks 

共著 Lecture Notes in Computer 
Science Volume 7824, pp 
10-19(2013)   

Naohiro Ishii, Toshinori 
Deguchi, Masashi Kawaguchi, 
Hiroshi Sasaki 

川口雅司 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

Vector Operations in Neural 
Network Computations 

共著 International Journal of 
Software Innovation, 1(2), 
40-52, April-June 2013 

Naohiro Ishii, Toshinori 
Deguchi, Masashi Kawaguchi, 
Hiroshi Sasaki 
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川口雅司 

 
 
 
 
 

 
 

 
Vector Operations in Neural 
Networks Computations 

 
共著 

 
2013 14th ACIS International 
Conference on Software 
Engineering, Artificial 
Intelligence, Networking and 
Parallel/Distributed 
Computing (SNPD), 
pp450-456,(2013) 

 
Naohiro Ishii, Toshinori 
Deguchi, Masashi Kawaguchi, 
Hiroshi Sasaki 

川口雅司 
 
 

 

スウェーデンゲームの実施とそ
の教育効果について 

共著 第 23 回インテリジェント・
システム・シンポジウム 
(FAN2013),pp54-57(2013) 

川口雅司， 渥美清隆， 馬場
則夫 

川口雅司 
 
 
 
 

学習オートマトン並びにソフト
コンピューテイング技術を活用
した意思決定支援システムの構
築に関する新しい取り組み 

共著 第 23 回インテリジェント・
システム・シンポジウム 
(FAN2013),pp50-53(2013) 

馬場則夫， 川口雅司 

辻琢人 
 
 

シリコン太陽電池作製実験教材
の構築 

共著 第 18 回高専シンポジウム 
in 仙台 

井頭卓也，蜂谷海，上田和成，
長岡史郎，若原昭浩 

辻琢人 
 
 

CS-MBE 法によるサファイア基
板上への GaN 薄膜の形成の試み 

共著 平成 24 年度電子情報通信学
会東海支部卒業研究発表会 

喜多一平 

辻琢人 
 
 

作製プロセスを簡略化した Si 太
陽電池の作製実験教材の構築 

共著 平成 24 年度電子情報通信学
会東海支部卒業研究発表会 

井頭卓也 

辻琢人 
 
 
 

作製プロセスを簡略化した Si 太
陽電池の作製実験教材の構築 

共著 平成 24 年度分豊橋技術科学
大学高専連携教育研究プロ
ジェクト学生成果報告会 

冨田昌吾 

辻琢人 
 
 
 

シリコン太陽電池作製実験教材
の地域貢献事業及び国際交流事
業への展開 

共著 平成 25 年度工学教育研究講
演会・第 61 回年次大会, 
pp.122-123 

長岡史郎，若原昭浩，井頭卓

也 

辻琢人 
 
 
 

作製プロセスを簡略化したシリ
コン太陽電池作製実験教材の開
発 

共著 第 154 回教育工学研究会 冨田昌吾，長岡史郎，若原昭
浩 

辻琢人 
 
 
 
 
 

A Study for PBL Type 
Semiconductor Device Education 
using P-N Junction Prepared by 
the Simplified Simultaneous 
Phosphorus and Boron Diffusion 

共著 7th International Synposium 
on Advances in Technology 
Education, pp.209-214 

S. Nagaoka, R. Takahashi, A. 
Wakahara 

辻琢人 
 
 

固相拡散源を用いたシリコン太
陽電池の作製と評価 

共著 高専-TUT太陽電池シンポジ
ウム 

前田一真，冨田昌吾，柳田健
介，山下雄也 

西村一寛 
 
 
 

導入教育としての磁石教材 
－球磁石からなる３次元磁石パ
ズル－ 

共著 鈴鹿高専紀要, Vol.46, 
p.51-55 (2013). 

西村一寛, 篠原雅史 

西村一寛 
 
 
 
 

フェライトナノ粒子凝集体の合
成とその特性 

共著 東京工業大学 応用セラミ
ックス研究所 共同利用研
究報告書, No.17, p.153-155 
(2013). 

西村一寛，松下伸広 

西村一寛 
 

 

フェライト微粒子凝集体の室温
合成とミリングによる色変化 

共著 第 154 回教育工学研究会
(2013 年 9月 7日), 大同大学. 

杉野弘幸，西村一寛 
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西村一寛 

 
 
 

 
積層された磁性板の磁場制御ア
シスト分離技術の開発 

 
単著 

 
第 37 回日本磁気学会学術講
演会(2013年 9月 3-6日),  北
海道大学, 3pD-5, p.74. 

 
西村一寛 

西村一寛 
 
 
 

小型風力発電機の特性調査と環
境発電の応用 

共著 第 153 回教育工学研究会
(2013 年 3 月 23 日), 大同大
学 

浅井宏昭，西村一寛 

柴垣寛治 
 
 
 

PLD 法による形状記憶合金薄膜
の薄膜形成に関する研究 

共著 平成 24 年度日本技術士会中
部本部修習技術者研究業績
発表会 （2013 年 2 月） 

青山剛士，上瀧雅己，柴垣寛
治 

柴垣寛治 
 
 
 

PLD 法によるシート基板上への
合金薄膜成膜 

共著 平成 25 年度電気関係学会東
海支部連合大会 （2013 年
9 月） 

上瀧雅己，青山剛士，柴垣寛
治 

柴垣寛治 
 
 
 

Synthesis and characterization of 
Ti-Ni shape memory alloy thin 
films by pulsed laser deposition 

共著 Applied Physics A., Vol. 110, 
Issue 4 (2013) pp.805-808 

K. Shibagaki, K. Kawano, A. 
Mori 

柴垣寛治 
 
 

飛行時間型質量分析装置におけ
るイオン軌道の解析 

共著 鈴鹿工業高等専門学校紀要, 
第 46 巻, (2013) pp.57-63 

柴垣寛治，青山剛士 

柴垣寛治 
 
 

マルチチャンネル分光器を用い
た PLD 成膜プロセス診断の検討 

共著 日本高専学会誌, Vol. 18, No. 
3 (2013) pp.35-40 

柴垣寛治，川野晃太 

柴垣寛治 
 
 
 
 

海外に目を向ける学生を育てる
には 

単著 東海工学教育協会高専部会 
国際化教育の現状と課題シ
ンポジウム概要集 (2013) 
pp.25-26 

柴垣寛治 

柴垣寛治 
 
 
 
 

小特集「大気圧非熱プラズマを活
用した環境保全技術の新展開」 

共著 プラズマ・核融合学会誌 第
89 巻 3 号 (2013) pp.137-169 

大久保雅章，栃久保文嘉，水
野彰，藤島英勝，大塚馨一，
清水一男，西川和男，柴垣寛
治 

山田伊智子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Phthalocyanine with 
Trifluoroethoxy Substituents for 
Organic Solar Cells 

共著 Seventh International 
conference on Molecular 
Electronics and 

Ichiko Yamada, Norihito Iida, 
Yasuhiko Hayashi,Tetsuo Soga 
and Norio Shibata 
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電子情報工学科 
井瀬潔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
A CASE REPORT ON APPLING 
MOODLE AS VIRTUAL 
LEARNING ENVIRONMENT 
FOR ENGINEERING 
EDUCATION.  
A CASE REPORT ON APPLING 
MOODLE AS VIRTUAL  
LEARNING ENVIRONMENT 
FOR ENGINEERING 
EDUCATION. 

 
共著 

 
Proc. of Int. Symp. on 
Advances in Technology 
Education ISATE, Nara 
(2013. 9) 

 
T. Shirai, A. Ito, T. Kusaka, S. 
Ishihara, T. Aoyama, H. 
Minoura, S. Morikawa and K. 
Ise 

井瀬潔 
 
 
 
 

公開講座「Arduino で LED を制御
しよう！」の実施 

共著 計測自動制御学会 中部支
部 教育工学研究委員会 
教育工学論文集，VOL. 36, 
pp.14-16（2013). 

伊藤明，井瀬潔，柴田勝久，
森育子，平野武範，板谷年也，
西村吉弘，森岡晶子 

飯塚昇 
 
 
 
 

ASIC Implementation of 
Multimode Frequency Domain 
Equalizer for Heterogeneous 
Wireless System 

共著 IEEE International 
Symposium on Personal, 
Indoor and Mobile Radio 
Communications PIMRC'13 

Y. Miyake, K. Komatsu, H. 
Oguma, N. Izuka, S. Kameda, 
M. Iwata, N. Suematsu, T. 
Takagi, and K. Tsubouchi 

伊藤明 
 
 
 
 
 
 
 

A systematic muscle model 
covering regions from the fast 
ramp stretches in the muscle 
fibres to the relatively slow 
stretches in the human triceps 
surae. 

共著 Taylor & Francis Online, 
Computer Methods in 
Biomechanics and 
BiomedicalEngineering 
(2013 Apr 29) ,Epub 
DOI:10.1080/10255842.2013.
790016 

Y.Tamura, A.Ito, and 
G.A.Cresswell 

伊藤明 
 
 
 

ヒト上腕二頭筋の低周波粘弾性
測定 

共著 ロボティクス・メカトロニク
ス講演会 2013 予稿集 
p.115，筑波(2013,5) 

伊藤明，堀内亮，平山敦基，
田村陽次郎 

伊藤明 
 
 
 
 
 

A CASE REPORT ON APPLING 
MOODLE AS VIRTUAL 
LEARNING ENVIRONMENT 
FOR ENGINEERING 
EDUCATION. 

共著 Proc. of Int. Symp. on 
Advances in Technology 
Education ISATE , Nara 
(2013. 9) 

T.Shirai, A.Ito, T.Kusaka, 
S.Ishihara, T.Aoyama, 
H.Minoura, S.Morikawa and 
K.Ise 

伊藤明 
 
 
 

公開講座「Arduino で LED を制御
しよう！」の実施 

共著 計測自動制御学会中部支部，
教育工学論文集，Vol.36，
pp.14-16(2013). 

伊藤明，井瀬潔，柴田勝久，
森育子，平野武範，板谷年也，
西村吉弘，森岡昌子 

田添丈博 
 

 

意味関連辞書構築のための単語
間関連度収集手法の検討 

共著 言語処理学会第 19 回年次大
会，P5-10（2013 年 3 月） 

後藤慎也，鈴木良生，田添丈
博 

田添丈博 
 
 
 

過去の試合結果を基に動作する
コンピュータプレイヤ～盤面デ
ータの分割～ 

共著 平成 25 年度電気関係学会東
海支部連合大会，N2-5（2013
年 9 月） 

佐熊裕介，田添丈博 

田添丈博 
 
 
 

情報オリンピックへの参加 共著 計測自動制御学会中部支部，
教育工学論文集，VOL.36，
pp.38-40（2013 年 12 月） 

田添丈博，箕浦弘人，青山俊
弘，浦尾彰，西村吉弘，桑原
裕史 

田添丈博 
 
 
 
 

競技プログラミングを活用した
コーディング教育 

共著 電子情報通信学会，技術者教
育と優良実践研究会，第 19
回研究会（2013 年 12 月） 

田添丈博，青山俊弘，箕浦弘
人，浦尾彰，西村吉弘，森川
哲 
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箕浦弘人 

 
 
 

 
空間投影型 AR による歩行者用ナ
ビゲーションシステムのユーザ
ビリティの改善 

 
単著 

 
第 18 回日本バーチャルリア
リティ学会大会論文集
(2013.9) 

 
箕浦弘人 

箕浦弘人 
 
 
 
 
 

A CASE REPORT ON APPLING 
MOODLE AS VIRTUAL  
LEARNING ENVIRONMENT 
FOR ENGINEERING 
EDUCATION 

共著 Proc. of Int. Symp. on  
Advances in Technology 
Education ISATE, Nara 
(2013. 9) 

T. Shirai, A. Ito, T. Kusaka, S. 
Ishihara, T. Aoyama, H.  
Minoura, S. Morikawa and K. 
Ise 

青山俊弘 
 
 
 
 

Preliminary Results for 
Discovering Related Words from 
Logs of Scholarly Repositories 

共著 Proceedings of IIAI 
International Conference on 
Advanced Information 
Technologies (CDROM) 

Takehiro Shiraishi, Toshihiro 
Aoyama, Kazutsuna Yamaji, 
Takao Namiki, and Daisuke 
Ikeda 

青山俊弘 
 
 
 
 
 

A CASE REPORT ON APPLING 
MOODLE AS VIRTUAL 
LEARNING ENVIRONMENT 
FOR ENGINEERING 
EDUCATION. 

共著 Proc. of Int. Symp. on 
Advances in Technology 
Education ISATE, Nara 
(2013. 9) 

T. Shirai, A. Ito, T. Kusaka, S. 
Ishihara, T. Aoyama, H. 
Minoura, S. Morikawa and K. 
Ise 

青山俊弘 
 
 
 
 
 

The Candida glabrata sterol 
scavenging mechanism, mediated 
by the ATP-binding cassette 
transporter Aus1p, is regulated by 
iron limitation. 

共著 Molecular microbiology Nagi M, Tanabe K, Ueno K, 
Nakayama H, Aoyama T, 
Chibana H, Yamagoe S, 
Umeyama T, Oura T, Ohno H, 
Kajiwara S, Miyazaki Y 

青山俊弘 
 
 
 

SarabiWEKO: Metadata class 
management system for WEKO 
repository 

共著 2nd International Conference 
on Academic Library 

Toshihiro Aoyama, Kazutsuna 
Yamaji, Daisuke Ikeda, Takao 
Namiki 

青山俊弘 
 
 
 

機関リポジトリコンテンツの多
面的な学内利用フレームワーク
の提案と実装 

共著 情報知識学会誌 青山俊弘, 山地一禎, 池田大
輔, 行木孝夫 

青山俊弘 
 

 

第一学年を対象とした電子情報
工学実験の改善 

共著 高専教育 浦尾彰, 長嶋孝好, 青山俊弘, 
森育子, 西村吉弘, 森岡晶子 

青山俊弘 
 
 

Automatic reproduce metadata 
from the log of HTTP server 

共著 8th International Conference 
on Open Repositories 

Toshihiro Aoyama, Yuta 
Suzuki, Kazutsuna Yamaji 

青山俊弘 
 
 
 

A mash-up of a Japanese Open 
Repository and a Researcher CV 
Platform 

共著 8th International Conference 
on Open Repositories 

Kazu Yamaji, Toshihiro 
Aoyama, Satoru Bannai, Noriko 
Arai 

板谷年也 
 
 
 

移動導体に対向配置された方形
コイル周辺の磁界解析とスラブ
材の異常診断への応用 

単著 山口大学大学院理工学研究
科，博士論文 

板谷年也 

板谷年也 方形コイル系を用いた渦電流速
度計の特性解析 

共著 電気学会論文誌Ａ， 
Vol.133，No.8，pp.416-423 
(2013) 

板谷年也，石田浩一，田中章
雄，武平信夫，山本節夫 

板谷年也 
 

 
 
 
 
 

駅前キャンパス「鈴鹿高専みんな
の理科教室」の取り組み 

共著 計測自動制御学会中部支部，
教育工学論文集， Vol. 36 
pp.1-3 (2013) 

板谷年也，中川元斗，南部紘
一郎，柴垣寛治，下野晃，伊
東真由美，幸後健，吉田茂太，
桑原裕史 
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板谷年也 

 
 

 

 
公開講座「Aruduino で LED を制
御しよう!」の実施 

 
共著 

 
計測自動制御学会中部支部，
教育工学論文集， Vol. 36 
pp.14-16 (2013) 

 
伊藤明，井瀬潔，柴田勝久，
森育子，平野武範，板谷年也，
西村吉弘，森岡晶子 

浦尾彰 
 
 

第一学年を対象とした電子情報
工学実験の改善 

共著 高専教育, Vol.36, pp.1-6. 浦尾彰・長嶋孝好・青山俊弘・
森育子・西村吉弘・森岡晶子 

浦尾彰 
 
 

個別化教授システムを基礎とし
た工学実験の実践 

共著 高専教育, Vol.36, pp.73-38. 浦尾彰・西村吉弘・森岡晶子・
川瀬雅人 

浦尾彰 
 
 
 

対話エージェントを利用した
Web 学習における感情状態の研
究：性別要因に着目した検討 

共著 ヒューマンインタフェース
学会論文誌, Vol.15, No.3, pp. 
209-218. 

林勇吾・浦尾彰 

浦尾彰 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情報オリンピックへの参加 共著 教育工学論文集, Vol.36, pp. 
38-40. 

田添丈博・箕浦弘人・青山俊
弘・浦尾彰・西村吉弘・桑原
裕史 
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生物応用化学科 
生貝初 

 
 

 
脂質単分子膜上での毒素タンパ
ク質による孔形成挙動 

 
共著 

 
オレオサイエンス，13 巻，
pp.441-446，2013. 

 
大石祐司，生貝初 
 

生貝初 
 
 
 
 

Patents for Antibacterial Metallic 
Coating and Its Future Trend in 
Japan 

共著 Research Inventy: 
International Journal Of 
Engineering And Science, 
Vol.3, No.6, pp.47-55, 2013. 

Hideyuki Kanematsu, Hajime 
Ikegai and Michiko Yoshitake 

生貝初 
 
 

緑膿菌のバイオフィルム形成に
おける金属の作用 

共著 第８６回日本細菌学会総会、
千葉幕張、２０１３年３月 

神崎拓也、生貝初 

生貝初 
 
 
 

コレラ菌溶血毒の溶血作用と毒
素分子内レクチンドメインの糖
認識の関係 

共著 第８６回日本細菌学会総会、
千葉幕張、２０１３年３月 

高村永梨奈、島村忠勝、生貝
初 

生貝初 
 
 
 
 
 
 

緑膿菌バイオフィルムを用いた
微生物腐食モデル 

単著 第２７回 Bacterial 
Adherence and Biofilm、学際
シンポジウム バイオフィ
ルム : 私たちをとりまく環
境と健康との関わり、東京、
２０１３年７月 

生貝初 

生貝初 
 
 
 

緑膿菌バイオフィルムの形成制
御 

共著 日本防菌防黴学会 第４０
回年次大会、豊中、２０１３
年９月 

生貝初、神崎拓也 

生貝初 
 
 
 

バイオフィルム形成過程の水中
AFM 観察に向けた基礎的検討 

共著 日本防菌防黴学会 第４０
回年次大会、豊中、２０１３
年９月 

平井信充、兼松秀行、生貝初 

生貝初 
 
 
 
 
 
 

鉄鋼材料表面における緑膿菌の
バイオフィルム形成とその制御 

共著 日本鉄鋼協会 第１６６回
秋季講演大会 微生物が促
進する鉄鋼材料の腐食自主
フォーラム「微生物が促進す
る鉄鋼材料の腐食」、金沢、
２０１３年９月 

生貝 初、永井直宏、川村文夫 

澤田善秋 
 
 
 
 

Kinetics Study on Hydrolysis of 
Toluenesulfonic Acid 

共著 The 9th World Congress of 
Chemical 
Engineering(WCCE9), Seoul, 
Korea,4 pages(2013) 

Yoshiaki Sawada, Shinya 
Yodoya, Yuya Mizutani and 
Jennifer Chia Wee Fern 

澤田善秋 
 
 

トルエンスルホン酸の加水分解
における速度論的考察 

共著 第 18 回高専シンポジウム
(仙台)講演要旨集,p97(2013) 

澤田善秋，水谷友哉，淀谷真
也 

平井信充 
 
 
 

リグニンからの鉛電池負極添加
剤 

共著 リグニン利用の最新動向, 
シーエムシー出版, (2013), 
pp.176-180. 

平井信充（分担執筆） 

平井信充 
 
 

バイオフィルムによる水中クロ
ムイオンの選択的捕捉 

共著 CAMP-ISIJ, Vol.26, (2013) 
pp.666-667. 

平井信充，杉田大地，兼松秀
行 

平井信充 
 
 

 

各種材料上に形成されるバイオ
フィルムの新しい評価分析解析
手法 

共著 CAMP-ISIJ, Vol.26, (2013) 
pp.664-665. 

兼松秀行，平井信充，三浦陽
子，伊藤日出生，萩野唯，田
中美穂 

平井信充 
 

 

電気炉スラグを含むモルタルの
生物付着評価 

共著 CAMP-ISIJ, Vol.26, (2013) 
pp.662-663. 

増田智香，兼松秀行，平井信
充，黒田大介，横山誠二，田
中美穂 
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平井信充 

 
 
 

 
実験室中において形成されるバ
イオフィルムにおけるいくつか
の金属の濃縮について 

 
共著 

 
CAMP-ISIJ, Vol.25, (2013) 
pp.417. 

 
兼松秀行，大倉優太，平井信
充，三浦陽子，伊藤日出生，
田中美穂 

平井信充 
 
 
 
 

Various Metals from Water by 
Biofilm from an Ambient Germs in 
a Reaction Container 

共著 Proceedings of Materials 
Science and Technology 
(MS&T) 2013, (2013), 
pp.2154-2161. 

Hideyuki Kanematsu, 
Nobumitsu Hirai, Yoko Miura, 
Miho Tanaka, Takeshi Kogo, 
Hideo Itho 

平井信充 
 
 
 
 

Biofilm Leading to Corrosion on 
Materials Surfaces and the 
Moderation by Alternative 
Electro-magnetic Field 

共著 Proceedings of Materials 
Science and Technology 
(MS&T) 2013, (2013), 
pp.2761-2767. 

Hideyuki Kanematsu, 
Nobumitsu Hirai, Yoko Miura, 
Hideo Itoh, Daisuke Kuroda, 
Senshin Umeki 

平井信充 
 
 
 

バイオフィルム形成過程の水中
AFM 観察に向けた基礎的検討 

共著 日本防菌防黴学会第 40 回年
次大会要旨集, (2013) 
pp.104. 

平井信充，兼松秀行，生貝初 

平井信充 
 
 
 

無機硫酸塩を添加した硫酸電解
液中における鉛電極のサイクリ
ックボルタモグラム測定 

共著 2013 年電気化学秋季大会講
演要旨集, 1L01, (2013) 
pp.203. 

平井信充，山本唯 

平井信充 
 
 
 

鉛電極のサイクリックボルタモ
グラムに及ぼす有機カチオンの
添加効果 

共著 2013 年電気化学秋季大会講
演要旨集, 2N26, (2013) 
pp.281. 

平井信充，小林俊介 

平井信充 
 
 
 

Acquisition of metal ions in water 
by biofilm 

共著 Materials Science and 
Technology (MS&T) 2013, 
(2013). 

Nobumitsu Hirai, Hideyuki 
Kanematsu 

平井信充 
 
 
 
 

Fundamental study for in-situ 
observation of biofilm in water by 
means of AFM 

共著 Materials Science and 
Technology (MS&T) 2013, 
(2013). 

Nobumitsu Hirai, Takafumi 
Kanata, Masanori Suzuki, 
Shigeru Katsuyama, Toshihiro 
Tanaka, Hideyuki Kanematsu 

平井信充 
 
 
 

硫酸水溶液中における鉛電極の
電気化学的挙動に及ぼすアルカ
リ金属イオンの添加効果 

共著 第 37 回電解技術討論会－ソ
ーダ工業技術討論会－講演
要旨集,  (2013) pp.84-87. 

平井信充，山本唯 

平井信充 
 
 
 
 

硫酸水溶液中における鉛電極の
酸化還元過程における各種官能
基を導入した修飾リグニンの添
加効果 

共著 第 37 回電解技術討論会－ソ
ーダ工業技術討論会－講演
要旨集,  (2013) pp.88-91. 

平井信充，中原郁実，眞柄謙
吾 

平井信充 
 
 
 

鉛電池の正極負極反応に及ぼす
有機カチオンの添加効果に関す
る基礎的研究 

共著 第 45 回溶融塩化学討論会講
演要旨集,  1A18, (2013) 
pp.35-36. 

平井信充，小林俊介 

平井信充 
 
 
 
 

Cyclic Voltammetry of Lead 
Electrodes in Sulfulic Acid 
Solution Containing Various 
Inorganic Sulfates 

共著 The 7th Asian Conf. on 
Electrochemical Power 
Sources (ACEPS7), 1P-29, 
(2013), pp.93. 

Nobumitsu Hirai, Yui 
Yamamoto 

平井信充 
 

 
 
 
 

材料表面に付着した微生物およ
びバイオフィルムの原子間力顕
微鏡（AFM）観察 

単著 微生物腐食研究若手会 第
一回セミナー 

平井信充 
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平井信充 

 
 

 
 

 
バイオフィルム可視化技術の現
状と将来展望 

 
単著 

 
(社)日本鉄鋼協会フォーラ
ム"自然環境中の鉄鋼材料の
劣化と微生物の役割"第 5 回
フォーラム 

 
平井信充 

平井信充 
 
 

水中でものの表面を拡大して見
てみよう 

単著 みえアカデミックセミナー
2013 

平井信充 

高倉克人 
 
 
 
 
 

Spontaneous Transformation from 
Micelle to Vesicle Associated with 
Sequential Conversions of 
Comprising Amphiphiles within 
Assemblies 

共著 Chemical Communications, 
DOI:10.1039/C3CC47786J 

Katsuto Takakura, Takahiro 
Yamamoto, Kensuke Kurihara, 
Taro Toyota, Kiyoshi Ohnuma, 
Tadashi Sugawara 

高倉克人 
 
 
 

ハロアルカンの添加に引き起こ
されるピリジンボロン酸の自己
集合 

共著 日本化学会第 93 回春季年会
（2PB-125） 

小坂恭平，水野裕介，高倉克
人 

高倉克人 
 
 
 

双性イオン型両親媒性分子の合
成とベシクル形成 

共著 日本化学会第 93 回春季年会
（2PC-162） 

大倉優作，栗原顕輔，豊田太
郎，高倉克人，鈴木健太郎，
菅原正 

高倉克人 
 
 
 

水中での両親媒性分子間イミン
交換反応に対するボロン酸誘導
体の触媒能 

共著 第 18 回高専シンポジウム
（A2-38） 

久野友梨亜，北村優衣，高倉
克人 

高倉克人 
 
 
 

両親媒性分子間長鎖アミン転移
に関連付けられる会合体の形態
変換 

共著 第 24 回基礎有機化学討論会
（3C06） 

高倉克人，栗原 顕輔，豊田太
郎，菅原正 

高倉克人 
 
 
 
 

カルボン酸とイミダゾリウムを
有する双性イオン型両親媒性分
子によるジャイアントベシクル
の形成とその表面電荷 

共著 第 24 回基礎有機化学討論会
（1P078） 

大倉優作，栗原顕輔，豊田太
郎，高倉克人，景山義之，鈴
木健太郎，菅原正 

高倉克人 
 
 
 

両親媒性分子間長鎖アルキルア
ミン転移反応に誘引される会合
体の形態変化 

共著 第 64 回コロイドおよび界面
化学討論会（P029） 

高倉克人, 久野友梨亜, 古川
愛 

高倉克人 
 
 
 

半経験的分子軌道計算ソフトウ
ェア「Scigress MO Compact」の
座学への適用 

単著 鈴鹿高専紀要第 46 巻（2013）
p. 77 

高倉克人 

山口雅裕 
 
 
 

Regulation of red blood cell 
transition from larval to adult type 
during anuran metamorphosis 

共著 46th Annual meeting for the 
Japanese society of 
developmental biologist 

Masahiro Yamaguchi, Yui 
Kawaguchi, Iyo Matsuda, 
Tsutomu Kinoshita 

山口雅裕 
 
 

メダカ仔魚を用いた in vivo での
亜鉛イオンの生体毒性評価 

共著 第 166 回鉄鋼協会秋季講演
大会 

大平麻由佳，甲斐穂高，中川
元斗，山口雅裕 

山口雅裕 
 
 

メダカ仔魚を用いたリチウムの
生体影響評価 

共著 第 166 回鉄鋼協会秋季講演
大会 

甲斐穂高，山口雅裕，中川元
斗，石橋康弘 

山口雅裕 
 
 
 
 
 

ツメガエルと陸生種における赤
血球転換タイミングの比較解析 

共著 日本動物学会第 84 回大会 山口雅裕，川口唯，山川菜摘，
木下勉 
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淀谷真也 

 
 
 

 

 
Kinetics Study on Hydrolysis of 
Toluenesulfonic Acid 

 
共著 

 
The 9th World Congress of 
Chemical 
Engineering(WCCE9), Seoul, 
Korea,4 pages(2013) 

 
Yoshiaki Sawada, Shinya 
Yodoya, Yuya Mizutani and 
Jennifer Chia Wee Fern 

淀谷真也 
 
 

トルエンスルホン酸の加水分解
における速度論的考察 

共著 第 18 回高専シンポジウム
(仙台)講演要旨集,p97(2013) 

澤田善秋，水谷友哉，淀谷真
也 

淀谷真也 
 
 
 

4-Vinylbenzylamine を開始剤とし
て用いた PBLG マクロモノマー
の合成 

共著 第 18 回高専シンポジウム
(仙台)講演要旨集,p72(2013) 

淀谷真也，宮前由里香 

淀谷真也 
 
 
 

2-Vinylpropylamine を開始剤に用
いた PBLG マクロモノマーの合
成と重合 

共著 第 18 回高専シンポジウム
(仙台)講演要旨集,p73(2013) 

淀谷真也，ウォン シ ギー 

淀谷真也 
 
 
 

Cyclopropylamine を開始剤に用い
た PBLG マクロモノマーの合成
と重合 

共著 第 18 回高専シンポジウム
(仙台)講演要旨集,p74(2013) 

淀谷真也，竹田真里江 

淀谷真也 
 
 
 

Furfurylamine を開始剤として用
いた PBLG マクロモノマーの合
成と重合 

共著 第 18 回高専シンポジウム
(仙台)講演要旨集,p75(2013) 

淀谷真也，森優也 

甲斐穂高 
 
 

バイオマスプラント設置場所選
定のための LCA 評価 

共著 第８回日本 LCA 学会研究発
表会（草津） 

甲斐穂高、大田政史、上田和
音、中道隆広、石橋康弘 

甲斐穂高 
 
 

臭素酸電解水製造装置の開発と
評価に関する研究 

共著 環境科学会 2013 年会（静岡） 甲斐穂高，森美由貴，中道隆
広，石橋康弘 

甲斐穂高 
 
 
 

廃石膏ボードを用いたホウ素吸
着素材研究 

共著 環境科学会 2013 年会（静岡） 圓福康平，下高敏彰，泉哲也，
大場和彦，甲斐穂高，石橋康
弘，中道隆広 

甲斐穂高 
 
 
 

熱処理と微生物処理における有
機性廃棄物の可溶化効果 

共著 環境科学会 2013 年会（静岡） 山崎祐史，下高敏彰，泉哲也，
大場和彦，甲斐穂高，石橋康
弘，中道隆広 

甲斐穂高 
 
 
 

バイオマス資源の熱挙動におけ
る重量解析 

共著 環境科学会 2013 年会（静岡） 中道隆広，村上信明，石橋康
弘，大場和彦，甲斐穂高，下
高敏彰，泉哲也 

甲斐穂高 
 
 

メダカ仔魚を用いたリチウムの
生体影響評価 

共著 第 166 回鉄鋼協会秋季講演
大会（金沢） 

甲斐穂高、山口雅裕、中川元
斗 

甲斐穂高 
 
 

メダカ仔魚を用いた in vivo での
亜鉛イオンの生体毒性評価 

共著 第 166 回鉄鋼協会秋季講演
大会（金沢） 

大平麻由佳、甲斐穂高、中川
元斗、山口雅裕 

甲斐穂高 
 
 
 

メダカ仔魚を用いた共存イオン
存在下での金属の生体影響評価
について 

共著 第 24 回廃棄物資源循環学会
研究発表会（札幌） 

甲斐穂高、大田政史、中道隆
広 、山口雅裕、石橋康弘 

甲斐穂高 
 
 
 
 
 
 

臭素酸電解水の化学的性質と殺
菌評価について 

共著 第 24 回廃棄物資源循環学会
研究発表会（札幌） 

甲斐穂高, 森美由貴,中道隆
広,竹下哲史,石橋康弘 
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材料工学科 
井上 哲雄 

 
 
 
 

 
東海工学教育協会高専部会の活
動とその成果 

 
共著 

 
工学・工業教育研究講演会講
演論文集，pp244-245，
(2013.9) 新潟 日本工学教
育協会 

 
大石哲男，井上哲雄，稲葉盛
基，伊東孝，勝山智男， 

宗内篤夫 
 
 

PEFC におけるカソード合金触媒
の研究 

共著 第 18 回高専シンポジウム 
１P26 

草分剛瑠、宗内篤夫 

宗内篤夫 
 
 

バリヤー放電における非鉛ガラ
ス電極材料の研究 

共著 第 2２回 日本オゾン協会
年次研究講演会 

坂井亮介、宗内篤夫 

宗内篤夫 
 
 

Prolongation of life of high 
temperature proton exchange 

共著 J.Power Sources, 査読あり, 
241, 87-93, 2013 

Yuka Oono, Atsuo Sounai, 
Michio Hori, 

宗内篤夫 
 
 

燃料電池用ガス拡散シート用織
物およびガス拡散シート 

共著 特願 2013-157158, 吉野一郎 他 

江崎尚和 
 
 
 

産学官・地域連携によるものづく
り技術者教育 

共著 日本工学教育協会，工学教
育，第 61 巻第 4 号，pp.66-71 
(2013, 7) 

森邦彦，坂本英俊，大渕慶史，
垰克己，江﨑尚和，斎藤正美 

兼松秀行 
 
 
 

Study on Characteristic of Surgical 
Instruments. 

共著 Journal of Mechanical 
Engineering and Automation, 
2013. 3(2): p. 23-28. 

Kobayashi, T., Hagiwara, H., 
Hashimoto, R., Takashina, T., 
Kanematsu, H., and Mizuta, K 

兼松秀行 
 
 
 
 

大気暴露式水循環装置中での金
属酸化物表面に形成したバイオ
フィルムの評価法についての検
討. 

共著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 , 
2013. 46: p. 81-84. 

幸後健, 山本裕太, 内貴貴文, 
荻野唯, 神崎拓也, 兼松秀行, 
生貝初,伊藤日出生 

兼松秀行 
 
 
 

実験室中において形成されるバ
イオフィルムにおけるいくつか
の金属の濃縮について 

共著 材料とプロセス, 2013. 
26(1): p. 417 

兼松秀行, 大倉裕太, 平井信
充, 三浦陽子, 伊藤日出生,田
中美穂 

兼松秀行 
 
 
 

Study on Evaluation Methods for 
Mechanical Properties of Organic 
Semiconductor Materials. 

共著 Journal of Physics: 
Conference Series, 2013. 
433: p. 012009: 1-7. 

Kobayashi, T., Yokoyama, T., 
Utsumi, Y., Kanematsu, H., 
and Masuda, T. 

兼松秀行 
 
 
 
 

Optimizing Structure of LED Light 
Bulb for Heat Transfer. 

共著 Journal of Physics: 
Conference Series, 2013. 
433: p. 012016: 1-6. 

Kobayashi, T., Itami, D., 
Hashimoto, R., Takashina, T., 
Kanematsu, H., Mizuta, K., and 
Utsumi, Y., 

兼松秀行 
 
 
 

Study on performance simulation 
of polymer electrolyte fuel cell for 
preventing degradation. 

共著 Journal of Physics: 
Conference Series, 2013. 
433: p. 012021: 1-9. 

Kobayashi, T., Fukuda, T., 
Hashimoto, R., Kanematsu, H., 
and Utsumi, Y. 

兼松秀行 
 
 
 
 

Remote Sensing of Radiation Dose 
Rate by a Robot for Outdoor 
Usage. 

共著 Journal of Physics: 
Conference Series, 2013. 
433: p. 012030: 1-6. 

Kobayashi, T., Doi, K., 
Kanematsu, H., Utsumi, Y., 
Hashimoto, R., and Takashina, 
T. 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 

Biofilm Formation Derived from 
Ambient Air and the 
Characteristics of Apparatus. 

共著 Journal of Physics: 
Conference Series, 2013. 
433: p. 012031: 1-6. 

Kanematsu, H., Kougo, T., 
Kuroda, D., Ogino, Y., and 
Yamamoto, Y. 
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兼松秀行 

 
 
 
 
 
 

 
Biofilm Formation and Evaluation 
for Spray Coated Metal Films on 
Laboratory Scale 

 
共著 

 
Thermal Spray 2013 - 
Innovative Coating Solutions 
for the Global Economy2013, 
ASM International: Busan, 
Republic of Korea. p. 
520-525. 

 
Kanematsu, H., T. Kogo, D. 
Kuroda, H. Itoh, and S. 
Kirihara, , 

兼松秀行 
 
 
 

Effect of Deposition and Strage 
Conditions on the Gas 
Permeability of SiOx Thin Films. 

共著 Applied Mechanics and 
Materials, 2013. 378: p. 
248-252. 

Kobayashi, T., S. Kamikawa, Y. 
Itou, H. Kanematsu, and Y. 
Utsumi 

兼松秀行 
 
 
 
 
 

Patents for Antibacterial Metallic 
Coating and Its Future Trend in 
Japan 

共著 Research Inventy: 
International Journal of 
Engineering and Science, 
Vol3, Issue 6 (August 2013), 
p.47-55 

Hideyuki Kanematsu, Hajime 
Ikigai and Michiko Yoshitake 

兼松秀行 
 
 
 
 
 

US Students Carry Out Nuclear 
Safety Project in a Virtual 
Environment. 

共著 Procedia Computer Science, 
2013: p. 846-852. 

Barry, Dana M., Kanematsu, 
Hideyuki, Fukumura, Yoshimi, 
Kobayashi, Toshiro, Ogawa, 
Nobuyuki, and Nagai, 
Hirotomo, 

兼松秀行 
 
 
 
 
 

Eco Car Project for Japan Students 
As A Virtual PBL Class. 

共著 Procedia Computer Science, 
2013: p. 870-877. 

Kanematsu, Hideyuki, 
Kobayashi, Toshiro, Ogawa, 
Nobuyuki, Barry, Dana M., 
Fukumura, Yoshimi, and Nagai, 
Hirotomo, 

兼松秀行 
 
 

 

動物細胞の生理機能変化による
亜鉛、ニッケルおよびクロム（IV）
の検出への適用と有効金属濃度. 

共著 材料とプロセス, 2013. 26: p. 
644-646. 

小川亜希子, 兼松秀行, 樋尾
勝也, 玉内秀一 

兼松秀行 
 
 
 

ヒトマクロファージ様細胞株を
用いたニッケルイオン認識機構
の研究 

共著 材料とプロセス, 2013. 26: p. 
647-649. 

玉内秀一 , 奥野広教 , 岩渕和
也 , 兼松秀行 , 小川亜希子 ,樋
尾勝也 

兼松秀行 
 
 
 

普通鋼及びステンレス鋼スラグ
溶出成分の化学的及び生物化学
的特性評価. 

共著 材料とプロセス, 2013. 26: p. 
656-659. 

高橋利幸, 横山誠二, 兼松秀
行, 小川亜希子 

兼松秀行 
 
 
 

電気炉スラグを含むモルタルの
生物付着評価. 

共著 材料とプロセス, 2013. 材料
とプロセス: p. 662-663. 

増田智香, 兼松秀行, 平井信
充, 黒田大介, 横山誠二,田中
美穂 

兼松秀行 
 
 
 

各種材料上に形成されるバイオ
フィルムの新しい評価分析解析
手法 

共著 材料とプロセス, 2013. 26: p. 
664-665. 

兼松秀行, 平井信充, 三浦陽
子, 伊藤日出生, 荻野唯,田中
美穂 

兼松秀行 
 
 

バイオフィルムによる水中クロ
ムイオンの選択的捕捉. 

共著 材料とプロセス, 2013. 26: p. 
666-667. 

平井信充, 杉田大地,兼松秀行 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 

Evaluation for Corrosion 
Resistance of Nano-Cluster Layer 
and Biofilm Formation. 

共著 International Journal of 
Engineering Sciences & 
Research Technology, 2013. 
2(9): p. 2424-2432. 

Kanematsu, Hideyuki, Hihara, 
Takehiko, Ishihara, Tomoyuki, 
and Imura, Kyoki, Kogo 
Takeshi 
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兼松秀行 

 
 
 

 
Metal Coated Glasses by 
Spurttering and Their Microfouling 
Properties. 

 
共著 

 
APIRC2013, Irago, Aichi, 
Japan, Oct.24-25 

 
T.Kougo, H.Kanematsu, 
N.Wada, T.Hihara, 
M.Minekawa, Y.Fujita 

兼松秀行 
 
 
 

Various Mortars for Anti-Fouling 
Purposes in Marine Environments 

共著 APIRC2013, Irago, Aichi, 
Japan, Oct.24-26 

H.Kanematsu, T.Masuda, 
Y.Miura, N.Hirai, D.Kuroda, 
S.Yokoyama 

兼松秀行 
 
 
 
 

Comparison of Heat Transfer 
Performance among Solid, Hollow 
and Sodium Encapsulating Engine 
Valves 

共著 APIRC2013, Irago, Aichi, 
Japan, Oct.24-27 

T. Kobayashi, I. Hashimoto, R. 
Hashimoto, T. Takashina, H. 
Kanematsu, K. Mizuta and Y. 
Utsumi 

兼松秀行 
 
 
 
 

Measuring the Deformation 
Characteristics of The Films for 
Flexible Organic Light Emission 
Diode 

共著 APIRC2013, Irago, Aichi, 
Japan, Oct.24-28 

T. Kobayashi, J. Okamoto, Y. 
Utsumi, H. Kanematsu, and T. 
Masuda 

兼松秀行 
 
 
 
 

Optimizing Structure of LED Light 
Bulb for Heat Transfer (The 2nd 
Report) 

共著 APIRC2013, Irago, Aichi, 
Japan, Oct.24-29 

T. Kobayashi, S. Ishikawa, R. 
Hashimoto, T. Takashina, H. 
Kanematsu, K. Mizuta and Y. 
Utsumi 

兼松秀行 
 
 
 
 

Research on Optimization of 
Cooling Structure of LED Element 
(The 2nd Report) 

共著 APIRC2013, Irago, Aichi, 
Japan, Oct.24-30 

T. Kobayashi, Y. Sakate, R. 
Hashimoto, T. Takashina, H. 
Kanematsu, K. Mizuta and Y. 
Utsumi 

兼松秀行 
 
 
 

Emission characteristics of the 
organic EL device using a mixed 
layer of α-NPD and Alq3 

共著 APIRC2013, Irago, Aichi, 
Japan, Oct.24-31 

T. Kobayashi, H. Ikeda, Y. 
Utsumi, H. Kanematsu and T. 
Masuda 

兼松秀行 
 
 
 
 

Fogged Glass by Biofilm 
Formation and Its Evaluation 

共著 Proceedings of MS & T' 13 
2013: Montreal, Quebec, 
Canada. p. 2427-2433. 

Kanematsu, Hideyuki, Kogo, 
Takeshi, Itoh, Hideo, Wada, 
Noriyuki, and Yoshitake, 
Michiko 

兼松秀行 
 
 
 
 

ひずみを導入した金属材料への
海洋生物の付着 

共著 第 18 回高専シンポジウム in
仙台, 第 18 回高専シンポジ
ウム in 仙台講演要旨集, p. 
59 (2013). 

横川さおり, 神崎拓也, 増田
智香, 大原滉平, 生貝初, 兼
松秀行, 黒田大介 

兼松秀行 
 
 
 
 

ひずみを導入した鉄鋼材料の耐
食性の変化 

共著 第 18 回高専シンポジウム in
仙台, 第 18 回高専シンポジ
ウム in 仙台講演要旨集,  p. 
347 (2013). 

大原滉平, 増田智香, 横川さ
おり, 兼松秀行, 黒田大介 

兼松秀行 
 
 
 
 

Various Metals from Water by 
Biofilm from an Ambient germs in 
a Reaction Container 

共著 Materials Science and 
Technology2013: Montreal, 
Quebec, Canada. p. 
2154-2161. 

Kanematsu, Hideyuki, Hirai, 
Nobumitsu, Miura, Yoko, 
Tanaka, Miho, Kogo, Takeshi, 
and Itoh, Hideo 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 

Biofilm Leading to Corrosion on 
Material Surface and the 
Moderation by Alternative 
Electro-magnetic Field 

共著 Materials Science and 
Technology (MS & T)2013: 
Monatreal, Quebec, Canada. 
p. 2761-2767. 

Kanematsu, Hideyuki, Hirai, 
Nobumitsu, Miura, Yoko, Itoh, 
Hideo, Kuroda, Daisuke, and 
Umeki, Senshin 
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兼松秀行 

 
 
 
 

 
Osaka University Students Use 
English to Carryout a Creative 
Engineering Project about 
Tsunamis. 

 
共著 

 

 
International Journal of 
Engineering Research & 
Technology (IJERT), 2013. 
2(11): p. 3688-3694. 

 
Barry, Dana M., Tanaka, 
Toshihiro, and Kanematsu, 
Hideyuki 

兼松秀行 
 
 
 

Alloy Plating by Heating Stacked 
Single Layers and the Possibility 
of its Application in the Future. 

単著 Products Finishing, 2013. 
78(3): p. 1-14. 

H. Kanematsu 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Biofilm Formation on Polymer 
Materials by a Laboratory 
Acceleration Reactor 

共著 International Symposium on 
EcoTopica Science '13 - 
Innovation for Smart 
Sustainable Society and 
AMDI-4 (The 4th 
International Symposium on 
Advanced Materials 
Development and Integration 
of Novel Structured Metallic 
and Inorganic Materials2013, 
Nagoya University: Nagoya, 
Japan. 

Kanematsu, Hideyuki, Itoh, 
Hideo, Miura, Yoko, Masuda, 
Tomoka, Kuroda, Daisuke, 
Hirai, Nobumitsu, Barry, Dana 
M., and McGrath, Paul B. 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Evaluation Technique for Biofilm 
Formed on Biomaterials 

共著 International Symposium on 
Eco Topica Science '13 - 
Innovation for Smart 
Sustainable Society and 
AMDI-4 (The 4th 
International Symposium on 
Advanced Materials 
Development and Integration 
of Novel Structured Metallic 
and Inorganic Materials 2013: 
Nagoya University: Nagoya, 
Japan. 

Kanematsu, Hideyuki, Hirai, 

Nobumitsu, Miura, Yoko, Itoh, 

Hideo, Masuda, Tomoka, and 

Kuroda, Daisuke 

下古谷博司 
 
 
 

マイクロ波加熱法によるタケ粉
末液状化条件の検討 

共著 電気化学会 技術・教育研究
論文誌，Vol.20, No.2, 
pp.79-81 (2013) 

下古谷博司，衛藤昂，北村静
香，下野晃 

下古谷博司 
 
 
 
 

高専ブランド小中学生向け理
科・技術教材の開発と市販 －教
材開発コンテストによる作品収
集－ 

共著 平成 25 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
概要集，pp.427-428，豊橋 
(2013) 

下古谷博司，幸後健，桑原裕
史 

下古谷博司 
 
 
 

タケ粉末由来ポリウレタンフィ
ルムの性状 

共著 第 18 回高専シンポジウム講
演要旨集，pp.435，仙台 
(2013) 

下古谷博司，衛藤昂，松岡巧
弥，水本瞳，下野晃 

下古谷博司 
 
 
 

イオン液体中でのコメ粉の酸加
水分解 

共著 第 18 回高専シンポジウム講
演要旨集，pp.436，仙台 
(2013) 

下古谷博司，海老宏明，下野
晃 

下古谷博司 
 
 
 

マイクロ波加熱法によるコメ粉
の最適液状化条件の検討 

共著 第 18 回高専シンポジウム講
演要旨集，pp.437，仙台 
(2013) 

下古谷博司，水本瞳，衛藤昂，
松岡巧弥，下野晃 

下古谷博司 
 

 

オカラによるオーラミンの吸着
除去 

共著 第 18 回高専シンポジウム講
演要旨集，pp.440，仙台 
(2013) 

下古谷博司，眞弓綾香，下野
晃 
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下古谷博司 

 
 
 

 
固体酸触媒によるオカラ液状化
条件の検討 

 
共著 

 
第 18 回高専シンポジウム講
演要旨集，pp.441，仙台 
(2013) 

 
下古谷博司，松岡巧弥，水本
瞳，下野晃 

下古谷博司 
 
 
 

Sr2＋イオン吸着剤へのオカラの
有効利用 

共著 第 18 回高専シンポジウム講
演要旨集，pp.442，仙台 
(2013) 

下古谷博司，阪野浩也，下野
晃 

南部智憲 
 
 
 

その場小型パンチ試験による５
族水素透過膜の延性－脆性遷移
水素濃度（DBTC）解析 

共著 日本金属学会誌, Vol. 77, No. 
12 (2013) pp. 585-592. 

松本佳久，湯川宏， 南部智憲 

南部智憲 
 
 
 

Design of Nb–W–Mo alloy 
membrane for hydrogen separation 
and purification 

共著 Journal of Alloys and 
Compounds, Vol. 580 (2013) 
pp. S391-S396. 

K.Tsuchimoto, H.Yukawa, 
T.Nambu, Y. Matsumoto, Y. 
Murata 

南部智憲 
 
 
 
 

Hydrogen solubility and 
permeability of V–W–Mo alloy 
membrane for hydrogen separation 
and purification 

共著 Journal of Alloys and 
Compounds, Vol. 580 (2013) 
pp. S386-S390. 

H.Yukawa, C.Tsukada, 
T.Nambu, Y.Matsumoto 

南部智憲 
 
 
 
 

Design and Development of 
Nb-W-Mo Alloy Membrane for 
Hydrogen Separation and 
Purification 

共著 Defect and Diffusion Forum 
Vol. 333 (2013) pp. 61-71. 

H.Yukawa, T.Nambu, 
Y.Matsumoto 

南部智憲 
 
 
 
 

バナジウム水素透過膜の水素透
過能に及ぼす表面構造の影響 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
東海支部，第 23 回学生によ
る材料フォーラム概要集 
(2013) p. 133． 

松下和樹，南部智憲 

南部智憲 
 
 
 
 

超高純度水素製造に向けたバナ
ジウム膜の最適水素透過条件 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
東海支部，第 23 回学生によ
る材料フォーラム概要集 
(2013) p. 134． 

藤井千裕，南部智憲 

南部智憲 
 
 
 
 

Pd-Ag 系水素透過合金膜の耐久性
に及ぼす遷移金属元素の添加効
果 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
東海支部，第 23 回学生によ
る材料フォーラム概要集 
(2013) p. 135． 

平岡孝由貴，南部智憲 

南部智憲 
 
 
 

水素の化学ポテンシャルに基づ
くニオブ系合金膜の水素易動度
の定量評価 

共著 日本金属学会講演大会概要
集，2013 年春期講演大会（第
152 回）p. 34. 

湯川宏, 南部智憲, 松本佳久 

南部智憲 
 
 
 

Pd 完全フリーバナジウム膜の水
素透過能に及ぼす負荷水素圧力
および水素純度の影響 

共著 日本金属学会講演大会概要
集，2013 年春期講演大会（第
152 回）p. 36. 

鬼頭知宏，有馬義貴，南部智
憲 

南部智憲 
 
 
 

Pd 完全フリーバナジウム膜の耐
久性に及ぼす熱処理の影響 

共著 日本金属学会講演大会概要
集，2013 年春期講演大会（第
152 回）p. 37. 

有馬義貴，鬼頭知宏，南部智
憲 

南部智憲 
 
 
 

タンタル水素透過膜の延性-脆性
遷移水素濃度（DBTC）解析 

共著 日本金属学会講演大会概要
集，2013 年春期講演大会（第
152 回）p. 38. 

松本佳久，湯川宏，南部智憲 
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南部智憲 

 
 
 

 
高機能水素透過合金の設計開発
と水素製造技術への展開 

 
共著 

 
日本金属学会講演大会概要
集，2013 年秋期講演大会（第
153 回）p. S5・24. 

 
南部智憲，湯川宏，松本佳久 

南部智憲 
 
 
 

Pd-Ag 系水素透過合金膜の耐久性
および水素透過能に及ぼす遷移
金属元素の添加効果 

共著 日本金属学会講演大会概要
集，2013 年秋期講演大会（第
153 回）p. S5・24. 

有馬義貴，南部智憲 

南部智憲 
 
 
 

Pd コーティングフリーバナジウ
ム膜の水素透過能に及ぼす水素
透過条件の影響 

共著 日本金属学会講演大会概要
集，2013 年秋期講演大会（第
153 回）p. S5・24. 

鬼頭知宏，南部智憲 

和田憲幸 
 
 

Decay Behavior of Tb3+ Green 
Fluorescence in Borate Glasses 

共著 Optical Materials, Vol. 35, pp. 
1908-1913 (2013) 

Noriyuki Wada, Kazuo Kojima 

和田憲幸 
 
 
 

Optical Properties of Tb3+-Doped 
GeO2-ZrO2 Thin Films Prepared by 
Sol-Gel Method 

共著 Optical Materials, Vol. 35 pp. 
1981-1986 (2013) 

Tomoe Sanada, M. Abe, Kazuo 
Yamamoto, Noriyuki Wada, 
Kazuo Kojima 

和田憲幸 
 
 
 
 

Fluorescence Properties and 
Relaxation Processes of Tb3+ Ions 
in ZnCl2-Based Glasses 

共著 Materials Research Bulletin, 
Vol. 48, No.11, pp. 4947-4952 
(2013) 

Noriyuki Wada, Masahiro 
Shibuta, Hiroko Shimazaki, 
Noriko Wada, Kazuhiro 
Yamamoto, Kazuo Kojima 

和田憲幸 
 
 
 
 

Mn-O bond length in oxide glasses 共著 Memoirs of the SR Center, 
Ritsumeikan University, No. 
15, pp. 171-172 (2013) 

Noriyuki Wada, Misaki 
Katayama, Tomoe Sanada, 
Kazuhiko Ozutsumi, Kazuo 
Kojima, Yasuhiro Inada 

和田憲幸 
 
 
 
 
 

Forgged Glass by Biofilm 
Formation and Its Evaluation 

共著 Conference Tools for 
Materials Science and 
Technology 2013 (MS&T'13), 
Proceedings, pp. 2427-2433 
(2013) 

Hideyuki Kanematsu, Takashi 
Kogo, Hideo Itoh, Noriyuki 
Wada, Michiko Yoshitake 

和田憲幸 
 
 
 
 
 

Concentration Dependence of 
Fluorescence Properties in 
Tb3+-Doped B2O3-CaO Glasses 

共著 6th Geraman-Japanese/6th 
International Symaposium on 
Nanostructures (Soft/Hard 
2013), Shiga, P37, March 3, 
2013 

Noriyuki Wada, Kazuo Kojima 

和田憲幸 
 
 
 
 

MgGeO3:Mn2+赤色発光薄膜の作
製と光学特性 

共著 日本セラミックス協会, 
2013 年年会, 東京, 講演予
稿集(CD-ROM), 1P073, p. 
18, 2013 年 3 月 

眞田智衛, 北川輝, 小島一男, 
山本和弘, 和田憲幸 

和田憲幸 
 
 
 
 

Mn2+含有 GeO2-Li2O-ZnO 系ガラ
スの赤色残光への B2O3 の添加効
果 

共著 日本セラミックス協会, 
2013 年年会, 東京, 講演予
稿集(CD-ROM), 1P083, p. 
18, 2013 年 3 月 

水谷史仁, 宮崎亘史, 和田憲
幸, 眞田智衛, 小島一男 

和田憲幸 
 
 
 

 

尿素を用いた均一沈殿法による
Tb3+含有 HfO2 蛍光粉末の作製と
評価 

共著 日本セラミックス協会, 
2013 年年会, 東京, 講演予
稿集(CD-ROM), 3E18, p. 32, 
2013 年 3 月 

日本セラミックス協会, 2013
年年会, 東京, 講演予稿集
(CD-ROM), 3E18, p. 32, 2013
年 3 月 
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和田憲幸 

 
 
 
 

 
発泡過程における多孔質ソーダ
石灰ガラスの気孔の成長 

 
共著 

 
日本化学会, 第 93 春季年会, 
滋賀, 講演予稿集
DVD-ROM, 1C1-55, 2013年 3
月 

 
園田絵里, 和田憲幸, 小島一
男 

和田憲幸 
 
 
 
 

可視光応答型窒素ドープ金微粒
子含有に酸化チタン膜の作製と
評価 

共著 日本化学会, 第 93 春季年会, 
滋賀, 講演予稿集
DVD-ROM, 1PA-31, 2013 年
3 月 

横溝裕司, 与儀千尋, 眞田智 
衛, 和田憲幸, 小島一男 

和田憲幸 
 
 
 
 

Tb3+含有 Ta2O5 蛍光球状粒子の作
製と評価 

共著 日本化学会, 第 93 春季年会, 
滋賀, 講演予稿集
DVD-ROM, 2B3-30, 2013年 3
月 

藤村麻衣, 眞田智衛, 和田憲
幸, 小島一男 

和田憲幸 
 
 
 
 

ZnO-GeO2 系化合物における 1064 
nm 励起による緑色発光について 

共著 日本化学会, 第 93 春季年会, 
滋賀, 講演予稿集
DVD-ROM, 2PA-004, 2013 年
3 月 

山内康平, 眞田智衛, 和田憲
幸, 小島一男 

和田憲幸 
 
 
 
 

ゾル-ゲル・ディップコーティン
グ法による Zn2GeO4:Mn2+緑色発
光薄膜の作製と無機 EL 発光材料
への応用 

共著 日本化学会, 第 93 春季年会, 
滋賀, 講演予稿集
DVD-ROM, 3PC-006, 2013 年
3 月 

眞田智衛, 山本和弘, 和田憲
幸, 小島一男 

和田憲幸 
 
 
 
 

リン酸塩ガラス中の Mn2+の赤色
蛍光特性 

共著 日本化学会, 第 93 春季年会, 
滋賀, 講演予稿集
DVD-ROM, 3PC-064, 2013 年
3 月 

和田憲幸, 田畑直輝, 眞田智
衛, 小島一男 

和田憲幸 
 
 
 

Mn2+含有透光性ガラスセラミッ
クスの結晶化と蛍光特性 

共著 電気化学会, 創立第 80 周年
記念大会, 宮城, 講演要旨
集, p. 341, 1L23, 2013 年 3 月 

藤田健司, 和田憲幸, 平井信
充, 小島一男 

和田憲幸 
 
 
 

Mn2+含有フツリン酸塩ガラスの
赤色蛍光特性 

共著 電気化学会, 創立第 80 周年
記念大会, 宮城, 講演要旨
集, p. 346, 2L06, 2013 年 3 月 

金山勇輔, 田畑直輝, 和田憲
幸, 小島一男 

和田憲幸 
 
 
 

酸化物ガラス中での希土類およ
び遷移金属イオンの蛍光特性と
状態 

共著 ニューガラス研究会, 滋賀, 
2013 年 7 月 

和田憲幸 

和田憲幸 
 
 

発光するガラスやセラミックス
の設計 

共著 鈴鹿工業高等専門学校テク
ノプラザ, 鈴鹿, 2013 年 7 月 

和田憲幸 

和田憲幸 
 
 
 
 
 

Forgged Glass by Biofilm 
Formation and Its Evaluation 

共著 Conference Tools for 
Materials Science and 
Technology 2013 (MS&T'13), 
Montreal, Quebec, Canada, 
October 28, 2013 

Hideyuki Kanematsu, Takashi 
Kogo, Hideo Itoh, Noriyuki 
Wada, Michiko Yoshitake 

和田憲幸 
 
 
 
 
 
 

 

ホウ酸塩，ケイ酸塩およびリン酸
塩ガラスにおける Mn2+の局所構
造 

共著 New SUBARU/立命館大学
SR センター合同シンポジウ
ム 2013, 京都, 17, 2013 年
11 月 

和田憲幸, 片山真祥, 眞田智
衛, 小堤和彦, 小島一男, 稲
田康宏 
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和田憲幸 

 
 
 
 

 

 
Mn2+および Mn4+含有 GeO2-BaO
ガラスセラミックスの赤色蛍光 

 
共著 

 
日本セラミックス協会ガラ
ス部会, 第 54 回ガラスおよ
びフォトニクス材料討論会, 
大阪, 講演要旨集, pp. 
108-109, 2013 年 11 月 

 
藤田健司, 和田憲幸, 井上幸
司, 小島一男 

和田憲幸 
 
 
 
 
 
 

Creation of Inorganic Electro 
Luminescence Materials by 
Sol-Gel Method 

共著 2nd International Symposium 
on Functionalization and 
Applications of Soft/Hard 
Materials (Soft/Hard 2013), 
Shiga, P04, November 29, 
2013 

Tomoe Sanada, Kazuhiro 
Yamamoto, Noriyuki Wada, 
Kazuo Kojima 

和田憲幸 
 
 
 
 
 
 

On the green emission in 
ZnO-GeO compounds by 1064-nm 
excitation 

共著 2nd International Symposium 
on Functionalization and 
Applications of Soft/Hard 
Materials (Soft/Hard 2013), 
Shiga, P07, November 29, 
2013 

Kohei Yamauchi, Noriyuki 
Wada, Kazuo Kojima 

黒田大介 
 
 
 

Various Mortals for Anti-Fouling 
Purposes in Marine Environment 

共著 Proceedings of The Irago 
Conference 2013, p. 81 
(2013). 

H. Kanemastu, T. Masuda, Y. 
Miura, N. Hirai and D. Kuroda 

黒田大介 
 
 
 
 
 

高温の NH3 ガス環境中で熱処理
した Hastelloy B2 の力学的特性 

共著 第 76 回（平成 25 年秋季）
日本熱処理技術協会講演大
会, 第 76 回日本熱処理協会
講演大会講演概要集, pp. 
61-62 (2013). 

黒田大介, 阪彩乃, 御手洗容
子, 香河英史 ,升岡正 

黒田大介 
 
 
 
 
 

電子ビーム積層造形技術により
作製した Ti-6Al-4V 構造体の引張
特性 

共著 第 76 回（平成 25 年秋季）
日本熱処理技術協会講演大
会, 第 76 回日本熱処理協会
講演大会講演概要集, pp. 
51-52 (2013). 

黒田大介 , 御手洗容子 , 小野
嘉則, 香河英史, 升岡正 

黒田大介 
 
 
 
 

金属粉末積層造形技術により作
製した Ti-6Al-4V 合金構造体の力
学的特性 

共著 

 

日本金属学会 2013 年秋期
（第 153 回）大会, 日本金属
学会講演概要,  p. 1071 
(2013). 

黒田大介, 藤井瑛大, 御手洗
容子, 小野嘉則, 升岡正 

黒田大介 
 
 
 

電子ビーム溶解法により積層造
形した Ti 合金のミクロ組織と力
学的特性 

共著 第 57 回材料工学連合講演
会, 材料工学連合講演会講
演論文集, pp. 15-16 (2013). 

黒田大介, 藤井瑛大, 升岡正, 
香河英史, 御手洗容子, 小野
嘉則 

黒田大介 
 
 
 
 

分野別到達目標に対するラーニ
ングアウトカム評価による質保
証⑤ －到達度保証のための共用
試験（CBT）の構築－ 

共著 平成 25 年度日本工学教育研
究講演会, 平成 25 年度日本
工学教育研究講演会講演論
文集, pp. 292-293 (2013). 

黒田大介, 小林淳哉, 市坪誠, 
桜庭弘, 岡根正樹, 池田耕 

黒田大介 
 
 
 

高温の NH3 環境中で熱処理した
L-605 合金の力学的特性 

共著 平成 25 年度日本熱処理技術
協会第 3 回中部支部講演会, 
(2013.3). 

黒田大介, 今村優里, 御手洗
容子, 小野嘉則, 香河英史 

黒田大介 
 
 
 
 

高温の NH3 環境中で熱処理した
Inconel625 合金の力学的特性 

共著 平成 25 年度日本熱処理技術
協会第 3 回中部支部講演会, 
(2013.3). 

黒田大介, 岡井正名, 御手洗
容子, 小野嘉則, 香河英史 
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黒田大介 

 
 
 

 
人工衛星用金属材料の耐久性評
価 

 
単著 

 
日本溶射学会中部支部第 12
期・第 1 回「溶射技術研究
会」,（2013,7） 

 
黒田大介 

黒田大介 
 
 
 

モデルコアカリキュラム（試案）
の導入に向けて 

単著 モデルコアカリキュラム（試
案）講演会, 和歌山工業高等
専門学校,（2013,1） 

黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 
 

SS400 および 304 鋼の耐食性と微
生物付着におよぼす冷間加工の
影響 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
東海支部第 23 回学生による
材料フォーラム, 特別講演
会資料ポスターセッション
概要集, p. 122 (2013). 

 
横川さおり, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 
 

実環境中における金属材料への
バイオフィルム形成 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
東海支部第 23 回学生による
材料フォーラム, 特別講演
会資料ポスターセッション
概要集, p. 123 (2013). 

土居明, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 
 

高温環境中における Hastelloy B2
の劣化抑制に関する基礎的研究 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
東海支部第 23 回学生による
材料フォーラム, 特別講演
会資料ポスターセッション
概要集, p. 124 (2013). 

ヨンポー ブンファンヤーン, 
黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 
 

冷間圧延と熱処理を施した
Hastelloy B2 の機械的特性 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
東海支部第 23 回学生による
材料フォーラム, 特別講演
会資料ポスターセッション
概要集, p. 125 (2013). 

阪彩乃, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 
 

ひずみと熱処理による L-605 の力
学的特性の変化 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
東海支部第 23 回学生による
材料フォーラム, 特別講演
会資料ポスターセッション
概要集, p. 126 (2013). 

今村優里, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 
 

高温環境中に暴露した L-605 合金
の劣化におよぼすひずみの影響 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
東海支部第 23 回学生による
材料フォーラム, 特別講演
会資料ポスターセッション
概要集, p. 127 (2013). 

前田真由子, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 
 

電子ビーム積層造形した Ti 合金
の積層角度と機械的特性の関係 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
東海支部第 23 回学生による
材料フォーラム, 特別講演
会資料ポスターセッション
概要集, p. 128 (2013). 

藤井瑛大, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 

 

分野別到達目標に対するラーニ
ングアウトカム評価による質保
証① －全体像と取組みが目指す
もの－ 

共著 平成 25 年度日本工学教育研
究講演会, 平成 25 年度日本
工学教育研究講演会講演論
文集, pp. 284-285 (2013). 

小林淳哉, 市坪誠, 岡根正樹, 
櫻庭弘, 野口健太郎, 黒田大
介 

黒田大介 
 
 

 

分野別到達目標に対するラーニ
ングアウトカム評価による質保
証 ⑥ －到達目標におけるエン
ジニアリングデザイン能力－ 

共著 平成 25 年度日本工学教育研
究講演会, 平成 25 年度日本
工学教育研究講演会講演論
文集, pp. 294-295 (2013). 

市坪誠, 横井克則, 池田耕, 
黒田大介, 岡根正樹, 水井真
治 
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黒田大介 

 
 
 
 

 
冷間圧延後に NH3 ガス雰囲気中
で熱処理した Inconel625 のミク
ロ組織と力学的特性 

 
共著 

 
第 18 回高専シンポジウム in
仙台, 第 18 回高専シンポジ
ウム in 仙台講演要旨集, p. 
61 (2013). 

 
岡井正名, バトゲレル ムン
フドルジ, 御手洗容子, 小野
嘉則, 香河英史, 藤井剛, 後
藤大亮, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 

冷間圧延後に NH3 ガス雰囲気中
で熱処理した L-605 のミクロ組織
と力学的特性 

共著 第 18 回高専シンポジウム in
仙台, 第 18 回高専シンポジ
ウム in 仙台講演要旨集, p. 
62 (2013). 

今村優里, 御手洗容子, 小野
嘉則, 香河英史, 藤井剛, 後
藤大亮, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 

ひずみを導入した金属材料への
海洋生物の付着 

共著 第 18 回高専シンポジウム in
仙台, 第 18 回高専シンポジ
ウム in 仙台講演要旨集, p. 
59 (2013). 

横川さおり, 神崎拓也, 増田
智香, 大原滉平, 生貝初, 兼
松秀行, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 

ひずみを導入した鉄鋼材料の耐
食性の変化 

共著 第 18 回高専シンポジウム in
仙台, 第 18 回高専シンポジ
ウム in 仙台講演要旨集,  p. 
347 (2013). 

大原滉平, 増田智香, 横川さ
おり, 兼松秀行, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 

冷間圧延後に Ar ガス雰囲気中で
熱処理した Ni 基耐熱合金の力学
的特性 

共著 第 18 回高専シンポジウム in
仙台, 第 18 回高専シンポジ
ウム in 仙台講演要旨集, p. 
356 (2013). 

バトゲレル ムンフドルジ, 
岡井正名, 御手洗容子, 小野
嘉則, 香河英史, 藤井剛, 黒
田大介 

黒田大介 
 
 
 

 

冷間圧延後に Ar ガス雰囲気中で
熱処理した Co 基耐熱合金の力学
的特性 

共著 第 18 回高専シンポジウム in
仙台, 第 18 回高専シンポジ
ウム in 仙台講演要旨集, p. 
355 (2013). 

平山真由香, 今村優里, 御手
洗容子, 小野嘉則, 香河英史, 
藤井 剛, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 
 
 
 

Biofilm formation and evaluation of 
splay coated metal films on 
laboratory scale 

共著 Thermal Spray 
2013-Innovative Coating 
Solutions for the Global 
Economy 2013, ASM 
International, Busan, 
Republic of Korea, pp. 
520-525 (2013). 

H. Kanemastu, T. Kogo, D. 
Kuroda, H. Itoh and S. Kirihara 

黒田大介 
 
 
 

Biofilm formation derived form 
ambient air and the characteristics 
of apparatus 

共著 

 

Journal of Physics: 
Conference series, 433, p. 
012031, 1-6, (2013). 

H. Kanematsu, H. Kogo, D. 
Kuroda, Y. Ogino and Y. 
Yamamoto 

黒田大介 
 
 
 

電気炉スラグを含むモルタルの
生物付着評価 

共著 材料とプロセス, 26, pp. 
662-663 (2013). 

増田智香, 兼松秀行, 平井信
充, 黒田大介, 横山誠二, 田
中美穂 

黒田大介 
 
 
 
 

高専の分野別到達目標に対する
コンピュータベースでの到達度
試験の作成と実施 

共著 大学 ICT 推進協議会 2013 年
度年次大会論文集, 
CD-ROM, ISSN 2187-8242
（2013）. 

黒田大介, 下郡啓夫, 佐々木 
淳, 野口健太郎, 櫻庭弘, 池
田耕, 小林淳哉 

万谷義和 
 
 
 

α+β型チタン合金の焼入れ温
度と冷間圧延による内部摩擦の
変化 

共著 日本熱処理技術協会中部支
部 第３回講演会講演論文
集 No.3，pp.13-14.(2013.3) 

岩塚大典，万谷義和 

万谷義和 
 
 
 

β 型チタン合金の塑性変形挙動
に及ぼす相安定性と応力誘起変
態の影響 

共著 日本金属学会講演概要 
2013 年春期（第 152 回）大
会 J14.(2013.3) 

万谷義和，竹元嘉利，工藤邦
男 
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万谷義和 

 
 
 
 

 
チタン合金の組織設計制御によ
る制振性向上技術 

 
単著 

 
イノベーション・ジャパン
2013～大学見本市＆ビジネ
スマッチング～ 東京ビッ
クサイト Z-20 (2013.8） 

 

万谷義和 
 
 
 

Ti-Nb 合金における焼入れα 'お
よびα"マルテンサイトの弾塑性
変形に伴う構造変化 

共著 日本金属学会講演概要 
2013 年秋期（第 153 回）大
会 J21.(2013.9) 

万谷義和，竹元嘉利 

万谷義和 
 
 
 
 

機能性チタン合金の制振性を向
上させる新しい合金組織設計 

単著 第 4 回次世代ものづくり基
盤技術産業展 TECH Biz 
EXPO 2013 ポートメッセ
名古屋 (2013.10) 

 

万谷義和 
 
 
 
 

制振性を向上させたチタン合金
のインパルス加振 FEM 解析 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
主催 第 23 回学生による材
料フォーラム 概要集 
p.136.（2013.11） 

荒川雅彦，岩塚大典，万谷義
和 

万谷義和 
 
 
 
 

プラズマ窒化処理を施したチタ
ン合金α 'マルテンサイト組織の
窒化層評価 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
主催 第 23 回学生による材
料フォーラム 概要集 
p.137.（2013.11） 

川喜田俊，万谷義和 

万谷義和 
 
 
 
 

β型チタン合金の打抜き断面形
状に及ぼす時効の影響 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
主催 第 23 回学生による材
料フォーラム 概要集 
p.138.（2013.11） 

恒川弥佑，万谷義和 

万谷義和 
 
 
 

チタン合金α 'マルテンサイト組
織のプラズマ窒化処理に伴う組
織変化 

共著 第 76 回日本熱処理技術協会
講演大会 講演概要集 
pp.65-66.（2013.11） 

万谷義和，中田一博 

幸後健 
 
 
 

Unti-Biofouling of Metal On Glass 
Substrate Deposited by Thermal 
Spray 

共著 Thermal Spray 2013 - 
Innovative Coating Solutions 
for the Global Economy2013 

T.Kougo, H.Kanematsu, 
S.Tasaki, S.Kirihara 

幸後健 
 
 
 

Metal Coated Glass by Sputtering 
and Their Microfouling Properties 

共著 The Irago Conference 2013 T.Kougo, H.Kanematsu, 
N.Wada, T.Hihara, 
M.Minekawa, and Y.Fujita 

幸後健 
 
 
 

バイオフィルム形成が及ぼす付
着汚れとその抑制について 

共著 高専-TUT太陽電池シンポジ
ウム 

高橋一真，駒田悠如，幸後健，
和田憲之，兼松秀行 

幸後健 
 
 
 
 
 

 

Biofilm Formation and Evaluation 
for Spray Coated Metal Films 
on Laboratory Scale 

共著 Thermal Spray 2013 - 
Innovative Coating Solutions 
for the Global Economy2013 

T.Kougo, H.Kanematsu, 
N.Wada, T.Hihara, 
M.Minekawa, and 
Y.FujitaKanematsu, H., T. 
Kogo, D. Kuroda, H. Itoh, and 
S. Kirihara, 

幸後健 
 
 

鈴鹿高専における原子力人材育
成の取り組み 

共著 原子力人材育成事業フォー
ラム 

恒川弥佑，幸後健，井上哲雄 
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教育研究支援室 
森邦彦 

 
 
 

 
産学官・地域連携によるものづく
り技術者教育 

 
共著 

 
日本工学教育協会，工学教
育，第 61 巻第 4 号，pp.66-71 
(2013, 7) 

 
坂本英俊，大渕慶史，垰克己，
江﨑尚和，斎藤正美 

伊東真由美 
 
 
 
 

駅前キャンパス「鈴鹿高専みんな
の理科教室」の取り組み 

共著 第 154 回計測自動制御学会
中部支部教育工学研究会（愛
知） 

板谷年也、中川元斗、南部紘
一郎、柴垣寛治、下野晃、伊
東真由美、幸後健、吉田茂太、
桑原裕史 

西村吉弘 
 
 
 

公開講座「Arduino で LED を制御
しよう！」の実施 

共著 計測自動制御学会中部支部，
教育工学論文集，Vol.36，
pp.14-16(2013) 

伊藤明、井瀬潔、柴田勝久、
森育子、平野武範、板谷年也、
西村吉弘、森岡晶子 

西村吉弘 
 
 
 

情報オリンピックへの参加 共著 計測自動制御学会中部支部，
教育工学論文集，Vol.36，
pp.38-40(2013) 

田添丈博、箕浦弘人、青山俊
弘、浦尾彰、西村吉弘、桑原 裕
史 

石原茂宏 
 
 
 
 
 

A CASE REPORT ON APPLING 
MOODLE AS VIRTUAL 
LEARNING ENVIRONMENT 
FOR ENGINEERING 
EDUCATION. 

共著 Proc. of Int. Symp. on 
Advances in Technology 
Education ISATE, Nara 
(2013. 9) 

T. Shirai, A. Ito, T. Kusaka, S. 
Ishihara, T. Aoyama, H. 
Minoura, S. Morikawa and K. 
Ise 

 

中川元斗 
 
 

メダカ仔魚を用いたリチウムの
生体影響評価 

共著 第 166 回鉄鋼協会秋季講演
大会（金沢） 

甲斐穂高、山口雅裕、中川元
斗 

中川元斗 
 
 

メダカ仔魚を用いた in vivo での
亜鉛イオンの生体毒性評価 

共著 第 166 回鉄鋼協会秋季講演
大会（金沢） 

大平麻由佳、甲斐穂高、中川
元斗、山口雅裕 

中川元斗 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駅前キャンパス「鈴鹿高専みんな
の理科教室」の取り組み 

共著 第 154 回計測自動制御学会
中部支部教育工学研究会（愛
知） 

板谷年也、中川元斗、南部紘
一郎、柴垣寛治、下野晃、伊
東真由美、幸後健、吉田茂太、
桑原裕史 
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